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第一 篇 緒 論 

第 一  > お 學 問の 起源、 言語と 道具 

始めて 人間が 世界に 出現した S 何時頃であった か？な事は 分らない が、 現在の 進化論. 

へ-ま 兎も角も 猿の やうな もの- から， に變 化して 来た ものら しい。 そ t て 如何なる 翁。 力ら 後 

I 間と 名け てよ いか 此れ も權 であらう。 或 愈 一一 t 有無 を もつ て 入 間と 動物の PMt:: 

ii も i 裏る ii もの， くて II 意の i^f つ f 力 

ま. II つて 来たに 相 蜜い。 或は i 物の 發 する 音響 を 眞似 て 其れ を 其 物の 名と しゃ 

；; は P 動作に 伴 ふ 努力から 自然に 發 する， もって 其の 動作 を 代？ る甚 とし. * も あらう 


3 


い づ れ にし て も 言語と い ふ もの が 出来た とい ふ 事 はもう 旣に其 處に學 問の 芽生え が 出来た 事 を 意 

味す るので ある。 例へば 今日： 五：！々 の 用 ゆる 意味での 石と いふ 言葉が 出来た とすれば、 それ はもう 

自然界に ある あらゆる もの、 中から 或 性質 を 選み 出し 抽象して 石と いふ 一 種の 類槪念 ((； eltlulgs- 

hegrifp)  が 構成され た 事 を 意味す る。 さラ する 事に よって 渾沌た る 萬 象の 中に 旣に 一脈の 秩序が 

現 はれる ので ある。 同じ や う に 石 を 切る 草 を 切 ると いふ や うな 動作 の 中に 共通な も の を 抽象し て 

其處に 「切る」 とい ふ 動詞が 出来、 或は 「堅い 二 とい ふ 形容詞が 生れる。 さう すると 「切る」 と 

か 「堅い」 とかい ふ 概念 はもう 旣に石 や 木と いふ もの を 離れて 獨 立な ものに なって しま ふ。 それ 

から 又 石 を 落せば 垂直に 落ちる とい ふやうな 經驗 が出來 繰り返され 記憶に よって 聯合され て 一 つ 

の 原始的の 自然 方 則が 認められ、 段々 に 色々 の S 粱關 係な どが 認められて 所謂 知識が 出来つ 、進 

んで 行く。 さう いふ 風に 雜然 たる 萬 象の 中から 觀念を 拾 ひ 出し 組み上げる 事が 出來 ると いふ 事 は 

不思議と い へば 不思議で は あるまい か。 さう いふ 事の 可能な 所以 は 一 體萬象 其 物に 內存 して 居る 

のであって 吾々 は 唯、 猿が 木の 實を拾 ふやう に 拾 ひ 出す だけの もので あらう か。 それとも 其の や 

うな 秩序 や 理法が 人間に 備 はつ て 居る ので、 ：ん： 々は 唯 自己の 中に ある 理法の 鏡に 映る 限りに 於て 

自己 以外と 稱 する もの を 認める ので あるか。 かう いふ 問題 はつ まり 認識論 や 哲學の 問題に 屬 する 

もので <fl '玆に 詳論す ベ き 範圍外 にある。 玆 ではし ばらく 通俗的に 外 の 客 觀的實 4±1 を假 定 して 天 
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地 萬 物 及び 其れの 間に 存 する 關係ゃ 方 則 は 人間の 有無に 無關 係に 如實に 存在す ると 考へ て 置く。 

同時に 上述の 如き 大 問題 が 科學の 根柢に 横 はって 居る 事 を 忘れない や うに 讀者 の 注意 を 促して 置 

き 度い。 

兎も角も 言語が 出来た とい ふ 事 は、 人間が 自分の 內 外から 受ける 感覺 なり 情緖 なりの 結合から 

抽象 や 組織に よって 知覺 表象 を 得、 さう いふ もの 、普遍的な 連續 結合から 知識 を 構成し 得た 證據 

である。 さう いふ 言葉が 別々 の 人間の 間に 通用す る。 卽ち 甲の 意味す る もの を 乙に 傅へ る 機關と 

して 言語が 役立ち 得る 爲に は、 其れ 等の 言語の 意味が 人々 の 間に 共有なる 或 物 を 持たなくて はな 

らな いとい ふ 事 は 明な 事で ある。 換言すれば 言葉に 含まる ^ 知識な り 概念な り は 或る 程度 迄 普遍 

的で なければ ならない 事 は 明で ある。 さう でなければ 人々 は 口々 に 饒舌つ て 居ても 社會は 擬狂院 

かバ ベ ル の 塔の それであって、 個人 間に は 何等の 交涉 もない ものに なって しま ふ。 

言語が 出来た 事に よって 人々 の 經驗ゃ 知識 は 互に 交換され て 傳播し 普遍 化される C 詳言 すれば 

普遍で ある ものと 普遍で ない ものと は Itel 別され 分類され る。 さう して 始め 個人々 々 の 私有物で あ 

つた もの は 段々 に 多數の 人の 共有 肘產 となると 共に 次第に 其の 廣さ 深さ を增 して 來る。 さう い ふ 

風に して 學 問の 資料が 集積され る。 

此 くして 出来た 知識 は 云 は、：. 物置の 中に 詰め込まれた 家具 や 汁资の 如き もので あつ て、 其れが 5 


少數 である 中には 未だい、 が 段々 數 多くなる につれ て 其れ を 整理 し 分類 して 適 當な棚 や 抽出しに 

入れて 何時 で も 必耍 に應じ て 其れ を 求める 際に まご つかない や うにす る 必要 が出來 て來 る。 かや 

うにして 所謂 博物 學的 系統が 芽 出し 始め る。 せ； で も 共 や う な 分類 の 必. 然 性に 關 する 問題 が 起る が 

それ は 措いて 論じない。 

此の様に 整理され た 知識 を 更に 深く 調べ 進んで 行く と 外 觀上は 何の 關係 もない やうな 二つの 知 

識は、 其の 根柢に 於て 非常に 密接な 關係を もって 居る 事が 分って 來る。 例へば 複雜 なる 遊星の 運 

動が ケ プレルの 方 則で 整頓され た 如き ものである。 かくする 事に よって 一見 思 ひ/ >\ に 自由 行動 

を 取って 居る と 思 はれた と 思 ふ ものが 一 つの 規則に 從屬 される となれば 今迄 別々 に覺 えて 居な け 

れ ばなら なかった 揮 山な 知識の 項目 は 唯一 つの 知識へ 概括され る 事になる。 それが 一層 進んで 二 

ュ ー トンの 重力の 方 則に よって： 吏に 概括され、 林檎の 落つ るの も、 振子の 振動す るの も、 潮汐の 

干 滿も天 體の蓮 動 も 悉く 簡單な 方 則に 纏められ てし まふ 事になる ので ある。 此の 如くして 知識の 

機械的 體系が 出来 上る。 知識が 此の 如き 段階に 達すれば、 もう 如何なる 意味に 於ても 立派な 學問 

になって 居る ので あるが、 しかし 此の 進歩 を 逆に 遡つ て 行った 時に して 何處 から 後を學 と名づ 

けて い 、かとい ふ 問題に なると 此れ は 可也に 瞹 味になる。 叉 其れ を設 索した 處で結 W 學問と いふ 

もの、 定義 を どうす るかと いふ 事になる だけで 得る 處は 少ない。 
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以上 は旣 に出來 て 居る 物理的な 學問 の發育 の 順序 を科學 的な 形式 上から 考 へたの で あ る が、 實 

際上歷 史的に は、 必 しも 充分な 資料の 集積 を 待って 始めて 分類 や 系統 化が 始まった とい ふ譯 では 

ない。 此れ は 注意すべき 事で ある。 特に 今日の 物質 科學 のみ を 修める 學 生の 爲には 特に 注意して 

貰 ひ 度い 事で ある。 

今日の やうな 意味での 科學 卽ちコ ントの 所謂 實證 的學 問と しての 科學が 開けた の は 近世の 事で 

あ つ て 其れより 遙 かな 昔 希獵ゃ 東洋に 發 達した も の は あらゆる 學 問と いふべき もの、 元祖で ある 

處 の哲學 であった。 哲學は 如何なる もの かとい ふ 難問題 を 兹で說 明す る は 別と して 鬼 も 角 も 人間 

が 自然 や 人間界に 於て 經驗 する 變轉 極り ない 森 羅萬象 は 人間の 有限な 能力 を 提げて 此れに 對 する 

時 其 處には 不可解な 事 驚くべき 事 恐るべき 事が 充滿 して 居る。 其の やうな 中に 處 して 自己 を 保；：^ 

し 生命 を 遂げようと いふ 慾 求に 協 ふ爲に は、 此の 萬 象 を 少しで も 了解し 征服し 此れと 協和 せんと 

する は 自然の 勢で ある。 此の 努力の 發 現した ものが 卽 ち哲學 であると 云っても 差 支ない 位で ある。 

不思議な 事に は 人間に は 經驗的 知識の 構成に 與る 所謂 悟性の 外に 又 それ 程 明 了に 云 ひ 現 はす 事 

の 困難な 理性と 稱 する もの を 具備して 居る と 信ぜられる。 複雜な 萬 象 を 貰く 一  脈の 眞理 或は 原理 

理法が 存在 するとい ふ 信念、 或は 少く もさう いふ ものが 存在す ると 信じたい とい ふ 希望 を もつ て 

居る。 その やうな 希望 を 抱いて 萬 象に 對し 此れに 照して 此れ を 見た 結果 を 云 ひ 現 はす 時に 哲舉が 7 


生れる ので ある。 それ は 證明を 要する 理窟ではなくて 事實 であった。 如何なる 狀 態で 此の やうな 

人間の 努力が 發展 して 來 たかと いふ 事 は 折" 學史に 譲らなければ ならない が、 或 人 は 水 を 以て 萬 物 

の 元素で あり 精神の 如き ものと 考へ、 或 もの は Isculml と稱 する 火 或は energy を 以て 宇 (£ を 

統括し ようと 試みた。 此の やうに して 出發 した 學 問の 潮流が 進む に從っ て 初めは 漠然として 居た 

物質 界の 知識と 精神的の 知識が 次第に 詳しくな るに つれて 二つの 分派が 分れて 来た。 さう して 元 

は 哲學の 一 部であった natural  philosophy は 次第に 其 本家 を 離れて 獨 立な 分化 を 遂げ 今日に 到 

つ た、 其の やうに なつ た必， 然 的な 歷 史的 經 過に は 興味の 多い 事柄 は 甚だ 多い が、 此れ は 矢 張哲學 

史に讓 る 外 はない。 

唯 自分が 此處で 述べ 度い と 田 やか 事 は 科擧の 本家で あり 祖先で ある 處の 希臘 の哲擧 者が 非 科學的 

卽ち 經驗的 實證的 方法に よら 十して 先驗的 形而上 學 的に 論じた 事柄の 中で 自然界 特に 物理 學で 今 

日 論す る 根本 問題 例へば 物質の 窮極 的 構造 や energy と 物質の 關係ゃ 其 流 轉に關 する 考が 胚芽 的 

に 到處に 見出される 事で ある。 其 等の 數例は 後條に 述べる 機會が あると 思 ふが、 兎も角も 今日の 

科學的 知識の 認識 的 意義 や 成立 條件 とい ふやうな 問題 を考 へる 時に 見遁 すべから ざる 事實 である。 

吾 人 は 古代 卽希臘 哲學史 を讀む 時に は、 <f マ 日の 科學を 盛るべき 容器 は旣に 希臘 の 昔に 完成して 其 

以後に は 何等の 新しき もの を 加へ なかった とい ふやうな 感に打 たれる 事 を 禁じ 難い。 それに 關す 
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る具體 的な 例 は 後に 述べる 機會が あると 思 ふが、 さう いふ 意味で 著者 は、 物理 學 上の 根本 問題に 

着眼して 深く 研究 を 進め 何等かの 創見 を 得ん とする 學 生が、 古代 希 臘の哲 擧史 を繙く 事に よつ て 

多大な 暗示に 逢着す ベ き 事 を 注意した いので ある。 

人間が 他動 物と 異なる 點を 道具 を 使用す ると しないと に 分つ 說も ある。 此れ も餘り 分明な 目標 

ではない。 例へば 蜘蛛が 網 を 張り 蜂が 巢を 作る が 如き、 叉 或る 學 者の 記載に よれば 或る 種の 土錄 

は 小石 を 使って 地面 をつ き 固める 事が あると いふが 如き 此れ等 を も 道具と 云 へば 云へ ぬ 事 もない 一 

しかし 大體 から 云って 人間に して 始めて 道具ら しい 道具 を 作り 得る は 明な 事で ある。 さて 此の 人 

間の 第二の 特徵 である 處の 道具 或は 器械の 使用と いふ 事が 擧問 特に 物質的 學 問の 發 達に 非常に 有 

效 で 必要 であつ た 事 は 注意す ベ き 事 で ある。 最も 古く 人間が 天然 の 研究 に 用ゐ た 道具 は 極め て 原 

始 的な ものであった C 例へば 太陽の 高度 を 計る 爲の guomon や、 宗敎 的の 意味 も 結び付けられ 

た Druid の 石垣の 如き もの も 云 はに 器械の 元祖と 見られない 事 はない。 しかし さう いふ もの を 

用ゐ て 自然 を 經驗的 に 研究し ようとい ふ 傾向の 萌芽 は ソクラテスが 種 を 捲いて プラト— ン から ス 

トァ、 スコラ と 流れて 行った。 心界 方面の 哲學と 基督 教義の 結合に 忙しかった 中世に は 大體に 於 

て 閑却され て 居た。 それで 再び 器械と 名の 付く ものが 出來 はじめ Flol.t-ntiuc  Asdemy あたり 

で Galilei の 寒暖計な どが 作られ それが 次第に 改良され たりして 來た」 玆に 注目すべき は單 なる 
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自然 の 現象 を 其 儘 に 遂行 させて 觀 測す ると いふば かりで なく、 自然 の 條件を 人爲的 に 鹽梅 し 制約 

し て 所謂 實驗を 行 ふ やうに なり 其れに 必要な 色々 な 器械が 作られ 使用す る やうに なった。 此れが 

自然 科學 殊に 物理的 科 學の發 達に 非常な 貢獻 をした。 近来 は 心理 學の 研究に 迄 も 實驗的 方法が 人 

り 込んで 來た事 は 人の 知る 通りで ある。 

要するに 人間が 他動 物と 區別 さる 、目！^ として 考へ らる上 百 語と 道具と いふ ものが 學 問の 構成 

に與 つて 力の ある 事 は 上述の 如き 概略な 記述に よっても 明白な事 であらう。 然し 言語の 重要な 役 

目 は 中々 上の 如き 簡單な もので はない。 「始 にことば あり ：：： 」 と 福 昔 書の 最初に も ある 通り、 

一 百 語 は卽ち 理性で あり 神で あり、 哲畢 であり、 あらゆる 精祌 的の 學問は 全部 言葉の 學問 であると 

も 云 はれる。 又 一方に 於て 人間の 物質的 文化 は 全部 道具の 文化で あると も 云 はれる。 文明 人の 物 

質的 生活の 何物 か 直接 間接に 所謂 道具 器械の 裨 藤 を 蒙って 居ない ものが あらう。 此のゃぅな物！：^ 

に關す る 科 學の發 達 を 促した も の は 器械 道具の 製 出 のみなら す、 又 自然界 の 研究 を數 量的 にした 

事、 かくの 如くして 數學 とい ふ 特殊な 「言葉」 —— それ は あらゆる 言葉の 中で も r おも 瞹昧 な點の 

な い 言葉 を用ゐ る やうに なって から 始め て 健全な 發達を 遂げ るに 至つ た 事 を 忘れ て はならない。 

譬喩 的に 云へば 言葉なる もの は 又 一 種の 道具で あり、 道具 は 又 一 種の 言葉で ある。 

* 自分 は 所謂 唯名論 (nominalism) の 如き 意味で 云って るので はない から、 誤解せ ざらん 事 を 望む。 
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かう いふ やうな 意味で 我々 の あらゆる 學問 は 人間に して 始めて 可 能な 貴重 な 特有 な 畢問 で あ る 

と 同時に 又 結局 は 人間の 學 問に 過ぎなくて. 神 や 天使の 學問 でない 事 を 念頭に 置いて か" ら ねばな 

ら ない 事 を emp-hasizc してお き 度い と 思 ふので ある。 


第 二 章 哲 學 と 學 

旣に 前條に 於て も 幾分 了解 された であらう 如く、 學と名 付く る もの は： 五"々 人間の 意識 の 中に 於 

て 認識され 辨刖 され 得べき あらゆる 「言葉」 と 其れ を 包括す る處の 全體の 一 大體系 を 指して いふ 

ものである。 それ 等の 一言 葉」 が l5il 別され て 存在 するとい ふ 事の 裏面に は旣 にもう 此 等の 言葉の 

他の 言葉に 對 する 相互 關係ゃ 因 ra^ 關 係が 必然的に 含まれて 居る、 さう でなければ 言葉 は 存在し 得 

ないから である。 しかし 唯 原始的 狀 態から 發 達して 來 たま \ では 未だ 其 等の 一一 一一 口 葉 は 充分な 洗練 を 

經す、 それん \ の 意味の 限界 も瞹 味で ある。 そして 普遍な もの やさう でない ものと 入り 亂れて 居 

る。 それ 等 を 取って 一 々分析 的の 思索の 天枰 にかけ て 選り分け、 それぐ の 言葉の 意味の 限界 を 

明に して 行く に從 つて 個々 の 觀念は 次第に 學問 的に 規定され たものと なる、 かくして 言葉が 分れ 

離れる と 同時に 其 等の もの 相互の 關係も 明に なって 来る。 分離す ると 同時に 統一 される。 此れが 

所謂 認識と 稱 する もの 、過程で ある。 この やうな 意味で 云 へ ば あらゆる 學問 はすべ て 言葉 や 命題 

の學 問で つまり 論理 學と いふ もの 、範 圍內に 包括され る 事になる。 學 問の 根本的 要求 は 眞理の 探 

明で あると 云 ふ 事 は 明白で あるが、 扱て 此の 眞と いふ 事 は 如何なる もの を 指す か は 中々 簡單な 問 
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題で ない。 物質的 科學 者と してい ふ 所の 眞は 比較的 簡單な ものである" いづれ 後條に 述べる やう 

な 根本的に 尤 らしき 前提 を 置い て出發 して 經驗 から 歸納 した 命題 を 得、 其れ を演 II した 結果 を 再 

び 經驗に 照して 矛盾す る 事の ないか 否か を驗 しそれ が到處 適合 するとい ふ 場合に 始めて 眞と 認め 

られ る。 從 つて 其れ は 普遍的 眞と稱 せられる が 畢竟 は 「吾人の 經驗の 及ぶ 範圍 にて」 とい ふ 限定 

付きの ものである。 それで 此 種の 相對 的な 科學 的の 眞は 常識的 に は 其れ で 充分で あると 思 はれ、 

實用 上に は 多くの場合に 何の 差 支 もない。 しかし 哲學 的な 人の 眼 を 通して 見る 時には 其の 眞 なる 

もの は餘り 安心の 出来ない ものである。 否、 哲學 者で なく 純粹 の科學 者と しても 例へば ポ アンカ 

レ ー の 如く 一  方 則 は 時と 共に 不變 なり や，」 とか 或は 天 體の熱 的 平衡 を 論す る 時に 「地上の 方 則 は 

visible  uuiverse の 限界 迄 同様に 適用す るか J と 云 ふやうな 問題 を 提出す る 事 を 咎める 譯には 行 

かない。 勿論 素人 的な 突飛な 空想から さう いふ 問題 を 思 ひ 付く だけで は科學 的の 價値 はないで あ 

らうが 現在 知識の 究極 を盡 してな ほ 不可解な 問題の 起った 時に かやうな 疑 を 起す 事 は正當 であり 

又 科擧の 進歩に 资 する ものである 事 は 明で ある。 普通科 學 者の 大多數 はさう いふ 事 を 知らないで 

はない が 日常 經驗 にの みなれて 居る 爲に その 事 を 忘れて 居る。 しかし 殆んど 誰れ も 疑 ふ 事に 氣の 

付かなかった 例へば 「光線 は眞 穴.^ 中 を 直線 的に 進行す 二 とい ふやうな 方 則です らも 今日で は マ 

ン シ ュ タイ ン の 理論が 英國の 日蝕 觀測隊 によつ て 確め られ たり、 不變と 思 はれた 物質 原子が 崩壊 
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する 事が 認められ たりした。 さう いふ 事 を考へ て 見れば 科學 上の 方 則の 眞實 性は餘 り絕對 的な も 

のでない 事が 分る で あらう。 

一 度び 物質的 科擧の 範圍を 離れて 精神 界に 入る と 此の 眞と いふ 問題 は 一 層 困難に なって 来る" 

科學を 離る、 事餘 りに 遠くない 心理 學 或は 所謂 精 祌科學 の 如き ものに なると、 もう 一 層眞の 把へ 

所が 困難になる C 絡對 的の 眞と いふ もの はー體 あり 得べき もの かどう か。 あると すれば 如何なる 

意味で 存在し 得る か。 眞は 果して 人間の 知り 得る もので あらう か。 論理的 思辨 によって その 存在 

とそれ が眞 なる 所以 を證 明し 得べき もので あらう か。 それ 共直觀 すべき もので あらう か。 知る ベ 

きも の か 3 すべ きもの か。 此の や うな 問題が 簡單な も のでない 事 は 旣往ー 一 千 何百 年 の 間不斷 にも 

て极 はれて 居 てん r 日に 到つ て もま だ 何等の 歸結を 得ない ので も 明な 事で あらう。 それで 近世の 哲 

學 者へ ー ゲルの 如き は 此の 如く 眞を 求む る歷 史的 過程 其 物 を 哲學と 名 けんとした 位で ある。 又 近 

來は眞 を 遠く 暗き 處 に 求む る經過 の 無限な のに 愛想 をつ かして 人間の 實 用に 適する もの 是眞也 と 

いふ 手近な 處に 求めん として 所謂 prag.matism や huniauism を 生じた ので ある C 

- 五；： 人 物理 * 者と して 此 等の 問題 を 見る 時には、 全然 自分 等と 別の 世界に あつ て 吾々 の 足 を 入る 

ベ き範圍 以外に 於け る 事柄 を 論じて 居る やうに 見える C それ 等の 問題 は假令 どうな つ て も 大して 

構 ふ 事 はない やうに m 心 ふ。 それで 大多數 の 科 學者は 折！： 學 に對！ て 冷淡 であるか さもな くば §C 學な 
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る も の を 閑人 の 閑 事業と し て 輕視す る 人 さへ ある。 しかし 哲學 とい ふ もの は赏際 それ 程 つ ま ら な 

いもの だら うか。 單に 科學を 知らぬ 人達の 迷 想で あらう か。 

昔から 多數の 人が 求めて 来たの が事實 だから 其對 象た る眞 が實存 しなければ ならない といって 

も 其れ は科學 者を滿 足させる 答 解で はない。 科學 以外に 何物 を も 信じない 極端な 論者に は 役に立 

たない。 然し 此の やうな 科學 者と 雖 ども 自分の 信す る 科學の 基礎と なって 居る 吾人の 認識の 眞實 

性に 對 して 少し 深く 考 へて 行けば 其 人 は 直ちに 認識論の 大 問題に 到處逢 ふのに 驚 くだらう。 そし 

て 更に それ を 押 しつめ て 行く と 結局 は 自分が 何時 の 間に か 哲學的 思索 の 迷路に 踏み込んで 居る の 

に氣が 付いて 自ら 驚く の を 禁じ 得ない だら う。 そして 科學 者と 雖 ども 普通人 間と 此點 で異る もの 

でない 事 を 悟る と 同時に、 哲學 者なる ものが 必 しも 科學を 知らぬ 爲の 愚物 のみでな いとい ふ 事に 

氣 がつ くだらう。 

其れ は 許す として も 其 の やうな 思索の 迷路に 人る 事に よって 科學者 としての 自分が 何等の 利益 

を 受けない、 そんな 事を考 へないでも 科 學の應 用 は 日々 に 長足の進歩 をす るで はない かと 論す る 

極端な 實用 主義者が あったら どうかと いふと、 此れ も 矢張り 成立たぬ 論で ある。 應 用の 基礎と な 

るべき 科學の 基礎的 問題の 進展が 直接 間接に 古来の 畢 者の 哲學的 思索に 源を發 して 居る 事 は i^l^ ふ 

ベから ざる 事實 である. - 例 を 引けば 限りがない が 一例 を 擧げて 見ても 分る。 現今 文明の 最大 利器 
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たる 無線電信の 如き 其 源を搜 つて 行く とへ ルツの 電波 實驗が ある。 此れ はフ ァラデ I . マ クスゥ 

ェ ルの 電場 觀に歸 着す るが 此れ は 又 英獨學 者の 論爭 の焦點 となった action  at  distance の 有無 

の 問題に 移る。 此の 問題 は 古い 源を搜 ると もう 旣に 希臘 時代から あった 哲學の 問題に 通って 居る。 

哲學上 の 種々 な 議論 は 或る 意味に 於 て 人間の 思索の 道筋の 種 々な 現 はれであって、 科离 者が 外 

界の 現象 を 取り 人れ て 其れ を 秩序 立てる 時に 用ゐる 一 種の 型 は 畢竟す るに 哲學 的な 思索の 種々 な 

型の いづれ かに 適らない もの はない。 其の やうな 型 を 持たぬ 擧者は 多くの 材料 を 手に した 時に 其 

れを 如何に 纏めるべき かに 苦しむ、 つまり 科學 的の 仕事が 出来ない 事になる。 古来の 科离. 者 中で 

何等かの 創見 をな し 科學體 系に 幾分の 寄與 をした 科 擧 者の 仕事 を 見る に いづれ も 此の 「型」 の 所 

有 者で あつ た 事 が 分る。 其 等の 人が 自覺 し て 哲學者 であつ たかは 分らない 迄も實 質に 於て 立派な 

哲學 者であった 事は證 明すべき 极據に 事を缺 かない。 最近に 於け る Einstein 其 他の 相對率 原理 

の 如き、 もし 凡ての 科學 者が 常識的 の 時 と 空間に 滿足 し て 居たら 何 の 日に か 問題 になった であら 

う C 尤も 今日で は 此の 原理が 吾人の 實用 上に 何等の 效果を 持 来して は 居ない が應 用なる もの は 其 

れが 始まる 日に 始まる もので、 應 用の 有無 は豫 言され るべき もので はない。 寧ろ 如何なる 科學上 

の 知識 も 應用を 持たない もの はない と 云つ て もい 、。 科學 上の 眞 なる ものにして 應用 のない とい 

ふ 事 は 其れ 自身に 矛盾の ある 言葉で ある。 それ は必 しも； pragmatism の 立場からで なく、 普遍な 
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る 原理に して 實用 ある 範圍 にも 浸透し ない もの はない からで ある c 相對率 原理と 雖 ども 早 晚實用 

に關 係し 得べき 事 は 少しく 考 へれば 期して 待つべき 事で ある。 電子の 運動に 關 する 其れの 應 用 を 

考へ、 電子に 關 する 知識が 實 用と 聯關 する 事 だけ を考へ て も 明で あると 思 ふ。 

與 へ られた 公式に よって 橋梁 ゃダ イナ モ を 設計し、 或は レ ン ズ の 曲率 を 計算す る だけ を 目的と 

する 人 は哲學 など は 知る 必要 はない かも 知れない が、 純 粹な學 問と しての 物理 學を 少しで も极本 

的に 研究 せんとす る 畢生 は哲學 的の 思索に 或る時 間 を 費し 、十〕 からの 學 者の 考を學 ぶの も 無用で 

ない 事 は 大要 上述の 事 だけで も 明に なった 事と 思 ふ。 


第三 章 自己と 自己 以外 

吾人が 事物に 對 した 時に 於け る 心的 狀態 を考へ て 見る。 例へば 私が 花 を 見て 居る とする。 其 時 

虚心な 私の 意識に は 別に 自分と いふ もの もなければ 花と いふ もの もない。 しかし 今 自分 は 花 を 見 

て 居る と考 へる と 急に 此の 渾 然とした 狀 態から 自分と いふ ものと 他と いふ ものと が 生れて 來る。 

自分 は 能 知者で 花 は 所 知者で ある。 此の やうな 場合 は 極めて 明白で あるが、 所 知者と なる もの は 

必 しも 所謂 外界の ものと 限らす、 例へば 自分の 記憶に 浮んで 來る 友人の 顏 でも 差 支へ ない。 其の 

「顏， 一 は 手で 觸る事 も 出来す 眼の 網膜に も 影響せ ぬ もので 自分の 中に あるが、 しかし 其の 「顔」 

の 外に 自分と いふ 能 知者が 居て 其れ を 客と して 取扱って 居る 事が 分る だら う。 もう 一 歩 進んで さ 

うい ふ 「自分 AJ を 一 つの 認識の 對象 として 見て 居る、 もう 一 つの 「自分 BJ も考 へられる だら 

う、 その 時 は A は 所 知者で B は 能 知者 だと 考 へられる。 さう いふ 風に 考へ ると ー體能 知者た る自 

分 は 何處に 居る か。 自分の 手 や 足 は 平生は 自分と 一 つに なって 居る が、 一 度び 考を飜 せば もう 花 

や 草と 同様に 自分から 離れて しま ふ。 自分の 全身から 腦祌經 迄 も 同様で ある。 それならば 自分と 

して は 何が 淺る だら う。 かう いふ 問題に 對 する 答 は 哲學の 問題で ある。 有名な Cosito  ergo  sum 
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と い ふデ カルトの 言葉 は 其れ である。 

此の 如き 第一義 的な 「我」 の 中には 唯に 思惟 者の 思惟 唯一 つが 含まれて 居る かとい ふと 實は思 

惟 者 自身の 外に 自分と 同様な 多數の 思惟 者が 含まれて 居る、 そして 此の 我れ の 思 ふ 事が 同時に 他 

の 我の 思 ふ 事で あり 得る とい ふ 事が 含まれて 居なければ 思惟 の 惯値 はない 。 卽ち 此 の 我れ は 普遍 

的な もの を もつ て 居なければ ならない。 

あらゆる 學の 中で 科 學と名 づける もの ，^1:1 標 となる ベ きもの は 何かとい ふと、 根本的な 點 とし 

て は 其の 中で 取扱 ふ對 象が 此の 自分 を 含まない とい ふ 事で ある。 卽ち所 知者ば かり を 抽出して 其 

等の 間の 普遍的 關係を 論じる とい ふので ある。 勿論 さう いふ 事が 可能で あり 其の やうな 科 學が成 

立す る 爲の條 件 は 重大な 問題で あり その やうな 問題に は 能 知者の 吟味が すぐに 必要になる の は 明 

な 事で あるが、 科擧は その やうな 事の 可能で あると い ふ 前提で 打ち切つ て 其 處 で科學 自身と 他の 

哲擧の 部分との 境界 を 立て \ しま ふので ある。 

さう いふ 意味に 於て 物理的の 科學の 範镯は 分る と 同時に、 生理 學ゃ なほ 一 歩 進んで 心理 學の如 

きものが 科學 となり 得る 所以が 分る ので ある。 

物理 學は 此の 科擧 の- s: で 更に 生命と いふ ものに 關係を 持たない 所 知 物 を 採つ て對 象と する ので 

ある。 
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此の 如く 切り離した 所 知者の 客 觀的實 在 は 如何なる もの かとい ふやうな 事 は 改めて 後に 述べる 

事と して、 上述の 如く 能 知者た る 自己 を 除外す る 傾向が 科學の 進歩と 共に 次第に 鮮明に なって 來 

た 事 は 特に 科學 中の 科學 たる 物理 學に 於ても 見られる。 今日で は 殆んど あらゆる 形而上 學 的な 意 

味 や 目的 觀 的の 見方 ゃ價値 的の 見方 は 排出され てし まって、 人間の 感 覺に關 する 部分 は 生理 學ゃ 

心理 擧の 方に 移され、 唯 僅に 色と か 寒暖と か 右左と かいふ やうな 言葉に 痕跡 を殘 して 居る。 此事 

は 更に 又 述べる。 

科 擧の對 象と する 物で も 一 度び 此れが 能 知者た る 自分と 關 係した 問題に なると 忽ちに 科 學の圈 

外に 逸出す る。 例 へ ば赵が 物差で 或る 長さ を 計つ て 居る 時に 物差と 私の 眼 や 手が 器械に なつ て 計 

つ て 居る 間 は 能 知者た る 私 は 遠くに 退い て 居る。 次に 其 計り 方が 上手 か 下手 かとい ふ 問題が 起つ 

たと する。 其 時に 標準 を 矢 張 器械に 取って 私の 測定の 結 と、 精密な ciparatcr の 結 2^ と 比 

較 しそれ に 近い 程 上手 だとい ふと すれば 問題 は 矢 張科學 的で ある。 何と なれば 其 時の 私の 眼の 

斷は所 知者で あるから である。 しかし 如何に すれば 上手に なれる かとい ふ 事 は 最早 學 でなくて 術 

である。 學は 何人も 同様に 達せら る &が術 は然ら す。 次に 此れ を 計り 得た 事に よって 私が 滿足を 

感じた とすれば 其滿 足の 狀態 はな ほ內 省に よって 心理 學の對 象と なり 得ない 事 はない。 しかし さ 

うい ふ 事 をして 居る 私と 物差と を 引く るめ て、 長さ を 計つ て 居る 私 を全體 として 見た 時に そんな 
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事 をして 居る 私と いふ 人間 や 其 行爲が 如何なる 意：^ や 價値を もって 居る かとい ふ 問題になる とも 

ぅ科學 ではない。 其 處には 所 知者と しての 自分ではなくて 能 知者た る 自身が 人り 組んで 來 るので 

ある。 

此の 例で も 分る 如く 能 知者と は 何も 一個の 人間 寺 E 寅彥の 一 自分 J の 如き もの を 意味す るので 

はない。 もっと 池：： 遍 的な 或 物 を 意味す る ものである。 それ は 此の 寺 M 寅亲の 如き^の が此 世に 居 

て も 居なくても、 居る もので あつ てし かも 其れが 寺 田 黄彥の 中に も 居る ものでなくて はならない „ 

併し 此の 問題に 餘り深 人り する 事 はつ まり 兹 では 餘 りに脫 線になる から、 唯此 處に大 なる 問題の 

横 はる 事 を 暗示す るに 止めて 置く。  - 

玆では科學と非3^:學との間を分っものとしての自己と自己以外を說明するのが此條の目的でぁ 

つた。 

科學が 中世 後文藝 復興と 共に 急に 進歩す るに 至った 一 つの 大 なる 理由 は實に 科學が 此の 區別 を 

自覺 して 自己から 切り離され 自由な 天地に 放 たれた のに あるので ある。 しかし 全く 自由にな つた 

積り で 居ても 實は 矢張刖 の， 界に 移った のでなくて 何 處迄も 自分の 圍 から 出た 譯 ではなく、 唯 肉 

分の S5>ieh.a ョ 11 を？ 1 たとい ふに 過ぎない。 此事も 忘れて はならない 事で ある。 
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第 四 章 物質 科學と 生物 科學 

前 條で旣 に 觸れて 置いた やうに 心理 畢生 理學 (動植物 學も 含めた 意味で) が 物理 化學と 同様に 

科學 として 成立し 得る ので あるが、 しかし 前者と 後者との 間に 存 する 著しい 根本的の 差違の ある 

事 も 明な 事で ある。 

科學 としての 心理 學の 特異な 地位 や 其れに 附隨 して 起る 科舉的 研究の 困難 等 は 次の やうな 一 事 

を考へ て 見ても 分る。 卽ち 心理 學で對 象と なる 處の 要素で ある 感覺ゃ 表象なる ものが 極めて 把 ま 

へに くい 不安定で 時と 場合により 變 化し 殊に 難儀な の は 有限な 現在の 條件 のみで specify され 

る 性質 の もので なく て 其 前 々からの 歷史 によりて 限ら れる もので あり 叉 歷 史的 效 果が單 に £1 ョ- 

tivc に 作用し ない 事で ある。 此 一 事 を考へ て も 如何に 困難な もの かとい ふ 事が 物理的 科學に 馴れ 

たも の から は 容易に 想像 さ れる。 次に は感覺 の 集合 は 直ちに 意識に はなら な い で 其 處には 記憶 や 

聯想 や 種々 な 作用が 働いて 居る。 其の 記憶な ど、 稱 する ものが 物質 科擧で 取扱 ふ 如き 個々 に獨立 

した 觀 念で なく 縱 横に 錯 絵した ものである。 物理 學者 にして 始めて 心理 學の書 を 見る 時に 起る 感 

じは赏 際さう した ものである。 心理 學 上の 實 驗と稱 する ものに 類す る もの を 物理 擧 上で 求 むれば 
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例へば 絲絲の 如き もの & 延長 を實驗 する 場合に 似て 居る。 重さ や 温度 ゃ濕 度の 如き 條件を 指定し 

. て も 長さ は 定まらぬ。 Hysteresis や after-effect など、 稱 する 時間 的 前後に 關 する 效果 が錯絵 

して 其 中から 何等か reliable な 方 則 を 引出す るに 苦しむ やうに 見える。 

其れに も拘ら す實驗 心理 學が 或る 進歩 をな しつ、 ある 事 は 認める ので あるが、 兹 では 唯 物理的 

科 擧の特 徵を說 明す る 爲に此 等の 難點を 述べた に過ぎない G 

次に 生物の 生理 學は 如何なる 地位 を 占める もので あるか、 一 方に 於て 生理 學は 心理 學と 接觸す 

る、 殊に 感覺 に關 する 神經 系統の 問題が さう である。 心理的 現象と 生理的 器 關の化 學的變 化な ど 

も 研究され る、 又 一面 進化論に は 直ちに 哲學の 問題に 結びつく。 生物 畢者 として は 又 自ら 別な 見 

方が ある だら うが 自分 は此處 でも 其れが 物理 化 學に對 する 關 係から 考へ て 見ようと 思 ふ。 生物 學 

が 單獨な 個體の 記載 的學 問から 進んで 分類 學に 入る。 さう して 單 なる 外形から はなれて 深 人 すれ 

ばもう そこに は 廣義の 生理 學 的の 問題が 起る。 さう して 生物 を單 なる 機械と して 取扱って 居る 內 

は 物理 や 化 學の應 用に よって 說明 する 事が 出来る が、 少し 立ち 人って 來 ると、 問題 は 細胞と いふ 

ものに 歸着 する。 生殖 ゃ發 生や 遺傳ゃ 進化 やつ まり 生物の 生物た る 所以の 問題の 祕密は 細胞の 內 

容 たる 原形質に 歸着 する。 此の 中に 含まれる 生命の 謎 は あらゆる 問題の 遁げ 込み 場所で ある。 此 

の 一 見單 純に 見えて 其 實複雜 な 細胞と 物理 學 者の 物質との 間に 存 する 犬なる 問 隙が 充 されない 限 
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り科學 上に 於け る 物質と 生命の 對立は 避け 難い 事で ある。 從 つて vitalism と materialism はい 

づれ も；！^ 在 を 主張しても よい 譯 である。 

(密に 思 ふに 多く  5 人 は 物質 を 簡單な ものと 思 ひ 細胞と 其 生命 を神祕 的なる 或 物の 如く 考 へて 居る 

の が 通例な やうで あ るが、 現今 の 物理 學 の 立場から 云 へ ば 物質 原子 の 如き もの は 最早 餘り簡 單なも の 

とは考 へられない。 原子 自身が 一種の 構造 を 有し、 核と 電子の 集合で 或る 意味で は 一 つの 天體 に似て 

居る と 同時に 义 細胞に も 似て 居る。 さう して 同じ 酸素 原子と 稱 する もので も 其れ は必 しも 仝く  OOP. 

wrucnt な もので はなくて 其れ/ \- の 個性と い つた やうな もの を存 して 居る と考 へなければ ならな い 

极據が ある。 此の 如き ものが 集合して 分子と なり、 更に 膠質 分子と なり、 其れが 細胞と なる 間に 突然 

他から 生命が 投入せられ るので あらう か、 抑 も 亦 原子 自身に 生命の 胚子 を 八.；： んで 居る ので あるか。 後 

の 如き 空想 も 急に 否定し 去る 事 は 困難なる 如く 見える。 一方で 生命の 存 する 處に行 はる \ もので 無生 

物質 界と 根本的に 異る 如く 見える 事が ある、 物質 界 では second  law  of  thcmiodynamics によって 

あらゆる 差別が 取 除され あらゆる ものが 混ず る點に 於て 生命 は 反對に 差別 を 構成 し 混ぜる ものに 選擇 

作用 を 及ぼす 事で あるが、 此れ も必 しも 原子の 集合から 生命が 生れぬ とい ふ fjg 據に はなら な い。 se- 

cond law は 原子と 原子の 結合 等に は 適用 じない かも 知れない。 

さ う 云 つ て も 自分 は 唯物論 だと いふので はない。 もし 上の空 想が 當 つたと し て も 生命の 不思議 を 細 

胞 から 原子に 移した と いふ のみで 子の： 小 &』議 は 少しも 變り はな い。) 
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生べ 叩と 物 I：： との 連絡が 見出される 迄 は 兎も角も 生物 學には 二つの 相 並行す る獨 立な 原理 を 許容 

しなければ ならない。 

比れ に反して 物理的 科學を 見る と實 に簡單 にして 明瞭なる 觀が ある。 此の 區 別 は何處 にある か 

と い ふと 物質の み に關し て は 所謂 機械論が 適用す るからで ある。 卽ち ral 鬼 關係は 明瞭に し て 有限 

な 言葉で 規定され た 機械的の 方 則に よって 單義 的に 定められる。 此れに 反して 生命と いふ 原理の 

入り込む 處には 最早 その やうな 簡單な 方 則 は 見出され 難い、 此處に 現 はれる 同化 や 生長 や 蕃殖に 

は 自ら 一 定の方 則 は あるに しても 其れ は必 しも 單義 的なら す 複雜を 極めた ものである。 此れ は 生 

命 其 物が 不明な とい ふ哲學 的の 問題よりも 寧ろ 此れ を 支配す る 科 學的條 件 や 要素が 複雜で 不明な 

爲 とも 見られる。 物質と 雖も其 物 自身の 不可解な 事 は同樣 であるが 其れ を 規定す る 要素が 少數で 

明瞭で あるから である。 

. LOL-b 等の 如く 生命の 現象 を 機械的に 說 明しょう として 努力し つ. - ある 人 も あり 又 相 應の效 衆 

は擧げ て 居る 事は爭 はれない が、 其 目的が 遂げられる とし て も 其れ は な ほ 前途遼遠 だと 思 はれる 0 
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第 五 章 物理 學— 物質 科學の 根柢と しての 

吾人の 認識す る 萬 = ^の 中から あら ゆ る 精神の 作用に 關す る も の を 取 除き、 叉 あら ゆ る 生活 現象 

を 捨象し 殘る 所の 物 は 物質 界 である。 人間 や 生物が 悉く 消滅し て も 現に 人間の 視る 物質 界が 如實 

に淺存 する かしない かとい ふ は 別問題と して さう いふ 物が 存在 するとい ふの が 物質的 科學の 成立 

する 條件 である。 扱て 此の 如き 物質 界に 臨んで 其 中に 起る あらゆる 物の 關係ゃ 現象 を 研究 せんと 

する 時に 吾人 は 種々 の 立場から 取り か、 る 事が 出来る。 先づ 例へば 天體 星辰の 運行と いふ 事に 着 

目して 見る 時には 其 處に廣 い 研究の 野が 開かれる、 星の 運行 を 観測し 記載して 其 事實の 中に 何等 

かの 秩序 を 求める 事に よつ て 天 文學 が發展 しはじめる。 天 氣の變 化に 注意す る 人 は 同様にして 氣 

象 寧の 元祖に なり 得る。 しかし 星の 蓮 動 を 詳しく 研究す る 爲には 自然に 一 切の 運動と いふ もの」 

研究が 必要になる。 從 つて 問題 はすぐ に カ學の 問題に 移って 行く。 太陽の 光熱と いふ 事を考 へれ 

ばす ぐに 一般の 光熱に 關 する 問題が 起る。 風の 研究と いふ 事 は 正に 空氣の 研究になる。 此の 如く 

.r^n 人が 直接に 親 知す る 特殊な 對象を 捕へ て 研究して 居る 內に 何時の間にか 其の 對象は 次第に 分裂 

を 始めて 種々 の 成分に 分れて 行く 事に 氣 がっくで あらう。 其等の耍素は當i^wの對象の 一部分で あ 
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る 如くして 又 却って 其 特殊な 對象を 包括す る ものである 事が 分って 來る C 何と なれば 個々 の 特殊 

な對 象から 分裂して 來る耍 素の 中には 自ら 通有な ものが 出て 來る C 卽ち A なる 具體 的の 對 象から 

抽出され る ala"c? の 中には B から 出る bl し- b" 等の いづれ かと 同 一 視し 得られる ものが 澤 

山に 出て 来る 事に 氣 がっく だら う。 

此の 如き 共通 要素が 存 するとい ふ 事が 非常に 面白く 又 驚くべき 事で ある。 どうして そんな 事が 

可能で あるか は 別に 詳述す るが、 此れの 可能な とい ふ 事が 科 學の條 件で ある 事 は 云 ふ 迄 もない。 

自然界から 吾人が 直接 經驗 する あらゆる 具體 的な もの、 研究 は 此の 如くに して 次第に、 直接 經 

驗 から 離れて 抽象的な 共通 要素の 方へ と 移って 行く。 其 等の 要素 を 採って 研究して 居る とそれ が 

叉 分裂して 更に 第一 一次の 要素に 分れる。 順次 此の 如くに して 分れて 行く と 同時に 共通な も の は 

ハ俭 、、 多くして 要素の 數は益 、、減少して 行く 事を發 見す る。 それで 分裂と いふ 事は此 場合に 要素 を 

增す爲 の 分裂ではなくて 滅 する 爲の 分裂で ある。 分裂す るの は 分裂せ ん爲の 分裂に あらす して 抱 

合する 爲の 分裂で あるの は 注意すべき 事で ある。 

此の 如くに して 初期の 分裂に よつ て 生じた 物理 學の對 象と なる 萬 象の 要素 は、 氣體液 體固體 の 

物性 論、 運動、 音、 光、 熱の 如き ものであった。 其れが 第二次 第三 次の 分裂に よって 上述の 過程 

を 繰 返す 中に 此 等の d: 體 的に し て なほ 感覺 的な 要素 は碎 かれ./ \ て 遂 に は 物質と H ネル ギ ー と の 
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二つの 要素に なった。 現代に 於て は旣に 物質と §erg.y と 打して 一 丸と ならん とする 有様で ある。 ^ 

かう いふ 風に 考 へて 見る と 現在 物理 學 上の 懸案た る 原子 構造 問題の 如き も 畢竟す るに 十九 世紀 

物理 學の耍 素が 分裂 を 始めた ものと も 見られる。 更に 簡單 なる 要素 陰陽 雷 子に 分裂す る 事に よつ 

て 異種 元素 を 抱 一 せんとして しかも 未だ 其 目的 を 達し 得ない 狀態 にある。 もし 從來の 傾向 を 徹". K 

させんに は陽電 核と 電子 を 抱 合する 爲に 更に 一 段の 分裂 を 要する ので は あるまい か。 

前述の 如く 考 ふれば 物理 學 なる ものが あらゆる 物質的 科學の 基礎た る 事 は 明白で あらう。 

化學は 從來は 寧ろ 便 上物 理學と 並行して 別の 道 を 進んで 居た、 卽ち 化學は 物質の 性質の 變化 

に關す る 問題 を 分擔し 物理 學は其 以外の 方面 を 取扱 つて 来たので あるが 此の 如き 判然たる 區別は 

今日で は 最早 成立ち 得な い、 物理 擧 並びに 化學の あらゆる 現象 を 突き つめて 行く と 分子 原子 の 構 

e ぬと 其 H ネ ル ギ— 問題に 集合す る。 物理 擧者は 最早 化學變 化に 無頓着に 原子 を 論す る 事 は 出来な 

くな つた。 化 學者は 最早 電子の 蓮 動に 無關 係な 議論 をす るの は 工合が 悪い C 此の 如くして 物理 化 

學の 領域 は 互に 相 合して 一 つの 體系に 包括 さるべき 運命と なった ので ある。 

物赏的 科學の 內に數 へらるべき もの は 枚擧に 暇ない 程 ある。 天文 學、 氣 象學、 海洋 物理 學、 地 

ttf 物理 學の 如き は 直接 明白に 物理 學の應 用と 見做さる、 ものであるが なほ 其 外に 地質 學 地理 學の 

如き 複雜な る. 2： 容を 有す る も のも少 くな い 。 此 等の 學 問の 中に は 或は 記載的^^物學 の 分子 も あり 


說 序學理 


或は 歷 史的 或は 人文 的の 要素が 多量に 包まれて 居る が、 しかも 此 等の 學 科の 殺 も 根本的な 科 擧 的 

問題 は 物理 學の 問題で あり 最も 科 學的價 値 ある 部分 を 拾 ひ 出せば 其方 面の 問題 は^ 接 間接に 物理 

學化 學の應 用で ある 事に 氣が 付く であらう。 從 つて 此 等の 學の 今後の 科學的 進展 は 一 に 物理 化學 

を瞎 取す る 程度に よつ て 定まる もので あらう とい ふ 事 は 疑 もない 事で ある。 


29 


第 六 章 數學 との 關係  . 

物理 學と 他の 科學 との 關係を 述べる に當 つて 一 言附 加へ て 置くべき は數學 との 關係 である。 

物理 學が 物理 學 らしくな つたの は 自然の 量的 研究 を 始めた 以来の 事で ある。 今日 物理 學が 精密 

科 學と稱 する もの、 中心た る 所以 は 其の 研究の 道具と し て 數學を 採用し てからの 事で ある。 此の 

如く 數學を 自然の 研究 或は 記述に 用ね ると い ふ 事が どうして 出來 るか。 其れ を 採用す る 事が 必然 

的で ある や 否や、 さう だと すれば それ はどうい ふ 意味に 於て 1- あるか。 此 等の 問題 を 明に する 事 

は 數學の 應用を 誤らし めない 爲に明 にして置く 必要の ある 事で ある。 此 等の 問題に 對 する 誤解 は 

やがて 數擧の 濫用 を 惹起し、 或は 數學 を用ゐ て ある 推理の 結 2^ を 妄信す る やう な 弊 を 醸す 恐れが 

ある。 

數と いふ 概念 は 如何にして 起った もの かとい ふ 事 は 六 かしい 問題で ある。 人間の 認識の 最も 最 

初に 遡って 考へ て 見ねば ならない。 吾人の 意識が 渾沌と して 自他の 區別も 分らない やうな 狀 態に 

ある 時 は數は 未だ 生れない。 全體は 無卽ち 0 である。 しかし 旣に能 知 所 知が 分れる と 同時に 其 後 

に 一 一つ の もの 、對 立が 始まる、 其れと 同時に 此の 一 一つ を 抱 合する 全體 としての 一 が出來 るので あ 
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る。 1 とい ふ もの は數の 基礎で あるが 同時に 一， 多」 を 其 中に 含み 又 此れに 對 立させる 事に よって 

始めて 意味 を 生じる ものである。 此の 如くに して 大 極が 兩儀を 生じ それが 四 象 を 生じて 分裂が 始 

まれば それから あと は 同じ やうな 過程 を 繰 返す 事に よって あらゆる 整 數は出 來る譯 である。 此の 

如く 數の 概念 は 認識が 始まる と 同時に 生す る もので 人間の 悟性の 根抵に 膠着した ものである。 從 

つて あらゆる 認識に は 不知 不識隨 伴して 居る 事 は 少しく- 2： 省して 見れば 容易に 了解せられ るで あ 

ら う。 

數は此の如く极本的な概念でぁるから東洋でも西洋でも哲學の初期に於て^^々 な形而上學的な 

意味 を 此れに 附隨 して 考 へられた。 支那 ゃァ ラビア でも 數は道 德ゃ藝 術と 種々 な 形で 聯關 されて 

來た。 ピタゴ ラス 及 其の 弟子の 如き は數が 世界 を 支配 統一す る 原理で あり、 叉 世界の 本質で あり、 

其の 價： g を 定める 標準と した。 唯に 物界 のみなら す 道德 上の 概念 例へば 正義 友情の 如き もの すら、 

其の 本質 は 數の關 係に よって 與 へらる- -と考 へた、 物は數 であり 或は 数なる 「眞」 の模 像で ある 

と迄考 へた。 此れ は ピタゴ ラ スが 殺の 振動に より 發 する 音の 調和の 研究から 得た 物理的の 結 栗 を 

大膽に 比 論で 押し 擴 げたに 過ぎない であらう が、 面白い 事に は ピタゴ ラ ス の 死後 一 一千 數 百年の 今 

日に 於て あらゆる 物理 學 上の 眞理卽 ち 或 意味に 於け る實 在が 凡て 數の關 係と 切り つめられ 數が世 

界の模 像と 考 へ る やうに なった 事で ある。 


31 


支那の 易學の 如き 或は 支那 ァ ラ ビ 了 の 音 I 木の 如き もヶ、 張數の 形而上 學的 意義 を考 へ た 結^と 見 

る 事が 出来る。 

整数の 概念が 殆ん ど先驗 的に 與 へられた ものと 考 へられる が、 其れが 段々 に變 形され 擴 張され 

て 分數 や 無理 數ゃ 終に は 虚數の 概念 迄 出来た。 此の 如き 概念 は 人間の 經 驗に獨 立に 構成され 得る 

かどう かとい ふ 事に ついては 種々 の 議論 も あり 得る が、 兎も角も 歷 史的に 見れば あらゆる 數學上 

の 概念が、 經驗 的の 事 實に數 理を應 用す る爲に 種々 の 問題 を 惹起し それによ つて 促が されて 來た 

事 は 明で ある。 

しかし 數學 自身 は數の 間の 關係 を經驗 的に 取扱 ふ ものではなくて、 始めに 與へ られた 概念. S 身 

を 何 處迄も 分析 して 行って 其 內に存 す る もの を 掘り出す 。 さう して 先驗 的に 自明な 論理 によって 

演 II 的 に 開展 させて 行く ものである。 以上 は 單に數 について いうた が 幾何 學 に 於て 取扱 ふ 空間に 

ついても 同様で あつ て 大體に は先驗 的に 與 へられた 空間の 槪念を 分析して 行く ものである。 勿論 

此れ とても 經 験の 側から 幾多の 助け を假 つたに は 相違ない が 本来の 性質 はさう い ふ ものである。 

さう い ふ 意味で 數學 程^ 物の 混 人し ない 純 粹な學 問 はない。 それで 其の 開 展に用 ゐられ た 論理 

が 間遠って 居ない 限り は 決して 其 出 發點と 矛盾す る 事 はあり やうがない。 凡ての 演繹の 結 ra^ は必 

然の 正確さ を 持つ てお る。 しかし 最初に 與 へられた 概念の 內に 含まれない 何物 も 出て 來ゃ うはな 
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いので ある C 

さて 數學 を經験 界に應 用す る 場合に 第一 に 起る 問題 は單 位の 問題で ある。 例へば 此 處に备 種の 

菓 物が ある 時 其れ を 數 へる やうな 場合に は 凡ての 菓 物の 差別 は 無視して 菓物 によって 占められた 

closed  spa.ce の 各、、 を 1 と 見て 何個と 數へ あげる。 さう してし まへば 其 數に 算術 を應 用して 得 

る あらゆる 答 は必す 正確で ある。 ffi! し 其 結 ra^ に 於ても 1 は それ， <\\ 前と 同じ 意味 を もつ て 居る と 

しての 事で ある。 始めと 異る 意味の 1 を 結果に あてはめれば 結 は 無茶苦茶 になって しま ふ。 此 

の 如き 誤 は 狂人で ない 限り 恐らく 侵す 人 はないで あらう が、 問題が 複雜 になつ て來 ると 此れに 類 

した 誤 を 起す 事がない と は 云 はれない。 例へ ば 統計 學 などで 或る 範圍內 の 材料に よつ て 得た 結 ra^ 

を應 用す る 場合に 出 發點を 忘却して、 結 菜 を 無限な 處に應 用す るが 如き 此れで ある。 統計に 用ゐ 

られる 數學は 噓を云 はない のに、 「統計 程 嘘 をい ふ もの はない」 と 云 はれる 理由 は此處 にある ので 

ある。  .  - 

更に 進んで 連績 的な 量 例へば 長さ や 面積の 如き ものに 數を應 用す る 爲には 普通に 所謂 單 位が 必， 

要になる。 それで 何等かの 根據 から 人爲 的に 或る 單位を 定めて 此れ を もつ て與 へられた る 量 を 計 

ると いふ 事に よって 其 量 は 其 中に 含む 單位 量の 數 によって 代表され る. - 然る 後に 此の 如くして 得 

た 數に數 學を應 用して 得た 結果 は 嚴密に 正確で あるかと いふに、 實 はさう でない。 何故かと 云へ 3 


ば 測定と いふ 事 をす る 際に 人間の 感覺ゃ 判斷の 不完全な 爲に 測って 得た 數には 若 "トの 誤差が 附隨 

して 居る。 從 つて 此れから 計^して 得た ものに は 常に 誤差が 附隨 して 居る 卽ち 正確で ない。 此れ 

は 殆んど 自明 的な 事で あるに 拘 はらす、 物理の 初學 者が 常に 忘却す る 事で ある。 不完全な 材料 を 

數學の 竈に 入れる 事に よって 其れが 祌祕 的な 作用で 淨 化され 純化され ると いふ 譯 はない 事 を 忘れ 

て はならない。 

更に 進んで 物理 學 上の 各種 の 問題に 數 學を應 用す る 場合に は、 當該 の 問題 を數學 的に f  onlm- 

late し 得る 爲に 問題 自身に 幾多の 限定 や 假定を 施す 必要が 起る c 例へば 液體の 運動 を 論じる 爲 

に 其 の 連續性 や 均質性 を 假定し 粘性 を 捨象 して 此れ に數 學を應 用す る。 其の 數學的 解析が 嚴密 に 

行 はれた として も 其 結 31^ は 畢竟 始め に出發 した 理想的 液體に のみ 嚴密 に當て はまる とい ふの みで 

實際 の 場合に は 決して 正確に 當て はまり やうがない、 如何なる 度 迄 其れが 近接す るかと いふ 事が 

問題と して 殘 るので ある。 從 つて 分子 的な 大さ迄 も 此の 如き 結 鬼 を用ゐ 或は 比 不同なる 液 や 粘 

性 著しき 液に 無差別に 應用 すれば 全然 誤れる 結果 を 生じ 得る 事 は 明で ある。 (面白き 一 例 を あげ 

れば diffusion の 數學的 理論に よ れ ば 隅 田 川に 一粒の アル コ ホル を 落せば 其 瞬間に 此の ァ ル コ 

ホル は 全世界の 海に 瀰漫 し、 少 くも 一 つ 位の 分子 は 阿 米 利 加の！^. at に 到着し なければ ならない 譯 

である。 しかし 此れ も 理論 假定に 於て 液の 述裱 性と いふ 事が はいって 居る から 起った 結 で、 有 
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限な 大 さの- £ 小 子から 成る 液體 について は それ は 不可能な 事で ある" 此の 如 き 例を舉 ぐ れ ば 際限 も 

ない ので あるが、 要する に 數學は 正 "IE- で も 使用 を 誤れば 大 なる 誤謬に 陷る 」 ) 

實際 の 問題に 於て は數學 の 嚴密 なる 開展 の M 難 を 避け る爲に 種々 な 省略 を 行 ふ か ら此處 にも 誤 

謬の 入り込む 門 は 多數に 開放され る。 例へば Airy が 液 體カ學 で 波の hrrnkills- を說明 せんとし 

て 失敗した 如き 其れで ある。 ^ 

なほ 物理 學の tool としての 數 學の應 用に 關 して は述 ぶべき 事 も 多い が 後に 物理 學の 方法 を 論 

する 際に 更に 述べる 事と する。 數擧 自身に ついても 述べ 度い 事 は あるが それ は 略す る C 玆には 唯 

數學が 如何なる 意味で 正確で あるか と い ふ 事、 其れ を 物理 學に應 用す る 時に 起る 限定 の 必要 を 注 

意す る^ 止めて 置く。  t 
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第二 篇 物理 學の對 象 

第 一章 物理 

普通の 物理 學の 教科書 を 見る と 其の 第一 頁に 物理 學の 定義と いふ やうな ものが 書いて ある" 此 

れは 本の 體裁上 必要と 思 はれる からで あらう、 しかし それ は 通例 物理 學を 知らない 人が 讀ん だと 

したら 一 通り 分った 氣 はしても 實は 殆んど 意味の 分らない やうな ものが 述べ て ある 事が 多い。 中 

に は 可也に 直截 的に 意を盡 して あると 思 はれる もの は あつ て も 小ノし 深く 突 込んで 考 へ ると すぐに 

暖 味な 點が發 見され る。 一 體 定義と いふ もの、 完全に 與へ 得られる 場合 は 例へば 數學に 於け る 如 

く、 旣に 截然たる 意味の 規定され た 概念と 其の 5^ 徵 たる 言葉 を 用ゐて 更に 其 等から 組み立てられ 

た 概念 を 云 ひ 現 はす 場合に 限る。 例へば 三角形 や 圓錐體 の 定義、 軌跡 や 教數の 定義と 云った やう 

な ものである。 然るに 物理 學の 定義 をす るのに 物質と か ェ ネル ギ— とか 性 &r とか 變 化と か關 係と 

か HE;- とかい ふ 言葉 を用ゐ る 場合に は餘程 趣が ち が ふ。 其 等 の 言葉 は い づ れも 通俗的な 漠然た る 

意味がない ではない が 其れが 物理 學の 定義と して 用 ゐられ る 場合に は 自ら 通俗と は異る 特定され 
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た 意味 を 有って 居る。 其の 特別な 意味 を 知る に は 是非共 物理 學の 內容を 極める 必要が ある。 それ 

で 厳密に 云へば 物理 學全體 を通觀 して 始めて 其 等の 言葉の 意味が 如何なる もの かとい ふ 事が 分る 

譯 である。 尤も さう 云へば 三角形の 定義 だけで はすぐ に 三角形の あらゆる 性質 は 分らぬ がし かし 

あらゆる 三角形の 幾何 擧的 知識 は旣に 此の 定義の 中に 含まれて 居る 害で あるが、 物理 學の 定義と 

い ふ 場合に はさう でない。 物理 學の 冒頭に 褐 げた 定義の 言葉 の 意味の 內容は 始め 渾沌と し た 不定 

の もので、 其內容 の 試驗的 展開に つれて 段々 に 分析され 取捨され て淨 化される。 此の 1511^ は 又 正 

に 數學と 物理 學 との 學 としての 根本的 差異 を與へ る ものと 云っても よい。 

物理 學 の 內容 全部 を 修得 すれば 其れ で 物理 學は 如何な る もの かとい ふ 問に 對 する 答 の 全部 を 我 

物と する かとい ふに 必し もさう でない C 廣ぃ 意味で 如何なる もの かとい ふ 問の 中には、 物理 學が 

他の 學 問に 對 する 位置 關係 や 文化的 社 會的傻 値 や も 含まれて 居る。 此れ は 丁度 日本の 事 を 本當に 

理解す るに は、 日本ば かり 見ないで 世界の 日本と して 考へ て 見なければ ならない と同樣 である。 

其れで 少 くも 物理 學を 生きた る 知識と して、 人生に 對 して 何等の 意義 ある ものと して 修得しょう 

と 思 ふ 人 は 物理 學を 修めた 上で もう 一 度立歸 つて 此ぅ いふ 立場から 其れ を 見直す 事が 必要で あら 

うと 思 ふ。 さう でない と假令 物理 學の撿 定試驗 に 及第し 或は 學位を 進る 事 は 出来ても、 結 一生 

物理 學の 何物で あるか を 知らす に 過す 事 も 可能で ある。 


37 


ュ 4へた處| て も 物理 s 豪と いふ Tt の を 始め か lilt 定める 

と、 ふ II は？ ある。 或る 英國の 小量 S まや t の i 管 聞い を^き と- 

は 謹 を 持つ 人な り 一 と 5 たとい ふ讓 が あるが、 物 I の 豪もう つ 力り すると 

比れ-」 額した ものになる 恐が ある  ，. -. 5  ^0  ^n. 

igs つまり 全部 物 I と は 如何なる もの かとい ふ fi として 書 の マ〃？" 

ま f の 如く 物の 理を取 极ふ學 問と すれば、 物と は 何 か、 理とは 何 か 攀と は. 何 力と、 i? 

1 する のが 此の 書の. Z 的で ある 事 を 承知し S いて 貰 ひ 度い と 田 5 ので ある 

i, と", よ A{s  ：；哲學 を 龍した アン r  ニコスに より t 

や， 學， i モ形 s.is 味で られ 經驗 的科學 S 味に 用 ゐられ た-或は ェピ クロスに よ？ 

也に 1語とし s る i 愛、 後 i で I  I ヒぃ尔 i」f る I なや 

-y に も3^ん る。 


38 


說 序學理 1% 


第二 章 物理 學の對 象 

物理 學の對 象と なる もの は 先づ第 一 着に 所謂 物で ある" おも 一 般 的な 意味に 於て は あらゆる-化；： 

人の 認識の 對象 として 存立し 得る 限り は 凡て 物で ある。 i 単に H "人の 感性 や 悟性に よって 認めら る 

る 物體ゃ エネ ルギ ー や 性質 や 關係ゃ 感情 や 意思 や 人間の 行 爲ゃ又 所謂 人間 特有と 考 へられる 理性 

の 認識と 認められる 信仰 や 理想、 イデア ゃ祌 や、 あらゆる 人間の 觀念 として 現 はれ 苟 くも 名前 を 

有する 一 切の 萬 象 此れ を 所謂 所 知と して 考 へる 時には 悉く 物と 云 はれない" 次に もう 少し 狭義に 

常識的に 解す る 場合に は 物と 事と を區 別す る。 或は 體と 用、 實 質と 形式と 稱 する もの も 此れと 類 

似な 意味 を もって 居る。 卽ち あらゆる 所 知 を 分って 二つと し 一 方に は 何 かしら 個々 に區別 さるべ 

き 實體を 有して あらゆる 性質 ゃ關 係ゃ變 化の subsh.alllm となる 資料の 如き ものが あると 考へ て 

其れ を 物と 呼び、 其の 如き 物の 形相、 屬性、 相： 立關 係、 變化等 俗に 所謂 現象 は 此の 如き 物 を 資料 

とし 基礎と し 容器と し 又 媒介と して 行 はれる ものと 考へ其 れ 等を稱 して 事と い ふので ある。 此の 

樣な考 方に 從 つて 觀 念の 記號 たる 言語 も 亦體詞 (substtultive) なる ものが 切り離される r> 此れ は 

極め て 常識的な 分ち 方で ある が、 此の 考を個 々 の 場合に 當 て 嵌め て 物 か 事 か を 決定しょう とい ふ 
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事になる とすぐ に 色々 な 困難が 起つ て來 る。 例 へ ば 花の 色 は 物 か 事 かと 云 ふと 其れが 花と いふ 物 

の屬 性で あると すれば 其れ は 事で あるし、 又 色素と して 考 へれば 其れ は 矢張り 物で ある。 力と か 

エネ ルギ ー はどう かとい ふと 其れ は 普通に 云 ふ 物の やうに 個々 の 實體を 有する 「物 一 ではなくて、 

種々 な 「物」 の 間の 關係 ゃ變 化に よって 規定され る 一事！ である 如くに も 思 はれる。 此の 如き 問 

題は實 は小ノ しも 翁 極 的な 答 解 を 要求す る 性質の ものではなくて 其の 答 は 科舉の 進路の 各階 段 に 於 

て 種々 に變 化し 得る ものである。 さう なるとい ふの は 畢竟 前に 云った やうな 「物 一 や 「事」 の觀 

念が 不徹底な 暖 味な 便宜 的の もの だからで ある。 

しからば 前述の 「實 體」 とか ー關 係」 とかい ふ もの は Ei- して；；； 在す るか、 すると すれば 如何な 

る 意味の ものである かとい ふ 根本的な 問題に 立ち 人る ので ある。 

實在 とか 實體 とかの 問題 を 充分に 考究す る 爲には 第 一 に 此處に 哲學史 の 全部 を插 人し なければ 

ならない。 單に 西洋の みならす 支那 や 印度の 哲學史 を 背景と し 叉 資料と して 採り 來っ て 調べな け 

れ ばなら ない 事になる。 叉 認識論の あらゆる 系統 を 持ち出さなければ ならない 事になる。 此の 硏 

究は 非常に 其れ 自身と しても 與味 あり、 又 吾人に 取っても 有益な 事で あるが、 此れ は 序文に も斷 

つて ある 通り 著者に 不適 當な 事で も あり、 又 此の 書の 範圍 を餘 りに 超 出す る。 しかし 又 全く 此等 

の 事に 觸れ ない 譯 にも 行かない ので 以下の 條に 亙って 少しば かり 論す る 事に する。 唯 さう いふ 意 
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味で あるから 到底 exhaustive にす る 事 は 出来ない。 

鬼 も 角 も 此の やうな 問題が 過去 一 一十 數 世紀に 亙る 學 者の 努力に も 不拘又 問題の 分化 や 洗練に つ 

いて は 幾多の 成果 を收め て 居る に不拘 未だ 何等 の 歸結を 見な い 事、 又當分 見られ さう もない 事 を 

注意して 置きたい。 物理 學は 此の 問題に 深 人り する 事 を やめて 或る 處で 打ち切って、 其處に 或る 

板 本 的の 假定 をお き、 其處 から 出發 する 事に よつ て 發達を 遂げ 得た ものである、 し 

* 假定 といって も 其 れ は 必 しも 不 確と い ふ 意味 で は ない 事 を 注意 して もら ひたい。 


第三 章 赏 在 

一 般の 哲學ゃ 認識論の 如き ものから 離れて、 唯 通の 物理 學者 として 考へ て 見る。 

物理 學で對 象と する 物で あれ 事で あれ 其れ は 鬼 も 角 も ：4： 人の 認識す る 此の世界に 於て 赏在 する 

もので なければ ならぬ。 架空な 夢幻の 如き もの や、 得體の 分らぬ 幽靈の 如き ものであって はなら 

ぬ 事 は 明で ある。 かう いふ 意味で 實 在と いふの は 共れ が 個々 の 人間に のみ 特有な もので なく、 不 

具 者 や iii 人 でない i^H 通な 人間に 共通 に 認め 得らる，^ もので なければ ならない。 此の 意味で 個人 の 

幻 覺ゃ夢 や、 想像の 描き出す 络 中樓閣 はもう 實在 でない。 それだけで はしかし まだ 科 學的實 在の 

條件 は」 允 分で な いので ある。 例へ ば 或る時 代に 於 て 凡ての 人 が幽靈 の 存在 を！； じ て 居る とする。 

さう いふ 場合に は 其の 幽靈 なり 祌 なりと いふ 觀念は 一 つの 共通な 認識 (それ は 感性 的で ない とし 

て も) の 炎 現と 見なければ ならない。 しかし 其れ は 今の 物理 學 者の 實 在で はない。 此の 別 は 何 

處 にある かとい ふと、 物理 舉 者の 實在 である 爲には 其の 對象 たる ものが 必要に 應 じて 何時でも 五： 

人の 前 に W 現され^ 接 或は 間接に： 五门 人の 感覺 の 窓 を 通 し て 認識され 得 ベ き 可能性 を 有する 或は 有 

する 事が 科學的 論理的に 證 明され 得る もので なければ ならない ので ある。 幽凝は 確に 此の 條 件で 
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は少 くも 現在で は 落第す る" 此れに 反して 例へば 物理 學 教科書に 載せて ある 或る 物體、 化蓽 書に 

ある 某； 兀素 は、 實際 自分が nz 擊 しない けれども 其れ は 從來艇 ： 多くの 人に よつ て i± 現されて 感性 

を通して：^?|識されたもの で、 必要 あらば 自分の 眼前に 再現され 得べ しと せらる 、ものである > 

. 例へば 人魂と 彗星と を 比較して 見よう、 人魂 を 見た とい ふ 人 は 可也に 澤山 ある。 (fK; 際 此れ を 論 

じた 學者さ へ あるに はあった C) しかし 其れ はいよ/, \ 科 學の對 象と して 取扱 はう とすると 何等 

の確實 な記錄 もなければ 如何にして 如何なる 處に 其れ を 見出し 得べ きかと いふ 見込が 少しも 立た 

ない。 さう いふ 意味で 彗星で あっても 若し 過去の 或る時 代の 記錄に 唯一 つの 藝 星の 記載が ある だ 

けで 其 後 は 一度 も 現 はれなかった らば、 其の 現！^ も 人魂と 選む 處は 少ない。 假令 それ を 見た 人が 

信用す ベ きと 考 へ られ る科學 者で あつ て も、 其れ は 未だ 充分なる 意味での 科 學的實 在と は め 難 

い。 然るに 個々 の 彗星 中には 或は 一度 現 はれた のみで 與び 見る 見込の ない もの も あるが、 しかし 

其 他に 類似な 現象で 此れと 同 一 槪 念に 包括 さるべき 種々 の 彗星が 繰 返されて 始めて 彗星と いふ も 

の 在 は 確め られ 此の 群 概念に 照して 個々 の 彗星の 實 在が 確め られ ると 考 へられる であらう。 . 

(かう いふ 意味から 考へ ると 或る 地で 見出された 唯 一 つ の 動物の 顎骨から して 1^ 人なる . ラ. (ヨ I- 

を演緯 した * 者の 仕事と 物理的 科學の 仕事との 或る 差 M (を 認める 事が 出來る だら う e 叉 例 へ ば 地 

質學の 如き もの、 M 難が 想像 さる、 だら う C) 


上に w 現と いふ 言葉 を用ゐ たが 此れに 就いても 一 言 說明を 要する。 厳密な 意味に 於て 自然の 萬 

象 は 決して 再現され ない。 或は 再現され る 機會は 無限 少 である。 同じ 入が 二度と 生れす、 同じ 天 

氣は 二度と ない。 しかし さう いふ 見方 は 科學を 否定し 凡て を M: 史と 見る 見方で ある。 科擧の 存在 

する の は 此の 歷史 ばかりと も 見ら る、 世界 を、 再現の 系 就と して 見る 事の 可能な 御蔭で ある。 此 

事 は 追々 に 詳述す る。 

^上の やうに 考 へれば 物理 學 的の 原始的な 實在は 一 通り 限定され たやうな 氣 がする が、 かう い 

ふ 素朴 的な 考へ 方で 行けば 通例 物 體と稱 する もの 、實 在で あり、 種々 な 屬性ゃ 作用の 如き もの 例 

へ ば 色 や 力 や も 一 種の 實在 である 事 は 明白で ある。 それが 爲に此 等が 物理 學 上の 對 象と なる ので 

あ-る 

科學 者と して は 此れで 一通り 滿 足が出 來 るが、 此の やうな I 莨 在が 實 であると いふ はー體 どうい 

ふ 意味で 實 であるかと いふ 事 を 少しで も考へ て 見る とすぐ に 困難が 起る。 科擧 者と 雖ど もさう い 

ふ 問題 を 起す の を 禁じ る 事 は 出来な い 。 

普通の 最も 常識的な 考へ 方が 此 等の 實在界 は 人間の 存在に 無關 係に 如實 に 存在す る 。 吾々 は 唯 

其れ を 其 儘に 受取って 見て 居る と考へ るので ある C しかしもう 少しば かり 立 入つ て考へ て 行く と- 

例へば IK ゼの 中へ 這 人って 光の ない 場合の 身 邊を考 へ、 或は" B になった 事を考 へ、 或は 赤い 色で 
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照され た身邊 を見勉 して 考 へ て 見る 時に 吾々 が 日常 見馴れた 物體 とさう いふ 特殊な 環境に 於け る 

物體 との 認めら る 、模様が 著しく 異る 事が 注意され る。 さう して 見る と 例べ ば 世界中の 人が 皆 盲 

IH であったら 其 時の 實 在に 對 する 吾人の 觀念は 果して どんな もので あらう とい ふ 疑問が 起る。 又 

例へ ば 鳥 や 蜂が もし 人間と 同様な 悟性 や 理性 を 具へ て 居た としたら 彼等の 實 在と はどうち がふで 

あらう。 さう いふ 事 を 少しで も考 へて 見る と、 吾々 が實 在と 稱 する もの を考 へても そに は 少しも 

絕對な もので はない 事が 分る。 吾々 を 離れて 存 する 其の物 自身 を 其 儘に 認識して 居る とい ふ考は 

成り立た なくなる。 まして や 一 塊の 土砂と 雖 ども 其れ を對 象と して 科 * 的 研究 をした 時に 無限の 

知識が 出て 來る事 を考へ ると、 吾々 が 或る 場合々 々に 認める 一 つの 物 體の觀 念 は 其の 對 象の 極め 

て 不完全な 模像 に過ぎない とい ふ 事が ぢ きに 考 へられる。 さうな ると 其の 不完全 模 像の やうな も 

のに どうして 又 どれ だけの 流 C 遍性ゃ 必然性が あり 得る かとい ふ 事を考 へる と 問題 は 何時の間にか 

能 知 自身 の 問題になる。 人間の 有する 所謂 外界の 模像を 普遍 化し 系統 化す る ものが 人間に 內 在し 

なければ 外界 は 支離滅裂して 認識 は 成立し ない。 さう すると 所謂 實在も 「我れ 一 あって 始めて 存 

立す る ものである。 さう すると 「我れ 一 なる 人間 を 離れた 獨 立な もの、 存在 はない と は 云 はれな 

い 迄 も 意義 をな さない、 さう かと 云つ て 個々 の 我れ だけで もさう すると 結局 吾人の 認める 實在は 

畢竟 普遍的 觀念其 物に 過ぎない とも 考 へ られる C 次に は 普遍的 觀念 はどうして 出來 ると い ふ 問^ 
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が 起る。 感覺の 外に 理性が あるかな いかの 問题も 起る」 又考方にも色々 あつ て外界は兎も^£-も何 

か 實在は あるが 其れ は唯觀 念の 機緣 となる だけと 考 へ る 人 も あり 或は 又實 在な どい ふの は 無意味 

で 全部が 唯 現象ば かり の 世界 だと 觀る人 も ある C そ の 觀念は 經驗の 所産と 考 へ 或は 經驗を 超えた 

理 によると 考へ る もの もあった。 或は 又 普遍な 觀念 とい ふ も畢竞 ^在 不明な もので- 人の：！ の不 

から 生じた 共通な 名ば かりの 世界 だとい ふ 論 や 或は 感覺 も觀念 も賴 みに ならぬ、 現象 的な 表面 

以 a- に 物の 本性な ど 分り やうがない とい ふ 極端な 說も 出し 得る。 此 等の 問題が に 自然界に 關す 

る 知識の みに 對 する もので あれば 恐らく いづれ も相對 的の 眞理 であって 其い づ れ を 選 ぶ か は 寧ろ 

個人の 睡味ゃ 傾向の 問題に 過ぎない かも 知れない が此 等の 考を 人間 精 祌界に 推 及して 倫理 や 宗敎 

の 問題に 迄徹 おさせん とする 要求が 起る。 そして 此 等の もの を 一 纏めに 統一 した 系統 を 作り とげ 

ようとす る C 此れ は 人間に 必然な 要求で あるが、 さ う な る と其處 に は 種々 な 容易に 融和 し 難い W 

難が 存 する。 それで 一 つの 系統 を 突きつ めて 行く と 破綻が 生じて 反 對說が 起り それが 纏り かける 

時には 其處 に 又 破壞が 始まる。 此の 如き 應史 的 推移 は 赏社食 の 歴. Sc< を 背景 とし、 それと 相！^ に 影 

響 を 交換し つ 、進んで 來た。 中世に 於て は 此の 問題が 基督教と 聯關 して 哲學 は.： ポ 敎の婢 僕と なつ 

たと 稱 せられる が、 其處に 折！ I 學 宗教の 破壞が 萌した。 そして 近代の 運動が 始まった。 人々 は餘り 

に錯 絵した 傳統の 花；：^ を脫 却して、 もう 一度 新たに 出發 しょうと した" 天が下に 新しき ものな し 
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で 結局 は 昔からの 潮流 をつ けて 居った。 實 在に 對 する 考も矢 張 唯 心的な ものと 唯 物的な もの、 

經験 的な もの 直觀 的な ものが 昔と 同じ様に 互に 押し 押されつ 、今日 迄も續 いて 來た。 そして 其の 

やうな 變 化が 矢 張 各 時代の 時代精神と 反應 して 居た C 科學 者と 雖 ども 其の 影響に 對 して 獨 立で あ 

る 事 は 出来なかった。 

近代の 始めに 當っ てコ ベル 一一 ク ス が敎會 から 物 1^ 贝界の 研究が 解放され る 絡 を 開き <ialilci の 仕 

事に よって 始めら れた 經驗的 數學的 な 仕事が 力 學の發 生 を 促しつ、 あった 間に 醸されつ、 あった 

科學 的の 自然 觀は實 在なる もの、 中から あらゆる H 的 觀的ゃ ミ cult な もの を 排出す る 事に よつ 

て 枓學の 分離 を 促した。 

旣に 中世の 末期に 於け る反ス コ ラ的學 者の 中には Hacou  (1.1294) の 如き 科學的 傾向の 

人 あり 經驗的 研究に 重き をお き、 又數學を^！！んじ、 經驗と 理法の 結 si- を 計った 點に 於て 科 學の元 

祖 たる があった が、 同様な 考へを 精祌界 にも 及ぼさん とした 點 は科學 者ではなかった。 彼の 死 

後 三百 年に 同じ 英國に 同姓の Frai 一 eis  H;ic ミー a5(nlH;23 が 現 はれて 更に 經驗論 を發展 させ 彼 

自身 科學的 研究 をし なかった のに、 一 近世 科 學の祖 J と 呼ばれた. - 彼 は 外界の 事で も 心內の 事で も 

唯觀察 經驗で 知り 得る 現象 や 凶* 關 係の 外 は 何も 知り 得す、 其の 範圍內 にだけ 其 知識 を應用 すれ 

ば 足りる と考 へた。 彼に はも ぅ此點 で 純然た る 科學者 で 實在 の 本體 や 何 か は 始めから 問題に なら 
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す 放棄すべき もので、 眞 なる もの は單 に經驗 的の 眞で 此れ を經驗 の^ I にの み應 用す る 事に よつ 

て眞 なる ものである とした。 從っ て 此點で 彼 は 又 最近の 所謂 フ ラグ マチ スト の眞の 見方 をして 居 

る。 そして 彼が WIraic 方 則 を 認識す る 時に 邪魔になる-: 人の II 見と して 四 種の idcla  r 偶像) を舉 

げて 居る が、 其れ は 今日の 科學 者の 座右の銘 としても 可笑しくない ものである。 彼 は 歸納的 研.；^ 

の耍を 主張して、 狹き衬 料より 得た る 結 2^ の 輕卒な 普遍 化 を 戒めた だけで も 效績が ある。 兎も角 

も 彼 は 知識 は 人間が 自然 を 征服して 文化の 資料に するとい ふ 態度 で あ つ た、 此の 態度 は 現今 迄 科 

學 者の 間に 持續 して 其れ は 科學の 長所た ると 同時にお 所であって 物赏 文明の stastrophe が ある 

とすれば 其の 導火線 をな した もので あらう ン 

*  i 二 o!;L  ：… 紀平、 認菌 . 一 四 頁。 $,  •€ 诈近 *1 竹 史 七 一 頁： 

此の 經驗的 自然主義の Bn8u と 同時代で 其對 立と なる の は-: 土理 的數學 的な I)esciu 二 (-S  (Jr ら 6- 

1§0) である。 甲が 英國 人で 乙が 佛國 人で ある 事 も 面白い 對 照で 兩國 民に 特有な 二つの 學風を 代 

表して 居る。 デカルト は經驗 的な 知識の 根柢の 薄弱 を 感じて 此れ を 何等か 確實な 基礎に 置かう と 

し、 從 つて あらゆる 知識 中で 最も 確 實と思 はる 、數畢 に 興味 を 感じ 自然 研究の 確實な 方法 を數學 

的な 考 方に 導いた。 從 つて 彼 は あらゆる 認識 を 根元へ 押しつ めて 行つ て 彼の 數學的 方法の 出發， 

たる 公理 的な もの を 求めて、 此れ を 意識す る 我れ が 存在 するとい ふ 事に〉： §i じつめ た。 此の 公理 は 
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無論 經驗 で證 明され る 性！ « の もので なく 形而上 學的 の 意味し かない ものである。 此點で 彼 は 今日 

の科學 者と は 全然 異 つて 居る ので ある。 

彼 は 此れ を 出發點 として 自己 ゃ祌の 存在 や 自己 外の 萬 物の 存在 を考 へた C 彼の 證 明なる もの 

の結粱 彼が 物 體の實 在 を どう 見た かと 云 ふと、 物に は 本質 は あるが それ は 感覺の 如き 漠然たる も 

ので は 認識され る 害がない。 唯 純 合理的な 數學 的な 延長、 形狀、 運動の 如き もの を 目標と して 認 

めら れ、 此れ等の 認識の みが 信用すべき ものであると 考 へた。 つまり 此 等の 數學 的の 形式的な も 

のが 卽ち實 在の 本質と 考 へたので ある。 此の 如き 物 を 心と 對立 させて 二元論 を 作った。 此の 如/、 

して 彼の 物體 は連辏 的に して 且つ. 充 I 茂した 空間の 斷ルと 見られ 其の 運動 は 物 體に內 在す る ものに 

よらす 物體 以外に ある 不增 不滅な 創造的 原理と もい ふべ きものに よると 考 へ られ た。 此れに は H 

ネル ゲチッ ク 論の 面影 を 認める 事が 出来る。 此の 如くして 彼 は 此考を 力 學光學 に押擴 めた。 彼の 

特徵は material  が mccha-llical に說明 さる、 とい ふ 事、 action  ；  it  二  ist;m。o の 否定 か 

ら HI テル を考へ H 1 テルの 蓮動狀 態が 物質で あると した、 此の 後の 考が 現代 科 學の考 に 如何に 

溶 潤して 居る か は 歷史が 此れ を證 して 居る。 Vortex  atom の說は 此れに 流 を 汲み 又 近代の エネ 

ルギ —と 物質との 考を豫 想す る もので あらう。 現代の 科學は Ba3u と ，1ズ>8§1ふ63 の 結婚に よつ 

て 産み出され たものと 見ても よい。 
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1 K>scal.i 5 以 後に 於け る 實在 に關 する 考の 發展の 途上で 科學 者に 舰 ハ^の あ る は 近代 迄 物理 學で 

用 ゐられ た vis  vivii なる 語の：： 儿祖 であり 一一 ュ ー トンと 共に 微接分 學の祖 たる ライブ 一一 ッ ッ であ 

る。 彼 は.. チカ ル トの 如く 單に 數學 的な 物體 でな く 物理的な 物 體を考 へ た C そし て 一 實體 

stallcc-) とい ふ もの は 作用の 能力 ある^ 在 物で ある。 — ほ始 的な 力で ある」 と 云った。 彼の 力 

なる もの はお 間 的 延長 ある もので ない。 物體の 延長 や 不可 人性 は此 力の 結 2^ であり 現象と 考へ た 

此カ なる もの は.. テ 力 ル トの 運動 原 w と 似た ものであるが.. テ 力 ル ト が此； を物體 以外の ものと 考 

へたのに 反して ライブ 一一 ッ ッは 物卽ち 力で あり .51  小 W であると 考 へた。 此點に 於て 彼 は 物質 卽 エネ 

ルギ ー とい ふ 最近の 科 學的結 の豫想 者で ある (同一 の 考は昔 も あり はした が)。 しかし 彼の 論 

は 畢竟す るに 自然 科學 より は 形而上 學 的で 實 體の考 へは實 在の 簡單 なる 根本 要素と して 一 にして 

多を^：ラみ；^-に獨立にしてしかも同 一 なる所？化 IKOlrl 子) と稱 する 非科舉 的な ものに 導かれ 

た。 此れ は科學 者の-い 小 子の 如き ものと は 別物で あつ て 其 等の 段階に よつ て 世界が 成立す る。 その 

, ぬ 子の 自立 性に 關 して は 有名な 共の 111015(1 に 窓がない とか あると かい ふ 事 を 論じ 其 等の 單 子の 

働きで 世界 は 一 定の 必然な 推移 を するとい ふ 所 IS 豫定 調和の 說を 立てた が此等 は科學 者に は緣が 

遠過ぎる 問題で ある C 然し 彼の 考 へた 問題 は科舉 者が 科學 の；？ L 小 理に深 人り する 時に 出逢 ふ 問題と 

ぽ . 相通する。 有^^；：な神の像定的調和なる考の如きも碎ぃ て行けば極端なる dc-terl 一 liuist たる 科 


50 


畢 者の；：：^ 仰の 屮に i" 々视 にへ， c まれて 居る 考と相 通す る ものである。.，. てれで 例へば 物理 學の 瓦斯 論 

の 如き もので 分子の 數が 無限に 大 き くな つて 偶然が 關 係す る 問題 に な る と 最早 普通 の 決定論 的 態 

度 は 其れ 自身に 保てなくなる。 其れに 拘らす 結 衆の 單義 を！：： S する 人 は 正に ライブ 二 ッ ッ の 形而上 

學 的の 考 を默. 認する 事になる。 其れ を 或る 根據に 置かう とすれば 結： S は 厭で も ライブ 一一 ッッ の考 

へ たやうな 問題に 觸れ なければ ならなくなる。 つまり 物理 學 から 一 歩 踏み出す ので ある G 

ラ イブ 一一 ッ ッ の對 偶で あつ た 二 ュ ー トン の實 在に 對 する 態度 は liypothcss  llcl-  fuig  > と稱す 

る 語に 表 はれて 居る。 此の 語の意味 は 種々 に 解せられ たやう であるが 畢竟 は 被が あらゆる 本質 や 

：：： 的に 關 する 無用の 想像 的 考究， を. 虚 なる ものと 見て 經驗 的事實 の 形式的 整 合を實 在と 見た 事 を 

示し、 彼が 純粹 な科學 者で あり ライブ 一一 ッ ッ の哲學 者と 異る 所以 を 示す ので ある。 (尤も 彼も自 

然の科 擧的說 明 は 宗教 的 意識と 調和す る ものと 考へ て 居た やうで あるが、 それ は 別問題で ある C) 

其 後に 於け る 實在觀 念の 變 遷を考 へ. る 際に 見逃す ベ からざる もの は 所謂 啓蒙運動の 主動 者た る 

」：ln-  Lods  (Ir>w2—I7£) である。 科學 者が 續ん でも 非常に 面白い 彼の 不朽の 著 一人 間 悟性 論 ■  | 

r\=  Kssjiy  col,:-(-rniu;:J-  jhlllKln  T ミー 一- rs;;- ョ liug) が- -てれ の弊說 である。 彼 は デカルトが 考へ 

た 如き 形而上 學 的で 先 驗 的な 一本 來の觀 念」 の 如き もの は 11:2 すべから すと して 破壞 し、 我の 意識 

も 神から 投 かった 如き ものではなくて 我等の 經驗 によって 得べき ものである、 、いは 其 經驗を す 
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ベ き 白紙で あり、 經驗の 光を容 る.^ 暗- M と考 へ た。 其の 所謂 經驗に は 外的なる 感 覺と內 的なる；：^ 

おと ある。 此れに よって 得られた 觀念を sil-lple  idea と compl(-x  i<h-;l に 分った c 卽ちデ カル 

トが 「本来の 我 一 から 數學的 演繹 的に 組み立てた 世界 を 彼 は經驗 から 歸納 的に 組み立てられる も 

のと 見た。 全く 心理 擧 的な 考へ 方で 常識的な 叉 自然 科學 的な 考 である。 或は 又 デカルトの I 我. 一 

を 心理 擧 的に 分析した とも 云 へ る。 此の 考の 基礎に は 精神と 物體が 明白に 區 別し 對立 されて 居る。 

認識 者た る精祌 は直覺 的に 自分自身 を 知る 事が 出來 るが、 外界なる 物體の 自體は 分らぬ。 唯 其の 

狀 態が 感覺を 通して 精神的に 表 はれる 範圍で 認める のみで ある。 而 して 物 體に 就いて 認められる 

性質に は 一 一種あって 第 一 性質 は 延長 性 不可 人性の 如く 空間 的の 量的 規定に 關 する もの、 第一 一 性- れ 

は 色 や 音 の や うな 感覺 的な も ので あると する。 それ 等の 認識の 眞僞 は絕對 的な も の で なく 蓋然的 

な ものに 過ぎない 事になる。 し かし 彼 は 鬼 も 角 も 實體と い ふ や う な 形而上 的な も の - 存在 を考 へ 

て 居た ので ある。 

T」ockc の 後に 来る Gsrgc  B ョ -kdcy  (.1ま5—1,7;,)；」) は、 口 ッ ク の實體 なる もの 、無意味 を： 認め、 

認識の 對象 たる 性質の 背後に 不可知的な 形而上 學 的な 實體 など を考へ るの は 空想 だとした C 存在 

と は知覺 せらる、 事な り (KSSO  ost  p2-2Jpti) となし、 物體と は觀念 の 複合 自身で あると された C 

しかし 此等 の觀念 が 秩序 立てられて 吾々 の 外界と 稱 する ものが 存在す るの は： t とい ふ 形而上 的な 
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實 在に 起 W すると 考 へたので ある」 此の 如くして 彼に よつ て殘 された 實體 的な もの は祌と 個々 の 

精祌 のみで ある。 

しかし 此の 實體 的な 殘物は 其 次の じ； ivid  ihlli  (17, 二  — 177G) が 又 突きく づ してし まった。 彼 

は精祌 自身 も感覺 の 集合 にして しまった。 凡ての 觀念 とい ふ の は 外的な り 內的 なり の 經驗が 繰り 

返されて 出来た 弱い impression の模像 だとした。 其處に は精祌 とか 祌 とか 云って 吾人の 經驗以 

上な 纏まった ものが 存在す ると 考へ る 理由 も 必要 もない とする ので ある。 (Hume は 同時に Hs^ 

とい ふ 事に つ いても 同様に、 通例 背後に 想像 せらる 、やうな 超自然的な 理法 も 何もない と考 へ、 

此れが 發達 史的 重要な ものであるが 此れ は 後に 述べる C) 此の 如くして 彼 は 1?:- 「人の 經驗的 知識の 

整理に 侵入 せんとす る あらゆる 形而上 * 的の 考を 排出した 點に 於て 現代 物理 學 的の 態度 を 代表し、 

後に 来るべき positivism の先驅 をな す ものである。 

此の 如き 認識論 的な 思索の 發展が ある 傍に は 科學的 知識 は容捨 なく 進んで 行った。 そして 其 知 

的 文明 極端な 獨斷的 唯物論 は 其の 反動 を 促が したりした。 其の やうな あらゆる ものが Ka--t とい 

ふ 焦點に 集って 綜合され た觀が ある。 それで 吾々 の 問題と する 範圍に 於て Kant の 仕事 を 略述し 

て 見ようと 思 ふ。 Kiiiit は 入 間の 思惟の あらゆる 方面に 亙って、 普遍的に して 必. 然 的なる 思惟の 

^ お，： の 成立 を 可能と する 條件を 確立して 其處に 哲學科 學 セ小敎 の 基礎 を 定める 必要 を！？ I め、 此れ を 
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遂行 するとい ふ 大事 業 を 企て 、. ^る 度 迄 成效！ た 人で ある。 彼が 此の に竹學 の^ 務の ある 事に 

0.0 したの は、 從來 の 舉者 の 如く. 認識 の 價俯 の ^準 を 其 の 假定 的な. ぶ識 の 發生 的 起原に 導か う と 

する の は 無駄 であり、 其の やうな 方法で 得た 結 も 結 W 假定的 で眞 としての！？ 俯の ない 事に 氣付 

いた 爲 であらう 。叉 從來の やり方で は 認識の 能力の 及ぶ 範 W を 批評 的に昆 て 限定し なかった 爲に 

認識の 範圍 外に. 認識の 結 ra^ を 適用す る やうな 事 を獨斷 的に 行つ て 誤 霧 を 招い て 居た 事に も 注意— 

た。 それで 此 等の 弊を脫 する 爲には 漁が どうして 起る とい ふ 事^つ いて 形而上 的な デ カルト 流 

にしろ 又は a ッ ク等 心理 學 的に L ろ 鬼に さう した 獨斷 的な 或る 前提な しに 認識の 概念 を 別に 新 

に 改^し なければ ならない と考 へ た。 共れ が 爲には 何 か 無 條件的 必然的に^ 當と考 へる ベ きもの 

の 前提と なる 把 まへ 所が 必要で ある。 その やうな ものが 何處 にある かと 搜 した 結 w^、 さう いふ も 

の を 二つ 見付けた C 一  つ は 數學の 基礎に あって 數學の 所産の 無條件 的に 眞 なる 事 を 萬 人に： a ぜし 

むる 或る もの。 もう 一 つ は 人間の 道德的 意識の 前提と なって 理竊 なしに 萬 人が 承認し なければ 居 

られ ない 或 物と である。 此んな ものがない とすれば カントの 考は 成り立たない。 しかし.. てれ は 所 

IS 獨斷 ではない C 詳しく 云へば 種々 な 可能の 中から 一 つ を 任意 的に 拨. 用す るので ない ので ある。 

その やうな 物のお 在 は 證明も 出来ぬ がネ： 定も 出来ぬ 唯 萬 人に 通有に U ぜ ざる を 得ざる ものである _レ 

鬼に め 一 度 さう いふ 板據が 出来た 上で は 其の 极據を 滞— く 分析して 其れから 得られる もの を 合理 
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的に 適用して 差 支の ない 對 を 求めて 行く. ての やうな 對 象が 見付かれば 其處に 正當な 認識が 昆出 

された 事になる ので ある。 それで  一 <2.-t の 研究方法に 通有す る 問 週 は 一 アプリオリの 綜合 判斷は 

如何にして 可能な り や 一 とい ふ 言葉で 云 ひ 現 はされ て 居る。 了 プリ オリと は經驗 によらす して 必 

然的 普遍的な とい ふ 意味で あり (本來 人間に 同 有な とい ふやうな 發生 的の 意味 はない)、 ；ぉ 合判斷 

とい ふの は、 . ^は 熱しと い ふ や う な 主語に 含ま れ たもの を賓 語と す る や うな 何等 新し いもの を與 

へない 所謂 分析！^ 斷に對 して、 ^は 水で 消される といった やうな、 論理的に は 結合の ない 數 多の 

表象 を 結合す る 判斷を 指す. - 此の 火と 水の 例 は 勿論 經驗 的で あるが、 しかし 上の 意味で 給 合 的に 

してし かも 經驗 的なら す、 しかも 亦 必然 普遍な 判斷が あるか。 あれば 此れが さう であると いふ 事 

は如何にして是；^^|せられるか其の條件如何とぃ ふのが上の問題の意味でぁる。 しかし 如何にして 

と いふの は從來 の 人 の わ なに か、 つた やう に是. ばす ベ き 理由 を 讚 明す る や うな 意^で はない 。 可 

能の 成否 を 問題と して 居る ので もない C 可能 を 所定の 事實と 見て さう いふ 認識の 起る 過程 を 批評 

的に 考察し 分析して 明瞭な 言葉で 記述 せんとす るので ある C 彼が 如上の 態度で 出發 する 事に よつ 

て 造った 批評 哲學の 體系は moimi …- niMl な ものであるので 其の 概觀 でさへ も 此の 書に 與へ る 事 

は 出来ない。 叉 物理 學に 直接 關係 せる 事柄 だけで も 训にニ 乎 を 設けねば 收 まらない が、 其れ は 寧 

ろ 其方の 書に 讓り、 此處で 注意して？ d き 度 いのは 彼の 批. 評に よつ て 數學の 抵が人 問の^ 觀 にお 
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かれた 事 (此れに は 後代の 異論 はあった。 poi=cal.6/ 次に 自然 科 學に關 して は 時 ^間数の 如き 

もの は經驗 によつ て 得られた る 概念でなくて 却つ て 經驗を 受け 人れ 組み立てる 形式 (枠 か 容器) 

の 如き ものと して 經驗の 前に 來る卽 ち a la-iol.i でい は舰 的な ものと 考へ (デカルトの 本有觀 念と 

の 區刖は 人間 未 生 以前から 持って 生れて 来た ものではなくて 人間の 直観 作用に 內在 する 原理の 如 

きものと 考 へる が此處 では 問題に しなくても よい) て 居る 事。 吾々 の 思惟の 形式た る此 等の 形式 

に はめて 始めて 現象の 認識が 成立つ ので、 其れが 當て 嵌る 限りに 於て 實在 的なる もの は考 へられ 

る。 從 つて 物自體 (Ding-an-sich) に 就て は 何事 も 云へ ない 事。 それで 彼の 客 觀的實 在 性 は 畢竟 

する に、 t= 遍 合法的な 主觀 性で、 凡て は 云 は 現象で ある 卽ち純 現象論で ある。 そしてし かし 從 

來 の 所謂 現象論と 異 るの は 共の 論 の 內容の 判然した 點 である。 次に 直觀 的な 感覺的 の 要素 時間 { や i 

間 だけで は 客 觀の對 象た る 所以 はま だ 出来ない。 此れに 加へ て： S{ に 悟性に よって 性質 ゃ關 係の 如 

きものに 綜合され る。 其の 場合 綜合 判斷の 形式が 所謂 範疇であって MEl- の 如き ものが 其 中に 含ま 

る、。 (悟性の 存 する 證明等 はない。 さう いふ 綜合が 出來 ると いふ 事が 卽 ちそれ である。) K§t 

は 此の 如くに して 感性 悟性より して 經驗が 成立し、 そ れ から 客觀的 の 普遍 妥當性 の 成立す る徑路 

を 批評し 分析して 此の 如き 過程に よって 得られた 認識の 通用し 得る 範圍を 限定し、 其の 範圍に 於 

て 眞 に ft: 然科學 と いふ もの は數學 的なる 物理 學 であると して、 物理 學の 极 本へ 叩 題は範 まれ の 概念 を 
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自然界の 言葉で 書き あら はした ものであると 考 へ た。 

*  wategorie, ァ リスト テレスが 旣に 此の 如き もの を 作った が- 

此の 如くして 成立す る 客觀的 存在が 主觀の 所産なる に 不拘、 しかも 通例 は 外的に 思惟 せらる 、 

の は 以上の 如き 主觀の 作用が 個人的の 經驗 だけで は說 明の 出来ない 普遍性 必然性 を もって 居て、 

それが 自覺 されない からで ある。 その やうな 普遍な 非 個人的な 組織が 出來 得る 所以 を 人間 精神 作 

用の 根抵 にある 先驗 的統覺 (二 一 つ tl.auszcindentale  Apperzeptioll) と 呼ぶ ものに 歸 した。 此れに 

よつ て 感性 悟性の 銃. 一 する ものと した。 此れ は科學 的の 眼から は 窮策と 見える ものである。 

Kant は 此の 如くして 經驗 的科學 の 世界に 截然た る 地域 を 劃す る 事に より 此れ を 足場と して 進 

んで 理性の 問題に 關 する 形而上 學 的な 領分 を與 へる 事に つとめて 道德ゃ 信仰の 問題 を 論じた。 

此の 如く 科學 者から 見れば K. き t は 科擧の 領域 を 明白に 制定し、 叉 科學的 知識の 意義 を 定めた 

と 云っても よいので ある。 此 等の 事 は 全く 新しい もので はなくても 從來 から 考 へられ 論ぜられて 

居た ものが 整理され た觀が ある。 今日に 於ても 此の 考の 大部分 は 受け入れて 差 支がない。 時代に 

よって pl.ofc-ssiollill  I)hilcsophel- の 間に Kaiit が はやったり 流行らなかった りしても 此 等の 部 

分 を粲 てる 事 は 出来ない C 

力 ントの 所論が 如何に 當時 にあつ て 立派で あつ て も、 彼の 所論に も 必然的に 何等かの 假定の 入 
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つて 2!;: る 以上 絶對 的で ないから すぐに 又 此れに 對 する 批評が 試みられた、 不滿が 抱か.；；、 從 つて 8 

其の 反 對者ゃ 後繼者 に よ つ て 改选が 企てられた C  . て して 不滿 な點は 精神的な 部分に あつ た の で 其 

方の 研究に 重き をお かれた。 かくして 種々 な 推移 を經て Geo.; お Wilh ゥ Im  FricMh-ich  jle.i;.el  fl770 

-ISO) が 現 はれた」 彼 は 力 ントの 如く 科學 者でなかった 爲も あらう が、 彼の 竹學の 中には 科 舉 者 

に 取って 共^ を 起させる ものが 少 いやう に 思 はれる。 彼 は 世界 を應 史的に 見、 世界の 凡ての もの 

を ィ.. テ ー と稱 する 神 的 精神が 必然的 に發展 して 行く 活動の 過程で あると 見ようと したので、 從っ 

て ，M 然の 如き もィ， チ ー が 其の 發展 の 途中で S 己 を はなれて 空間 的 物的な 形 をと つ た 姿 だと 見る と 

一- ムっ たやうな 工合で、 鬼 も 角 も 彼の 言葉 は-.^::々 として は餘り 切赏な を與へ ない。 尤も 此の 自然 

觀も 其れ だけで 見れば 實は， てれ 程 lOnit など 、^な もので はない が、 竹 舉體 系と しての 他の 大な 

る 部分と 融合させる 爲 に，：：： ら つた 見方に なって 居る ので ある。 彼の 竹 學の效 3^ は 寧ろ 人文 的 方 

面に 於て 見るべき であらう。 し 知らす/ \  1<:<ョ11： の 流 を： ^んで 居る..^::々 科 學者も 時々 は 此の 如 

くもが つた 立場から，：：： 然を 見る 事 も 無益で ない。 物理 學 でも 突きつ めて 行く と 或る 度 迄 は へ —ゲ 

ル 流の 考に 融和され 得ない 事 もない" ■ 

其 後に 於け る ヘル.. ハル トの實 在の 考ゃシ ョ ウベ ン ハウ ァ ー の感 覺に關 する 說ゃ 磁力の 鐵に對 す 

る 牽^ を も 意欲 と い ふ  一一 一一 C 葉な ども 枓事 者に 多 小，' の M ハ^ は あ るが 略す る 事に する。 
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十九 世紀に 人って Alustr  (J …一 itc  (L さ H—l>sr)7) が 彼の 實證 折！： 學の 基礎の 上に 社 會學を 建てた」 

彼 は 學問發 K の 三階 段を說 いた" 第一が 祌 學的卽 ち超感 的、 第二が 形而上 學的、 第三が 實 證科學 

の 時代で あると した。 彼の 實證 と稱 する は、 所 知、 有用、 確實 正確に して 接 極 的なる 知識 を 意.^ 

し 消極的で 單 なる 否定 や 批評で ない とい ふ 意味で ある。 從 つて 絶 對 的な 最終の 理ゃ、 理. m や n 

的 やその やうな もの は考 へない。 唯 普遍的 事實の 正確な 秩序 記述が 凡てに ある。 事物が 如何に 起 

り 如何に 變化 活動す るか は 是非共 知らなければ ならない が、 事物が 何で あるか それが 何故 さうな 

るか そんな 事 は 必要がない" 此の やうな 精神 は Kh.chhofe や sach を 通して 科 學界を 風靡した。 

物理 學は JloAv の學で Why の學 でない とい ふ 事が 一 般に行 はれる やうに なった。 そして 此 言葉 

が 漆 薄に 誤解され たりした" (此等 は 第三 篇に 詳論す る 積り である.^)  Comto は 所謂 實證 科學 

を數 學星學 物理 學化學 生物 學社會 畢の六 つと した。 (星學 は 寧ろ カ學 とした 方が よい -」 ) 六つで 

始めの 方の 單 純な ものから 次第に 複雜な ものに 移る として。 

英國で Jolm  stlsH  Mill 二 sofTlH73) も 亦 赏證論 的の 考を もって たが 此れ は 略す るが 彼の 

論理 學は 物理 學 者の ー讀 をす、 めたい ものである。 其 他 SPC- ミさ- が進化論の考を基礎とした^^ 

合 哲學の 如き も 英國に 於け るべ ー コ ン以來 の m 心 想の 镇成 であり 諸 科 學の絵 合と して 與味 ある 事 も 

：汪 意して おく。 
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Jamas や Schiller による i 二- agmatis ョ にて は客觀 的の 眞理 なく、 人間 要求の 實 現す る爲環 

境に 適應 する 爲の 手段の 外に 眞理 はない、 とい ふので 眞僞の 標準 を實 用に よつ て 決する とい ふ 立 

場で ある。 此の 考も 現代の 物理 學 者の 中には 可也 暗々 裡に渗 透して 居る やうで ある C 

科 學が小 Z  くも 外見 上 あらゆる 哲學 系統の 興亡に は無關 係に 急激に 進歩し つ、 あつたと は 云へ 共 

間に 犬なる 科 學者は 暗々 裡に 當代 の 哲學 の 影響 を 受け、 又 反對に 此れに 影響 を 及ぼして 居た。 物 

理的 科舉の 方法 は あらゆる 方面に 擴 張され 精神 界の 現象に も 及ぼされん としたが 其 後に は 種々 の 

W 難があつ たので 物理 學の やうな 意味の 精神 物理 學は 出来なかった。 (. 上野. ^昭、 精神科 學 S 墓 礎 問 

題 を 見よ。) 此の 如き 科舉的 運動が 極端な 獨斷 的な 唯物論 的 世界 觀を 生す る 半面に は 反對に し か 

も枓學 者の 中から Kucks や Bergson. の 如き ⑩赏科 學に飽 足らない 人 も 出て 來た： 此の先 どう 

なる か は 分らない が、 恐らく 從來の やうな 一 起 一 伏が 續 行され るで あらう。 

以上 は科學 的に 考 へられる 物 や 事の 普遍的 實 在と いふ 事 を 中心として 見た、 十；； 來の寧 者の 思索 

の 一 面 を 極めて 瞥見 的に 通覽 したに 過ぎない。 此れに よって 物理 學 者の 間に 殆んど 自明 的と して、 

凡ての 硏究 の 出發點 をな し て 居る 物の 實在 とい ふ 事が、 如何に 六 かしい 分り にく いもの かとい ふ 

事に ついて 漠然たる 印 菜 をで も讀 者に 與へ る 事が 出来れば 幸で ある。 

終に 現在 物理 學の範 门 での 實 在の 意味 をもう 一 度考へ て 見よう。 物理 學の 進歩した 時代に は 
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物質 物體の 外に 音 や 光 や 熱 や 凡て - 五；！ 人が 五 {R によ つ て ^觀的 親 知的に 認む る もの が 同様な 實在性 

を もって 考へ られ いづれ も 何 かしら 實 在な 物と 考 へられた- しかし 不可 人的 …； 等の 空間 的 制限 

の 分らぬ 點 ゃ物體 との 間に 作用 を 運ぶ 點で物 體とは 漠然とで は あるが 區 別され たが 光 や 執 ^ も 物質 

視 せられた 時代 もあった。 色 や 寒暖 ゃ剛柔 等の 如き 性質 卽ち 認識の 目標と なる 差別 性、 物體の 151! 

別され る關係 をせ ハ 等の 物の 屬性 とせられた。 さう いふ 考 方の 北；：； 後に は此 等の ものに 何等かの 實體 

的な 存在 を 假定し て 居る ので ある。 性質 を 凡て 引き 故けば 何もなくなる とは考 へな かつ た のでつ 

まり 本體の 存在 を考 へて 居た。 力の 如き もの は 物 か 性質 か 作用 かとい ふと、 此れ は 空間 的の 限定 

延長の ある 物體 でもな くさう かと 云って 個 物に のみ 從屬 する 性質で もない 0 此れ は 主として 運動 一 

の 原因と 見られた がし かし 此の 言 語の 示す 如く 裹には 人間の 筋 肉感が 聯想され 從 つて 其 力 を 及ぼ 

す主體 として 何物 かの 存在 を 想 はせ た。 叉 何 か祌的 原理 的な 實體の 作用ら しく 思 はれたり した。 

此の 考は 運動の みならす あらゆる 變 化の 背後に 想像され た C 今日で も 素人 が科學 的な 論 を す る 時 

に は大體 さう いふ 考が ある 事が. 舰 はれる。 一一 ュ —トンが 科擧 者と しての 大は 彼が 力の 北：： 後の 不可 

知者に 一 顧 をも拂 はなくて 其 作用の 實證的 記載に 止 • めた點 にある。 

物理 學が 進歩す る に つれて かう 云 ふ 考は渐 次に 變ら なく て は 居られない やうに なった。 音 や 光 

ゃ泰 •： の 如き もの • は 媒介た る me-lhll= の 中の 波動に よって エネ ルギ— が 蓮ば る、 狀 f おとなつ J ち 3 一 


人間の 聽^ や 視感の 無力 無能が^ まなく ⑩ おされて 來た： 物體の 5:1" も 凡て 機械的な 言語に おさ 

れ€J 音の 高低 は 板 動數に -淡暖 は 分子 運動 の 程度 に 飜譯 さ れ た。 力 は 物 I：： の 量と 加速度に 分解され 

てせ 後 の 神性 は 消失 した。 此の 如くして ゅ界は 物- W と H ネル ギ— の 二つの ものに：： t かれて しまつ 

て 凡ての 现象 は、 機械的 數學 的な 言蒐 に 云ひ现 はされ あらゆる 方则は 方程式に なった 此の 後 

に续っ た 物質 だけ が本體 的な もの で H ネル ギ I は 其 間に 通す る 結合 的の-ぬ 理 の 如く 見られた。 此 

の 如くして 科學は 其の 輕ん じた： 學 者が 臘の 昔から 考 へて 居た もの を實證 的に 實 現した ので あ 

るリ —かし 最近 物理 畢に 於て は 物 原子 は-.^ に 分解 さ れ て 陰電子 と な 0  となった が、 此の 

如くして 到着した. 電子の 實體 につ いて は 何事 も 知られない。 其の 性 F 、は ゆんど 無で 唯 W 题 となる 

の は其大 さ形狀 の 外に は-は； 量 と^ 電と稱 す る本體 の .1  ハ、 張 不明な 假 想的實 在な も のが あるに 過ぎな 

い。 荷電と 赏 量が 畢竞同 一 らしい 事が 分って 來 てもう 物 と 電氣は 一 つに なった。 淺る處 は 時 穴— - 

間數 の 外に は. m 氣卽 物！^ n と H ネ ギ ー の 二つに なつ た 0  に 相對率 原理 は ヱ ネル ギ ー と 物質 と の 

问 一 なる 事が 示されん としてお る。 此，， 4 が 一 つに なれば 物的 f 界は其 物，：：： 身 は 全く 不可解な 唯 一 

つ の 要素に なつ てし まふ。 其の やうな もの 、本體 は I 取 早 認識の 對象 ではない ので 其 以外に^ 遍的 

に.？ i 識 さる、 もの は 何かとい ふと 其の 不可解な もの、： 現と しての 運動 や、 關係 や、 を 云 ひ现は 

す 數學式 だけにな つ てし まふので ある。 尤も 其の やうな 見方に 到着す る 過程と して は 力 や； 速 動量 
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や ェン トロ ビ ー や、 ポ テ ン シ ァ ルゃ. ホイ ン チ ン グ ヴ 一一 タトル や、 色 々 の 概念の 助け を假 りな けれ 

ばなら ない 察 は， 5,- 論で あるが 此の 種の 中の 或 もの は觀念 として 普遍的な も ので あっても 必然性 は 

分からない。 さう い ふ もの を假ら すに 他の もので 代用され 得る 場合が ある。 寧ろ 此れ は Mach の 

云 ふ や う に 吾人の H 心 索 を簡單 にす る 爲の卽 ち 思索 經濟乎 段 と し て 用 ひられる 機關 と 見られる ので 

ある。 しかし 此 等の 機關が 必然的の もので なければ 其れ を 使つ て 到着した 歸 結が 齊遍 であつ て も 

必然で あると いふ 事 は 主張し 難い 譯 である = 

從來 物理 學の 進歩の 徑路が 一 義 的に 必然な ものである や 否やに ついては 學 者の 中で も定說 はな 

いやう に 見える。 其の やうな 必然なる もの 、# 在す る 事 は 可能で あり 又科擧 者と してし かく；； じ 

るべき ものである。 著者 は 過去の 歴史に 微し叉 現在の 物理 學 を，^ 議 して 見た 時に、 少 くも 今の 儘 

の 姿で 其れが 必然 だとい ふ證 明は存 しないと 出ャ かもので ある。 もし 化して 然 らば 物理 學の 所得た 

る 電子 等 も 未だ 決して 絕對 的確 赏な實 在の 意味 を 持たぬ もので あつ て、 此れに 關 する 觀 念が 全然 • 

改造 さる 、 n も ある だら うと U じて る。 全體 系の 變る やうな 事 はない 迄 も 時々 の； S 部 的 Q 改造 

は 免れまい。 それ をす るの が將 來の學 者の 让事 であらう。 

そ れ にも 拘 らす實 際の 應 おとして 物理 學の 發展の 徑路を 見た 時に 此の 如き 秩序 的 な 思索 經濟 の 

要求に 應じ、 しかも^ 遍 にして 實證的 通行の ある 體- 糸の 出來 たとい ふ 事 は 驚くべき 事で ある。 不 


w 心 議と云 へ ば 此れ程 不思議な 事 はない。 ^令それは-：^^：：人が人間自分^有の認識の形式ゃ範疇ゃ、 M 

便利 を 枠と し 尺度と して それに 應 じる やうに 勉 めた 結 と 云 へ ば 云 はれる にしても 其れが 出来る 

のは此 等の 型と 自然と に 通す る ものが ある 事 を考 へしめ る 。 其處 に 科 學的實 在の 眞 意義が；^ す る 。 

此 の 如く 自己 と 他、 能 知者と 所 知者 を 統括す る ものが あると 考 へまい としで も考 へないで は 居ら 

れ ないやうな 要求が に- - 人に 存 する 事 も 担み 難い。 此處 に科學 者の 中の 人間が 眼覺 め、 人間と して 

の科學 者が 始まる ので あらう d 此の 如き 就 一 的 IS 理を 押し ひろめん とする 要求 は 祌に對 する 要求 

である。 
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第 四章感 覺 

3 心 惟 の 主體で ある 自己と 外界と の 間の 交通 を 許す 出 人 口、 思惟の 對 象と しての 外界の 材料の 報 

吿者は 吾人の 感官で ある。 もし 此れがなかったら 自己 は 暗闇で あらう。 一個の 石塊と 選ぶ 事 は あ 

るまい。 感覺 だけで 外界 は 成立 しないが、 此れが 第一 の 成立 條件 である 事 は 担み 難い。 此の 點に 

重き を 置き 過ぎる と 感覺の 外に 實在 はない、 感覺に 現 はれない もの は 存在 しないと いふ 議論 も 出 

る。 しかし さう いふ 議論に も 一面の 眞理は 担み 難い。 「人 は 萬き の 尺度な り」 と 云った 感覺 論者 

プ n タゴ ラ ス の 言葉 は解釋 次第で 常に 眞理 であり 得る。 

感官の 構造 や 機能 を 論す るの は 生理的 物理の 仕事で あるが、 以上の やうな 意味で、 感官の 吾人 

に與 へる もの が 吾人 の 物理的 世界 の 構成に 關係 し て來る 點を少 しばかり 述べる の も 無用で はない 

と S やか。 

感 み：！： は 通例 視、 聽、 嗅、 觸の 五と せられる が觸官 と稱 する ものに は 皮膚の 接 觸感の 外に 內 

部の 筋 肉感 か、 關節感 も 含まれて 居る。 此 外に まだ 重力の 方向に 對 する 自體の 位置 や 空間に 於け 

る廻轉 を感覺 せし むる 第六感 を數へ る 事 も 出来る。 
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視感は 眼に よる。 昔 は 眼から 何 か 飛び出して 物にせ 田る 時に 見える と考 へた 時代 もあった。 一一 

ュ ー トン は物體 から 物質的な 粒が 飛んで 來る爲 に 光 を 感じる と考 へて 居た。 眼 は 一 つの 暗 箱 装置 

で 眼険を シャツ タ ー とし 虹彩 をシ ボリと し、 角膜 や 水晶 體 よりなる lens の system による 光 像 

が 網 股に 放射す る 迄 は 物理的 過程と して 見られる。 直視す る もの \ 像 は 網膜の 中心の 中央 小窩と 

稱 する 凹處に 生す る。 網膜の 構造 は 複雜を 極めて 十 層の 細胞 層より 成り 其の 表面から 一 一番 目の 層 

に 所謂 桿狀體 と 圓錐體 と 一 一種の 細胞が 並列して 居る。 前者 は 弱き 光に 對 して 感じる が 色 を 識別し 

ない もの、 後者 は 強い 光に 對し 色の 感じ を與 へる ものと 考 へられる。 此れに 連絡す る 細胞 は 以下 

の 層 中で 非常に 複雜な 相互の 間の 連絡 をして 居る が 結局 一 把に なって 眼球 を 賞き 左右の 眼の 分が 

交って 大腦に 達して 居る。 右 眼の 右 半より 來た神 經と左 眼の 右 半より 來る ものと が 合して 腦の右 

の 方に 赴いて 居る。 詳細の 眼の 構造 は 玆には 用 はない が、 注意すべき 事 は視宫 は單に 光の ヱ ネル 

ギ I の 存在 を 報告し 其の 振動 様式た る 光度 や 色に つ い て i 不完全なる 11 報 吿を與 へ る 外に、 

網膜の 面の 上に 分布す る 外界の 像の 空間 的 關係を 指示 するとい ふ點に 特徵が ある。 詳しく 云へば 

三次 的の 外界の 11 矢 張 不完全で は あるが ——上 一次 的な 像を與 へ ると いふ 事に 注意すべき である。 

しかし もし 吾々 が 唯一 つの 眼 を 有し、 自分の 位置 を變 する 事がなければ 吾々 の 視签間 は 二元的で 

ある 害で あるが、 第一 に は 水晶 體の 調節 や、 兩眼感 や、 自分に 位置の 變化 によって 此の 如き 不完 
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全な 一 一次 的 映像から して 丁度 起し 繪を 組み立てる やうに して 三次 的 空間の 表象 を 組み立て るので 

ある。 此の 如き 視的 空間が 如何に 吾々 に 取って 有用で あるか は 云 ふ 迄 もない が、 しかし 普通人 間 

の 空間の 認識 は 此れば かりで はない ので ある C 生来の .ぽ 者 は 此の 如き 視感的 { 仝 間 を 有しない。 其 

れ にも 不拘 特有な 三 元 空間 を 認識して 居て 吾人が 上下 前後左右と いふ 言語に 對 して、 此れに 相應 

する 觀念を もって 居る。 此れが 後に 述べる 處の觸 感的筋 肉感的. {4! 間で ある。 普通人 は 生 來徐々 の 

經驗 から 此の 二つの 空間の 間の 對應を 修得 して 環境の 中に 生存し 得る に 必要な 知識 を 得た も の で 

ある。 ぼ 者が 成人の 後に 眼險を 切開して 初めて 視覺を 得た 時には 凡ての 視界 は 平面に 見え 其れが 

自分の 眼に 貼りつ けられた やうに 思 ふ。 そして 從來 他の 感官で 得た 表象と 視 的の それと を 結合す 

るのに は 幾多の 練習 を耍 する ので ある。 色の 感覺 について はへ リ ン グの說 によると 網膜に 三種の 

視 質と 稱 する ものが ある、 ( 一 ) は 白 里 r (二) は 赤綠、 (三) は 黄 靑の感 覺を與 へる。 此れの 破 壤と恢 

復 によって 反對の 感覺が 起る とされて 居る。 此等 物質の 或 物の 缺 除が 色盲の 原因で ある。 色 や 光 

度に ついて は 興味 ある 問題 は 多 い が、 此處で は 餘り緣 がな い から 略す る。 

聽感は 音波 の 衝撃から 起る 鼓膜の 振動が 三 個の 小 骨片より 成る 複雜 な椅杆 によって 內 耳の 卵圓 

窓に 傳 へられる。 此の 振動が 蝸牛 殼 中に 存 する コ ルチ 器官に 移されて 聽 細胞の 毛 を 刺戟す る 迄の 

過程に ついて は 不明 の點は ある が 兎も角も 純 器械 的で ある。 此 の 器械 的 装置 を 眼 の 場合と 比較す 
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る 時に 一寸 面白い cou.tl.ast が ある。 卽ち服 は 物理 器械と して は 屈折 面の 集合と 見る 限り 甚だ 簡 

である。 さう して 複雜 な點は 網膜の 顯微鏡 的 組織 以上の 處 にあって 其の 光波に 感 する 機能 は 全 

然 知り 難い。 此れに 反して 耳の 方 は 物理 器械 的 装置と 見るべき 部分が 非常に 複雑で ある。 此の 差 

異は つ まり 光と 音との 波動と しての 特異の 點に對 塵して 居る。 光 が 電磁波で 分子 的の 波長 を 有 し 

分子の 化擧的 振動 週期に 應じ るのに、 音波が 器械 的な 彈性 波で あり 其の 振動 週期が 分子な どより 

遙に 大きい 器械 的 振動 體に應 する からで ある。 それ は 鬼に 角、 聽感も 發音體 から 出る 波動 を感す 

る ものである 限り、 此れ は 吾人の 空間 知感に 幾分の 貢獻 をして よい 譯 である。 卽ち視 的 空間に 對 

して 聽的 空間が 出来ても よさ さう に 思 はれる が、 其れが 視覺の 場合と 異なる 第一 の 主要 點は、 此 

場合に は 網膜の 如く 外界の 異なる 點の 空間 的關係 を寫し 取る 直接の 機關 がない 事で ある。 しかし 

聽感も 全然 { 仝 間 的に 無能 ではない。 音波 の 進行 は 其 波長が 普通 の 物體 に 對 し て 少く な い 爲 に ^^！線 

的の 進行 をす ると 考へ 難く 叉 反射に よって 複雜 にされ る けれども 音源に 對 する 耳の 距離 や 方向に 

よって 多少の 相逮が あるから 吾人 は 此れ を 利用し、 加 ふるに： 泡つ の环の 感覺の 差 を 利用して (無 

意識で は あるが) 音點の 方向 等 を 或る 度 迄 知る 事が 出来る。 此れに は 頭部の 蓮 動も與 つて 乃が あ 

る。 盲者が 自分の. 向 前に 近く 壁の 如き もの、 お 否 を直覺 する 事が 認められ、 共れ が 恰も 額の 處に 

特別な 第六感の 如き もの 、ある 爲と思 はれた 事 も あるが、 此れ は實は 周圍に 不斷に 間え て 居る 色 
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色 の 物 昔が 壁 の あるな しで 變 つて 聞え るの を 盲者 の 特^な 經 験で 無 自覺 的に 飜譯す る爲だ と考 へ 

られて 居る。 

眼と 耳が いづ れも 幾何 的 の 進行 をす る 波動 の H ネル ギ— の 知覺 器官 である 事に 相應 して、 此の 

器械が 各.、 二 つづ 、或る 距離 を 測量 基線と して 其 兩 端に li^ かれて 居る とい ふ 事 は 面白い 意味の あ 

る 事で ある。 又 吾人の 物理 學の 中の あらゆる 波動の- 2； で 直 觀的親 知的に 認められる 水の 波 等 以外 

に は 悉く 目に 關係 する 電磁波と 耳に 關 する 彈性縱 波と に 煎じ詰められた 事 も 偶然で ない のに 氣が 

付く であらう。 一 

視覺と 聽覺は 刺戟 の 源た る 物體が 遠距離 にある 時に 旣に 此れ を 知ら せる 點で： 介 人の 生存に 重大 

な 役目 を 栗す。 かう いふ 性質から 「遠 宫」 と 呼ばれて 味覺ゃ 觸感の 如く 物體が 吾々 と 直接 接觸す 

る 事に よりて 起る 所謂 「近 官」 と 151! 別され る。 嗅覺は 此の 中間に 位する やうで ある。 動物 や 盲人 

で は 或 度 迄遠官 の 役目 を 勤め る がし かし 香を與 へる 瓦斯の 瀰散は 波動 の 如き 幾何 學 的な もの で な 

い 限り 遠宫 として は遙に 劣等な ものであって、 普通人に 取って は 遠 {R として は 用 ゐられ ない。 嗅 

覺は 鼻腔の 奥に ある 五鱷 平方 位の 面積、 嗅 領と稱 する 處 にある gci 胞に 瓦斯が 化學的 作用 を 生じ 

る爲に 感ぜられ ると 考 へられる。 (しかし 必 しも 瓦斯で なく 液で もい 、とい ふ說も ある。) 

味覺は 口腔 內で 主として 舌の 面 殊に 其 上面に ある 三種の^ 頭と 稱 する 突起の 側面に ある 味覺紬 
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胞 によって 感ぜられる。 外部から 來る 液が 此の 細胞の 小孔 によって 其內 部に 接する 事に よって 神 

經が 刺戟され る。 其 作用に ついては 未だ 充分な 事 は 分って 居ない。 酸 苦鹹四 種の 原 味に それ ぞ 

れ應 する ものが 舌 面に 不同に 分布され て 居る。 

味覺は 吾人の 食物の 辨別 者と して 重大な 任務 は あるが 所謂 「近 官」 であり、 しかも 其 所在が 狹 

い 面積に 限られて 居る ので 吾人の 空間 知感に は交涉 がない。 物理的 意義 は殆ん どない。 そして 其 

の 味が 直接 吾人の 快 不快に 關 係す るから 最も sensual な もので あり 同時に 所謂 人間と しての 精 

神 生活に 緣が 遠い 處 から 通例 下等な 感 覺と稱 せられて 居る。 此點 では 唤感 も 同様で ある。 

味覺 やゆ、 感は 物質の 識別 の爲に 科擧者 の 爲に用 ゐられ ない 事 はない が、 し かし 其れ は ほ んの補 

助 的の もので 餘り あてに ならない。 (電氣 の 味と いふの は電氣 の爲に 起る 化學的 刺戟ら しい。 電 

氣の 香と いふの は 放電に 伴 ふ ォ.. ゾ 1 ン の t^M. であらう。) 

次に 俗に 觸感 と稱 する もの 、中には 種々 な ものが 含まれて 居る。 狹ぃ 意味で は 皮膚が 外物に 觸 

接する 事に よつ て 起る ものであるが 此 外に 內 部の 器官に より 起る 所謂 有機 感覺も ある、 此れに は 

例へば 空腹 感の 如く 特別な 內臟 による もの や 又 疲勞の 如く 全身 的な もの も ある。 內 耳の 半規管 に 

よって 起る 廻 轉に關 した 感覺ゃ 耳 石に よって 起る 加速度に 關 する 感覺も 通例 有機 感覺の 中に 含ま 

れて 居る。 此の もの は 吾人の 空間に 於け る 運動 を 知らし める 點 でさ 間の 認識に 關 係して 重大な 意 
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義を 有ち 間接に 時の 認識に も關 係して 來る。 半規 管の 三つの 弧の 面が 直角 座標軸 面に 相應 し、 耳 

石が 一 方向 的な 壓を 起す やうに 出来て 居る 事に 相當 する。 換言すれば 吾人の 直角 座標で 表 はされ 

る 空間の model が此處 にあり 又 一一 ュ I トンの 運動 方程式が 加速度の 項で 表 はされ る 世界の 鍵が 

此處 にある とも 云へ る。 又視感 から 視的 {仝 間 を 組み立てる 時に、 此れ を視 者の 運動に 無關 係な 靜 

止した 空間と して 秩序よ く 組み上げる 爲に は、 視 者の 各位 置に 於け る視 像と 結合され た 其 時々 の 

座標軸が 如何に 動いて 行く か を 知る 必. 要が ある。 此れに は 上の 如き 器宫が 有用で ある。 尤も 此れ 

は 廻轉ゃ 加速度が 餘り 小さくて は 感じない から 此れば かりで は あてに ならない。 それで 吾人の 空 

間 構成に 如何なる 度 迄 此の 感官が 役立って 居る か は 分らない ので あるが、 兎も角も 此の 器官が 吾 

人が 第 一 近似と して 一一 ュ ー トン 力 舉の行 はる、 世界、 ュ I ク リツ ド的 空間 を 構成し 其れ を 最も 常 

識に應 する ものと 認め、 相對 原理の 與 ふる 如き 非 一一 ュ ー トン 非ュ ー ク リツ ドカ學 を 異様に 感 する 

點 が此處 に聯關 して 居る ではない かと 思 はれる。 同時に 相對率 原理が 非人間的と いふ 理想に 對し 

て 一 大 進歩で ある 所以 も此處 にある ではない かと 3 心 はれる。 

有機 感覺 と稱 せらる \ もの k 一  部と して 或は 又 此れに 對 する ものと して 運動 感覺 と稱 する 部類 

が 一? ^別せられ る。 此れ は 例へば 腕 や 眼 を 動かす 時に 內 部で 感じる もので 此れ は 筋肉 や 踺ゃ關 節 や 

或は 皮膚 や 色々 の 部分の 感覺が 交った もので あらう。 又 努力 や 抵抗 重量に 關 する 感 覺も此 部分に 
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含まれて 居る。 後者 は 力と いふ 言葉 を 生産した 根元で ある、 今日で こそ 物理 學 では 何の 關係 もな 

くな つた が實は 此處 から 出た も ので ある。 此の 運動 感覺 も- ん；： 人 の 空間に 關す る知覺 表象 の 生成に 

極めて 重要な ものである。 目 明で は 眼の 運動 感が 視角 の 推測 に感 する ので 其れが 上下と 左右で 異 

る 感度 を 有する 事から 或る 種の 錯覺は 此れで 說 明され る。 盲人に あつ て は 其. S 間 は 主に 此れに よ 

つ て 認知され るので ある。 しかるに 吾人が 手足 を延 して 短時間 內に 摸索し 得る 空間の 延長 は 至つ 

て 小さな ものであるから 從っ て 盲人が 自分の 1! りに 云 は 携へ て 居る 空間 は狹 いもので 到底 視的 

空間の 比で ない。 盲人が 歩く につれ て 結びつけられる 空間の 各部 分との 間の 連結 は假令 昔の 助け 

など はあって も、 又 上の 內 耳の 有機 感覺 はあって も 極めて loose な もので なければ ならぬ。 盲 

人の 不自由で 不幸な 點の 大部 は 此處に 起因す るので ある G 

* 盲人の 世界に つ いて は (Pierre  Villcy,  L-e  Monde  des  aveuglesj を 見よ。 

次に 狭義の 皮膚の 觸感は 細かく 分ける と觸壓 の感と 寒い 感、 熱い 感、 痛苦の 感の 四つに 分れ、 

其れ/ \ に相應 する 特別な 器官が 神經の 末梢と して 皮膚 上に 種々 な 分布 をして 居る 事が 知られて 

居る。 (例へば 冷點は 寒さ だけ 感じて 熟さ や、 痛 さは 感じない。 冷 點溫點 は 皮膚の 衣服で 蔽 はれ 

る 部分に 多く、 壓點は 露出して 物に 觸れる 事の 多い 部分に ある。 そして 掌で も 指先と 他の 部分と 

で 種々 な 分布 をして 居る。 盲人で は 特に 發 達して 居る と 俗に は 言 ぜられ て 居る が實際 はさう では 
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ない らしく、 盲人の 優れて 居る の は感覺 以上の 點 であるら しい C) 壓感 は固體 のみなら す 流體の 

表面が 與 へる 抵抗 を 知らせる 點で 物質の 不可入性と いふ 事に 一 つの 表象 を與 へる ものである。 從 

つ て 物質と 非 物質の 間の 區 別に 關 する 俗見の 奥に 隱れて 居る ものであるが 餘り あてに ならぬ もの 

である。 例へば 風 を 感じても 氣の 存在 を 忘れる が 如き は 最も 明白な 例で ある。 又物體 表面の 性 

質、 粗 滑、 柔剛、 の 如き 屬 性に 關 する 言葉 は 最初 は いづれ も 此の 壓感 に關 した ものである。 寒 熟 

の感は 元は 物理的 狀 態の 最 主要な 目標と された ものであるが、 此れの 制斷が 極めて 不定で 前の 歷 

により 如何 やうに もなる ものである 爲に 漸次 物理 學 から 追 ひ 返 けられて、 熱の 機械 觀が 取つ て 

代った。 しかし もし 吾々 の 指が 寒暖計の やうな もので あったら 物理の 進歩 は餘程 違った 道 をと つ 

たか も 知れない。 最後に 痛感 は 此れが 快 不快と 直接 關係 する 限り、 心理 學の 領分に はいって 物理 

學と は緣が 薄い。 

さて 以上の 諸感覺 を通覽 した 處で 物理的に 最も 重要な もの は視聽 二つの 遠官と 運動 感 である。 

此れが 外界 認識の 形式た る 空間の 構成に 如何に 重要なる 意義 を もっか は 略 上記の 通りで ある。 し 

かるに 物理 學の 進歩に つれて、 凡ての 現象 を數學 的の 範疇に 當て はめる 爲 にあら ゆる もの を 測定 

に歸 する 必要が 起った。 測定と は 後 に 述べる 如く 長さ と" i, 只 量と 時間と の 基本 單位 にあら ゆる 測ら 

るべき もの を reduce する 事で あるが、 此 等の もの 自身 を 正確に 感知す る 特別な 感 {:：: がない 爲に 
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結局 凡ての 測定 は 器械 的 比較に 歸 する 外 はない。 其の 器械の 指針と しての み 眼 や 耳が 用 ねられた。 

しかし 耳の 判斷は 人に より 不同が 著しく あり 又 錯誤が 多い ので 結局 眼ば かりが 用 ゐられ る。 用ね 

られ ると い つても 此 場合に 眼 は 色 や 光度の 如き もの を判斷 する ので はなく 唯點ゃ 線の 空間 的 一 致 

を 認める とい ふだけ になって しまった。 つまり 全く 凡て を 器械 的に 直して しま ふとい ふの が 理想 

である。 此 うなって しま ふともう 服 も 耳 も 手足 も 何の 慣値 もない。 寧ろ 種々 な 錯誤の 源 H として 

敬遠され る 位な ものである。 なんだか 養育 を 受けた 親 や 糟糠の 妻 を 放逐す る やうな 感が ある。 し 

かし 前條で 述べ た 如く 此れ は 畢竟 外界 現象の 中から あらゆる 偶然な 不確赏 な もの を 除去し、 普遍 

必然な 所謂 科 學的實 在 を 求める 自然の 過程の 歸 結であって、 除去され 放逐され たもの は 影で あり 

幻で あると 觀. f るの が 物理 學的 世界 觀 である。 

しかし、 此の 如き 純化 淨化 を經 たと は 云へ 此の 過程の 基點 となる 幾何 的 空間が 感宫的 空間 を^ 

料と して 生れた とい ふ 事 は 否定し 難い。 Kant の 如く 此の 形式 は經驗 以前の ものと 考 へる として 

も 其れが 經驗と 融合され て 經驗が 成立す る 道筋と して は感 {R が 必要な 事 は 勿論で ある。 さう いふ 

意味で 空間 は 感官の 所產 である。 此れば かりに 膠着して 居る 間 は非ュ ー ク リツ ド 空間 はあり 得な 

い。 處が 最近 アイ ン シュ タインに よって 非ュ ー ク リツ ド 空間が 實在 となり ュ ー ク リッド 空間が 夢 

幻に なった とすれば それ は 何 を 意味す るで あらう。 一 寸考へ ると 此れで 感覺の 實在的 惯：！ g はもう 
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全然 なくなった 如く 思 はれる。 本営に 物理 學が 人間の 着物の 最後の 下着 を 晩ぎ すて 科學的 認識の 

決勝線が 達せられた やうに 思 はれる。 或る 意味で はさう も 云 はれよう が 科學の 所得が 此の 如き 點 

に 達する を 得た の は 驚くべく 誇るべき 事で は あるが、 さう いふ 言葉に 迷 はされ て、 此の所 謂 非人 

間的實 在が 人間 を 離れた 絕 對な實 在で あると 思 ふの はま だ 早 過ぎる。 曲面の 鏡に 映 十る 世界の 現 

象を說 明すべき 數學 式が 立派に 出来た 時に 其れ は 唯 曲線の 存在 を證 する 賴 りに はなる が、 其 曲面 

が 非人間的な 實在 であると いふ 證據に はならない と 同様に、 アイ ンシュ クインの 非ュ —ク リツ ド 

空間 も、 重力と いふ もの、 科學的 意義 を 規定す るが、 絕對に 非人間的 實 在を證 する ものと は 思 は 

れ ない。 科擧で 得られる もの は 結局 科 學的實 在に 過ぎない。 しかし 此れ は 議論の あるべき 點で又 

論す る 所 は 多く 言葉 の 意味 の 問題になる から 今玆に 早急 の 判斷を 下す 事は妥 當 であるまい。 

此條 では 唯 感覺が 如何にして 科學の 基礎に なって 居る かを讀 者に 暗示 すれば よいので ある. >  な 

ほ感覺 について は Mach の 名著 r 感覺の 分析」 (Analyse  t  loll-pnmh 一 n.l;™) を 一 讀 せられん 事 

を 望む。 

感覺は 經驗の 出發點 であるが、 單 なる 感覺 だけで は 其 原因なる 對 象に 關 する 何等の 意識 は 起ら 

ない。 種々 な 感覺の 結合が 一 つの 纏まった 意識され る 爲には 此れ等 を 統括す る 作用が 行 はれな け 

れ ばなら ない。 此の 過程 作用 を知覺 作用と 云 ひ、 かくして 出来た 纏まった 意識 を知覺 表象と 云 ふ 
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ので ある。 吾人 は 此の 如く 出來 上った 表象 を 分析して 始めて 侗々 の 感覺を 得る ので ある" 知覺の 

作用 は 感覺を 其 性 贯 や 空 問 時間の 關係 について 規則正しく 整理し、 又 共 中から 臨機の 選擇 をして 

表象の 簡單化 を 行 ふ、 又 感覺の 不充分 を 過去の 經驗で 得た 表象の 記憶され た 心像に して 補充し 

同化し、 排斥し、 最後に 此れに 意味 を附與 して 一 つの 纏まった 認識 を 製造す る 不思議な 作用で あ 

る。 此の 作用な くば 感覺 はあって も 共れ は 唯 { お 眞ゃ綺 の 反古の 堆積に 過ぎない だら う。 此の 知覺 

作用が 感覺 を處理 する 過程 は 吾人の 認識の 機巧で あり 從 つて 科學の 方法の 根本 模型で ある。 吾人 

は 此の 如くして 得た 個々 の 知覺を 材料と し 所謂 悟性に よって K に 第二次の 整理、 選擇、 簡化、 補 

充 作用 を 行 つ て 其れから 幾多 の 概念 を 構成し、 更に 叉 第三 次第 四 次の 過程に よって 物理 擧の 世界 

を 構成して 行く ので ある。 

前條に 於け る 如く 視覺 ゃ觸覺 から 吾人の 感覺的 空間 を 組み立てる 事 を 述べた が、 此の 如くして 

得た 空間な る もの は卽 ち. S 間知覺 である。 此れが 客觀 的な 幾何 學的 空間 の 材料に なって 居る と考 

へられる のに、 此れ を 彼と 比較す ると 種々 な 相違が 起る。 此れ 卽ち 種々 な 錯覺が 起り 幾何 學 的に 

は 同 長の 線が 長さ を 異にしたり 平行線が 或る 角度 を 作る やうに 見えたり する やうな 例 や 又， 遠近 を 

思 違へ た爲に 物の 大 さの 判 斷を誤 つたり する 例 は澤山 ある。 

{ 仝 間 知覺に 次で 重 耍な极 本 知覺は 時間 知覺 である" しかし 此れ は 穴」 間 知覺と 比べ て 著しい ちが 
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つた 點が 種々 ある。 空間 知覺は 感覺の 空間 的 排列が 同時 的に 意識され 得る ので 異なる 延長 ゃ廣が 

りの 同時 比較が 行 はれ 得る ので 此 等の 量に 關 する 表象 は 比較的 一 定の 標準に 據る 事が 出来、 又 各 

個人の 間に も 共通 でありお い。 此れに 反して 知覺 される 時間 は 其 異な る 區分を 其れ 等 自身 の 間で 

直接 客觀 的に 比較す る 事が 出来ない ので 知覺 される 時間の 長さに ついては 空間の 場合の やうな 客 

觀 的な 標準が 立ちに くい。 そして 主觀 的な 感情に よって 支配され る。 それで 或る 場合に は數 秒が 

數 分の 如く 思 はれ 或 時 は 其 反 對に思 はれる。 多事な 時間 は 其 當時は 早く 經過 する 如く 思 はれる が、 

あとで 追想す る 時 は 長く 思 はれ 徒然 無事な 時間の 經過は 永たら しい 代りに 追想で は 恐ろしく 短く 

思 はれたり する。 學 生が 半 秒 打の ク 口  ノメ ー タ ー を 使って 秒の 十分 一 を 定める 事 を 稽古す る 場合 

に 始め 不熟練な 內は 一 秒が 飛ぶ やうに 早く 經 過す るのに、 馴れて くると 一 秒と いふ 時間の 中々 永 

いのに 驚く。 此の 如き 主觀的 時間の 長短 は 吾人の 出來 事に 對 する 期待 緊張が 其の 出来事の 現出に 

よつ て滿 足されたり されなかった りする 爲に 起る ものである 事 は 明白で ある。. 此の 長さ は 此の 期 

待と 不滿 足の 交互に 繼起 する 11 數 にもよ る ものと 考 へられる。 此處に 時間の 數 量的に 表 はされ 得 

べき 胚子が あるので ある。 しかし 此の 如き 期待 や 注意の 週期 的 反復 は 複雜な 外的 條 件に ま 配され 

て 何等の 秩序 を もたない ものであるから、 個々 の 人間 Q 所感が 丸で 一致し ない。 つまり 科 學的實 

在の 世界に はいり 得ない。 それで 何 か客觀 的な 外物 を 借りる 必要が 起る ので ある。 尤も 吾人の 身 
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體 にも 幾多の 器械 的 律動が ある。 心 K の 鼓動、 脈搏、 呼吸の 如き 或は 歩行の 如き 各"、 一定の 範圍 

內に 限られた 週期 を 有する 振動で ある 限り、 「時 を算へ る」 卽ち 時の 經過を 囘數に 書き 現 はす： 叫 

能 性 を もつ て 居る が、 併し 時計 等 はない としても 個人 を 比較す る だけで も此 等の 週期 は 著しく 不 

同で 不 常な ものである 事が すぐに 分る。 もう 少し 個人的で ない もの を 標準に したいと いふ 事に な 

れば 自然に 晝 夜の 繼起ゃ 振子の 運動が IE 當 てになる 譯 である。 

時の 經 過が 感ぜられ るの は 一 面に 於て は 以上の 如く 直接に 囘數 として 換算され ると いふ 過程に 

よるの みならす、 物 體の签 間に 於け る 運動の 助け を假 りて 一度 長さに 飜譯 される 事に よって 間接 

に數 量的になる。 天に 於け る 星の 位置が 主觀的 時間の 經 過に 從 つて 變 ると いふ 事が 運動と いふ も 

の、 主觀的 表象で ある。 もし 主觀的 時間 を 尺度と すれば 此の 蓮 動 は 甚だ 不規則で しかも 人々 Q 間 

に 一 致がない。 此れに 反して 星の 運動した 視角 度 を 標準と すると 始めて 客觀 的な 尺度が 出来る。 

此れ だけなら ば 星に 限らす 水の 流れで も 鳥の 運動で も 何でもよ ぃ譯 である。 しかし 或る 河の 流れ 

や 鳥の 蓮 動が 選ばれす 星の 可視 運動が 標準に 選ばれ 此れが 等速と 認められる やうに なった 所以 は 

何處 にある か。 歴史と しての 問題 は 措いて、 科學 的に 考へ ると 此れ は 矢 張 思考 經濟 とい ふ 原理に 

歸 せられねば ならない。 しかし それだけ であるか どうか、 もっと 必然な 理由 はない か。 もし 隅 m 

川の 或る 部分の 水流 を 標準と すれば 天體の 運動 は複雜 になり 從 つて 現在 科學 の极抵 は悉呰 非常な 
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面倒な 形に 換算され なければ ならない。 のみなら す あらゆる カ學 等の 方 則 は 到底 使用に 適せぬ も 

の、 方 則と 云 ひ 難い 殆ど 無限に 長たら しい 記述に ならなければ ならない。 此れ は 隅 ffl 川の 流れ 方 

が 現在の 科學で 過去 現在 未来 を 通じて 一 義 的に 知られ 豫 報され 何等かの 數 式に 纏め 得られた と假 

定 して 可能で あるが、 實際は 此の 如き 事が 到底 出来さう もない ので ある。 此れに 反して 假想的 天 

球に 於け る恆 星の 可視 蓮 動 を 等速な りと 假定 する 事に よって 如何に 萬 象が 整然たる 秩序に 置かれ、 

方 則は簡 單な數 語に 纏められる を 想へば、 便宜の 爲と云 は 三 K へ 此の 假定が 如何に 偶然で ない 事 

が 分る であらう。 

* 附錄、 自然現象の 豫報。  ■ 

此の 如くして { 仝 間に 於け る 等速 運動 を假定 11 殆んど 必然的 に —— する 事に よって 時間 は客觀 

的科學 的の ものと なり、 {仝 間の 尺度で 計られる 事になる ので ある。 かうな つてし まへば もう 時間 

と 生理的な 努力 や 感情に 關 した 要素 は 全く なくなつ てし まひ、 つまり 幾何 學 的な 量に なって しま 

ふ。 後に 相對率 論に 於て 時間が { 仝 間と 一緒に 取扱 はれる やうに なった の も、 もと/ \ 物理的 時間 

が 此の 如き もので なければ 出来ない 事で ある。 (しかし それが 全く 空間と 同じで ない ものである 

事はミ ン コ ウス キ ー の 世界で 時が i=< ね と 結び付いて 居る ので 分る C) 

此の 如くして 時間が 線で 現 はされ る 性質の ものと なった 以上 其れに は、 主觀的 時間の 特徵 たる 
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不可逆 性と い ふやうな もの は 棘 外されて しま ふ。 此の 如き 純粹 に數學 的な 時 自身に は 何等 此の 如 

き 通常 默容 されて 居る 如き 寄生 的の 意味 はない。 凡ての 變化は 逆行 的と 考 へられる。 さう いふ 點 

から 考へ て主觀 的の 時間の 代表と して は 重大な 缺陷が ある。 併し 單に 感情的な 事にば かり 不可逆 

とい ふ 事が あるの なら 物理 學 として は それで 澤山 かも 知.^ ぬが 物理 學的 現象で も 特に 熱に 關 した 

方面で 吾々 の 宇宙に 不斷 不可逆 的な 或る 推移の ある 事 は 担み 難い。 卽ち 熱カ學 第一 一方 则が 其れの 

斷定 である。 此の方 則の 簡單 なる 云 ひ 現 はしの 爲に 吾人 は 熱量と 溫度 によつ て 規定され る 或 量と 

して H ン トロ ピ ー の 概念 を 構成した。 さう して ェント n ピ ー を もって あらゆる 變 化の 進行に 際し 

決して 減す る 事な く、 不斷 に增す 所の 量な りと した。 卽ち 時なる 線の 一方に のみ 動き 行く 物理的 

な 或る 物 を 把 まへ 得た。 此の 結 から 再び 立ち返って 主觀的 時間の 經 過を考 へる 時に 其れが 一 つ 

の 物理 器械と して 考 へた 人間と いふ 器械 的體 系の ヱント ピ— の增 加と 密接な 關 係が ある 事を認 

める 事が 出来る。 

此の 如くして 時間 知覺の 內容は 分析され て 幾何 學的な 部分.^ と 物理的な H ント " ピ ー に 分 たれ 

たと も 見る 事が 出来よう。 もし 世界が entropy の 大 によって 死滅に 近づきつ、 あると すれば 

其の 世界の 年齢 は でなくて entropy によって のみ 計らるべき もので あらう。 (； 附錄を 見よ。) 

i や "間 化された 時間 は乃學 的の 世界 觀に 必要 缺く ベから ざる ものである 一 方で、 物理 學 者の 立場 
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を はなれて 非 物質的の 世界に 於け る ものと して は餘 りに 物足りな いやうな 感じの する 人 は 多いで 

あらう。 wergson の 如き 其 一人であった。 彼 は 物理 學 はすべ てのもの を 空間に のみ reduce せん 

とする。 「物理 は 幾何の.. ハ ラ ス トを背 食つ て 居る」 と 云った。 そして Kant が 空間 的な 時間 を 知 

的 認識の 形式と 考 へたに 對し、 直觀的 認識の 根本 形式と して 純 粹繼績 ps.e  duration なる もの 

を考 へた。 此れ は 無論 形而上 學 的な もので は あるが、 此の 如き 說の 出る とい ふの は 物理 學 的の 時 

なる ものが 物理的の 意味し か 持たない 事 を 悟らし むる に 足る であらう。 

穴ェ問 化された る 線 的 時間に 於て は 現在 卽ち 「今」 は 唯一 點 であら はされ る。 此の 如き 種々 の 

「今」 は 所謂 時點 zeitptsM であり、 其 間の 長さ は 時間 Zeitintervalle である。 此く する 事に 

よって 時 は連續 的な 數學 的の 量と なる。 しかるに 一 方主觀 的の 「今一 は 甚だ 不 判明な もので 或る 

時は數 十分 或は 時に よって は 一 世紀 程 を 意味す る 事 さへ ある。 此の 如き 「今」 の 領域 は 相. 互に 重 

なり 合 ひつ 、進行して 行く。 此の 如くなる 事に よって 始めて 連絡せ る 時間の 知覺が 成立す る 事 は 

疑ない。 狭き 領域 內 では 二つの 繼起 する 出来事が 屢 、、 前後の 順序 を顚 倒して 感ぜられる 例 さ へ あ 

る。 此の 如き は 時間 閾と いふ。 聽覺 では 丄訇 —IIS 秒で ある。 星の 子午線 經 過を觀 測す る 時 望 

遠 鏡の 視野で 星の 俤が蜘 珠の絲 を 過ぐ る 時刻 をク 3 /  メ ー タ I で 定める ときに 起る 個人差 は 此れ 

に 似た ものであるが、 此れ は 注意の 向け 方で 異種の 刺戟に 對 する 反 應 動作のお くれの 差に よる も 
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ので ある。 兎も角も 此の 如き 主觀 時間と 客觀 時間 の 差 は 科學者 の 注意す ベ き錯覺 の 原因で あり 得 

るので ある。 

； IS に 便宜上 空間の 知覺に 於て は 異なる 點 のさ 間 的 分布が 同時に 認知され ると いふ 事 を 述べて 置 

いたが、 少し 嚴密 に考 へる と 此れ は 怪しくなる。 吾人の 視野に 於て 特別 注意 を 以て 直視され る 部 

分 は 割合に 狹 いもので ある。 例へば 書物 を あけて 見て 居る 時で も 一 度に 眼に 見えて 纏まった もの 

として 把 まれる もの は 指頭 大の 面積で ある。 其 中心に ある 文字の 形 だけ は 同時に 認知され る やう 

に S わ はれる。 しかしよ く考へ て 見る と 吾々 が 其 字 畫を覺 え 込んで しま ふ 迄に はどうしても 何遍も 

其字畫 の 線 を どうにかい ふ 順序 にた どって 習熟す る 事 は 事實で ある。 未だ 見た 事の ない 國 語の ァ 

ルファ ベ ッ ト など は 感覺が 出来ても 此れが 知覺 になる 爲には 一 度 は 此れ を 眼で 跡付けて 見る 必要 

が ある やうに 思 はれる。 字に 限らす 圖形 でも 何でも さう である。 此れに 就いては 心理 學 者の 議論 

が あるべき 事で あるが、 自分 は數學 的な 意味で 同時 的に 空間 的擴 がり を 認知す る 事 は 出来ない と 

E 心 ふ。 此の 考に對 して 反證 らしい もの はいくら も考 へられない 事 はない が、 其れ は 決定的の もの 

と は 思 はれない。 觸 空間に 於て は猶更 さう である。 此の 場合に は觸 {仝 間の 認知に 必要な 運動が 遲 

緩で ある 爲に、 時間 相次ぐ 感覺が 段々 に 結合され て 行く 有様が 分り n 勿い からで ある。 ^の 場合に 

は 此の 如き { 仝 間 組立て が 短い 時間 閾內に 完了され る。 其れに は 無論 記惊 によって 感覺の 一 部分が 
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機と なって 再生 心像が 呼び 起される とい ふ 過程 も 行 はれる であらう が、 一 番 元に 歸 つて 其 文字の 

空間 的關 係が 知覺 される に は 此の 如き 追跡 作用が 必要 である。 卽ち 空間 の 知認 に は 時 を 要す る の 

である。 勿論 字畫の 追跡に は 順序 は 人々 の 任意で あるが、 鬼 も 角 も此處 から 空間の 擴 がりと 時の 

延長との 間に は 知らす/ \ 1. 種の 聯想が 起って 來 るに 相違ない。 卽ち 吾人の 時の 觀 念が {4j 間と 關 

係され て 居る と少 くも 同様 或はより 以上 密接な 度に 於て 吾人の {! ^間の 觀 念に は 時が 關 係して 居る 

ので ある。 

此の 如く 時と 空間と は 其の 觀 念の 源 を 感覺に 遡って 考 へる 時には 如何に 密接に 相纏繞 した もの 

であるか 分る と 思 ふ。 此れ はしかし 無理 もない 事 だとい ふ 事 は 次の 如く 考へ て 見れば よい。 

時と か 空間と かいふ 抽象的な 明白な 觀 念の 出来て 居ない 幼兒が 最も 直接に 注意 を 引かれる の は 

動く 物體 である。 此れ は 下等な 動物に ついても 同様な 事で ある。 ひきが へる の 如き は 動く ものな 

らば 煙草で も 食 ふ。 卽ち 吾人 は 運動と いふ もの を知覺 する の は直覺 的で ある。 空間 や 時間に 分解 

した 後に 始めて • 認知され ると 考 へられる ベ き 理由 はな い。 寧ろ か、 る 分析 を經. f して 直觀 的に 起 

る 最も 原始的な 知 覺の耍 素で あると 考 へ るべ き 理由が 多 々 ある。 

上の 如き 考 へ 方に 隨 へ ば 時と 空間と は 運動と いふ 原始的 知覺の 分解に よ つて 生じた ものである。 

(アリス トテレ ー ス は 時 は 蓮 動の 附屬 物で 動け る 物體の ある 听 にの みあり、 運動の 前後 を 計る 尺 
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度と 考 へた。) かく 考 へれば ミン コ ウス キ I の 時空 を 合した 四 元の 「世界」 四 元 的 線と して 現 は 

る 、もの は卽ち 此の 原始的 知 覺の數 學的模 像であって 此れ こそ 時間 や 空 問より 遙に 根本的な 實在 

を 有する ものと 思 はれて 來る。 かう 考へ て來 ると 時間 や 空間 は 唯 運動 を 表 はす 便宜 的 座標に 過ぎ 

なくなり、 此の 運動 を refer する 爲の 座標軸 は 無數に 可能に なり、 其 等の 各、、 の 座標に は 時と さ 

間と が 必す 結び ついて 來 るので ある。 此の 座標軸 の 選定 は 唯 ど の もの を靜止 と 見る かによ るば か 

りで ある。 此の 如く 考 へれば 相對率 原理の 设 初の 部分の 意味 は 極めて 明白に なって 来る。 

此の 考の 立場から 見れば、 蓮 動 を 純粹な 時間と 空間と に 分解した 事 は 非常に 便宜で あるに 拘ら 

す、 或る 意味で は 失敗で あつたと 考 へる 事が 出来る。 其の 偏見が 相對率 原理の 研究に よって 救 は 

れ たと 云 ふべ きで ある。 

* 此く 云っても 其れ は 從來ハ 空 問 時 問 を輕視 する ので はない から 誤解な き 事 を 望む。 父上の 見方 は 力 ン 

ト の 如き 考 とも 融和し 得る 考 である 事 を 注意して 置き 度い。 
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第五 章 數と签 間 時間  -. 

物理 學 上で 所謂 連續 的と 稱 する あらゆる 量の prototype として 空間 や 時間が 考 へられる。 此 

の 空間 時間が 或る 單 位に 比較して 後に 始めて 數で 代表され 數學的 解析が 用 ゐられ る やうになる C 

此の 如くす る 事 は 非常に 便利で あるが、 しかし 空間 や 時間 は數 とい ふ ものと どれ だけ 必然な 關係 

の ある もので あらう か。 此れ を考 へて 見たい。 

先づ第 一 着に、 連續 的と いふ 考は云 ひか へれば 其の 中に 何等 特別な 目標の ない 區 切りのない 事 

で あ つ て 此れ を discrete な 整數で 表 はすと い ふ 必然性 はな い。 長い 短い とい ふ 觀念は 數に關 せ 

す考へ 得る。 從 つて 或る 量は隨 意な 整 數で表 はし 得られる。 任意な 棒 は 1 でも 2 でも 100000 で 

も あり 得る C しかし 異なる 澤 山の 棒 を 比較す る 際に 其れ 等の 長短の 段階 を 何等か 普遍な ものに 準 

じて 一 義 的に 定める 必要が あると する —— 例へば 同じ 長さと いふ もの 、再現と いふ 實用 上の 耍求 

から 11 さう して 便 {Hj 上 どれ かの 棒 例へば 甲の 棒 を 或る 整數 例へば 1 で 表 はすと 外の 棒 はもう 整 

數で表 はされ ない。 乙 を 1 に すれば 甲 は 表 はされ ない。 此れ は 分り切った 事で あるが、 此の やう 

な必耍 からして 1 の subdivision が 起って 數の 考が擴 張され 始め、 數 と數從 つて 數と 量と を 結 
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びつ ける 橋が か、 るので ある 卽ち 科學の 父母と なつ た 此の 數と 量との 結婚 は 科學を 生む 爲に必 

要な もので あつたが、 其れが 本来の 必然性の あった 事と は考 へられな いので ある。 一方 更に 立 入 

つて 此の 結婚 を 示 咬した もの を搜 つて 見る と 此れ は 人間の 實 用に 歸 する 事 も 出来る。 未開人 種 

は數 の 考が貧弱 で ぁ る が量 の 多少は明 に 知 つ て 居 る。 其れ で ^SJ 々 な生 活上 の 要求 例 へ ば 衣食住 の 

需要に 應 する 物の 過不足の 詳しき 知識の 必要、 從 つて 起る 物品の 交換 寶 買の 如き 事柄から 起る で 

あらう。 しかし もっと 立 人って 考へ ると か 、 る 事の 可能 を 示 咬すべき 何物 か 人間の 原始的な 知 

覺 過程 中に あるので はない か。 私見に よると 此れ は知覺 過程に 存 する ある 律動 的な 要素に 歸 着さ 

れる。 そして 更に 間接に 時間 知 覺に關 係して 來 ると 思 ふので ある。 人間が 或る 連 精 的に 起って 居 

る 感覺的 現象に 注意す る 時に 吾人の 注意して 居る 緊張の 狀態は 決して 一様で なく、 波動 的に 或は 

張り 或は 弛む ので ある。 此れ は 日常の 經驗 から も 人の 知る 處 である。 赏驗 によれば 一層 確め る 事 

が 出来る。 此の 如き 現象の 原因 は 不明で あるが、 恐らく 大腦 皮質 中に 於け る 或る 物質的の 律動 的 

弛 張と 聯關 する もので 或る 度 迄 は 科擧的 器械 的の 說明を 許す もので ないかと 考 へる。 さう いふ 性 

質の もので あれば 此の 現象の 爲 に！. In 人 は連續 的な も の を數 へる とい ふ 自然 の 傾向 を も つて 居る か 

と 思 はれる。 それが 內 臓の 有機的 感覺ゃ 環境に 起る あらゆる 律動の 比 論から 經驗 的に 更に 助長 さ 

れ るので は あるまい か。 此れ は 著者の 私見で あるが 研究すべき 問題で ある。 
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次に 數學の 中で 特別の 地位 を 占める 幾何 學は 如何なる もので あるか。 如何にして 此れが 物理 學 

に關 係して 來 るか を 考へ て 見たい。 

幾何 學 は 空間の 學 である。 普通の 考へ 方に すれば、 直觀 的に 與 へられた 始めは 何だか 分らぬ 

間の 概念 を 分析して 其の 性質 を 明に する ものである。 此の 爲、 點ゃ線 や 空間 やの 概念 を 規定して 

其れ を 足場と し、 形式論理 學 上の 自明 的 公理 を 手引きと して 與へ られ たる { 仝 間の 性質 を搜る もの 

である。 ュ ー ク リツ ド 幾何 學に 於け る 此の 根本的な 點、 線、 其兩者 間の 關係等 は 極めて 自然 的な、 

吾人の 日常 經驗と 調和 させ 易い. ものである 事 は 明であった。 しかし ュ ー ク リツ ド 幾何 學が 先驗論 

理 的に 必然な ものである かとい ふのに さう でない 事 は非ュ ー ク リツ ド 幾何 學の 成立が 此れ を證し 

た。 三角形の 內 角の 和が 一 一直 角に ならない やうな 或る 三角形の 邊を 直線と 名け て其處 から 出發し 

て 行けば あと は 厳密な 論理の 筋道 をた どって 一 つの 空間が 出来 上る。 此の 出 發點が 不都合で ある 

とい ふ 理窟. 處 にも 見せ 田らない。 (ポアンカレ-、 科 學の惯 値 を 見よ。) のみなら す アイ ンシ ユタ 

ィ ン の 研究に よって 萬 有 引力と いふ 不思議な 說 明の 付かない 怪物 は、 吾々 のュ ー ク リツ ド {仝 間の 

歪みと いふ 事で 置き 換 へられ 得る 事に なった。 月が 地球の 廻り を囘轉 するとい ふ 現象 はュ ー タリ 

ッド 空間 を考 へる 限り 又 惰性と 重力と を 引き離して 考 へる 限り 其處に 特別な 重力と いふ もの を考 

へ る 必要が 起る。 しかし アイ ンシ ユタ イン の考 へた 如く 惰性 を 有する もの、 周圍の ュ ー タリ ッド 
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空間が 歪んで 非ュ ー ク リツ ド 的になる と 2 心へば ュ —ク リツ. ド の^で 見た 曲線 運 S は非ュ —ク リツ 

K の 世界で はすべ て 直線 蓮 動であって もう 其 處には 重力 も 何も なくなって しま ふので ある。 

此の 如く 幾何 學で考 へ 得らる、 空間 は 一 見 非常識に 見える もので も 其れが 合理的で ある 以上、 

其れ を 經驗の 形式と して 採用す る 事が 出來 るので ある。 此れに ついては 學 者の 見解 は 一?M々 である 

だら うが、 著者 は 吾人の {41 間が 元来 人間に 無關 係に 先天的 非ュ ー ク リツ ド であるの を 從來ュ I ク 

リツ ド 的に 誤認して 居た のをァ イン シュ タイ ン の 研究に よって 始めて 迷夢が 一 掃され 此れで 空間 

時間の問題が 窮極 的に 解決が 付いた とは考 へない ので ある。 其の 理. ra を 下に 說 明して 見よう。 

ニュ， 'トン の カ學に 於て ュ ー ク リツ ド 幾何 學が 基礎に なって 居る 事 は 皆 知る 通りで ある。 二 ュ 

1 トン は 絶 對に靜 止して 居る 座標軸の 存在 を假定 した。 そして 例へば 其れ を假想 天球に 固定した 

ものと 考 へれば 吾人 は少 くも 或る 度 迄 其の 絕對 空間に 對 する 自己の 運動 を 知り あらゆる 他の物の 

蓮 動 を も 此れに 準據 して 定 むる 事が 出来る。 吾人の 從來學 んで來 た 力 擧は卽 ち 其れで ある。 此の 

如き 絶對 空間が 存し 偶然 吾人が 其れ を 捕へ て 居る とい ふ考 は、 少し 懷疑 的な 思索 をす る 人に は を 

かしい 事 は 云 ふ 迄 もない 事で ある。 しかし 一一 ュ —トン カ學は 此れ を 日常 經 験の 範圍 內に應 用して 

少 くも 吾人の 要求す る 精密の 度 迄 は 悉く 適 中す る 如く 見えた。 それで 一般の 學者は 安心して 夢 を 

見て 居た 譯 である" それで 大した 不便 も 起らなかった ので ある。 唯 例へば 水愿の 軌道の 近日 點が 
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極めて 徐々 に 移動す る やうな 事實 がー 一 ュ ー トン カ學 から は說 明し 難かった。 水星 內 部に 存 する 未 

知の 遊星の 爲 とも 考へ にくかった ので 此れ は 一 つの 疑問に なつ て 居た が 兎も角も 從來の 物理 學で 

說 明され 得べき 害の ものである が 唯 吾人 が 水星 の 運動 を 影響す ベ き 環境 の 凡て を 知らない 爲 とば 

かり 思 はれて 居た。 

しかし 上の やうな 考 では 少し 困る やうな 問題が 起り 得る 事 は 次の やうな 極端な 場合 を考へ て 見 

ると 誰に も 了解され る。 佛の 或る 通俗 理學 者が 光の 速度 以上の 速度で 空間 を 走り 得る 人を假 想し 

た C そして その 人が そんな 速度で 地球から 飛び出して 行けば 地球の 歷史を 逆様に 見て 行く 事が 出 

來 ると 云った。 此れ は 面白い 話で は あるが ra^ して さう いってい、 もの だら うか。 假 りに 一歩 を讓 

つて 其の 超人が 地球 を距 つて 行く に從 つて 倍率 を 增す眼 或は 望遠鏡の 所有者で あると しても、 彼 

の 飛行の 爲に歷 史が顚 倒して 見える とい ふ 事 は餘程 不思議に 思 はれる。 此の 宇 { 由の 中の 出来事が 

觀者 によって 全くち がった 順序に 見える とい ふ 事 は 吾人の 悟性の 根抵 を動搖 する やうな 一 大事 件 

では あるまい か。 しかし もし 地球が 靜 止して 居り、 光が 此れに 對 して 一定 速度で 進行 するとす る 

以上 此の 推理 は 不都合 はない。 次に もし 其 人が 絕對 空間の 軸に つかまつ て 居る 間に 地球の 方が 此 

れに對 して 超 光速度で 天の 一 方に 退きつ 、あったら、 ， どうで あらう かと 考へ て 見る。 さう すると 

其處に 新しい 問題が すぐに 起って 來る。 もし 地球上の 物體 から 出る 光が 地球が 運動して 居る と 居 
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ない に關 せす 地球に 對 して 常に 一 定の 速度 を 有して 居る とすれば 前の 場合と 同様に、 絕對空 問に 

固定した 超人 は 地球の 歷史 を倒視 する 譯 であるが、 此れに 反しても し 地球が 絕對空 間の 各位 置で 

發 した 光 は 其點を 中心として 絕對 空間の 中に 一 定 速度の 球 波面 を 作って 進行 するとす ると 相次い 

だ 各 瞬間に 發 した 波 は 地球の 跡に 取り 淺 されて 銘々 の 中心から 擴 がり 行く。 此 場合に は 最早 歷史 

は 顧 倒せす 却って 引き延ばされて 感す るので ある。 此の やうに 地球と 超人の どちらが 靜 止して 居 

るかに よって 超人の 世界 觀は 丸で 根本的に 別になる ので ある。 その やうな 超人 を考へ るの が 無稽 

だとい ふなら 其の 代りに ある 天 體を考 へて 其 星の 人間 を 想像す る 事 は 差 支がない。 さう すれば 其 

星の 人間と 吾人と が 宇宙に 對 する 關係は 同等であって 彼等の 科學的 宇宙 觀が 吾等 の 宇宙 觀と同 一 

であると 考 へない と 吾人の 科學ひ 普遍性と いふ 事が 餘程 範圍を 狭められる 事になる ので ある。 一 一 

つの 世界 觀に 此の 如き 矛 香が あるの は 何 か 吾人の 考へ の 根本に ある 不妥當 な假定 をして 居る 爲で 

はない か。 先づ超 光速度 を もって 運動す る 物體が あり 得る かとい ふ 疑が ある。 次に は 上に 述べた 

如く 運動せ る物體 から 出る 光が 物體の 運動に 關 せす 物體の 軸に 對 して 常に 恆 同に 動く か。 それ 共 

物體が 光波 面 を 置き去り にして 進む かとい ふ 疑問が ある。 

先づ 後の 疑問から 始める。 此の 問題 はもう 可成 古い 問題であった。 光の 波動 說が 信ぜられ ると 

共に 此の 波動 を搬ぶ ものと して 古代 以來 夢想され た ヱ ー テルが 其の 媒質と して 採用され た。 其れ 
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は 彈性體 の やうな 性質 を もって 居なければ 工合が 亞ザ いのに 一 方で は 其 中 を 蓮 動す る 物體に 何等の 

妨げ を與 へない と い ふ 他の 物質的 媒質と はち が つ た 性 1^ 只 の ある 不思議な もの でなければ ならな か 

つた。 光の 龠磁說 0 世に なっても H 1 テルの 假想 はいつ も 難儀な 問題 Q 種に なった。 物 體がヱ ー 

テルの 中 を 動く か H 1 テル を 引いて 歩く かとい ふ 問題が 常に 起った。 假に 物體が H I テル を 引い 

て 歩く とすれば 相對 運動 をして 居る 一 一 つ の物體 に附隨 した H I テル の 間の 關 係が 分らす、 考 へ る 

事が 困難で ある。 又 K 1 テルが 不動で 絕對 空間 其 物で あると すれば 其 中 を 物體が 自由に 通る のが 

不思議で ある。 いづれ にしても 吾人の 物質と 稱 する ものと H 1 テル の 間に は 不可解な 溝が ある。 

しかし 兎も角も H  —テルが 光 を搬ぶ 地盤で あり、 光 は ヱ —テル をつ かまへ て 居る と考 へれば 吾人 

は 光の 現象 を 利用して、 地球が H 1 テルに 對 して 動いて 居る か 止って 居る かとい ふ 事 を 決定す ベ 

き實驗 をす る 事が 出来る。 其の 實驗 が卽ち 有名な マイケル ゾ ン • モ ー レ— の實驗 である。 其の 結 

果は 吾人の 信用し 得る 限りに 於て は 否定的であった、 卽ち H I テルと 地球との 相 對蓮動 は 認める 

事が 出来ない 事に なった。 此れから 起る 困難 を 避ける 爲に n 1 レンツ は、 HI テルに 對 して 進む 

方向に 物 體が收 縮 するとい ふ 假說を 立てたり した。 吾人の 取扱 ふ 凡ての 物體の 速度が 光の 速度に 

對 して 小さな ものである 中 は いづれ にしても 實用 上目 立った 差異 は 起らない ので あるが、 電子の 

如き もの &實 在が 確， 認 され 其の 快速な 運動が 實證 され、 其 等の 知識から 電子の 運動 を 論じようと 
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する やうな 問題が 起る と、 もう 對 H 1 テルの 問題の 解決 は 焦眉の急 となる 事 は 怪しむ に 足らない。 gj 

此の 如き 問題が 起つ て 居る 一 方で アイ ン シ ュ タイ ン は相對 して 運動せ る 一 一つ の 系に つ いて 時と 

空間の 關係を 最も 根本的に 考 へて 見た ので ある。 從 來の此 等の 基本的の 量に 對 する 考が 或は 漠然 

として 居る 點を 明に 指摘し 其の 考が 認識論 的に 見て 非科學 的な ものである 事 を 明に した。 

相對 的に 蓮 動せ る 二つの 天體に それぞれ 同定した 甲と乙なる 觀測 者が、 それぐ 尺度と 時計 を 

所持して 此れに よって 自分の 世界の みならす 他の 世界の 上に 起る 現象 を觀 測し 測定して 其 結 か 

ら 各自の 物理 學を 組み立て， くと する。 其 結 ro ^甲の 得た 物理 學方 則と 乙の それと が 同じ 定義で 

定められた 同じ 言語で 云 ひ 現 はされ 、 ば 好い が もし W- と 乙との 云 ふ 事が 齟齬す る 事が あつたと し 

たら どうで ある。 其 場合に E '乙 いづれ も 自分の 方が 正しい と 主張す る 時、 吾人が 全 宇 {£ を 一纏め 

にして 普遍的なる 方 則 を 知れり と 自認す る 第三者 ま 判 {n として いづれ に贊 すべき かとい ふ理. W が 

ない。 さう いふ 場合に 勝手に いづれ か 一 方 例へば 吾人の 親子 兄弟の 居る 方の S 'の i 界に 加播 して 

しま へ ば 其れでも 吾人が 甲の 世界に 居る 限り 少 くも 多くの場合 差 支ない がそれ では 科學 的と は 云 

はれない。 上の やうな 屮乙 主張の 矛盾す る やうな 場合 は 々に考 へられる。 例へば 前に 超人の 例 

を考 へたが あれ 程 極端に 考 へないでも 地球に 對 して 待 通の 速度で 遠ざかり 行く 鬼 人を考 へても よ 

い。 假 りに 吔球 上で r 秒 毎に 光 を 出して 合 n をす るの を 超人が 見て 居る とする、 地球が 靜 止して 
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居る とすれば 鬼 人 は 地球で 合せて 來た 時計で 此の 間隔 を 測る と を 得る。 又 鬼 人が ァ 

秒 毎に 光 を 出す の を 地球で 見て 居れば 其 間隔 は 2-1-1+:^) である やうに 見える 害で ある。 此れが 

齊 通の Doppler-FiNcau の 原理と いふ もので、 つまり 光 は 地球に 對 して 一 定の 速度 を もち、 鬼に 

對 して は 其 速度に よって 異 つて 見える 場合に 云 ふ 事で ある。 もし 此の 考が 正しければ、 此の 如き 

實驗 から 地球と 鬼と どちらが 靜 止して 居る か をす ぐに 決定す る 事が 出来る 害で ある。 しかるに 相 

對率 原理 はさう いふ 事の 不可能 を 主張す るので ある。 鬼に も 地球に も 光 は 同 速度に 見えなければ 

ならない。 從 つて 雙 方で 測った 合圖の 時間 は 同じで なければ ならない。 さう でなくて は兩 方の 物 

理學が 一 致しなくなる ので ある。 さう でない 爲には 上の 例で 兩 方の 測った 合圖の 間隔の 時間の 價 

が 同じ 數で現 はされ なければ ならない。 さうな る爲に は、 兩 方の 時計が 御 互にち がって 居る とす 

るより 外に 道 はない。 そして 地球が 見て 鬼の 時計が ちがって 居る とい ふ 同じ 言葉で 鬼 は 地球の が 

違って 居る と 云へ なければ いけない。 此の 矛盾 を 融和す る 事が 出来なくて は 物理 畢の 根抵は 安住 

の 地に 置かれる 譯に 行かな いのは 明白で ある。 電導體 と 磁石との 相對 運動の 場合に、 其 いづれ が 

靜 止せる かによ つて 現象の 云 ひ 現 はしが 全く 異る 今の 物理の 不對稱 不整合 を 認められた、 又 例へ 

ば コ ンデ ンサ ー の 荷電が 不動の H I テル に對 して 動いて 居る か 居ない かも 此れに 及ぶ 偶力に よつ 

て 知らる、 害で あるのに ト ラウ トン. ノ  ！ブ ル の實驗 では 此れが 認められない。 I^orentz は旣に 
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マイケル ゾ ン . モ ー レ ー の實 驗を說 明す る爲に 運動せ る 物 體に對 する 座 軸の 變換を 行った ので あ 

るが、 此れが ァ イン シュ タインに よって 一 般な ものに 押し 擴 めら れ たので ある。 

アイ ンシ ユタ イン の大 見識 は H  — テル の考を 全然 放 菊した。 そして 光速度と いふ ものに 特训無 

上な 意味 を 認めて 此れ を 凡ての 觀測 者に 對 して 不變位 同の ものと 見做し、 其考に 適合して 相對運 

動の 矛盾 を 消去す る やうに 時と 空間の 觀 念に 改正 を 加へ た處 にある と 3 心 はれる。 從來考 へられた 

やうな ヱ ー テルに 囚 はれて 居る 內は 色々 の 厄介な、 手が-りの つかない 問題が 起った。 しかし そ 

れは 大抵 口 ー レンツ によって 電子 論から 說 明され た。 然るに マイケル ソ ン. モ— レ ー の】 |3； 驗 によ 

つて 物體の 運動す る 方向と 直角の 方向で 光の 速度が 不變 だとい ふ 事が 確定され たと なれば、 冗！： 人 

は 自分が 直線 上に 等速 運動 をして 居る かどう かとい ふ 事 を 自己に 對 する 光速度の 變 化に たよりて 

認め 得る 見込が なくなつ たとい ふ 事になる。 卽ち 吾人 は假 りに 他に する 絕對 系に 對 して 等速 運 

動 をして 居ても、 吾人の 觀測 する 光速度 は不變 だとい ふ 事になる。 さう すると 地球に 對 して 相 對 

運動 をして 居る 他の 系の 住 1- も 其 系で 同じ 赏驗を し た 時 其 系 に 就て は 吾人が 吾人の 系で 得た と 同 

一 の 結果に 到着す ると 考 へなければ ならない。 卽ち其 系で 見た 時には 光速度 は 常に 恆 同で なけれ 

ばなら ない。 兩 つの 系の 間に 何の 交涉も 起ら ない 內 はい、 が兩系 の 問の 通信が 始まり 相 ：5.： の 

の 融和 を 得ん が爲に W- 系の 時 や 長さ を 乙 系に 比較しょう とすると どうしても 兩 方の 間に 何 か 通信 
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をし なくて はならない。 其 通信と して 使 ひ 得 ベ きも の は 吾人の 知れる 限りに 於 て 光 の 外 はな い。 

光が 此の 問題に 於て 特別 無上な 地位 を 占める の は 意味の ある 事で ある。 單に 便利 だから 借りて 

來 たとい ふだけ ではなく、 必然の 要求から 起った ものである。 光が 物質 等 を 一切な くした 空間の 

中に 起る 唯一 の 現象であって 空間 そのものに 固有な 現象で あるから である。 光あって 始めて { 仝 間 

が ある 爲と考 へられる。 音波 や 彈丸ゃ 其 他 あらゆる 物質に 關し たもの --蓮 動 は 凡て 物質に 則した 

ものであって あらゆる 物質的の 條件 によって あらゆる 變化を 受け 何等の & 同性の ない もので あり 

物質な しに 考へ 得られざる ものである。 此れに 反して 眞 空に 於け る 光の 進行 は マイケル ゾ ン . モ 

1 レ ー の 示す 如く 全く 恆同 であると 考 へる 外 はない。 又 一 方から 考 へて 見る に 吾人の 幾何 學的. S 

間 を 組み立て，^ 行く 時に 直線なる もの，^  prototype  (原型) となる もの は 光の 進行でなくて 何で 

あらう。 完全なる 剛體 とい ふ もの k 得られない 此 世界で 無限に 長い 直線と いふ もの \ 厳密なる 

test を 行 ふ あらゆる 方法 は 直接 間接に 光の 直線 的 進行 を 前提と しない ものが あらう か。 なる 程 盲 

人で も觸 空間 を 所有して 居る。 そして 幾何 學を 解し 得る。 しかし 其の 狭い 空間 を 無限に 押し 擴げ 

て 普通人の 視 空間の 如き もの を 構成す る 事 は 出来ない に 相違ない。 少 くも 盲人の 幾何 學は 此の 全 

{4! 間に 應 用され 難い ものである。 職工が 棒の 曲り をた める 時に 長さに 沿うて ねら ふ 事 を考へ て も 

又 吾人の 空間 測量に 缺く ベから ざる lis  of  collhiiation  (見通し 線) なる ものが 結局 眞. S に 於け 9 


る 光線に 準據 したる ものである 事 を考へ て も 如何に 光と 空間の 關 係の 密接なる か を W 心 はしめ るに 

足る であらう。 吾人の 空間の 骨微は 光線で あると 云っても 過言で ない。 又 吾人の 幾何 學は 光線に 

よって 其 應用を 可能と される と 云っても 餘 りに 不妥當 ではない。 

此の 如き 板 本 的な 意味 ある 光線が 單 なる 線で なく 其れが 一 つの 等速 蓮 動で あると いふ 事 も 又 非 

常に 意味 深 い 事で ある。 前に 著者 は 時と 空間よりも 蓮 動が も つ と； g 始 的な も ので あ る 事を述 ベ た- 

時と 空間 は 此れ を 分解して 得た も のと 考 へた。 此處 でも 光線が 特別な 位地に おかれ 此れに よつ て 

時と 空間が 規定され るに 到つ た の は 偶然で ない とい ふ考は 想像す る 事が 出来る だら う。 (光線 は 

一方で 波動と 考 へられる。 此の 事 は 直線の 代りに 球 を 出發點 とした 一 つの 幾何 學體 系の 可能 を 想 

はせ る。 此れに 就て は 後日 論す る機會 あるべし。) 

光の 速度 は相對 的に 等速 運動 をな せる 巾 乙の いづれ が發 した もので も 其れ を 甲乙 いづれ が 見て 

も 同じに 見える とい ふ 此の 前提 或は 公理 を 堅く 固持して —— 其 上に 甲が 見た 乙の 速度と 乙が 見た 

乙の 速度が 同大で 反對 であると いふ 事 は 勿論と して 1 . そしてが、 乙の 互に 見た 物理的 命題 を對 

稱 的に し同權 にせん とすると、 從來の 如き 時と 間に 關 する： 五： 人の 觀念 はすぐ に 放棄し なければ 

ならぬ 事 は 明で ある。 

— 1 

前の 例で 地球から 見た 時に 鬼の 時計の 一秒が 地球の VI::P^.=  .5 に當 ると すれば、 卽ち此 
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窗 で 鬼の 時計が 連れて行く とすれば 一 先づ 上の 不都合 は 除かれる。 何と なれば 地球が 受取る 合圖 

の 間隔 は ^^2-:+,^.> でぁり鬼が受取る合圖の間隔は^^^3^ で此の兩者は等しくなる。 此れ 

から 見る と 光より 速度の 早い 遝動 は考 へられなくなる。 となれば 2?="  00 となり 地球から 

見て 鬼の 時計 は 止って しま ふ。 此の やうな 考を 更に 押し進めて 行って、 乙の 世界で 距離，' を距っ 

る 一 一つ の 時計が 合って 居る と考 へられる 時に 此れ を 甲から 見る と 合って 居ない とい ふ 一 見 不思議 

な 結果が 得られる。 卽ち 乙の 世界の ニ點で 同時に 起る 事柄が 甲の 時計で は 時 を 異にして 起る とい 

ふ 事になる。 その 結果と して 又 甲乙の 物差 を 比較す ると、 乙の  一 メ ー トル は 甲が 見て 自分の 單位 

より 短 かく 測られる とい ふやうな 事 も 必然に 演繹され る。 一 寸考へ ると 乙の 時間が 延びる のに 相 

對 速度が 同 一 と 見られる から 乙の 單位は 延びて 見えさう に 思 はれる のに 縮んで 見える の は 可笑し 

いやう であるが、 兩 方の 世界で 同時と いふ 事の 判 斷が違 ふと すれば 不思議 はない。 

此の やうな 結果 は 吾人の 常識から 考へ て 甚だ 不可解に 見える が 相對率 原理から 論理的に 導かれ 

た 必然の 結果で ある。 其の 前提 を 信 すれば 結果 を 信じない 譯に 行かない。 此の 理論から 導かれた 

結果が 何處 かで 實驗と 合へば 猶更 信じない 譯に 行かない。 

此の 考 から 進んで 行けば 質量なる も の、 絕對の 意味 を 持た す 速度に よ つて 異 つて 見える ものと 

なる。 此れ を實驗 する 爲に 放射 物質から 出る 高速度の 荷電 體を とった 結果 は 實祭少 くも 此の 京理 
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の耍 求と 矛盾し ないやう に 見える。 又 質量 は 最早 物質 を 量る ものでなくて energy がさう であり- 

畢竟 H ネル ギ ー 卽 物質で あらう とい ふ 事 も 出て 來る。 叉 電磁 的 現象の 如き も 從來の 如き 不整合 は 

消失 し て 全く 整然た る體 系に な つてし まふ。 

此 等の 理論の 內容の 筋道 は 本書の 範圍 外に あるから 略す る。 玆には 物理の 基礎と なる {„ ^間 時間 

に關 する 考を 解剖して 行く 時に 此 問題が 起らざる を 得ない 所以 を 明に し、 又 光線が 何故に 此 問題 

に 人り 込む かを說 明して 同 論の 序論と し又此 問題に 關 する 興味 を 促さう と 思った ので ある。 

以上に 述べた の は 等速 蓮 動に 關 する 相對率 論の 一部に 關 する 事で あるが、 アイ ンシュ タイン は 

加速運動に 擴 張す るに 當 つてもう 一 つの 前提 を 置いた それ は 質量 重力に 關 する ものである。 卽ち 

惰性 を與 ふる 質量と 重力 を與へ る 質量が 同 一 物で あると いふ 事で ある。 質量 ある もの 、運動 を 論 

する カ學の 場合に は單 なる 蓮 動學の 外に 力 或は 惰性 係数た る 質量が 現 はれなければ ならぬ。 此の 

如き ものが 光と 何の 關係 もない 限り 從來の 物理 擧 であるが、 一 度び 空間 時間が 光と 密接に 結びつ 

けられた 以上 力 學が叉 光と 結ばれなければ ならぬ 事 は 明で ある。 アイ ンシュ タイン は 此の 關係を 

求めた 結果 終に 重力の 場の 四 元 空間 は 最早 ュ ー ク リツ. ド 的でなくなる と考 へた、 此れ は卽ち 空間 

の 骨骼た る 直線 卽光 は眞 { 仝の 場合に 比べる と 最早 直線でなくなる。 卽ち 光の 屈曲 を 起す と考 へる 

に相應 する。 さう すれば 重力の 所在 は 吾人が 空間 時間の 尺度と する 光の 曲る 場合で ある。 曲る と 
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いふの は 其處に 重力の なかった 時に 對 して 曲る とい ふので ある。 それでもし 何 處迄も 光 を 直線と 

思って 居れば 光が 曲る のではなくて、 却って 空間が ゆがむ ので ある。 曲った {4! 間で はニ點 間の 最 

短距離 は 曲らない 空間に 比べれば 直線でなくて 曲線で あり、 此 曲線が 曲った 世界の 直線で ある。 

此の 如くして 其處に 質量と 稱 する 如き 本體 的な も の k 代りに 四 元 空間 の 歪曲と いふ もの を 置き 換 

へたので ある。 此の 如くして 物理の 世界で 本體 的な もの 、最後の 淺 物た る 質量の 夢幻 は 消えて 

しまって 殘る もの は 唯 空間と 時 否 寧ろ 光で 定められ 組み立てられた 四 元 空間の 幾何 學が殘 るの み 

である。 かう いふ 風に 見た 時に アイ ンシ ュ タインの 研究が 物理 學に與 へた 進歩の 如何に 根本的な 

るか に 了解され ると 思 ふ。 

{ 仝 間の 際限 は あるかな いかと は 吾々 が 常に 耳に する 疑問で ある。 此れに 就いては 古來 色々 の 事 

が 云 はれて 居る が、 此れ は 或る 意味で は 無限で ある。 卽ち考 へ 得られな いとい ふ 事 を 無限と 名け 

れば さう である。 しかし 吾人が 物理 學の 手段で 究め 得る 空間と いふ 場合に は 別問題になる。 上の 

如く 質量の 世界の 四 元 空間が 非ュ ー ク リツ ド 的に なれば 直線 は 有限な 閉鎖した 曲線になる から 空 

間 や 時の 輪と いふ やうな ものと 考 へられる かも 知れない。 吾々 が 無限の 距離と いふ 事を考 へる が 

其れ を考 へる 時には、 いつも 蓮 動に 準據 して 考 へる、 卽ち 行っても 行っても 到着 しないと いふ 事 

を考へ る。 そして 直線 的に 進む とい ふ 事 を考へ て OS るの だが 其 際に 準據 とすべき 光が 知らぬ 間に 
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彎曲して 居たら どう だら う。 さう だと すれば 吾々 の 頭の 中で たどって 居る 空間 は、 他に 想す る 

ュ ー ク リツ ド空 間に 對 して は 有限で あり 得る と考 へれば 考 へられない 事 はない ので ある。 

上記の 外に 時間 空間に 對 して 考 ふべき 問題 は 甚だ 多い C 古 來哲學 者 の此 等に 關 する 考察の 中に 

は 種々 今日から 見て 單に歷 史的で ない 興味の ある もの も ある。 又 心理 學 者の 說 にも 種々 面白い も 

のが あるから 讀 者に 其方 面の 諸 書 を涉獵 されん 事 を 望む、 又科學 者で も Mach や Pearsou や 

poinctn.6 等の 所 說を參 照 されん 事 を 望む。 

最後に 問題と して 提出したい 事が ある。 空間 時間 を 凡て 連續 的に 考 へる のが 物理 學 であるが、 

此れ は どれ だけ 必然な もの か考へ て 見る 慣 値が あると 思 ふので ある。 勿論 物質の 原子 構造 や 素 量 

の 如き 不連續 は考へ て 居る が、 それ は 其根抵 に連續 的な {4! 間 時間 を考 へてから の 上の 事で ある。 

しかし 此處で 問題になる の は 空間 時間 自身 を 數で現 はす 際に 非連續 的に 考へ ると いふ 事で ある。 

詳しく 云へば 空間 時間の 値 を 現 はす 數が 一 定の 間隙で 飛んで 行く 其の 間隙 內の { 仝 間 は 全部 等^で 

其 中 で は 前後左右 も ない とする ので ある。 從來 でも 微積分 を應 用す る 場合 に は 時空 の 區分 をし 或 

は 空間 格子の 考も つまり 此の 如き l5it 分で は ある が 其 等 の小區 分の 中で も 依然として 更に 小なる 151! 

分が 考 へられて 居る ので あるが、 此處 でい ふの はさう でなくて 何等の 任意で ない 小區 分が 實存し 

て 其 區分內 では 全部 空間 乃至 時間 的に 等愤 であると する 事で ある。 もし さう いふ ものが 實存 して 
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も 人間の 手段で は 直接に は 認知され ない が何處 かで その やうな 事の 有無が 驗 され 得る やうな 現象 

が あり はしない かとい ふ 問題が 起る C 

かう いふ 疑問に 對 して 自然に 思 ひ 浮ぶ の は 素 量の 問題で ある。 始めて 素 量の 假定を 必要と した 

輕射 H ネル ギ ー の 問題に 於て ブラ ン久 の考は ある 座標と 其れの momcutum を 座標軸と せる 面に 

於て 一 樣 なる 確率 を 有する 部分の 設定であった。 其 後の 發展に 於ても 歸 する 處は 一 般に 座標と 其 

れ に相當 する 運動量と で 作られた 多元 空間 中に 考 へられた 签 間中で 或る 大 さの 小 區分 を考 へ其內 

では 如何なる 點 にも 同等で あると いふ 事に 歸着 する。 此の やうな 考で eutropy は 整 數で現 はさ 

れる 確率の 函數 として 與 へられる やうになる。 今す ベての 物理的 量の 變 化が 時空の 變 化に 分解 さ 

る、 とすれば 以上の 如き 小篚 分の 存在 はやが て 時空の 小區 分を考 へさせる の は 止む を 得ない やう 

である。 もし さう であると すれば 光の 俥播 にも 何 かさう い ふ 飛躍的な ものが あると 考 へなければ 

ならない 事になる やうで ある。 つまり 時空の 四 元 空間の 粒狀 構造 を 想像す る 事に なり はしない か r 

今の 處素 量が action や 角運動量の 如き ディ メン ショ ンを 有して 居る から 此れから すぐに 四 元. S 

間の 素 量 を 導く 事 は 出来ない、 しかし 其れ を 融和す る やうな 考が もし 可能で あったら 何等の 新し， 

い 結果 は 生れない 迄も少 くも 新しい 物理 學と 來の ものとの 或る 矛盾 を 就 一 する 事が 出來 ると 思 

ふので ある。 (H ピク a スは元 子 論の. 類推から 時間 { 仝 間の 無限 可分性に 反對 して 最少 限の 存在 を 
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主張した と 傅 へ られて 居る。) 
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第 六 章 物質と 其 性 質 

空間 時間の 認め 得らる、 の は 其 中に 行 はる、 現象の 存在に よる。 而 して あらゆる 現象の 地盤と 

なり 容器と なる 處の 物質 を考 へる 事に よって 現象 は 物質の 形相 變化 ゃ關 係と して 認められる。 此 

の 如く 現象の 資料と して 物質なる もの を考 へたの は 有史 1^ 來の 事で ある。 古代 希躐の 哲學者 はい 

づ れも 此れ を 論じ ない もの はない。 人智の 開發 につれ て 社會上 政治 上 に 於け る あらゆる 矛盾 ゃ衝 

突 も 一 つの 動機と なって 人 は 其の 人生 觀 世界 觀を 何等か 統一 した 合理的な 考の 基礎に 安定 せんと 

する 努力から も、 あらゆる もの を 唯一 もしくは 出来る だ， け 少數な 根 原に 導かう とする 傾向の 生す 

るの は 自然の 勢で ある。 此れが 卽ち 人間 理性の 存在 を 意味す るで あらう。 此の 如き 要求から 世界 

の 原 質の 問題が 古くから あった。 タレ I スが 水、 アナ クシ メネ ー スが {仝 氣の 如き 普通な 物質 を も 

つて 萬 物の 元素と 見た もの も あるが 叉へ I ラ クライ トスが 火 を 唯 一 元素と したの は 今日の ヱ ネル 

ギ ー 的 物質 觀に 照應 し、 ピ タゴ ラ ス は數を もつ て 本質と 考 へたの は 近代 微分方程式 卽ち 世界の 原 

料と 考 へる 考へ 方に 應 じる。 叉 プラト ー ンが 物質と 空間と を 同 一 視 したの も 今日から 云へば ピタ 

ゴ ラ ス に 通す る惹が あると 云 へ るし 又デ 力 ル トを 通じて ァ イン、 ンュ タイ ン にも 通じる 點が ある。 
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ェ ムぺ ドク レ ー スは火 風水 土の 四 元素 を考へ 後世の 化學的 元素の 源と なって 居る。 アリス トテレ 

I スは 第一 資料と いふ 絕對的 無性 質の も Q であら ゆる 形相の 容器と なる もの を考 へたり、 ス トァ 

派が 四 元素の 特性の 外の あらゆる 性質 を 規定す る pneunm  (熱 氣」 と稱 する 物質的な もの を考へ 

たりした のゃ此 種の 考は 勿論 非科擧 的に 想像され たもので は あるが、 しかも 現代の 科學の 中に も 

流れて 居る 考へ 方の 源泉 をな して 居る 事は爭 はれない。 此 等の 考に 於て 現代が 何等 根本的に 新し 

いもの を 加へ て 居な いのは 寧ろ 不思議な 位に 思 はれる ので ある。 

原子論の 如き も 始め 口 ィキッ ボス によって 稱 へられ 弟子の デ モク リ トス を 經て 今日 迄 種々 な 形 

で 生滅して 居る (atomoll 不可分の 意 )o 此れが 運動し 衝突し 其 形に よって 或は 反撥され 或は 結 

合さる、 とい ふ 考ゃは 今日に も 其 ま X に 行 はれて 居る。 又 原子に は あらゆる 形の 差異 は あるが 性 

質の 區別 はない と考 へた 如き、 今日 電子の 集圑の 仕方で 化學 元素 の 成立 するとい ふ考 にも 通じて 

居る。 H ピ クロス は 元 子の 性質と して 不可 人性 不滅 性の 外に 重さと 大さ形 狀を考 へ て 居る が 此の 

外に 荷電 を附加 すれば 云 は iMr 日の 原子の やうな ものである。 此の 如き 考は n ッ ク の 所謂 第 一 性 

質と 第一 一 性質の 元祖と も 云 はれる。 (五 ニ頁參 照。〕 

カ學に 於て 考 へられる 質量の 惰性 や 引力なる もの は此等 物質と 名く る もの \ 根本的 性質の 中 か 

ら 抽象した 産物で ある。 物 體が签 間に 蓮 動す る 時に 加速度が ある 場合に は 力が あると 考 へる。 此 
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れ ももと は 人間の 筋肉 や 皮膚の 感覺 から 來る 力の 概念から 來 たもので あるが カ學に 於て は 最早 さ 

うい ふ 事 を 離れて しまった ものに なって 居る。 力 や 質量の 考は ガリ レ ー、 一一 ュ ー トン を經 マツ ハ 

の 厳密なる 批評 的 考察に よって 明に された ので あるが、 最近に は 又 相對率 論の 發展 によって 修正 

を 加 へ られ た。 (普通 物理 擧 *1 にある 質量の 定義 は 無意味に 近い ものが 多 いから 誰れ でも 瞎に落 

ちかね る。 讀者は 是非 一度 は マッハ のカ學 を讀 まれん 事 を 望む。)  . 

物質の 不滅 性 は 此れ も 昔から 考 へられた もので 此の 一 見變轉 極り なき 世界に 何物 か 不滅 不^の 

物を考 へんと する 耍 求から 起った ものであって、 其の 要求の 眼鏡 を 通して 世界 を 見、 其の 要求に 

應す る やうに 自然界 を 掘りく づ して 行って 掘り 當 てた もの が卽ち 物質 の 質量 であった ので ある。 

一見 此の 要求に 反する 如き 場合の 起った 時には、 其處に 他の 原因 を 求めた。 此の 如くして 近頃 迄 

は、 此の 要求 を 根本より 覆す が 如き 現象に 出逢はなかった。 しかるに 電子 論の 發展の 結果 質量が 

運動に よって 變 する 現象に 逢着して 其處に 物質 不滅の 要求 は 困難 を 感じ 其れから 逃れん とする 要 

求 は 電氣卽 物質 論と なった。 それで 或る 意味から は 昔の やうな 物質 不滅 は 成立た なくなって 物質 

の 觀念 を改逮 し て 要求 を 貫徹 せんとす るので ある。 卽ち 物質 不 減と い ふ 容器 は變ら ないで 其 中に 

盛らる、 ものが 變 つたので ある。 

昔から 物質の 第 一 性質と 考 へられる 不可 人性と 稱 せらる \ もの も、 极 は物體 が-吾人に 與へ る 


105 


抵抗の 感覺 から 起った ものである。 しかし 物の 混合 ゃ渗透 の 現象 はすぐ に物體 の 可 ハ刃性 を 思 はせ 

る。 そして 無限の 可分性と いふ 事 は 却って 不可入性と 矛盾す るから 有限 可分性 卽ち 分子の 如き も 

のを考 へさせる。 そして 不可入性の 祌殿 を物體 から 分子に 移す ので ある。 現今で 此れが 分子から 

原子、 原子から 電子へ 移されて しまったの である。 しかし 考 へて 見る と 此の 如き 感覺 的物體 から 

得 た 概念が 何 處迄も 吾人 の 腦裡に 膠着 して 電子に 迄搬 ばれた とい ふ 事に は 必然性 はない と 思 はれ 

る。 若し 今日 電子の 色を黑 いと か 赤い とか 云へば 擧者は 笑 ふに 相違ない が 電子 が剛體 であると か 

彈性 であると かいふの は 其れ程 怪しまない。 まして 電子の 不可 人と いふ 事に ついて 疑 ふ 人 は 極め 

て 稀 だと 云って よい。 しかし 著者 は 此の 如き 假定の 必然性 を何處 にも 認め 得ない。 尤も 可 觸物體 

の 力 舉を應 用す る 便 {儿 上から 普通の 考へ方 を 自然と 云 は 三 K はれる が、 唯 それ 以上に 必然な 耍求 

のない 事 を 承認し なければ なるまい。 互に 入り込む 電子 を考 へた 人 はま だ 無い が、 電子 を單 なる 

力の場の 中心と 考 へた 人 は ある。 此の 如き 考は 未だ 充分の 成 架を牧 めない ので あるが、 著者の 見 

る處 では 此方が 板狀ゃ 輪狀の 不可 人的 電子 を考 へる より は 科學の 一 般の 進行に 應 する ものと 考へ 

られ るので ある。 

彻體の 延長 性と 云 はる、 もの は 物體が 吾人の 三 元 的 空間の 一 部 を 形成 するとい ふ 意味で あつ て、 

線 や 面 は 其の 境界と して 考 へられる。 それで 物體 の物體 たる は 此の 境界た る 面ゃ稜 角に 於け る 何 
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等 かの 非連續 によって 認知され る。 從っ て 物理 學の あらゆる 問題に は 境界 條件 (boundary  coudi- 

tion) なる ものが 現 はれて 來 るので ある。 一 方で 瓦斯 體の 如き もの は固體 とちが つて 判然たる 境 

界を 認め難いので 普通 物 體とは 呼ばれな いが 實 際の 問題に 當 つて は 常に 境界が 問題になる。 無限 

と考 へる 間 は 其れ は 形式 上 i 分 間 其 物と 選む 事 はない ので ある。 便宜上 無限の 物 體を考 へ て 其 中の 

波動 等 を考へ る 事 は あるが 此れ は 物性 を 空間に 移して 考へ て 居る とい ふだけ の 事で かくして 得る 

結果 は 寧ろ 數式上 は 空間 其 物の 性質と 聯關 して 居る。 或は 瓦斯 論に 於け る 如く 分子に 解體 して 考 

へ なければ すぐに 其 分子の 大 さや 形が 問題になる ので ある。 

固 液 氣の三 態 は 此の 延長 性に 關 する 恆 同性の 段階 を與へ る ものであるが 其 間に は あらゆる 中間 

段階が 實存 し、 畢竟 は 便宜上の 抽象 觀念 に過ぎない。 完全なる 固體 ゃ液體 ゃ氣體 は實存 しない も 

ので ある。 しかし 此の 如き もの を 抽象して 始めて 今日の 物理の 全 系が 成立して 居る 事 は 明で ある „ 

特に 完全 剛體 の考が 吾人の 空間 觀 念に 密接に 結ばれて 居る が 此れが 光に よって 始めて 組立 てられ 

る 事 は旣に 述べ た 通りで ある。 

其 他の あらゆる 物體の 性質、 結晶 性 や、 彈性 や、 熱に 對 する 膨脹 性 や、 色 や、 透明の 度 ゃ囘光 

性 や、 電導性 や、 あらゆる 物理的 性質と 稱 する もの、 又 他物 質との 親和力に 關 する あらゆる 化學 

的 in 質と 稱 する もの も、 現今に 於て は 悉く 分子 乃至 電子 數ゃ排 置 や 運動に 關 係した 言葉で 云 ひ 現 
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は さ れ 或は 晃は さ れ得 べしと 信ぜられて 居る。 卽ち 凡ての 性質 を な る ベ く 無性 質なる ー兀 子の 邀的 

關 係に 飜譯 せんとす るので、 遠き 昔の 哲學 者の 夢が 略實 現せん として 居る ので ある。 物理 學の仕 

事 は 此の 飜譯の 過程と も 見られる ので ある。 現今に 於て は 荷電と 稱 する もの k 性質が 最後の 殘^ 

物と して 沈着して 居る。 此れが 穴. 一 間 時間の みの 幾何 學 的な 言葉に 飜譯 される 日 は 或る 意味に 於て 

物理 學の 飢旋と 見る ベ きで あらう。 
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第 七 章 因 果 律 

流轉 極り なく 見える 此の世界に 何等かの 據り處 とすべ き 事件の 必然な 繼起を 求めて 其れ を 手繰 

つて 迷路の 中に 路を 求めん とする 要求 は 人間の みならす 動物に すら も 非常に 根深く 本元 的な もの 

であるら しい。 下等動物の 場合に は 彼等の 單に 器械 的な 反射的の 動作 を 吾人が 見て 因果の 知識に 

よる 有 意識 蓮 動と 解して 居る と 見られる かも 知れない が、 高等動物に 於て は H 取 早 さう は考 へられ 

な い。 吾人が 因果と 呼ぶ ものに 對 する 知識 Q 有 意識的 表現と 認める 外 はない と 思 はれる 事柄 は 枚 

擧 する 暇の ない 程で ある。 子供が 「何故 一 「どうして」 とい ふ 質問で： g 親 を 苦しめる の は 此の 要求 

に 外なら ない。 あらゆる 知識の 全部 は 云 は^ 因果の 知識で ある。 原因と いふ 語と 原理と いふ 語 は 

屢、 、同義に 用 ゐられ る。 物理の 理は 因果と いふ 意味に 考 へても 甚 しい 誤で はない。 それ故に 因果 

とい ふ 言葉 は 如何なる 無學な 人間で も 日常 口にする 處 であると 同時に 又 古来 あらゆる 學者ゃ 宗教 

家に よって あらゆる 方面から 議論され た 題目で ある C 從 つて 其の 內容の 極めて 多岐な もので、 突 

きつめ て 行く と 意味の 分らなくなる ものである。 極めて-や 凡で あつ てし かも 最も 六 かし いもので 

ある。 
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普通 因果と は 二つの 事柄の 必然的な 繼 起に 關 する 觀 念で ある。 その やうな 繼 起が 起った 時に 前 

に來る もの を 因と 名け 後に 來る もの を 前者の 菜と いふと 解せられ る。 同じ 原因の 下に 同じ 結 が 

起る とい ふの が 科 學の极 本假定 として 知られて 居る。 しかし 事柄の 速續 的の 繼 起から 如何にして 

此の 如き 一 一つの 明白なる 纏まった 觀念 の對 立が 出來 るかと いふ 問題が 起る。 同じ 原 WI と稱 する も 

のが 繰 返され 得る かとい ふ 問題が 起る。 必然的 繼 起と いふの は 例へば 晝の 後に 夜が 來 ると いふ 如 

き 現象の 時間 的 必然 繼起 をい ふか 或は 神の 御 思 召の 如き ものに よつ て 甲から 乙が 生す る 意味 かと 

いふ 問題 も 起る であらう。 

宗教に 於け る 因果に は 祌佛の 意志の 如き ものに よって 規定され た 根本原理が 凡ての もの --繼 起 

を 支配 するとい ふ考が 籠って 居る。 此の 祌佛 は哲擧 者の 間で 色々 な 名前の 根本原理 となって 現 は 

れて來 る。 プラト ー ンの 「イデア」 でも ライブ 一一 ッッの 豫定的 調和で も 解釋の 仕方に よって は 皆 

同じ やうな ものである。 叉 一 方で 例へ ばァリ スト テレ ー ス の 如き WI 果の繼 起 は 或る 目的 を 目當て 

にして 進行 するとい ふ 考へ方 も ある。 此の 考へ方 は 或 意味で は 因果の 關係を 逆に 見る とも 云へ る- 

果を 生ぜん が爲に 因が 起る といへ ば考の 上で は果が 因 の 前に 來る 事になる。 しかし 此れ は 寧ろ 言 

語の 上の 差異と 見られない 事 はない。 最終目的 は 卽ち第 一 原因で あると 考 へれば 一 應は 片付く の 

である。 HE^ の 連續を 一 筋の 鎖の 上の 進行の 如く 考 へる 限り は、 ^ra^ は 常に 一 義 的に 對 立した も 
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ので 因な き 果は考 へられす 果なき 因も考 へられな いから、 si- あって 始めて 因が 出來 ると 云っても 

不都合 はない ので ある。 唯 此の 鎖 を 時間 的に 一 方に たどる 時に、 時の 前後から 因果が きまる ので 

ある。 ヒュ ー ムは 前に も 述べた 如く あらゆる 實體ゃ 本質の 考を 突きく づ した 人で あるので 因果 關 

係に 於ても 其の 背後に 隱れた 形而上 擧 的な 意味 を 一 切 放逐して しまった。 神 もなければ 目的 もな 

い。 唯 習慣 的に 反復され た 表象 觀 念の 時間 的 並列の 印象 以上に 何物 もない と考 へた。 此の 考がカ 

ン トを 刺戟した の は 有名な 話で あるが 此れが 英國 へ も發展 して 心理 學のー 體系 とな つ て 現 はれた 

ので ある。 ヒ ュ ー ムの考 は 後に 實證 論者に 傳 はり 從 つて 科 學 者の 間に 瀰 散した。 それで 物理 學の 

問題に は Why? はなくて How? だけで あると いふ 事が もて 離される やうに なった ので ある。 

. 因果の 繼列を 離れく の 鎖と 考へ る 以上 それに 相違ない ので ある。 晝の 次に 夜が 來又晝 が來る 

如き は 正に さう である。 或は 時計の ゼ ン マイ を卷 いて 針が 進行し 其れが 或る 點に 到る と 電路が 通 

じて 呼 鈴が 鳴る とい ふの も 正に さう である。 此の やうな 考を 徹底 させて 行けば 凡ての 現象 は 記載 

される のみで 說 明され るので はない と 云 は、 に 云 はれない 事 はない。 其 記載 は單 なる 數擧的 方程式 

であって 等しき 量の 比で ある。 此れに 時間 的の 前後 を 寄生 的に 加へ て 因と 呼び 果と 呼ぶ に 過ぎな 

胖し 吾人の 考 ふる ws^ は實は 鎖の やうな ものではなくて、 もっと 複雜に 錯綜した 網の やうな も 
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の 或は 不規則な 空間 格子の やうに 擴 がった 迷路の 中に 道 を 求める 時に 生じる 觀念 である。 凡ての 

事象 は 直接 間接に 凡ての 他の 事象に 聯關 して 居る と考 へた 方が 妥當 である。 それで 何等かの 道 を 

通れば 任意の 二つの もの、 間に 因果の 徑路 をた どる 事が 出来る。 風が 吹く と 眼病が 多くな り、 三 

味 線の 需要が 增し、 猫が 減じて 鼠が 繁殖し、 桶屋が 喜ぶ とい ふ 如き 因 ra^ を 求めれば 無限に 見出す 

事が 出来る。 此の 筆法で 行けば 歐 洲大戰 の 原因 を 其 の や うな 網の 中 に 鎖卽ち 必然な 徑路を 求め る 

爲には 網絲の 若干 を 切り離して 其 鎖 を 分離させる 外 はない 事 は 明で ある。 然 らば 如何なる 網絲を 

切って よい かとい ふ 事が 問題に ならなければ ならない。 其の やうな 切り離し 方に 何等か 必然な 檩 

準が あるか、 卽ち其 等の 網絲ゃ 結び 玉に 色分けで もあって 切り得る ものと 切り得ざる ものが 示さ 

れて 居る かとい ふ 事になる。 卽ち 因果の 分類が 問題になる。 

アリス トテレ ー スは 原因の 種類 を 四つに 分った。 一に 質 料 因、 二に 形相 WI、 三に 動力 WI、 四に 

目的 因が 此れで ある。 例へば 銅像が 出來 上った とすると 其の 原因と して は 質 料た る 銅が 第 一 因で 

あり、 技術者の 頭に ある 圖 案が 第二 因、 技術 家の 仕事が 第三 WI、 銅像 を 使用す る 目的が 製作 を規 

定 する 第 四 因 だとす るので ある。 物理 攀 上の 問題で は 目的 や 設計 や 意思 や は 除外され、 動因 は 質 

料に 內在 すると 考 へても よい 事になる。 例へば 加速運動が 起り 其の 動因 は 重力 だと 云へば、 それ 

は 物質の 性質に よるので ある。 かう いふ 意味の 動因 は 進 動が 起った とい ふ 事 を 力が 働いた とい ふ 
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言語で 云ひ換 へたに 過ぎない ので、 運動と 重力との 間に 時間 的の 差異 はない。 卽ち 前來の 意味で 

因果ではなくて、 等量 關係 に過ぎない。 物理 學 上に 於け る 多くの 根本的 關 係で 俗に 因果と 稱 する 

もの は 其れが 方程式で 現 はされ る 限り 等量で ある。 此の 場合に 注意すべき 事 は 加速度がなくても 

其れ は 力 を 及ぼす もの \ ない とい ふ證據 に はならない 事で ある。 卽ち 幾つかの 力が 釣合って 居る 

場合が それで ある。 卽ち カを與 へれば 運動が 決定す るのに 運動 を與 へた だけで は 力 は 一義的に 決 

定 しないの である。 此の 如く 考へ ると 力と 運動と は 等量で は あるが それだけ でない 事が 分る。 卽 

ち 一 方から は 一 義 的に 事柄が きまる のに 他方から は 決せない ので ある。 もう 一 つの 例 を 取って 見 

れば 或る 物體に 熱を與 へる と 膨脹す る。 若干の 熱 を 得れば 若干 膨脹 するとい ふ 事 は 等量 關係 とし 

て與 へられて 居る。 しかし 吾人 は 或る ⑩體が 膨脹した の を 見て 此れ は 熱の 爲 だと 直ちに 斷定 する 

事 は 出来ない。 事によると それ は 此の 物體 が周圍 から 受けて 居る 壓 力の 減じた 爲 かも 知れない。 

或は 强磁體 の 場合なら ば 磁場の 變 つた 爲 かも 知れない。 其れが いづれ であるか を 定める 爲には 種 

種な 實驗 によって 壓カゃ 磁場の 驗査を 行 はなければ ならない。 卽ち觀 察された 事象の 等量と なり 

得べき あらゆる 可能なる もの を 想像して 一 つ- (\ 其の 存否 を 確め なければ ならない。 直接 表面に 

現 はれ 觀 察された 一 事象が 如何なる もの \當 量と すべ きか を考へ る 時 は 不決定で ある。 此. e に 反 

して 熱、 壓、 の 如き 條件卽 ち 所謂 physical  a.l;.ellcy を 一義的に 規定 すれば 其れ 等と 等量 關 係に 
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なるべき 量 は 一義的に 決定す るので ある。 かう いふ 意味で 膨脹と いふ 量と 熱 ゃ壓の 如き 量との 間 

に 或る 區別を 認める 事が 出来る であらう。 勿論 因果と い ふ 語 を 使 ふの が 趣味に 適しなければ 他の 

語 を 用 ひても 差克 はない。 條 件と 現象と 云っても よい。 しかし 俗に 因果と 稱 する 語に は 此の 種の 

關 係が 含まれ 5S る 事 は 担み 難い。 

此の 如く 考へ て來 ると 物理 學で 現象 を 記載す る 或は 說明 するとい ふの は、 あらゆる 現象 を 熱 や 

壓の 如き 比較的 少數な 主耍條 件に 分解す る 事 を 意味す る。 此の 如き 條件を 見出す 事に よつ て 物理 

學が 成立す る 事が 分る であらう。 此れ を譬 ふれば 無限に 入り組んだ 網目の 中に 特別な 第一 次 的 結 

び 玉 を こしら へて 凡ての 他の 第一 一 次第 三次 以下の 結び 玉が 直接に どれ だけの 第 一 次 的 結び 玉に 連 

絡して 居る か を 知る のが 物理的 記載 說 明の 眞 意義で ある。 前の 風と 桶屋の 如き 關係は 寧ろ 第一 一次 

第三 次の 結び 玉 を 傅って 行く 過程の 云 ひ 現 はしに 過ぎない ので 其の 徑路は 無數に 多義 的で ある。 

小さな 第一 一次 的の 結び 玉と 考 へられる 箇々 の 具體的 事象 は 他の 具體的 事象と 關係 はしても 第 一 次 

的の 結 塊 を 通じて ない 限り 其 關係は 多義 的で ある。 

此の 網の 譬は唯 不完全な 譬喩に 過ぎない ので あるが、 要するに 一 つの 現象 を 規定す る條 件と な 

る もの、 中に 物理 學 的に 主要な 必然な ものと、 寧ろ 偶然 的 第一 一義的の ものとの 一?il 別の ある 事 は 明 

であらう。 更に 例を擧 ぐれば、 林檎が 落下す る 場合に でも 其れ を 具 體 的な 箇々 の 場合に ついて 考 
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へ て 見れば 其 落下の 蓮 動に 影響し 得べき 條件は 極めて 多い。. 落ちる 途中で 誰れ か、. -急に 手 を 出し 

て 受け取つ て 持ち去る かも 知れす、 それ 程で なくても 急に 風が 來て其 徑路を 曲げる かも 知れない- 

地球上の 凡ての 物體 殊に 其 近所に ある 質量の 排 置が 變れば 其 林檎の 運動 は 影響され るか も 知れな 

い。 (否 物理 學の方 則に よれば 影響され なくて はならない。) 天王星の 位置と 雖 ども 無 關 係と は 

云へ ない。 其 他 空氣の 抵抗 や、 荷電 や、 磁場 や あらゆる 第三 次第 四 次 的な 影響が 凡て 微小ながら 

も 幾分 加 はって 居る ものと 考 へなければ ならない。 此の 如く 一  つの 林擒の 落下と いふ 如き 箇々 の 

事件に あらゆる 他の ものが 聯關 して 居る とすれば 如何にして 此の 亂 麻の 如き 網の 中から 重力と い 

ふ もの を拔き 出す 事が 出来た であらう。 第一 に 落ちる 林檎 を 横取りす る 如き 事柄 は 場合によって 

起ったり 起らなかった りする。 風の 爲に 曲る 場合に 其 曲り 方 は 時に よって 一 定 せす しかも 通例 一 

定の 範圍を 超えす 澤 山な 場合に ついて 統計して 見る と 其 平均の 落下 點は略 一 定 し箇々 の 曲り の 同 

數は 一 定の 所謂 偶然の 方 則 (一-二三 頁 參照) に 支配され て 居る 事が 分る。 それで 此の方 則に 從ふ種 

類の 差別 は 經驗を 繰り返す 事に よって 除く 事が 出来る。 第一 一に. t 仝氣の 抵抗 や 磁場の 如き もの &影 

響 は、 此等 の 影響 のみが 特に 故意に 著しく 作用す る 如き 實驗 によって 其の 影響の 量的 關係を 定め 

れば 此れに よって 現在の 場合に 於け る 影響 を 算定して 其れによ つて 所謂 補正 を 加へ 此 等の 影響な 

しと 假定 したる 場合 を椎定 する 事が 出来る。 此の 如き 事の 可能なる や 否や は先驗 的に は 分らない _ 
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しかし さう いふ 事が 出来る と仮定して あらゆる 場合に 補正 をな し、 かくして 得た 結 Ei^ が 一 定の簡 

單 なる 方 則に 漸近 するとい ふ 經驗を 待って 始めて 此の 假定 の妥當 なる 事が 認められる 譯 である" 

鬼 も 角 も 此の 如き 補正の 可能と いふ 事 は箇々 の 原因の 影響が 加算 的で あると いふ 事 を 意味す る。 

もし 甲の 影響が 乙の 在 否で 變る 如き 場合 ：*; (此の 如き 場合 はいくら も考 へられる) に は 上の 如き 便 

宜は 得られない。 物理 學 上の 主要なる 條件 は實に 此の 如き 加算 可能性 を 有する 條件 原因で あり 此 

れを搜 るの が 目的で あり 仕事であった ので ある。 例へば 若し 甲が 乙に 及ぼす 重力が 丙に よって 變 

るが 如き 事が あれば 吾人の カ學は 成立し ない。 一一 ュ ート ン の方則でもクー ン の方則でも、 かう 

いふ 事の 可能と いふ 事が 基礎に なって 居る。 

第三に 林檎に 力 を 及ぼす と考 へられる 各種の 物體の 距離が 犬なる に從っ て 其 影響が 少ない とい 

ふ 事がなかったら どうで あらう。 望遠鏡で も 見えない 天體の 不可知な 位置 や 運動が 絶えす 主要な 

影響 を 地上に 及ぼす ので あったら 吾人の 身邊の 現象 は 混沌と して 捕捉すべからざる もので あらう _ 

卽ち もし 一一 ュ ー トンの 萬 有 引力 を 表 はす 式 §r、 で 距離.' が 分子に なくて 分母に ある 事が 如何に 

重大な 意味 を 有する か を 知る 事が 出来よう。 

第 四に は 現在の 物理現象の 大部分の 主なる 部分が 凡て 現在の 條 件に 支配され て、 過去の 歷史 C 

影響 を 蒙らない と考へ 得られる 事で ある。 若し 林檎の 運動が 昨日 一 昨日 それ 以前の 地球の 歷史に 
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よるとしたら どうで あらう。 或は 棒 や 尺度の 長さが 過去の 取扱 ひの 歷史 によつ て 著しく 變る もの 

であったら どうで あらう。 此の 如き 影響 の 少ない とい ふ 事が 普通の 物理 的條 件と 現象との 等量 關 

係 を 有限な 數 式で 現 はす 事 を 可能なら しむる 所以で ある。 而 して 又 特殊の 現象に 例へば 强磁體 の 

附磁ゃ 不完全 彈性體 の 伸縮 等に 於て 嚴密 なる 數關 係の 規定し 難い 所以で ある。 

約言 すれば ( 一 ) 微少な 影響が 假令 無限に あると しても 其れ 等の ものが 偶然 方 則に 支配され て 

其總 和が 有限の 範圍を 超えぬ 事、 (一 一) 各種の 影響が 加算 的なる 少數の 主要 條 件に 分解され る 事、 

(三) 遠距離の 物體の 影響が 距離と 共に 無限に 減す る 事、 (四) 歷史の 影響 少き 事、. 此の 主なる 四條 

件を滿 足す るが 如き 物理的 原 Ml 或は 條件を 見出し 此れに よつ て 萬 象 を 整理 せんとす るので ある。 

此の 如くして 成立せ る 物理 學を 具體 的の 箇々 の 場合に 當て 嵌めん とする 場合に、 上記の 物理的 

等量 的 sra^ 關係 のみが あって、 他に 何物 もなければ 吾人の 豫言は 常に 的中し、 世界 は 豫定の 如く 

進行す る 害で ある。 さう 信じて 居て 何 か 一 つの 簡單 なる 實驗を 行 はう とすると 種々 な 意外な 障害 

が 起って 實驗 者の 期待 を 裏切る 事件が 突發 する。 垂直に 落ちるべき 物體が 風で 吹き飛んだり、 豫 

期しない 濕氣ゃ 放射 物質が 其處 にあった 爲に 荷電が 遁げて 居たり、 何 かの 吊絲が 切れて 居たり、 

はまるべき ものが はまらなかった りする。 地震 や 火事で 實驗が 中止に なったり する の は 別と して 

も 素人 は 此の 實驗の 不成效 を 見 て 場合によ つ て は 實驗者 の 所 說を疑 ふ かも 知れな い 。 其れ に拘ら 
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す實驗 者の 所信 は動搖 する 事 はない。 此の 如き 素人と 物理 學 者の 意見の 齟齬 は兩 者の 認める 因果 

の 定義の 齟齬に 起因す るので ある。 素人 は 所期の 結果に 影響すべき あらゆる 原因 それ は アリス ト 

テ レ ー ス の 四 因の 外に まだ あらゆる 偶然 的なる 機 會因を も 綜合して 無差別に 因と 考へ て 居る。 物 

理學者 は 第 一 に實驗 器械 を 持ち 來り 持ち去り スウィッチ を 捻り 頭 を 突き出し 手 を 延ばす 自身 や 助 

手 ゃ觀客 を考へ の 外に 置いて 居る のみなら す 叉 物理的 條件 或は 原因で も 其 人の 現在 主要と 考へ て 

居る もの. -外は 除外して 居る 爲に 外なら ない。 物理學 上の 豫 言が 物理 學 者の 意味で は 的中し、 素 

人の 意味で 的中 しないの は 矢 張 玆に歸 H する ので ある。 

以上の 所說 によって 物理 學 上の 因果が 如何なる もので あるか V 略說 明され たと 思 ふ。 要するに 

物理 擧の 重要なる 因果 は 重力と 加速度、 埶 一と 膨張の 如く 切り離して は考 へられない 內在的 等量 的 

の ものであるが、 しかも 前者が 存在 するとい ふだけ では 後者 は 決定し ない。 あらゆる 他の もの を 

捨象した 時に 始めて 必然的 等量 關 係の 定まる ものである。 此 因果 關 係に は 時の 前後 はない、 因と 

果は 同時で ある。 ^し果 を 別の 言葉で 云 ひ 現 はした だけで は 物理 學的 H の價値 はない。 無限に 多 

樣 なる果 を少數 なる 普遍 因に 歸納 する 處に 因の 因た る 所以が ある。 それで 因と 果の區 別 は 寧ろ 普 

遍と 個々 との 差別で あると 見れば、 必 しも 因果と いふ 言語 を咎 むる にも 及ばない 譯 である。 (輻 

射の 如き 問題で 等量 關 係に 時間の 前後 を 含む 場合 も あるで あらう が 其れ は 形式 上 矢 張 等量 關 係に 
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直されて 居る と 思 ふから 特別の 場合と して 論す る 事 は 省く。) 

或る 認識論 學者は 原 W について 能 作 N と 機會因 (或は 偶因 又は 緣) を區 別す る。 例へば 時計の 

振子の 振動して 居る 原因 を 尋ねた 時ゼ ン マイの 彈 性より 起る 力 は 能 作 因で、 下女が ゼ ン マイ を卷 

き 上げた 事が 機會因 だと 云 ふ。 此 場合 前者 は 物理的 必然な もので あり 振子の 動いて 居る の は 其れ 

を妨 ぐべき 他の 障害がない 事 を 意味す る。 しかし 漠然と 唯 運動と 云 はす 物理 學 的に 考へ ると 振子 

の 運動 を數 量的に 如實に 規定す る もの は 單にゼ ン マイの 彈 力と いふの みではなくて 其 他に 種々 な 

副因が ある。 例へば 熱の 爲に テン プの大 さが 變り彈 性が 變 つて 蓮 動が 變る 如き 事が あるが、 此れ 

は 熱 を 能 作 0 として 起った 結果が 更に 機會 因と して、 主要な 能 作 因 (抽象され た 使 同の) Q 結果 

の 變化を 生じた とも 云 はれる やうに 思 はれる が、 熱の 變 化がなくても 振子 は 動いて 居る から 運動 

一 般に對 して は 上述の 意味での 機會 因の 資格 はない。 却って 運動 を 主 項と 第一 一次の 項に 分解した 

時の 第二次の 項の 能 作 因で ある。 從 つて 第二次 能 作 因と も 云 はれよう。 此の 如き 意味で 第二次 第 

三次 以下の 能 作 因 を 詮索す る 事が 實驗的 物理 擧 者の 主要な 仕事で ある。 それ は 扱お きな ほ此 外に 

重要な 副因が ある。 卽ち 振子の 運動に 對 して、 心棒の 摩擦 や 空氣の 抵抗 やが 作用して 其 運動 を 幾 

分で も 支配す る 事で ある。 此の 場合の 摩擦 や 抵抗 は 運動して 居る 間 は 作用して 居る が 蓮 動が 止れ 

ば考 へられない とされて 居る ものである C さう い ふ 意味から 此の 場合の 彈 性的 原動 的の もの を 主 
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因と 考へ 其れによ つて 蓮 動が 起って 後に 始めて 考 へらる ベ き 摩擦 等 を 受動的な 副因と 考 へる 事 も 

ある。 さう 考 へる 方が 常識的に 便宜な 事 も ある。 實際 多くの場合に は此 等の 副因の 影響 は 餘り著 

犬で ないから 猶更 さう 考 へて 便利で は あるが、 さう 考 へなければ ならない とい ふので はない。 主 

動的と 考 へられる 彈 力と 雖 ども 振子が 動いて 居なければ 有る かない か 分らない ものである。 尤も 

其ゼ ン マ ィを取 外して 別の 試驗 をして 見て 始めて 確め 得られる が、 彈カは 振子が 動き 出してから 

存在 するとい ふ 主張 を 頑 守す る 人が あった 時に 此れ を 納得させる 事 は 困難で ある。 反 對に靜 止し 

て 居る 場合に 空氣の 抵抗の 力 は 働かない と は 云 ふ もの \、 若し 靜 止の 場合で も 働いて は 居る が 唯 

靜止中 は 同時に 他の 力が 此れ を 打消して 居る の を 蓮 動が 起る と共に 其の 相手が 働かなくなる の だ 

と 云 ふ 非 物理 擧 者が あれば 此れ を 否定すべき 何等の 先 驗的證 左 は考へ られ ない。 其 討論 を 押しつ 

めて 行けば 問題 は 物理の 圏外に 逸出す る。 純粹 なる 實證的 科擧の 立場から 云へば 彈カは 振子の 速 

度に 無關 係な 力、 摩擦 や 抵抗 は 速度の 函數 であると いふに 過ぎなくなる ので ある。 

機會 因が 人間 や 動物の 意思に 關係 する 間 は 此れ は 物理 擧の 問題に はならない。 此れに よって 物 

理的能 作 因が 導 人され、 ば あと は 純粹な 物理の 問題になる、 此れが 導入され るかされ ぬか は 物理 

學で 決定 出来ない ので ある。 しかし 又機會 因と 稱 すべき ものが 物質的で あり 從 つて 物理の 問題と 

な る 場合 も 勿 論 ある。 さう かと 云って 或る 特別の 實驗 中に 障子が 倒れて 器械が 破損 するとい ふ 種 
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類の 問題 は 問題に ならない、 それ は 矢張少 くも 今日の 物理 學の 知識で 豫 知し 得られない 事で ある 

と考 へられる からで ある。 (障子が 外れて 旣に 倒れ 始めて 後の 倒れ 方と いふ やうな 事 は 物理の 應 

用 問題と ならない 事 はない が 其 場合に は 問題と 其條 件が 抽象され て具體 的でなくなる。) 此れに 

反して 特に 分子 原子に 關 する 問題に は箇々 の 分子 原子の 蓮 動 を 知り 難い。 例へば 瓦斯 論に 於け る 

如く 分子 相互の 衝突 を考 ふる 場合に 特に 或る 一 つの 分子 を 捕へ て 其の 運命 を 追求す る 事 は 出来な 

い。 此の 分子に 何時 どの 分子が 如何に 接近す るか は 全く 偶然と しか 考 へられない C 又 例へば 光 や 

其 他の 射の 爲に 原子 中の 電子が 驅 出される 種類の 現象に 於ても どの 原子が どの 瞬間に 電子 を發 

射す るか は 分らない。 しかし 從來の 如き デ テルミニ スト 流の 考へ 方で は此 場合 電子の 逸 力 を 起す 

べき 能 作 因 は 常に 內 在し、 唯 輻射が 或る 不可知な 媒介 者に よって 機會 因と して 導入 せられる とき 

に 必然に 起る と考 へる であらう。 此 不可知な 媒介 者 を 名け て 偶然と 名け る C もし 此の 偶然が 眞に 

全く 偶然で 此れに 就いて 何事 も 知る 事 論す る 事が 出来なかった としたら 此れ は 時計の 例に 於け る 

人間と 同じく 物理 學の 問題に ならない 譯 であるが 實験は 此の 偶然なる ものが 一 定の方 則に 從ふ事 

が 知られる 爲に、 此 等の 問題が 物理 學 0 問題と して 成立す るので ある。 
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第 八 章 偶 然 

極端な 決定論 的 物理 學 者から 云へば 少 くも 物質 界の辭 書中に 偶然なる 言葉 はない 害で ある。 凡 

ての 質量と 荷電の 位置 速度が 或る 瞬間に 與 へられ &ば 過去 現在 未来に 於け る 世界 は 一 義 的に 決定 

すべき 害で ある。 唯 計算が 面倒で 暇つ ぶしで ある だけで あると 云 ふだら う。 此れ は 或る 意味で は 

正しい かも 知れない。 可能と いふ 事の 解釋 次第で さう 云 はれよう。 しかし 實際 問題と して 見た 時 

に は 其 計算 自身 は 勿 論 其 の 所與條 件を完 全に 手に入れる 迄に は 無限の 時 を 待たなければ なるまい- 

つまり 不可能と 云 はなければ ならない。 反對に 極端な 不可知論者に 云 はせ ると 又 次の やうに 云 は 

れる かも 知れない。 凡ての 現象に は 世界の 凡ての ものが 影響す る 事 は 物理 學 上から も 期待され る、 

しかるに 吾人 は 凡ての もの を 捕へ て 居ない。 其れが 爲に 凡ての 事象 は 偶然で あり 蓋然 であると。 

此の 不可知論者の 言 も解釋 しゃう によって は 正しい。 萬 有 引力の 方 則が 眞 ならば 時計の 蓮 動は嚴 

密な 意味で は 不決定で あると 考へ なければ ならぬ。 もし 人の 觀测 方法の 精總の 度が 非常に 進歩 

すれば それ 等の 不決定が 廓大 されて 現 はれる と考 へざる を 得ない。 實際 今日で も あらゆる 測定の 

結果と して 單ー なる 量に 對 して 種々 の 異なる 慣を 得る ので あるが、 其れ は實験 方法の 不完全な 爲 
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に 觀測者 の 犯す 誤 も 亦 部分的 に 人り 込んで 居る と考 へられて 居る。 しか し 其 外 にあら ゆる 不可知 

的な もの 、影響の ある 事 は 承認し なければ ならぬ ので ある。 かう いふ 點を 特に 見て 云へば、 〔ブ — 

トル I〕 の 如く 吾人の あらゆる 知識 は蓋然 的の みと 云っても 不都合 はない。 

絕對 的に 厳密なる 知識 は少 くも 多くの場合に 不可知で あらう が、 吾人 は必 しも その やうな もの 

を 要求して は 居ない。 佛說 にある 毒矢 を 身に 受けて 其れ を拔く 前に あらゆる 毒矢に 關 する 知識 を 

求めん とした 愚人の 眞似 をして 居る 譯には ゆかない。 嚴密 なる 知識が 果して 得られる や 否や を考 

へ る 前に 先づ 概略の 知識から 捕へ て か.^ ら なければ ならない。 確實 なる 事 を 知り 得難い とすれば 

蓋然 的な もので も 得なければ ならない。 さう しなければ 人間 は 環境との 戰鬪に 敗れなければ なら 

ない。 此れ は 極めて 明白な事 であるが 叉 意外に 忘れられ 易い 事で ある。 

それで 偶然に 關 する 方 則 や 數學的 理論 は 物理 學 者に 取つ て 極めて 重要な ものであるべき 害で あ 

る。 併し 有限な 數 の物體 と物體 との 關係を 取り扱つ て 居た 間は少 くも 理論 物理 學上 では 偶然に 關 

する 問題 は 起らなかった。 從っ て 偶然に 關 する 問題 は 賭事 や 遊戯に 關 する 數擧的 問題と して 以外 

に は、 實驗 物理 學者ゃ 星 學者ゃ 測量 家の 得た 實測 材料 を 整理し 一 最も 確ら しき 價 J を 出す 尤もら 

しき 方便と して 利用され たのに 過ぎない。 しかるに 物質の 分子 構造 を考 ふる 必要が 起る と、 最早 

凡ての 問題に 偶然の 入り込む 事 を 拒み 難くな つた。 マ クスゥ ニル、 ボルツマン 等の 瓦斯 論に 關す 
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る 研究 や、 ギッ ブスの 概括 的な 統計 カ學 が發展 された。 射の 源が 分子 的に なれば 從 つて 幅 射の 

問題に も 偶然が 重要な 地位 を 占める やうに なった。 其 他 放射 物質に 關 する あらゆる 方面に も 亦 偶 

然が關 係して 來る。 其 他 天文 ゃ氣 象の 如き 應用 方面に も 偶然 的 要素 は 益.： 渗 透して 來 るので ある。 

殊に 近代 物理 學の 一 大 問題た る 素 量の 問題が もと/ \ 偶然の 方 則に 關 する 或る 假 定から 導かれた 

事 を考へ て も 現代の 物理 學に對 する 偶然の 重大 意義 を 察する 事が 出来る であらう。 

偶然と は 何 を 意味す るかに 就いては 附錄に 加へ て 置いた ボア ンカ レ ー の 所說の 外に 附 加すべき 

事 は 少ない。 原因 或は 條 件と 考へ るべき 箇條が 限り もな く多數 で複雜 であり 又 原 H の 微少な 變化 

によって 生す る 結果の 變 化が 有限で ある 場合に は 其 結果 は 全く 偶然で ある。 然し 複雜 さが 完全に 

複雜 であれば 其處に 自ら 一 つ の 方 則が 成立し 此れに よつ て 統計的に 種々 の 推論 をす る 事が 出来る 

ので ある。 此れに 反して 簡單な 場合 卽ち 少数の 物 體が少 數の條 件に 支配され ると 見做し 得べき 種 

類の 問題 は赞 通の 決定的の 取扱が 出來 るが、 一 番 工合の 悪 いのは 複雜 さが 中途半端な 場合で ある。 

物理 學者 はさう いふ 困難に 會ふ事 をなる ベく 避ける やうに して 問題 を 一 一つ の 極端な 見方の いづれ 

かに 牽 きつけて 行かう と勉 める ので ある。 

偶然に 關 する 數理 について 注意すべき 事が 一 つ ある。 それ は 確率 (probability) の 問題に 於て 

； Jtl 々用 ゐら にる 無理 由の 原則 (pril  一 ciph-  cf  no  reason) と稱 する ものである。 例へば 銅貨 を投 
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げて 表が 出る か 裏が 出る か、 どちらが 出る とい ふ 理由が ないから 兩 方が 出る 機會が 均等で あると 

いふ 如き は 差 支ない が、 此の 如き 考は 確率論に 於て さう であるが 特に 物理 學の 方面に 濫用す る 事 

は 避けなければ ならない。 理由 を 知らぬ と 云 ふ 事 は 理由の ない とい ふ 事で はない 事 を 忘れない 事 

が 必要で ある。 例へば 荷電が H ボナ イト 板 上の 一 點 から 擴 がる 時に どの 方向に 特に 多く 擴 がると 

いふ 理由 はない から 完全なる 圓 形に 擴 がると 云へば 其 誤り は リヒテ ンべ ルグの 形 像が 反證 する" 

金米糖が 增大 する 時に 球になる 害 だと 論じても 實 際に は あの 通りの 突起が 出来る。 此 種の 現象 も 

矢張り、 「微分 的な 原因の 結果が 有限に 現 はれる」 とい ふ 階級に 屬 する もので あらう。 なほ 此の 終 

の 現象と して は 「不安定」 に關 した 種々 な 問題が ある。 其 中で も 風に よって 起る 水面の 波 や、 側 

壓 によって 起る 彈性 板の 波狀蠻 曲の 如き は 多少 手を附 けた 學者も あるが、 多く は 等閑に 附 せられ 

て 居る。 此れ は 取扱の 困難な 爲 でも あらう が、 それ は此 種の 問題の 研究 法が 發 達して 居ない 爲と 

も考 へ られる C そして 研究 すれば すべ き餘地 はいくら も ありさう に 見える。 

* 此れ は 山脈の 生成 や、 生物の 胚の發 生に 應用 される。 

** 液の 混亂 運動の 如き も乂 此の 階級に 屬 させても い \ ものであるが、 此れ は 近頃 少し 研究され て來 た。 

理論的 物理 學の 理想と して 物質 界を 簡單 なる 確定 的な 方 則に 纏めて しま はう として 急ぐ 時には 

此 等の 偶. 然的 現象 は 甚だ 工合の 悪い ものである。 しかし さう いふ 現象が 實存 しし かも 吾人に 沒交 
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涉 でない 以上 此れ を 度外視す る 事 は 出来ない。 此れ を 征服し ない 限り、 物理 學は 一部の 人の 信す 

る 如き 絶對な 意味で 決定的な もので はない、 整然たる 幾何 學體系 骨骸の 間に はま だ 雲の やうな 泥 

の やうな 不定 形な 或 物が つまって 居る かの 觀が ある。 さう いふ 意味で 著者 は 偶然に 關 する 物理的 

現象に 學 者の 注意 を 促が し 度い と 思 ふので ある。 

なほ 物理 學の對 象と して 論すべき 事 は 甚だ 多い、 質量 や ヱ ネル ギ I や 電氣の 意義 關係 について 

も 詳細に 論す ベ き 事 は澤山 ある。 特に 此 等の ものに 關 する 觀 念の 變遷ゃ 最近の 相 對率論 的 解釋は 

非常に 與味 ある 事で あらう が 其れ を 論す る 爲には 物理 學の 中に 深 人り しなければ ならない から 略 

する 外ない、 讀者は IMach の 一. カ學」 に 纏められた ガリ レ ー、 二 ュ ー トンの 古典的 カ學 から マ 

クスゥ^^ル、 ヘルツ 以後の 力 學的電 氣觀に 移り、 til レンツ、 アブラハム 等の 電氣的 質量 觀を經 

て 更に アイ ン シ ュ タイ ン によって 遂げられん としつ 、ある 三位 一 體的統 一 に 到る 經路 をた どらば、 

物理の 體 系が 河 海の 如く、 扇の 谷の 如く 一  點に 向って 求心 的に 集合 せんとし. つ ある 事 を 悟られ 

るで あらう。 そして 元来 は感覺 から 出来した 物理的 實 在が 次第に 感覺を はなれて 非人間的 になり 

結局 凡てが 空間 時間と 光に 歸着 する 事に よって 又 或る 意味から 云って 人間に 歸 つた 事 を 認める で 

あらう 0 

*  Pknck 其 他 は anthropomorpliism  (人間 本位 主義) から？ 解放 を、 張 I て 居る。 無論 此 等の 人の 
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云 ふ や うな 意味で はさう であ る。 し かし 此言 說が惡 い 意味に 曲解 さ る \ 恐 を 防ぐ 爲に 著者 は 特に 感覺 

と 空間 時間との 關係 を取リ 立て i 見た ので ある。 
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第三 篇 物理 學の 目的と 其方 法 

第一章 物 规 

物理 學の 目的に 就いては 旣に 前條に 於ても 時々 此れに 觸 れる處 があった が、 玆 では 更に 此れに 

就いて 考 へて 見たい。 

物の 理を 探究す ると 考 へた 場合に、 物と は 物質で あると 解釋 しても よい。 さう すれば 理とは 其 

等 物質の 性質 や 相互の 關 係に 就いての 或る 普遍的 命題で ある。 從來 のカ學 では 物質と は 所謂 第 一 

性質 特に 惰性 を 有し 萬 有 引力の 場 を 規定す る ものと して 他の 性質 は 凡て 捨て ， ^考へ られ た、 最近 

の 理論で は從來 H ネル ギ I と稱 した もの も 惰性 を 有する と考 へられ H ネル ギ —不滅の 内に 物質 不 

滅が 包含され る 事になる。 (從來の質量 〔^^  =  «s とした〕 なる もの は 速度に よって 變る もので 

あるから 物質の 量の 規定 者で なくなった。) さう いふ 考 からすれば 力 學はヱ ネル ギ I のカ學 であ 

る。 物理 學で 從來 狭義の 物質と して 考 へられた もの は カ學的 物質に 加 ふるに 種々 の 第一 一 性質 色 堅 

さ 等 を 具備して 相互から 別 さるべき もの を考 へて 居た、 例へば 鐵、 大理石、 水、 空氣 等の 如き 
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もの、 總稱 である。 此 意味に 於て は 物理的 性質 は 化學的 元素の みで はなく あらゆる 化合物、 混合 

物が 考 へられ 叉 其 等の もの k 組織 體が考 へられて 居た。 そして 此 等の 物質から 或る 物體の 第一 一次 

的 性質が 先づ 問題になる。 性質と して は 先 づ單に 吾人の 直接 五感に より 或は 五感 を 助ける 器械に 

よって 直觀 され 得る 限り を單に 記載す る 事が 出来る。 例へば 鎮物學 で各鑛 物の 比重、 硬度、 色、 

劈開 面の 狀況を 博物 的に 記載す る 事が 出来る。 此 種の 記載 は 物理 學 ではない。 又 此れ等の 性質に 

よって 或る人 爲的 分類 を 行 ふとしても 其 分類が 或る 必然性 を 有せぬ 限り 矢 張 物理 學 でない。 個々 

の 物質 物 體を單 獨に考 へて 居て、 個々 の 間に 必然な 關 係を考 へて 居ない ので ある。 しかし 此 場合 

に 目標と する 比重、 色 等が 所謂 物理的 性質と 呼ばれる 如く、 此 等の 多 數個體 の 性質 を 抽象し 歸納 

して 得た 概念と して 比重 や 色 を 見做し 其れ を 分析 的 或は 綜合 的に 取扱 ふ 時に 物理 學が 生じる。 例 

へ ば 比重の 概念 を 分析して 容積と 質量の 比と 考へ 或は 同 容積の 水の 質量との 比と 考へ、 その 考を 

基と して 比重 を 測定す る 方法 を 考案し 其れ を 利用して 各 物體の 比重 を 測り 其 結果 を 綜合して 比重 

と 他 性質との 間の 關係を 求む るが 如き 純然たる 物理 學の 問題で ある。 しかし さう いふ 場合に 比重 

とい ふ 概念 はもう 個々 の 物質 や 物體を 離れた 概念であって 最早 一 つの 物體 でない。 此れ は 一例に 

過ぎない がし かし 一 般に 物性が 物理の 對象 となる の は 其れが 抽象した 概念と なった 後に 始まる。 

さう いふ 意味から 物理 學は 寧ろ 物でなくて 物 を 離れた 特殊な 12 念の 學 であると 云 はれる。 そして 
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其れが 又 物理 學が 基礎的 科學 となる 所以で ある。 此れに 反して 或る 物質 自身 を對 象と すれば 其 物 

理的 化學的 性質の 外に 其の 産地 や 製法 や 應用ゃ 經濟價 値 や あらゆる 事が 問題と なる。 

此 の 如く 侗 々 の 物體を 中心 として 性質 を 記載す るの は 物理 學 の. 仕事 で なく 逆に 概念 を屮心 と し 

て 物體を # ；理 する のが それで ある。 

性質 を 抽象して 此れ を對 象と して 考 ふる 時に 考 ふべき 事 は 第 一 に 其の 性質の 段階 的 差別で ある。 

例へば 比重なら ば 其の 大 さの 次序 的 排列が 考 へられる C 色なら ば 其の 色の 種類の 外にな ほ 補 和 度 

の 段階が 考 へられる。 昔なら ば强 度、 高度の 外に 昔 色が 考 へられる。 しかし 此の 如き 段階 次序 を 

分析して 此れ を 記載す る だけで は 物理の 仕事 はま だ 僅かに 始まる か 始まらな いかの 程度で ある。 

此 等の 性 |ぉ の 段階の 內 でも 比重の 如き もの は 容易に 數 量的に 表 はされ 得る。 何と なれば 其れ は 

穴ぶ 間と lt> 一里と いふ H 取 も 基本的な カ學 的の 量に 直接 關 係して 居る から、 -..in 人の カ學的 物理 學に 於て 

最.も簡單な次序的表現を得るのは當然の事でぁる。 しかしもしも：.^^::人の物理の出發點に於て例へ 

ば Phuick が 提出せ る 如く： 電氣ゃ AVirkung の 素 量 やが 基本的 量と して-取られた とし、 又 人間が 

此れ等 を 直觀し 得る 如き 存在であった としたら、 比 なる もの は 恐し く 非^ 觀 的な 分りに くい 量 

であった に 相 遠ない。 

音の 如き もの も.： y 觀 的に は 物 體の性 I 只と 考 へられ 得る、 例へば 鐘の音の 如き も 鐘が 打 たれる 時 
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に此 性質 を 現 はす 事 恰も！ W 出 人形が 押 へられて 舌 を 出す 亞類と 同 一 視 する 事 も 出来る。 其れに も 

不拘其 音 は 音色 や 高度 や 強度 は 立派に 區 別され 得る に相途 ない。 先づ 音の 高低が 發音體 の 幾何 的 

延長と 關係 ある 事 は 容易に 認められる。 殺の 音 や 笛の 音の 高低 は 古代から 終 や 笛の 長さに よつ て 

次序 的に 排列され て 居た。 しかし 同一 音を發 する 異なる！^ の 長さの 關係は 分らない。 今日の 物理 

學の 意味で、 昔の 何物た るか を 知らす とも 先づ 此れ だけの 事 は 出来る。 次に 注意深い 觀察 者に は 

音が 多數の 場合に 物體の 振動と 密接な 關 係の ある 事に 氣が付 くだらう。 そして さう いふ 場合の 音 

の强 度と して 直觀 さる.^ もの は 振動 體の 振幅の 大小と 關係 する 事が 注意され る。 從っ て直觀 的の 

次序の 代り i ^振幅に よる 數的 次序が 置換 へられる。 旣に 音が 报 動と 關係 ある 事が 分れば 其れが 一 

定時 間に 於け る 振動 數の區 別が 考 へられ 其れが 實驗 によって 板 動體の 延長と 結び付けられる 事に 

よつ て 高度が 振動 數と 結び付けられる。 さう する 事に よって あらゆる 種類の 發音體 について 振動 

數 さへ 同一 ならば 皆 同 一 高度の 音と して 聞かれる とい ふ 事が 發 見され る。 次に は 叉 振動 數が同 一 

でも 其 振動の 様式の 差で 音色の 差が 起る とい ふ 事が 發 見され る C 音に 關 する 知識が 此の程 度 迄 進 

めば 音と いふ もの はもう 箇々 の 振動 體を 離れて 一 般物體 の 振動と して 數 量的に 規定され 得る もの 

となる。 此れに よって 音に 關 する 直觀 的な 概念が 數舉的 運動 學 的の 概念に 讕譯 された 事になる。 

卽ち音 &ゃ高 ^ の 如き 直觀 的に は 何の 關係 も考へ 維い 概念が 極めて 明白な 物理 學 的の ものに 變化 
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する ので ある。 尤も 絃と笛 位で 試驗 した だけで は 此れ だけで はま だ 凡ての 音が 物體の 振動に よる 

かどう か は 分らない が、 ありと あらゆる 音に ついて 試驗 した 後に 此れが 確め られ るので ある。 併 

し 此れ だけ を 知った ので はま だ 犬なる 疑問が 淺る、 卽ち 振動が 音 だと すれば 其れが どうして 耳に 

感す るかと いふ 事で ある、 それにつ いて 媒質の 問題が 起り 物體の 振動が 媒質の 波動 を 生じ 其れが 

1 定 速度で 傳 はる 事な ども 次第に 分って 来る。 次いで は 振動 體の 振動が 如何にして 起る か を考へ 

ると 彈 性の 問題が 起り かくして 物理 學の 一 部た る 音響 學が 起る。 

もう 一 つの 例と して 色の 事を考 へて 見よう。 例べば 此處に 赤い 紙と 赤い 石が ある、 兩方 共同 じ 

色 をして 居る。 又靑ぃ 紙と 靑ぃ 石が あって 此れ も 同じで ある。 さう して 見る と 色と いふ 性質 は 物 

體の 性質で は あるが しかし 物體 から 離れて 直觀 され 得る ものである 事が 分る。 <fr 此 等の 紙と 石 を 

暗室へ 持って行 くと 色 は 全く 認められなくなる。 暗室の 窓の 一部 を 開いて 赤 砲 子 を はめる と 室 は 

明るくな るが 赤い 紙と 石 は 赤く 見える のに 靑ぃ 紙と 石は黑 くし か 見えない。 此の やうな 實驗 によ 

つて 物 體の色 は 時と 場合によつ て 定まる 事が 分る。 物の 固有の 色と 考 へられる もの は 晝間叉 は 或 

燈の 下で 示す 色 を 意味す るに 過ぎない。 卽ち 光と 稱 する 或 ものに 嗥 されて 初めて 現 はれる 性質で 

ある 事が 分る、 此或物 を 光と 名け る、 太陽の 光な ど は 白光と 名け る。 一一 ュ ー トン は 太陽光 を喑窒 

に 導き 此 白色光 線の 一束が プリズム を 通る と擴 がって スペクトラム を 生す る 事を發 見した、 そし 
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て 此れ を 再び 逆に プリ ズ ム に 通す と 元の 日光になる 處 から、 白光 は 種々 の 色より 組成され て 居る 

とい ふ 考で此 現象 を說 明し 叉 物 體の色 を說明 せんとした。 あらゆる 色はス ベ クトラ ム の 光の 配合 

によつ て 定まる と いふ 考は其 時以來 同様で あるが、 しかし 人間の 網膜 は必 しも ス ベクトル の 色々 

に相當 する 獨 立な 器官 を 具へ て 居る わけで ないから 種々 な 色の 光の 混合した ものに 對 する 色彩の 

感覺は 其 組成 要素から 推定す る 事が 出来ない。 それで tliry  of  colour  sensation として 寧ろ 

生理 學の 問題と なる ので ある。 物理 學の 問題と して は 寧ろ ス ベクトルの 各 色の 差別 は 如何なる 物 

質的 物理 的 差別 による か 問題になる ので ある 。プリズム を 通過す る 迄 は 混じて 居た 各 色が プリ 

ズ ムを 通った 後に 色に よって 進行の 方向 を 異にする が爲に 分散し、 赤色 は少く 紫色 は 多く ni^u 折 さ 

れ たと 考 へれば 其 差 は 何に よって 起る かとい ふ 事を考 へる とすぐ に 一 體光は 何物 かとい ふ 問題に 

逢着 せざるを得ない。 

昔 は 吾人の 眼から 何物 か 飛び出し 其れが 物 體に當 る 時に 物體が 認められ ると いふ 考も， あった" 

「穴の あく 程 見詰める」 とい ふ 言葉に も 其の やうな 考が 含まれて 居る。 今日から 考へ れば 寧ろ 可 

笑し いやう であるが 物理 學の發 達しな い 時代 の考 として は 少しも 無理の ない 考 である。 私が 眼 を 

閉ぢ ると 物體は 私に は 見えない が 外の 股 を あいて 居る 人に は 見える。 併し 皆の 人が 眼 を 閉ぢれ ば 

誰に も 見えない。 此れ だけの 事を說 明す るに は 此の 如き 學說 でも 充分で ある。 しかし 晝 見える も 
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のが 夜になる と^を あけても 見え なくなり、 穴の 中が 1" かったり、 ^. ^を 持って行けば 其 處が又 

明るくなる 事な どを說 明す る 爲には 此れで は 少し 不便になる。 卽ち 私の から 飛び出す 或 物が 時 

刻に より、 又 場所に よって 或は 出たり 出なかったり すると 考 へなければ ならない。 しかし 太陽 や 

俎 火が あると 私の 吸から 此の 「或 物」 が 飛び出す と考 へれば 別に 不都合 はない 譯 である。 卽ち今 

日 發光體 と 名け る 物 は 其の 不思議な 威力に よつ て-^：^：人の^に作用するとすればょ ぃのでぁる。 -央 

に 進んで 太陽 ゃ燈 火に よって 生す る 影の 多様な 變 化ゃ& 彩の 異同 を も 此の 考で說 明 せんとす ると 

に： 人の 吸 は ： 層複雜 神秘な 作用 をす る 物になる。 かぐの 如く 考 へる 事に よって.，」 ：： 人 の^は 非常に 

複雜な 萬 象 其 物と 同じく 殆ん どっか まへ 處 のない ものに なって しま ふ。 さう 考へ て いけない 理. H 

はま だない。 併し例へ ば或る瓦斯の混合物を日^l:へ ぉくと爆發する、 此 場合 皆が 股 を 閉ぢて 居て 

も 居なくても 同様な 結 * が 起る とすると、 もう 此說の 困難 は 到： K 打 かつ 事の 出来ない ものに なつ 

てし まふ。 

此れに 反して 「物體 の 方から 或 物が 飛んで 來 て^に は ひる」 と考 へたら どうで あらう。 此の 考 

で 上の やうな 場合 を考へ て 見る と先づ 發光體 としからざる 物體 との 區训 が出來 る。 前の やうな 考 

で も 無論 此れ に 相當す る 區^ は 出来る が、 前 と 著し く3^： る 點は 人 の^が 前の 場合 の 如き 複雜な 

作 W をす る 必要が なくなる 事で ある。 服に は無關 係に 「或 物 一 卽ち 「光」 が來 て： li? ると 考 へれば 
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前に 擧 げた 瓦斯 の 爆發 の 如き 現象 も 不思議 で なく なる。 發光體 でない 物體は 發光體 の 光 を 受け て 

更に 第二次 的に 光 を 出す と考 へれば 明 1= の 差別 も 分る。 影 や 反射な どの 現象から やがて 幾何 光 學 

が發 達し 始める。 さう なれば もう 光の 現象 は 人間の 服に 關 係な く考 へられ ^は 唯 其の 證人 として 

役立つ に過ぎない。 

此の 如き 幾何 光學的 現象の み を 取扱 ふ 間 は 光 は 發光體 と 他物と を 結ぶ 線と 考 へても よい、 別に 

運動に 關 した 考は 含まれなくても よい。 しかし 以上の 考 から 鬼 も 角 も 方向 を 有する ものであって 

そして 空間 を 通過して 人に 或る 報 吿を與 へる ものである とい ふ 事から 自然に 光の 進行 性と い ふ 

事が 他の 類例から 想像され る。 此事は 影が 片側に 出来る 事から も 確め られ る。 此 進行す る もの は 

何 で あ る か、 例へ ば 發光體 から 微粒子 の 如き もの が 斗 6 速度 で 射出され て 居る であらう とい ふやう 

な 事が 考 へられる。 Ncnvton も 此の やうな 考 であった。 もし さう であると すれば 其 速度が 計られ 

る 答で ある。 〔ガリ レ ー〕 は赏際 それ を 計らう としたが 失 耽した、 併し それ は 速度が 非常に 大き 

い 爲と考 へれば よいので 微粒子 發散 說に對 する 致命的 反證と はならなかった。 兎も角も 一一 ュ ー ト 

ン は 此假說 によって 論理 的 矛 t5 もな く 又 經驗 とも 衝突す る 事な くして 當 時に 知られた あらゆる 光 

の 現象 を說 明す る 事が 出来た。 兹に說 明と いふの は、 媒^ 中に 於け る 微粒子の 運動 を數舉 的に 規 

定 する 事に よって 光の 現象 を 其れから：； g 綠 する 事が 出來 たので ある。 しかし 一一 ュ ー トンの 說 がー 
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般に 承認され た 傍で 彼の 同時代の ハ ィゲ ン スは 此れに 反して 光 は 音響の 如き 縱波 であると 考 へた。 お 

一一 ュ ー トン は 昔 波に. 陰影の ない 事から 考 へて 此考を 否定した が 廻 折 や 干渉の 現象 は 明に 波動 說に 

有利であった。 其 後 偏光の 現象から 横波 說が 確め られ、 終に フレネル によって 彈 性的 横波 說が完 

成された 事、 其 後に 電磁波が 現 はれ 其れが ILorentz によって 完全せられ ると 同時に アイ ンシュ 

タイ ン によって H 1 テルから 解放され る 迄の 歷史は 多くの 讀 者の 知る 處 であらう から 略す る。 

物性に 關 する 素朴 的な 古人の 考 から 今日の 物理 學的 言說に 達した 經路を 上述の 如き 例によって 

考へ て 見れば 自ら 物理 學の 目的 や 方法 を覺る 事が 出来る。 卽 ち感覺 的に 認知され る 性質が 先づ感 

覺に關 係せ ざる 對象、 音 光の 如き ものに 引き直される。 卽ち 人間との 交涉を はなれて 物と 物の 間 

の關 係と 見做す。 次に 此 等の 對 象が 何等かの 數 量的な 差別に よって 次序 的に 配列され る。 (音な 

らば 殺の 長さ や 光なら ば先づ 屈折率の 相逮 によって) 此れ等の 差別が 運動 學的 カ學 的な 差別に よ 

つて 云ひ換 へられる (振動の 要素 や 粒子の 速度 等)。 さう する 事に よって あらゆる 現象の 云 ひ 現 

はし は 力 學的數 式の 形で 與 へられよう とする。 卽ち 質量と 間と 時間との 手段で 云 ひ 現 はされ よ 

うとす るので ある。 此の 傾向 は 更に 電磁 氣學の 方面に も 入り込んで マ クスゥ H ルの 理論 を 導いた。 

十九 世紀の 物理 は 主として 此の 如き カ學的 自然観であった。 其 後. m 氣に關 する 研究の 急激な 進歩 

によって 所謂 電氣 物質 觀が 盛に なった が、 其れ も 物質と いふ もの を 電氣に 置き 換 へた だけで 物理 


學全體 を 通じての カ學的 取极は 依然として 變ら ない。 カ學の 基礎が 凡て 等量 關 係で あるから 此等 

の結E^fe矢張等量關係の記載でぁる、 かう いふ 意味で 物理 學の 問題 は How? である。 

熱の 現象 も 同様にして 寒 熱の 感覺は 物 體の膨 .胶 で 置換 へられ、 熱の 概念から 物質の 比熱が 生れ、 

其れの 傳 導が 數學 的に 計算され た。 物體ヱ ネル ギ ー の考が 押し ひろめられて 執 一力 學が 組ーュ てられ 

た 物質 分子の 不規則 運動に 歸 せられ、 両體の 場合に は 音響 學的 振動と 關聯 された。 1® 射 熱 は 分子 

の 荷電の 振動に よって 生す る 電磁波と 考 へらる、 事に よって 光波と 同 一 の ものに なって しまった。 

X 線も此 頃に なって 矢 張 同種の 波動で あると 考 へられる やうに なった。 

靜電 的と 動電 的と して 區 別され た 現象 は 荷電と いふ 概念と 其れの 運動の 相の 差に 歸 せられた。 

始めは 獨 立の 現象と 考 へられた 磁氣が 電氣と 密接の 關 係の ある 事 を 示す 種々 の 現象が 實驗 されて 

後に 電場 や 磁場の 關 係が カ學 的の 一一 一一 口 葉で 云 ひ 現 はされ る やうに なった。 後に は C1 1 レンツ によつ 

て 凡てが 電子の 運動に よって 記載され る やうに なった。 

毛管現象 や 流 體內部 摩擦 や 其 他の物 性に つ いても 同様な 事が 云 はれる。 い つで も 經驗的 事實か 

ら歸納 的に、 此れ を 綜合す るに 便宜な 概念 を 作られる。 此れ は 出發點 として は 大抵 直觀 的に 得ら 

れ るが 發達 以後 は 次第に 解析 的 抽象的な もの (例 ボテ ン シァ ル)、 其れ を數 量的に 規定し、 他の 概 

念との 量的 關 係に 於て i^n 遍 的な 數式を 求める。 かくて 得られた ものが 各種 現象の それぐ に對す 
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る方则 である。 此の 如き 方则 個々 の 間に 何等かの 統一 を 求め、 .5- に簡單 なる 方 則に 概括す る爲に 

は 其處に 或る 假說が 必要になる。 光と 熱 は感覺 的に は 全く 別な 現象で 光に は 光の 方 則 熱に は 熱の 

方 則が あれば 其れでよ ぃ譯 であるが、 物理 學は 此の 如き 實驗 的の 個々 の 方则の 並列で は滿 足しな 

い。 もし 此 等方 則の 間に 橋が か、 つて 數 多の 方 则 がー つの 方 則に 纏められ K ば 其 結 は 知識の 整 

理と いふ 經_ 灼的效 の 外にな ぼ侗々 の 方 則の II:! 用の 度 を も 增す譯 である。 さう いふ 事の 出 來る爲 

に 必要な 假 說は必 しも 單蔬 的で なく 色々 の 可能な 假 說が考 へられる が 其れ 等 を 一 々適 W させて 見 

て 他の 凡ての 方面の 現象と 何等の 矛盾 もなければ 其 假說は 一 種の 事實 として 認められ るので ある。 

F 心說と 假說と 直接に 確め られ ざる 事實の 間に は あらゆる 段^が あって、 其の 間の 區別ゃ 定義 は 

困 維. である。 併し 現在 假說 として 認められて 居る 多くの もの は 或る 一 方面の 事 實を說 明す るに は 

好都合で あるが 他方 面に 對 して は 未だ 適用され ない。 ^し 其れが 不可能と いふ 證據 のない もので 

ある。 ：；！^ 近 迄 は 分子 原子説の 如き 假說 と考 へられ マ ッ ハ の 如き も 思考 經濟の 方便と 考へ て 居た。 

今日で もさう 考 へて 悪い と 云 ふ 證明は 困難で あるが、 ^し鞔 近に 到って、 小數 分子の 關係 する 所 

謂 xnrnci ョ oleeular 現象 ブ ラ ゥ ン 運動 や 3 粒の 發射 等の 現象が 知られてから は 分子 原子の みなら 

す 電子の 實 在と いふ 事 は 恰も 茶碗 や 机の 實 在と 同格と は ゆかぬ 共コ レラ菌 や アミ— バ に 近い 處迄 

引上げられ たと 考 へられる。 併し 電子の 形狀ゃ 原子-?: 部の 構造 等に ついての 諸家の 考は 未だ 假說 
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の 域を脫 しない ものである。  . 

箇々 の 方面の 事實 が箇々 の 方 則に 纏められ たもの は 確に 事實の 記載で ある。 あらゆる 可視 物體 

の 運動から 歸納 された 蓮 動 方则は あらゆる 箇々 の 蓮 動 を 引 くるめた 經濟 的な 記載で ある。 此れに 

よって 遊星に 關 する 方 則 や 落下の 方 則 や 振子の 方 則 を 別々 に 述べ る 代りになる。 しかし 物 體の如 

何なる 機巧に よって、 此の方 則 通りの 運動が 起る か は 少しも 分らない。 かう いふ 意味で 云へば 此 

の 方 則 は Mow? の 答で Why? の 答で はない。 ゆし 板子の 運動 週期が 其の 長さの 平方根に 比例す 

ると いふ 事實を 一一 ュ ー トンの 方 則から 演 終せられ ると いふ 事に ついて 云へば 此れ は Why? の 答 

解で あると 云っても 差 支 はない。 しかし 又强 ひて Hsv? だと 主張した ければ しても 勿論 悪く は 

ない。 一般 方 則の 中に 箇々 の 方则が 含まれて 居る、 其の 含まれ 方が 問題になる からで ある。 

執 一に 關す る 現象 を 分子 說 から 說明 しょうと い ふ 場合 は少 し ち が ふ。 分子 說 がま だ假說 の 範圍を 

脫 しない 時代に 於て は 此の 說 明に は 一つの 假說を 要する。 表面の 現象 を 分子の 運動に 導く  HOW 

の 經路に 一 つの 不安な 橋が 掛かって 居る ので ある。 一般に 物理 學を はなれて 考 へて 見る と 或る 出 

來 事に 對 して Why? とい ふ 疑問 は KOW? とどう ちが ふか。 最も 區 別の 明白な 場合から 考 へて 

見る と 例へば 太 郞が犬 を 打った とする。 .why? 「何故 打った か」 とい ふ 問に 對 して は 「悪 戲 をす 

るから 一と か 「瘤に 觸 つたから」 とか 答 ■ へ る。 其 處には 所 動機の 問題が ある。 道徳的 乃至 感情的 
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の 規準が あって 打つ か 打たぬ かの 一 一つの 一 つ を 選んだ ので ある。 Ho さ？ を 一 どうして 打った」 

と解釋 すれば 此れ に は 打つ 迄の 事件の 經 過が 問題になる。 其 答 に は 太 郎の意 3 心の 自由に ならない 

幾多の 副條 件が 混 人して 居る。 次に 犬の 頭へ 石垣が 崩れ か、 つた 場合に 「何故 犬が 死んだ か」 と 

いふ 問題に 對 して 「石が 落ちた から」 と 答へ る。 叉 「どうして 死んだ」 に對 しても 「石が 落ちた 

から」 と 答へ る。 しかし 前者で は 〔未完〕 
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事實 の選擇 (アン リ. ボアン カレ 丄 


左の 一 編ま ポアンカレ-の 著 「科學 と 方法」 の 雷に 於け る 一 節で あ る。 科學者 の 1^ ベ f 

實の灘 に關 する 雲 を 指摘せ るの みならず、 此れに よっても 科學の價 値 や、 其 存在の 裏に 對す 

る著韋 生 の 見解の 一般 I ふに 足る かと 思 はれる。 (リンデマンの 獨 謹より 藻す。) 

トルストイ は 何まで 、「科 S 爲の s」 とい ts 量氣 たもので あると 思 ふと I して 

ま。 ありと あらゆる 雲の 數は 無限で あるから、 此れ を 悉く 知らう とい ふ 事 は 不可能で ある。 

そこで 灘と云 まが 必要になる。 彼 造 ふに、 此 場合に 臨んで 唯 吾人の 知識 愁の氣 紛れな 雷 

こもって 選ぶべき であらう か。 それより は 效果 の i である 事に よって、 卽ち實 用 的 殊に 吾人の 

事 道德的 要求に 據 つて 決する 方が I では あるまい か。 地球上に 居る だけの 靈の數 を 勘定したり 

^ する より は、 もう 少し 好い 仕事 はないで あらう か。 

ま トルストイの 所謂 有 ハ鯈の 意味 は 商人 や 大多数の 世人の いふのと 同一で ない 事 は 明白で ある。 ェ 
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業 上の 應用、 電氣の 不可思議な 效能 とか、 自働 的の 交通 機關 だと かいふ もの は 彼の 意と する 處で 

はない。 彼 は 寧ろ 此 等の もの は 道德的 進歩の 障害物と 見做す 位で ある。 トルストイの 有 ハ發と 認め 

るの は、 唯 人間 を 善良に 進ませる 事の 出来る ものの みで ある。 

自分の 考を 打明けて 云へば、 自分 は 此の どちらの 理想で も 滿足は 出来ない。 慾 張った、 了简の 

狭い 拜金宗 になら うと も S あはぬ が、 叉 右の 頰を打 たれた 時 更に 左の を 向ける より 以上の 良策 を 知 

らぬ樣 な、 それ 程 高德な 中席な 平民主義 も 欲しない、 此 様な 世界で 生活の 出來 るの は 唯 知識 慾の 

無い 學者 か、 さなく ば 如何なる 刺戟 を も 避けて 應ぜ す、 最後に は病氣 でもない のに 無聊の 爲に死 

ぬる 様な 人々 であらう。 併し 鬼 も 角 も 此れ は 各人の 趣味の 問題で あるから 余 は 此點に 就いて 喋々 

する 事 を 止めよう。 

然し 此の 問題 は 何 處迄も 一 つの 疑問と して 吾人の 注意 を 促が す ものである。 若しも 事實 の選擇 

は 唯氣隨 にして よいと か 或は 實ハ の 如何に 據 るべき ものと なれば 「科 學の爲 の 科學」 など、 いふ 

事 は 論外になる。 さう なれば 最早 一 體科學 とい ふ ものが 存在の ない 事になる かも 知れない。 此れ 

は 果して 正當 であらう か。 選 揮の 必要な 事 は 何人も 担む 事 も 出来まい。 事實 とい ふ もの は 歩調の 

速 かなもので、 吾人が いくら 骨折っても 追 付く 事 は 出来ない。 研究者が 一 つの 事 實を發 見す る 間 

に 其 人の 五 體の各 立方 粍 中には 幾 十億 萬の 事實が 起って 居る ので ある。 それで 自然 を科學 中に 包 
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括しょう とい ふの は、 卽ち全 體を其 一 部分の 中に 押し 縮めよう とする ので ある。 

併し 擧 者は此 等の 事實 中には、 自ら 一種の 位階の 様な 等級が あって、 其 中から 分別の ある 選び 

方 をす る 事が 出來 ると 信じて 居る が、 此の 考は 正當 である。 何と なれば 此の 如き 選擇 なしに は 科 

學は 成立せ す、 しかも 科 學は實 際 存立して 居る ので ある。 多 數の實 際 家の 手に よって 工業 上に 得 

ら れた豐 富な 成 も、 若し 世間に 實際 家の みが 存在した とすれば 決して 世に出なかった であらう、 

實益 などに は 一切 無頓着な 愚者の 様な 人々、 しかも 唯 氣扮れ ではなく、 或る 據り所 を 有して 居る 

人々 があって 此れ を 促さなかった らば 決して 得られなかった らうと 云 ふ 事 は、 少し 眼の 明いた 人 

なら 認める 事が 出来よう。 

それで、 マッハの 云うた 様に、 此 等の 愚者 共 は 天下 後世の 爲に 思索の 勞を 節約して やる ので あ 

る。 唯 目前の 實用 のみの 爲に 仕事 をす る 人々 は 後世に は 何物 をも殘 さない。 後に 叉 新しい 實用上 

の 要求が 出て 来れば 又 始 から 取り 掛ら ねばならない。 然るに 大部分の 人間 は餘り 思索 を 好まない- 

彼等が 少 くも 或る 目的 を 有し 又 始終 同じ 目的 を 保持して 居れば、 本能が 彼等 を 導き、 しかも 理性 

が 智惠を 指揮す るよりも すっと 宜く 導いて 行く から、 思索な どし なくても 差 支へ はない かも 知れ 

ない。 併し 本能と いふ もの は 極り切った 常軌で ある。 若し 此れ を 富ます に 思想 を 以てしなければ 

人 SS は 到底 蜜蜂 ゃ蟥 以上に 進歩す る 事 は あるまい。 其れ故に 思索 を 愛せぬ 人々 に 代って 思索す る 
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人がなくて はならぬ。 そして 思索せ ぬ 人の 數が 多いだ け それだけ 思索 家の 思想 はなる ベ く有ハ 徒で 

そして 應 用の 弘 いもので なければ ならぬ。 從 つて 方 则と いふ もの は それが 遍 的で ある 程 尊い 譯 

である。 

此れ は 正に 吾人の 選 擇の據 るべき 所 を 示す ものである。 最も 多くの場合に 應 用の 出来る 事柄、 

卽ち 最も 多く 繰 返さる、 見込の ある 事が、 最も 價値 ある 事實 である。 幸に 吾人の 生れ 出た 世界に 

は 此の 如き 事實が 存在して 居る。 今 試に 化學 元素の 數が 六十 位でなくて 六 百億 程あって、 其內ー 

部分 は 一 般に 有り ふれて 居る が 其餘の もの は 稀 有で、 しかも 凡て 一 様に 分布され て 居る と 假定し 

たら 如何で あらう。 さすれば 今一 つの 石塊 を 拾 ひ 上げた とすれば 其れが 未知の 物質から 成立って 

居る ものと 考 へる 方の 公算が 何時でも 大きい。 他の 石に 就いての 吾人の 知識 は 役に立たぬ。 何で 

も 新しい 物に 對 する 毎に 吾人 は 初生 兒の 立場に 歸ら ねばならぬ。 嬰兒と 同様に 唯氣 紛れと 自然の 

要求に 從 つて 行く 外 はない。 此の 如き 世界で は 科 學と云 ふ もの は； 立 しないの である。 其 處には 

思索 も 叉 恐らく 生 活 自身 も 不可 能で あらう。 何と なれば 事物が 發達 し て も 其れ が 保存 されるべき 

能力がない からで ある。 有難い 事に は 吾等の 世界で はさう でない。 どんな 善い もので も 馴れて し 

まって は 有難 味 を 忘れる やうに、 吾人 は 元素の 數の 限られて 居る 事 を餘り 珍重 しないの である。 

生物學者でも若し個體が^^1別々で種馬とぃふものが考へられす、 叉 遣 の爲に 子供が 其 先代に 類 
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似 するとい ふ 事がなかったら、 隨分當 惑す る 事で あらう。 

扱て 然 らば 如 可なる 事實が 最も 多く 繰 返さる 、見込が あるで あらう か。 それ は 就中 簡單 な事實 

である。 複雜 な事實 の 中には 百 千の 事情が 偶然 的に 結合され 又 更に 場合によって は 稀 有 な 偶然 に 

よって 此 等が 結合され て 居る 事 も あるの は 明な 事で ある。 今 簡單な 事實は 果して 實存 する か、 若 

し 有りと すれば 何に 依って 此れ を 認識す る 事が 出来る であらう か。 吾人が 一 見 簡單と 見做す 事實 

が 其實恐 る ベ き複雜 な もの だと 云 ふ 事に ならぬ と は 誰れ が保證 する であらう か。 此れに 就いて 五 n 

人の 云 ひ 得る は 唯 次の 事 だけで ある。 卽ち先 づ簡單 らしく 見える もの を 先にして、 吾人の 不完全 

な 服で さへ 旣に 不同な 要素 を 見分ける 事の 出来る やうな もの を 後に するとい ふ 事で ある。 さう す 

れば 可能な 場合 は 唯 二つになる。 卽ち 此の 事柄 は眞 實簡單 であるか、 或は 此れ を 組成す る 要素が 

到底 辨 別し 難い 程 緻密に 混交して 居る かで ある。 若しも 第一 の 場合であった ならば、 此簡單 な 事 

實は其 俊 か、 或は 複雜な 或る 全體の ものに 含まる \ 要素と して 屡 . 繰返し て出會 ふべ き 見込が あ 

る。 又 第二の 場合であった ならば、 此の 密な 混合物 は 成分が 別々 に 見分けられる 樣に 出来た 混合 

物より は、 操 返される 見込が 多いで あらう。 ー體 偶然の 結果と して 物 は 混淆す るが、 混淆した も 

のが 此れに H つて iHil 分せられ る 事 はない。 それで 若し 種類の 色々 異 つた 要素から 好く 秩序の 立つ 

た 建築物 を 造り上げようと 思へば、 必す 其れ 相應に 特別の 設計 を 要する。 併し 個々 の 要素 を辨刖 
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する 事の 出来る やうな 混合物が もう 一 度 全く 其 通りに 繰 返される とい ふ 公算 は 僅少で ある。 此れ 

に反して 一 見 全く 均質 的に 見える 様な 混合物が 繰返して 出來 ると いふ 事 は 非常に 見込が 多い ので 

ある。 其 結 衆と して、 簡單 らしく 見える 事實 は、 其 實簡單 でなくても、 偶然の 爲に實 際 簡單な 事 

實 よりも 起り 易い 譯 である。 

比れ によって 見れば 研究者が 本能 的に 採用して 居る 方法 は 正當な もの だと 云 はれる。 又疆" 起 

る 事實は 吾人が 此れに 慣れる 爲に簡 單な樣 に 見える とい ふ 事を考 へれば 猶 更正 當 であらう。 

然 らば 簡單な 事 實は何 處を搜 せば 見付かる であらう か。 研究者 は 此れ を 無限大と 無限小と 此の 

二つの 極端に 索め る。 IK 文 擧者は 此れ を 索め 得た。 何と なれば 諸 デ、 體の 問の 距離 は、 各 天 體を點 

と 見做し 其 性質 上の 差異 を 無視しても 宜ぃ程 大きい から、 叉點は 形狀と 性質 を 具へ た物體 より は 

簡軍 だからで ある。 物理 學者は 叉 此れに 反して 微分 的に 現象 を 研究す る爲、 物體を 無限に 小さい 

部分に 分けて 考 へた。 何と なれば 問題 を 決定すべき 條件 は物體 中の 一 點 から 他點に 移る に從 つて 

唯 緩徐に 且つ 連續 的に 變 化する から、 個々 の 小さい 方形の 微分 容積の 內 部で は恆 同と 見做しても 

差 支がない からで ある。 

此れと 同様に 生物 學者は 本能 的に、 細胞 を 以て 動物の 全體 より は 興味 ある ものと 思 ふやう にな 

つた。 此の方 針の 正當 である 事 は 其 成艰が 示して 居る。 何と なれば 細胞 は 最も 多種多様の 生物に 
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存し、 從 つて 少 くも 其 相似 を 認める 能力の ある 人に 取って は、 生物 其れ 自身よりも 1^ に 相似して 

居る からで ある。 社會學 者に 到る と 少し 困難が 起って 來る。 此 場合に 耍素 たる 人間 は餘 りに 不同、 

餘 りに 多様、 餘 りに 氣隨 一言に して 云へば 餘 りに 複雜 である。 世界 歷史 中の 事 實は繰 返されない 

のに どうして 科學 的に 興味 ある 事 實卽ち 繰 返さる、 事實を 見出す 事が 出来よう。 科擧 上の 方法 は 

正に 事實 を選擇 する にある が、 此 場合に は 穩當な 方法が 自然 的に 定まらぬ から、 止む を 得す 何等 

かの 方法 を 案出し なければ ならぬ ので、 實際 種々 な ものが 案出され た。 それで 社會學 上の 定理と 

いふ やうな もの は いづれ も それぐ 一 つの 新しい 方法であって、 しかも 新に 出て 來る學 者 は いづ 

れ； P 其 先進 者の 定理 を 使 ふまい とする。 其れ故 社會學 は科擧 としても 最も 多くの 方法 を 有して 居 

てし かも 最も 少 い 結果 を 生す る ものである。 

それで 始に はどうしても 規則正しい 事實 から 着手し なければ ならない が、 併し 一度 方 則の 根據 

が 確定され、 疑の 餘 地が なくなった 曉に は、 此方 則に 從 つて 起る 事實は 最早 吾人の 興趣 を 促さぬ 

やうに なって しま ふ。 何と なれば 此等は 最早 何等の 新しい 事を敎 へぬ からで ある。 此 うなる と 今 

度 は 除外例の 方が 重要に なって 來る。 相似 を 求める 事 は 止めて 其 代りに 差別に 重き を 置く 様にな 

る、 そして 先づ 色々 な 差別の 中から、 唯に 目立つ とい ふの みならす、 叉 最も 敎訓 的な 爲に顯 著な 

もの を 選び 出す ので ある。 簡單 な 例 を 引 いた 方が 自分の 玆に云 はんとす る 事 を 分り 易く す るで あ 
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らう。 例へば 一 つの 曲線 上の 數點 を觀 察して 此 曲線 を 定める とい ふ 場合 を考 へる。 唯 直接の 應用 

のみに 導かれる 實際家 は、 丁度 或る 目的に 必耍 なやうな 數點 だけ を觀 測す るで あらう、 從 つて 此 

等の 點は 曲線の 上に 亙って 不都合に 分布され、 或る 區 域に は多數 密集して 居ても 他の 部分に は少 

く、 從 つて 此等を 信用の 出来る やうな 工合に 連續 した 線で 結合す る 事 は 出来す、 從 つて 叉此 等の 

點は 他の 方面に 應 用しょう としても 役に立たない。 學 者の 遣り方 は 此れと は 違 ふ。 彼は此 曲線 其 

物 を 研究し ようと 思 ふから 觀 測すべき 點は 規則正しく 分布す る。 そして 若干の 點を 知れば 直ちに 

規則正しい 線で 此れ を 結合し、 從 つて 曲線 全體を 知る ので ある。 併し それ はどうして 出来る であ 

らう か。 若し 一 の 遠く 距れ た點を 定めた とすれば、 其 近所 は 差 置いて 今度 は 曲線の 反對の 端の 方 

に 着目す る。 其 次に は 前の 兩 極端の 二 點の略 中間に ある 點が 大切に なるとい ふ 様な 順序で 進んで 

行く ので ある。 

一 つの 方 則が 確定 さるれば、 先づ 第一 着に 此方 則の 適用が 失敗し さう に 見える 場合 を 索め なけ 

れ ばなら ぬ。 星學 上の 事實ゃ 地質 學 上の 過去が 特に 興味 あるの は、 他の 原因 も あるが 一 つ は 此れ 

に歸 因す るので ある。 何と なれば、 空間に 於て は 非常な 遠方に 行き、 時に 於ても 非常の 遠くに 遡 

れ ば其處 では 吾人の 慣れた 方 則が 全然 顚覆 する かも 知れない。 此の 如き 大變 革が もし あれば、 其 

れ によって 始めて 吾人の 身邊に 近い 處、 卽ち 吾人が 其 中に 生活し すべき 運命 を もつ て 居る 此 
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世界の 片隅に 起って 居る 些少な 變化 を、 更に 良く 認める 助けと なる C 吾人に 取って は 其 他に 何の 

交涉 もない 様な 遠い 處を 流浪した 後で 始めて 此の 片隅の 事が 良く 解る 様になる ので ある。 

次に 注意し なければ ならぬ 事 は、 最早 相似 や 差別 を 確定す る 事ではなくて、 今度 は 外觀上 差別 

の ある 事物の 中に 隱れた 平等 を 見出す 事で ある。 個々 の 方 則 を 始め 一 見した だけで は 互に 合致せ 

ぬ樣 でも、 立 入って 見る と 此等は 一般に 同じくなる 事が 分る。 叉 內容は 互に 相違しても 其 部分の 

排列の 形式に 於て 類似す る。 此ぅ いふ 方面から 觀れ ば、 方 則 は 次第に 擴 張され あらゆる 凡て を 包 

括す るに 至る 事 を 認める であらう。 それで 或る 概括 的の 事 實の價 使 は 此れが 示す 全體が 他の 旣知 

の 全 體卽ち 概括 的の 事象 を眞實 に映寫 する 度に よって 定まる ものである。 

此 等の 點に 就いても う 此れ 以上 は 述べまい。 此れ だけで も、 擧 者が 其觀 察すべき 事實を 選ぶ に 

當 つて 單に 偶然に 任せる ので はない とい ふ 事 を 充分 證 明され たと 思 ふ。 彼はト ルス トイの 思うた 

様に 葉 一 蝨を數 へ はしない。 何と なれば 此 動物の 數は、 それが 如何程 興味 ある ものと しても、 全く 

氣 紛れな 變 化の 對 象で あるから である。 彼の 求める 處は 多くの 經驗、 多くの 思索 を 小冊子に 押し 

縮める とい ふ 事で ある。 其れ故に 小さい 物理 學敎科 iE でも 澤 山な 實際行 はれた 實驗 のみなら す、 

行 はぬ 先から 結 菜 の 分って 居る 様な 數百 千の 行へ ば 行 ひ 得べ き 實驗が 含まれて 居る ので ある。 

此れ迄 は 唯 問題の 半面 を觀 ただけ である。 學 者が 自然 を 研究す るの は、 其れが 何 かの 實益 にな 
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ると いふ 爲 ではない。 それによ つて 喜 悅を感 する から 研究す るので ある。 喜悅 する の は 自然が そ 

れ程 美しい からで ある。 もし 自然が 此れ程 美しい もので なかったら、 骨折って 此れ を畢ぶ だけの 

價値 はなく、 生活 も 生活す る だけの 惯値 はない かも 知れぬ。 尤も 斷 つて 置く が玆に 「美」 と 云 ふ 

の は 五感に 觸れる 様な、 物の 性質 や 現象の 美で はない。 自分が 此れ を輕視 する からと いふ 譯 では 

決してな いが、 しかし 此 種類の 美 は 科擧と 沒交涉 であるから 論じない ので ある。 自分が 玆に謂 ふ 

もの は、 部分の 調和 的 排列に 因って 生す る 美で、 純 粹な智 によって のみ 感得され る 様な、 すっと 

內 的な 美で ある。 此の 調和 的の 排列 こそ、 吾人の 五感に 媚びる 様な 變轉 定めな き 現象に 本體 或は 

寧ろ 脊骨 といって よい 樣な もの を與 へる ものである。 此の ま 持す る ものがなかったら、 此 等の 取 

り 止め もない 夢， の 美 は 到底 不定で 移り 易く 從 つて 不完全な 美に 過ぎない であらう。 此れに 反して 

的 美 は 其れ 自身で 滿足 する ものである。 畢者は 此れの 爲に、 人間の 未来の 幸； i の爲 とい ふより 

は 寧ろ 此の 美の 爲に、 我れ と 我 身 を 永い 勞 苦の 多い 仕事に 沒 してし まふので ある。 

«i 此の 特殊な 美、 世界の 調和と いふ 美 を 求める 結 梁と して 此の 調和 を 完成す る爲に 最も 適した 樣 

な 事實を 選む やうになる。 恰. も藝術 家が 其モ. デルの 面貌の 中で、 其 背 像 を 完成し 此れに 生命と 性 

格 を附與 する やうな 特徵 を： 透ぶ と 一 般 である。 此の 如く 本能 的に 不知 不識の 間に 先入 的選擇 をす 

る 事に よって 學 者が 眞理を 索め る 際 邪 路に陷 る やうな 恐れ はない ので ある。 假令 如何程 實際 の 世 
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界に 比して 劣る としても 兎に角 一 個の 調和 的の 世界 を 夢想す る 事 は 出来る。 嘗て 世に 在った 藝術 

家中の 最大 藝術 家なる 希 臘人は 一 種の 天球 を 組み立てた、 そして それ は 今日 吾人の 知る 眞の 天球 

に比べて は 甚だ 身窄 らしい ものであった。 

簡單 なる 事、 偉大なる 事 は 美で ある。 其れ故に 吾人 は 特に 好んで 簡單 なる 事實と 偉大なる 事實 

を 求める。 其れ故に 或は 天體の 巨人 的の 歩み を 追究して 喜び、 或は 顯微鏡 下に 驚く ベ • き 微小な、 

しかも 其れ 自身に は 偉大な も、 の を觀て 喜び、 或は 又 地質時代に 遡って 過去の 片影 を 求め、 幽遠の 

想に 醉 はされ るので ある。 

此れに よって 見れば 美 を 求める 爲に は、 結局 實益を 求める 爲と 同一 の選擇 をす る 事になる。 從 

つて マツ ハが 科學の 不斷擴 張され る 爲の耍 件と 認めた 處の 思索の 節約、 勞 力の 節約と いふ 事 は、 

同時に 美の 泉 源 ともなり 叉實 利の 基と もなる ので ある。 建築 を 見ても 其 建築 者が 目的と よく 適合 

した 手段 を 施して ある 時に 嘆美の 念が 起る。 柱の 列が 一見 何の 苦 もな く、 安々 と 其れに か、 つた 

重量 を 支へ て 居る 彼の ヱレク ティ オン (ァ ゼン にある 祌殿) の 優美な カリア チ ー デン ：x 梁 材をま 

へ る 柱 を 其 昔 奴婢と して 使った カリヤの 町の 女に 象った もの) の 如き もの を 見ても さう である。 

此の 如き 合致の 源 W1 は何處 にあ るで あらう か。 美に 見える もの は 吾人の 智能に 印象 を殘し 易く、 

從 つて 智能が 此れ を 使用す るに 當 つて 最も 手 馴れた 道具になる 爲 であらう か。 或は 單に 進化の 一 
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現象で 自然淘汰の 様な もの 、結果に 過ぎない であらう か。 民族に しても よく 其 利害の 係る 處を理 

解し 此れに 最も 適合す る やうな 理想 を 有する ものが、 他の 族 を 亡ぼして 其 地位 を 占領した では 

なから うか。 いづれ も 結果の 如何に 成り 行く か を 知らす に 自分の 理想 を 追究した のが、 一方 は滅 

亡に 歸し、 他方 は權 勢と 名望 を 得る ではない か。 吾人 は 次の 樣な事 を 信じた くなる やうで ある。 

卽ち X 布臘 人が 未開 民族に 打 勝ち 叉希臘 S わ 想の 後繼 者た る歐羅 巴が 世界 を 支配して 居る とすれば、 

其の 由来す る 所 は、 畢竟 未開人 種 は 唯 五感に 捕 はれて 徒に 華美な 色彩 や 耳 を 聾する 音響 を 愛した 

一方で、 希臘 人の 方 は感覺 美の 奥に 隠れた 精神的の 美 を 愛した とい ふ 事、 叉 in 能 を 確實强 固に す 

る もの は卽ち 此の 精神的の 美で あると いふ 事に 歸 する であらう。 

此の 如き 勝利 は 固より ト ルス トイに 取って は 恐怖すべき もので あらう。 彼 は 此の 如き 精神的 美 

の 勝利が 實 際に 實益を 生す ると は 認めない であらう。 しかし 特殊の 美の 爲に 自己 を沒 却して 眞理 

を 求める と 云 ふ 事 は 健全な 事で、 亦 人間 をより 善良に する 事が 出来る であらう。 勿論 除外例 も あ 

ると いふ 事 を 知らぬ 譯 ではない。 研究者が 眞理を 求める 時 は 常に 愉快 を感 する 害で あるが、 必し 

もさう でない 事 も ある。 叉科學 者の 中には 隨分惡 い 性格 を 具へ た 者 さ へ ある 事で ある。 

併し、 それ だから 科 拳な ど は 放棄して 唯 道德の 研究の みに 從事 しなければ ならぬ とい ふ 結論が 

出来る であらう か。 
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それならば 道 德學者 自身 は、 一 度び 講壇 を 退いた 時で も 全く 非難すべき 行 はない と 言ぜら る、 

であらう か。 (大正 四 年 二月、 東洋 學藝 雑誌) . 
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偶  狭 w  (アン リ. ボア ン カレ I) 


ホ— ルス テツ ド の 英譯並 に リ ン デ マ ン の 獨 譯を參 照した リ。 

一 偶然に 關 する 方 則 を 論す るな ど 、 いふの は 以ての外の 事で は あるまい か、 偶然と いふ 事 は 正 

にあら ゆる 方 則の 對偶 では あるまい か。」 此れ はべ ル トラ ン が 其 著 一, 公算 論」 の 冒頭に 述べた 詞 

である。 蓋然 は確實 の反對 で、 吾人の 知らぬ 事、 從 つて 豫め 算定す る 事の 出来ない 害の もので 

ある。 此點に 於て 少 くも 外見 上の 矛盾が ある。 此れに 關 して は 從來旣 に 色々 論述され たもので あ 

る 0 

先づ 偶然と は 何 を 意味す るか。 昔の 人 は 種々 の 現象 を區 別して、 一 度 定まれば 常に 適用され る 

やうな 調和 的な 方 則に 從 ふらしい ものと、 全く 偶然 的に 見える ものと に 分った。 後者 は あらゆる 

偶 方 則に 服從 しないから 豫知 する 事の 出来ない ものであった。 それ の 領域に 方 則 はあって も、 

然 それ は 一つ/. \ の 事柄 を 精確に 決定す る ものではなくて、 唯 偶然の 支配し 得る 限界 を 劃す るに 過 
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ぎない。 此ぅ いふ 考へ 方に 依れば 偶然と いふ 言葉 は 明晰な 客觀 的の 意味 を 有つ 事になる。 そして 

甲に 取って 偶然な 事 は 乙に もさう であり、 又祌樣 にで も 矢 張 偶然で ある。 

併し 現代の 考 はさう ではない。 吾人 は絕對 的の 定數 論者と なった。 人間 自由 意思の 權利を 保存 

しょうと する 人々 でさへ、 少 くも 無機物 の 世界に 就いて は 全然 定數論 の 支配 を 許容し て 居る ので 

ある。 あらゆる 現象に は どんな 些細な 事で も必す 原因が ある。 それでもし 無限に 能力の ある、 そ 

して 自然の 方 則に 就 い て 無限の 知識 を も つ た 靈智が あ つ たら 數 世紀 以前から 此れ を豫 知す る 事が 

出来た であらう。 若し 此 様な 人が あったら 此れと 賭事 をして 僥倖 を 得ようと しても 到底 無益で、 

必す 負ける に 極つ て 罟 る。 

此の 如き 人に 取って は 偶然と いふ 言葉 は 何等の 意味 もない、 寧ろ 偶然と いふ 事 は 全然 無い ので 

ある。 此の 言葉が 吾人に 取って 意味が あると いふの は 畢竟 吾人の 薄弱と 無知に 依る ので ある。 此 

の 薄弱な 人間の 中で さへ 無擧 者に 偶然と 見える 事 は科學 者に は必 しも 偶然で ない。 偶然 は 唯 吾人 

の 無知の 程度 を 測る 尺度に 過ぎない。 捕捉し 難い 現象と はつ まり 吾人が 方 則 を 知らない 事に 付し 

た 名前で あらう。 

併し 此の 定義 は ra^ して 滿 足な もので あらう か、 抑 もの 昔 カル. デャの 羊 飼が 星辰の 蓮 行 を 眺め た 

時には 彼等 は 未だ 星 學の方 則な ど は 知らなかった、 しかし それ かと 云って 彼等 は 星の 運動が 偶然 
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的 だな ど、 いふ 考を 夢にも 起さなかった らう。 もし 义 現代の 科學 者が 一 つの 新しい 現象 を 研究し 

て 火曜日に 其方 则を發 見した としても、 それに 依つ て 彼が 月曜日に 此の 現象 は 偶然 的 だと 云った 

と 云へ る だら うか。 例へ ば 瓦斯の 運動 論で は 瓦斯 體 分子の 速度が 不規則に 卽ち 偶然 的に 變 化して 

居る とい ふ假說 からして 旣 知の マリオット ゃゲ ー リ ュサッ クの方 則 を 得る。 もし 此の 速度が 何等 

かの 簡單な 原則に 支配され、 卽ち 分子が、 云 は 組織 立てられて 居り、 或は 何等かの 紀律に 從っ 

て 居たら ば 吾人の 直接 觀测し 得る 方 則 は 却て 此れ程 簡單な ものである まいと いふ 事に つ いて は 如 

何なる 物理 學者も M ハ存は あるまい と W 心 ふ。 人が 何等かの 結論 を 下し 得る の は 全く 偶然と いふ 事、 

卽も 吾人の 無知の 御蔭で ある。 もし 偶然と いふ 事が 單に 無知と 同意義で あると すれば ：.：. ー體ど 

うい ふ 風に 考へ なければ ならない であらう か。 次の 様に でも 黼譯 しなければ なるまい か。 

「諸君から；^ に 今將に 起らん とする 現象 を豫 報せ よと いふ 御 注文が あつたと する。 其 時 若し 私 

が 運悪く 此 現象 の 方 則 を 知って 居った 場合に は、 非常 に 面倒な 計算 を した 上で なければ 豫報は 出 

來 ないから 此の 注文に 應 する 事 は御斷 りしなければ なるまい と 思 ふ C しかし 幸に して 此方 則 を 知 

ら なかった 時には 卽 座に 返答が 出来る。 そして 驚く ベ き 事に は 其 答 は 吃度當 つて 居る ので ある C  I 

かうな つて 見る と 偶然と い ふ 事 はせ 人 の 無知 の 別名 だとば かり は 云 はれない、 源因 の 分らな い 

現象の 中で も、 公算 論 的の 計算に よって 兎も角も 應ュの 知識 を 得られる 樣な 種類の 無秩」 Jf- 的 現象 ー 


と、 それから 此れ を 支配す る 方 則の 分る 迄 は 一 切 何事 も 云へ ない 様な ものと を區 別し なければ な 

るまい。 實 際に 無秩序 的な 現象に 就いて 公算 論の 與 ふる 知識 は、 假令此 等の 現象の 眞 相が 今 E よ 

り も 明になる 時が 来ても 矢張り 正鵠 を 失 はぬ 事 は 明で ある。 

生命 保險會 社の 支配人 は 各箇の 被保險 人が 何時 死ぬ るか は 知らないが、 併し 公算 論と 多 數の方 

則に 信賴 して 居る。 それが 間違って 居ない 證據に は 株主に 利益 を配當 して 居る ので ある。 若し 非 

常に 眼の 利いた そして 非常に 無分別な 醫者 があって、 契約書が 調印 濟 になって 後に 被保險 人の 生 

命の 本當の 見込 を 素 破 祓いた としても、 配當 金が なくなる 様な 事 はない。 此の 醫者は 支配人の 無 

知の 眼を覺 すに は 相違ない が、 配當 金に は 何の 影響 を も 及ぼさない。 何故と 云へば 此れ は 此の 無 

知の 産み出し たもので はない から。 

偶然と いふ 事の もう 少し 好い 定義 を 求める 爲に は、 . 五： 人が 誰れ も 無秩序 的と 見做し、 而も 公算 

論の 適用され る やうに 見える 事實を 若干 吟味し、 そして 此 等に 通有な 特徵を 調べ て 見なければ な 

ら ない。 

先づ 第一 の 例と して 不安定 平衡 を 選んで 見よう。 若し 圓錐體 が 其 頂點で 逆立ちして 居る とすれ 

ば、 此れが すぐ 倒れる だら うとい ふ 事 は 分り切って 居る が、 さて 何方へ かとい ふ 事 は 分らぬ、 唯 
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偶然が 此れ を 決定 するとし か 思 はれぬ。 若し 圓錐體 が 完全に 對稱 的で、 其 軸が 完全に 垂直で、 且 

つ 重力 以外の 力が 働いて 居なければ 倒れる 普 はないで あらう が、 極く 些細で も 不均齊 が あると 其 

爲に 少し 何方 かへ 傾く、 どんなに 少しで も 傾き さへ すれば 其方へ 倒れる だら う。 叉假令 完全に 對 

稱 的に 出来て 居た としても 極く 僅な 微動 か、 一 寸 した 風の そよ ぎで も 此れ を 角度の 數秒も 傾かせ 

ると、 それで 倒れる 事 は 決定され、 其の 方向 も 最初の 傾きの 通りになる。 

-:^门 人の 見逃す 様な 微細な 源 因から 見逃さう にも 見逃せない 著し い 結 が 定ま つてし まふ、 さう 

すると 此の 結 * は 偶然に 依る と 云 ふので ある。 もし 吾人が 精密に 自然の 方 則 を 知り、 且つ 最初の 

瞬間に 於け る 宇 {a の 狀態を 知る 事が 出来たならば、 後々 の 瞬間に 於け る此 宇宙の 狀態を 精確に 豫 

報す る 事が 出來 るに 相逮な い。 然し 自然の 方 則が 最早 吾人に 取 つて 何等の 祕密を も续 さぬ 時が 來 

たと して も 最初 の狀況 がどうであった かとい ふ 事 は 近似 的 に し か 分ら ない、 もし 其れによ つて 爾 

後の 狀態を i じ 近似の 程度 迄豫 知す る 事が 出来れば 吾人の 望み 得る 處は 其れに 盡 きる。 そして 吾 

人は此 現象 を豫 言した と 稱し叉 此れ は 方 則に 支配され ると 云 ふ 事が 出来る。 ！ W し 事 實は必 しも さ 

うう まく 行かない、 最初の 條 件に 微細な 差が あって 其爲に 最後の 現象に 非常な 差違 を 生す る 様な 

偶 場合 もあって 前者の 僅な 誤差 は 後者の 莫大な 誤差と なる 事 も ある。 さう なれば 豫 報と いふ 事は不 

# 可能で 玆に所 無秩. げ的 現象が 成立す る。  • 
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第二の 例 は 第一 のと 餘程 似た もので 氣象學 の 方面から 拔 つて 見よう。 氣„^舉 者が 確實に 天氣を 

豫報 せんとす る 際に 困難 を感 する の は 何故で あらう か。 -响ゃ 又- M でさ へ 人に は 偶然に 來る樣 に 

m め はれる。 日蝕の 起れ かしと 祈禱 する の は 馬鹿 氣た 事と して、 雨 乞 や 日 ii の祈禱 をす るの は多數 

の 人々 に は 有り ふれた 事で ある。 此れ は 何故で あらう か C 吾人 は大氣 中の 混亂は 一般に 此れが 不 

安定 平衡に ある 様な 地方に 起る とい ふ 事 を 知って 2$ る C 氣象擧 者 は 今 其 平衡が 不安定と なり、 何 

處 かで 醒 風が 起らん として 2$ ると いふ 事 は 知つ て 居ても 愈 - 何處で 起る と 明言す る 事が 出来ない- 

何處 かに 唯溫 度が 十分の 一度 だけ 高い とか 低い とかす ると、 嵐 は 此處に は 起らないで 他處に 起る- 

そして さもな くば 免れた 害の 地方に 災害 を 及ぼす ので ある。 若し 此の 十分の 一度 を 知る 事 さへ 出 

來た ら豫 知す る 事 も 出来た であら うが 觀 測地 點 が 少ぃ爲 と か又觀 測が 充分 精密 でない とかい ふ 事 

の爲に 一 切が 偶然の 仕業の 様に 見える ので ある。 玆に 再び 前と 同じく 觀測者 の^に 見えぬ 些細な 

源 W と、 時には 恐る ベ き 災厄と なる 著しい 結 ra!^ との 對 照 を 見る 事が 出来る。 

もう 一 つの 例と して 黃道帶 に 於け る 小 遊 W 生の 分布 を考 へて 見よう。 此 等の S の 最初の 黃 緯度が 

どうであった としても、 此 等の 平均 角速度が 異なって 居り、 そして 非常に 永い 問迥轉 して： た爲 

にな r では 全. く 無 佚 序 的に 黃道帶 に 分布され て 05 ると 云っても よい。 初めに 太陽からの 距離が 極く 

少しで も 違つ て 居り、 從っ て 平均 角速度に 僅の 差が あれば 其 結^と して 現在の 緯に 莫大な 差 を 
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生じて 居る だら う。 一日の 平均 速度が 角度 一秒の 千分の 一 多ければ、 此の 起 過 は 積って 三年 間に 

は 一秒、 一 萬 年に は 一 度、 三 W 百 萬 年後に は全圓 周になる。 小 遊 ail- が ラプラ ス の 星雲から 分離し 

て以來 過ぎ去った 年月に 比べれば 此 位の 年数 は 何で あらう。 されば 此處 にも 亦 些細な 源 a と 過大 

な 結 鬼が ある。 或は 寧ろ 源 M の 些細な 差と、 結 * の 犬なる 差と 云った 方が よい かも 知れない。 

廻し 盤の 賭戲 など も 前述の 例と それ 程 かけ 離れた もので はない。 ^軸の 上に のせた 針が 赤と 黑 

と 交； fri に 塗り 分けた 百の 扇形に 分 たれて 居る 圓 盤の 上で 廻る 様になって 居る と % "'へ る。 もし 針が 

赤の 處で 止れば 勝ち、 さう でなければ 負けと する。 此の 場合の 結 ffl^ の 如何 は 唯 2 取 初に 針 を 突き 動 

かす 手加減に よって 定まる 事 は 明で ある。 例へ ば 針が 十 遍かー 一十 遍 廻る としても 初めの 押し 方の 

强弱 によって 或は 遲く 或は 早く 止る C 針が 黑の 酉 劃で 止 るか 其 次 の 赤で 止る かとい ふに は 此の 押 

す 强さを 僅か 千分 一 とか 一 一千 分の 一 位變へ る だけで 充分で ある。 此れ だけの 差 は 到底 筋肉の 感覺 

では 區 別の 出来ぬ もので あり、 ： 取 も 鋭敏な 器械で も 測り 難い 位の ものである。 それ故に 自分の 動 

かした 針の 落 付く 所を豫 知す る 事 は 不可能であって、 遊戯 者が 心臓 を 鼓動 させながら、 凡ての 望 

を 僥倖に つなぐ 所以 も玆 におす るので ある。 源 因の 差 は. 認め難い 位で あるのに 結 の 差 は 其 人に 

取つ て は 重大で、 賭け金 全額 G 運 <f 叩 を 意^す るので ある。 
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此れと 聯關 して 少し 計り 自分の 主題と は 離れた 問題 を考へ させて 貰 ひ 度い。 數年 前に 或る 哲學 

者が、 未来 は 過去で 決定され るが、 過去 は未來 によって は 定まらぬ と 云った。 換言すれば 現在に 

關 する 知識から 未来 を 推定す る 事 は 出来る が、 過去 を 推定す る 事 は 出来ない、 何故かと 云へば 一 

つの 源 因 は 唯一 の 結 3;^ を 生す るが、 同一 の 結 が 種々 の 異る源 因から 起り 得る からと かう 云 ふの 

である。 併し 此の 結論に 裏書 をしょう と 云 ふ 科 學者は 一 人 もない 事 は 明で ある、 自然の 方 則が 前 

項と 後項と を 結合す る 場合に は、 後項が 前項に よって 決定され ると 同様に 前項 は 後項に よって 定 

めら れる 事に なって 居る。 併し 此の 哲學 者の 誤謬の 源 は何處 にある だら うか。 吾人 は カル ノ  —の 

原理に 依り 物理的現象の 不可逆 的な 事、 叉 世界が 均等の 狀 態に 向 ひつ、 ある 事 を 知って 居る。 そ 

れで溫 度異る ニ物體 が接觸 すれば、 溫 かい 方が 冷たい 方に 熱を與 へる。 結局 は兩 方の 溢 度が 同じ 

になる だら うとい ふ 事を豫 知す る 事が 出来る。 ^し 一 度同溫 になって しまった 後に 其 以前の 狀態 

を 問 はれたら 何と 返答が 出来る であらう か、 一 方が 溫で 一 方が 冷たかった と は 云へ て も 果して 何 

方が 始めに 溫 かであった とい ふ 事 を ヒ：！ ひ當 てる 事 は 出来まい。 

しかる に實際 の 處は溫 度が 完全に 等しく なるとい ふ 時 は 決して 来ない ので ある。 溫 度の 差 は 唯 

漸近線 的に 零に 近づく とい ふ 迄で ある。 "吾人の 寒暖計で は 最早 此差を 認め難い 時が 来る。 ^し 若 

し 千倍と か 十 萬 倍と か 感度の 大きい 塞暖 計が あれば、 矢張り 未だ 僅少な 差 を 認める 事が 出來、 從 
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つて 一方の 物體が 他の ものより 少し 溫 かい 事 を 知り、 從 つて 始めに 著しく 溫 かであった の は 此方 

だと 云 ふ 事が 出来る ので ある。 

此の様に 玆 では 前例に 於け ると は反對 に、 源 因 の 著しい 差に 對 して 結果の 些細な 差 を 見る ので 

ある。 フラム マリオン は 嘗て 光の 速度より 大きい 速度で 地球から 飛び出した 觀測者 を 想像した 事 

が ある。 此の 人に 取って は 時の 符號 が反對 になる。 歴史 は 引 繰り返って ゥォ— タ I ル ー の 戰はォ 

ステ リッツの 前にあった 事になる。 實際 此の 人に は 結 と 源 H と は逆轉 する、 - 不安定 平衡 は 最早 

除外例で なくなって しま ふだら う。 不可逆と いふ 事の 普遍的な 爲に 凡ての 事柄 は 不安定 平衡に あ 

る 一 種の 渾沌の 中から 出現す る樣に 見える だら う。 自然 は 全く 偶然の 手に 委ねられて 居る やうに 

思 はれる だら う。 

次に 前と は 少し 異 つた 特徴 を 具へ た 例と して、 先づ 瓦斯 運動 論 を 採って 見よう。 玆に 瓦斯で 充 

された 容器が ある、 此れ を 次の 様な 風に 心裡に 描き出して 見よう、 數 限り も 無い 高速度 を 有った 

分子が 容器の 中を縱 横に 飛びち がって 居る。 毎 瞬時に 此等は 器 壁 叉 は 仲間 同志と 衝突し、 叉 此の 

偶 衝突 は 有りと 有らゆる 異 つた 狀況で 起る。 此の 場合に 最も 目立つ 事 は 源 因の 些少な とい ふ 事より 

然 も 其 複雑な 事で ある。 併し 兎に角 此の 源 の 些細な とい ふ 要素 は 矢張玆 にも 見出され、 そして 重 
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要な 役目 をして 居る。 若し 一 つの 分子が 極く 僅に、 卽ち 瓦斯 分子 相互作用の 範圍と 同じ 位な 程度 

に 右 か 左に 其 進路 を變へ たと すれば 其爲に  一 H だけの 衝突 は 免れ、 さもな く共與 つた 狀；^ の 下に 

衝突す る 事になる、 從 つて 衝突 後 の 速度の 方向 は 多分 九十 度 か 百八十度 違 ふ 事になる だら う。 

唯 それ 丈け の 事で はない。 今 述べた 様に、 分子 衝突 後の 進路 を 有限な 角度 だけ 變十 るに は、 衝 

突 前の 方向 を 唯 微分 的 だけ 變へ る 事が 必要で ある。 分子が 一 ー囘繽 けて 衝突す る 場合 を考へ て 見る 

と、 始めの 衝突 前の 方向 を 第一 一次の 微分 だけ 變へ ると、 共 爲に第 一 囘 衝突 後に は 第 一 次の 微分 だ 

け變 り、 從 つて 第二 囘 目の 衝突 後に は 有限 量 だけ 變る やうに する に 充分で ある。 而 して 分子の 衝 

突 はニ囘 位に は 止らぬ、 毎秒 非常に 多數な ものである。 それで 若し ー囘の 衝突の 結 として 偏 角 

に 大きな 數 ュを乘 する 事になる とすれば 衝突の 結 E?^ は 此れに f を乘 する 事になる。 それが 爲 

に 全 偏 角 は 非常に 大きな ものになる が、 其 大きくな るの は 單にュ が 大きい、 卽も小 源 W が大結 

を 生す る爲 ばかりで はない。 なほ 其 上に S が 大きい 爲、 卽ち衝突の：1:數が多くて源因が^„„^た複雜 

な爲 である G 

第二の 例 を 取って 見よう。 驟雨の 雨滴が 無秩序に 分布され て 見える の は 何故で あらう か。 此れ 

も 矢 張 滴の 生成 を 定める 源 因の 複雜 な爲 である。 大氣 中には 多数の イオンが 分配され て 居る- ン 此 

等の イオン は 永 い 間 始終 不定の 氣 流に 漂 ひ、 小さ い .渦 卷 などに 持ち歩かれ などした 爲 にお 後の 分 
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布 の 狀況は 最早 最初 の と 何 の 關係 もな いやう になって 居る。 そ こ で 氣溫 が^に 降る と 水 蒸 氣は凝 

縮し 此 等の イオン は それ/ \ 雨滴の 心 核と なる。 滴の 分布 を 知り、 又 敷石 一枚； 母に 幾何 降る か 

とい ふ 事 を 知る 爲に は、 イオンの 最初の 位置 を 知った だけで は 未だ 充分で ない、 其 上に 無 數の微 

細な 無秩序 的な 氣 流の 影響 を 勘定す る 事が 必要で ある。 

水中に 細 粉 を 浮べた 場合 も 亦 同様で ある。 容器 中には 水の 流れが あるが 此れに 關 する 方 則 は 知 

る 事が 出来ない、 唯複雜 だとい ふ 計りで ある。 若干 時の 後に は 微粒は 無秩序 的に 卽ち 均等に 器 中 

に 分配され るが、 此れ は 正に 此の 交流の 複雜 な御薩 である。 若し 此れが 或る 簡單な 方 則に 從ひ、 

例へば 容器の 形が 廻轉體 であつ て、 水 は 器の 軸の 周圍に 圓を畫 いて 循環 するとい ふ 事に なれば 模 

樣は 違つ て來 る、 卽ち各 粒 は 最初の 高さと 軸からの 距離 を 保つ からで ある G 

一 一種の 液 或は 一 一種の 細 粉 を 混合す る 場合 を考へ て も 同様な 結 Mini なる。 もっと 粗 火な 例 を とれ 

パ ！-! ュ テ. I シ ョ ン セォリ 1- ォゾ *サ*フ- スチチ ュ ー シ ョ ン 

ば 吾人が 骨睥を 切り 交ぜる 時が 丁度 それで ある。 一度 切る； 母に 札は錯 列 (置換の 理 論 

で 研究され ると 同様な) を 受ける" 其 結 はどうなる であらう か。 或る 特別な 錯列 (例へば 前に 

番目に 居た 札 を S 番目に 持って来る 様な) の 公算 は 切る 人の 手癖に 依る だら う。 併し 此の 

偶 人が 一允 分、 水 い 間 札 を 切り 交ぜれば 相次いで 起る 錯 列が 喜數 になり、 I 取 後の 結 として 現 は れ る 礼 

の 順序 は 最早 偶然と いふ 外 はない 様になる。 卽ち 凡ての 可能な 配列 は 一様な 確から しさ を 示す で 
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あらう。 此ぅ いふ 結 になる の は 全く： 逸次の 錯 列の 多數な 事、 卽ち 現象の 複雜 さに 歸 W する ので 

ある。 

尙ほ 一 言 「誤差の 理論」 に 就いて 述べて 見よう。 此 場合に も 源 因の 夥多 複雜 とい ふ 事が 耍點で 

ある。 假令 最良の 器械 を 用 ゐて觀 測 するとしても 誤差の 源 W は 非常に 多い ものである。 觀測者 は 

其內で 最も 著しい の を 見出し 此れ を 避けなければ ならない。 卽ち 所謂 系統的 誤差 を 生す る もので 

ある。 此れ を 除去す る 事が 出来た としても 未だ 誤差の 源 は多數 にある。 そして 其 等の 零細な 影響 

も 積り 積って 時には 容易なら ぬ 誤差 を 起す 事 も ある。 此れ等 は 偶然 的 誤差と 稱 する もので、 其の 

源 因 が餘 りに 複雜 過多な 爲 吾人 は 此れ を 偶然に 歸 して 居る。 此の 場合に も箇々 の 源 因が 生す る 結 

栗 は 些細で あるが、 此れが 多數 結合して 著しい 結 梁 を 生す るので ある。 

現在の 問題 はもう 一 っ異 つた 見地から 論す る 事が 出来る。 尤も 此方 は 前述の 二つの 見方と 比べ 

れば それ 程 重要な もので はない から 大して 重き を 置く 譯 ではない。 

或る 出来事 を豫知 せんとし、 其 爲に其 以前の 狀況を 調べよう としても、 到底 宇 {a 全部に 亙って 

調 ベ る 事 は出來 ないから、 止む を 得す 其 事柄 の 起る だら うと 豫 期される 點の 附近の 狀況を 調 ベ 或 

は 比 事に 何等かの 關 係が ありさう に 見える 事柄 を 吟味し、 それで 滿足 する 外 はない。 此の 如き 調 


170 


査は 到底 完全に は 出来ない から、 そこで 選擇 するとい ふ 必要が 起る。 然るに 場合によって は、 一 

見 し た處で は豫 知す ベ き 事柄と 何の 交渉 もない 様に 見え、 此れが 何等かの 影響を及ぼ さ う と は 夢 

にも 想 はれない 樣な事 を輕々 に 看過して 居る と 意外に も 此れが 大變な 重大な 役目 を 務める 事も往 

往 ある。 

玆に 一 人の 男が 所用 先へ の 通りが & りに 或る 街 を 歩いて 居る とする。 此 男の 職業 を 知つ て 居る 

人に は 彼が 此 時刻に 此町を 通って 居る 理由 は 分り切って 居る。 扱て 叉 或る 家の 屋根の 上で 瓦葺の 

職人が 仕事 をして 居る。 此 職人の 雇主 は 或る 度 迄は此 職人が 何 をす るかと いふ 事 は 承知して 居る „ 

併し 此 軒下 を 通って 居る 男 は 屋根 苺の 事な ど は 念頭に なく、 職人の 頭に は往來 人の 事な ど は 更に 

ない。 此 二人 は 相互に 何の 交涉 もない 別世界の 人で ある 様に 見える。 然るに 職人が 瓦 を 一枚 取 落 

して 通り 掛 つた 男が 其爲に 死んで しま ふ。 さう すると 何人で も 此れ は 偶然 だとい ふに 相 遠ない。 

薄弱な 吾人 人間 は 全 宇宙 を通觀 する 力がない から 止 を 得す 此れ を 切れ/ に 切り離して 見る。 

成る たけ 自然に 背かぬ 樣な 切り分け 方 をしょう と 勉めて 居ても、 時には 一 一つ の 切片が 相互に 作用 

する 事が 起る、 さう すると 其 結果 は 所謂 偶然の 事と 見える ので ある。 

偶 偶然と いふ 事の 此の様な 見方 は 衆して 前述の 二つの 見方と 獨 立な もので あらう か。 此れ は必し 

然 もさう でない。 大概の 場合に は 此考へ 方 を 前の 二つの ものに 引き直す 事が 出来る。 二つの 別世界 
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が-, iri に 作用す る 場合に は 此の 作用の 方 則 は必す 非常に 複雜な ものである。 又 此の 一 一つの 世界の 當 

初 の 狀 態が 極く 僅 にち がって 居れば それだけで 相互の 交涉は 起らない 事 も あらう。 ほんの 傅かの 

相違で 往來 人が 一 秒遲く 通り か、 るか、 或は 瓦葺が 一 秒 早く 瓦 を 一？^ したで あらう。 

扱て 此れ迄に 述べた 處 では、 偶然の 事柄が 何故 方 則に 從 ふかと いふ 事 は 少しも 說 明され ない。 

數 多の 源 W が 微細で 且つ 複雜だ とい ふ 事 を 知った だけで、 假令 各箇 の 場合の 結 31^ は 分らぬ 迄 も、 

平均した 處で 如何なる 結 になる かとい ふ 事を豫 知す る 事 は 出来る だら うか。 此の 疑問に 答へ る 

爲には 矢 張 前に 擧 げた 實例を 取った 方が. E いと 思 ふ。 

先づ 廻し 盤の 場合 を考 へて 見よう。 針が 何處迄 行って 停る かとい ふ 事 は、 前に 云った 通り、 初 

めの 押し 方に 依る ので ある。 此の 押し 方が 或る 一定の 度になる とい ふ 公算 は 幾何で あらう か。 此 

れに 就いては 何事 も 知る 事 は 出来ぬ が、 併し 此の 公算が 或る 連續 的の 解析 函数で 表 はされ る もの 

だと 考 へざる を 得ない。 それで 此の 衝動が S と a+s との 間にある 惯 をと ると いふ 公^ は、 此 

れが a  +  £ と 06  + に £ との間に來る公算と^^んど同 一 になる であらう。 仉し 此の e は 極く 小さい 

價 である。 此れ は あらゆる 解析 函数に 通有な 性質で、 函数の 微少な 雙化は 變數の 微少な 變 化に 比 

例す るので ある。 

然る に 前に 述べ た處 によ れば 衝動 の 極く 微細な 變化は 針が ^付く 扇形 部 の e:- を變 へる に 足る の 
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である r>  S から cy-  +  s 迄 は 赤で a  +  s から oM- に S 迄は黑 である。 各個の 赤の 部分の 公算 は 其の 

次の 黑 のと 同じで ある。 從 つて 赤の 全體の 公算 は黑 の 全體の 公算に 等しい。 

此 場合に は 問題の 性質 上から 各 一 定の 衝動の 公算 を 表 はす 解析！； 數が與 へられて 居る に 相違な 

い。 併し 上に 得た 結 ra^ は 此の 函數の 形の 如何に 拘らす 常に 眞實 である。 何と なれば 此れ は 凡ての 

解析 函數に 通有な 性質に 依る からで ある、 それで 結局 此の 與 へられた 函數 なる もの は 此れ 以上 立 

人つ て考へ る必耍 がなくなる ので ある。 

兹に 廻し 盤に 就いて 述べた 事 は 其 儘 小 遊星の 例に も 適用され る。 黄道 帶を 莫大な 廻し 盤と 考へ、 

多 數の小 球 を 其 上で 轉 がし、 此れに 或る 方 則に 從 つて 區々 に異る 衝動 を與 へたと W 心へば よい。 さ 

すれば 前と 同じ 理由に よって 此 等の 球の 現在の 分布 は 均等で 此の方 則の 如何に は 依らない C 此の 

如く 考へ て 見る と、 源 因の 僅な 差が 結 の大 なる 差 を 生す る 様な 現象が 何故に 偶然の 方 则に從 ふ 

かとい ふ 事が 分かって 來る。 此 等の 微少な 差の 公算 は、 此 差が 少ぃ爲 に此差 自身に 比例す る、 そ 

して 連 續函數 の 微分 的の 差 は 變數の それに 比例す るからで ある C 

尙ほ 全く 種類の 異る實 例と して、 源 因の 複雜 とい ふ 事が 問題になる 場合 を考 へて 見よう。 先づ 

偶 骨牌 を-.^ ル して 居る 人が 一 束の 札 を 切り- -父ぜ ると 考へ る。 一 度 切る 度に 骨牌の 順が 變 るが 此の 變り 

. 方 は 叉 色々 にす る 事が 出来る C 令說明 を簡單 にす る爲に 此の 札が 唯三佼 だけし かない 暴 合 を 想像 
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しょう。 初めに 123 とい ふ 場所に £5 た 札 は、 一度 切り 交ぜた 後に は 次の 順」 の 巾の どれ かにな 4 

る だら う、 

12;;,  231,  312,  S21,  132,  213. 

此の 六つの どれ も 可能で ある、 そして 其の 各.、 の 公算が 

ず で： M ず .?>5>  .P 一； 

であると する。 

此の 六つ の數の 和が 1 に 等しくなければ ならぬ とい ふ 事 だけ は 分る が 共れ 以上の 事 は 分らぬ。 

此の 六つ の 公算の 價が 切り手の 癖に 依る 事 は 勿論で あり、 其の 癖に ついては 吾人 は 何事 も 知らな 

一 一度 三度と 切り 交ぜる 毎に 同じ 様な 事が 繰り返へ される。 卽ち SKIE の 切り 交ぜが すんだ 後に 

123 とい ふ 順序に 居た 札が S+1 囘 目の 後に S21 の 順序に なるとい ふ 公算が 矢張^で 表 はされ る 

と考 へる. - 切り手の 習慣 卽 切り」 父 ぜ 方が 同一 である 以上 は 此れ は S の數 如何に 拘らす さうな るべ 

き譯 である。 

^^し切り交ぜる：！數が非常に多くなれば、 お 初に 123 とい ふ 場所に nig た 札 は 最後に は 

：123,  231, ョ 2,  321,  132,  213 


の いづれ かにな り、 此の 六 種の 配列の 公算 は 殆んど 同じく そして 116 に 等しくなる だら う。 此れ 

は 吾人の 知らない さ …… さの 價が 何で あらう とも 同じ 事で ある。 畢竟 混交の 囘數の 多い 事、 卽 

ち 源 因の 複雜 なと いふ 事が 均等 を 生じた ので ある。 

此れ は 札の 數が 三枚 以上 あつ. て も 同じ様に 適用され る 事で は あるが、 併し 唯の 三枚です ら說明 

が 中々 込 入って 來 るから 先 づ唯ニ 枚 だけの 場合 を擧げ るに 止めて 置かう。 此 時には となる か 

となる 外 はない ので、 其 公算 を それ/ i. 及 さ nl— さ とする。 

S 囘 切り 交ぜる とする。 そして 最後の 順が 最初と 同じ なれば 一 フラン だけ 勝ち、 反對 なれば、 

一 フラン 食け とする。 此の 場合の 數學的 期待 價は (Pl—Ihy" である。 

さ— で" は必す 1 より 小さい。 それで g が 非常に 大きく なれば 此の 期待 惯は 零に なって しま ふ C 

それで^^の 價は 知らなくても 此の 勝 食が 五分になる 事 は 分って 居る。 

尤も おの 一方が 丁度 1 で 他方が 零になる 場合 だけ は 除外例で、 此の 場合に は 適用し ない、 何 

となれば それで は 最初の 假 定が餘 り簡單 過ぎる 事になる からで ある。 

上述の 事 は 骨牌に 限らす、 粉で も液體 でも 何でも 混交す る 場合に 適用され る もので、 瓦斯 運動 

偶 論に 於け る 瓦斯 分子の 混合に すら 當て はまる ので ある。 此の 理論の 場合に 立ち 歸っ て先づ 瓦斯 分 

然 子が 相互に は 衝突 せ す 唯 其 容器 の 內壁 に 衝突して 反撥 さ れ る 場合 を假想 し て 見よう。 若し 器の 形 
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が 充分 複雜な 場合なら ば 分子の 位置 や 速度の 分^ は 間もなく 均等になる であらう が、 若し 此れが 

球形 又は 平行 方形 であれば さう はなるまい、 何故かと 云へば 球の 場合に は 定まつ た 分子 の 逸路 の 

.ig 心からの 距離 は 常 に 不變で あるし、 平行 方形の 場 合なら ば 各 分子 の 進路 が 各 壁面 となす 角の 絶 

對値は te 同で あるから。 

條 件が 餘 り簡單 過ぎる といった の は 此の 意味で ある。 卽ち 變 化の 中に 何か不 變な もの をが す 

る 場合で ある。 一 つ の 問題 を 決すべ き 微分方程式が 偶然の 方 则を應 用す るに は 餘り簡 過ぎる か 

どうかと いふ 問题は 一 見餘り 漠然として 意味がない やうで あるが、 此の 意.^ は 上に 述べた 事から 

明になる」 卽ち與 へられた 微分方程式 は 此れが？ 義 的の 積分 を與 へる 場合、 何 か 不變な もの を殘 

す 場合に は 此れ を簡單 過ぎる と 云へ る。 何か當 初の 條 件に 不變な ものが あれば、 お 後の 結 渠は设 

早當 初の 狀 態に 無關係 でない とい ふ 事 は 明白で ある。 

： 取 後に 誤差の 理論に 移って 考へ て 見よう。 偶發的 誤差の 所 H に 就いては-五：； 人 は 何事 も 知らない „ 

此れ を 加らない からこ そ 此れが ガウ ス の 方 则に從 ふ 事 を 知る ので ある. - 此れ は， 才质 したやうな 言 

分で あるが、 此の 說明は 前と 同様に 出来る。 吾人 は 唯 誤差の 數が 多い 事、 此れが 此 •： 細な 事、 其內 

にはプ ラ ス も あれば マイナス も あると いふ 事 を 知る だけで 澤 内で ある。 種々 な. お 差の 公 竹 や を^ は 

す ^線 は ど んな形 の もの かとい ふ 事 は 始めに は 分らない が 先づ正 と 負が 對稱的 になって ：！^ る もの 
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と 想像し、 そして 此の 考 から 出發 して 結 5;^ の 誤差 は ガウスの 方 則に 從ふ 事を證 明す る" 此方 則 は 

吾人の 知らない 特殊の 方 則の 如何に 關 せす 適用され る ものである。 此れから 見ても、 與 へられた 

條 件の 複雜な 事の 爲に 却て 簡單な 結果が 生じる 事が 分る であらう。 

一 見 矛盾して 居る 様な 事 はな ほ 此れに 止らない。 前に. フ ラ ム マリオン の考 へた 假想的 人物の 事 

を 述べた。 此人は 光よりも 速く 走って 居る ので 時の 符號 が反對 になる、 そして 此 人に 取って あら 

ゆる 現象 は偶發 的で ある やうに 見える 事 を 述べた。 成程 此れ は考へ 方に よって は 正しい に 相違な 

い。 しかし 叉此 等の 現象 を 或る 所定の 瞬間 だけに 就いて 見れば 偶然の 方 則に 從 つて 分布され て 居 

ないで あらう、 何故かと 云へば、 此の 瞬間に 於け る 分布 は 吾人の 見る の も 同じであって、 しかも 

吾人から 見れば 此 現象の 推移 は 調和 的で、 渾沌の 中から 發現 する 様に は 見えす、 從 つて 偶發 的と 

は 見做されな いので ある。 

此れ はどう 解釋 すれば よいで あらう か。 フラム マリオンの 人物 リュ ー マンに は 些細な 源 M が大 

. きな 結 ra!^ を 生す る樣に 見える。 しかるに 人の 場合に も 大きな 結果が 小さい 源 H から 生 するとす 

偶 れば 結局 同じ 事に なり はしまい か、 全く 同じ 議論が 彼の 場合に も 適用され るで は あるまい か。 

然 ：史に 繰返して 云 はう。 源 e; の 些細な 差から 結 ra;- の 莫大な 差 を 生す る 場合に 此結 が 偶然の 方 
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に從っ て 分布され るの は 何故で あらう か" 今假 りに 源 が 一 粍 だけ 違った 爲に結 に 一 籽の差 を 

生す る ものと 考 へよう。 若し 此の 結 E;^ の 杆數 が偶數 であれば 賭に 勝つ ものと すれば 勝つ 事の 公算 

は ー  一 r- になる。 何故かと いへば、 此れが 爲には 源 W の 方の 耗 の 數が矢 張偶數 に相當 せねば ならな 

い。 然るに 源 因が 或る 所定の 限界の 間にある とい ふ 公算 は 當然此 の 限界 の 相互 距離に 比例す る だ 

らう、 尤も それに は 此の 距離が 極く 小さい と考 へねば ならない。 若し 此 うい ふ假定 をし なければ 

公算 を 一 の連續 函数で 表 はすと いふ 事 は 到底 不可能な 事で あらう C 

扱て 大きい 源 因が 小さ い 結果 を 生す る 場合 は どうなる で あらう か。 此 場合に は 吾人 は 現象 を 偶 

然に歸 する 事 はない が、 反對 にリュ 1 マ ンは 此れ を 偶然に 歸 する。 源 因の 差 一 秆 に相當 する 結 菜 

の 差 は 一 粍で あるが 此 場合に も 源 因が" 朴 だけの 間隔の 中に 含まれて 居る とい ふ 公算 は 矢 張 S に 

比例す る だら うか。 S 肝と いふ 距離 は 大きい からかう 考 へて よいと いふ 理由 はない。 然るに 結 茶 

の 方が § 耗 だけの 限界の 間に 含まれる とい ふ 公算 は 此れと 全く 同 一 である 害で 從 つて 矢 張 S に は 

比例し ない、 此の 粍の 距離 は 小さい に 拘らす 比例 しないと いふ 事になる。 故に 結果の 公算の 方 則 

を 連續的 曲線で 表 はす 事 は 出来ない ので ある" 此の 線 は 解析 的の 意^で は連續 的と も 云へば 云 

へる、 卽ち 横座標の & 分的變 化に 相當 して 縱 座標 も 微分 的に 變 化する」 併し 赏際 的に は速續 的と 

は 云へ ない。 何故と なれば 縱 座標の 極く 僅な 變化は 横座標の 極く 僅な 變 化と 相應 しないから であ 


178 


る-一 早く 云へ ば 此の：^ 線 を 普通の 鉛筆で 畫く事 は 不可能で あると いふので ある。 

そこで 結局 どうい ふ 結論に 達する か U 例の リュ —マン は 源 H  (彼の 源 w:、 卽 だ：： 人の 結 wio の 公 

算 は 必す連 續函數 で 表 はさるべき もの だと 主張す る權利 はない 。然るに 何故 吾人に は此ぅ 云ふ權 

利が ある だら うか。 其理. S はかう である。 吾人が 最初の 狀 態と 名け た 不安定 平衡の 狀態 は、 實は 

其れ 自身 旣に 前からの 永い 歷史の 終局の 結果で ある。 此の 歷史の 道筋に は雜 多の 源 H が 永い 間作 

用して 居て、 此等は 耍素を 色々 と 混交し、 小 Z くも 小さい 範圍內 で 凡ての もの を 均等に する 様な 傾 

向 を 生ぜし めた、 云 はに あらゆる 角 を 丸め、 ^を 削って 谷 を 埋める 樣な 作用 をした ので ある。 -£小 

始に與 へられた 曲線が どれ 程氣 紛れな 不規則な もので あっても、 、水い 間 段々 に 規則正しい 方へ 向 

ふ 様に 作用し て 最後に 連績 曲線 を 吾人 に與 へた ものである。 吾人が 安心して 連 鑌性を 假定し 得る 

の は 畢竟 此の 爲 である。  - 

リュ ー マン に は 此の 如き 結論 をす ベ き根據 がない。 彼に 取って は 複雜な 源 因 は 平等 や 均整 を 生 

する 媒介と は 見えす、 却って 不平等と 差別 を 生す る 様に 見える だら う。 一種の 原始的 渾沌の 中 か 

ら千差 萬 別の 物象が 出現して 來る やうに 見える だら う。 彼の 觀る變 化 は 彼に は 全く 意外な ものば 

ffi かりで 到底 豫知 する 事 は 出来まい。 全く 偶發 的の 様に 見える が、 ^しそれ は. A 人の 所謂 偶然と は 

全然 異 つて 居る。 何となれば！？^：：人の偶然は鬼に角或る方则に從ふのに彼のは何等の方則にも從は 
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ぬので ある。 此 等の 諸點は なほ 一層 立 人って 說明を 要する 事辆 である」 さう すれば， 多分.：. 十. W の不 

可逆と いふ 事 を 一 層よ く 理解す る 助と なる だら うと 2 ャぷ。 

此れ迄の 處 では 偶然と いふ 事の 定義 を 如何に 下すべき か を 論じて 来たが、 玆に 未だ 一 っの！^^11 

が 起る。 此の 如く 定義 を 下した 處で 此の所 謂 偶然なる もの は 5;^ して 客 觀性を 具へ て 居る もので あ 

らう か。  , 

先づ かう いふ 疑問が 起る。 前に 些細な、 或は 複雜な 源 2 とい ふ 事 を 云々 したが、 ^し E 'に 取つ 

て 些細な 事 も 或は 乙 丙に は 重大で あるか も 知れす、 成る 人に 複雜に 見える 事 も 他の 人の E に は m 

純な 事 も ある だら う。 此 うい ふ考 から 起る 疑問に 就いては 旣に 前に 如何なる 場合に 於て 微分 方 程 

式 が 餘り簡 お になり 過ぎて 偶然の 方 則が 適用し 難くなる かとい ふ 事 を 可也 精密に 述 ベ て 置いた。 

； W し 未だ 此れと お、 つた 見方から 論す る 事 も出來 るから 此處 でもう 少し 精し く 此の 場合 を 吟味して 

見よう。 

「些細な」 とい ふ 言葉 はどうい ふ 意味で あるか。 此れ を 理解す るに は、 前に 已に 述べた 處に立 

って考 へれば よい。 卽ち 差が 些細で あると か 間隔が 極く 小さい とかい ふの は、 此の 間隔の 限界 

內 では 公^が 殆ど 忧问 だとい ふ 事で ある。 此の 如く 小 間隔 內の 公算 を 恢 同と 見做し 5£ る は 何故か。 
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それ は 旣に說 明した 如く、 公算の 方则 が、 解析 的の 意味に 於ての みならす 亦實際 的に 連繽 的な „m 

線で 表 はされ るからで ある。 換言すれば 線が ちぎれて e ない のみなら す、 著しい 彎曲 や 尖った 

處を 有つ て 居ない とい ふので ある。 

此の 如く 假定し 得る 根據 は何處 にある か。 此の 譯も旣 に 述べた 通りで、 ： 大地 開闢 以來複 雜な源 

Z が絕 間な く 同じ やうに 作用し、 嘗て 後 を 振 返る 事な く、 均等と いふ 目標の 方に のみ 進んで 来た 

爲 である。 此 等の 源 W が少 しづ、 尖った 處を 平にし、 凹んだ 處を 塊め た爲に 今日の 公筧 曲線 は 唯 

緩徐な 彎曲 を 示す ので ある。 今から 尙憶兆 年の 後に は 更に 均等の 方向に 一 歩 を 進め 此の 彎曲 は 一 

曆 緩徐になる であらう。 此 曲線の 平均の 曲率 半徑は 十倍 も 大きくなる であらう。 さうな つた 曉に 

は、 人が 今日の 立場から 見て は 曲線の 部分が ぼ 線 的で ない 爲に 極く 小さい と 云 ふ 事の 出来ない 

やうな 長さ も、 極く 小さい と 云へ る やうになる だら う。 何と なれば 曲率が 十分の  一 二 もな，：： r はは 

れ 位の 長さの 曲線の 部分 は 殆んど 直線と 見做しても 差 支が なくなる からで ある。 

「僅少」 とい ふ 言葉 は 此樣に 何處迄 も相對 的の ものである. - ^しそれ は 各 個人に 就いて 相對的 

の ものではなくて 世界の 現狀に 就いて 相對 的で ある。 世界の 萬 象が もう 一 層 均等に 近づく やうに 

混」 父され、 ば、 此の 言葉の 意味 も變 つて 來る、 ^し 其の 時分に はもう 人間 は此 世に は 居ないで 何 

■ か 別の 者と 入り 換 つて 居る だら うが、 それ は 人間より もっと 火き い 者 か 小さい 者 か 何とも 云へ ぬ 一 
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鬼に 角此ぅ いふ 標準で い へ ば 極小と いふ 言葉 は 凡ての 人に 通用す るから 立派に 客觀 的の 意味 は あ 

る ものと 云 はれる。 

次に 「複 雜」 とい ふ 言葉の 意味 は 何で あらう か。 此れに 對 する 答 は 此の 章の 始に 云った 様に 旣 

に 前に も 述べて 置いた が、 尙此 外に も 色々 の 答が ある。 前述の通り 複雑な 源 21 は 段々 に 事物 を^ 

交させる ものであるが、 一 體 どれ 程 永い 間 混交 すれば 充分よ く 混 港した と 云へ る だら うか。 何時 

迄 待てば 充分に 雜 多な 事柄が 人り 交る であらう か。 どれ だけ 骨牌 を 切り 交ぜれば もう 澤 山と 云へ 

る だら うか。 例へば 靑と 白と 二色の 粉 を 混合す る 時、 或る 度 迄 混 すれば 最早 全體 一様に 見える や 

うになる、 此れ は 吾人の 視覺の 不完全な 爲 であって、 近眼の 人に は 未だ 二色が 別々 に 見える 時で 

も 遠視眼の 人 は 遠くから 見る 爲に旣 に 一 樣に 見える 譯 である。 誰れ の 眼に も 一 様に 見える 樣 にな 

つても 器械 を 用 ゐれば 更に 此の 境界 を擴 張す る 事が 出来る。 瓦斯 運動 論が 本當 なれば 一 見 均等に 

見える； 九 斯體の 中に 潜んで 居る 害の 無限の 變化 差別 は 何人も 此れ を 判別す る 事 は 出来まい が、 ^ 

し ブラウン 運動に 關 する グイの 考が 正しければ 顯微 鏡に よって 殆んど 此れ を 認め 得る に 近い やう 

になつ て 居る。 

此の 新しい 區 別の 標準 も 前と 同様に 相對 的で ある。 しかるに 此れが 客 觀性を 具へ て 居る とすれ 

ば、 それ は 畢竟 人間の^ 能が 略 同一で あり、 器械の 能力に 限が ある 爲、 又 器械な ど は 特训な 場合 
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の 外に は 用 ゐぬ爲 であらう。 

人. 事に 關 する 科學 殊に 歷史に 於ても 全く 同様で ある" .a^ 豕は其 研究して 居る 時代の 出来事 を 選 

擇 する 必耍を 感じ、 自分で 最も 重要と 認める 事 だけ を 記述す る。 それで 例へば 十六 世紀に 於け る 

最も 重大な 事件 及び 十七 世紀の 最も 顯 著な 事實を 物語る に 止める。 若し 前の 事件に よって 後の 事 

實の所 WI を 充分に 說明 する 事が 出来れば、 此の 後の 事 實は歷 史の方 則に 適 ふと 云 はれる。 併し 若 

し 十七 世紀の 或る 大事 件の 源 因が、 どの 歷史 にも 誌して ない、 誰れ も觀 過した 様な 十六 世紀の 或 

る 些細な 事實に 潜んで 居た 場合に は 此の 大事 件 は 偶然に 起った と稱 せられる、 それで、 此の 言葉 

の 意味 は 物質的の 科學に 於け ると 同一 で、 矢 張 小 源 H が 大結采 を 生じた とい ふ 意味で ある。 

偉人の 生れる とい ふ 事 は 偶然の 犬なる ものである。 異性の 原始的 細胞が 相 合する 際に、 其の 兩 

方が それぐ に、 相 合した 時に 大 天才 を 作り出す 様な 不可思議な 要素 を 丁度 具備し 居る とい ふ 事 

は 全く 偶然な 事で ある。 この 様な 要素の 稀 有な 事 は 勿論、 此れが 二つ 出逢 ふ 事の 更に 稀 有な 事 は 

誰れ も 認める であらう。 此 要素 を 具へ た 精子の 徑路が 極く 僅に 一方に 偏す るかし ないかと いふ 事 

偶 は實に 些細な 相違で ある。 此れが 僅に 一 粍の 十分 一 だけ 一 方に 偏したら ナボ レ ォ ンは 生れな かつ 

然 たらう、 又 一大 箜の 運命 は 全く^ 物と なった であらう。 偶然と いふ もの、 眞の特 徵を說 明す る實 
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例と. I て 此れに 勝る もの は あるまい c 

人事 的 科學に 公算 論を應 用す る 際に 起る 外見 上の 矛盾に 就いて なほ 一 言したい と？ 心 ふ。 如何な 

る 合議 圑體 でも 一 人の 反對黨 議員 もない とい ふやうな 事 はない と は 人の 證 言す る處 で、 少 くも そ 

んな事 は 有り さう もない 事で あるから、 もし 赌け をす るなら 一 錢に對 して 百萬圓 でも 安心して 張 

れる だら う。 

又 コンドル セ ー は 裁判の 過誤 を 生す る 恐の ない 様に する 爲には 幾人の 陪， 难{ に を 要す るかと いふ 

事 を 計算しょう として 骨 を 折った。 し 若し 此 計算の 結 2^ を當 てに する 人が あったら、 丁度 前に 

云った 反 對黨議 CM が 必す有 ると い ふ 計算 を 信用 して 賭けた 人と 同様に 意外な 失望 をす る 恐が あ る 

であらう。 

偶然の 方 則 は 此樣な 問題に は 適用し ない ものである。 法廷で 必 しも 常に 最良の 理由が 通用し な 

いし、 されば と 云って ブリド ワイ (註、 裁判 を賽を ふって 決した とい ふ 人) の 方法 も 思の 外 行 は 

れて 居ない ので ある。 此れ は 寧ろ 遺憾な 事と 云って よから う。 何故と ならば さう すれば コ ン ドル 

セ I の 法式に 從 つて 裁判上の 過誤 を 防ぐ 事が 出 來る譯 であらう から。 此 様な 事になる の は 何故で 

あらう か。 玆に擧 げた 様な 事柄 は 其 源 因 が瞹 味で あるから、 人 は 此れ を 偶然に 歸 せんとしたがる 

が、 ^し實 は 此れ は眞の 偶然と いふ もので はない ので ある。 源 ra: の 分らぬ の は事資 で、 叉 其 源 Z 
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は 可也 複雜 であるに 相 遠ない。 し 共 分らぬ 度、 複雜な 度が 小，' し 足りない。 何故かと いふと、 變 

化の 中に 未だ 不變な 或 物が 殘 つて 居る からで ある。 前に 「餘 り簡 §早 過ぎる」 源 w と 云って 區 別し 

たの は卽 ち此處 である。 人間が 大勢 集って 食議 する 場合に は 各自の 所 決は氣 紛れに はしない、 相 

互に 全く 無關 係と は 行かな い。 各人 相互に 影響し 合 ふ の で ある、 そこで 込み 入 つ た 源 H が 作用す 

る 様になる。 それが 爲に 人々 の 心 は 迷ひ惱 み、 彼方此方に 彷惶 ふので あるが、 共 間に 唯一 つ 動か 

す 變らぬ ものが ある、 それ は 丁度 羊の 群の 様に、 先立つ 者に 附從 するとい ふ 群 の 習性で ある" 

此れ だけ は變 化の 中の 變 らぬ 者で ある C 

精密 科學に 公算 論を應 用す る 場合で も隨分 困難の 起る 事が ある e 對數表 中の 數字ゃ 又 圓周率 t= 

の 小數位 の 數 字が 偶然 の 方 則に 從 つて 分布され て 居る の は 何故 であらう か。 對數に 就いて は 自分 

は 嘗て 何處 かで 此の 問題 を 論じた 事が あるが 此 場合に は 何も w 難 はない。 卽ち 實數の 小さい 差に 

對 する 對數の 差 は 小さい が、 しかし 六 桁 目の 數 字に は 大きな 差 を 生す るからで ある。 それで 此處 

. にも 前と 同じ 規準が 適用す るので ある。 

ffi  ^し t" の數 について は 說明は 困難で、 唯 4マ の處 自分 は 未だ 滿 足な 說明 をす る 事が 出来ない G 

^ 比の 様な 問題 は硏究 しょうと 思へば 未だ 外にい くら も あるで あらう が、 其れより きに 特に 考 
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へ て 見なければ ならぬ と m 心 ふ 問題が ある。 今 何 か 或る 簡單な 結 3^ 例へ ば 一 つ の 纏まった 端數 のな 

ぃ數を 得た とする。 さすれば 此れ は 偶然の 結 栗と は考へ 難いから 何 か 偶然 的で ない 源 因 を 索ね て 

此れ を說 明しょう とする だら う。 玆にー 萬 種の 數が ある 中で 纏まった 數、 例へば 丁度 一 萬と いふ 

數を 得る 公 箅は實 際 僅な ものである C 一  萬に 一 つの 機會 しかない。 俳し 又 外の 或る 數を 得る の も 

矢 張 萬に 一 つで あるのに、 外の 數が 出た 時には 誰れ も 別に 怪します、 偶然 だとして しま ふ。 つま 

り 外の 數は 目立たない とい ふだけ で、 さう 思 はれる ので ある。 

此れ は單に 吾人の 錯覺 に過ぎない だら うか、 それとも 此ぅ いふ 風に 考へ るが 正當な 場合 も ある 

だら うか C 吾人 はさう あれ かしと 期待す る 外 はない、 さもなくて は 凡ての 科學は 成立 しないので 

ある。 吾人が 或る 假說の 正否 を驗 しょうと する 場合に どうす るか。 此の 假定 より 生す る あらゆる 

結3^^を 一 々確かめようと 思っても 其數は 無限大で あるから 到底 不可能で ある。 それで 若 千の 結. 恥 

の 當 否 を驗す るに 止める、 それで 成效す れば 此の 假說は 確かめら れ たと 宜言 する。 何と なれば そ 

れ程 うまく 成效 する の は 偶然の 結果と は 思 はれぬ からで ある 併しよ く/ \考 へ て 見れば 此の 議 

論 も 前 の と 同じ 樣なも ので ある。 

此の 事 を 充分に 說 明しょう とすると 餘り 長くなる から、 玆 では 述べない が、 唯少 くも かう いふ 

事が 云へ る。 卽ち兹 に 二つの 假說が 提供され て 居る、 簡單な 源 S の爲 か、 或は..^:人が偶然と^け 
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た 複雜な 源 因 の 集 圑の爲 かとい ふので ある" 前者が 簡單な 結果 を 生す ると 想像す る の は 自然な 事 

である。 それでもし 簡單な 結 Ei- 例へば 端數 のない 數を 得た 場合に は、 此れが 萬に 一 つの 機會 しか 

ない 偶然の 產 物と 考 へる より は、 屹度 此れ を 生す る 普の 簡單な 源 因の 爲に 生じた と考 へた 方が 尤 

もらしい 様に 見える。 併し 簡單 でない 結 rai^ を 得た 場合に はさう は考 へない だら う。 此 場合に も 萬 

に 一 つと いふ 點に は變り はない が、 此 場合に 簡單な 源 因が 作用した とい ふ 事の 確から しさ は餘程 

少 いので ある。 (大 E 四 年 七— 八 H、 東洋 學藝雜 誌) 
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遷變が 鉀ぶ！ネ 的辦卞 るた 兑 に 的 s{. 


史 W に 見た る 利學的 宇宙 觀の 變遷 (スワン テ •  了 ヒー ウス) 


序 . 

先年 私が 瑞 典の 讀者界 の爲に 著した 一 書 一 宇宙の 成立」 ： iJas  .\V3.(12-  <lor  wclhi"  (viirld- 

amas  utveckling) が 非常な 好意 を もって 迎 へられた の は 誠に 感謝に 艰 へない 次第で ある。 其 結 

»K として 私 は舊知 或は 未知の 人々 から 色々 な 赏問を 受け る ことにな つ た。 此等 の 質問 の 多く は、 

現今に 比べ ると 昔 は 一 般に 甚だ 多様であった ところの 色々 の 宇宙 觀の當 否に 關 する ものであった。 

此れに 答へ るに は、 有史 以前から 旣に疾 に 凡ての 思索 者 達の 興味 を惹 いて 居た 宇宙 進化の 諸問題 

に關 する 色々 な考へ 方の 藤 史的 第 成 を すれば 好都合な わけで ある。 

ところが 今度 或る 別な 事情の 爲に、 一一 ュ ー トンの 出現 以前に 行 はれた 宇宙 開闢 論的觀 念の 應史 

的 發達を 調べる やうな 機 緣に立 到った ので、 此 序に 此方 面に 於け る 私の 知識 を充實 させ. e ズ、 そ 


189 


れ によつ て 7,:! 來久： ： 時代に 於け る-:. ナ{.£關 係 Is 問 题に對 する 見解に 就いての 一 つ の 纏まった 概念 を？ 付 

る ことが 可能と なった。 此 仕事 は 私に 取って は 多大な 興味の ある ものであった ので、 押し付けが 

ましい やうで は あるが、 恐らく 一般 讀 者に 於ても、 此方而に關する：.^:人の觀1ーが、 野蠻な 自然：；^ 

の 當初 の 幼稚な 纏ま ら ない 考へ 方から 出發 して 現代の 大規投 な S 心 想 の 殿堂 に 到達す る 迄に 經. E し 

て來た 道程に 就いて、 多少の 概念 を 得る こと は 望ましい であらう と はじる やうに なった。 へ ッケ 

ル (Kackel) が 云って おる やうに 「唯 それの 成り立ち (werdeu) によって のみ、 成った もの ((las 

GeAvol.dene) が 認識され る。 現象の 眞の 理解 を 授け る もの は 唯 其れ の發 達の 歷史 だけで ある ご 

此 の 言葉 に は 多 少 の 誇張 は ある 11 例 へば 現代の 化學を 理解す る爲に 昔の 凍 金 術 者の あらゆる 

i 発想 を學び 知る こと は必耍 としな い —— 併し 兎も角も、 過去に 於け る 思考 様式 を 知る と いふ こと 

は、 吾々， g 身の 時代の 觀 照の 仕方 を 見る 上に 多大の 光明 を與へ ると いふ 效 5^ が あるので ある。 

最も 興味 の あるの は .：^；： 々 現在 の 觀念 の 萌芽が 最古 の 最も 不芫 全な 概念 形式 の 中に 旣に； S まめ ら れ 

る ことで ある。 此 等の 觀 念が 其 環境 の 影響 を 受け な がら 變遷 し て來た 宿命的 徑路を 追跡 して 見る 

と此 等が 如何に 色々 の異說 と鬪っ て來 たか.：. 分り、 又 一 時 は 其 生長 を 阻 {I: される ことがあっても、 

やがて 又 勢よ く 延び 立って、 其 競 (卡者 等 を 日陰に 隱し、 結 £5 只 自已獨 りが 生活 能力 を 有つ もの だ 

とい ふ 表 章 を 示して 來 たこと を 知る であらう。 此の やうな 據ぉ的 比 絞 研究に よって： 九：々 の现 代の 
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見解 C 如何に 健全で あるか、 如何に 11^ 頼す るに 足る かとい ふこと を 一 曆 痛切に 感得す る ことが 出 

來る であらう。 

此 研究から 叉 現代に 於け る 發 達が 未曾有 の 速度で 通行して 居る とい ふこと を 認めて 深き 滿足を 

味 ふこと が 出来る であらう。 先づ約 一 〇 萬 年の 間 人類 は 一 種の 精神的 冬眠の 狀 態に 在った ので 如 

何なる 點 でも 現在の 最も 未開な 自然 民族に 比べ て 相距る こと 幾何 もない 有様であった。 所謂 文化 

お 族の 發達史 が 跨つ て 居る 一 萬 年 足らす の 間に 於け る 進歩 は 勿論 有史 以前の それに 比べ て は遙に 

著しい ものに ちが ひない。 中世に 於て は、 この 時代の 目標と なる 位に、 文化 關 係の 各方 面に 於け 

る 退歩が あり はした が、 それに 拘らす 過去 一 〇〇〇 年の 間に 於け る 所得 は 其 以前の 有史 時代 全部 

を 通じての 所得に 比べ て 遙に顯 著な ものであると 斷 言しても 差 支へ はないで あらう。 最後に 叉、 

今から  一 OG 年 以前に 於け る ラプラ ス 並に ウイ リア ム- ハ ー シ H ル の 宇宙 進化に 關 する 卓 拔な研 

究は 暫く 措いて、 兎も角も 最近 一 〇c 年間の 此方 面に 於け る 收穫は 其 前の 九 〇〇 年間の それに 比 

ベて 多大な ものである とい ふこと は 恐らく 一  般の 承認す る 所で あらう と W 心 はれる。 單に 器械 的 熱 

舉 理論が 此 問題に 應 用され ただけ でも、 それ 以前 一 切の 研究に よつ て 得られた と 同じ 位の 光明 を 

得た と 云つ て もい、 ので あるが、 其 上に 分光器の 助けに よつ て 展開され た 廣大な 知識の 領土に 考 

へ 及び、 叉 其 後 熱 1^ 射 や 幅射壓 や、 豐 富なる H ネル ギ I の- S 藏庫 たる 敌射性 物！ _M ゃ此 等に 關 する 
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諸方 則の 知識の 導 人な ど を 考慮して 見れば、 天 W は 當然： ：- 取 後の 一世紀の 勝利の 方に 傾く ので ある r 

尤も 此 やうな 比较 をす るに は-丹々 は餘 りに 時代が 近 過ぎる。 其 爲に 一 〇〇 年 以前の 世紀との 比較 

に 正 鵠 を 失する 恐がない と は 云 はれない が、 併し 鬼 も 角 も 自然界 に 關す る-舟人の 知識が 今日に 於 

け る 程 急激 な 進歩 をした こと は 未だ 曾てなかった とい ふこと に 就いては 如何な る 科學者 に も 異議 

は ある ま いと 信す るので ある。 

自然 科學的 認識 (特に 宇 〈£ の 問題の 解釋に 於け る それの 有 效な應 用) の 進歩が 此れ程 迄 異常な 

々お 速度 を 示す に 到る とい ふの は 如何にして 可能で あらう か。 此れに 對 する 答 は 凡そ 次の やうに 云 

はれる であらう。 文化の 最初の 未明 時代に 於け る 人 問 は、 もとく 家族から 發 達した 所謂 種族の. 

小さな 範圍內 に 生活して 居た。 それで 一 つ の 種族が 自分 だけで 此廣大 な 外界から 獲得す る こ 

との 出来た 經 験の 總和は 到底 範圍の 大きい ものに はなり 得なかった C さう して 種族 中で 一番 智惠 

の ある 人間が 所謂 r 醫術者 J(M21izinmaml) となって 此經驗 を 利用し、 それによ つて 同族の 人間 

を：；^ 廻して 居た。 彼の 此 優越 權の 基礎と なる 知識の 寳庫を 一 瞥 する こと を 許される の は 唯 彼の 最 

近親の 親戚 朋友 だけであった。 此の 寳 庫が 代々 に 持ち 傅 へられる 間に 次第に 擴 張され るに しても 

其れ は 唯 非常に 綏徐 にし か 行 はれなかった" 種族が 合同して 國家を 形成す る 方が 有利 だとい ふこ 

とが 分って 来た 時代に は 事情 は餘程 改善され て 来た。 卽、 知識の 所有者 等は團 結して 比較的 大き 
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な 一 つの 僧侶 階級 を 形成した。 さう して 彼等 は實際 本式の 學 校の やうな もの を 設けて 彼等の 仲間 

人 をす る もの を 教育し、 古来の 智惠 を傳授 した ものら しい。. 其內 にも 文化 は 進んで 經驗の 結 5^ を 

文字で 記錄す る こと が 出来る や うにな つ て來 た。 併し 其 文字 の 記錄を 作る の は 中々 の 骨折で あつ 

たので、 さう いふ もの は 僅少な 數 だけし かなく、 寺院 中に 大事に 祕藏 されて 居た。 此の やうに し 

て 僧侶の 智惠の 寳物は 割合に 速に 增 加して 行った が、 其 中から 一 般 民衆の 間に 洩れ 擴が つたの は 

實に云 ふに も 足りない 僅な 小 部分に 過ぎなかった。 のみなら す 民衆の 眼に は 博識と いふ こと は 一 

種 超自然的な もの 、やうに しか 見えない のであった。 併し そのうち にも 偉大な 進歩 は 遂げられた。 

さう した 中で も 最も 先頭に 進んで 居た の は 多分 H ヂ ブトの 僧侶 達であった らしく、 彼等が ギ リシ 

ァの萬 有學者 達に 自分 等の 知識の 大部分 を敎 へたと いふの は 疑 もない ことで ある。 さう して 一時 

素晴 しい 盛 花期が 出現した。 その後に 次いで 来た 深甚な 沈 退 時代 を 見る につけても 猶更 吾々 は此 

隆盛 期に 對 して 完全な 讚美 を 捧げない 譯には ゆかない ので ある。 此 時代に は 最早 文字 記錄は 寺院 

僧侶と いふ 有權 階級の みに 限られた 私有財産で はなくな つて 普通の 人 階級 中に も擴 がって 居た。 

但し それ は 最も 富有な 階級の 間 だけに 限られて は 居た ので ある。 a ] マと ギリ シァ の國 家の 隆盛 

期 に は奴隸 の數が 人民 の 大多数 を 占め て 居た ので あるが、 彼等の 中の 少数な 學識 ある 奴 僕 例 へ ば 

寫字生 の やうな もの 以外の もの は 精神 文化の 進歩 を 享受す る こと を 許されて 居なかった。 特に 又、 
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手工、 從っ て實驗 的な 仕事な ど をす るの は 自^人の 體 面に 關 はる ことであって 唯奴隸 にの み ふさ 

はしい ものである とい ふやう な 考がぁ つたこ とが 不利な 影響 を 生じた のであった。 其 後 に 又 自然 

探究の 嫌 ひな ァテ ンの 學學 派の 爲に 自然 研究 は 多大の 損害 を 蒙る こと \ なった。 其 上に 彼等の 

敎理 は 基督 敎 寺院 の 管理者の 手に 渡って、 さう して 殆ど 現代 迄 も 其 の 文化の 進歩 を^ 害す る やう 

な 影響を及ぼして 来たので ある。 此 悲しむべき 沒落期 は 新時代の 始に 人間の 本性が 再び 其の 眠 か 

ら 醒める 迄續 いた。 此 時に 到って 印刷術と いふ ものが 攀 問の 婢僕 として 働く やうに なり、 又實驗 

的 の 仕事 を輕 侮す る や うな 有識者 の 考 へ 方 も 跡 を 絶 つやう になつ た。 併し 初め の うち は 矢 張 昔 か 

らの 先入 的な 意見の 抵抗が あり、 又 色々 な 研究者 間に 協力と いふ ことが 缺 けて 居た 爲に あまり 涉 

涉 しく は ゆかなかった。 其後此 障害が 消失し、 同時に 又 科 學の爲 に盡す 研究者の 數も、 彼等の^ 

器の 數も 矢つ ぎ 早に 增 加した。 最近に 於け る 大規模の 進歩 はかくして 行 はれた ので ある。 

吾々 は 今 「最上の 世界一 に 住んで 居る と^ふ 人が 折々 ある C 此れに 就いては 餘り 確かな 根據か 

らは 何事 も 云 ひ 兼ねる ので あるが、 併し 吾々 は —— 少 くも 科 學者達 は —— 最上の 時代に 生活して 

居る と 主張しても 大丈夫で ある。 それで；^:々 は 次の やうな こと を 歌った 彼の 偉大なる 自然と 人間 

の 精通 者ゲ ー. テ と共に、 未來 は： 史に 一層. より 善くなる ばかりで あらう とい ふ 堅い 希望 を 抱いても 

差 支へ はないで あらう。 
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げに大 なる 歡び なれ や、 

世々 の 精神に 我 を 移し 置きて、 

昔の 賢人の 考察の 跡 を 尋ね 見て、 

かくもう る はしく 遂に 到りし 道の 5^ 見れば。 

ストック ホ小ム にて 一 九 〇 七 年 八月 


玆で 一言 附加 へて m3 きたい こと は、 此 改訂版で 若干の 補 遣と 修正 を 加へ たこと である。 此れ は 

其 後に 此方 面に 關 して 現 はれた 文獻と 並に 個人的の 示教に 據 つた ものである C それ 等の 示教に 對 

して は 此處で 特に 深謝の 意 を 表して 置き 度い と 思 ふ、 又敎養 ある 讀者 界が此 書中に 取扱 はれた 諸 

種の 問題に 對 して 示された 多大の 興味 は 今度 もな ほ滅 する ことなく 持鑌 する 事 を敢て 希望す る 次 

第で ある。 又斷 つて 置き 度い こと は、 死者 並に 神々 の 棲 處に關 する 諸問題で ある、 此等 問題に 對 

する 解答 を與 へる とい ふこと が、 すっと 古代の 開 闘 論 的 宇 〈£ 像の 形成に は 何等かの 貢獻 をした で 

あらう し、 從 つて 乂此處 でも 問題と すべきで はない かと 考へ させる だけの 理. H もないで はない が- 
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併し 此書 では 少しも 此 等の 點に立 入らない ことにした。 此れに 就いては 讀 者の 多 數 から は 諒解し 

て 貰 はれる で あらう と 信じ る。 此 等の 問題の 考察 は實際 全然 此書 の 目的と す る 科學的 考究 の 圈外 

に屬 する ものな ので ある。 

ストックホルム にて 一九 1 〇 年 十月 
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I 宇宙の 生成に 關 する 自然 民の 傳說 

發 達の 最 俄 段階に ある 民族 は 唯 其 日 其 日に 生きて 行く だけの ものである C 明日 何事が 起ら う 力、 

又 昨日 何事が 起った にした ところが、 それが 何 か 特別な 其 日 其 日の 暮らしむ きに 直接 關係 しない 

限り、 彼等に 取って それ は 何等の 興味 もない ことで ある。 宇宙と いふ ものに 就いて、 或は 其の 不 

斷の 進展に 就いて、 何等かの 考察 をして 見る とい ふやうな こと もなければ 又 此の 地球の 過去の 狀 

態が 凡そ 如何なる もの であった かとい ふこと について 何等かの 概念 を も つと い ふ 事 すら £ わ ひも 寄 

らな いので ある。 今でも 互に 遠く 距 つた 地球上の 所々 に、 此の やうな 低い 程度の 民族が 現存して 

居る。 例へば ブリン ト ン 博士  (ご-, pin さ m) は、 北米の 氷海 海岸に 住む ヱ ス キモ ー が、 世界の 起 

原と いふ 事に 就いて 未だ 嘗て 考へ 及んだ 事 すらなかった とい ふ 事 を 傅へ て 居る。 同様に アル ジ ェ 

ン チンの サン タ • フエ ー (Santa  F6) に 居る、 昔 は戰爭 好きで 今 は 平和な ィ ンデ イアンの 一族 ァ 

ビボ ン人 (Al)ip(u-cr) や、 又南ァ フ リカの ゾッ シュ メン族 (BllsdlmHrlner) も 嘗て 宇宙 開 闘の 問題 

に 思 及んだ こと はない やうで ある。  . 
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併し、 生活に 必需な もの を 得る 爲の闘 ハサが それ 程に ひどくない 地方で は、 旣に 遠い昔から、 地 

tif の 起.； g に 就いて、 少し 後れて は 又、 天 の 起原 11 換言すれば 此の 地球 以外に 在る 物象の 起ぽ— 

—に關 する 疑問に 逢着す る。 かう いふ 場合に は、 大抵、 世界の 起原に 就いて 何 かしら 人間的な 形 

を：：：；、 へた 考へ方 をして 居る のが 通例で ある。 卽、 世界 は 何 かの 人間的な 「者」 によって 製造され 

たと 考 へられて おる ので ある。 此の 「者」 は 何 かしら 或る 村 料 を 持 合 はして 居て、 それで 此の 

界を 造り上げ たとい ふので ある。 世界が 虚無から 創造され ると いふ やうな 觀念は 一 般には 原始的 

な 概念 中にはなかった ものら しく、 此れに はもつ と 高級な 抽象 能力が 必要であった ものと 見える „ 

かう いふ 考の 元祖 は 印度の 哲擧者 達であった らしく、 それが ブラ— マ (卽、 精靈) の傳說 中に ー冉 

现 して 居る のを發 見す る。 ブラ ー マ は 彼の 觀 念の 力に よって 原始の 水を创 造した とい ふので ある „ 

同じ 考 はまた 波 斯 イス マ 二 ル の傳說 にも 現 はれ、 玆 では 世界 は 六つの 時期に 區 切られて 出發 した 

ことにな， つて 居る。 物^が 何等かの 非 物質的な ものから、 或る 意志の 作用、 或るへ 叩 令、 又は 或る 

觀念に 依って 生成し 得る ものであると いふ 考は、 上記の 傳說に 於け る ものと 同様に、 一 超自然的」 

或は 「非 自然 的」 と 名 けても 然るべき ものである。 此れ は 物 の總 量が 不變で あると いふ 現代 科 

畢の 立場と 撞着す るの みならす、 又 野蠻民 等が 其の 身邊 から 笼 集した 原始的の 經驗 とさへ も 融和 

しない ものである。 また赏 際 多くの場合に、 物質の 永遠 性と いふ 觀 念の 方が、 物質から 世界 を 形 
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成した 人間的の 創造者 卽 神が 無窮の 存在で あると いふ 考 よりも、 もつ， V 深い 所に 根源 を もって 居 

るら しく 見える。 從 つて その 宇宙 創造者 は 原始 物質から 生成した ものと 考 へられて 居る のが 常例 

である。 勿論 此の やうな 宇 {£ 始 源に 關 する 觀念を 形成しょう とする 最初の 試みに 於て、 餘り 筋道 

の 立つ た 高級な も の を 期待す る譯に は 行かない ので あるが、 併し 却つ て 此 等の 最も 古 ぃ考へ 方の 

中に 進化論 (卽、 本来 行 はれ 来った 旣 知の 諸 自然力の 影響の 下に 宇宙の 諸 過程が 自然 的に 進展す 

ると いふ 學說) の 胚子の やうな ものが 認められる 事、 又 此の 進化論と 反對に 超自然的の 力の 作用 

を假定 する やうな、 從っ て 自然 科擧的 考察の 對 象と はなり 得ない やうな 形而上 學 的宇帘 創造 論の 

胚子と 云った やうな ものが 認められな いとい ふ 事は觀 過し 難い 點 である。 

(註) 濠洲の 海岸に 住む 非常に 文化 S 低い 程度に ある 民族 ブ-ヌ —。ン (Ikl-lm-rollg.)  Q 云 ふ 所では、 鷲 

の 形 をして 現 はれた 神 ブンジ H ル (131 ョ -jel) が 世界 を 作った ことにな つて 居る。 何物から 作った か、 

それ は 分らたい。  ■ 

彼の 偉大な 折 C 擧者 ハ—、 パ， -ト • ス ベン サ ー (Herbert  spencer) は 進化と い ふ 概念に つ いて 次 

の やうに 云って 居る。 卽 「進化と は 非 均等から 均等へ、 不定から 決定へ、 無秩序から 秩序への 變 

化で ある」 とい ふので ある。 尤も 此の 意見 は 全く 正當 ではない I . 特に 分子の 蓮 動に 關 係して は 
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—— が、 それでも 此れ は 宇宙の 進化に 關 する 此の 最初の 概念に 全然 該當 する ものである。 此の 概 

念 は尙又 ラプラスの 假說の 一般に 行 はれた 爲に 現代 迄 も 通用して 來 たもので ある。 形態 もな く、 

秩序 もな く、 全く 均等な 原始 要素と して は齊 通に 水が 考 へられて 居た。 最古からの 經驗 によって 

洪水の 際に は 泥土の 層が 沈澱す る 事が 知られて 居り、 此物は 色々 な 築造 の 用途に 都合 の 好い 性質 

によって 特別の 注意 を 引かれて 居た ものである。 タレ ー ス (Thal3s) は 叉實に (西曆 紀元前 約 五 

五 〇 年) 萬 物 は 水より 成る と 云って 居る ので ある。 煮沸器 內の水 を 煮詰めて しま ふと、 あとに は 

水中に 溶けて 居た 鹽 類と、 浮游して 居た 固體の 微粒子から 成る 土 壤樣の 皮 殼を殘 すと いふ 事の 經 

驗は 恐らく 旣に 早くから あつたの であらう。 

此の 考を 裏書す る ものと して 引用して もよ いかと 思 はれる もの は、 後に 述べる やうな 埃 及、 力 

ル デァ、 フィ ン ランドの 創造 神話の 外に、 萬 物の 起原に 關 する 印度の 物語の 一 つで ある。 卽、 そ 

れは リグ、 ヴ H 1 ダ (Rig-veda) の 第十卷 目の 中に ある 見事な  一 二 九番の 讚美歌で、 譯 して 見る と 

かう である。 

一つの 「有」 もな く 一  つ の 「非 有」 もなかった、 

空 氣で充 たされた {<1 間 も、 それ を 蔽ふ天 もなかった。 

何物が 動いて 居た か、 そして 何處 に。 動いて 居た の は 誰れ であった か。 
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底な しの 奈落 を充 たして 居た の は 水で あつたか。 

死 もな く、 又 永遠の 生と いふ もの もなかった。 

晝と 夜との 分ち も 未だなかった。 

或る 一 つの 名のない 「物」 が 深い 溜息 をして 居た、 

其 外 に は 此の 宇 {m の 渾沌 の 中に 何物 もなか つ た U 

其 處には 暗闇が あった、 そして 暗闇に 包まれて、 

形な き 水が、 廣ぃ 世界が あった、 

眞 空の 中に 介在す る 虚無の 世界が あった G 

それでも 其 中の 奥底に は 生命の 微光の 襟よ ひ はあった _ 

動 い て 居た 最初 の もの は 欲求で あつ た、 

それが 生命の 靈の 最初の 象徵 であった、 

靈魂 の 奥底 を搜り 求め た 賢人 等、 

彼等 は 「非 有， 一 と 「有」 との 相關 して 居る 事 を 知った „ 
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と は 云へ、 時の 始めの 物語 を 加る 人が あらう か。 

此 世界が 如何にして 创 造され たかを 誰が 知って 居よう。 

其當 時には 一 人の 祌も なかった のに。 

何人も 見なかった 事 を 築して 誰が 語り 傅へ ようか G 

原始の 夜の 時代に 於け る 世界の 始まり は 如何なる もので あつたか。 

抑 も此は 創造され たもの か、 创； された のではなかった のか。 

誰れ か 知って 居る ものが あるか、 ありと すれば、 それ は 萬 有 を 見守る 「彼 J であるか、 

一大 の 高き に f.; す^ —— 否 恐らく 「彼」 で すら 知らない であらう。 

此の 深き に 徹した 詩的の 記述 は 本来 原始 民の 口碑と いふ 部類に 屬 すべき もので はなく、 寧ろ 甚 

だ 高い 發 達の 階級に 相當 する ものである。 ^し 此の 中に 萬 物の 始源 として 原始の 水 を 持 出した 所 

は、 疑 もな く 印度 民族の 最古の 自然 觀に 根ざして 居る と 思 はれる。 

種々 な 開 ii の 物語の 多數の 中に 繰返して 現 はれる (中に も、 カル デァ及 此れと 關聯 して 居る へ 

ブライ 又 ギリシアの それに 於ても) 觀念 として 注 nz すべき もの は、 ー體唯 光明の 缺除を 意味す る 

に過ぎないと m 心 はれる 闇黑 或は 夜 を 或る 實在 的の もの だとす る觀 念で ある。 「有」 と 「非 有」 と 
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は 一 體正 反對な ものであるの を聯關 した もの 、やうに 見做して 居る。 此處で 此の やうな 考 の根抵 

となつ て 居る の は 疑 もな く、 全然 均等な 渾洩の 中には 如何なる 物に も 其の 周 固の ものとの 境界が 

な く 、 從 つて 何物 も^ 在 しないと いふ 觀念 であらう。 

通例 無秩序の 狀態を 名け るのに 希臘 語の ケォス (chaos) を 用ね るが、 此れ は 一： 儿來物 I：；、 の到處 均 

等な 分布 を 意味す る。 カントの 宇宙 開 歸論も 矢 張、 宇 は その 始め 質點の 完全に 均等な 渾沌 的 分 

布であった とい ふこと がら 出發 して 居る。 此の 原始 狀態は 又 爆"、 例へば 日本の 祌 話に 於け る 如 

く、 原始 H  — テルと いふ 言語で 云 ひ 表 はされ る。 その 神話に はかう ある。 「天と地と が 朱 だ 互に 

分れて 居なかった 昔に は 唯 原始 H  I テル があった のみで、 それ は 恰も 卵子の やうな 混合物で あつ 

た。 淸 澄な もの は 輕ぃ爲 に 浮び 上って； 太と なった。 靈 いもの 獨っ たものば 水中に 沈んで 而 して 地 

となった cl」 又もう 一つの 日本の 傅 說でタ イラ ー (Tylor) の傳 へて る ものに よると、 大地 は始 

に は 泥の やうに、 又 水に 浮ぶ 油の やうに 粘 流動性であった。 「そのうちに 此の 物 1^3: の 中から ァシ 

と 名け る イチ ハツ 或は 葦の やうな ものが 生長し、 其 中から 地 を 作る 神が 現 はれ 出た」 とい ふの， .f, 

ある。 

自然の 生物界に 於て は、 一見 生へ & のない やうな 種子 或は 卵から 有機 生物が 出て 來る. - 此の 事實 

の觀 察から して、 &r 宇 南の 起原に は 卵子が 或る m 要な 役 ほ を 務めた とい ふ觀念 が 生じた。 此れ 


203 


は 上述の H 本の 物語に も 又 印度、 支那、 ポリネシア、 フィンランド、 H ヂ ブト 及ソ H  ニシ ァの傳 

說に 於ても さう である。 

宇宙の 生成に 一 つ 又は 數 個の 卵が 主役 を 務めた とい ふ 事で 始まる 色々 な 創造 傳說の 中で 最も 能 

く 知られて 居り、 又 最もよ く 仕上げの か、 つて 居る の は フィンランドの それで ある。 それ は 露 西 

亞の アル ハ ン ゲル スク 州に 住む 比較的 未開な フィ ンラ ンド 種族の 物語に 據 つて 記錄 されて 居る。 

此の 傅說 によると 「自然の 貞淑な 娘」 であると ころの イルマ タ ー ル (Ilmatal.) が 蒼い {4j 間の 中に 

浮び 漂うて 居た。 そして 折々 氣を かへ る爲に 海の 波の 上に 下り立った、 とい ふので ある。 此れで 

見る と 海 は 始めから 存在して 居た ので、 其の上に は廣ぃ 空間が あり、 のみなら す イルマ タ— ルが 

あり、 彼女 は 自然の 中から 生れた ものである。 此れ は 色々 な野蠻 民族に 通有な 考へ 方に 該當 して 

居る ので ある。 

そこで イルマ タ ー ルは 嵐に 爆ら れて七 百年の 間 波の 上 を泛び 歩いて 居る。 そこへ  一 の 野 鴨が 

波の 上 を 飛んで 來 て何處 かへ 巢を 作らう として 場所 を搜 す。 ィル マタ —ルが 水中から 臑を 出す と 

鴨が 其の上に 金の 卵 を 六つ 生み、 七 番目に は 鐵の卵 を 生む。 それから 鴨 は 二 R 間 それ を 抱いて あ 

た、 めた 後、 ィル マタ ー ルが 動いた 爲に 卵は墜 ちて 深海の 底に 陷る。 

并し卵 は 海の 
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水で 碎 けなかった、 

それ は、 此れから 天が 

地が 生れて 出た。 

卵の 下の 部分から 

母なる 使い 地が 生じ 

併し 卵の 上の 方から 

高い 天の 堅めが 出来た。 

而 して 殘 りの 黄 味 は ， 

日中 を 照らす 太陽と 成り 

そして 殘 つた 白 味 は 

夜の 冴えた 月と なった。 

併し 卵の 中で 色々 な もの は 

大 の 多くの 星に なった。 

さう して 卵で 黑ぃ 部分 は 

風に 吹かれる 雲に なった。 
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そこで イルマ タ ー ルは 海から 上がり、 さう して 岬 や 島々 や 山々 小山 を 作り出した。 それから、 

賢い 歌手で 虱の总 子で あると， ころの ゥ H イネ モ H イネ ン (，wiiilliim5ine:Q) を 生んだ。 ゥェ イネ 乇 

H イネ ンは 月と 太陽の 光^ を歡 喜した が、 しかし 地上に 植物の 一 つもな いのは どうも 本當 でない 

と W 心った、 そこで 農業の 祌ぺ ルレ ルヴォ イネ ン (pellel-voinell) を 呼び寄せ 野に 種を播 かせた。 野 

は活々 した 綠で蔽 はれ、 共 中から 樹々 も 生 ひ 出た。 唯樫樹 だけ は 出なかった。 此れ は 其 後に 械ゑ 

られ たので ある。 然るに 此の 樫は餘 りに 大きく 生長し 過ぎて 太陽 や 月の 光 を 遮り 晤 くす るので 伐 

り 倒さなければ ならなかった とい ふので ある。 

玆で 見る やうに 此 等の 話の 蓮び の 中で 祌々 や 人間、 動物 ゃ械 物が 現 はれて 來 るが、 此 等が 何處 

からどう して 出て 來 たんに 就いては 何等 立 人った 說 明の 必要 も考 へられて 居ない。 此の 特徵は 凡 

ての 創造 傳說に 典型的な もので は あるが、 此の フィ ンラ ンド の傳說 程に 此れが 顯 著に 现 はれて 居 

るの は 珍しい。 多分 此 の 傅說は その 部分が それぐ 逮 つた 人々 によって 出來上 つた ものら しく m 心 

はれる C  し 此等を 批評 的に 取扱って 一 つの 纏った 宇宙 生成の 傳說に 仕立て上げよ うとした もの 

はなかった C 云 ひ 換れば 此れ は 畢竟 傳說の 形と なって 現 はれた 自然 兒の 詩に 過ぎない のであって 

理智に 《ほむ W わ 索 家の 宇 {£ を. 糸統 化せん とする 考 ではない の で ある。 

ヒルシュ fE.  G  wirsch) が 云って ねる 通り  一 始的 の 宇 開 隨 論 は い づ れ も 民族的 穴 J: 想の i£ 
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發的產 物であって、 從 つて 非 系統的で ある。 其 等 は 通例 唯 神統學 (Theogouy) の 一 拿 卽 々 

の 系圖の 物語で あるに 過ぎない c」 

諸方 の 民族 の 傳說 中で 大 洪水 の 傳 說が顯 著な 役目 をつ とめて 居る。 此れに は 科學者 の 側から も 

多大の 注意 を 向けられて 居る。 最もよ く 知られて 居る の は 聖書に 誌され た大 洪水で、 此 際に 大地 

は 悉く 水中に 沒し、 最高の 山頂で さへ 十五 二 ル レ ンの 水底に あった 事に なって 居る。 

千 九 百 八十 年代の 頃に 此れと 全く 同様な 內.； ^を 楔形文字で 誌した 物語が 發 見され、 其 中に 英雄 

シト. ナ ピ ス テ ィ ム 5J>l5pistim) (卽、 バ ビ 3 ン 人の 所謂 クシ ス スト S ス (xisusthros) の 名が 

出て 居る 事が 分って 以來、 此の 猶太の 傅 說の源 は アツ シリアの ものであると 考 へらる、 に 到った" 

へ ブ ライの 本文に . 「大 洪水 を 海より 襲ひ來 らしむ ベ し」 と ある 所から、 有名な 地質 學者ジ ュ ー ス 

{Siicsb 一八 八 三年) は、 此の 大 洪水が 火山 爆發に 起因す る 津波に よって 惹起され たもので、 此の 

波が ぺ ル シァ灣 から メソポタミアの 低地の 上 を 侵 人して 行った もので あらう と考 へた。 

リイ ム (1.  Riem) は 種々 な 民族の 大 洪水に 關 する 傅說で 各、、 獨 立に 創作され たらしく 思 はれる 

もの を 六十 八 程 蒐集した。 此 中で 僅に 四つ だけが 歐羅 巴の 國 民の ものである。 卽、 希臘の デゥカ 

リオンと ビュ ルラ (Deuksaiol-,  pyrrha) の 傅說、 H ッ ダ (Edda) 中の 物語、 リタ ゥニ ン人 (Litta- 

l】er) の W 說及 北東 ロシアに 住む ゥォグ ー レン 人 (wogulcu) の 傅說 である。 アフリカ のが 五 ァ 
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ジァ のが 十三、 ォ ー ス トラ リア 及 ボリ ネシァ が 九、 南北 アメリカ のが 三十 七で ある。 一一 グロ や 力 

フィ I ル族 (wafeel.) の 黑人ゃ アラビア 人は此 種の 傳說を 知らないの である。 此の 大 氾濫の 源 因 

に 就いて 各種 民族の 傳 ふる 所 は 甚だ l5il 々である。 氷雪の 融解に よるとす る もの (ス カン ディナ ヴ 

ィァ 人)、 雨に よるとす る もの (アツ シリア 人)、 降雪 (山地 印度人 Montagnais-Indianel.r 支柱 

の 折れた 爲に 天の 墜落 (支那)、 水神の 復仇 (ソ サイ ティ ー 諸島 Gesellschaftsiuselu) による もの 

等 色々 ある。 中には 洪水が 幾度 も 繰 返された 事に なって ゐ るの も ある。 

例へば プラト I  (Plato) は ティ マイ ォス (Thnltos) の 中で、 或るヱヂプトの！^侶が、 天の 洪水 

は 一 定の 週期で 再歸 する もの だと 彼に 話した と 誌して ゐる。 

通例 天地創造の 行 爲は單 に 物質の 整頓で あると 考 へられ、 大多数の 場合に は それが 地と 原始 水 

或は 大洋との 分離であった と考 へられて 居る (太平洋 諸島 中の 若干の 民族 は 地が 大洋から 漁獲 さ 

れ たと 考 へて ゐ る)。 それで 其の 前の 渾沌 狀態は 氾濫 卽、 所謂 r 大 洪水」 によって 生じた もので 

あらう と考 へられ、 それが 又 後に 繰 返された ものと 考 へられる の は、 極めて ありさうな 事で ある _ 

例へば アリア ン 人種に 屬 しない サ ン タレン 人 (ststaleu) などが 此れに 類した 考へ方 をして 居た 

もの \ やうで ある。 

此の 考は 又、 近代の 若干の 學者 によって 唱 へられた 如く、 現在 生物の 棲息す る 地球の 部分 は、 
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何時か は 一 度荒廢 して 住 はれ なくなつ てし まひ、 又 後に 再び 生物の 棲處 となる であらう とい ふ 意 

見と も 一致す る。 野蠻 人の 間で は、 此の 荒 廢を來 す もの は 水 か 火 か 或は 風 (屡、、 又 神々 の 怒) で 

ある。 さう して 後に 又 此の 土地が 新に 發 育し 生命の 棲處 となる。 かう いふ 輪廻 は 幾度 も 繰 返され 

たと 考へ るので ある。 此の 考へ方 は、 輓 近の 宇宙 觀は 別と して、 中々 廣く擴 がって 居る もので あ 

つて、 其の 最も 顯 著に 表明され て 居る もの は 印度の 傳說 中に も (プ ラナ Puraua の 諸 書中に)、 

叉 後に 再說 すべき 佛敎 哲學の 中に も 見出される。 

{于{ 由の 再生に 關 する 敎理は 普通に 又 一 般に廣 く 行 はれて 居る 靈 魂の 移 轉に關 する 教理と 結び付 

けられて 居る のが 常で あるが、 玆 では 此の方の 關 係に 就いて 立 入る 必要 は あるまい。 

アメリカ の 宇宙 開闢 神話 は、 恐らく 舊 世界と は 沒交涉 に出來 たものと 思 はれる ので 或る 格別の 

與 味が ある。 ところが 此れが 叉舊 世界の 傳說と 著しい 肖 似 を 示して 居る。 唯 アメリカの 傳說 では 

動物の 類が 主要な 役割 をつ とめて ゐる。 大多数の 狩獵 民族と 同様に アメリカ . インディアン も 亦 

動物 を 自分 等の 同輩の やうに 考 へて ゐ るので ある。 一 體 世界の 製作者と いふの は、 きまって 土 か 

泥 を 手近に 備 へて 居た もの、 やうで ある。 通例 地 は 水から 分れ 出た 事に なって 居る。 最も 簡單な 

考へ 方に よると、 大洋の 中の 一 つの 小島が 段々 に 大きくな つて それが 世界に なった とい ふ 事に な 

つて 居る。 英領 コ 口 ン ビアの タク ル人 (Takullier) の 觀念は 獨特な ものであって、 卽、 始 てよ 水 
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と 一疋の 齢 香 鼠の 外に は 何もなかった" 此の 麝香鼠が 海底で 食斜を 索め て 居た。 その 間に 此の 掘 

の 口中に 泥が たまった の を 吐き出し たのが 段々 に 一 つの 島と なり、 それが 生長して 終に 陸地に な 

つたと いふので ある。 もっと 獨 特な祌 話はィ ロケ ー ス人 (Irokesg) によって 物語られて 居る。 

卽、 一人の 女祌 が天國 から 投げ出され たのが 海中に 浮游して 居る 龜の 上に 落ちて 來た。 そして そ 

の@ が 生長して 陸地に なった とい ふので ある。 此の 龜は 明らかに 前述の 神話に 於け る 小さな 大洋 

島に 相當 する もので あり、 女神の 墜落 は その 島の 生長 を 促す 衝動に なって 居る ので ある。 ティン 

ネ ー 印度人 (Timleh-Indianer) の 信す る 所では 一 匹の 犬が あって、 それ は 叉 美しい 若者の にも 

なること が 出来た。 その 犬の 身體が 巨人の 爲に 引き裂かれて、 それが 今日 世界に ある 種々 の 物象 

に 化生した とい ふので ある。 此の 如く、 世界が 一人の 人間 或は 動物の 跤體 から 創造され たと する 

諸 神話 は 最も 多様な 野蠻 人の この 世界の 起原に 關 する 傳說 中に 見出され るので ある。 時には 宇へ. E 

IS 造 者 は、 列へば ウィン ネバゴ 印度人 (Winnebago-Indianer) の 一： キ ツチ、 マ 二 トウ (Kitschi 

Manitou)」 (偉大なる 精靈) の やうに、 自分の K 體の 一部と 一塊の 土壤 とから：^ 取 初の 人間 を：^ 3 り 

上げた し 此の 祌話は H ヴァの 創造に 關 する 猶太 人の 傳說を 思 ひ 出させる ものであるが、 兎に角 明 

白に 初めから 此の 土地が お 在して 居た ものと 假定 されて 居る。 此の 點は ナヴァ ョ 印度人 (Navajo- 

Tndiallel.)、 ディ ッ ガ， '印度人 (Digger,  Gl.aber-Indianer) 叉 はグァ テ マ ラ の 原始 住民の 宇 〈巾 始 
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源に 關 する 物語に 於ても 同様で ある。 

ォ ー ス トラ リア の 原始 住民 は 甚だ 俄 級な 文化の 段階に 立って 居る。 一 般には 彼等 は 世界の 始ま 

りに 就いて 何等の 考をも 構成し なかった やうに 見える。 彼等に とって は、 大多數 の 未開 民族の 場 

合と 同様に、 天と いふ もの は、 平 州 一な 圓板狀 の 地 を蔽ふ 固定 的の 弯渗 である。 ゥォ チヨ バル I ク 

族 (wctjobaluk) の 信す る 所では、 ；大は以前は地に密^^して押しっけられて居たので太陽は此の 

二つの 間 を 蓮 行す る 事が 出来なかった が、 一 羽の 鵾 が 一 本の 長い 棒に よって 天を签 高く 押し上げ 

たので 漸く 太陽が 自由に 運行す る やうに なった ので ある。 此 の 甚だ 幼稚な 神話 は 此れに. 類似した 

古代 H ヂ ブト 人の 神話の 或る も の を 切實に 想起させる ので ある (此れに 就いては 更に 後に 述べ 

る)。 

上記の 諸 例から 知らる \ やうに、 宇宙 構成の； g 始的觀 念 は 宗教 的の 觀 念と 密接に 結合され て： i:: 

る。 野蠻人 は、 何でも 動く もの、 又 何 かの 作用 を 及ぼす 一切の もの は、 或る 意志 を賦與 された 精 

靈 によって 魂 を 持た されて 居る と 見做す。 かう いふ 見方 を 名け てァ 二 ミス ムス (Animismlls  ^物 

靈動觀 ) とい ふ。 「若しも 一 つの 河流が 一 人の 人間と 同じ やうに 生命 を 有って 居るならば、 自分 

一個の 意志 次第で、 或は 液慨 によって 祝福 を 齎す事 も、 又大 洪水に よって 災害 を 生す る 事 も出來 

る 害で ある。 さう だと なれば、 河が 其の 水に よって 福 を 生す る やうに 彼を勸 め、 乂災 {i^" の甚 しい 
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洪水 を控へ て くれる やうに 彼 をな だめる 事が 必要に なって 來る c」 

野蠻な 自然 民 は 此の 有力な 精靈を 魔法に よって 動かさう と 試みる。 その 法 術に かけて は 玄人で 

あると ころの 醫者叉 は 僧侶が 他の 人間に は 手の 屆 かない 智惠を 有つ て 居る ので ある。 現在 吾々 が 

自然現象の 研究に よって 得ん とする もの、 卽、 自然力の 利用と いふ 事 を 野 蠻人は 魔術に よって 獲 

ん とする ので ある。 それで 或る 點 から 見れば 魔術 は 自然 科學 の先驅 者で あり、 叉 魔術 使用の 基礎 

となる 祌話ゃ 傳說は 種々 の點で 今日の 自然 科學 上の 理論に 相當 する ものである。 そこで アン ドリ 

ゥ . ラ ング (Andrew  l^ang) に 云 はせ ると、 「諸 神話 は 一 方で は 原始的な 宗敎 的觀念 に 基く と 同 

時に また 他方で は當て 推量に よって 得られた 原始的の 科學に 基いた ものである。」 此 等の 推量な 

る もの も 多數の 場合に は、 所詮 日常の 觀 察に 基いた もので あらう とい ふこと は考へ 易い ことで あ 

る、 また 實際 如何なる 觀 察に 基因し たかを 推定す る 事 も 困難で ない 場合が 屢、、 ある。 尤も 中には 

幾分 偶然のお かげであった 場合 も 多いで あらう。 

此 等の 神話 は 口碑に よって 草 味の 時代から 文化の 進んだ 時代 迄 保存され て 来た。 その 間に 次第 

に 人間の 敎養は 高くな つて 来ても 祖先 傳 來の此 等の 考へ 方に 對 する 長 敬の 念 は、 此 等の 祌 話を改 

作したり、 叉 進歩した 觀 察と 相容れな いと m 心 はる、 部分 を 除去 するとい ふ 事に 對 する 障碍と なり 

勝ちであった。 此の こと は 次章に 再說 する へ シォド (Hesiod) 及ォヴ イド (Ovid; の 誌した 宇 開 
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闢の 敍述に 於て 特に 明瞭に 現 はれて 居る ので ある。 

時には 又もう 一 つ 他の 影響が あった。 卽、 野蠻 人の 傳說は 通例 高い 教養の ある、 しかも 特に そ 

れに 興味 を もった 人々 によって 描き出されて 居る。 それで 全く 無意識に その 人達 自身の 考へ 方が 

蠻 人の 簡單な 物語の 上に 何等かの 着色 をす る。 さう い ふ 事 は その 傅說の 中に 何 か 明白な 筋道の 立 

ちに くい 箇所の ある やうな 場合に 一層 起り やすい、 さう いふ 時には それ を 記述す る 宽集家 は その 

辻 褸を合 はせ ようとい ふ 氣に誘 はれ やすいから である。 • その 鬼 集 家が 人種の 近親 關係 又は 他の 理 

由から その 自然 民に 對 して 特別 好意 ある 見方 をして 居る 場合に は 特に さう である。 かう い ふ 場合 

に は その 記述 は往々 その 野蠻 人から 借りて 来た モティ ー ヴ で 作り上げた 美しい 詩 になって しま ふ 

ので ある。 

勿論 さう いふ こと は、 何等 筆紙に 書き 殘 された 典據 のない 場合の ことで ある。 併し そんな もの 

の存 する 爲には 可也 高い 文化が 必耍 であるから、 野蠻 人から さう い ふ ものが 傳 はらう と は 思 はれ 

ない。 それで 記錄 によって 傅 はって 居る 開闢 觀に 就いては もっと 後に 別に 一 節 を 設けて 述べ る 事 

とする。 其 等の 中で 特に 吾人の 注意 を；^ く 二つの 部類が ある、 その 一 は 吾人 今日の 文化の 重要な 

部分 を そこから 繼 承した 諸國 民の もので あり、 その 一 一は 高級な 理解力と 考察の 深さ を 有った 他の 

民族の それで ある。 
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. ^の 第一 の 部類 は、 後 に T= 代の 哲攀者 により 义 其の 後代 の m ル^ 家に よ つ て 追究され 改ぺん された 

考と _ ^接 に 聯關し て 居る もので あ る。 實際 古代 文化：：^ 族 の 宇 (山 開 闘俥說 の 機 の や う な ものが 現 

代 の 文明 諸國 の {.H 巾觀中 の S 要な 部分と な つて 居る ので あ る。 

第二の 部類の もの は、 科學の 力に よつ て 非常に 擴 張され た 外 m 仆め 知識から-:^〕々 の 導き出した 考 

と 種々 な 點で相 通す る ものが あると いふと ころに 主 耍な與 味が あるので ある。 
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n 古代 文化的 國民 の 宇宙 創造 に關 する 諸傳說 

近代 文明の 淵源 は 古代の 力 ルデァ と ヱ ヂ ブトであって、 其 處には 約 七 千年の 昔から 保存され た 

文化の 記念物が 可な り 多量に ある。 尤も まだ/ \ もっと 古い 殆ど 五 萬 年 も 昔の 文化の 遣 跡が、 南 

フラ ンスゃ 北部 スペインの 石灰洞の 壁に 描かれた、 おもに マ ン モス や 馴鹿 や 馬な どの、 着色 畫に 

殘 つて は 居る が、 併し 此の 時代の 藝術 家の 頭に 往来して 居た 夢 は 實に唯 好 もしい 狩獵の 獲物の 上 

にあり、 そして 獲物が 餘 分に 多かった 時に、 それ を 分ち 與 へる 妻の 上に も 少し は 及んだ 位の もの 

であった。 此の 「マグ ダレ 二 ァ ン 時代 l」(Mas-dalenie  一  i-zeit) と 名 けられた 時代が 現代の 文明に 及 

ぼした 影響に 就いては 何等の 確證 もない ので あるが、 此れに 反して、 彼の カル デァ及 H ヂ ブトに 

於け る 古典的 地盤 の 時代 に 週って 此樣な 影響 を 求め て 見る と、 得る ところが 中々 多い ので ある。 

「高き に は IK と 名く る 何もの もな く、 下に は 地と 呼ぶ 何物 もなかった 時に」、 卽、 天地開闢 以前 

に、 カル デァの 神話に 從 へば 「唯此 等の 父なる ァプス I  (APS. 一  1 大洋) と、 萬 物の 母なる ティア 

マ ー ト (Tiamat 渾沌) が 在る のみであった CJ 此の 大洋の 水と 渾沌と が-: 父り 合 ひ、 . その 混合物の 
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中に 吾々 の 世界の 原始的 要素が 含まれて 居 

たので、 其 中から 次第々 々 に 生命が 芽生え 

て來 た。 而 して 又 「その 以前に は 創造され 

て 居なかった」 神々 も 成り 出で、 而 して 數 

多い 子孫 を 生じた。 ティア マ ー トは 此の 祌 

神の 群衆が 次第に 自分の 領域 を 我 もの 顔に 

侵す の を 見て、 己が 主權を 擁護す るた めに、 

人 首 牛 身、 犬 身 魚 尾な ど いふ 怪物 共の 軍 

-勢を 作り 集めた。 神々 は 相談 をして 此の 怪 

物 を勦滅 する ことに 決議 はした が、 誰も 敢 

て 手 を 下さう とする ものがない 中に 唯 一 人 

智惠の 神 H ァ (Ha) の 息子 の マル ドウ クが 

此れに 應 じた。 但し 彼 は 勝った 時の 賞と し 

て 彼等に 對 する 主 權を與 へる とい ふ 約束 を 

仲間の 祌々 達に 求めた。 事態 切迫の 際 此の 
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第二 國 カル デァ 人の 宇 苗 親。 フォー シヱー 'ギユー ダンの? S 園 0 中央; こ 大陸が 横 はり、 

其れから 方: こに J つて S5i り 、 所】 §  —世界の 出」 ァ ララ ツ ト になって 居る。 大 の 周 ffl 

は 大洋が 坂卷き 其の 向 W に 神々 の 逮虚が ある 0    「世界の 山」 の 上に は 釣鐘！ [？' の 天 （マル 

ドウ クの igo た） が 置かれて ある。 此れが 晝 間 ほ 日光で 輝き、 夜 は暗靑 色の 地 fc 星 

撒布される。 北の方の 分に は 管が 一本あって 其の 二つの 口が 圆に 見えて 居る。 靱は太 
陽が 其の 東の 口から 出て 蒼穹に 昇り、 午後: こ は 再 ひ-沈下して 夜になる と遂: こ 管の 西口の 
中に it 入って し まふ。 夜の 間 ほ 此の 管の 中 も 押しす >■ み 翌朝に なると、 又 再 ひ' 東口に 現 

はれる 0 


望み は容 れられ たので、 彼 は 弓 

と 槍と 稻 妻と い ふ 武器 を 提げ て 

ティア マ， -トの 在所 を搜 しあて- 

此れに 一 つの 網 を 投げ かけた。 

ティア マ 1- トが E 口 を 開いて マ 

ル ドウ クを吞 まう とした 時に 彼 

は その 口と 颺贿の 中に 暴風 を投 

げ 込んだ。 その 結果と して ティ 

ァ マ ー トは 破裂して しまった。 

ティア マ ー トに從 ふ もの ども は 

恐れて 逃げよう としたが 捕 へら 

れ枷を かけられて ヱ 了の 祌の玉 

座の 前に 引出された。 そこで マ 

ル ドウ クは 渾沌と して 亂れ たテ 

ィ了 マ I トの五 體の變 形 を 行つ 
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た。 卽、 そに を 「干物に しょうと するとき に 魚 を 割く やうに」 二つに 切り割いた。 一 さう して 

その 一半 を 高く 吊した のが！ K となり、 殘る 半分 を 脚下に 廣 げたの が 地と なった。 さう して、 かや 

うにして 彼の 造った 世界が 卽 以来の 人間の よく 知る 世界で ある。」 

マ ス ベロの 「古典的 東洋 民族の 古代史」 (Masp6ros  "wistoire  ancienne  des  pellicles  de  pori- 

ent  classique") の 中に カル デァ 人の 宇 fm 觀を 示す 一 つの 緣が ある (第二 陶)。 地 は 八方 大洋で 取 

り圍 まれた 眞 中に 高山の やうに 從？ t え、 その 頂 は 雪に 蔽 はれ、 そこから ユウ フラ ティ ー ス (Htlpll- 

rat) 河が 源を發 して 居る。 地 は その 周圍を 一列の 高い 障壁で 取り 圍 まれ、 そして 地と 此の tli との 

中間の 建み に 何人も 越える 事ので きない 大洋が ある、 壁の 向 側に は祌々 の 爲に當 てられた 領域が 

ある。 壁の 上に は 此れ を蔽ふ 弯窿卽 天が 安置され て 居る、 此れ は マル ドウ クが堅 硬な 金屬で 造つ 

たもので、 晝間は 太陽の 光に 輝いて ゐ るが、 夜 は 暗 碧の 地に 星辰 を 鏤めた 釣鐘に 似て 居る。 此の 

弯 藤の 北の方の 部分に は、 一つ は 東、 一つ は 西に、 都合 二つの 穴の 明いた 半圓 形の 管が 一本 ある" 

朝になる と 太陽が その 東の 穴から 出て 來て、 徐々 に 高く n 升って 行き、 天の 南 を 過ぎて 西方の 穴へ 

と 降って 行き、 其處へ 屈く のが 夜の 初で ある。 夜の 間 は 太陽 は 此の 管の 中 を.. U つて 行って、 翌朝 

になる と W びその 軌道の 上に 運行 を 始める ので ある。 マ ル ドウ クは 太陽の 蓮 行に よって 年 序を定 

め、 年 を 十二の 月に 分ち、 毎月が 十日 卽デセ ー ドを三 つづ、 もつ 事に した。 それで 一年が 三 六 〇 
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日になる。 毎 六 年 Era に 閏月が 一 っ宛插 まる 事に したので 一 年 は 平均す ると 矢 張 三 六 五日と いふ 事 

になった ので ある。 

カル デァ 人の 文化 は 季節の 交互 變 化と 甚だ 深い 關 係が あるので、 彼等 は曆の 計算 を 東要視 した" 

始に は、 多數の 民族と 同様に、 箅 暦の 基礎 を 太陰の 運行に おいた ものら しい。 併し その 內に 太陽 

の 方が もっと 重要な 影響を及ぼす 事に 氣 付いた ので、 上記の 如き 太陽年 を 採用した。 それが マル 

ドウ クの 業績と して 傳 へられた ので あらう。 その後、 間もなく、 星の 位置 を觀 測す ると 種々 な季 

節 を 決定す るのに 特別 有用で あると いふ 事を發 見した。 季節 は 動 植物界 を 支配す る。 然るに 人類 

の 存繽は 結局 全く 此の 有機 界に 依る。 さう いふ 譯で、 結局 星辰の 力と いふ ものが 過 重視され る や 

うにな り、 其の 爲に 爾後 約 二十世紀の 間、 現代の 始まり 迄 も 自然 研究の 衝動 を 麻痺させる とい ふ 

甚だ 有害な 妄信 を 生す るに 到った。 此の 敎理 はジュ リアス - シ— ザ ー と 同時代の ディ ォド ルス . 

シ クルス (Diodorus  siculus) によって 次の やうに 述べられて ゐる。 「彼等 (カル デァ 人) は 長い 

年月の 間 星辰 を 注 ほ して 來て、 而 して あらゆる 他國 2^ よりも 仔細 に その 運動と 方 則と を觀察 し て 

来たお かげで、 將來 起るべき 色々 の 事 を 人々 に豫 一一 一一！ I する ことが 出来た。 豫ー百 をしたり 未來を 左右 

したりす るのに 最も 有效な もの は、 五；； 人が 遊 ロ化 と 名く る 五つの S  (水星、 金星、 火星、 木星、 士 

星) であると 考 へた。 尤も 彼等 は此 等の C 化 を 「通譯 者」 (Dolmetscher) とい ふ 名で 總稱 してね た。 
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—— 併し 此 等の 星の 軌道に は、 彼等の いふ 所では 、「助言す る 祌々」 と 呼ばれる 三十の 刖の Ef が あ 

る。 そのうちでの 首座の 神々 として 十二 を 選み、 その 一つ 一 つに 十二 箇月の 一 つと 並に 黄道 獸帶 

に 於け る 十二宮 星座の 一 つづ」 を 配布した。 此 等の 中 を 通って 太陽 太陰 並に 五つの 遊虽が 運行す 

る ものと 彼等 は 信じて ゐ たので ある。」 

力 ル デ ァ の 佾侶達 の 占星術 は 中々 行 屈いた ものであった。 彼等 は 毎 日の 星の 位置 を 精細 に 記錄 

し、 又 直後の 未来に 於け る その 位置 を 算定す る 事 さへ 出来た。 色々 の愿は それぐ 祌々 を 代表し、 

或は 全く 祌々 そのものと 見做されて ゐた。 それで 誰でも 如何なる 祌々 が 自分の 生涯 を 支配して ゐ 

るか を 知りたい と 思 ふ 人 は、 星の 事に 明るい 僭 侶に 就いて、 自分の 誕生日に 於け る 諸 星の 位置 を 

尋ねる。 さう して 潤澤な 見料と 引換に、 自分の 運勢の 大要 を敎 はるので ある。 何 か 一 つの 企て を 

或る 定まった 日に 遂行し ようとい ふ 場合なら ば、 其の 成效の 見込に 就い て 豫め敎 を 受け る 事が 出 

來た。 もし 此の カル デァの 僧侶に 就いて 餘程 善意な 判斷を 下して 見る とすれば、 多分 かう いふ 風 

に 云 はれる であらう。 卽ち 彼等の 考の 基礎に は、 凡ての 出来事 は 外界の 條 件の 必然の 結 として 

起る ものである、 とい ふ、 今日で も 一般に 通用して 居る 確信が あつたの であらう。 

^し 此の 考と 編み 交ぜられて 居た もう 一 つの 考は 全く 間遠った ものであって、 简 単な 吟味に も 

堪 へない ものであった。 卽、 それ は 太陰 や 諸 遊星の 位？ 5- が 自然界 や 人間界に 可也な 影響を及ぼす 
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と考 へた 事で ある C 諸： 大體は 神々 であるとの 信仰の 爲に 天文 擧は祌 樣に關 する 敎、 卽、 宗敎の 一 

部に なった。 而 して 其の 修行 は 唯 主宰の 位置に ある 僧侶 階級に のみ 限られて 居た。 誰でも 此の 佾 

侶階級の先入的な意見に疑を插むゃぅな者は此の^^侶達と利害を同ぅして居た主權者から最も苛 

酷な 追究 を 受けた。 此の 忌 はしい 風習が 一部分 古典時代の 民族に 移り 傳 はり、 さう して 中世の 半 

野蠻 人に 於て 最も 強く 現 はれた ので ある。 

力 ルデァ の 宇宙 構成 神話 は 又 他の 方面から 見ても 吾人に 取って 重要な 意義が ある。 卽 それ は、 

少し 違った 形で 猶太 人に よって 採用され、 從 つて 叉 基督教 徒に 傳 へられた からで ある。 近代の 研 

究に 於て 一 般に 認容され て 居る 宇宙 創造 傳說の 推移に 關 する 考は、 獨 逸の 讀者 間に は 「バべ ルと 

バ ィ ブル 一 (13;lbol  mid  Bihcl) と いふ. 1- 曰 物に よつ て 周知の こと、 田 i3 ふから、 玆 では 凡て を その 蚩 曰 

に讓 りたい と S 心 ふ。 渾沌 は 猶太 人に とっても 矢 張 原始的 Q ものであった。 地 は 荒涼で 空虚で あつ 

た。 而 して 深き もの (卽、 1^ 始の 水) の 上に は 一 面の 闇が 在った。 バ ピロ 一一  ァ の 僧侶べ ロス ー ス 

(B5.22S) の 言葉と して 傳 へられて 居る と ろで は 「始に は 凡てが 闇と 水であった」 事に なって ゐ 

る。 此の 深き もの テホム (Tchom) とい ふの が ユダヤの 宇， W 創造の 物語で は 人格 視 されて 居り、 

また 語源 的に ティア マ ー ト に相當 して 居る。 其の 有り合 はせ た 村 料から 神 H  B ヒ— ム (Mohim) 

が 天と地と を 創造した (或は、 本當の 意味で は、 形成した) ので ある。 
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H  ロヒ I ムは水 を 分けた。 その上なる もの は： 太の 中に 封じ込められ、 而 して 共の 下なる もの、 

中に 地が 置かれた。 地 は 平坦、 或は 半球 形であって、 その 水の 上に 浮んで おる ものと 考 へられて 

居た。 その上 方に は 不動な 天の 穹靈が 横 はり、 それに 星辰が 固定され て 居た。 併し 此の 天蓋 迄の 

高さ は餘り 高い もので はなく、 鳥類 は 共處迄 翔け 界り、 それに 沿うて 飛行す る 事が 出來 るので あ 

る。 H  ノ— ク (Enoch) は、 多くの 星が 地獄 (Gehgnas) の 火に 燒き悉 された さま を敍 して； 1$ るし 

それ は H  ロヒ— ムの 祌が此 等の 星に 光れと 命じた ときに 光り 始めなかった からで ある。 此の やう 

に 星辰 は ■「 不退の 天使 一 卽、 主上の 神から 排斥され た祌々 であった ので ある」 

カル デァの 創世記 物語と 猶太の それとの 相逮 する 主要の 點は、 後者が 一 祌的 であるに 反し 前者 

が 多 神 的で ある ことで ある C  ffll し 前者で も 太陽 祌マ ル ドウ クが萬 象 並に 又 諸 神の 主權 者と して 現 

はれて 居る 點 から 見れば 矢 張 一 神 的の 傾向 をも帶 びて 居る。 

祸 太の 宇 開闢 說の 中には 叉 世界の 卵と いふ 考に關 する フ 二 一一  シァの 創世 傅說の 痕跡の ある 事 

は  一 H  ロヒ ー ム の 精靈が 水の 上に 籠りした (bl.iitetp 通例 『浮搖 して ゐた』 schwebte と譯し 

て ある)」 とい ふ 文句から 鼓 はれる。 また マ ル ドウ クと ティ ァ マ ー トの爭 鬪の 物語の 片影 はャ ソ 

ヴェ (Jahvt-) が 海の 怪物 レヴ ィァタ I ン (Leviathan) 卽、 ラ ハ-ブ (Rahab) を 克服す る 傳說の 

中に 認められる。 宇宙 開 ii 論の 見地から 見る と、 ^太、 從 つて 基督教に 於け る 世界の 始 源に 關す 
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る 表現に は 何等 特別 優れた 創意と いふ もの はない ので 

ある。 

世界の 始に關 する 此の 最初の カル デ ァ の 記述より は 

幾分 後になる が、 それでも 矢 張隨分 古い ものと して 

は、 此れに 對應 する H ヂ ブトの 色々 の 物語で ある。 中 

で 最も S 要な、 此處 での 問題に 關 する 祌話 を、 マスべ 

口  plaspero) の 集 錄に據 つて 紹介す る こと、 する。 

史 卽、 當時 「虚無」 の 概念 は 未だ 抽象的な ものに はなつ 

に てゐ なかった。 それで、 「暗き 水の 中に」、 形 は 渾沌た 

た る もので はあった が 兎に角 物質的な 材料が あった。 そ 

る 

W こで 特別な 首座の 祌樣が —-— 國 がちが へば 此の 祌もー 

I 一ち がって 居る が 11 世界に ありと あらゆる 生物 無 生 

W 物 を 造り 出した。 その 造り 方 は、 其の 神の 平生の 仕事 

I 次第で 色々 であって、 例へば 織り出す とか、 或は 陶器 

i の^な どの やうに 旋盤の 上で こねて 迭 つたり して 居る _ 
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ナイル川の デルタの 東部 地方で は 創世記 神話が 最もよ く發 達して 居た。 卽、 始めに は： 太 (ヌ イト 

Nllit) と 地 (シブ sibu) とがず； にしつ かりと 終み 合って 原始の 水 (ス ー N5 の 中に 靜 止して 

居た。 創世の 日に 一 つの 新しい 神シ ュ ，-. (Shu) が 原始 水から 出現し、 兩 手で 天の 女神 ヌ イト を か 

かへ てさし 上げた、 それで 此の 女 祌は兩 手と 兩足 11- 此れが 天の 弯窿の 四 本 柱で ある 11 を 張つ 

て 自分の からだ を 支へ、 それが 星 を 鏤めた 天弯 となった ので ある (第三 圖 )0 

そこで シブは 植物の 綠で蔽 はれ、 それから 動物と 人間が 成り 出で た。 太陽 祌ラ ー (Ra) も 亦 ls§ 

始 水の 中で 一 つの 蓮華の 荅の 中に 隱 されて 居た が、 創世の 日の 此の 蓮の 花瓣が 開き ラ ー が 出現し 

て 天に 於け る 彼の 座 を 占めた。 此の ラ ー は 厘、、 シ ュ ー と 同 一 視 せられた ものである。 太陽が ス ィ 

トとシ ブの上 を 照らした ので、 そこで 一列の 祌々 達が 生れ、 その 中には ナイルの 神の オシ リス も 

居た。 暖ぃ 日光の 下に、 あらゆる 生ける もの、 卽、 植物 も 動物 も 人 問も發 達した。 或る 二三の 口 

碑に よると 此れ は溫 めら れた ナイルの 泥の 中での 一種の 醱酵 作用、 卽、 或る 自生 的 過程に よって 

起った ものと されて 居り、 此の 過程 は 歴史 時代に 到っても 未だ 全く 終って 居なかった もの、 やう 

に考 へられて 居る。 多くの 人々 の 信じて 居た 所では、 此の 最初の 人間 達、 卽、 太陽の 子 佻 達は完 

全な もので あり 幸福であった。 そして 後代の もの は 出来損なつ たものば かりで、 本来の 幸福 を 失 

つてし まった ものである。 又 或る人々 の 0^ じて 居た 所では、 此の 最古の 人間 達 は 動物の やうな 性 
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mnm 太陽神が 創造の 際 開き か、 つた 蓮 蒙から 出 現す 
る 園。 フォ一 シ エー 'ギユー ダンの 描 園。 此の 神 ほ 頭上 

に 神聖な 拉も 乗せた 太陽！] 盤の-ま 徵を S いて 居る 0 莲華 
と 二つの 萏と は一 つの 躉 から 立 上って 居る、 Jife れは 通例 
水 IS の であるが 此處で ほ 喑黑な 原始 * ヌーも 象って 

居る i 思 はれる 0 


狀の もので、 未だ 言語 を 有た す、 唯 曲折の ない 音 聲で心 持 を 表 はして 居た の を、 ト ー ト (Thot) の 

祌が 初めて 此れに 言語と 文字と を敎 へたと いふ ことにな つて ゐる。 この やうに、 ダ ー ウィンの 學 


說 でさへ も、 此處に 見ら る、 如く、 旣に 此の 文化の 幼年時代に 於て その 先 驅者を もって 居る ので 

ある。 
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古典時代に 於け る 宇宙 始 源に 關 する 觀念は 甚だ 幼稚な ものであった。 ヘシ ォド (wesiod 西曆 

紀元前 約 七 〇〇 年) が 彼の 神 銃 記 (Theogcsie) 及 「日々 行事」 (werke  id  Tilge) の 中で 希躐の 

創世記 神話 を 語って 居る。 それに 據 ると、 凡て は 渾沌 を もって 始まった。 その 內に 地の 女神 ゲ ー 

ァ (Gaa) が 現 はれ、 此れが 萬 物の 母と なった。 同様に その 息子の 天の 神ゥラ ノス (uranos) が 通 

例 萬 物の 父と 名 けられた ものである。 天と地と が 神々 の 祖先 だとい ふ考は 原始 民族の 間で はよ く 

ある ことで ある。 玆で 此の 初心な、 子供ら しい、 叉往々 野蠻 くさい 詩 を 批評 的に 精査しても 犬し 

た價値 はない ので あるから、 此れ をフ オッス (VOSS) の譯 した 音律 詩形で 紹介す る 事と してお く- 

卽、 神統 記、 詩句  一 0 四 ー 一  コー 0 及 三 六 四 ー 三 七 五に かう ある。 

幸 あれ、 ツォイスの 子等よ、 美しき 歌の しらべに、 

いざや、 永遠に 不死なる 神々 の 聖族を 讚め た& へよ。 

地より、 叉 星に 輝く 天より 成り 出で、 

暗く 淋しき 夜よりも。 さて は 叉 海の 潮に 養 はれし 神々 の 族 をた、 へ よ。 

始めに 祌々、 かくて 地の 成り 出で し 事の さま を 語れ、 . 

又 河々 の、 果なき 波 騷ぐ底 ひなき 海の、 

又 輝く 星の、 遠く 圓 かなる 大空の 始 はいかな りし ぞ。 
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遷變 の戳窗 宇 的^ f るた 見 に 的 史 


此の 中より 萌え出で て 善き もの を授 くる 幸 ある 神々 は、 

如何に その 領土 を 分ち、 その 光 榮を頒 ちし か、 

又 如何に 九十 九折な す オリンポス を 此處に 求めし か、 

ツォイスよ、 吿げ よ、 オリンポスの 宮に： ly. みし は、 

時の 始 より ぞ、 語れ、 彼の 神々 の 中の 一 人が 始に 生り 出で しさ ま を。 

見よ、 凡ての 初めに ありし もの は 渾沌に て ありし、 され ど その後に 擴 がれる 地 を 生じ、 永 

久の 御座と して 凡ての 

永遠なる 神 達、 そ は 雪 を 冠ら すォ リン ボ ス の峯に 住む 神の 御座と なりぬ。 

遠く 擴 がれる 地の 領土の 裾なる タルク B ス の 闇 も 生じぬ。 

やがて ェ 口 スは あらゆる 美し さに 飾られて 永遠の 祌々 の 前に 出で 來て、 

あらゆる 人間に も 永遠なる 神々 にも、 靜 かに 和らぎて 

胸の 中 深く、 昝惠と 思慮 ある 決 斷をも 馴らし 從 へぬ。 

渾沌より H レ ボス は 生れ、 暗き 夜 も 亦 生れ、  . 

やがて 夜より 願 5^、 と 光の 女神 ヘメ I ラは 生れぬ、 

兩 つながら H レ ボス の 至 愛の 受胎に よりて 夜より 生れたり。 
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され ど 地 は 最初に 己が 姿に 象りて 

彼の 星 を 鏤めし 天 を 造り、 そ は 隈なく 地 を 蔽ひ圍 らして 

幸 ある 祌々 の 動がぬ 永久の 御座と はなり ぬ。 

(註 一； >  エレ ボス。 原始の 闇、 陰影の 領土。 

(註 二)  HI テル。 上層の 純粹な 天の 氣、 後に 宇宙 HI テルと して、 火、 土、 水の 外の 第五の 元素 

. とされた もの。 

次に が ー ァは 「沸き 上る、 荒涼な 海」 ボン トス (pontos) を 生んだ。 彼女と ゥラ ノス は 六 人の 

男子と 六 人の 女子 を 生じた。 それ は 所謂 ティ タン 達 (Titaueu) で、 卽 「！ f 卷 深き」 大洋の ォ ケア 

il. 一  (註 二)  is)  (註 四) 

ノ ス (〇keanos)、 コ ィォス (.Kolos) と クレイ ォス (wl.eios/ ャ ぺ ッ ス (JaJ>etus)、 ヒュ ペリ オン 

(註 五)  i^c  i 七)  (註 八) 

(HyJ>erion)、 ティア (Theiar レイ ァ (Rllela)、 ムネ モシ ュネ (Muemosyne)、 テミ I ス (Themls)、 

(註 九)  610) 

テ ティ I ス (Thetisr フォ H ベ (plseber 及 クロ  ノス (Kronos)、 など 其の 外に テュ クロ.，' プ逢 

(zyklopc-u) などで ある。 鼓で、 一部 は 多分 ヘシ ォドの AJ しらへ たと 思 はれる 色々 な 名前 を目錄 

の やう に 詩句の 形で なら ベ たも の を 紹介しても 餘り 興味 は ある ま い。 —— 此 の やうな 單 純な 詩の 

種類、 卽、 名前の 創；^ といった やうな もの は北國 民の 詩 スカル ド (skalden) にも 普通で ある。 — 
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遷變 の. 觀宙 宇的學 科る た； i に的史 


1 唯 星と 風との 生成に 關 する 次の 數行 だけ は玆に 褐げて もよ いかと 思 ふ。 

(註 一) コ ィォ ス。 多分 光の 神、 此れ は へ シォド にだけ 出て 來る 名で ある。 

, (註 二) クレイ ォス。 半祌半 人、 ボン トスの-娘の 一人、 ユウ リュ ビア (Eurybia) の 婿で ある 

(註 一二) ャぺ ッス。 祌々 の 火 を 盗んで 人類に 與 へた 彼の。 フ ロメ テウス {Prometheus) の 父。 

(註 四) 此の 名の 意味 は 「高く 漂 浪 する もの」 である。 

(註 五) 立派な もの &意。 

(註 六) 「祌 母」、 此れが 卽 ツォイス (Zeus) の 母であった。 

(註 七) 追憶の 女神、 歌謠の 女神 達の 母。 

(註 八) 秩序と 德 行の 女神。 

(註 九) 首 趣の 神で、 自分の 子の ツォイスに 貶された。 

(註 一 〇) アポ 0 1 に 殺された 一つ目の 互 人達。 

ティア は 光り輝く 太陽へ リオスと 太陰 セ レネ を 生みぬ、 

又 曙の 祌 H ォス も。 此等は あまねく 地に 住む もの を 照らし 

さて は 廣く圓 かに 蔽 へる 天に 在す 不死なる 祌をも 照らしぬ。 

此れ はかって ヒ ュ ペリ オン の 愛の 力に よりて ティアより 生れぬ。 
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され ど、 ク リオス は ユウ リュ ビア を娶 りて 力強き 御子 達 

。ハル ラス (pilllas) とァ スト レオ ス (Astraos) を 生みぬ、 此の 高く 秀でし 女神 は。 

又 ペル セス (pel.ses) も、 そ は、 別けて 智惠 優れし 祌 なりき。 

H ォ スはァ スト レオ ス と 契りて、 制し 難き 雄心に 勇む 風の 祌を 生みぬ、 

(註 二)  (註 三)  、  ，， D 

ゼ フユ ー ロス (zefyros) は 灰色に もの すさまじ、 ボ レア ス (Boreas) は ing 吹き も 暴し。 

(註 四) 

ノ トス (Notes) は 女神と 男 神の 戀濃 かに 生みし 子 なれば こそ。 

(註 五) 

又 次ぎに 聖 なる 爽 明の 女神 はフォ スフ ォ ス (Fosfol.os) を 生みぬ、 

夭 に 理路と かに やく 星の 數々 も 共 に。 

(註 一) 天の 神で 風の 祌々 S 父。 

(註 二) 西風。 

(註 三) 北風。 

(註 四) 南風。 

(註 五) 嘵の 明星 I 金星 (venus)。 

「日々 行事」 (werkc  timl  Tage) に 於て、 へ シォド は 如何にして 人間が 祌々 によって 創造 せら 
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れ たかを 述べて 居る。 始めに は 人間 は 善良で 完全で 幸福で、 而 して 豐 富な 地上の 產物 によって 何 

の苦勞 もな く 生活して 居た。 その後に 段々 に墮 落す る やうに なった ので ある。 

ギリシアの 宇宙 開闢 說は nil マ 人に よって 踏襲され たが、 併し その ま \ で 著し い 發展は し な か 

つた。 ォヴ イドが 其の 著 メタ モルフ ォセス (Metamorphoses) の 中に 述べて ゐる ところに よると 

始めに は 唯 秩序な き 均等な 渾沌、 J.udis  indigestaqtie  mbles" があった。 それ は 土と 水と 空氣 

との 形の ない 混合物であった。 自然が 元素 を 分離した。 卽、 地 を 天 (空 氣) と 水から 分ち、 精微 

な空氣 ( H  —テ ル ) を 粗鬆な (普通の) 空氣 から 取り分けた。 「重量の ない」 火 は 最高の 天の 區 

お 域に 上昇した。 重い 土 はやが て 沈澱して 水に よって 圍 まれた。 次に 自然 は 湖水 や 河川、 山、 野、 

に 谷 を 地上に 形成した。 以前 は 渾沌の 闇に 隱 されて 居た 星 も 光り 始め、 さう して 神々 の棲處 となつ 

た。 植物、 動物、 而 して 最後に 人類 も 創造され た。 彼等 は 其處で 黄金時代の 理想的の 境地に 生活 

I して 居た。 永遠の 春の 支配の もとに 地 は 轿作を 待た すして 豐 富な 牧穫を 生じた (-<  Friigcs  tellus 

^  クタ —ル 

g inarata  ferebnt  J。 河々 に は 神の 美酒と 牛 孰が 流れ、 槲樹 から は 峰 蜜が 滴り落ちた。 ヂ ュピタ 

M  1( ツォイス) がサク ー ン (クロ ノス) を 貶して クル クロスに 閉ぢ JJ^ めた 時から、 時代 は 前 程に 

^ 幸福で ない 白銀 時代と なり、 旣に冬 や 夏 や 秋が 春と 交代して 現 はれる やうに なった。 それで 酷し 

遷 い 天候に 堪 へる 爲に 住家 を 建てる 必要 を 生じた。 凡ての ものが. 惡く なった のが 銅 時代に は 益、、 
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くな り、 終に 恐ろしい 鐵 時代が 

来た。 謙讓、 忠誠、 眞實は 地上 

から 飛び去り、 虚偽、 暴戻、 背 

信、 そして 飽く事 を 知らぬ 黄金 

の 欲望 並 に 最も 粗野な 罪悪 の 數 

數が とって 代った。 

ォヴ イドの 宇宙 開闢 說 はへ シ 

ォド のとい くら も 違った 所 はな 

い。 本来の 穉 拙な 味 は 大部分 失 

はれ、 そして 此れに 代 はって、 

實用 的な a 1 マ 人の 思考 過程に 

ふさ はしい すっと 生眞 面目な 系 

統 化が 見えて 居る ので ある。 

部分的に は 中々 見事で あると 

思 はれる ォヴ イドの 叙述の 見本 


遷變の觀^！^宇的學科 る た見 に 的史 


を 少し 許り、 ブレ (BU11C) の鑼譯 した メタ モルフ ォセス (「 變相 J) の 中から 下に 紹介す る 

海と 陸の 成りし 時よりも 前に 

天が 此の 雨つ の 上に 高く 擴 がりし 時よりも 古く 

全 界界は 唯一 様の 姿 を 示しぬ、 

渾沌と 名く る 荒涼なる 混亂 にて ありし。 

重 きものの 中に 罪深く 集 ひて 隠れし は 

後の世に 起り し 爭鬪の 萌芽な りき。 

日の 祌は 未だ その 光 を 世に 現 はさす、 

フ ォ ェ ベ の 鎌 は 未だ 望月と 成ら ざり き。 

地 は 未だ 今の 如く、， 

己れ と 釣合 ひて 空際に 泛 ばす 

叉ァ ムフィ トリ— トの腕 は 未だ 我が物と 

(註 一 ) 

遠く 擴 がる 國々 の 5^ を 抱 かざりき。 

空氣 ある 處には 又 陸 あり、 陸に は 又 
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溢る &水 ありて 穴.^ 氣に 光り もな く 

陸に は 立ち止ま るべ き 僅かの 場所 もな く 

水に は 泳ぐ ベ き 少しの 流動 さ へ なかり き。 

如何なる 物質に も 常住の 形 はなく、 

何物 も 互に 意の ま 、 になら ざり き。 

一 つの 體內 に柔と 剛は戰 ひ、 

寒は暖 と、 輕は 重と ハサ ひぬ。 

唯、 物の 善き 本性と 

(註 5 

一 つの 神性と によりて 此の 醱酵は 止みぬ。 

陸と 海、 地と 蒼 弯とは 分 たれ、 

輝く  H 1 テル と 重き 空 氣は分 たれぬ。 

かくて 神が 此の 荒涼 を 分ち て 

萬 物 を 其の 在所に 置きし とき 
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遷變の 觀宙宇 的 M るた 見に 的史 


凡て の 中に 一 致と 平和 を 作り出しぬ。 

上に 高く 天の 幕 を 張り 繞ら せし 

そ は 重量な き 火の 素質に て ありき、 

下に は 深く やがて 又 重く 空 氣を俾 ひぬ C 

更に 深く 沈みて 粗なる 質量より 作られて 

地 はありぬ、 その 周 圍には 水 をめ ぐらし ぬ。 

かく 神が 物質 を 分ち しとき  

そ は 誰な りし か —11 此れに K 節 を 作り 始めぬ。 

此れが 均衡 を 得る 爲に 先づ 

(註 三)  - 

地 を 球形と して 空中に 浮べたり き。 

嵐に 慄く 海の 潮 4^ 

次に は 湖沼 を 泉 を 河 を 造りぬ、 

河 は 谷に 從ひ、 岸の 曲る に 任せて 流れぬ。 
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多くの 流 は 成りて その： おは 

海へ と逆卷 きて 下り、 多くの 河 は 

やがて 再び 叉 地 を 存み盡 し、 

又 多く は 勢の ま X に 溢れ 漲り 

汀 は 化して 弓な りに 廣き 湖と なり 

岸邊は 波打ちぬ。 神の 定めに 

又 谷々 も廣き 野原 も 

又 岩山 も綠 茂る 森 も 出で 来ぬ。 

神 は 又 天の 左手の 側に 

一 一つ の帶を 作り 又 右手に 一 一つ 

眞 中には 火光に & (ゆる 第五 帶を 作り 又 

地に も 同じく 五つ の帶の 環を繞 らしぬ C 

中なる 帶は 暑さの 爲に 棲み 難く 

さらばと て 外側 の 帶は水 雪 の 虐げ あ り、 
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遷 變の觀 窗 宇的學 科る た 見に 的史 


唯 淺るー ー帶 のみ 暖と 冷と 

幸 ある 程に 正しく まじり 合へ り。 

络氣は その ヱ I テルより 重き こと は猶 

水の 土よりも 輕 きが 如し、 

神 は此を 雷電の 座と 定めければ、 此 時より 

多くの 人の 心 は その 爲に 安から す 恐れ 惱 めり。 

又 神 は 霧 を 撒き散らし 又 霞と 雲 を 

签 中に 播き、 又 稻妻を 引 連れて、 

風の 軍勢 は 彼處に 水の 息吹きと 飛び 行く、 

され ど 神 は その 止 度な く錄る 、 こと は 許さ じ。 

(註 一) 此處で 海神 ポセイドン (Poseidon)  5 配偶 アム フィ トリ ー トが 地の 緣邊を 腕で 抱へ ると あると こ 

ろから 見る と、 ォヴィ ドは 地が 球形でなくて 圓 板の 形 をして おる と考 へ て 居た ことが 分る。 併し 

ォヴ イドの 時代に、 敎養 ある 人々 の 間に は 一 般に地 は球狀 をな す ものと 考へ られて 居た。 

(註 二〕 此の 祌は 「溫 和な 自然」 である。 FLinc  deus  et  melior  litem  natura  diremit. 
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(註 一一 一) 此の 原語 orbis は 本來圓 板の 義で、 後に は 叉 球の 意に も 使 はれた。  8 

此の 次に は 各種の 風と その 出發 點に關 する 記述が あつ て、 それから 此の 詩人 は 次の やうに 續け 

て 居る。 

澄める ヱ I テル、 そ は 明るき 遠方に 

重量な く 又 地に 有る 如き 限界 を 知らす 

昇りたり —— H 1 テル に 今 は 星 も 輝き 初めぬ、 

それ迄 は 荒涼なる 濁りの 中に 隠されし 群 も。 

此の 數々 の 星に こそ 人間の 眼 は 自ら  . 

神々 の 顔と 姿を認 むる なれ。 

此の 神々 は 生の 凡ての 如何なる 部分に も 

過ち 犯す 事な からん ために、 ヱ —テルの 中に 光り 泛ぶ。 

かくて {<H 氣は 鳥の 棲處 となり  . 

魚に は 海、 他の 生ける ものに は 陸 ありき。  j 


遷變の 觀宙宇 的 M るた 見に 的史 


唯 一 つ の 存在、 そ は 理性 を享け 有ち て 

凡ての 他の ものの 主たるべ きもの は 

未だ 此の 全 眷屬の 中に あら ざり き、 

(註) 

人 だね の 生れし 迄 は、 そ は 此の世界 を 飾らん ため 

恐らく は 主の 命に より 神の 胚子より 

形作られて、 秩序 を齎 すべき 人類の 生れし 迄 は。 

恐らく は 又 地の 土の 中に H 1 テルの 

取り 淺 されし 一 ルの 火花 ありし か、 

此の 土 を 水に 柔らげ て 神々. の 姿と 容を 

プ &  メ テウス の 堅き 手に 作り上げし 時に。 

その外の あらゆる 者 は 下なる 地の 方に 

眼 を こそ 向 くれ、 その 暇に 人の みこ そ 振り仰ぎ 

その 眼 は 高く 永遠 の 星 の 宮居に、 

かくて ぞ 人の 位 は 比 ひなき しるしな るらん。 
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あはれ 黄金時代よ、 その 世 は 信心 深き 族の 

何の 拘束 も 知らす、 罰と いふ ものの 恐れ もな く 

唯 己が 心の ま、 に 振舞 ひて やがて 善く 正し かりき。 

厳しき 首 葉に 綴られし 誠め の布吿 もなくて 

ほら 品よ き 習 はしと 秩字と は 保 たれぬ。 

又 判官の 前に 恐れ かしこまる 奴隸 もなかり し。 

人 は 未だ 劍も鎧 も 知らす 

喇叭 も戰を 呼ぶ 角笛 も 人の 世の 外な りし。 

未だ 都 を 繞らす 堀 もな く 

人 は 唯 己れ に 隣る 世界の 外 を 知ら ざり き。 

檜の 船 は 未だ 曾て 浪路を 凌がす、 

人 は 世界の ra^ を 見ん とて 船 材に斧 を 入る 、事 もなかり き- 

靜に 平和に 世 は を さまり て 
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土 は その 收穫 を稳れ よと 

鶴嘴と 鋤と に打碎 かる、 事 もなかり き。  . 

(#n  "  Sanctius  his  iiuhnal  ment-isq-ue  capacius  altae—De2.at  ； idliiic  et  quod  doinhiari  in  cetel.a 

posset  .Natus  homo  est." 

此の 後に 來 たのが 白銀 時代で、 黄金時代の 永久の 春 は 止み、 ヂ ュピタ ー によって 四乖が 作られ 

た。 人間 は 夏の 燒 くやうな 暑さ、 冬の 凍てつ く 寒さ を 防ぐ 爲に隱 れ家を 求める 事が 必要と なつた- 

土地の 天然の 收 穫で滿 足して 居られ なくなつ たので 人間 は 耕作の 術を發 明した。 

世 は 三度 めぐりて 黄銅の 時と なりぬ。 

心 荒々 しく 武器 を 取る 手 もい と疾 く、 

され どな ほ 無 渐の心 はな かりき。 恥 知る 心、 規律と 正義の 

失せ 果てし は 四 度 目の 世と なりし 時、 

そ は鐵の 時代、 嘘と 爲 りの 奴と て . 

掠め奪 はん 欲望に 廉恥を 忘れし 時の ことなり。 . 

此 時より 權れ たる 世界の 暴力 は  - 


241 


人り 来ぬ、 読 計 ゃ陷穿 も。 

山の 縱樹は 斧に 打 たれて 倒れ、 ， 

作れる 船の 艇は 知られざる 海 を 進み 行く。 

船 夫 は 風に 帆 を 張る すべ を 知れ ど 

行方 は何處 とさ だかに は 知り 難し。 

農夫 は 心して 土地の 仕切り 定めぬ、 

さなく ば 光 や 空氣と 同じく 持主 は 定め 難 からん- 

今 は 此の 土 も 鋤 鍬の 責苦 のみ か  . 

人 は 其の 臓腑の 奥 迄も搔 きさぐ りぬ。 

寶を 求めて 人 は 穴 を 掘りぬ、 最も 深き 縦坑に 

惡 きもの を 誘 はんとて 祌の隱 せし 寳 なり。 

禍の 種なる 鐵は 夜より 現 はれ 

更に 深き 禍と惱 みを齎 して 黄金 も 出で 来ぬ。 
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此等 と共に 戰爭は 生れ 

一 一 つ の 金屬は 此れに 武器 を 貸し 與 へぬ。  - 

そ は 血潮に 染みし 手に 打ち 振られて 鳴り ひ きぬ。 

世 は 掠奪に 生き 奪へ る もの を 貪り 喰 ひぬ。 

かくて 客人の 命 を 奪 ふ 宿の 主 も 

舅姑の 生命に 仇す る 婿 も 現 はれ、 

夫に 慄く 妻、 妻に 慄く夫 も 出で 来ぬ。 

兄弟の 間に さへ 友情 は 稀に、 

繼 子は繼 母に 毒 を 飼 はれ、 

息子 は 父親の 死ぬ ベ き 年を數 ふ。 

愛の神 は 死し、 終に ァ スト レア は 逃げ去りぬ。 

神々 の 最後の もの、 血 を 好む ゲ ー ァ さへ。 

ヂ ュ ピタ I が 大 洪水 を 起して 此 の 禅屬を 絶滅 させ、 後 にデゥ カリオ ン (Deukalion) と ビュル 

ラ (pyrrha) とが 生き 殘 つた。 その 前に 二人 はデゥ カリ オンの 父なる プロメテウスの 敎に從 つて 
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一艘つ 小船 を 造って あつたので、 共れ に乘 つて 九日の 間 漂浪した 後に パル ナツ ソス (parnassos) 

の 山に 流-. - 着いた。 そこで 二人が 後向きに 石 を 投げる と、 それが 皆 人間に なった。 他の 萬 物 は、 

日光が 豐沃な 川の 泥を溫 めた 時に 自然に 發 生した、 とい ふので ある。 此の 傅 說は大 洪水に 關 する 

楔形文字で 誌され た傳說 や、 聖書に ある ノア (Noah) の 物語 や 叉 生物の 起原に 關 する エヂ ブトの 

神話 と 非常によ く 似た 所 が あ る。 

神々 の 數は澤 山に あるが、 それ は 殆ど 全部 餘り榮 えた 役割 は 勤めて 居ない。 唯 神の 名で 呼ばれ 

て 居る 「溫柔 な 自然」 が 凡て 全部 を 秩序 立て 又 支配して 居る ので ある。 
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m 最も 美しき 又 最も 深き 考察より 成れる ； 大地 創造 

相當に 開けて 居た 諸 民族 も 亦 一 般には 前條に 述べた やうな 考の 立場に 踏み 止って 居た C 耶蘇の 

生れる 前の 時代に 於て 口 ー マ は旣に 高い 文化 を 有って 居た に拘ら す、 その 當 時に ォヴ イドが 世界 

の 起原に 就いて 書いて 居る 事 は、 七 〇〇 年 前にへ シォド の 書いて る 事と 殆ど 同じ ことなの である" 

此れから 見る と 此の 永い 年月の 間に 於て 自然の 研究 は 一 歩 も 進まなかった かと 思 はれる ので ある 

が、 尤も、 後に 述べる やうに、 此の 期間に 多くの 研究者、 思索 家の 間に は、 此の 宇宙の 謎に 關す 

る 一 つの 考へ 方が 次第に 熟しつ & あつたので、 その 考は 今日 吾々 の 時代から 見ても 實に 驚嘆す ベ 

きもので あつたので ある。 併し 此の 研究の 成果 は 唯 若干の 少數な 選 ばれた る 頭腦の 人々 の 間にの 

み 保留され て 居た やうで ある。 誰でも 大衆に 對 して 述べようと いふ 場合と なると、 國 家の 利害に 

對 する 責任 上、 數 百年 来の 昔から 俥 はり、 そして 公認の 宗教と 合體 し、 從 つて 神聖に して 犯し難 
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いものに なって 居る 在来の 觀念を 唱道し なければ ならなかった。 恐らく 又 多くの 人々 は —— ル ク 

レチ ウスの 想像に 據 ると I ia 然 研究. の 諸 結果 は 詩的 の價 値が 餘 りに 少ない と考 へたの かも 知れ 

ない。 此の やうに 科 學の成 * が 一般 民衆の 思考 過程 中に 浸潤し 得ないで 居た とい ふ 事が、 他の 如 

何なる 原因よりも 以上に、 古代の 文化が 野蠻 人の 侵 人の 爲 にあれ 程 迄に かたなしに 破壞 された： g 

因と なった かも 知れない。 

又、 多分、 ヱヂ ブト 僧侶の 中に 若 千の 思索 家が あって、 其 等 は 前述の H ヂ ブトの 創 傅 說に现 

はれた やうな 原始的な 立場 を 疾に脆 却して 居た であらう と考 へられる。 併し 彼等 は 此の 知識 を嚴 

重に 唯 自分 等の 階級の 間にの み 保留し、 それによ つて 扠隸 的な 民衆に 對 する 彼等の 偉大な 權カを 

獲得して 居た ので ある。 

ところが、 西曆 紀元前 約 一 四 〇〇 年頃に、 ァ メンホ テプ (Allleul ヨ tep 】v) と 名く る 開け 

た 君主が 現 はれて 一大 改革 を 施し、 H ヂプト 古来の 宗教 を 改めて 文化の 進歩に 適應 させよう とし 

た。 彼 は 可な り 急進的の 手段 を 採った。 卽、 古 來の數 限り もない： t 々の 眷屬は 一切 此れ を廢 案し、 

唯一 の祌ァ テン (Aten)、 卽、 太陽神の み を 認めようと いふ 宜言を 下した。 そして 十 u ぃ祌々 の 殿堂 

を破壞 し、 叉 忌 はしい 邪神の 偶像に 充 たされた 一 ブ I ベ (Thebe) の 舊都を 移轉 してし まった。 0 し 

それが 爲 に當然 彼は權 勢に nz のない 1^ 侶 達から 睨まれた。 そして -win な K 衆 も 亦 疑 もな く 彼等の 
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宗教 上の 導 者 達に 追從 したに 相違ない。 それで 此の 折角 強制的に 行 はれた 眞理の 發揚も 此の 賢 王 

の 死後 跡 方 もな く 消滅して しまった。 而 して その 王 婿 アイ (Ai) は 「余 は 余の 輕侮 する 祌々 の 前 

に 膝 を 屈しなければ ならない： 一 と 歎す る やうな はめに 立 到った ので ある。 

ァメ ンホテ プ —— 又 タト •  H ン . ァ テンス (chut-en-atens) 卽 「日輪の 光輝」 - ！ の 宗敎の 偉 

大 であった 點は、 天然の 中で 太陽 を 最高の 位に 置いた ことで ある。 此れ は 吾人の 今日の 考と 殆ど 

一致す る。 地球上に 於け る あらゆる は、 唯 僅少な 潮汐の 蓮 動 だけ を 除いて、 全部 その H ネル 

ギ I を 太陽に 仰いで 居る。 又 ラプラスの 假說 から 云っても、 地球上の すべての 物質 は、 唯 其 中の 

比較的 僅少な 分量が 小さな 隕石の 形で 天界 から 落下した だけで、 他 は 全部 其の 起原 を 太陽に 有つ 

て 居る。 それで、 云 は i -、 太陽 は 「凡ての ゆの 始 源」 であって、 此れ は野蠻 人の 考 へる やうに 地 

上の 物 だけに 就いても さう 云 はれ、 叉 全 太陽系に 就いても 云 はれ 得る 事で ある。 以下に 太陽神に 

對 する 美しい 讚美歌 を擧げ る、 此處 では 此の 神はレ ー (Re) 及ァ トウ ム (Atuln) とい ふ 二つの ち 

がった 名で 呼ばれて 居る。 

汝を こそ 拜め、 あはれ、 レ ー の 神の 昇る 時、 アト ゥムの 神の 沈む 時。 

汝は 昇り、 汝は 昇る。 汝は 輝き、 汝は 輝く。 

光の 冠に、 汝 こそ 神々 の 王 なれ。 
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天の、 地の 君に て汝は 在す。 

汝は、 彼處に 高く 星、 此處に 使く 人の 數々 を 作りぬ。 

汝 こそ は、 時の 始に旣 に 在せ し 唯一 の祌 なれ。 

地の 國々 を汝は 生み、 國々 の 民 を汝は 作りぬ。 

汝は 大空の 雨 を、 やがて 一一 ィルの 流れ を 吾等が 爲に 作り 賜 ひぬ。 

河々 の 水 を 汝は賜 ひ、 その 中に 棲む 生物 を 賜 ひぬ。 

山々 の 尾根 を 連ねし は汝、 かくて 人類と 此の 地上の 世 を 作りし は 汝にぞ ありし。 

ラプラスの 假說 によっても、 矢 張、 太陽が H ヂプト 人の 最も 重要な 星と 見做した もの、 卽、 遊 

星の 創造者で あると 見做す 事が 出来る。 もし 遊星 を祌的 存在で あると するならば、 太陽 は 當然ー 

番 始めに 存在した 唯一 の祌と 云っても よい 譯 である。 

それから 百年 乃至 一 一 百年の 後に 現 はれた ッ ァ ラ トウ ス トラ (zarathustra) の 宇宙 觀は 正に 此の 

ァメン ホテプ の それ を 想 出させる ものである。 此の 考 によると、 無窮の 往昔から、 所謂 渾沌に 該 

當 する、 無限大の 空間が 存在し、 又 光と 闇との 權 力が 存在して 居た。 そして、 光の 神なる オル ム 

ズド (orllmzd) は當時 有り合 はせ た 材料に よって、 次の やうな 順序で、 萬 物 を 形成した。 此の 順 

序 を、 バビ n  ニァ及 ユダヤの 傳說 による 創造の 順序と 比較して 見よう。 
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オル ムズド 

(註) 

アム. ンャ ス パ ン デ ン 

天 


マル ドウ ク 

天 

諸天體 


3 太陽、 太陰 及 星 

4 火 

5 水 

6 地と 生物 

(註) ァ ムシ ヤス パ ン デ ン { Amschasp-anden) は オル ムズ にに 次 

等 は 一 人々々 重要た 倫理的 概念 を 代表して 居る。 


人間 


ェ n ヒ —ム (創世記、 一 ) 

天 


諸天體 


.h 人間 

で 最高 位に あ る 六つの 祌々 である。 彼 


ツァラ ト ウス トラの 信徒に 取って は、 太陽が、 最も 重要な 光と して、 其の 崇拜の 主要な 對 象で 

あった 事 は、 丁度 バビ ロニ ァ 人に 於け る 太陽神 マル ドウ クと 同様であった。 他の 色々 の 民族で も 

亦 本能 的に 多 神崇拜 から 太陽 禮拜に 移って 行った ので、 その 一例 は 日本人で ある。 

時代の 移る と共に、 ベ ルシアに 於け る ツァラ ト ウス トラの 敎は變 化 を 受け、 數 多の 分派 を 生じ 

た。 その 中で 次第に ツァラ ト ウス トラの 歸依 者の 大多 數を從 へる に 至った ゼ ルヴァ 二 ー ト敎の 人 
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達 (zervauiten) の說 いた 所に よると、 世界 を 支配す る 原理 は 無 i§ の 時 " zel.vaue  akel.ene 一- で 

あって、 此れから 善 (ormuzd) の 原理 も 又 悪 (ァフ リメ ン Ahrimon) の 原理 も 生じた とい ふの 

である。 

ッ ァラ トウ ス トラ の 教理 は囘々 敎 及グノ スチッ ク 敎の耍 素と 融合して 更に 別の 分派 を 生じた。 

卽、 イス マイ リズム (Ismamsmus) と稱 する ものであって、 一 種の 哲學 的祌祕 主義の 句 を もった 

ものである。 その 敎 によると、 世界の 背後に は 或る 捕へ どころ のない、 名の 付け やう もない、 無 

限の 概念に 該當 する 存在が 控 へて 居る。 此の ものに 關 して は 吾々 は 言 ふべき 言葉 を 知らす、 從っ 

てまた 此れ を 祈念し 禮拜 する こと も 出来ない。 此の ものから、 一種の 天然 ^1 然の 必要に よって、 

所謂 放射 (Emanationen) と稱 する ものが 順次に 出て 來る。 卽 (一) 全 理性 (Allv(>rrmnft)、 (. 

全 精神 (Alliler  (一一 一) 秩序な き 原始 物質、 S) 空間、 (五) 時 問 及 (人) 秩序 組織の 整 へられた 

物質的の 世界、 此の 中の 最高の 位置に 人間が 居る ので ある。 此の 宗敎 では 物質、 {4^間及時問の方 

が、 秩序 立った 組織 を 有し、 從 つて 知覺 され 得る 感覺の 世界よりも もっと 高級な お 在 憤 値の ある 

ものと しょうと いふので あるら しい。 此れ は 恰も 物質、 空間 及 時間 も 無限な りと する 近代の 考に 

相當 して 居る ので ある。 叉 所謂 全精祌 なる ものに も 同様な 屬 性が ある ものと されて 居る、 此れ は 

同じ 考を 生命 の 方へ 其 儘 引き 寫し に 持ち込んで 行 つた もの と 見る 事が 出来よ う。 
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ッ ァラ トウ スト ラ 敎に從 へ ば、 ァ ス ト. ヴ アド •  H レタ 0\stvad-2.otn,) が 凡て の 死者 を 呼び さま 

し、 そして 凡てが 幸福な 狀 態に 復 するとい ふこと になって 居る C イス マエ ル敎 徒に 云 はせ ると、 

此の 復活 並に 最後の 審判に 關 する.. ソ n ァ ス タ，' 敎の敎 は、 單に 宇宙 系に 於け る 週期 的 變轉を 表現 

する 影像に 過ぎない とい ふので ある。 此の 後者の 考は 事によると 印度 哲擧の 影響に よって 成立つ 

たもの かも 知れない と 思 はれる。 

東洋の 諸 民族の 中で、 印度人 は その 古い」：. • 小敎を 有つ 點で他 民族の 中に 獨自の 地位に ある。 此の 

宗教 は 永い 間に 僧侶 階級に よって 段々 に 作り上げられ、 永遠に 關 する 一 つの 敎理 となった。 此の 

教理 は 哲學的 に 深遠な 意義 の ある もので あり、 又 現代の 自然 科學 研究 の 基礎 を 成す 物^ 並 に 勢力 

不滅の 觀念と 本質的に 該當 し、 又、 その 永遠に 關 する 概念 は 現代の 宇宙 開闢 說の 主要な 部分 を 成 

す もの と 同じで ある C 

世界 萬 有の 中に 不斷の 進化の 行 はれて 居る とい ふ 事 は 誰が 見ても 明らかで ある。 それで、 此の 

進化 は 週期 的に 行 はれる もので あつ て、 何度と なく 同じ 事 を 繰 返す もの だとい ふ 事 を假定 して、 

始めて 此の世界の 永遠 性と いふ 事が 了解され る。 昔の 印度の 哲攀者 等が 此の 過程 を どうい ふ 風に 

考 へて 居た かとい ふ 事 は 次の 物語から 分る ので ある。 

マヌ (I\i§u、 ヴ エダの 歌謠の 中に 現 はれる マス は 人類の 元祖、 卽、 一種の ノアで ある) はじつ 
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と考に 沈んで 居た。 そこへ マハル キ ー ン (IVIaluu.chien) が やって来て、 恭しく 御辭儀 をして かう 

云った。 一 主よ、 もし 御 心に 叶 は i -、 どうか、 物の 始まりが 如何なる 方 則に よって 起った か。 乂 

それが 混り 合って 出来た 物 は 如何なる 方 則に 支配され たか、 事細かに、 順序 を 立て \ 御 話し 下さ 

る やうに 願 ひます。 主よ。 此の 普遍な 方 則の 始まり、 それの 意味 又 その 結果 を 知って 居る の は あ 

なた ばかりであります。 此の 根元の 方 則 は 捕へ 所 もな く、 その 及ぶ 範圍も 普通の 常識で はとても 

測り 知る 事が 出来ません。 唯ヴ ニダで あらせられる 貴方 だけが 御 わかりで ありませ う。」 此れに 

對 して 此の 全能なる もの、 賢い 返答 は 次の 通りであった。 「では 話して 閒 かさう。 此の世界 は そ 

の 昔 闇黑に 包まれて、 捕へ 所な く、 物と 物と を 差別すべき 目標 もなかった。 悟性に よって 其の 概 

念 を 得る とい ふ 事 も 出来す、 叉 それ を 示現す る 事 も 出来す、 全く 眠りに 沈んだ やうな 有様で あつ 

た。 此の 溶 合の 狀態 (宇宙 は此處 では 完全に 均質に 溶け合った 溶解 物の やうに 考 へられて 居る の 

である) が 其の 終期に 近づいた ときに、 主 (ブラ ー マ wrahnla/ 卽、 此の世界の 創造者で しかも 

吾人の 宫 能に は 捕 へ 難い 主 は、 五つの 元素と 他の 原始 ゆ 質と によって 此の 世界 を 知覺し 得る や う 

にした。 彼 は 至純な 光で 世 を i 一ら し 闇 を 散らし、 天然 界の 發展を 始めさせた。 彼 は 自己の 觀念の 

中に 思 ひ 定めた 上で、 樣々 の 創造物 を 自生 的に 發 生させる 事と した。 そして 第一に 水 を 創造し、 

その 中に 一 つの 種子 を 下ろした。 此の 種子が 段々 生長して、 黄金の やうに 輝く 卵と なった。 それ 
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は 千 筋の 星の 光の やうに 光って 居た。 そして 其れから 生れ 出た のが、 萬 物の 始源 たる、 男性 ブラ 

1 マ の 形骸 を 具へ た 至高の 存在であった。 彼が 此の 卵の 中で 神の 年の 一 年間 (人間の 年で 數へ る 

と 約 三 〇〇〇〇 億 年餘) 休息した 後に、 主 はた 自分の 觀 念の 中で 此の 卵 を 二分し、 それで 天と 

地と を 作った。 そして 兩 者の 中間に 氣 海と 八つの 星 天 (第 六圖) と 及 水を容 るべき 測り 難い. S 間 

を 安置した。 かくして、 永遠の 世界から 生れた 此の 無常の 世界が 創造され たので ある。」 なほ 主 

なる 彼 は 此の 外に 澤 山の 神々 と 精靈と 時期と を 創造した。 此の 永遠の 存在に も 叉 同時に あらゆる 

生ける 存在に も 覺醒と 安息との 期間が 交互に 週期 的に やって来る。 人間界の 一年 は 靈界の 一 日に 

當り、 靈界の  一 二 〇〇〇 年 (此の 毎年が 人 界の三 六 〇 年 を 含む) が 祌界の 一紀で あり、 此の 二 千 

紀が 一 ブラ I マ 日に 當る。 此の —— 八 六 億 四 〇〇〇 萬 年の 長き に當る —— 日の 後半の 間 は ブラ ー 

マ も 亦 凡ての 生命 も 眠つ て 居る。 而 して 彼が 眼を覺 ますと それから 又 その 創造 慾を滿 足させる の 

である。 此の 創造 作業と 世界 破壞 作業との 行 はれる 囘數は 無限で ある C さう して 此の 永遠の 存在 

なる 神 は 此れ を 殆ど 遊び 仕事に やっての ける ので ある。 

此の 印度の 哲學の 偉大な 點は、 、水 遠の 概念の 構成の 當を 得て 居る 點 である。 卽、 天然の 進展に 

週期 的 交代 卽輪迥 が あると する 點 にある C 尤も 其 他の 點 では、 その 考へ方 は ペシミスティックで 

ある。 卽、 毎週 期の 進展 は 不斷の 後退であって、 特に 道德的 方面で 墮 落に 向 ふ ものと 見做されて 
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居る ので ある。 

此のべ シ ミ ス ティ ッ クな考 へ 方 は旣に 前述の H ヂ ブトの 傳說 にも あり、 叉 元は 人間に 黄金時代 

があった とする 古典的 希躐の 昔に もあった もので あり、 更に 叉 天上の 樂園 並に 罪過に よる 失墜に 

關 する カル デ ァ の傅說 にも 見出さる、 ものであるが、 此れ は 自然の 研究に 基いて 構成され た 近代 

の 進化論の 學說 とは甚 しく 背馳す る考 である。 此の 說の 先驅者 とも 見るべき もの は H ヂプ ト傅說 

の 中に も亦ホ ー マ —の 中に も あるので あるが、 此れに よると 事物 (人間) は 次第々々 に 改善され 

て 行く ので ある。 進化論に 據 ると 唯 最も 力強く 且 最も 良く 環境に 適應 する ものの みが 生存 競爭に 

堪へ、 從 つて 絶えす 益 、、生存に 適する 物が 現 はれて 來 ると いふので ある。 

一 つの 觀念、 或は 意志の 働きが、 何等 以前から 存在す る H ネル ギ ー 或は 物質 を 消費す る ことな 

しに 作業 或は 物質の 生 因と なるとい ふ考、 換言すれば 全くの 虚無から 本當の 意味での 創造が 可能 

であると いふ 考の 明白に 表明され て 居る の は 前に 紹介した 物語が 最初の ものである。 此の 信仰に 

は 以来 多數 の追從 者が 出来た。 而 して 彼等 は 此の 考の 方が、 すべての 民族に 本来 共通な、 唯 改造 

のみが 行 はれた とい ふ考 より 遙に 優れた ものと 考 へた。 し 或 物が 虚無から 生じ 得る とい ふ (本 

文 一 九 < 頁 を 見よ) 此の 考は單 に科舉 的の みならす 叉哲學 的の 見地から も 支持し 難い ものである- 

比處 では 唯 此の 問題に 關 する スビノ ザと ハ ー バ ー ト. スべ ンサ， 'の 意義 明瞭な 表出 を 擧げる だけ 
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で 十分で あると 思 ふ。 卽、 ス ピノ ザ は 其の 著 倫理 學 (sthik) の 第三 篇の 緒言の 中で かう 云って ゐ 

る G 一 凡ての 出来事 並に 凡ての 物の 形の 變轉を ま 配す る 自然界の 方 則と 規則 は 常に 且つ 到處 同一 

である C  I ス ベ ンサ ー は 其の 生物 學 原理 (principles  of  Biology 第 一 卷三三 六 及 三 四 四 頁) に 

於て 次の やうに 云って ゐる。 「恐らく 多くの 人々 は 虚無から 或る 新しい 有機物が 創造され ると 信 

じて 居る であらう。 もし さう いふ ことがある とすれば、 それ は 物質の 創造 を假定 する ことで、 此 

れは 全く 考へ 難い 事で ある。 此の 假定は 結局 虚無と 或る 實在 物との 間に 或る 關 係が 考 へられる と 

いふ 事 を 前提す る もので、 關 係を考 へようと 云 ふその 二つの 部分の 一 方が 缺 除して 居る ので ある。 

かう いふ 關係は 全く 無意味で ある。 ヱ ネル ギ ー の 創造と いふ こと も 物質の 創造と 同様に 又 全く 考 

へ 難い ことで ある c」 又 一生 物が 創造され たとい ふ 信仰 は 最も 暗黑な 時代の 人類の 間に 成立った 

考 である c」 尤も 此の 終りの 判斷は 幾分 修正 を 要する かも 知れない。 何故かと 云へば、 虚無から 

の 創造が 可能で あると いふ 考は 可也 進んだ 發 達の 階段に 於て 始めて 現 はれた ものであるから であ 

る 0 

あらゆる 宇宙 創造 傳說 中で 最も 立派に 仕立て上げられて 居る の は、 不思議な ことに、 ス カン デ 

イナ ヴィァ の 古代の 民の それで ある。 此れ は 奇妙な 事と 思 はれる かも 知れない C 併し 此の 北方に 

5 

於け る 吾々 の 祖先が 旣に 石器時代 以來、 卽、 數 千年間 ス カン ディナ ヴィァ に 住居して 居た とい ふ 2 


事、 又 青銅器時代の 遣 物の 發 見され たものから 考 へても、 此の 時代に ス カン ディナ ヴィ ァに特 

な 高級の 文化の 存在した 事が 分る とい ふ 事 を 忘れて はならない。 それで 疑 もな く 彼等 も 亦 古代の 

文化 民族の 種々 の觀 念を繼 承し、 且つ 獨自に それ を 敷衍して 來 たものに 相 遠ない。 

古代の カル デァ 人と H ヂプト 人の 場合で は、 大概の 原始 民族の 場合と 同様に、 水が 最も 主要な 

元素であって、 固 體の地 は 此れの 對象 として 造られた ものと なって ゐ るので あるが、 我 北方 民族 

の 祖先の 場合で は、 溫 熱が 一番 本質的な ものであって、 此れの 對象 として 寒冷が 對立 させられて 

ゐ るので ある。 ところが 溫 度と いふ もの は 疑 もな く 物理 學 的の 世界で 最も 重要な 役目 を 務める も 

ので ある。 從 つて 此の 北國 人の 宇宙 創造 說は 自然界の 眞理 とい ふ點 から 見て、 此れ迄に 述べた 凡 

ての 說 よりも 傑出して ゐ る." 此の 傳說が 吾々 の 現今の 考と 如何に 好く 適合す るか は實に 驚くべき 

程で ある。 此の 說の 中に は 東洋 起 原 又 古典 時 代の 思想の 繼 承と 思 はれる 成分 も 多數に 見出され は 

する が、 併し 此の 北方の 創造 傳說の 特徵と 見るべき もの は 自然界の 諸 特性 を 異常に 理智 的に 把握 

して 居る ことで ある。 

此の 傳說を 紹介す るに 當 つて 私 は 主と. し て ヴィク トル. リュド ベルク (Anktor  Rydberg.) の 

「祖先の 神話」 (Giittersage  del- 03 に據る ことにする。 吾々 の 棲息す る 此の世界 は 永遠に 繼 

績 する もので はない。 此れに は 或る 始めが あった。 そして 又 或る 終りが あるで あらう。 時の 朝 ぼ 
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らけ こ i 

砂 も 無く 海 もな く 

冷たき 波 もな  く 

又 その上 を蔽 ふ； 大 もなかり き。 

穴 H 間 (ギン ヌンガ ガップ Ginnung-agap) があった。 而 して 其の 北の方の 部分に 寒冷の 泉が 生 

じ、 其の 附近 を 氷の やうな 霧が 包 園して 居た。 11 此の 地方 を 一一— フエ ル ハイム t^^ifelheim 霧 

の 世界) と 名け たの は その 爲 である i 。 又 此の 空間の 南方に は溫 熱の 泉、 ゥ ルド OJrd) が 生じ 

た。 此の 二つの 中間の 眞 中に 昝惠の 泉、 ミ— メス. ブルン (Mimes  wnsn) が 流れて ゐた。 一一 ー 

フ H ル ハイムから は 霧の やうな 灰色 をした 寒冷の 波が 空間に 流れ出し、 其 處でゥ ルドの 泉からの 

溫 熱の 波と 出逢った。 此の 二つの 混合に よって 基礎 物質が 生成し、 それから 此の世界、 又 その あ 

とから 祌々 や H 人達が 發 生した。 ミ I メス . ブルンの 横 はって ゐる 空虚の 空間から 人間の 眼に は 

見えぬ 世界の 樹 ィュグ ドラ ジ I ル (Ygg-drasil) が 其の 種子から 生長し、 其の 根 は 延びて 此の 三つ 

の 泉に 達して ゐた。 

此の 傳說の 偉大な 點は、 此の 生物の 住家と しての 世界 を溫 熱と 寒冷の 泉 (太陽と 雲霧と に相當 

する) に 影響 さる、 とした 所に ある。 生物の 棲息す る 世界 は 此の 二つの 間て 存し、 生命 ま 比の 二 
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つに 依歸 する、 卽、 現代の 考へ 方に 從 へば、 熱い 太陽からの 溫 熱の 供給と、 並に 寒冷な 雲霧への 

それの 流動に 依歸 する ので ある。 

北方の 傳說 は、 それから 先で は、 一つの 死 體の肢 節から 世界が 創造され たとい ふ 普通の 考へ方 

に 結び 寸 いて 居る。 一つの 祌ゥォ ー タン (wotan 此れ は カル デァの マル ドウ クに當 る) が 巨人 

ィュ ー メル (Ymer 卽、 ティア マ ー トに當 る) を 殺し、 其の 體驅 から 天と地 を 造り 又 其の 血から 

大洋 を 造った とい ふので ある。 併し、 玆で北 國民は 一つの 獨創 的な 變更を 加へ てゐ る。 卽、 ィュ 

1 メルの 五體が 生命 ある もの、 據り 所と なり 得る 爲に は、 其 前に 一度 微塵に 粉碎 されなければ な 

ら なかった。 其の 0: 的の 爲に 特別な 洞窟 仕掛の 粉 磨 水車が 造られ、 此れ は 寒冷の 泉から 来る 水の 

力で 運轉 され、 其の 水 は 一 つの 溝渠 を 通って 大洋の 中へ 流れ込む やうに なって ゐた。 此れ は 明ら 

かに、 水の 作用に よって 堅い 岩石が 磨り 削られて 土壤と 成る、 所謂 風化の 現象 を 詩 化して 表現し 

たもので ある。 此の 大きな K 人的 水車 は 又 天の 蒼弯 とその 數々 の 星 を廻轉 させる 爲 にも 役立つ 

たこと になって ゐ るので ある。 

バ ビ 口 一一  ァ の傳說 では、 體軀が 魚で 頭と 腕と 足 は 人の 形 を 具へ た 海の 怪物 オア ン ネス (oannes) 

が 海の 波から 出現し、 人間に あらゆる 技 藝ゃ學 術を敎 へた 後に 再び 海中 深く 消えた とい ふので あ 

るが、 それと 同様に 此の E 人的 磨 臼の 石の 火花から 生れた、 優しい 金髮の 若者の 貌 をした、 驚く 
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ベく 美しい 火の 神 ハイム ダル (Heimckll) が、 小船に 乘 つて 人間界 をお とづれ、 さう して 文明の 

祝福 を窗 した ことにな つて ゐ る。 此の 船で 五穀の 未 束 や、 色々 の 道具 や、 武器な どが 運ばれて 來 

た。 彼 は 段々 に 成人して 人間の 首長と なり、 發火 錐で 作った 火 を 彼等に 授け、 又 種々 のル I ネン 

(Kunen) ゃ藝 術を敎 へた。 農業、 牧畜、 鍛冶 其 他の 手工、 パン 製造、 それから 建築 術 や 狩 獵ゃ又 

防禦の 術を投 けた。 彼 は 結婚の 制 を 定め、 國 家の « 礎 を 置き、 又 宗敎を 創設した。 多年の 賢明な 

治世の 後に ハイム ダル. が 或る 冬の 日に 永遠の 眠りに 就いた ときに、 始めに 彼 を 人間界に 載せて 來 

た 小船が 海岸で 見出された。 彼の 恩 を 忘れぬ 人間 達 は、 霜の 花で 飾られた 此の 小船に ハイム ダル 

の 亡骸 を收 め、 其れに 様々 な 高貴な 鐵ェ品 や 金銀 細工 を滿 載した。 小船 は、 始めに 来た 時と 同じ 

やうに、 目に 見えぬ 橈の 力で 矢の やうに 大海に 乘り 出して 遠く 水平線の 彼方に 消え失せた。 其處 

で ハイム ダル は 神々 の 宮居に 迎 へられ、 さう して 輝く やうな 神の 若君の 姿に 復活した。 其 後、 彼 

の 息子の ス コェ ルド. ボル ゲル (Sk51d-B0rg2.) が 彼に 次いで 人間の 首長と なった ので ある。 

ス コ H ルド. ボル ゲルの 治世の 間に 世界 は 著しく 惡く なって 來た、 そして その 末期に 近い 頃に、 

光の 神バ ルデ ル .(teaser) の 死に際 會 した。 その 爲に 恐ろしい フィム ブルの 冬 (Fi 一  lllnlKvvintcr) 

が 襲来して、 水 河と 水 原が それ迄 は 人の 棲んで 居た 土地 を蔽 ひ、 水 を 免れた 部分で は 收輕は 段々 

に 乏しくなった。 饑娥は 人 問 を 支配し 彼等 を驅 つて 最も 恐ろしい 罪業に 陷 入れた。 「I:《A 風 時代」 


259 


「斧と 刀の 時代」 (stm.m-zeit,  Axt- uud  Messel.-zeit) とい ふ 名で 呼ばれる 時代が 此 寺から 始ま 

つた。 北 國人は 劍戟を 手に して 彼等の 近親 民族 を 其 C 住處 から 放逐した 爲に此 等 族 は 已むを 得 

す 次第に 南下して 新しい 棲處を 求めなければ ならなかった。 それから 或る時 期の 後に 始めて 此の 

フィム ブル の 冬が 過ぎ去って 氷雪が 消え失せ たとい ふので ある。 

. 誰でも 氣の 付く 通り、 此の 傳說は 著しい 氣 候の. ク- 化、 其の 結 として 氷河が 陸地 を蔽 ひ、 ：Ji:^ 族 

の 移動の 起った 事 を 最も 如實 に""^ 現して 居る。 それで、 北國人 等が、 何時か は 又もう 一度 フィム 

ブルの 冬が 襲来して、 彼等が ラグ ナ ロク (Ragnal.ok) と 名け ると ころの 沒 i?^ 期と なる であらう と 

じて 居た の は 怪しむ に 足りない。 此の 時代が 近よ ると 無秩序の 不安な 狀 態が 再び 立歸 つて 来る 

であらう。 氷雪の 國 からお 人 等が 現 はれて 祌々 の 宮殿に 攻め寄せ、 人間は塞冷と幾娥と疫病と！？^ 

鬪の爲 に 死んで 行く であらう。 太陽 は 其 時で も 矢 張 同じ 弧狀の 軌道 を 天上に 描き はする が、 其の 

光輝 は 次第に 薄らぐ であらう。 いよ お 人 軍と： t 々との 戰 闘が 始まる と雙方 に^し ぃ戰沒 者が 

出来る。 さう して 彼の 火の： t ハイム ダル も漸 死の S 傷 を 受ける であらう。 すると 太陽 も 亦 光 を 失 

ひ、 .大 のま， 1i は 割れ、 地底の 火 を 封 じて 居た 山嶽 は 破れ、 火焰は 此の 戰場 を包圍 する であらう。 

此の世界 的大 火災の 跡から、 新しく、 より 苦く、 麗しい 綠で蔽 はれた 地が出 現す るで あらう。 唯 

、-、 ー メの 泉の 傍の ホッ ド ミン ネの： t 苑 (Hoddminues  Main) だけが 此の世界 的の 火災 を 免れる の 
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で、 其 處に隱 れてゐ た 若干の 神々 と、 人間の ー對 ライフ トラ ー ゼ ルとリ ー フ (Leiftraser  und  Lif) 

とだけ が 救 はれる であらう。 此の 二人が 此の 地上に 歸 つて 来る。 地は勞 耕せす して 豐 富な 收穫を 

生す るので、 何の 苦勞 もない 幸福な 新時代が 始まる であらう。 

或は 古代 ギリシア、 B1 マ 並に 基督 敎關 係の 說 話からの 影響 を 受けた かと 思 はれる 此の 注意す 

べき 傳說 は、 太陽が 徐々 に 消え、 其の 爲に 地球上の 生物が 減少 するとい ふ 近代の 觀 念と 全く 一致 

して 居る。 太陽 (祌々 ) は 寒冷の 世界 (巨人) 卽、 宇 {£ 星雲 及 其 中に 包 有せら る、 數 多の 消えた 

太陽と 衝突す るで あらう。 其の 衝突の 際に 地 殼內に 封 じられ た 火焰が 噴出し その 爲に 地上 は荒廢 

に歸 する。 併し 或る時 期の 後に は 叉 新しい 地が 形成され、 そして 生命 (祌々 ) は 宇宙空間 にある 

不死の 靈木 ィュグ ドラ ジ ー ル (Ygfsdrasil) から 再び 地上に 擴 がるで あらう。 

此の 驚くべく 美しい、 しかも 叉眞 實なェ ッダ (Edda) の 世界 傳說 は、 他の. G 然 民族 間に 傳 はつ 

た あらゆる 同種類の 傳說 に比べ て遙に 優れた ものである。 此の 美しい ハイム ダル 傳說が 暗示す る 

やうに、 最初の 文明、 並に 此れと 一緒に、 世界 創造 傳說の 原始的 要素が、 外國、 多分 東洋から 海 

を 越えて 渡来した ものである 事に は 疑 ひない。 し 如何なる 創 迭傳說 でも 自然に 對 する 見方の 忠 

實 さとい ふ點に 於て 此の 北方 族の それに 匹敵す る もの は 一 つもない であらう。 

以上 私 は、 自然現象の 經 過に 關 する 知識 を 得る 爲に ^ 接觀察 の 方法 を 講じ ると いふ やうな 事 は 
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何もし なかった やうな、 さう いふ 時代に 於け る 自然の 見方が 如何なる もので あつたか を 述べた つ 

もりで ある。 かう いふ 時代に は 自然 科學 はおの づ から 神話の 衣裳 を 着て 居る。 もっと 程度が 高く 

なれば それ は 招 襞の 多い 哲學の 外套 を 着て 居る ので ある。 併し 一度び 人間が 觀 察と 經驗の 荒 集 を 

始める やうに なって 來 ると 事情 は 全く 變 つて 来る。 さうな ると 澤 山の 事贲與 件の、 手の 付けられ 

ぬ、 一 目に 見渡せな いやうな 集圑を 簡單に 把握し 表現し 得る やうな 一 般方則 を 求める やうに なつ 

て 来る。 換言すれば、 經驗を 有用なら しめる 爲に は、 理論家の、 もの を 系統 化する 作業の 必要が 

痛切に 感ぜられて 來る。 それで 先づ、 最初の、 多分 餘り 正確で ない 方 則が 見付かった とすると、 

それに 依って 試に 事柄の 經 過を豫 報して 見る。 さう して その 豫 言が 正しい かどう かを驗 すると 

いふ やうな 事 を 始める ことが 出来る。 さう いふ 事 をして 居る うちに それ 等 旣定の 方 則、 從 つて 自 

然に對 する 認識が 段々 に 改良され て 行く ので ある。 

人間に とって 特別に 重要で ある 爲に 最も 周到な 觀 察の 目的物と なる もの は 先づ第 一 に 時間の 知 

識 であった。 其處 から 多分 各種 天體の 本性に 關 する 觀 念が 生れ、 此等を 手近な 地上の 物體の それ 

と 分り 易く 比較す る やうに なった ものと 思 はれる。 此の やうに して 次第に 最も 簡單な 天文、 物理 

及化學 的の 概念が 形成され たので ある。 かう いふ 時代に なると 以前の 時代に 於け ると は反對 に、 

多様な 考へ 方の 中で ：；！^ も秀 で た 代表的の ものの みが 擧 げられ、 さう して 此等 概念の 發 達を歷 史的 
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に通覽 する 事が 出来る やうに なって 來 るので ある。 

以下に 述べる 宇宙の 見方 は、 此れ 簾べ て 来た 神話 時代に 學る ものと 反對 に、 いづれ も歷さ 

時代に 屬 する ものである。 
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b 最古の： 大文觀 測  ， 

開化 程度の 最も 低い 人間に とって は 暦な ど、 いふ もの k 必要が なく、 從 つて 又 時の 尺度 を 自然 

界に 求めよう とする 機緣 にも 接しない ので ある。 最古の 人間 は 疑 もな く 狩獵と 漁撈に よって 生 め 

して 居た であらう C 唯 鼷餓に 迫られ、 しかも 狩獵の 獲物の 缺乏 の爲に 他の 榮養物 を 求める やうな 

場合に 到って、 そこで 初めて 草木の 實ゃ、 食用に 適する 根の 類 を も 珍重す る こと を覺 えたので あ 

らう。 尤も 此等 は唯應 急の ものであって、 多分 主として 婦人 達が それで 間に合 はせ なければ なら 

なかった かも 知れない。 男子 等 は その 仕 止めた 野獸ゃ 魚の 過剩な ものよりしか 婦 人達に は與 へな 

かったら うと 思 はれる からで ある。 それで 此等： K 族 は 野獸の 放浪す るに 隨っ て 放浪し なければ な 

ら なかった。 さう して、 た 、に 差し 當 つた 其 日々々 の 要求と いふ こと だけし か考 へなかった ので あ 

る。 其の後に 人間が もう 少し 常住 一様な 榮養 品の 供給 を 確保す る爲 に、 就中 必要な 野徵を 飼ひ馴 

らす こと を覺 える やうに なっても、 事情 は 未だ 大して 變ら なかった。 ところが 此の 獸. 類 を 飼養す 

るに は、 季節に 應 じて 變 はって ゆく 牧場 を斷 えす 新に 求める 必要が あるので、 かう いふ 遊牧民の 
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居所 は 彼等の 家畜に 依つ て 定まる ことにな つて 居った。 決して その 逆ではなかった ので ある。 

； W し 人口が^ 殖 して 來た爲 に、 氣 紛れで なしに 本式に 土地の 耕作 をす る 必要が 起る と共に、 事 

情 は 全くち がって 來た。 卽、 固定した 住居 を 有つ 必要 を 生じ、 叉 本来の 目的と する 收獲を 得る 爲 

の 準備と して 一定の 季節に 色々 な 野良仕事 をし なければ なら なくなった。 然るに 季節の 循環 は 地 

球に 對 する 太陽の 位置の 變 化に 依る ので あるから、 此の 變化を 詳しく 知る 事が 望ましく なって 來 

た。 その 內に 間もなく、 季節に よって 色々 な 星の 出沒の 時刻の 違 ふこと に氣が 付き、 而 して 此れ 

を 正確に 觀 察する 方が すっと 容县 である こと を 知った。 旣に 古い 昔から、 新 H: と滿 月との 規則 正 

しい 交代が、 二 九. 五三 日と いふ 短い 週期で 起る ので、 此れが 短い 期間の 時の 決定に 特に 好都合 

な ものと して 人間の 注意 を ひいた に相逮 ない。 此の 週期に 基いて 一月の 長さ を 定め、 端數を 切り 

上げて 三十日と した。 ； に 此の 一箇月 を 各" 十日 づ、 の 三つの 期間に 區 分した。 一年の 長さ は 略 

十一 一箇月に 當 るので、 最初 は 此れ を 三百 六十 日と 定めた のであった。 

最古の 文明 は、 時の 決定、 卽、 暦と 最も 密接な 關係を もって 居る。 此の 決定 は 非常に 規則正し 

く復歸 する 各種の 週期 的 現象に 基く ものである。 旣に 述べた 通り、 中で も 太陰の 光度の 交互 變化 

は 自然 民に 取つ て は 最も 目に付き 易い ものであった。 それ は 比較的 短い 期間に 同 一の 現象が 立歸 
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つて 來る爲 に 特に さう であった ので ある。 アリア ン 系の 言語で は、 計量 (Mass)、 測定す る (mes- 

sg) 及 太陰 (Mond) の 觀念を あら はす 言葉 は 同一 の 語根から 出来て 居る。 梵語で 太陰 を マ ー ス 

(Mas) とい ふが、 此れ は 計量 者、 計量器 (der  Messel.) の 意で ラテンの 月 (mensis) 及 計量器 (men- 

sura)  と關 係して ゐる。 吾々 の國 語での 此の 言葉 も 矢 張 古く 此處 から 導かれて 來 たもので ある。 

卽、 太陰 は その 規則正しく 且つ 觀 察に 恰好な 光度の 輪廻の 爲に 最初の 測定 術の 出發 點を與 へた。 

一 方 叉 太陰 は昔バ ビ 口  二 ァ 人の 間で は祌々 の 中での 首長と 見做されて 居た ものである。 或る 古い 

楔形文字で 誌され た 古文 *1 に、 こんな ことがある。 

お、、 シン (月 神) の祌 よ。 汝 のみ ひとり 高き よりの 光 を 

汝 こそ 光 を 人の 世に 惠み玉 はめ、 


汝が光 は、 汝の 初めの 御子なる シャ マシュ (太陽) の 輝きの 如く 麗 はしく、 

汝が 御前に は 神々 も 塵の 中に 横 はる。 

お、 汝ょ、 お \ 蓮 命の 支配者よ。 

此の シン (sin) とい ふの は 月の 神で、 シャ マシュ (shamash) は 太陽神で ある。 紀元前 二 〇〇〇 

年頃に 至って、 初めて、 以前に あの 木 E 生の 支配者であった ところの、 、パピ n ン では 特別に 大事な 
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神樣マ ルド ウタが、 シン や シャマ シュに 取って 代 はり、 自ら 太陽神と して 何よりも 崇 はれる やう 

になった ので ある。 

もう 少し 長い 週期が 望ましく なって 來 るので、 何 かしら 太陰 週期 卽、 太陰の 一箇月と 關 係の 付 

けられる もの を 求める やうに なった。 そこで 一箇年、 卽、 太陽の 輪廻 を、 近似 的に 十二 箇月に 等 

しいと 定めた。 古代 メキシコ 人の 間に 行 はれた、 トナラ マ トル (Tonalamatl) と 名け る 二 六 〇 日 

の 珍しい 週期 は 殆ど 太陰 月の 九 箇月 (卽、 二 六 五. 七日) に 等しい。 此れ は 多分 二 〇 で 割り切れ 

る 爲にー 一六 〇日 とした ものである らし い。 

太陰が 曆の 決定に 役に立つ とい ふこと が 分る と 同時に、 此れと 同じ y 的に 役に立つ やうな 他の 

天體を 求める やうに なった の は當然 のこと である。 此の 目的に は 金星 は 特に 全く あつら へ 向きに 

出来て 居た。 此の 星の 光は强 くて、 暗夜に は 物の 陰影 を 投げる 程で あり、 叉 その 一周の 週期 は 可 

也 短 かくて 僅に 五八 四日 (卽、 一 丄ハ 年) である。 文化の 進歩す るに つれて、 數 年と いふ 長さの 

期間で 年代 を數へ る やうに なった 頃に は、 太陽の 輪廻 八囘が 金星の 週期の 五倍に 殆ど 等しい とい 

ふ 事實が 非常に 便利に 感ぜられた。 叉 メキシコ 人 は 此れよりも すっと 長い、 一 〇 四 太陽年と いふ 

週期 を 設定した。 此れ は 一四 六トナ ラマ トル、 或は 金星 週期の 六 五倍に 當 るので ある。 

上記 三つの 計測 術の 支配者と も 云 ふべき 天體 は、 所謂 舊 世界で も 新世界で も、 最古の 文化 民族 
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の 間で 祌々 の 中の 首長と して 尊崇 せられて 居た。 バビロ  二 ァ人は シン、 シャ マシュ 及 イシ ユタ— 

ル (Ishtar 金星に 當るァ ス タ ル テ Astal.te) の ■ 三祌を S い で 居た。 アラビア 人 は 太陰 (ヮ ッド 

W ミー d ホバ ル Ifohal 又は ハ ゥバ ス llauhas) を 父と して、 太陽 (シャ ムシ ュ slKlssh) を 母、 

又 金星 (アツ タ. I ル Atthar) を その子と して 禮拜 した。 アツ シリアの 諸 王 は その 尊貴の 表象と 

して 掛けて 居た 頸輪から 三つの 護符 を 胸に 垂らして 居た が、 その 一 つ は 月の 鎌の 形 をして 居り、 

第二の もの は輻を 具備した 車輪 か、 或は 十字 (太陽の 象徴) の 形 をして 居り、 又 第三の もの は 一 

つの 輪で 圍 まれた 星の 形 (金星の 象徵) をして 居た。 

最古の 文化 民族の 宗敎は 確に、 曆 日の 豫算 とい ふ、 卽、 最古の 科學 とい ふべき もの を 祌聖視 し 

尊崇した ところから 發 達した ものと 思 はれる。 此の やうに して S の學 問が 始まって 以來、 次第に 

他の 遊星 も觀 察され 又祌々 の數に 加へ られる やうに な. つた。 そして 此等 遊星の 天上の 位置 を 定め 

る爲に 星辰 を 幾つかの 星座に l5il 分す る やうに なった。 その 分け 方と なると、 最早 バビ a 一一  ァ 人の 

區分 法と メキ シ コ 人の それと が 全く 一  致す る i 舌の ない こと は 云 ふ 迄 もない。 

力 ル デ ァ 人 が 最古 の 規則正しい ： 大文觀 測 を 行 つたの は 耶蘇 紀元前 四 〇〇〇 年 乃至 五 〇〇〇 年 前 

に. 遡る ものと 推測され る。 a  I マ 人 や ギリ シァ 人の 考 では 此れが 數十萬 年の 昔に あつたと さ へ さ 

れて 居る。 卽、 彼の 大： 人文 學者ヒ ツバ ル コ ス (llippal.chos) は 一 一七 〇〇〇〇 年、 キケ B  (Cicero) 
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は 四 七 〇 〇〇〇 年と い ふ、 勿論 甚だ 荒 唐なる 推定 をして 居る ので ある。 

カリス テ ネス (liallisthenes) はァ リスト テレスの 爲に、 紀；： 儿前 二三 〇〇 年に 1 る此 種の 觀測資 

料 を 蒐集した。 カル デァの 佾侶達 は 毎夜の 星 K の 位置と 其の 光輝の 强弱を 粘土 版に 記銘 し、 叉此 

等の 星の 出沒 並に 最も 高くなる ときの 時刻 を も 合せ 記錄 した。 所謂 星 は 規則正しい 運動 をす る 

から、 其の 將來の 位置 を 完全に 正確に 豫言 する ことが 出来た。 又 太陽が 一年の 間に 黄道に 沿うて 

運行す る 時々 の 位置 も 亦 特に 規則正しく、 卽、 毎日 約 一度 づ. - 前進す る。 カル デァ 人が 圓周を 三 

六 〇 度に 分けた の は 畢竟 此處 から 起った ことで ある。 其 後に なって、 太陽 は夂- \  (近日 期) は 夏よ 

史 り も 早く 動く とい ふ 事に 氣が 付いた ので、 此の 不規則 を 勘定に 入れる ために、 太陽 は 冬期 は； 母 日 

T- 一  .〇 一 五 九 度、 夏期 は 此れに 反して 毎日 〇• 九 五 二 四 度づ、 の圓 弧を描いて 進行す る もので あ 

見 

た ると 假定 した。 最も 著名な バ ピロ 一一  ァ の 星の 研究者 キデ インス  一 Kidims) は 紀元前 第一 一世紀の 仞 

I め 頃の 人で あるが、 彼 は 太陽の 速度が 月毎に 變 ると いふ 假定 をして 此の 算曆 法に 重要な 改良 を 加 

^ へた。 彼 は 重要な 觀測を 非常に 澤 山に 行った。 彼が 此の 觀 測に 基いて 作った 太陰の 運行に 關 する 

I 表 は 特別に 正確な ものである。 

^ 諸 遊星の 運行 を豫 報す る 立派な 暦 表が 出来て 居て、 其の 中の 或る もの は 今日 迄 保存され て 居る。 

M 例へば 紀元前 五 二三 年の 分が さう である。 此の 曆を 作る 爲に使 はれた 長い 週期 は、 太陽と 或る 遊 
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星と が 地球 並に 相互に 對 して 全く 同じ 位置に 復歸 する 迄の 期間で ある c 例へば 八 太陽年 は 金星の 

五 周 行に 當る、 從 つて 此の 金星と 太陽と に關 する 長 週期 は 八 年の 長さ を 有って ゐる。 木星に 關す 

る 同様の 週期 は 八 三 太陽年で ある。 それで 此の やうな 週期の 間に 於け る當該 遊星の 位置 を 一 度詳 

細に 誌して 置けば、 次の 週期の 間の 其の 星の 位置 を 完全に 豫報 する 事が 出来た。 尤も 週期の 長さ 

が 全く 精密で ない 爲に 少しの 喰， 返 ひが あるが、 此れ は 精細な 觀 測に 基いた 補正 を 加へ る ことにな 

つ て 居た ので ある。 

此 等の 週期 中で 最も 重要なる もの は 太陰の 運行に 關 する もので、 此れ はメ トン の 週期 (Metoui- 

sche  pel.iode) と 名 けられて 居た。 太陰が 地球の周り を 二三 五囘 運行す る 期間が 六 九 三 九 丄ハ日 

に當 り、 此れ を 一 九 年と 比べる と 其の 差 は 一 日の 一 〇 分 一 程度で ある。 卽 一 九 年經過 すれば 太陽 

と 太陰との 地球に 對 する 位置 は 殆ど 初めの 狀 態に 歸 つて 来る。 それで 一度 月蝕が あつたと すれば、 

それから 一 九 年後に 又 同じ 現象 を 期待す る ことが 出来る。 此の 週期が バ ビ 口 一一  ァ 人の 間に 良く 知 

られて 居た とい ふこと は、 ク ー ダラ ー (Kugler) が 紀元前 四 世紀の 初めに 於け る バビロ  ニァ 時代 

の 天文 學 上の 計算に 依って 確證 した。 此の 時代 は、 同じ 週期が メ トン alc^ton 紀元前 四 三 二 年) 

によって ギリシアに 紹介され てから 約 五十 年後に 當る。 當時 ギリシアと バビ C ンの 間に は、 主に 

フ H 一一  シァを 通じて、 交通が あるに はあった が、 恐らく 此の 週期 は兩 國で獨 立に 見出され たもの 
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であらう と 思 はれる C ミレトスの タレ ー ス (Thalcs  von  Milet) がバ ビ 口 ン の 天文 學の 知識 を？ おた 

の は 矢張フ ェ 一一 シァ を經て の ものであった らしい。 後年 ァ レキサ ン ドリアで 希 職人が バ ビ。 一一 ァ 

の科學 を學ん だの も 同様であった。 

日蝕に 就いても 同様で あるが、 此の 場合の 豫報は それ 程 容易く 確 實には 出来ない。 蝕の 現象、 

特に 日蝕 は 唯に 人間の みならす あらゆる 生物に 異常な 深い 印象 を與へ る ものであるから、 もし 1K 

文に 通じた 僧侶が あって、 此の 自然現象 を 正確に 豫言 する ことが 出来た としたら、 其の 人に 對す 

る 一 般の 尊崇の 念は甚 しく 高まった に 相違ない。 日蝕が 地球と 太陽との 中間に 於け る 太陰の 位置 

に 依る ものであると いふ 事は餘 程の 昔から 旣に 天文 學 者に は 明らかに 分つ て 居た 害で ある。 此の 

事 を 認めれば 次に は 又、 月蝕の 起る の は 太陰が 地球の 陰影の 中に 進 人す る爲 であると いふ 事に 氣 

が 付く 順序になる 害で ある。 然るに 月面に 投じた 影の 輪郭が 圓形 であるから、 從 つて 地球 は圓ぃ 

ものであると いふ 結論 をした に 相違ない。 所が 地球の どちら 側が 月に 面して 居ても 月面に 於け る 

影は圓 形で あると いふ ことから、 更に 進んで、 地球 は圓 板の やうな ものではなくて 球形の もので 

あると いふ 結論 を 得た であらう。 此 等の 觀 察の 結果と して、 地球の 形 並に 地球が 天體 として 太陽 

太陰に 對 する 近親 關係 に 就いても 正しい 觀念を 作り上げる 端緖を 得た わけで ある。 カル デァ 人が 

地球 大圓 周の 長さの 測定 を 行ったら しいと W 心 はれる ことがある。 紀元前 五 世紀の 人で ァレ キサ ン 
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ドリア 出の ギリシアの 著者 アキレス • タティ ォス (Achilles  Tatios) のました ところに 據 ると、 

カル デァ人 はかう いふ 事 を 主張して おた。 それ は、 もし 少しも 休む ことなしに； 母 時間 三 〇 スタデ 

ィァ (卽、 約 五籽) の 速度で 歩きつ ける ことの 出来る 人が あつたと したら、 一年で 地球 を 一 廻 

りする ことが 出來 ると いふので ある。 此の 見積りに 從 へば、 地球の 大圓 周の 長さ は 四 三 八〇 つ 軒 

になる が、 此れ は實に 殆ど 正しい ので ある。 

カル デァ 人の 宇 の 構^ に關す る 觀念は 此れ 以上 に は 進ま なかった らしい。 遊星 の 運動 は實際 

或る 點迄は 確に 規則正し いので あるが、 併し 其 等の 位置に 關 する 一 定の方 則 を 設定す る こと は 出 

來 なかった。 それで 此 等の 星 は 多分 自由意志 を 有って 居り、 其の 出現 は 人間の 企圖ゃ 出產、 死」」 

叉 それに 次いで 起る 相續 問題な どに 際して 幸 蓮 或は 不幸の 兆 を 示す ものと； l:T せられて 居た。 かう 

いふ 吉凶の 前兆 は 必す 事實と なって 現 はれる もので 避ける 事 は 不可能で あるが、^ し^ 法 や 祈願 

や 犧牲を 捧げる ことによって 幾分 か 其の 效果 を柔 らげ、 兎も角も 一 寸 延ばしに する こと は 出来る 

と考 へられた。 かう いふ 方法 を 知つ て 居る もの は 犬 文に 通じた 佾侶 だけであった ので、 彼等 は 王 

侯 や 人民に 對 して 無上の 權カを 得る やうに なった。 此の 信仰 は 實に今 か ら數 世紀 前 迄 も 迷信 的 な 

人類 を 支配し、 その 爲に此 等 輪廻 現象の 本然の 解說の 探求、 從 つて 叉 殆ど あらゆる 科學 的の 研究 

を 妨げた ので ある。 
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カル デァ 人が、 もっと 短い 時間 を讽 るに 用ゐ たもの はク レプシ ュ ドラ (clepsydra) と 名け る 水 

時計と、 それから ポ 口 ス (polos) と 名け る 日時計で ある。 後者 は 一 本の 垂直な 棒の 下へ 其の 棒と 

同 長の 半徑を 有する 凹 半球に 度 盛 をした 盤 を 置いた ものである。 水時計 は 水 か 或は 他の 液 體が大 

きな 容器から 一 つの 小さな 穴 を 通じて 流出す る やうに なって 居り、 その 流出した 液量 を 測って 經 

過 時間 を 測定す るので あった。 ボ ：！ スは 南北の 方位 を 定め、 又 冬期 夏期に 於け る 太陽の 高度 や 世 

界 の廻轉 軸の 位置 を 定め、 又 正午に 於け る 陰影の 長さから 春分 秋分の 季節 を 定める 爲に使 はれた。 

メソポタミアの 都市の 廢墟で 水晶の レンズが 發 見され た 事から 考へ ると、 當 時の 舉者は 光 學に關 

する 知識 も 可也に もって 居た ことが 分る。 併し 外の 學 問の 方面 迄 も餘り 進んで 居た わけで はない 

らし い。 

H ヂ ブトの 傳說 では ト ー ト (Thot) の祌が 人間に 天文、 占筮と 魔術、 醫療、 文字、 畫法 を敎へ 

たこと になって 居る。 太陽 や 遊星が 十一 一宮の 獸帶に 各 十日 づ 、 に 配され た 三十 六の 星宿の 間 を 縫 

うて 運行す る徑路 が圖表 中に 記 人され、 さう いふ ものが 最も 古い 時代から 太陽 祌ラァ (Ka) の 神 

殿に 仕へ る 僧侶 達に よって 集積され た。 後に は 又 他の 祌々 の 神殿に も 天文 學者 等が 仕へ る やうに 

なり、 彼等 は 「夜の 番人」 として 天界の 現象 を 精確に 觀察 しそれ を 記錄 する 役目 を 務めた。 彼等 

はちゃん とした 星界 H さへ 作って 居た ので、 それが 彼等の 圖 表と 同様に 一 部分 現在 保存され て 居 
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る。 エヂ ブトで も 唇 法の 基礎と して は 矢 張 一年 は 十二月、 一箇月 は 三十日より 成る として ある。 

歳の 初めは 今の 八月に 當る。 一年 を 三 六 五日に する 爲に歲 の 終りへ もって 來て 「五日の 剩餘 日」 

を 置いた。 太陽の 一周 行の 期間 は 三 六 五日より 五 時間 四 分の 三 だけ 長いから、 段々 に喰逮 ひが 出 

來 るので、 時々、 天體、 特に 「狼 星」 シリウスの 觀測 によって 修正 を 行って 居た。 

以上 述べた ことから 考 へて 見る と、 ヱヂ ブトの 曆年は 或點で 吾々 現在の よりも 優れて 居た。 卽、 

毎月 一 様に 三十日と いふ 長さで あつたのに 反して、 吾々 の曆 では 一 一十 八日 乃至 三十 一 日と いふ 色 

色な 月の 不合理な 混亂が 支配して 居る。 よく 知られて 居る 通り、 元來 二月 は 三十日であった のが、 

そのうちの 一 日 を 取り去り、 それ を、 ジ ュ リアス . シ ー ザ I の 名 春の 爲に 七月 (Juli) へ 持って行 

つたので ある。 そこで ォ ー ガス タス 大帝 も 負けて はならぬ とば かり、 二月から 更にもう 一日 を 引 

拔 いて 八月 (August) へ 持って来た。 後代の もの、 眼から 見る と 此の 仕方 は 彼等の 折角の 目的と 

は 反對の 效果を 招く ことにな つてし まった ので ある。 

太陽の 週期が 正しく 三 六 五日で ない 爲に 生す る 困難 は 時が 進む に從っ て 加 はる。 此れ を 避ける 

爲に、 H ヂプト では、 初めのう ち は、 折々 に曆を すらせ 狂 はせ て 間に合 はせ て 居た。 さう して ナ 

ィル 河の 氾濫 期が 丁度 歳の 初めに 來る やうに 合 はせ たので ある。 併し 此の方 法 は 可也 出任せで あ 

るので、 ブト レミ ー (Ptolemy) 朝に 至って 閏年 (四 年 目 毎に 三 六 六日の 年) とい ふ もの を 定めた- 
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此の 暦法の 改正が 口 ー マで は 少し 後れて、 ジュリア ス . シ ー ザ ー の 命令で 行 はれた。 此れに はギ 

リシ ァ . H ヂプト 派の 天文 學者、 ソ シゲ ネス (sosigenes) が參與 したので ある。 それで 此の 改正 

曆 のこと を ジュリア ン曆と 名け る。 併し 此の 曆も 永い 間に は 不完全な ことが 分って 來 るので、 紀 

元 一 五八 二 年に 法王 ダレ ゴリ ー 十三 世の 命令で 更に 新しい 暦が 設定され た、 此の 暦の 誤差 は 三千 

年經 つて 僅に 一 日と なる だけで ある。 

エヂ ブトで は 天文 * 者 は 非常な 尊崇 を 受けて 居た。 彼等 は 天文 學の 方で は 力 ルデァ 人 を 凌駕す 

る ほどではなかった であらう が、 彼等の 知識 は それだけではなかった。 その上に 醫術ゃ 化 學を知 

つて 居て 此 等の 科學 では 遙に カル デァ 人よりも 進んで 居たら しい。 アジアの 王侯 例へば バ ク タン 

(Bakhtan) 王 の ご とき 人々 すら、 わ ざ H ヂ プ ト の 醫師 の 處方を 求め によ こし た 位 である。 後 

代に は 又べ ルシアの 諸 王 も 彼等 の 醫學 上の 知識の 助け を 求めた。 ホ I マ ー は H ヂ ブトの 醫師 を當 

代の 最も 熟達した ものと して 賞 讚して 居る。 彼等の 處方は 今日で も 可な り澤 山に 殘 つて 居る。 彼 

等の 醫藥の 處方ゃ 健康 囘復 法の 心得 書の 或る もの はラ テ ン 語の 詩句 中に その 儘の 言語で 出て 居り、 

此れ は 中世に 於け る 最高の 醫學 專門學 校であった サ レルノ  (Salerno) の大學 で敎控 された もので 

ある。 さう いふ わけで 部分的に は 民衆 醫 術の 中に も傳 はり 今日 迄 保存され て來 たので ある。 彼等 

の用ゐ た藥劑 は、 現今で も 支那の 薬屋で 賣っ て 居る やうな 無氣 味な 調劑と 可な りょく 似た 品物で 
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あったら しい。 

しあら ゆる エヂ ブトの 舉問 のうちで も 一 番珍 i された の は占筮 術と 魔術であった。 H ヂプト 

の 擧者達 は、 或る 一 定の 方式の^ 文 を唱へ ると 河 ひ 水 を 其の 源へ 逆流 させ、 太陽の 蓮 行 を 止めた 

り 叉 早めたり、 叉 まじな ひ を 施した 蠟 製の 人間 や 動物の 姿 を 活かし 動かす ことが 出来た とされて 

居る。 彼等 は 宮廷に 出 人し、 往々 「天の 祕密の 司宫」 とい ふ 官名で 奉職して 居た。 彼等の 位階 は 

近衛兵の 司令官 ゃ樞密 顧問 官 (「王室の 秘密の 司 官」) と 同等であった。 そして 此 等の 高官と 同様 

に、 階級の 低い 役人 等と は反對 に、 王宮の 中で サンダル を 履いた ま、 歩く こと を 許され、 叉ファ 

ラオの 足でなくて 膝に 接吻して もい、 とい ふ 光榮を 享樂し て 居た。 そして 此の 大き な榮譽 を檐 ふ 

人々 の徵 章と して 豹の 毛皮 (今なら へ ルメ リンの 毛皮に 當る) を 纏 ふこと を 許されて 居た ので あ 

る 0 

此 等の 學者 達に は、 凡そ 大概の 事で 出来ない とい ふ 事 はない と、 民衆が 信じて 居た とい ふ證據 

として マスべ 口  (Masuro) に從 つて 次の 物語 をしょう。 ケォプ ス 王 (Cheops) が 彼等の 一 人に 

「お前 は 切り取った 首 を 再び 胴體 につな ぐ ことが 出來 ると いふ 話 だが、 それ は本當 か」 と 聞いた" 

其の 通り だと 答へ たので、 ファ ラオ は、 その 實驗 をさせる 爲に 牢屋から 一人の 囚人 を 連れて来る 

やうに 命じた。 すると、 此の 宮廷 占星官 は、 かう いふ 實驗に 人 問 を 使 ふの は 惜しい 事で ある、 此 
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れには 動物 一匹 あれば 澤山 である、 とい ふ、 甚だ 人間味の ある 返答 をした。 そこで 鵝鳥 を 一羽 連 

れて來 て、 その 首を切り 放して 室の 一方に、 其の 瞷體を 他方の 側に 置いた。 占 星 官は豫 て 魔術 *1 

で 學んで 居た 一 ニニの 呪文 を唱 へた。 すると 鵝鳥の 嗣體は 首の ある 方へ と 飛び飛び をしながら 動き 

始める、 首の 方で も 亦 胴の 方へ 動いて 行き、 結局 兩 方が 一緒にく つついて、 而 して 此の 鵝鳥が ガ 

ァガァ と 鳴き 立てた。 勿論、 大抵の 傳說で 御定まりの やうに、 かう いふ こと は 三遍行 はれな けれ 

ばなら ない ので、 次に は 一羽の ペリカン 次に は 一頭の 牡牛で 此の 術 を 行 ひ、 完全に 成效 して 見せ 

たとい ふので ある。 王子 達の みならす フ ァ ラオ 自身 も 時々 此の 宮中 占星官 から 科學ゃ 魔術の 敎授 

を 受けた とい ふ 話で ある。 

H ヂプト 人 は 地中海 か ら 紅海へ かけて 可 なり 手廣く 航海 を營ん で 居た C それに は 彼等の 星學 の 

知識が 航路 を 定める 役に立 つた。 ホ ー マ，' が オデイ セィの カリ ュプソ (Kalypso) の 島から コ ル フ 

(Korfu) へ の 渡航 を 歌って 居る が、 全く あの 通りであった。 疑 ひもな く當時 は、 殊に 未だ 十分な 

經驗を 得たかった 頃 は、 なるべく 沿岸 航路に 限る やうに して 居た では あらう が、 併し 時には 嵐の 

爲に 船が 沖合へ 流される やうな こと もあった であらう。 さう いふ 時に 航海 者 等 は、 陸地に 近づく 

に從 つて 海岸が 次第に 波の 彼方から 持 上って 來 ると いふ 事 や、 又 甲板で 見る よりも 帆柱の 上で 見 

た 方が 早く 陸が 見え 初める とい ふ 事を觀 察した に 相違ない。 同様に 又 陸から 見て 居る 人に は 初め 
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に 船體の 使い 部分が 海に 隱れ 最後に 帆柱の 先端が 隠れる 事 を 知った であらう。 此 等の 事實 から 船 

乘りゃ 叉 海岸の 住民 等が、 海面 は 中高に 盛り 上って 居り、 多分 球形 をして ゐる であらう とい ふ考 

を 懷 くやう になった の は 明白で ある。 

H ヂプト 人が ケォ ブスの 大金 字 塔 (紀元前 約 三 〇〇〇 年) を 建築した 時、 其の 設計の 爲に、 彼 

等の 中で も 最も 優れた 大 智識に のみ 知られて 居た 科學的 經驗の 一 部 を 役立て V 其の 跡 を 止めた と 

いふ、 スコットランド の 星 學者ピ ァ ツチ . ス ミス (piazzi  Smyth) の說は 多くの 自然 科 學者も 同 

意した 所で ある。 此の 金字塔 は、 他の 同種の 建築物と 同様に、 其の 精密に 正方形 をした 底面の 邊 

が 正しく 東西に 叉 南北に 向 ふやうな 位置に 置かれて 居て、 その 誤差 は 僅に 七 五 〇 分の 一 に 過ぎな 

い。 此の 金字塔 は 緯度 三 〇 度に 甚だ 近く、 唯ニ籽 だけ 南に 外れて 居る。 其の 北側の 眞 中に 入口が 

あって、 其處 から 長い、 狭い、 水平線に 對 して 三 〇 度 傾斜した 通路に 人る。 從 つて 此の 通路 は殆 

ど 地球の 勉 轉 軸と 並行して 居る ことになる。 卽、 此の 通路の 長さの 方向 は 丁度 天の 極に 向 ふ。 し 

かも 極 は、 大氣 による 光線の 屈折の 爲に 僅か 計り 實 際よりも 地平線に 對 して 浮上って 見える から" 

猶更 丁度よ く 極 を 指す 事になる ので ある。 それで、 H ヂプト 人が 耶蘇 紀元前 殆ど 三 〇〇〇 年前に 

旣に 可な り 進んだ 數學 並に 星學 上の 知識 を 有って 居た とい ふこと は、 此の 通路の 位置から 見ても 

又 金字塔の 邊の 南北 方位の 正確さから 考 へても、 疑 ひもない ことで ある。 併し ピア ツチ . ス ミス 
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と 其の 贊成者 達の 考には 此の 點に 就. いて 甚 しい 誇張が ある やうで ある。 此の 大 金字塔の 當 初の 高 

さは 一 四 五 米、 又 其の 四邊の 周緣の 全長が 九 三 一 米であった。 此の 二つの 數 量の 比 はー對 六. 四 

一 一で、 卽、 圓の半 徑と圓 周との 長さの 比、 一 對六ニ 一八よりも 約 一 ープ 口 セン ト强 だけ 小さ い。 此 

の 事から して、 ス ミス は、 金字塔の 長さと 周圍 との 比 を もって 圓の半 徑と圓 周との 比 を 表 はさう 

とした ものである とい ふこと を、 十分な 根據 らしい ものな しに 結論して 居る。 ャ. 口 リメ ク (Jaro- 

limek) の 調べ たと ころに 據 ると、 ケ ォプ ス 金字塔の 建築 者 は、 其の 造 營に當 つ て 所謂 黄金 截 (〇 . 

六 一八) の 比例 を 使ったら しいが、 それに は 鬼 も 角 も 一通り ならぬ 幾何 學の 知識がなくて はなら 

ない 害で ある。 

吾々 が 人, 文化の 最古の 表象の 跡 を 尋ねる やうな 場合に は、 いつも、 自然に 支那の 方に 注 R す 

る 事になる ので あるが、 併し 彼の 國の 思索 家 等 は 宇宙 創造 の 問題に 關 して は 割合に 少しし か 手 を 

着けて 居ない。 孔 夫子 は 紀元前 五 五一 年 I 四 七 八 年の 人で あるが、 彼 自身に、 自分 は 唯 古い 知識 

を 集めた だけ だと 斷 つて 居る。 彼 は 全く 道德 問題 だけ を 取扱って 宇宙 成立の 問題と いふ やうな 非 

實用 的な 事柄に 係 はる こと は 故意に 避けた ので ある。 紀元前 六 〇 四 年に 生れて 孔子と 同時代 で あ 

り 道教の 始祖と なった 老子の 方に はいくら かの 村 料が 見付かる。 一 體 「道」 と は 何で あるかと い 

ふとと は 餘り簡 單に說 明が 出来ない。 近頃 古代 支那 哲學の 通覽を 著した 鈴 木の 說に從 へば 「道 は 
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宇宙に 形を與 へる 原理で あると 同時に、 又 『天と地の 未 生 以前に 存在した 渾沌た る 組成の 或 物』、 

卽 原始 物質 を 意味す る もの k やうで ある。」 (此の 『 』 の 文句 は 老子の 道 德敎の 第二 十五 十の：^ 

用で ある。) 「道」 は 「道路」 の義 であるが、 併し 單に 道路 だけでなく 又 「彷徨 ふ 者」 を 意味す る。 

道 は あらゆる 生 ある ものと 生な きもの \ 放浪すべき 無窮の 道路で ある。 此れ は 何等 他の物から 成 

立った ので はなく 其れ 自身に 永遠の 物で ある。 其れ は 凡て あるが、 併し 又 虚無で も ある。 其れ 

は 天地 萬 有の 原因で あり 始源 である。 老子 自身の 言葉に よれば 「道 は 深く 不可思議で、 萬 有の 始 

源で ある。 道 は靜に 明らかで 永遠に 輝く 一  つの 觀念 である。 道 は 何者の 子と して 生れた もの か、 

私 は 知らない。 彼は祌 (Ti) よりも 以前から 在った やうに 見える。」 「天地 は 不朽で ある。 それ は 

自分自身 を 作り出し たもので もな く、 叉 自身の 爲に 存在す る もので もない からで ある。」 道 は 叉 

屢" 玄妙 中の 叉 玄妙なる ものと 名 けられる。 此の 天地が 不朽 だとす る その 理由が 叉餘程 特別な も 

ので ある。 道 は 自分 自體 から 生ぜられ たもので ない とい ふ 命題 を與 へて、 それから 先づ 此れ は絕 

滅す る ことの 出来な いもので あると い ふ 結論 を 引き出す こ と が出來 ると い ふ の で ある。 

紀元前 五 世紀の 道 敎擧者 列 子 は 「始めに、 一 つの 組織の ない 圑塊、 卽、 渾沌が あった。 此れ は、 

後に 形態、 精神 及 物質に 進化し 得る 可能性 を 具へ た 混合物であった」 と 書いて 居る。 此の 哲學者 

は 自分自身に 就いて 次の やうな 話 をして 居る。 「杞 の國に 或る 男が あった。 彼 は 天と地が 崩 壌す 
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るか も 知れな い、 而 して 其れが 爲に 自分が 破滅す るか も 知れない とい ふこと を 心配して 寢 食を廣 

する に 到った。 一人の 友人が やって来て、 かう 云って 彼 を 慰めた。 「天地 は 唯一 種の 靈氣の 凝結 

した ものに 過ぎない。 而 して 日月 星辰 は 唯 此の 靈氣の 中に 輝く 圑塊 である。 此 等が 地上に 墜 ちた 

ところで 大した 損害 はないで あらう c」 かう いって 二人共 安心して 居た。 ところが、 此の 考に對 

して 長盧 子と いふ 男が 反 對說を 出した。 其の 說 によると、 天地 は實 際にい つか 一度 は 粉微塵に 碎 

けなければ ならない とい ふので ある。 此の 話 を 聞いた 時に 列 子 は 犬に 笑って かう 云った。 天地が 

碎け ると いふの も、 碎 けない とい ふの も、 いづれ も 大きな 間 達 ひで ある。 吾々 は それ を判斷 すべ 

き 手段 を 一切 持って 居ない。 ：：•• 世界が 破壊しょう がしまい が、 それ は 何も 自分に 關 係した こと 

ではない c」 鈴 木が 云って 居る やうに 「支那 人 は ギリシア 人 や 印度人の やうに 空想的な 性質で 

はない。 彼等 は 決して ⑩事 を實用 的道德 的に 見る こと を 忘れない。 彼等 は、 危なっかしい 足 許が 

矢 張 地上に 縛られて 居る 癖に 星の 世界ば かり 「顿 きたがる 此 等の 人 を 笑 ふで あらう。」 要するに 支 

那 人の 萬 有に 對 する 見方 は 古代 口 ー マ 人のと 同じで ある。 さう して 孔子の 敎の 中に 此の 特徵が 結 

晶 して 居る ので ある。 

かう いふ 哲學 的の 霧中の まぼろし は此 位に 切り上げて もい \と2 心 ふ。 此等は 畢竟、 前提な しの 

抽象的 思索で 宇 の 謎 を 解かう としても それ は 不可能 だとい ふこと を 示す だけで ある。 


281 


支那で も 寺院に 職 を 奉す る 天文 學者 等が 居て、 星の 蓮 行 を 追跡して 日月 独 を豫 報す る 役 nw を 司 

つて 居た。 吾人の 知る 限りで は 彼等の 天文 學は餘 り 大して 科學 的に 進んだ ものではなかった らし 

い。 多分 力 ルデァ 人が 西洋の 知識と 接觸 する 以前と 略 同程度の ものであった かと 思 はれる。 
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V ギリ シァ の哲學 者と 中世に 於け る その後 繼者 

エヂ ブト、 バビ n  ニァ のみなら ヤー 體に 西方 諸國の 科學が 遂に 民衆の 共有物と ならす にし まつ 

たの は 非常な 損失であった。 若し 此れが さうな つて 居た としたら、 此等國 民の 文化 は 疑 もな く 今 

日 Ifin 々が 讚 歎して 居る あの 程度よりも 一 層 高い 程度に 發 達した であらう し、 又 吾々 の 今日の 文化 

も 亦 それによ つて 現在より もも つ と 優れた も のにな つた かも 知れ な い。 

紀元前 四 〇〇 年から 六 〇〇 年に 互る、 最古の ギリシア 文化の 盛期に 於け る 最も 古い 文化 國は H 

ヂ ブトであった。 而 して、 當 代に 於け る 最高の 知識 を 修めようと 思 ふ 若い ギリシャ 人、 タレ ー ス- 

ビ タゴ ラ ス (Pythagoras  )、 -デ モク リ トス (Demokrit)、 へ ロド トス (Ilerodot) の 如き 人 々 は皆此 の 

ナイル 河畔の 古き 國土を たづね、 其の 替惠の 泉 を 汲んで 彼等の 知識に 對 する 渴を醫 さう とした。 

さう して 古代に 於け る 科學の 最盛期と いふべき もの はァ レキサ ン ドリアの プ ト レ ミ— 朝 時代に 當 

つて 見られる。 此處で ギリ シァ 文化が 此の 古典的 地盤の 上で ヱヂプ ト 文化と 融合され たので あつ 

た。 
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紀元前 六 四 〇 —五 五 〇 年 の 人、 ミレトスの タレ ー ス が 或 時日 蝕 を豫ー 百して 世人の 耳目 を 驚 力し 

たとい ふ 話が 傅 へられて 居る。 疑 もな く 彼 は 此の 日月 蝕 を 算定す る バビロ 一一  ァ 人の 技術 をフ, 1 一一 

シァ 人から 學ん だで あらう。 叉 彼が ヱ ヂプ ト 人から 當代 科學の 諸學說 を學ん だと い ふ說も ある。 

實際、 萬 物の 始源は 水な りと する 彼の 學說 は、 世界の 原始 狀 態に 關 する H ヂプト 人の 觀 念に 緣を 

引いて 居る やうで ある。 此の タレ ー スの 弟子で あつたと 思 はれる アナ キシ マンド ロス (Anaxi- 

mamh.os 紀元前 六 一 一 —五 四 七 年) は、 各種 元素より 成る 無限に 廣大な 一 圑の 滞^た る 混合物 か 

ら無數 の 天體が 生ぜられ たと 說 いて 居る。 もう 一 人の 哲擧者 アナ キシメ ネス (i-naximelles 紀元 

前 五 〇〇 年頃) は、 此れ も タレ ー スと 同じく 所謂 ィォ 一一 ァ學 の 人で あるが、 空 氣を始 源 元素で 

あると 考 へた。 彼 は 此の 空氣が 密集して 大地と なった と考 へ、 此の 大地 は 盤狀の ものであって、 

壓 縮され たさ 氣の 塊の 上に 安置され て 居る と考 へた。 太陽 も 太陰 も 星 も 亦 同様な 形狀 をした もの 

であって、 而 して 此 等が 地の 周圍を 廻って 居る とした。 此の アナ キシメ ネスの 說には H ヂプト 派 

の 痕跡が 全くない。 

ピ タ ゴ ラ ス は 紀元前 六 世紀 の 後半 (五六 〇— 四 九 〇 年) の 人で 所謂 ピタ ゴ ラ ス 學派 の 元 祖 であ 

るが、 此の 人と なると 又 エヂ ブトの 擧 風の 餘 弊が 可な りに 强 くひ  >  いて ねる やうで ある。 彼はサ 

モス (samos) 島に 生れた が 後に 南 イタリアの クロ トン (Kl.oton) に 移った。 彼 も、 H ヂ ブトの 學 
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者 達と 同様に、 自分の 知識 を 唯 弟子の 間 だけに 祕傳 する つもりで あつたが、 弟子の 方で はもつ と 

西洋 流 の氣 分が あつたので 此 等の 祕密を かま はす 周圍に 洩らし 傅へ た。 此 等の 自然 科學者 の 諸說 

(多く はフィ 。ラオス Philolaos の說 として 傅 へられた もの) に 就いては 遣. 憾 ながら 原著 は 傅 は 

らす、 唯 二度 或は 三度 他人の 手を經 たもの しか 知る ことが 出来ない。 此 等の 所 傳に據 ると、 宇， W 

に 於け る あらゆる もの、 關 係は數 によって 表 はすこと が 出来る。 さう して それに は 調 i と 名け る 

一 定の 厳密な 方 則が 存在して 居る。 此の 規則正しい 關 係が 恰も 種々 な樂 音の 高さの 間の 關 係と 同 

様で あるから、 かう 名け たので ある。 宇， W はすべ ての 方向に 一 樣に擴 がって 居る。 卽、 一つの 球 

である。 其の 眞 中に 中心の 火が あるが、 -^^ロ々は此れと反對側の地上に居るために火を見ることは 

出来ない。 ^し 其の 反映 を 太陽に 見る ことが 出来る。 此の 中心 火の 周圍を 地球、 太陰、 太陽 及 諸 

遊星が 運行して 居る。 此 等の もの も 地球と 同じ やうな もので 矢 張 雰圍氣 を もって 居る ものと 考へ 

られる やうに なった。 地 iff は圓 いもので、 中心 火の ま はり を 一日に 一周す る  卽 どうい ふ 風 

にか 兎に角 自身の 軸の ま はりに 一 一十 四時 間に 一 猶轉 する。 同様に 太陰 は 一 箇月に その 軌道 を、 太 

陽 は 一 年の 間に その 軌道 を 一 周す るので ある。 此 等の 三つの 天體の 週期 は 可な り 精密に 知られて 

居た。 若し ピタゴ ラス 派の 人々 が、 此の 中心 火の 代りに 太陽 を 置き 換 へさへ したら、 太陽系と い 

ふ もの \ 可 なり 正しい 概念が 得られた に 相違ない。 teEiJ: を 鏤めた 天球 はどう かとい ふと、 此れ も 
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亦 巨大な 中空 の 球であって 同じ 中心 火 のま はり を 廻って 居る ものと 考 へられた。 其の上に 叉 地球 

が 一 日に 自分の 軸で 一 廻轉 すると 3 心った ので あるから 最初の 假定 は單に 無駄で あるば かりで なく、 

却って 全く 矛盾す る 事になる ので ある。 

ピタゴ ラ ス 派の 學說は 次第に 進歩す ると 共に 共の 明瞭の 度 を した。 現象の 物理的 原 W に 段々 

立ち入る やうに なった。 エフ ェソス (Ephesos) の へ ラクリ トス (tjeraklit 紀元前 約 五 〇〇 年) は 

何物 も 完全に 不變 ではない と說 いた。 シ シリア 人 ヱムぺ ドク レ ス (Empedokles 紀元前 約 四 五 〇 

年) は、 何物で も 虚無から 實 際に 生成され ると と (卽、 创透) はあり 得ない とい ふこと、 义 物質 

的な ものである 以上 何物で も それ を 滅亡させる こと は 不可能で あると いふ、 吾々 現代の 考と 全く 

相當 する 定理に 到達して 居る。 凡ての 物 は 土、 空氣、 火 及 水の 四 元素から 成立つ。 或る 物 體が無 

くなる やうに 見える の は、 唯 其 物の 組成 (此の 四 元素の 混合 關係) が 變る爲 に過ぎない、 とい ふ 

ので ある。 ペリ クレス (perikles) の 帥であった アナ キサゴ ラス (Auaxagoras) は 紀元前 約 五 〇〇 

年に 小：： 細亞で 生れ、 ぺ ル シ ァ戰- 印後ァ テ ン に 移った 人で あるが、 彼 は 以上の 考を宇 {£ 全 體に適 

用し、 卽、 宇(£ の 永遠 不滅 を 唱道した。 原始の 渾沌が 次第に 一定の 形 を もつ やうに なった、 太陽 

は 巨大な 灼埶 (された 鐵塊 であり、 其 他の 星 も 矢 張 灼熱して 居た 11 それ は H 1 テルとの 摩擦の 爲 

であった とい ふので ある。 ァ ナ キサゴ ラ スは叉 太陰に も 生物が 棲んで 居る とい ふ 意見であった。 
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又 彼が、 地球 は 諸 天體の 中で 何等 特別に 選ばれた る 地位 を 占める もので ない とい ふ說の 最初の 言 

明 をして 居る の は 注意すべき ことで ある。 此れ は 後代 復興 期の 天文 學者 等に よつ て唱 へられた 考 

と 非常に 接近した ものである。 

プラト 1 'ゃァ リスト テレ スを讀 めば 分る 通り、 ァ テ ン 人 は 星 を 神様 だと 思つ て 居た ので あるか 

ら、 アナ キサゴ ラス は、 彼の 弟子 クレア ン テス (Kleanthes) の 申立てに よって、 神の 否認 者と し 

て 告訴され 監獄へ 投げ込まれ、 あの ゾ クラ テ スと 同じ 運命に 陷る 害で あつたの を ペリクレ ス の 有 

力な 仲介に よって 漸く 免れる 事が 出来た。 そこで 彼 は 用心の 爲に 亡命し ランプ サコス (LJU 一 psa- 

kos) の 地で 一 般の 尊敬 を 受けつ . -七士 一歳の 壽を 保った。 ァテ ン に 於け る 最も 優秀な 人達が 彼等 

の哲學 上の 意見に 對 する 刑罰 (死罪) を 免れる 爲に 次々 に 亡命した とい ふ 史實を 讀んで 見て 居る 

と 彼の 讚 歎され たァテ ン の 文化と いふ ものが はなはだ 妙な ものに 思 はれて 來 るので ある。 ソ クラ 

テ ス は 亡命 を 恥と した 爲に毒 杯 を 飲み乾さなければ ならなかった。 彼の 死後 プラト I は 其の 師と 

同じ 厄 運 を 免れる 爲に 十一 一年の 歳月 を 異境に 過ごさなければ ならなかった。 それで 彼の 敎は ピタ 

ゴ ラ ス 派と 同様 イタリアで 世に 知られる やうに なった。 プラト ー の 弟子の アリス トテレ スは 或る 

デ メ ー テ ル 僧から 神 を冒瀆 したと い つ て 告訴され、 大官ァ レ ォパ ガ ス から 死刑 を宜吿 された が、 

際どく もュ ー ボ H ァ (Eub5a) の カル キス (chalkis) に 逃れる こと を 得て、 そこに 流 謫の餘 生 を 送 
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り 六十 三 歳で 死んだ (紀元前 三 ニニ 年)。 祌々 の 存在 を 否認した ディア ゴ ラス (Diag-oras) も 矢 張 

死刑 を宜吿 された 後に 亡命し、 叉 彼の 哲學 者プ S クゴ ラス (Protagoras) も 其の 著書 は 公衆の 前 

で燒 かれ、 其の 身は國 土から 追 はれた。 祌々 は 自然力 を 人格化し たもの だと 主張した プ チイ コ 

ス (prodikos) は處 刑され た。 —— 自由の 本場と して 稱 へられて 來たァ テンが かう いふ 有樣 であ 

つたので ある。 當 時の ァ， テン 人の 間に は奴隸 使役が 廣く行 はれて 居た。 それで 今日 保存され て 居 

る 古代の 文書の 大部分 も、 遺憾ながら、 さう いふ 自然 研究な どに は緣の 薄い 人々 の 手に なった も 

ので ある。 想 ふに、 當時ァ テンに 在住して 居た 哲學者 等 は、 狂信的な 多數 者の 迫害 を 避ける 爲に、 

自分の 所説に 晦^の 衣を蔽 つて 居た ものら しい。 

ヱ ムぺ ドク レスと アナ キサゴ ラスの 次 にデ モク リ トス (ccmokrit) が 現 はれた。 彼 は 後日 吾 々 

の 承 糖す るに 到った 原子 觀 念の 始祖で ある。 アナ キサゴ ラスの 生後 約 四十 年に トラキア (Thl.a- 

kicn) の アブデラ (Abdcra) に 生れ 長壽を 保って 同地で 死んだ。 巨額の 財產 を相鑌 したの を 修學 

の爲の 旅行に 使用した。 そして、 彼 自身の 云 ふところ によると、 同時代の 人で 彼程に 廣く 世界 を 

見、 彼程に 色々 な 風土 を體驗 し、 又 彼程に 多くの 哲學 者に 接した もの は 一 人 もなかつ. た。 幾何 擧 

上の 作 圖ゃ證 明に かけて は 誰 一 人、 しかも また 彼が 滿 五箇 年 も 師事して 得た H ヂ ブトの 數學 者で 

さへ も 匹敵す る ものがなかった。 彼 は 古代の 思索 者 中での 第一人者であった らしい が、 併し 數多 
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い 彼の 著述のう ちで 今日に 傳 はって 居る もの は 唯 僅かな 斷片 に過ぎない。 彼の 考に據 ると、 原子 

は 不斷に 運動 をして 居り、 又 永遠 不滅の ものである。 IS 子の 結合に よって 萬 物が 成立し、 さう し 

て 萬 象 は 不變の 自然 方 則に よって 支配され る。 又、 デモ クリ トスの 說 では、 太^の 大 さは 莫大な 

もので あり、 叉 銀河 は 太陽と 同様な 星から 成立って 居る。 世界の 數は 無限で あり、 其 等の 世界 は 

徐々 に變遷 しながら 廢滅し 又 再生す る 蓮 命 を もって 居る、 とい ふので ある。 ところが、 此の デモ 

クリ トスに 到って 他の 哲擧 者から は疾に 捨てられ て 居た、 大地 は 平坦で 海に 圍 まれた 圓板だ と い 

ふ考が 再現され て 居る ので ある。 

此の 哲學 者に 關 して 知られて 居る 事柄の 大部分 は、 例へば ァ リスト テレス (紀元前 三 八 五上 一一 

二三 年) の 如く、 彼の 學說 に反對 した ァ テン 派 其 他の 學者 等の 仲介に 依る ものである。 ソ クラ テ 

ス など は、 天文 學と いふ もの は 到底 理解が 出来ない ものである、 こんな 事に か、 はり 合って 居る 

の は 愚な ことで あると 云って 居る。 プラト I  (紀元前 四 二八 —三 四 七) は デモ クリ トスの 七十 二 

種 の 著書 を燒拂 ひたいと い ふ 希望 を 言明し て 居る。 プラト ー の 自然 科學 の 取扱 ひ 方 は 目的論 的で 

あって、 吾々 の 見地から 云へば 根本的に 間違って 居る。 ー體 彼が 此の 偉大な 自然 科擧者 デモ クリ 

トスの 說を 正當に 理解し 得た かどう か 疑 はしい と 云 はれても 仕方がない。 當 時の 哲學は 吾々 の 眼 

から は 到底 把握し がたい 形而上 拳に なって しまって 居た。 天が 球の ごとく 丸く、 星の 軌道が 圓形 
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である ことの 原 21 として は 例 へ ばァリ スト テレ ス はかう 云って 居る。 「天 は 祌性を 有する 物體で 

ある。 それ故に 此 等の 屬性を 有つべき 害で ある。」 彼 は 又、 遊星 は 蓮 動 器官 を 有たない から 自分 

で 動く こと は 出来ない と 云って ゐる。 世界の 中心 點に 位する 大地が 球形で あると いふ こと は、 彼 

も 亦、 月蝕の 時に 見える 地球の 影の 形から 正しく 認めて は 居た が、 併し 地球が 動いて ゐ ると いふ 

說に は反對 した。 プラト ー は 叉 地球が 天界の 中で 最古の 神 的 存在で あると 云って ゐる。 大 先生 達 

がかう いふ 意見 を 述べ て 居る 位で あるから、 其餘の 人々 から 期待され る こと は 大抵 想像が 出来る 

であらう。 自然 科學 的の 內容 はなくて 徒に 威壓 的の 言辭を 重ねる のが 一 般の 風潮であった。 詭辯 

學者等 は 凡ての もの、 各-、 の もの を、 何等の 豫備 知識な しに 證明 するとい ふこと を 問題と して ゐ 

た。 此 等の 哲擧 者の 書物 は 中世に 傳 はり、 さう して 殆ど 神の 如く 尊崇され た。 ァ リスト テレスの 

諸說は 全く 間遠の ない ものと 見做された。 さう して 此れが 中世に 於け る 自然界の 考へ 方の 上に 禍 

の 種 を 植付けた。 . —— 例へば ス コラ學 派の 奇妙な 空想 を 見た だけで も 分る ことで ある —— さう し 

て 此れが 科學 的の 考察 方法に 與 へた 深い 影響 は實に 僅々 數十年 前 迄 も 一 般に 支配して 居た ので あ 

る 0 

シ ラクス (syralss) と ァレキ サンド リア (Alexandria) に 於け る 自然 硏究 は、 此れから 見る と 

すっと 健全に 發 達して ゐた。 キケロ  (Cicero) に從 へば、 シラ タスの ヒケ タス (Ilicetas) は、 天 は 
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靜 止して 居る、 併し 地球が 自 軸の 周りに 廻轉 してね ると 主張した さう である。 併し 此れ 以上の こ 

と は 傅 はって ゐ ない。 彼の 偉大な 同鄕人 アルキメデス (Archimedes 紀元前 二八 七— 二  一二 年) 

に 就いても 傅 はって ゐる こと は 更に 少ない。 彼 は 平衡 狀態 にある 液體は 球形と なり、 又 一つの 重 

心 を 有つ こと 丁度 地球 も 同様で あると 說 いた。 此の 理由に よって 海面 は 平面で はない とい ふので 

ある。 

地球の 形と 其の 宇宙に 於け る 位置に 關 して 遂に 明瞭な 觀念を 得る に 至った のはァ レキサ ン ドリ 

ァの 自然 科學 者の 功に 歸 せられねば ならない。 ク 二 ド ス (Kllidos) の ュ ウド キソ ス (Eudoxus 紀 

元 前 四 〇 九 —三 五六 年) は 初め H ヂ ブトで 人に 敎 へて 居た が、 後に ァ テンで 一 學派を 立てた 人で 

ある。 此の 人 は 遊星 運動に 關 する 一 つの 纏まった 系統 を 立てた。 ヱ ラト ステ ネス (Hratosthenes 

紀元前 二 七 五— 一九 四 年) は ァレキ サンド リアで、 夏至と 冬至の 正午に 於け る 太陽の 高度 を 測定 

し、 其れ を 基に して 南北 囘歸線 間の 距離が 地球 大圓 周の 八十 三分の 十一 に當 ると いふ こと を 算定 

した ( こ の 値は實 際より 約 一 プロ セ ン ト强 だけ 大き い)。 又 ァレキ サンド リアと ェ ヂプ ト のシェ 

ナ (syene) とで 太陽の 高度 を 測定し、 兩所 間の 緯度の 差が 地球 周 圍の約 五十 分 一 に 等しい 事 を 知 

つた (この 値 は 約 十五 プ a セント 小さ 過ぎる)。 此の 二箇所の 距離 を、 駱駝 を 連れた 隊商の 旅行 

日数から 推定し、 それによ つて 地球の 圓周を 一 一 五 〇〇〇〇 スタディ ァ (四 一 一 〇〇〇 籽) と 算定し 
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た。 45 れま. 可な り赏 際と よく 合って 居る (了 リスト テレス は 四 〇〇〇〇o、 アルキメデス は 三 〇 

〇〇〇〇 スタディ ァを 得た、 と あるが 何 を极據 にしての 算定で あるか 分って ゐ ない)。 ボセ イド 

ニォス (； Poseidouios 紀元前 二三 五 年 シリアに 生れ、 同 五一 年 口， - マで 死んだ) は ァレキ サンド 

リ ァ で E 星 力 ノプス (canop-s) の 最大 高度 を 測つ て 七 . 五 度 を 得た。 口  K ス (Rhodos) 島で は此 

の 星が 最も 高く 上 つ た 時に 丁度 地平線 上 に 来る。 ところが & ドスと ァレキ サンド リア 間の 距離 は 

或は 五 〇〇〇 或は 三 七 五 〇 スタディ ァと云 はれて ゐ たので、 此れから 計^して 地^の 周 徑はー 一四 

〇〇〇〇、 或は 一八 〇〇〇〇 スタディ ァ (s〇〇〇〇 或は 三 〇〇〇〇 杆) となった。 

アリス タルコ ス (Aristarchos 紀元前 約 二 七 〇 年生) は 蝕の 觀 測と、 太陰が 丁度 其の 半面 を 

されて 居る 時の 其の 位置と から 太陽と 太陰との 大さを 定めた。 而 して 太陰の 直徑 として は 地球 直 

徑の 〇 二 二三 (正 當の値 は 〇 二 一七で あるから、 (し. 三 三 は 可な り 近い) を 得た が、 併し 太陽の 直 

徑 として は 一九二 を 得た (實は 一 〇 八 であるから アリス タル コ ス の 此の は餘り 小さ 過ぎる)。 

ァ レキサ ン ドリア 學 派と は 密接な 關係 のあった ァ ル キメデ スが アリス タルコ ス に關 して かう い 

つて 居る。 「彼 は tenil.; 及 太陽 を靜 止せる ものと 考へ、 地球 は 太陽 を 中心とする 圓 形の 軌道に 沿う 

て i  一 IJ すると K 定 して ゐる 。一 プル タ ー ク (p-hltarch) の 著と して 誤傳 されて ゐる 一書に 據 ると、 

アリス タルコ スは、 天 を 不動と し、 地球 は 其 軸の ま はりに 自轉 しつ、 黄道に 沿うて 太陽の 周圍を 
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運行す ると 說 いたと いふので、 神 を 冒 瀆 する ものと して ギリシアで 告訴され たと ある。 位 星 は 太 

陽から 莫大な 距離に あると 考 へられて ゐて、 此の 書に は 七 八 〇〇〇〇 スタディ ァ となって ゐる。 

. I ■  ニニ 〇〇〇〇 杆、 卽、 地球 半 徑のニ 〇 倍に當 り、 此れ は 全く 事 實に合 はない (ァ レキ サンド 

リアの ヒッ パルコ ス (Hipparchos)  —：  — 紀元前 約 一 九 〇— 一 一 一 五 年 I -は 古代 天文 觀測者 中の 最 

も 優秀な 者で あつたが、 この 人 は 太陰の 距離 を 略 正しく 地球 半 徑の五 九 と 出して 居る)。 さう 

して 面白い ことに は 太陽の 距離の 方 は 殆ど 正しく 八 〇 四 〇〇〇〇〇〇 スタディ ァ ( 一 三 四 六 六 

六 〇o〇 籽に當 る、 實際は 一四 九 五 〇〇〇〇〇 籽) となって ゐる。 ヒッ パルコ スの方 は 地球 半 

徑の  一二 〇〇 倍と いふ、 卽、 すっと 不當な 値 を 出して 居る ので ある。 ボセ イド 一一 ォスは 水時計の 

助け を 借りて 太陽の 直徑を 測り、 角度に して 二八 分と いふ 値 を 得、 それから 長さに 換算して 地球 

半 徑の七 〇 倍 を 得て 居る。 此れ はいくら かよく 合って ゐる 方で ある。 彼 は 叉 太陰が 潮汐の 現象の 

原因で あると いふ こと も說 いて ゐ るので ある。 

此 等の 記事 を 讀んで 見る と、 ァ レキサ ン ドリアに 於け る ギリシア 人の 天文 學が 如何に 程度の 高 

いものであった かとい ふ 事に 驚かざる を 得ない。 然るに 他の 方面の 科學、 特に 物理 化學の 方の 知 

識は 到底 此れと は 比較に ならない 劣等な ものであった。 アリス タルコ スはコ ペル 二 タスに 先立つ 

事 殆ど 一 一 〇〇〇 年に して 旣に 所謂 コべ ル 一一 クス說 の 系統の 基礎 を 置いた ので あるが 彼の 考は 一 曰  1 
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る (第 六 11)。 其 後 a 1 マ 帝政 
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勺 

こ 

宇 

の 
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の 抑壓が 世界 を 支配す る やうに なつ 

て、 科學 にも 惡ぃ 影響を及ぼした。 

n 1 マ 人 等 は 科 學に對 して 何等の 正 

當な 理解がなかった。 I 彼等の 眼 

をつ けたの は 唯 直接の 實利 だけで あ 

つ た。 ラ ン ゲ (F.  K.  JLange) は 其の 

著 マ テリア リズム の歷史 中に 次の や 

うに 述べて ゐる。 「彼等の 宗教 は 深 

く 迷信に 根ざして ゐた。 彼等の 全 公 

生活 は 迷信 的な 方式で 規約され てゐ 

た。 傳統 的な 習俗 を 頑固に 保守す る 

n 1 マ 人に は、 藝術ゃ 科學は 感興 を 

刺戟す る 事が 少なかった。 まして 自然 そのもの 、本質に 深く 立 人る やうな 事 は祸更 さう であった。 

彼等の 生活の 此の 實用 的な 傾向 は 又 凡ての 方面に も 及んだ。 …… 初めて ギリ シァ 人と 接觸 して 以 

來、 數 世紀の 後 迄 も、 國：！ ^性の 相違から 來る 忌避の 感情が 持續 して ゐ た。」 併し ギリシア 國 土の 
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征服 後 掠奪され た賣 重な 藝術品 や 書籍が 澤 山に 1 マ へ 輸入され、 叉 其 等と 一 緒に、 此の 戰 敗者 

では あるが 文化の 方で は遙に 優れた 國 民の 種が 入り込んで 來た。 口  I マ 人中に も 亦 精選され た 分 

子 はあった ので、 其 等の 人々 は 此の 自分 等よりも 優れた 敎 養に 心 を 引かれ、 而 して 其れ を 自分の 

ものにしようと 勉め、 又 昔の 先覺 者に 倣 はう と 努力した。 其 一例と して はル クレチ ウス (Lucrez 

紀元前 九九 ー 五 五 年) の 驚嘆すべき 詩 「物の 本性」 (ee  rel.um  L-ailml) が ある。 彼 は 此の 書中 

にェ ピキュ リア ン派 (Hpicm.) の 人生 哲擧 と、 H ム ベ ドク レ ス 及デ モク リ トス の 宇： W 觀 自然 觀を 

讚美し W 道して ゐる。 其の 中に 物 IX の 磁性に 關 する 記事 解說も ある。 此れに 關 する 彼の 知識 は 多 

分 デモ クリ トスから 得た ものら しい。 此の やうに.、 ギリシアの 哲學 殊に 彼の E 匠 デモ クリ トスの 

哲學を 讚美して 居た 美なる もの \ 愛好者 中には、 ボセ イド 一一 ォス の 弟子であった キケ 口  (Cicero 

紀元前 一 〇 六 —四 三年) も 居た。 又 兄の 方の プリ 二 ウス (plsi.us 紀元 一 一三 I 七 九 年、) や セネカ 

(sella 紀元 一 一 一— 六 六 年) も 居た。 

併し 此 等の 人々 も 結局 は 唯 師匠 を 模倣す るに 止まって ゐ た。 口 1 マ 人 等 は 自分 等に 獨特な もの 

は 何も 持 出さなかった。 自然 科 擧的敎 養 は 唯 薄い 假 漆に 過ぎなかった ので ある。 さう して 國 民の 

先導者 等 は 文化に 對 する 最も 野蠻な 暴行 を 犯した。 例へば シ ー ザ ー は ァレキ サンド リア 市 をい：： 領 

した 後で 其處の M 書 m を燒拂 つた。 彼の 後繼 者た る 代々 の 皇帝 は 只管に 狂氣 じみた 樂愁に 耽溺 
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の 度 を 深めて 行った。 かう して 自然の 研究者 等 は 次第に 跡 を 絶って 行く のであった。 基臀敎 徒 等 

は义 一 層 自然 科舉 に無關 心であった。 シ ー ザ ー から 三百 年後に 彼等 は 大僧正 テ オフ ィ n ス (Theo— 

philos) の指圖 によって  一 s ー復與 されて ゐた ァレキ サンド リアの 圖書館 を 掠奪し、 更に 三 CC 年 

後に は アラビアの 爵長 カリフ .ォ マ —ル (chalif  omal.) が 此の 圖書 館の 僅に 淺存 して ゐた物 を 

灰燼に 委して しまった。 尤も アラビア 人 等 は、 後に 彼等の 文化が 洗練され る やうに なつてから は、 

科 學に對 する 趣味 を 生じ、 さう して 特に ァレキ サンド リア 學 派の 著述、 勿論 斷片の やうな もので 

はあった が、 其れ を 蒐集す る やうに なった。 併し アラビア 人 一般の 心情 は、 元来 異教に 對 して に 

赦 のなかった 僧侶 等の 爲に 大分 違った 方へ 導かれて 居た 爲に、 決して 科學 向きに はなって 居な か 

つた。 さう して 避 典コ —ランこ そ 完全に 誤りの ない 典據 だとい ふこと になって 居た ので ある。 併 

し 本来から 云へば マホメットの 敎は科 學に對 して 敵意 を もたない 害の ものである。 卽、 此の 豫言 

者が 弟子 達に かう 云った とい ふ 話が ある。 「知識の 擧 問が 全く 滅亡され る 日が 来れば、 その 時に 

此 世の 最後の 日が 來る であらう。」 ハ ルン - アル . ラシ ー ド (Hfu.uu  ill  Kaschid) は 東口 ー マ皇 

帝に 哲學 蚩曰 の 下賜 を 願った。 其の 望 は 快く 聞 届けられ たので 此の 賢明な 君主 は此 等の HI を 悉く 镧 

譯 させ、 特に 其れ を 讀む爲 の 役人 を 定め、 义 外に 三百 人 以上の 人々 を 遊 歷の爲 に 派遣して 知識 を 

四方に 求めさせた。 其 子 アブダラ— . アル. マムン (Abdallah  al Mamun) は 十 " 典 的の 手 寫本を 
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求めて、 共れ を飜譯 し、 圖書館 や 擧校を 創設して 民衆の 教養の 齊 及に つとめた。 紀元 八 二 七 年に 

は叉ァ ラ ビ ァ灣に 臨む シ ンガ ー ル (singar) の 沙漠で、 子午線 測量 を 行 はせ、 一 度の 長さが ァ ラ 

ビア の 里程で 五六 . 七 里に 當 ると いふ 結果 を 得て 居る。 遺憾ながら アラビアの 一 里 は 四千 H ルレ 

に當 ると い ふだけ で、 其れ 以>  上の ことが 知られて ゐ ない。 此の 子午線 測量 は 前に 述べ たものより 

はすつ と 優れた もので あつたの かも 知れない。 义 此れと 同時に 赤道に 對 する 黄道の 傾斜角 を测定 

した 結果が 一 一八 度 三 五分と なって 居る。 

當時 の 最も 顯 著な 天文 學者は シ リ ァ の 代官 を 務め てゐた アル バ タ  一一 (Albatani 約 紀元 八 五 〇 

—九 二 九 年) であった。 彼 は 一年の 長さ を 算定して 三 六 五日と 五 時間 四 六 分 ニニ 秒と した (此れ 

は 一 一分 一 一四 秒 だけ 短 か 過ぎる)。 叉 諸 遊星 を觀 測し 其の 結果から 計算して 其 等の 星の 軌道に 關す 

る 立派な 表 を 作った。 此の 人より 少し 後れて ぺ ルシアに アブ ド. アル - ラフ マン . アル . スフィ 

(Abd-al-rahman  Al-Suil 紀元 九 〇 三 1 九 八 六 年) が 居た。 彼 は 一 〇 ニニ 個の 星の カタ 口  —グを 編 

成した が、 彼の 此の 表 は 彼の プトレマイオスの ものよりも， f つと 價 値の 高い ものと され、 彼我 共 

に 古代から 傳 はった もの X 中で 最も 良い ものと されて 居る。 彼 は 叉 今日の 所謂 歲 差 を 六十 六 年 

毎に 角度 一 度の 割 だと 推算して ゐる (七十 一 年 半が 正しい)。 

此， d よりも 以前に、 メゾ ボタ ミア 生れの ヂャ フ アル . アル • ゾフィ (Dschafar  al SoAi 七 〇 一 一 
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第 八、 九、 十 及第 十一 圜 四つの 星座 圜 —— 蛇 遣 ひ、 大, き g、 オリオン、 龍 —— 

アル • スフ ィの 1SS 表に 據る 0 


—七 六 五 年) とい ふ 

人が、 化 學の學 問 を 

從來考 へ 及ばな かつ 

た 程度に 進歩 させて 

居た。 彼 は セヴィ リ 

ァ (sevilla) の 高等 

學 校の 敎師 として 働 

いて たので ある。 

アル. マムン の 後 

約 百年 を經 て、 パク 

、ダット に 於け る カリ 

フ の權 勢が 地に 墜ち 

て、 アラビア 文化の 

本場 はス ペインの コ 

スドヴ ァ f Cordova) 
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に 移った。 ハ ー ケム (Hakem) 第二 世 は 此の 地に (多分 誇張され たと W 心 はれる 報 ifn によると) 藏 

11 曰 六 〇 萬 卷を算 する 圇 書 館 を 設立した ことにな つて ゐる。 此の 時代に 彼の 偉大な アラビア 人の 灭 

文學者 イブ ン • ユニス (Tbn  Junis) が 活動して 居て 此の 人 は ガリ レ I より 六 〇〇 年 餘の昔 旣に時 

問の 測定に 振子 を 使った。 彼 は 叉 非常に 有名な 天文 學 上の 表 を 算出して 居る。 此れと 殆ど 同時代 

に 又 了 ル ハ ー ゼ ン (Alhazg) が 光 學に關 する 大著 述を 出して ゐ るが、 此れ は 彼の 先進 者 等が 此の 

擧 問に 關 して 仕遂げた 凡て を 凌駕した もの だと 云 はれて ゐる。 

紀元  一 二三 六 年に コ ルド ヴァは スペイン 人に 侵略され、 此の 有名な 11 書 館の 藏書は 次第に 散逸 

した。 さう して、 それ迄 幾多の 基督 敎徒 等が そこから 科學 的の 敎養を 汲んで ゐた ところの 文化の 

源泉 は涸渴 してし まった ので ある。 

現代の 囘敎國 民 其 他の 東方 諸國民 は、 個人 又は 國 家に とって 何等 贲 益の ありさう にもない こと 

に は 可也 無關 心で ある。 かう いふ 環境で は 科學の 進歩 は 不可能で ある。 著しい 一例と して は、 ト 

ル コ の 法せ ィ マウ ム. ァリ. ザデ ostuun  Ali  Zad6) が、 何 か 天界の 驚異に 就いて 彼に 話した 或 

る 西洋の： 人文 學 者に 答へ た 言葉 を 擧げる ことが 出来る。 プ a ク トル (p-.octor) に從 へば、 ァリ • 

ザ，、 テは 正に かう 云った さう である。 「まあ お前に は 何の 係 はり もない 物 を搜し 求める の は 

止した がよ い。 お前 はよ くこ そ 尋ねて 來て くれた。 が、 もう 平和に 御歸 りなさい。 本當に 色々 の 
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事 を 話して くれた。 話す 人 は 話す 人で 聞く 人 は 聞く 人で 刖々 だから 何も 差 支へ ないやうな もので 

あった。 お前 はお 前の 國の 風習に 從 つて、 それから それと 遍歷 しながら 何處迄 行っても 結局 得ら 

れぬ幸 願で 住みよ い 土地 を 求めて 步 いて ゐ るの だ。 まあ、 御 聞きなさい。 祌 の；； 仰に 對抗 する や 

うな 學問 など 一 體 あるべき 害がない。 祌が 世界 を 造った の だ。 その 神と 力 較べ をしょう とか； 大地 

創造の 祌 祕を發 かう とか、 さう いふ こと をして い、 もの だら うか。 此の 星 は 他の 星の 周圍を 廻る 

とか、 彼の 星 は 尻 尾を引いて 動いて 行って、 而 して 何年 經 つと 又 歸 つて 来る とか、 さう いふ こと 

を 云って い、 もの かどう か。 よして 貰 ひ 度い。 星 を 造った 祌は又 それ を 指導す るの だ。 私 は 神 を 

讚美す る だけ だ。 さう して 自分に 用の ない もの を 得よう など- - 努力 はしない。 お前 は 色々 の 事に 

通じて 居る やう だが、 それ は みんな 私に は 何の か、 はり もない 事な の だ ご 

此れが 東洋人 獨特の 根本原理 である。 幸に 吾々 西方 國民は 此れと は 違った 考を 有って 居る ので 

ある。 併し、 古代 科 學の遣 物 を 吾々 の爲に 保存し 傳 へて くれた 中世の アラビア 人 等が、 此れと は 

叉 一 種 全く 遠った 考を 有つ て 居た とい ふ AJ と は、 彼の 有名な イブ ン. アル. ハイ タム ( Ibu  al Hai- 

tam 此れ は 前記 ァ ル ハ ー ゼ ン と 同人で ある。 アイ ル ハルト • ウイ， -デ マン Hilhard  Wiedemaiiu 

の 研究に よると、 此 G 人 は 日蝕の 觀 測に 針 孔暗箱 を用ゐ た。 又 一 〇 三 九 年頃に 歿した と ある) の 

云った 言葉から も 明かに 知る 事が 出来る。 卽、 アラビアの 物理 學者 中で I 取 も 優秀であった 彼 はか 
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う 云って 居る。 一 私 はすつ と 若い 頃から 眞理の 問題に 關 する 人間の 考へ方 を 注意して 見て 来たが、 

各.、 の學派 は銘々 に 自分 等の 意見 を 固執して 他の 派の 考へ 方に 反對 して 居る。 私 は その 何れも を 

疑 はない 譯には ゆかなかった。 眞理は 唯一 つし かない 害で ある。 それで 私 は 眞理の 源 を 探求し 始 

めた。 さう して、 現象の 眞の內 容を發 見す る爲 にあらん 限りの 觀 察と 努力 を盡 した。 さう した 末 

に 私 は 丁度 ガ レヌス (Galenus) が 其の 醫術 書の 第 七卷に 次の やうに 書いて 居る、 あれと 丁度 同じ 

やうに なって しまった。 卽、 私 は 愚昧な 民衆 を 見下し 輕 侮した。 彼等 (彼等の 考へ 方) などに は 

頓着し ないで、 只管に 眞理と 知識の 探求に 努力した。 さう して 結局、 此 世で 吾々 人間に 賦與 され 

たもの \ うちで 此れに 勝る もの は 他に はない とい ふこと を 確認す る やうに なった。」 此の ァ ラビ 

ァの學 者の 經驗 したと ころ は、 昔の 學 者に 特有な 大衆 を輕視 するとい ふ惡ぃ 傾向 を 除いて は 現 時 

の科學 者の それと 完全に 一 致す る ものである。 併し、 此の ァリ . ザ デとァ ル ハ ー ゼ ン との 考の相 

違 は、 アル ハ ー ゼ ン の 時代に 滿 開の 花盛り を 示した 彼の 囘敎 文化が 何故に 今日 最早 新し い 芽 を 出 

し 得ない かとい ふ 理由 を 明白に 認めさせる ものである。 
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^ 新時代の 曙光。 生物 を 宿す 世界の 多樣性 

マ 人 は 科 擧に對 して 餘り與 味 を 有たなかった が、 特に 純 理論的の 諸問題に 對 して さう であ 

つた。 彼等の 仕事 は 主に ギリシアの 諸 書の 研究と 註釋に 限られて 居た。 帝政 時代の 問に 國民は 急 

速に 頹廢の 道 をた どった 爲に唯 さへ 薄かった 科學へ の 興味 は 殆ど 全く 消滅した。 それで 口 ー マ 帝 

國の 滅亡した 際に 征服者た る ゲル マ ン 民族の 科學的 興味 を啓發 する やうな 成果の 少なかった こと 

は 怪しむ こ りない。 それでも テオ ドリ ヒ王 (Kdnig  Theodorich 四 七 五— 五 二 六 年) が 私擧を 

尊重し ボ エティ ウス (Bogthius) とい ふ舉 者と 頻りに 交際した とい ふ 話が ある。 力 ー ル 大帝 も 亦 

事情の 許す 限りに 於て 學 術の 獎 勵を勉 めた。 其 時代に、 フルダの 有名な 寺院に ラバ ー ヌス . マウ 

ルス (Rhabarms  Maurus 七 八 八 ー 八 五六 年) とい ふ 博學な 僧侶が 居て、 一種の 百科全書の やう 

な もの を 書いて 居る。 此れ を 見る と 凡そ 當時 西歐に 於け る學 問的敎 養の 程度の 概念が 得られる。 

此^て は、 凡ての 物體は 原子から 出来て 居る こと、 地は圓 板の 形 をして 世界の 中央に 位し 大洋に 

よつ VJ 取り 圍 まれて 居る こと、 比の 中心 點 のま はり を 天が 其れ 自身の 軸で 廻轉 して ゐる ことが 蚩 S 
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いて ある。 

中世の 僅少な 學 者の 中で、 特に 當 代に 擢んで たものと して、 フランチ スカ ー ネル 派の is^u 1 

ジャ ー . ベ I コン (Roger  Bacon  一二 一四— 一二 九 四 年) を 擧げる 事が 出来る。 彼 は 特に 光學に 

關 して は 全く 異常な 知識 を 有って 居て、 旣に 望遠鏡の 構造 を豫 想して 居た。 又 珍ら しい 程 偏見の 

ない 頭腦を もった ドイツ人 クサ ヌ ス (cusanus、 トリ— ル Trier の 近くの ク ェ ス Cues で 一 四 0 

一年に 生れ、 ト I ディ Todi の 大僧正に なって 一 叫 六 四 年に 死んだ) も亦當 代に 傑出した 人で あ 

つた。 彼 は、 地 は 太陰より は 大きく 太陽より は 小さい 球形の 天體 で、 自軸 のま はりに 廻轉 し、 自 

分で は 光らす、 他の 光 を 借りて 居る、 また 空間 中に 靜 止して は 居ない、 と說 いて 居る。 彼 は 他の 

星に も 亦 生 住 者が 居る と考 へた。 物 體は消 減す る こと はない、 唯 其の 形態 を 色々 變 へる だけで あ 

ると した。 同様な 考は又 彼の H 人的 天才、 レオナルド- ダ.、 ヴ インチ (LeolKlrdo  chi  Vinci 一 

四 五一 一— 一 五一 九 年) も 述べ て 居る。 彼 は、 月から 地球 を 見れば 地球から 月 を 見た と 略 同じ やう 

に 見える だら うとい ふこと、 叉 地球 は 太陽の 軌道の 中心に も 居ない し 叉 宇宙の 中心に も 居ない と 

云って ゐる。 レオナルド. ダ. ヴ インチ は、 地球 は自 軸の ま はりに 廻轉 して ゐ ると 考 へ， た。 彼 も 

また ニコラウス. クサ ヌスと 同様に、 地球 も 他の 遊星と 略 同種の 物： (から 成立って 居り、 アリス 

ト テレス や 叉す つと 後に ティ コ - ブラ ー へに 到っても 未だ さう 云って 居た やうに、 他の ci- よりも 


304 


遷變カ 觀宙宇 的學科 るた 見 に的史 


粗惡な 素材で 出来て 居るな ど，^ いふ やうな こと はない とい ふ 意見であった。 レ ォナ ルド は 重力に 

ついても 可な りはつき りした 觀念を もって © た。 彼 は、 もし 地球が 破裂して 多数の 斷片に 分れた 

としても、 其 等の 破片 は 再び 重心に 向って 落ち か， - つて 来る、 而 して 重心の 前後に 往復 振動 をす 

るが、 度々 衝突した 後に 結局 は 再び 平衡 狀 態に 復 する だら うと 云って ゐる。 彼の 巧妙な 論述の 中 

でも 最も 目立った もの は 彼の 燃燒 現象に 關 する 理論で ある。 其の 說に據 ると、 盤燒の 際に は {4! 氣 

が 消費され る。 又 燃燒を 支持す る ことの 出来ない やう な氣體 中で は 動物 は 生 きて ゐられ ない とい 

ふので ある。 レオナルド は 非常に 優れた H ン ヂニァ ー であって、 特に 治水工事に 長 じて ぬた。 彼 

の 手に なった 運河 工事 は 今でもな ほ存 して 驚嘆の 的と なって ゐる ものである。 

彼 は 叉 流體靜 カ學、 靜 カ學、 航空 學、 透視 法、 波動 學、 色彩 論に 關 する 驚嘆すべき 理論的の 研 

究を殘 して ゐる。 其 上に 彼 は 古今 を 通じての おも 偉大な 畫家 であり、 彫刻家で あり、 まだお まけ 

に 築城 師 であり、 又 最も 優雅な 著作者で もあった。 

此の 有力な 人物 は 中世の 佾侶 達と は餘 りに も 型の もがった ものであった。 當時旣 に 時代 は 一 新 

して 居り、 卽、 レオナルドの 生れた 時には 旣に 印刷術が 發 明され て 居り、 コロン パス は旣 にァメ 

リカ を發 見して 居た。 復與 期の 新 氣運は 力強く 漲り 始めて ゐ たので ある。 しかも 未だ 敎會 改革に 

對 する 反動が 思想の 自由 を 抑制す るに は 至らなかった 時代な ので、 クサ スス ゃダ . ヴィ ン チは自 
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第 十二 園 コ ペル- ケスの 太陽系 So  BS の fl 
it もも 示す。 現 時の 知識に 相當 する 第 十三 闉と 

比 g せよ 0 


由に 拘束な く 意見 を發 表する ことが 出来た。 其の 學說 とい ふの は、 凡そ アリス タルコ ス— コ ベル 

一一 ク ス の說と 同じで あつたが、 唯 地球が 太陽の ま はり を 廻る ので はない とした 點 だけが ちがって 

ゐた。 此の 二人の 一 人 は 大僧正に なり、 一 人 は 最も 有力な 王侯の 寵を 受けた (彼 は藝 術の 愛好者 

フ ラ ン シ ス 一 世に 招かれて フランスに 行き、 其の 國の 

アム ボア ズ Ambcise で 死んだ)。 當時 派手 好きの 法 

王 達 は ミラン、 フェララ、 ネ ー プルス 等、 叉 特に フロ 

レンス の 事業 好きな 諸 公侯と 競爭 して 藝 術と 科 學の保 

護 獎勵に 勉めて ゐた。 シ キス ッス第 五世 は莊麗 なヴァ 

チカ ン宮の 圖書館 を 建設し 充實 した。 新興の 機運 は 正 

に 熟して 居て、 同時に 旣に 始まって 居た 彼の 殘 忍な 宗 

敎 裁判 を 先頭に 立てた 反動 運動 も、 此れ を 妨げる こと 

は 出来なかった。 コペルニクス (Koperuikus 一  四 七 

三— 1 五 四 三年) は トル ン (Thorn) に 生れ、 フラウ ヱ ン ブルク (Frtnleuhul.g) で カノー ークス (K:a- 

uorliklls) の 僧職 を 勤めて 居た ドイツ 種の 人で あるが、 彼 は 昔 ァレキ サンド リアの プ トレ マイ ォ 

ス (ptokmiills 約 紀元 二 世紀) が其當 待の： 大文學 上の 成 * を 誌した 著述 を 研究し、 乂 自分で も觀 
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測 を 行った 結 として、 彼 一 流の 系統 (第士 函) を 一 つの 假說 として 構成した" 此の 說を 記述 

した 著書 は 彼の 死んだ 年に 發 行され てゐ る。 死んだ おかげで 彼 は 彼の 熱心な 信奉者 ジョ ルダノ . 

ブルノ  (Giordano  Bruno イタリアの ノラ Nola で 生れた ド ミ 一一 力 ン^ 侶) の やうな 運命に 遭 ふの 

を 免れる ことが 出来た。 此の ブルノ は その 信條の 爲に國 を： 逸 はれ、 欧洲の 顯 著な 國々 を遊歷 しな 

がら コ ペルー 一 クスの 說を辯 護して 歩いた。 而 して、 星 も. それぐ 太陽と 同様な もので、 地 と 

同様な 生 住 者の ある 遊星で 圍 まれて 居る と說 いた。 彼 は 又、 太陽 以外の 星が 自然と 人間に 犬なる 

影響 を 及ぼす とい ふやうな、 科學の 發展に 有害な 占星學 上の 迷 俗に 對 しても 痛烈な 攻擊を 加へ た" 

彼 は、 諸 天體は 無限に 擴 がる 透明なる 流 體ェ， 'テルの 海の 中に 浮んで ゐ ると 說 いた。 此の 說の 

爲に、 又モ I ゼの 行った 奇蹟 も 實は唯 自然の 方 則に 依った に過ぎないと 主張した 爲に、 たうとう 

ヴ H  二 ス で 捕縛せられ、 口 1 マ の宗敎 裁判に 引渡された 上、 其處で 遂に 焚 殺の 刑 を 宣告され た。 . 

刑の 執行され たの は ブルノが 五十一 一歳の 春 一 一： の 十七 n であった。 當 時ァテ ン に 於け ると 同じ や 

うな 精神が n 1 マ を 支配して 居て、 しかも それが 一層 粗暴で 殘 忍であった ので ある。 要するに ブ 

ル / の 仕事の 眼目 はァリ スト テレス の 哲學が 科 學的觀 照に 及ぼす 有害な 影響 を 打破 するとい ふの 

であった。， 

宗教裁判の 權牲 となって 尊い 血 を 流した の は 此れが： 取 後であって、 此れ を もって 舊 時代の 幕 は 
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第 十三 S 諸 遊星 と 其の衞£の;1劭方(^^も示 す 0 太陽 中 心の 北側の 遠距離 か ら JI お 
形。 眞 中が 太陽、 次が 水星 （Me) と金 星 （V)、 それから 地球 （T) と 其の 衞 星 CL)、 
其の 外側に は 火星 ひ Is)  i 二 衛星、 次に は 木 _S  (J) と ガリ レーの S 見し お 四衞 星 

が ある。 近代に なつてから 木 ffi も 繞る小 iiffl が 更に 三つ S 見され お 0 凡て 此 等の 天 
體は 一番 外側の もの も 除いて ほ 矢の 示す やうに 右 旋卽ち 時計の 針と 反 封に e つて 居 
る。 一番 外側に 示す の は 土星 （S) で 此れ は 九つの 右旋す る衞星 —— 圖には 唯一つ も 
示す —— と する一 つの 衛星、 それ は ピッケ リ ングの 一 A 九 A 年の！ I 見に か、 る 
フォ エベ （Fhoebe) が ゐる。 尙 此の 外に は ハーシェルと ルゥ' ヱ リエとの g 見し お 
天王星と 海王星が ある 0 此の 二 星の 太陽からの 距離 は 土星 迄の 距離の 約 二倍と、 三 

倍餘 とで ある。 天 に は つの 衞星 が あるが、 其 軌道 は 黄道面に 殆ど 直角 もな し 
てゐ る、 其 上に^で ある。 海 王 E に ほ逆旋 の衞 星が一 つ ある。 天 王、 海 王 二 遊星 
ほ右旋 である 0 又 火星と 木星 と の 軌道 間に あ る 多 數の小 遊 Si も 矢 張 右旋で ある。 
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下ろされ たと 云っても よい。 ケプ レ ル又 特に ガリ レ —の 諸發 見に よって 五！：々 の 知識 は 古代と は 到 

底 比較に ならな い 程 本質的に 重要な 進歩 を 遂げる に 至 つたので ある。 

通例 コ ぺ ルー 一 タス の考は 古代に 於け る 先輩の 考とは 全く 獨 立な ものであった やうに 傳 へられて 

居る が、 此れが 間違 ひだと いふ こと は、 彼 自身に 次の やうに 述べて ゐ るので も 明らかで ある。 卽、 

「私 は 天 圈の圓 運動の 計算に 關 する 此 等の 數理 的擧說 の 不確實 な點に 就いて 永い 間考へ て 見た 末 

に、 此 等の 哲學者 等が 此の 圓 運動に 就いて 些細な 點迄も あれ 程 綿密に 研究して 居りながら、 此の 

あらゆる 良 匠 中 の 最良に して 又 最も 系統的な 巨匠 の 乎に よって 吾等 の爲に 造られた 宇宙 機關 の 運 

動に 就いて 何等の 確 實なも の を も 把握 しな かつ た 事に 愛想 を盡 かす や うにな つ た。 それで 私 は 手 

の屆く 限り あらゆる 哲學 者の 著 *1 を 新に 讀み fwl し、 さう して 若し や 何時かの 昔に 誰か i -、 此の 數 

理學 派の 舉 徒が 考 へて 居る と は 違った 風に 天體 運動 を考へ て 居た 人が あり はしない か を 探索し よ 

うとして 骨 を 折った。 すると、 先づ 第一 に、 キケロの 書いた もの、 中に 一一 ケッス (Nigtus) 又ヒ 

ケ タス (Ilicctas) とい ふ 人が、 地球 自身が 運動して 居る と 信じて 居た とい ふ 事が 見付かった。 其 

後に 叉プ ルタ ー クを 讀んで 見る と、 此外 にも 同様な 意見 を もって 居た ものが 若干 ある 事 を 知った。 

參 照の 爲に 此處に 彼の 言葉 を 引用す る。 「併し 又 地球が 動く と考 へる 人々 もあった。 例へば ピタ 

ゴ ラス 派の フ イロ ラオス (philolaos) は、 地球 も 太陽 太陰と 同様に 頃 * した 軌道に 沿うて 中心.^ 
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のま はり を 蓮 行し てゐ ると 云った。 ボン トスの ヘラ クリド (Heraklid  von  pontus) とビタ ゴ ラ 

ス 派の ヱク ファン トス (Ekphautlls) の 二人 は、 地球の 進行 運動 は考 へなかった が、 し 一種の 

車輪の やうな 工合に、 自身の 中心の ま はりに 東西の 方向に 廻轉 して ゐ ると 考 へた。」 かう いふ こ 

と が 見付か つたので 私も亦 地球 の 運動して ねる. ことにつ いて 熟考し て 見る やうに なった。 此れ は 

一 見 常識に 反した ことの やうに 思 はれる が、 併し 私の 先輩 達が 星： の 現象 を說 明す る 爲に勝 乎な 

^?3々 の圓蓮動を假定して居る、 あの 自由 さに 想 ひ 及んだ 末に、 敢て 此の 考を 進めて 見る ことにし 

た。」 コ ペルー 一 タス は 又、 旣に 前に アリス タルコ スが考 へたと 同様に、 地球の 軌道 は恆 星の 距離 

に 比して 非常に 小さい とい ふこと も考へ てゐ たので ある。 

コ ベルニ ク、 ス の 死後 間もなく ティ コ - ブ ラ ー へ (Tycho  Brahe) がショ ー ネン (schonell) の 地 

に 生れた。 彼 は 若い 時から 非常な 熱心 を もって 天文 學を 勉强 して ゐ たが、 或 時日 蝕 皆 旣に會 つて 

深い 印象 を 受けた 爲に 更に 熱心の 度 を 加へ る やうに なった。 而 して 多 數の 非常に 綿密な 測定 を 行 

つた (主に フゥ H ン HY21 島の ゥラ 一一 1 ンブ ル ク uranieuburg- の觀測 所で) C 此の 測定 はまた 

後日 彼の 共同研究 者であった ケプ レ ル (Kepler) の觀 測の 基礎 を 成した もので、 また 後世べ ッ セ 

ル (wessel) をして ティ コ . ブラ— へ を 「天文 學 者の 王」 と 名け させた 所以で ある。 ティ コ はもう 

一遍 地球 を；. =1；： 々の 遊せ 系の 中心 點へ 引き 1;^、 した。 而 して 地球の 周 圍 を 太陽 太陰が 廻る とし、 また 
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後に は 諸 遊星 も 同様で あると 考へ、 恆星は 緩 かに 廻る 球形の 殻に 固着され てゐる ものと 考へ、 さ 

うして 地球 は 一 Ira 時間に 一 廻轉 すると 考 へたので ある。 此の ティ コ が 如何に 當時行 はれて 居た 謬 

見に 囚 はれて ゐ たかと いふ こと は、 彼が 人と 決鬪 して 鼻の 尖端 を 切り落された ときに、 此れ は 彼 

の 生れ どきに 星が かうな るべ き 運命 を豫 言して ゐ たから だとい つ てあきら めて しまったと いふ 一 

事からで も 明らかで ある。 また 地球 は 恆星ゃ 諸 遊星よりも もっと 粗大な 物質から 出 來てゐ る、 そ 

の爲に 遊星 系の 中心に 位しなければ ならない とい ふその 說も亦 彼の 考へ 方に 特異な 點 である。 併 

し、 コペルニクス 系が、 旣に當 時で も、 ティ コ. ブラ I への それに 比して 明らかに 優って ゐるも 

のと 考 へられた こと は、 デカルトが 特に 力を入れて 强 調して ゐる 通り 「此の方が 著しく 簡單 で、 

又 明瞭で ある」 からで ある。 如何に 優れた 觀 測の 1K 才を もって 如何に 骨 を 折って 見ても、 理論 上 

の 問題に 對 して 明晰で 偏見な き 洞察力が 伴 はなければ、 比較的つ まらない 結 * しか 得られな いも 

の だとい ふこと は、 此の ティ コ がーつ の 適例 を 示す であらう。 ティ コは 一六 (」 一年に ブラ ー グで 

殁 した。 

ティ コ • ブラ ー へ は あらゆる 先入 謬見 を 執拗に 固執しながら、 叉 一方 先入に 囚 はれない 批判的 

驗索を 行 ふとい ふ、 實に 不思議な 取り合 はせ を 示して ゐる。 惜しい ことに 彼の 方法 は 古代 バビロ 

二 ァ 人の 方法に 類して ゐて、 結局 古い 不 精密な 趣 溯 を 新しい 未曾有の 精密な もので 置換へ たとい 
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ふだけ で、 それから 何等 理論 上の 結論 を も 引出さないで、 それ 切りに なって しまったの である。 

彼 はコ— ペン ハ ー ゲ ン大學 に 於け る 彼の 大演說 の 中で 占星術に 關 する 意見 を 述べ て 居る が、 此れ 

は 古代 バビ a 一一  ァ 流の 占星術の 面影 を 最も 明瞭に 傅へ る もので あり、 吾々 に は 珍しく も 亦 不思議 

に 思 はれる ものであるから、 有名な 丁抹の 史家 ト 口  H ルス. ルンド (Tropls  LIS  (ご の 誌す ところ 

に據 つて 此處に 其の 演說の 一部の 拔萃を 試みようと 思 ふ。 

ティ コ はかう 云った。 「星の 影響 を 否定す る 者 は 又 神の 全 I 曰と 攝理を 抗議す る もので あり、 又 

最も 明白， な 經驗を 否認す る ものである。 神が 此の 像然た る 星辰 に 飾られた 驚嘆す べき 天界の 精巧 

な 仕掛け を 全く 何の 役に立てる 目的 もな しに 迭 つたと 考へ るの は 實に不 條理な ことで ある。 如何 

に 愚鈍な 人間の する ことで も 何 かしら 一 つの 目的 は あるので ある。 此れに 對 I て 或 人 は、 天界は 

唯 年月日 を 知らせる 時計に 過ぎない と 答へ るか もしれ ない。 併し それだけ ならば 太陽と 太陰と だ 

け あれば 澤山 である。 それならば ー體 如何なる 目的の 爲に 他の 五つの 遊星が 各自 別々 の 圈內に 動 

いて ゐ るので あらう か。 歩みの 遲ぃ 土星 は 一 周に 三 〇 年 を 要し、 彼の 光り 瞬く 木星の 軌道 は  一 二 

年 を 要する。 又 二 年 を 要する 火星 水星、 それから 太陽の 侍女と して 或 時 は 宵の明星 或 時 は 曉の明 

星と して 輝く 彼の 美しい 金星な ど は 何の 爲 であるか。 其 上に まだ 谊 星の 天圈が 八つ も あるの は 何 

の爲 であらう か。 叉此 等の 無 數の恆 星の 中で 最小な もので も 其の 大 さは 地球の 若干 倍、 大きい も 
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の は その 一 〇〇 倍 以上 も ある こと を 忘れて はならない。 しかも 此れが 何の 考も 何の：：：： 的 もな く祌 

によって 創造され たとい ふので あるか。」 

「諸 天體は それぐ 或る 力の 作用 を 有ち、 それ を 地球に 及ぼして ゐる とい ふこと は、 經驗 によ 

つて 實證 される。 卽、 太陽 は 四季の 循環 を 生じる。 太陰の 盈虚に 伴って 動物の 腦味 喰、 骨 ゃ樹の 

髓、 蟹 や 蝸牛の 肉が 消長す る。 太陰 は 不可 抗なカ を もって 潮汐の 波 を 起す が、 太陽が 此れ を 助長 

するとき は增大 し、 此れが 反對に 働く とき は 其の 力 を 弱められる。 火星と 金星が 出會 ふと 雨が 降 

ヂ ュピタ I マ —キ ユリ 1 

り、 木星と 水 星 とが 出く はせば 雷電 風雨と なる。 义 若し 此 等の 遊星の 出現が 特定の 恆 星と 一 緒 

になる ときには 其の 作用が 一 層 強められる。 濕潤を 雷す やうな 遊星が、 濕 潤な 曰 生 座に 會合 すると 

其の 結果と して 永い 雨が 續く。 乾燥な 遊星が 暑い 星座に 集まれば 甚 しい 乾燥期が 来る。 此れ は 日 

常の 經驗 からよ く 分る ことで ある。 一 五 二 四 年に あんなに 雨の 多かった の は、 當時魚 星座に 著し 

い 遊星の 集合が あった 爲 である。 一 五 四 〇 年に は 初めに 牡羊座で 日蝕が 起り、 次に 天秤座で 土星 

と 火星の 會合、 次に は 獅子座で 太陽と 木星の 會 合が あつたが、 此 年の 夏 は 珍しい ほど 暑氣の 劇烈 

な 夏であった。 又 一 五六 三年に、 土星と 木星と が 獅子座に 於て、 しかも 蟹座の 朧な諸 星の すぐ 近 

くで 會 合した、 其の 時に どんな 影響が あつたか を 忘れる 人 は あるまい。 旣に昔 プトレマイオス は 

此 等の 星が 人 を 窒息 させ、 又 疫病 を 資す もの だとして 居る が、 正に 其 通りに、 此れに 次ぐ 年々 の 
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間歐洲 では 疫^が 獗を 極めて 數 千の 人が 其爲に 墓穴に 入った ではない か。」 

「さて、 星 は 人間に も 又 直接の 影 慶3 を 及ぼす もので あらう か。 此れ は 勿論の ことで ある。 人間 

の 體軀は 彼の 四 元素から 組成され たもの だから 當然 のこと である。 一 人の 人間の 本質 中に 火 執-一 性 

の 元素、 塞 冷 性、 乾燥 件、 濕潤性 等の 元素が 如何に 混合され て 居る か、 その 程度の 差に よって 其 

人の 情操、 根性が 定まり、 又 罹り 易い 病 もき まり、 生死 も 定まる ので ある。 此の 色々 な 混合の 仕 

方 は、 出生の 瞬間に 於け る 諸 星の 位置に よって 其 子供の 上に 印銘 される もので、 一生の 間變 へる 

ことの 出来ぬ ものである。 子供の 榮 養と 發 育に よって 成熟 はする が改 #3 は出來 ない。 或る 混合の 

让方 では 生活が 不可能に なるやうな 場合 さ へ も ある。 さう いふ 場合 には子 佻 は 死んで 產 まれる。 

例へば、 太陰と 太陽の 位置が 不利で、 火星が 界 りかけ て 居り、 土星が 十二 獸帶の 第 八宮に f,; する 

とい ふ 場合に は、 子供 は 殆どき まって 死產 である。 一般に、 太陽と 太陰の 合の 場合、 殊に 太陰が 

太陽に 近より つ k あるときに 生れた 子 は 虚弱で 短命で ある。 この 厄 蓮 は 他の E 生の 有利な 位置に よ 

つて 幾分 か 緩和され る こと は あるが、 結 ：15 は必す 良くない にき まって ゐる。 此事は 一般に 周知の 

ことであって 旣に アリス トテ レスが、 太陽 太陰の 合に 際して 生れた 者の 身體は 虚弱 だと 云つ て 居 

るの みならす、 經驗の ある 產 婆や 母親 は、 かう いふ 場合に 子供が 生れる と、 共 子の 將來必 す.^ 弱 

である こと を豫 想して 不安な 想 ひ をす るので ある。 此の 理， H は 容；： ^に 了解され る。 卽、 人の 知る 
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通り、 太陰 は 或る 異常な 力 を 有って 居て、 生れた 子 佻の 體內の 液體を 支配す る。 それで 若し 太陰 

が 生れた もの 、身體 に 其の 光 を 注いで やらない と 其 體內の 液體が 全く 干 上って しま はなければ 

ならない。 さう して 多 血 性の 性情と その 好い 效栗は 殆ど 失 はれて しま はなければ ならない とい ふ 

こと は 明らかで ある。 又 此の 結果と して は 色々 の 病氣、 例へば 肺瘵、 癩病の やうな ものが 起る。 

特に 土星と 火星が 其の 毒 を 混 人す る やうな 位置に ゐる とき は祸更 である。 此の やうな 物理的 關係 

は 容易に 了解す る ことが 出來 るので ある。」 

「身 體の 各部 分 は 一 つ 特別な 遊星に 相應 して 居て、 例へば 溫 熟の 源た る 心 K は 太陽に 相應 

し、 腦は 太陰に、 肝臓 は 木 s なに、 ^臟 は金虽 に、 又黑 ぃ瞻 汁を藏 する 脾 -1 は 管の 支配者た る 土 

星に、 膽囊は 火 E 生に、 肺臓 は 水星に 相應 して 居る。」 

ティ コ . ブラ ー へ は^ 星 術の 反對 者に 對 して 最期 迄, つた。 「此 等の 人々、 特に 祌學者 ゃ哲學 

者 等 を 寛恕すべき 點が あると すれば、 それ は 彼等が 此の 術 (占 星) に 就いて 絶 對に無 知識で ある 

とい ふこと、、 彼等が 常識的な 健全なる 判斷 カを缺 いて 居る ことで ある」 と 云って ゐる。 

以上 は、 中世 を 通じて 行 はれ、 極く 近い 頃 迄も尙 折々 行 はれて 來た 目的論 的の 見方 を 筋道と し 

た 論法の 好適 例で ある。 

ティ コ の觀 測の 結 から 正しい 結論 を 引出す 使命 はゲプ レ ル (Kepler 一  五 七 一 1 一 六 三 〇 年) 
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vonXVaiijfein. 

k  ？ピ j5' 


の爲に 保留され てゐ た。 彼 は 諸 遊星 は 各、、 榜圓を 

其の 速度と 太陽よりの 距離との 

關係を 示す 方 則 を 決定した。 彼 

は 初め 當時 全盛の ヮル レンスク 

ィ ン の爲に 其の 蓮 勢 を 占 ふ 占 星 

圖を 作製した ので あるが (第 十 

四 圖)、 後に は 遂に 占星舉 上の 

計算 をす る 事 を 謝絕す るに 到つ 

たとい ふ 事 はケプ レ ルの 爲に特 

筆すべき 事實 である。 其れに 拘 

らす 一 方で は 又 彼 は 自分の 子供 

等の 運勢 を 其の 生誕 時の 星宿の 

位置に よつ て讀み 取らう として 

ゐ るので ある。 ケプ レ ル の 家族 

はプ 口 テス クン トの 信徒であった 爲に 色々 の 頃 累に惱 まさ 


いて 太陽の 周圍を 運行す る こと を證 明し、 又 


C ズ 

お 


8 

6 


U なけ. 


； ばなら なかった。 
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ケプ レルの 研究に よって、 天文 學は アリス タル コ ス 以来 初めての in 立った 一 大 進歩 を 遂げた が、 

此れ は 更に 又 彼の 偉大な ガリ レ ー (Galilei 一  五六 四— 一 六 g 一 一年) の諸發 見に よって 其 Q 基礎 を 

堅める やうに なった。 ガリ レ ー はケ プレルと 文通して 居た ので あるが、 一 五 九 七 年の 或る 手紙に 

自分 は 永い 以前から コ ぺ ルー ークス の 所 說の贊 成 者で あると いふ こと を 書いて ゐる。 一 六 〇 四 年に 

彼 は 和 蘭で 發 明され た 望遠鏡の 話 を 聞き込んだ。 さう して 自分で それ を 一本 作り上げ、 當 時の 有 

力な 人々 から 多大の 賞 讚 を 受けた。 そこで 此の 器械 を 以て 天界を 隈なく 搜 索して、 肉 服で は 見ら 

れ ない 星 を 多數に 見付け出した。 此れで 观 くと 遊星 は 光った 圓 板の やうに 見えた。 二 ハー 〇 年に 

史 は 木星 を觀测 して 此の 遊星の 衛星 中の 最大な もの 四 個を發 見した。 さう して 恰も 遊星が 太陽 を 廻 

^ ると 同様な 關 係に、 木星に 近い 衛星 ほど 廻轉 速度が 大きい こと を 見た C 彼は此 等の 衞星を トス 力 

ヒ ナ (Toscals) に 君臨して 居た 侯爵 家の 名に 因んで 「メディチ. (IVIedici) の 星」 と 名け たので ある 

W が、 此の 衛星の 運動の 仕方が 正しく コ ペルー 一 タスの 所說の 重要なる 證據 となる こと を 認めた。 彼 

^ は 又 土星の 形が 時に よって 變 化する こと (此の 星 を 取卷く 環の 位置に よる 變 化)、 又 金星 (水星 も 

宇 

m 同様で あるが) が 太陰と 同様に 鎌の 形に 見える こと をも發 見した。 叉 太陽の 黑點 をも發 見し (一 

^ 六 一 一年) さう して 其 Q 運動の 工合から、 太陽 も亦自 軸の ま はりに 自轉 する ものであると 結論し 

i た。 此 等の 發見 は當時 儈侶擧 校で 敎 へられて 居た やうな ァ リスト テレスの 學說と は 凡て 甚 しく 相 
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反する ものであった。 それで ガリ レ ー は 口 1 マ へ 行つ て 親しく 相手 を說き 付ける のが 得策で ある 

と考 へた。 所が 相手の 方で は科學 上の 議論で は 勝てない もの だから、 ガリ レ I の說は 犯す ベから 

ざる 聖書の 敎と 矛盾す る もの だとい ふ 一 點 張りで 反對 した。 

ガリ レ ー が 公然と コペルニクス の！；^ 奉 者で あると いふ こと を吿 白して るの は 太陽 黑點 のこと 

を 書いた 一書に 於て 初めて (一六 一 三年) 見られる。 敎會 方面の 權威者 等 も 初めの 內は敢 て 彼に 

拘束 を 加へ る やうな ことはなかった が、 一六 一四 年に 到って 「神聖 會議」 の 決議に より、 地^^が 

公 轉自轉 と 一 一様の 蓮 動 を するとい ふ コペルニクス の說は 聖書の 誌す ところと 撞着 するとい ふこと 

になった。 尤も 此の コ ベ ル 一一 ク ス の說を 一 つ の假說 として 述べ、 それ を科學 上の 推論に 應用 する 

だけなら ば 差 支へ はない が、 併し それ を 眞理と 名け る こと は禁 するとい ふので あった。 

今日から 考へ ると かう いふ 事 は 想像 もし 難い やうで あるが、 其の 當時 では 此れ は 全く 普通の こ 

とであった。 n 分の 主張して る 事 を 自分で 借 じて 居る ので はない と 極く 簡軍 に證言 すれば よい 

のであった。 併し 實際は 信じて 居る の だとい ふこと は 誰でも 知って 居た ので ある。 最も 著しい 例 

は、 三十 年後 ( 一 六 四 四 年) にデ カル ト (Descartes 一  五 九 六： 一 六 五 〇 年) が 次の やうな 宜言を 

して 居る ことで ある。 「世界が 初めから 全く  { 元 成した 姿で 創^され たとい ふこと に は 少しも 疑 は 

ない。 太陽、 地球、 太陰 及 諸 星 も 其 時に 成立し、 叉 地上に は 植物の 種子の みならす 植物 自身が 出 
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乂 アダムと イヴ も 子供と して 生れた ので はなく、 成長した 大人と して 創造され たに 相違 はな 

い. - 實際 基督教の 信仰 はさう 吾々 に敎 へ、 叉 吾々 の 自然の 常識から も容 に 納得され るので ある „ 

併し、 それに も拘ら す、 植物 や 人間の 本性 を 正當に 理解しょう とする に は、 此 等が 最初から 祌の 

手で 創造され たと 考へ てし まふよりも、 種子から 段々 に發 育して 來 たと 考 へて 其の 發 達の 筋道 を 

考察して 見る 方が 遙に 有益で 便利で ある。 それで、 勿論 實際は 萬 物 は 上に 述べた やうに して 成立 

した もの だとい ふこと を ちゃんと 承知して 居る として、 もし 若干の 極く 簡單で 分り 易い 原理 を考 

へ 出し、 其の 助けに よって 星 や 地球 や 其 他 此の世界で 見られる 萬 物が、 凡て 種子から 發 育して 出 

來た かも 知れない とい ふこと を 示す ことが 出來 たと したならば、 其方が、 此等萬 物 を 唯 あるが 儘 

に 記載す るよりも 遙 によく 了解す る ことが 出来る だら う。 今 私 はさう いふ 原理 を 見付けた と 信じ 

るから、 此處で 簡單に 其れ を 述べ ようと 思 ふ。」 

當 時の 宗教裁判 は 蚤 取 眼で 新 思想 や 擧說が 正統の 教理と 撞着す る 點を搜 し 出さう として 居た か 

ら、 其の 危險な 陷紫を 避ける 必要 上から、 かう いふ 不思議な 態度 をと るの も 已むを 得なかった の 

である。 それで ガリ レ ー も 七 年間 は 大人しく 居た が、 併した うとう ジ H シュ イット 敎 父の グラッ 

シ (Gl.assi) と學說 上の 論爭に 引つ か、 つた。 グラ ッ シ はちゃん と 正當に f; 星 を天體 であると 考へ 

て 居た のに、 ガリ レ— の 方 は 此れが 地上の もの だとい ふ舊來 の考を 守って 居た ので ある。 ■ それで 
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遂に ジェ シュ イツ ト敎徒 は ガリ レ， -を 吿 訴す るに 到った ので、 彼 は 一 六 三 三年に 老齢と 病 氣の爲 

に 衰弱して ゐ たに 拘らす 口 ー マ へ 召喚され、 宗教裁判の 訊問. に 答へ なければ ならなかった。 彼 は 

出来る限り 論爭を 避けようと 勉め たが 結局 矢 張 不名譽 な 禁錮の 刑 を宜吿 され、 其 上に 地 動 說の否 

定を誓 はさ せられた。 而 して 其れ 以來、 太陽系 中に 於け る 地球の 位置に 關 する コ ペルー 一 タス、 ケ 

プ レル及 ガリ レ I の 著 •！ は 最高 神聖の 法 門の 權威 によって 禁制され、 それが 實に 一 八 三 五 年 迄つ 

づ いたので ある。 

ガリ レ ー は 其の 著書の 中で、 ピタゴ ラ ス及 アリス タル コ スが 地球 は 太陽の ま はり を 廻る と說ぃ 

たこと を 引用して ゐる。 彼 は 物 體の蓮 動に 關 する 學說 を發展 させ、 物體に 力が 働けば 其の 運動に 

變化を 生す る こと を立證 した。 何等の 力 も 働かなければ 運動 は 何等の 變化 もな く持續 するとい ふ 

ので ある。 アリス トテ レス は 墜落し つ、 ある 物體の 背後に は 空氣が 押し込んで 來て 物體の 運動 を 

早める と考 へたが、 ガリ レ ー は 此れに 反して、 空 氣は唯 落 體蓮動 を 妨げる だけ だとい ふこと を證 

明した。 

コ ペルー 一 タス の學 說に對 する 敎會の 反抗 は 併し 結局 は無效 であった。 デカルト は 一 刻 も 狐疑す 

る ことなく コ ペルー 一 タス の 考に贄 成した。 勿論 其 爲に彼 は 敵 を 得た が、 併し 新敎國 たる 和 蘭及瑞 

典に 安全な 遁げ 場所 を 見出した。 惜しい ことに は 彼は瑞 典へ 來 ると 間も無く 權 つた 病 氣の爲 に 倒 
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れ たのであった。 コペルニクスの 說 いた 通り 凡ての 遊星 は、 太陽の 北極の 方から 見る と 右から 左 

へ 廻って ゐる。 それと 同様に 又 太陰 は 地球 を、 ガリ レ ー の發 見した 木星の 衞星は 木星 を、 又 太陽 

黑點は 太陽 を 廻って ゐる。 其 上に 又此 等の もの は 殆ど 皆 黄道の 平面の 上で 廻って ゐる。 此の 規則 

正し さを說 明す る爲に デカルト は、 ブルノと 同様に、 一種の H 1 テルの 海 を 想像し、 其 Q 中に 諸 

遊星が 浮んで 居る と考 へた。 デカルト は 此の H 1 テルが 太陽 を 中心として 其の ま はりに 渦 卷のゃ 

うな 蓮 動 をして 居り、 そして 諸 遊星 は 此の 運動に 卷き 込まれて、 丁度 枯葉が 渦に 卷 かれて 廻る や 

うに 廻って 居る の だと 信じて ゐた。 此の 考は、 諸 遊星が 神性 ある ものに よって 其 Q 軌道の 上 を 動 

かされて ゐ ると いふ ケプ レ ル の考 に比べれば 疑 ひもな く遙に 優れた ものである。 彗星 は 遊星と は 

違った 蓮 動 をす るが、 此れに 就いての デカルトの 說は、 此等も 矢 張天體 であって、 土星よりも 外 

側 を 運行して ゐる もの だとい ふので ある。 ところが ティ コ . ブラ ー へ は、 彼の 觀 測の 證 すると こ 

ろで は 彗星 は 太陰 軌道の 外側 を 動き はする が 併し 時々 は 金星 や 水星よりも 遠くない 距離に 來るこ 

とが あると 云って ゐる。 此れに 就いて デカルト は、 ティ コの 此の 觀測 はさう いふ 結論 をしても い 

い 程に 精確な ものではなかった と 主張して ゐる。 

デカルト はモ ルス (IVIOnls) へ の 手紙の 中で かう 云って ゐる。 「吾々 は 宇宙に 限界が あると いふ 

こと を觀 念の 上で 了解す る ことが 出来ない から、 宇 { 巾の 擴 がり は 無限大 だと 云 ふ。 併し 穴 H 間の 無 
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限と いふ ことから 時の 無限と いふ ことの 推論 は 出来ない。 宇宙に 終局が あって はならない として 

も 祌擧者 等 は 其れが 無限の 昔に 成立した と は 主張して 居ない c」 宇宙 は 物質 を 以て 充 たされて 居 

る。 それ故に 凡ての もの は圓 形の 環狀 軌道の 上 を 運行し なければ ならない。 神 は 物質と 其の 運動 

と を 創造した。 宇宙に は 三つの 元素が ある。 其の 第 一 は 光の 元素で 此れから 太陽と 星が 作られ 

た C 第二 は 透明な 元素で 此れから 天が 作られた。 第三 は 暗く 不透明で 而 して 光 を 反射す る 元素で、 

遊星 や 彗星 は 此れから 出来て ゐる。 第一 の 元素 は 最小な 粒子から、 第三の もの は 最も 粗大な 分子 

から 出来て ゐる。 

初めに は 物質 は 出来るだけ 均等に 擴 がって 居た。 それが 運動す る爲 にいく つかの 中心の ま はり 

に環狀 軌道 を畫 くやう になり、 其の 中心に は發 光物 質が 集まり、 其の 周り を 上記の 第二 第三の 物 

質が 旋轉 する やうに なった C 其 等の 暗黑な 物體の 中で 若干の もの は 運動が 烈しく 質量が 大きくて 

此の 旋 渦の 中心から 非常に 遠く離れて しまって、 その 爲に 如何なる 力 も それ を 抑へ る ことが 出來 

なくなって しまった。 かう いふ ものが 一 つの；^ から 他の 渦へ と 移って 行く、 此れが 卽、 彗 E 生で あ 

る。 此れよりも 質量が 小さく 又 速度の 小さい もの & うちで、 同様な 遠心力 を 有する ものが 一群と 

なって、 それが 前記の 第二の 要素の 一 つと なった (此の 中で 質量の 最小な 群が 一番 內侧へ 来た)。 

此れが 卽、 遊星で ある。 此等 遊星の 運動と はちがつた 運動 をす る 物 _赏 粒の 運動の 爲に、 遊 ci- は 西 
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から 東 へ 廻る やうな 猶轉蓮 動 を 得た。 

最小な 粒子の 運動に よって 熱が 生す る。 それ は、 一部 は、 日光が 此の 物質 粒子に 衝突す る爲に 

生じ、 又 一部 は、 他の 方法で も 出来る。 此の 熱 は； 旮々 • の 感覺に 作用す る。 太陽 ゃ恆曰 生に 黑點 が增 

すと 其の 光 は 暗くな り、 反對に 此の 黑點が 消える と 明るくなる。 黑 點の强 さが 消長す ると 一 つの 

星の 光力 は 減ったり 增 したりす る、 とい ふので ある。 此の、 種々 の 星の 光力の 變 化に 對 する 說明 

は、 極く 最近 迄 多數の 天文 拳 者に よって 其傣 に受繼 がれて 来た ものである。 

時には 又 一 つの 谊 星の 周圍を 廻る 上記 第二 種 及第 一種の 粒子から 或る 旋 渦が、 其の 近くに ある 

他の いくつかの 渦に 吸 込まれる ことが 有る。 其 時には 此の！ f の 中心の 忸星も 一 緒に もぎ 取られて 

他の どれ かの：^ に 引 込まれ、 其の 中の 彗星 か 或は 遊星と なる ので ある。 

デカルト は、 此の やうに 星から 遊星に 變る 過渡の. 段階に 就いては、 地球に 關 する 記載 中に 此 

れ よりも 一層 詳しく述べて 居る。 卽、 地球 も 初めに は 第一 種の 元素から 出来て 居て、 強大な 渦に 

取卷 かれた 太陽の やうな ものであった のが、 段々 に黑 點に蔽 はれ、 其れが 一つに 繁 がって 一種の 

皮殼 となった。 それで 地球の 灼熟 しだ 表面が 冷却す ると、 もう， 渦の 外の 方の 部分へ 粒子 を 途り出 

す ことが 出来なくなる ので、 從 つて 此 Glf 動が 次第に 衰 へる。 すると 今まで は 灼熱した 地球から 

出る 粒子の 爲に押 されて 居た 近所の 他の if からの 粒子が 押 小せ せて 來る。 其の 爲に、 此の 光の 消 
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第 十五 圜&第 十六 圜 デ カル トに據 る、 地球 半 4* の橫 Bi 樣 式圜。 I ほ 地心で 太陽と 
R じ 物 S から 出来て 居る。 初め 地球 は 全部 此の 物^で 出来て 居た 0 此の 物 H の 周 園 
も 包んで-太陽^に 相當 する、 しかし もっと 厚い 鼓 M が ある。 此れが 出來ぉ S に 地 
球 は 光らな く なって一 つの 遊星と なり 太 PS- 系旋 渦に 卷き 込まれた。 B 光の 作用に よ 

つて 空氣 F と 水 D とが 分れ、 最後に は^の 中に 石、 土、 砂 等の 固形の 皮 SE も 
析出し お 0 此れが 現在の 地殼 である。 此の 穀が 園の 2、  3、  * の やうな 處で 破れて 墜 
ち 込み、 而 して 下の 闉 にある やらな 狀 態に なつお。 それで 水が i- きみ 出して 圔の 右と 
左の 部分に 示す やらに 大洋 も 生じた。 他の 處 では 1 や4 の 示す やうに 山嶽 も 生じ 
お。 空氣の 一都 分 は III と 地 鼓の 下 （例へ ば 國の F) に めら れ お。 
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えた 地球 は 近所の 太陽 旋 渦の 中へ 引 込まれ、 さう して 一 つの 遊星に なった ので ある。 地球の 心 核 

は 併し 灼執 ー狀態 を持鑌 しながら 第三 種の 粒子から 成る 固形の 殼で 包まれて 居る。 此の 殼の 中には 

氣 層と 水 層と が あり 其 上 を 固體の 地殻が 蔽 つて 居る (第 十五 圖 及第 十六 圖)。 此の 殼が 疆.、 破れ 

て 下の 水 層 中に 墜 込み、 其爲に 水が 地表に 表 はれて 大洋 を 作り、 叉 破れた 殼が 山嶽 を 生じる。 水 

は 脈管の やうに 同體 地殻の 中 を 流動して 居る とい ふので ある。 此の 考は 後に 又 幾分 敷衍され た 形 

でバ ー ネッ ト (Bs-net) が說述 した (一六 八 一 年) ものである。 

此れが 宇宙 系に 關 する デカルトの 考へ 方の 大要で ある。 諸 恆星は 吾々 の 太陽系 を 取 卷く諸 渦動 

の それぐ の 中心で あるが、 其の 距離が 莫大で ある 爲に、 其れが 運動して 居ても、 地球に 對 する 

位置 は變る やうに 見えない ので ある。 

當 時化 學の 進歩 は 未だ 極めて 幼稚な ものであった。 物體の種々^^性質は其れを構成する最小粒 

子の 形狀に 依る ものと 信ぜられて 居た。 デカルト は此等 粒子が 大きい か 小さい か、 輕 いか 重い か 

丸い か 角張って 居る か、 卵形 か圓形 か、 或は 又 分岐して 居る か 平坦で あるかに よって、 どうい ふ 

風に 物の 性質の 相違が 起る かとい ふこと を、 眞 に哲學 者ら しく 徹底的 細密に 記述して 居る が、 か 

うい ふ 事柄の 煩 はしい 記述の 爲に、 折角 彼の 構成した 系 銃の 明瞭 さが 却って 著しく 弱められて 居 

るので ある。 
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一一 ュ 1- トン (Newton) と 同時代の 偉人で- 又 彼の 競 (于者 であった ライブ 二 ッ ッ (Leibniz 一  六 

一 七 一 六 年) は當 時の 科 學雜誌 「ァ クタ. H ルディ トル ム」 (Acta.  Eruditorum) 誌上で 一 

六 八 三年に 發 表した 論文 「プ a ト ガイア I 一 (pstogaea) 中に 地球の 進化 を 論じて 居る が、 其の 所說 

は 現今 定說 と考 へられて ゐる ものと 可な りに 一 致して 居る。 當時 一 般に 信ぜられて 居た ところで 

は、 旣に 昔の 北國 民の 考 へて 居た と 同様に、 地球 は 其の 最後の 日に は灼 埶ー狀 態とな つて 滅亡す る 

だら うとい ふこと になって 居た。 多分 太陽が 他の 1^ 體と 衝突で も すれば さうな るで あらう と W 心 は 

れ るので ある。 ところが ライブ 二 ッッは デカルトと 同様に 地球-の 初期 も 亦强く 灼熱され た狀 態に 

あつたと 考 へた。 此れが —— ライブ 一一 ッ ッの 言葉に 據れば —— 燃料の 缺 乏の爲 に消燼 して 地球 は 

ガラス 狀の皮 殼で蔽 はれ、 さう して それ迄 蒸發 して 居た 水 は 其 後に 漸く 凝結して 海と なった。 此 

のガラ ス の やうな 皮殼 から 砂が 出來 た。 而 して I- 水と 歷 類との 作用 を 受けて ——— 其 他の 地層が 

出来た。 海 は 初め 全地 球を蔽 つて 居た から， 今日 到處で 古昔の 只 殼が發 見され る。 地 殼の陷 落の 爲 

に 表面の 高低 が出來 て、 其の 最も 低い 部分 を 大洋が 占める ことにな つたので ある。 

有名な 丁抹人 ステノ  (steno 一  六 三 一 — 一 六 八 六 年) の 業績 は、 一 ロー 世人から 忘れられて 居た 

の を、 一 八 三 一 年に 到って 初めて ヱリ— -ド -ボ I モン (Elie  de  eea ョ n()nt) によつ て 紹介され 

た。 此の ステノ の 意見に 依る と、 水平な 地層、 特に 水產 動物の 化お を 含有す る もの は、 もと 水中 
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で 沈積した ものと 考へ られ なければ ならない。 かう いふ 地層が！ a  ： もとの 水平な 位置から 隆起し 

て 居る ところから 見る と、 此れ は 何 か 外力の 作用に よって 起った ことに 相 遠ない。 ステノ は その 

外力 のうちで も 就中 火山 作用が 最も 著し い 役目 をつ とめた ものと 考 へた。 

當時 一 般の考 では 地球の 內部は 水 を もって 充 たされ、 それが 脈管 を 通じて 大洋と 連絡して 居る 

と 思 はれて 居た。 デカルトの 說の 中に も旣. にさう いふ 意味の 事が 暗示され てゐ る。 此の 誤った 考 

の 著し い 代表者 はゥ ドヮ ー ド OVoodward 一  六 六 五— 一七 ニニ 年) と ウルバン • ヒ エル ネ (urban 

Hjame 一七 一二 年) であった。 此の 後者の 說 では 地心の 水 は 濃厚で 獨 つて 居て、 而 して 沸騰す 

る程埶 一い とい ふこと になつ てゐ る。 

デ カルト の 考は當 代から 非常な 驚嘆 を も つて 迎 へられた。 そして 諸 大擧に 於け る アリス トテレ 

スの 學に 取って 代らう とする 形勢 を 示した。 此の 說は 又ゥプ ザラに 於ても 盛ん な論爭 を 惹起 し - 

それが 多分 瑞 典で 科學の 勃興 を 促す 動機と なった やうで ある。 宗敎 方面の 人々 は 此の 新 說を敎 壇 

で宜傳 する； J と を妨壓 しょうと 努めた が、 此れに 對 する 政府の 承認 を 得る ことが 出来なかった。 

此の デ 力 ル ト の學說 から 强 い 刺戟 を 受けた 若い 人々 の 中に、 ス ゥ ^- デ ン ボルク (swedenborg) 

が 居た。 彼 は デカルトの 宇宙 生成 說に 或る 變更を 加へ た。 彼の 說 では 太陽系の みならす 原子 迄 も- 

凡ての ものが 渦動から 出来て 居る とする。 萬 物 は 凡て 唯一 の樣 式に 從 つて 構成され て 居る ので あ 
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つて、 s も 簡單な 物質 粒子 は 非 物質的な 點の li 動に よって 成立す ると 考へ るので ある。 此の 考は 

甚だ 薄弱で ある。 何故かと いへば、 擴 がり を 有たない 一 つの 點が假 令 どれ 程 急速に. 渦動 をしても、 

それ 1」， よつ て いくらかの 空間 を 占有す る こと は 出来ない からで ある。 スゥ 二 デ ンボ ルクは 恐らく 

此の 假說 によって、 宇宙が 虚無から 成立した こと を說 明しょう と 試みた ものら しい。 彼 は 數學的 

の 點は 永劫 の 昔から 存在 して 居る とい ふ 意味 のこと を艇 、、云って 居る が、 併し 此の 點に 就いて 徹 

底 的に 一 貰して は 居ないで、 或る 箇所で は 又 此れが 創造され たもの だと も 云って 居る ので ある。 

ス ゥ H デ ン ボルク の 宇宙 生成 說がデ カルトの と 異なる 主要な 點は、 遊星が 外から 太陽系の 禍動中 

に 迷 ひ 込んだ もの だとし ないで、 反對に 太陽から 放出され たもの だとした ことで ある。 ス ゥェデ 

ン ボルクの 想像した とこ ろで は、 太陽 黑點が 段 々 に增し て 終に は 太陽 の 光って ゐ る^ 面 全 體を暗 

くして しまった。 中に 閉 込められた 火は膨 膜しょう として 周 圍の外 殼を仲 張した 爲に 遂に 殼が破 

れた。 さう して 此の 暗黑な 外皮が 太陽 赤道の ま はりに 環狀 をな して 集まった。 If 動 は 止みな く旋 

轉を續 けて 居る うちに 此の 固 態の 環 は 破れて 小 £:: となり、 それ 等が 圓く 丸められて 各.、 球形の 質 

塊と なり、 種々 の 遊 s、 衞星 (並に 太陽 黑點) となった ものである。 此の やうに して 一 つの 太陽 

が 其の 殼を 破裂させる と 此れが 4 心に 吾々 の 眼に 見える やうになる。 此れが 所謂 「新星」 の 出現に 

相當 する もの であると ス ウェデル ボルク は考 へ た。 
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尊 

'等 も 


-  一一；? "-、 --. 


、 な 


第 十七、 十八、 十九 及第 二十 圔 スゥヱ デンル ポクの 考 へた、 太陽 旋 から 遊星 

菜の 生成。 第 十七 圔 S は 太陽 旋^、  ABC は それ も 園む 球狀の 固形 皮 鼓 0 此れ 

力 れて （十八 圔） 渦の 極から それの 赤道の 方: こ 落ちて 赤道の ま はりに一 つの W 

も 作る （十九 圄) 0  OIKLM 等 は 太陽 物質より 成る。 ft 後に 此の 帶が 波れ て 其 
の 95 分から 球状の 遊星 CFM 等 又 衛星 Dghk が 出来る。 遊星 は S のま はりの 
動に つれて 旋 縛して 居る うちに 或 會迄來 る と 周 国と 均 街の 位 匿に 達する C 


遊星 や 衛星 は 渦動に つれ 

て 動いて ねる 內に 或る 位置 

に 達する と 其の 周圍を 包ん 

で 廻つ て 居る H 1 テルと 釣 

合 ひの 狀 態になる. - 此處迄 

來 ると、 此の 距離で 殆ど 圓 

形の 軌道 を 描きながら 蓮 行 

する C 此の 關係は 恰も 空氣 

中 を 上昇す る輕 ぃ物體 が、 

その 周圍が 自分と 同じ 比重 

である やうな 處へ來 て 初め 

て 落 付く のと 全く 同樣 であ 

る。 それで スゥ ェ デ ンボ ル 

クの考 に從へ ば 一 番 比重の. 

大きい 遊星が 一 番內 側に 來 
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る譯 であるが、 デ 力 ル トの考 だと 最大 質量 を 有する 遊星が 一 番外 側に 來る ことになるの である。 

此 Q  二人の 考は、 いづれ も、 いくらか は 中って 居る が、； W し 全く 正しく はない とい ふこと は 次 

の 表 (アメリカ人 シ ー ssi の 計 葬に よる) を 見れば 分る。 


0 

0  Hi  JI 


书 0 

Is  二 00 

. 0 ま 

1.00〇 

o.i 

1J.130 

9.350 

55.350 


蹄 i 

P81r)0 

1.0000 

0.012JS 

PI 080 

317.7000 

95.1000 

14.6000 

17.2000 


i 

？さ 

0.72 

1.00 

1.00 

P5 ひ 

19.22 


it 贓 

LOOO 

0.720 

0.116 

io 

0.430 


スゥ ェ デ ン ボルクの 著述 中には 概して 五：々 今日の 科學 者に は 諒解し 難い やうな 晦^ 瞹昧 な點が 

甚だ 多 い。 彼 は 自分の 書いて な る こ と を 十分に よく 考 へ 盡 したので は あるまい とい ふ 感じ を 請 者 

に 起させる ので ある。 彼の 「プリン キ ピア (prk-cipifl). 一  の 終りに は 此の 1^ 動 を數學 的に 表象し 
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てゐ る- 卽、 此處 では 完全な 明瞭 を 期待して もい、 である。 此の 過の 外側に は 自ら 他の と 

iHil 训す るに 足るべき 判然たる 境界が ある ことにな つて ゐる。 ところで スゥ エデン ボルク は、 此の 

禍の 外側の 境界からの 距離が. I と 4 の 比に ある やうな 一 一つ の 遊星の 速度の 比 は ー と 2 でなければ 

ならない、 と 主張して ねる。 此れから 推論す ると、 遊星 を 中心に 引く 力 は、 此の 渦の 外郭から 遊 

星へ の 距離に 正比例し、 太陽から 遊星へ の 距離に 反比例す る ことになる。 併し 此の 力 は 正しく 一一 

ュ ー トン の 導いた 通り 太陽から 遊星へ の 距離の 自乘に 反比例す る 事 所謂 力で あるべき であって、 

卽、 プ、々 H デ ン ボ ル ク の 所說は 全く 事 實に合 はな い ので ある。 併し スゥ H デン ボルク は 二 ュ ー ト 

ンの 仕事 を 良く 承知して 居た 害で、 自著の 中の 處々 で 彼に 對 する 讚美の 辭を 述べ 「いくら 譽 めて 

も譽め 足りない」 と 云って ゐる。 それで スゥ H デン ボルク は自說 と、 ニ般 によく 事實 に相當 する 

ものと 認められた 一一 ュ ー トンの 說 との 折 合 をつ ける 爲に、 かう 云って 居る？ 卽、 此の 5^ 動が 渦の 

外緣の 方に 行く 程增 加す る ものと すれば 丁度 一一 ュ ー トンの 說の やうに なるとい ふので ある。 併し 

此れで は 二 ュ I トンの 方 則に 從ふ 遊星の 蓮 動と は 全く 合 はない し、 要するに 全く 不可解で ある。 

スゥニ アン ボルクの 著 n 曰 中に 暗示され て 居る 所に 據 ると、 彼の 考 では、 銀河が 眼に 見える 星の 

世界に 對 する 役 R は、 ^も 太陽の 廻轉 軸が 遊星 系に 對す るのと 同様で ある。 從 つて 數 多の 太陽 は 

各. G のお 一 星 系を從 へて 此の 銀河の 眞中を 贯く大 宇 南 軸の ま はりに 群を成して 居る。 それで 銀河 は 3 


實 は輪狀 であるが 丁度 天上に 半圓 形の 帶の やうに 見える ことになる。 此の やうに して、 スゥ H デ 

ン ボルクの 考 へた やうに、 此の 銀河系 を 其の 唯 一 小 部分と する やうな に大 なる 系 を考へ る こと 

が出來 るので ある。 後に ライト (Wright) が 又 此れと 同様な 考を 纏め 上げた ( 一 七 五 〇 年 )o 彼 

は 多分 スゥ H デ ン ボルクの 考の 筋道 は 知らなかったら しいが、 銀河 を 太陽系に 相當 する もの だと 

考 へた。 カント (Kaut 一七 五 五 年) も 同様で あつたが、 ライトの 所說 以上に は 大した 新しい も 

のは附 加へ なかった。 叉 ラム X 1 ル (l^asbert) も 同様で あつたが、 彼は太陽が いく つ も^^^っ て 

星圑 となり、 星圑が 集って 銀河 其 他に 成る と考 へた ( 一 ヒ六 一年)。 

そこで 吾々 は、 スゥ H デン ボルクが 二 ュ ー トン を 讚美し. ながら、 何故に 彼の 驚天動地の 發見を 

自分の 體系 中に 取 入れな かつ たかを 疑 はなければ ならない。 此れに 對 する 答 はかう である。 卽、 

スゥ エデン ボルクの 頭に は、 宇宙 間の 萬 物 は、 大きい もの も 小さい もの も、 凡て 劃一 的な 設計に 

從 つて 造られた もの だとい ふ考 がすつ かり 逢み 亙って ゐた。 彼に は天體 相；^ 一の 間に 距離 を距て 、 

働く 作用 を考 へる こと は 明らかに 不可能 だとし か 思 はれなかった。 それ は、 吾々 は何處 でも さう 

いふ 作用 を經驗 しないから である。 實際 此點に 就いての 論難 は 種々 の 方面から 二 ュ —トンの 大發 

見に 對 して 向けられ、 一一 ュ ー トン 自身 も 亦 それに 對 して 全く 無關 心ではなかった ので ある。 そこ 

でスゥ H デ ン ボルク は デカルトの 渦動 說を 取って 自分の 宇宙 生成 說 の 基礎と したので あるが、 ス 
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ゥ H デン ボルク は 自分の 假定が 物理 學 的に 不可能な こと、 特に それが 一一 ュ ー トンの 方 則と 全然 相 

容れ ない もの だと いふ ことに は 少しも 氣が 付かなかった やうに 見える。 此れ は實 にスゥ ェ デ ンボ 

ル クの體 系の 重大な 缺點 であるが、 併し 彼の 此の 體 系の 中には 若干の 健全な 考が 含まれて 居て、 

此れが 後日 他の 人に よって 敷衍され 發展 さる 、やうに なった ので ある。 

其の 中で 特に 著しい もの は、 遊星の 生成 は 太陽に WI る もので あり、 從 つて 遊星 は 本来から 太陽 

系に 屬 する もの だとい ふ假定 である。 此の 考は 通例 は カントの だとされ てゐる ものである。 併し 

叉 銀河 は 一 つの 大きな 恆星系 だとい ふ考 も、 スゥ エデン ボルク 自身 は 僅し か發展 はさせ なかった 

けれども、 此れ も 可な りに 價 値の ある ものである。 彼の 考の 筋道の 中で 獨特 な點 は、 吾々 の 太陽 

の 近くに 存 する 多くの 太陽系の 軸 は 凡て 殆ど 同じ 方向 を 指して 居なければ ならない、 とした こと 

である。 併し 此の方 向が 銀河の 軸と 並行で なければ ならない としたの は必 しも 事 實と合 はない。 

それでも 近頃 ボ ー リン (Bohlill) の 研究に よると、 吾々 に 近い 二重星の 軌道 面 や、 最大の (卽、 

最も 近い) 星雲の 平均の 平面が 黄道と 略 並行して ゐ ると いふ ことが、 或 度 迄 は 確ら しい。 ライト 

及ラ ムべ ー ルの考 へた やうに 銀河系の 諸 太陽に 就いても 亦 同様な 規則正し さが^す ると 期待して 

もよ いか も 知れない。 

ピタゴ ラ ス は 彼の 弟子 達に 對 して、 他の 遊星に も * 地球と 同様に 棲息 者が 居る と 一一 百 明した と傳 
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へ ら れてゐ る。 ； 五： 人の 地球 は 宇. W の 中心 點 ではない とする コ ベ ル 二 ク ス の 學說が 一 般に 承認され 

る やうに なつ てから は、 當然の 結 として 他の 世界 も 亦び：：；々 のと 同様に 棲息 者 を 有する と 見做さ 

れる やうに なった。  . 

ジョ ルダノ  • ブルノ も 亦 此の 說を 熱心に 唱道した。 此の 說は當 時の 祌擧 者から 見る と 非常な 危 

險 W 心 想で あつ て 共の 罪を賴 ふに は 唯 焚 殺の 刑 あるの みと 考 へられた ので ある。 ガリ レ ー 及 他の コ 

ベ ル 二 クス說 の 信奉者 等に 對 して 敎會を 激昂 させた もの も 矢 張 疑 もな く 主として 正に 此の 說の此 

の歸 結であった ので ある。 其れに 拘ら す、 此の 說が 普及して しまった 頃に は、 今度 は 又 反 對の極 

端に 走って しまって、 凡ての 天 體には 生物が 居る と考 へられる やうに なった。 さう して 共 等； 大體 

の 上で 物理的 條 件が はたして 生物の 生^に 適する かどう か を 深く 追究し ようと はしなかった。 當 

時 月の 世界の 住 K に關 する 色々 な i4i 想が 流行した と 見えて、 さう いふ ものが 通俗的な 各種の 描寫 

の 上に 現 はれて ゐる。 彼の 偉大な 天文 學者 ウィリアム . ハ ー シェ ル (William  Hel.schel) でさへ、 

太陽に は 住民が あると 信じ、 叉 太陽 黑點 は、 太陽の 空に 浮ぶ 輝く 雲の 隙間から 折々 見える 太 il の 

固形 體の 一部 だと；： Z じて ゐた 位で ある。 此種 のさ 想の 中で 最も 著しい もの は 恐らく スゥ エデン ボ 

ルクの 夢み た 幻想で あらう。 スゥ エデン ボルク は 異常に 正^な 人であった ので、 彼が 主張！ たこ 

とを實 際に 確信して ゐ たとい ふこと に は 少しも 疑 ひ はない ので ある。 彼の 云 ふところ によると、 
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彼 は 他の 世界の 精靈ゃ 天使と 交通して 居て、 其 等と 數日、 數週、 時として は 數箇： も  一^に 居た。 

「私 は 彼等から 彼等の 棲む 世界に 就いて.^々 の 事 を 聞いた、 彼方の 風俗 習惯ゃ 宗教に 關 する 事、 

それから 他の 色々 な 興味 ある 事柄の 話 を 聞いた。 此の やうに して 私の 知り 得た 凡て を 私自身に 見 

聞した 事の やうな 體 裁で 記述して 見ようと 思 ふ c」 「此の やうに 大きな 質量 を 有し、 其 或 もの は大 

さに 於て 我 地球 を 凌ぐ やうな 此 等の 遊星 は、 單に 太陽の ま はり を 周 行し 其の 乏しい 光で たった 一 

つの 地球 を g 一す とい ふだけ の 目的で 造られた ものではなくて、 外に 別な 目的が あるで あらう とい 

ふこと を考へ るの は 合理的な 結論で ある。」 此の 考を スゥ 二 デ ン ボルク は 他の 世界の 精靈 から 傳 

へられた ことにして 居る が、 此れ は 併し 可な りに 一般的な 考 であって、 天文 學が 他の 學 問よりも 

多く 一  般の 興味 を 引く 所以 は 疑 もな く 亦 主として 此 點に關 係して 居る かと 思 はれる。 スゥ 二 デ ン 

ボルクの 精 靈は又 かう 云って 居る。 「遊星 は自 軸の ま はりに 廻轉 する 爲に晝 夜の 別 を 生す る C 多 

く は 又 衛星 を 伴つ て 居て 此れが 丁度 吾々 の 太陰が 地球の ま はり を 廻る やうに、 遊虽 のま はり を 廻 

つ て 居る c」 

遊 E 生のう ちで も 土星 は、 「太陽から 一番 遠く離れて ゐて、 しかも 非常に 大きい 環 を 有って ゐる。 

此の 環が 此の 遊星に、 反射され た 光で は あるが、 多くの 光 を 供給す る。 此 等の 事實を 知って 居て、 

さう して 合理的に もの を考へ る 能力の ある 人なら ば、 どうして 此 等の 天 體に生 住 者が 居ない と 主 
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張す る ことが 出来よう か。 一 「此の 精霊 や 天使 等の 間で は、 太陰 やまた 木星 土星 を繞る 月、 卽、 衞 

星に も 住民が 居る こと は 周知の AJ とで ある。」 その 住 ni^ とい ふの は 智惠の ある、 人間と 類似のお 

在で あると して 記載され てゐ る。 「誰でも 此の 精靈 達の 話 を 聞けば、 此 等の 天體に 棲息 者の ある 

こと を 疑 ふ もの は あるまい。 何故かと いへば、 此等 天體は $1 「地球」 であり、 さう して 「地球」 

が ある 以上 は 其處に 人間がなければ ならない。 地球の 存在す る 最後の E 的 は 結局 人間 だからで あ 

る。」 スゥ H 1 アン ボルク は 此の やうに して、 單に 吾々 の 太陽系に 屬 する 諸 遊星に 關 しての みなら 

す、 叉 眼に 見える {HW の果 迄の 間に 介在す る 他の 太陽 を 取り 卷く生 住 者 ある 世界に 關 する 知識 を 

得た。 彼の 肉體が 此の 地球に 止まって 居る 間に 彼の 靈魂 がさう いふ 他の 世界に 行って 來 たので あ 

る。 又 彼 は 吾々 の 太陽が 天上の 他の 諸 太陽よりも 大きい とい ふこと を 悟った。 卽、 彼が 他の 世界 

の 遊星の 一 つから 空 を 眺めた ときに 他の 星よりも 大きい 一 つの 星 を 認め、 さう して、 それが 吾々 

の 太陽 だとい ふこと を 「；大 から」 敎 へられた からで ある。 彼 は 叉 或 時宇帘 系 中で 最小 だと 稱 せら 

る、 遊星に 行った ことがあ るが、 其の 周圍は 僅に 五 〇〇 獨逸哩 (三 七 六 〇籽) にも 足りなかった 

さう である。 彼 は 又 崖、、 他の 遊星の 動植物の ことにつ いても 話して 居る。 

此の 如き 記述 はスゥ - デン ボルク 時代の 教養 ある 人士の 間で 一 般に懷 かれて 居た 宇 (巾の 概念の 

特徵を 示す ものと 見る ことが 出来る。 上記 は プロ タトル (pl-octor) の 著から 引用した ので あるが- 
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此の 人 も 注意した やうに、 此の 概念 は 現代の 見方と は 大分 懸け はなれた ものである。 現に 吾々 の 

太陽 は 確に すべ ての s 星 中の 最大な もので はない。 叉ス ゥェデ ン ボルクの 擧 げた 遊星 は 決して 宇 

苗 間で 最小の もので もない。 紀元 一 八 〇〇 年 以來發 見され た 七 〇〇 の 小 遊星の 中で 最大な セ レ ス 

は 周圍三 〇〇〇 籽 であった。 ヴェ スタと パル ラス は 其の 半分に も 足らす、 又 其の 光度から 判斷し 

て 最小の ものと して 知られて 居る の は、 周圍 僅に 三 〇 籽 にも 足りない らしい ので ある。 

.それにしてもスゥ ^1 ヂ ン ボルクが 一 一十 九， 箇 年間 交際して 居た 精靈 達が 誰 一 人 此等小 遊星の こと 

を 知らなかった とい ふの は餘程 不思議な ことで ある。 又 彼等が 土星 を 最外 側の 遊星 だとした の も 

間違って 居る。 それ は、 其 後に 天王星と 海王星 (一七 八 一年と 一 八 四 六 年) とが 發 見され たから 

である。 尤も 天王星 は實は 一六 九 〇 年、 卽、 スゥ エデン ボルクの 生れた 頃 (一六 八 八 年) に、 旣 

に フラム ステ ー ド (FlamstccKl) によって 觀 測され て 居た。 それ は 肉眼に も 見えて 居た ので 疑 もな 

く 多數の 人の 眼に 觸れて 居た ので あらう が、 唯ハ— シ H ル 以前に は 誰も それが 遊星で あると は 思 

はなかった ので ある。 

叉、 水星で は 太陽からの 輻射が 酷烈で ある (地球上よりも 六 丄ハ倍 程) のに 拘ら す、 其 Q 住民 

が 安易な 氣候を 享有 して 居る と 主張して 居る の も 犬に 注意す べき 點 である。 其 の 理由 は 雰圍氣 の 

比重が 小さい からだと いふので ある。 而 して 稀薄な 雰圍氣 が 冷却 作用 を もつ こと を、 スゥ テン 
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ボルク は、 高山 で は 假令執 ー帶地 であって も 著しく 寒冷 だと い ふ事實 から 推論し て 居る。 さう いふ 

こと をスゥ H デ ンボ ルクが 水星の 住民に 話して やった ことにな つ て 居る。 彼等 は餘 り智惠 のない 

住民と して 誌され て 居る ので ある。 今日 吾々 の考 では、 水星の 上で 生物の 存在 は 到底 不可能と し 

なければ ならない。 

此れから 見る と、 スゥ H デン ボルクが 其の 幻覺 中に 會談 したと 信じて 居た 精靈ゃ 天使 達 も、 結 

局 彼 自身が 旣に 知つ て 居た ことか、 叉 は 確ら しいと 考へ て 居た こと 以外に は 何も 敎へ る ことが 出 

來 なかった とい ふこと が 明白に 分る。 それで、 此の 啓示に よって 授かった 知識 を 現代の 考に ii し 

て 見た ときの 誤謬 は、 其 儘に 當 時の 宇宙に 對 する 全體の 知識の 誤謬 を 示す ものである。 それで 私 

が 此處で 精 靈の所 說に關 する スゥ H デ ン ボルクの 報吿 を列擧 したの は、 唯當 時の 學 者が {-HE 系 を 

ぶう いふ 風に 考 へて 居 たかを 示す 爲 であって、 此の 顯 著な 一人物の 深遠な、 そして 彼 自身の 信す 

ると ころで は、 超自然的な 方法で 得た 知識の 概觀を 示さう とした わけで はない ので ある。 

カントで さへ 多分 スゥ H デン ボルクの 先例に 刺戟され たと 見えて、 其 著 「天界 の 理論」 (Ths- 

l.icj  Ik-S  Jli ミ mds) 中で、 他の 遊星に 居る 理性 を 具へ た 存在の 屬 性に 關 して 長々 しい 論 辯 を费し 

て 居る の も 亦當時 一 般の 傾向 を 示す ものと して 注意す るに 足りる ので ある。 尤 彼 は 唯 太陽系 だ 

け を 取扱って 居る。 而 して 一 此の 關係は 或 度 迄 信す るに 足る ものであって、 決定的に 確實 とい ふ 
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程度から も それ 程遠くない ものである 一と 云って 居る が、 此れ は遣憾 ながら、 彼に は往々 珍しく 

ない 批判力の 鋭 さの 缺乏を 示す ものである。 

卽、 彼の 說に よると、 諸 遊星のう ちで、 太陽に 近い もの 程 比重が 大きい ので (此の. 假定 が旣に 

間違つ て 居る)、 太陽から 遠い 遊里で あれば ある 程、 其の 遊星の 生 住 者 も 又 其の 動植物 も、 其れ を 

構成す る 物質の 性質 は、 それだけ、 輕く 細かな もので なければ ならない。 同時に 又、 太陽からの 

距離が 大きい 程、 此 等の もの i 體軀の 組織の 彈 性も增 し、 又 其の 體鎮の 構造 も 便利に 出来て 居な 

ければ ならない。 同様に 又、 此 等の もの、 精神的の 性能、 特に 其の 思考 能力、 理解の 早 さ、 概念 

の 鋭 さ活澄 さ、 聯想の 力、 處理の 早 さ 等、 要するに 天賦の 完全 さは、 彼等の 住所が 太陽から 遠い 

程增 加す る 害で ある、 とい ふので ある。 

木星の 一 日 は 僅に 十 時間で ある。 此れ は 「粗末な 本性」 を 有する 地球の 住民に 取って は 十分な 

睡眠 をす るに も 足りない 時間で ある。 さう いふ 點 から 考 へて 彼 は、 上記の こ と は 必然で なければ 

ならない とした C 又スゥ H デン ボルクの みならす カントの 考 でも、 太陽系の 外方に ある 遊星に 多 

數の衞 星の あるの は、 つまり 其 等 遊星の 幸福な 住民 を 喜ばせる 爲 である。 それ は 何故かと 云へば 

彼等の 間で は 恐らく 美 德が無 際限に 行 はれて 居て、 罪悪な ど、 いふ もの は 嘗て 知られて 居ない か 

ら だとい ふので ある。 
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此の やうな こと を 書いて 居る の を 見る と、 當 代で 最も 偉大であった 此の 哲學 者で も、 なほ 同時 

代の 學者 間に 一 般に行 はれて ゐた 幼稚な 形而上 的で 且つ 目的論 的な 考へ 方から 解放され る ことが 

出来なかった ので ある。 凡ての ものに 便利と いふ こと を 要求す る 目的論 的の 見方で は、 ス ゥェデ 

ンボ ル クの 言葉 を 借りて 云 へ ば、 「人間が 口 的 物であって、 それぐ の 地球 は 其の 爲に 存在す る」 

とい ふこと になる ので ある。 
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n  二 ュ ー トンから ラブラスまで- 太陽系の 

カ學 と 其 創造 に 關す る 學說 

遊星 運動の 方 則に 關 する ケプ レ ル の發 見に よって 諸 遊星の 位置 を 或る 期間の 以前に 豫報 する こ 

とが 出来る やうに はなった。 併し 未だ これで は、 云 は 進歩の 大 連鎖の 一節が 缺 けて 居る やうな 

ものであった。 而 して 其れ を 見付ける のに は 一一 ュ —トン を 待たなければ ならなかった。 彼 はケプ 

レルの 三つの 方 則が、 唯一 つの 方 則、 卽、 今日 二 ュ —トンの 重力の 方 則と してよ く 知られて 居る 

方 則から 演繹され 得る こと を證 明した、 此の方 則に 從 へば、 二つの 質量 間に 働く カは此 等質 量の 

大 さに 比例し 相互 距離の 自乘に 反比例す るので ある。 當時旣 に ガリ レ ー (Galilei) 及 ホイ ゲン ス 

(Huyghens) の 周到な 計測に よって 地球 表面に 於け る 重力の 大 さがよ く 知られて 居た。 一一 ュ ー ト 

ンの 考に從 へば、 此れと 同じ 力、 卽、 地球の 引力が 太陰に も 働き、 さう して 其れ を 其の 軌道に 拘 

束して 居る 害で あるから、 從 つて 太陰の 距離に 於け る 重力の 强 さは 算定され、 又 それ を 太陰 軌道 

の 曲率 を 決定す るに 必要な 力と 比較す る ことが 出来る 害で ある。 それで 一一 ュ ー トン は 一六 六 六 年 
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に 此の 計算 を 試みた ので あるが、 餘り 良い 結 * を 得る ことが 出来なかった。 

一一 ュ ー トン は —— フ H ィ ー (Faye) も 云って 居る やうに —— 此の 計算の 結果が うまくなかった 

ために 重力の 普遍的 意義 を 疑 ふやう になった ではない かとい ふこと も 想像され なく はない。 兎に 

角 彼が、 それき り 一六 八 二 年 迄 w び 此の 計算 を 試みなかった とい ふこと は確實 である。 併し、 此 

年に なって 彼 は 地球の 大 さに 關 する 新しい 材料 を 得た ので 此れ を 使って 計算 を 仕直し、 さう して 

望み通りの 結 円 永 を 得た。 當時 此の 發 見が 現 はれるべき 時機が 熟し 切って 居た と 思 はれる の は、 二 

ュ ー トンの 同國 人が 四 人 迄 も 殆ど 彼に 近い 處迄 漕ぎ 付けて 居た ことから も 想像され る。 その 爲も 

あらう が、 兎に角 此の 發見は 一一 ュ ー トンの 同時代の 學 者の 凡てから 盛に 歡迎 された。 尤も、 遠距 

離に ある 物體 間に 力の 作用が あると いふ こと、 又 遊星が 眞空の 中 を 運行して 居る とい ふこと を 心 

に 描く の は 中々 困難であった。 併し 又 一方で、 遊星の 運動が 非常に 規則正し いから、 いくら 稀薄 

であると しても 瓦斯 狀の もの i 中 を 通つ て 居る と考へ る こと は 不可能で あると 思 はれた。 のみな 

らす 空氣の 密度が 高き に 登る 程 急激に 減 するとい ふこと が氣壓 計の 觀測 によって 證 明され たので 

あった。 從 つて 最早 デカルトの 渦動 說は 捨てなければ ならない ことにな つた。 凡ての "大體 は、 あ 

の、 圓 形と は甚 しくちが つた 形の 軌道 をと るた めに、 甚 しく デカルト を 困らせた 尊 星で さへ も、 

凡てが 嚴密に 二 ュ —トンの 方 則に 從 つた 軌道 を 運行して 居る ことにな つたので ある。 
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遊星 系 內に行 はれて 居る 著しい 規則正し さが 强く 一一  ュ I トンの 注意 を 引いた。 卽、. 當時 知られ 

て 居た 六つの 遊星 も 亦 その 一 〇 個の 衛星 も 何れも 同じ 方向に 其 Q 軌道 を 運行し、 其 Q 軌道 は皆殆 

ど 同一 平面、 卽、 黄道面に あってし かも 何れも 殆ど 圓形 だとい ふこと である。 彼 は 天體を 引きす 

り 動かす 動の 存在 は 信じなかった から、 かう いふ 特異な 現象 を說 明す るに 苦しんだ。 特に 困難 

なの は、 矢 張 太陽の 引力に よって 軌道 を 定められて ゐる 害の 彗星が、 往々 遊星と 同 方向に は 動か 

ない とい ふこと であった。 それで 一一 ュ ー トン は (何等 格別の 理由はなかった が) 遊星 運動の 規則 

正し さに 就いては カ擧 的の 原因 はあり 得ない だら うとい ふ 推定 を 下した。 さう して かう 云って 居 

る。 「さう ではなくて、 此の やうに 遊星が 皆 殆ど 圓形 軌道 を 運行し、 其爲に 互に 遠く 離れ 合って 

居る こと、 又 多くの 太陽が 互に 十分 遠く離れて 居る ために 彼等の 遊星が 相互に 擾亂を 生す る 恐の 

ない こと、 かう いふ 驚嘆すべき 機構 は、 何もの か 一 つの 智惠 ある 全能なる 存在に よって 生ぜられ 

たものに 相違ない C. 一 一一  ュ ー トンの 考 では、 遊星 は 其の 創造に 際して かう した 蓮 動の 衝動 を與へ 

られ たので ある。 此の 考へ方 は 實は說 明と いふ ものではなくて 其 Q 反對 である。 此れに 對 してラ 

イブ 一一 ッ ッは强 硬に 反 對を唱 へたが、 それ かと 云って 彼 も 此の 謎に 對 して 何等 積極的の 解答 を與 

へる こと は 出来なかった。 

此れに 對 する 說明を 得ん として 努力した らしい 最初の 人 は 「博物 史 (Ilistoire  naturelle). 一 ( 一 
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七 四 五 年) の 多才なる 著者と して 知られた ビ ユッフ オン (wufpou) であった。 ビ ユッフ ォ ンはデ 

カルト ゃスゥ H デン ボルク の 著述 を 知つ て 居た。 さう して スゥ ェ デ ン ボルク の考へ たやうな 太陽 

からの 遊星の 分離の 仕方 は 物理的の 立場から 見て 餘り 感心 出来ない とい ふこと を、 正當に 認知し" 

さう して 別に 新しい 說明を 求めた。 彼 は先づ 第一 に、 諸 遊星の 軌道 面と 黄道面との 間の 角が 自然 

に、 全く 偶然に、 七 度 半以內 (卽、 最大 可能の 傾斜角 一 八 〇 度の 二 四 分の 一 ) にある とい ふ蓋然 

性 は 非常に 僅少な も ので あると いふ こ とを强 調した。 

この 事 は 前に 旣に ベルヌ ー ィ (Bernoulli) が 指摘して 居る。 一 つの 遊星に 就いて 偶然に かうな 

る 確率 は 僅に 二 四 分の 一 である。 それで 當時 知られた 五 個の 遊星が 悉く さう であると いふ 確率 は 

24 よ 卽、 約 八 〇〇 萬 分の 一 とい ふ 小さな ものである。 其 上に 未だ、 當時 知られて 居た 限りの 凡 

ての 衞星 (土星に 五 個、 木星に 四 個、 それに 地球の 月と 土星の 輪が ある) も 亦 黄道から 僅に 外れ 

た 軌道 を 蓮 行して 居る。 それで どうしても、 何 か 必然 さうな るべき カ學 的の 理由 を 求めない 譯に 

は 行か なくなって 來 るので ある。 

ピ ユッフ ォ ンは 遊星の 運動 を說 明す る爲に 次の やうな 假定 をした。 卽、 此等遊 曰 生 は 太陽が 或る 

彗星と 衝突した 爲に 生じた ものである。 其の 衝突の 際に 太陽 質量の 約 六 五 〇 分の 一 だけが 引きち 

ぎら れて 横に 投 出され それが 諸 遊星と 其 0 衛星と になった とい ふので ある (第一 一十 一 圖)。 此の や 
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うに 殆ど 切線 的な 衝突が 實 際に 起り 得る もの だとい ふ 事 は 次の 事實 から も考へ られ た。 卽 一 六 

八 〇 年に 現 はれた 彗星の 軌道 を 一一 ュ ー トンが 算定した ところに 依る と 太陽の 輝いた 表面から 僅に 

太陽 半徑の 三分の  一 ：！^ の 距離 を 通過した。 それで 豫 期の 如く 此 Q 彗星が 一 一一 一 五 五 年に 再び 歸 つて 
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來る 時には 太陽の 上に 落ち か、 るで あらう とい ふ こと も 十分に 可能で あると 思 はれた からで ある。 

此の 說に對 して、 其 等 衝突に よって 生じた 破片が 再び 元の 處に 落ち はしない かとい ふ 抗議が あ 

るか も 知れない。 此れに 對 する ビュ ッ フォンの 答 は、 彗星が 太陽 を 横の 方に 押し遣つ てし まひ、 

又投 出された 物質の 初の 軌道 は 後から 投 出された 破片の 爲に 幾分 か 移動す るから 差 支 はない とい 

ふので ある。 後に 此の ビュ ッフォ ンの 假說を 批判した ラプラス は 此の 遁げ路 を 肯定して 居る。 ビ 

ユッフ ォ ンの考 は 全く 巧妙で ある。 假に 一 つの 圓ぃ木 板が あると して、 此れに 鋭利な 刃物 を 打ち 

込んで、 第二 十二 圖に 示す やうに 削り  I 

屑 を 飛び出させる とすれば、 木片 は 矢 

で 示す 方向 に廻轉 する であら う。 

打 出された 彻屑も 亦 同じ 方向に 廻轉  ヽ r  ^ 

P  (o> 

する、 のみなら す、 刃物との 摩擦の 爲 / 

に 右方に 動く、 卽、 板の 赤道の 運動 方  / 

向と 同じ 方向に 並行して 進む。 大きな 

暦の 破片と 見做される 小 破片 は、 もし 

其の 大 破片と 細い 織 維で > も 繁 がつ て 居れば 其の 周圍を 同じ 方向に 旋轉 しなければ ならな. い。 比 
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れと 全く 同様に、 彗星が 太陽の 面に 斜に 人り 込んだ 際に 分離した 太陽の 破片 は 凡て 同じ 方向に 廻 

り、 衝突 後の 太陽. の 赤道と 同じ やうな 軌道 を畫く 害で ある。 ビ ユッフ ォ ンは 太陽 を灼執 一され た 51 

體 であると 考へ、 叉 地球と 同じ やうに 雰圍 氣で圍 まれて 居る と考 へた。 小さい 暦 を 大きい 屑に 繁 

ぐ纖 維に 相當 する ものが 重力で ある。 

此處 まで は 至極 結構で ある。 併し ビ ユッフ ォ ンは 更に 一 歩 を 進めて 次の やうに 推論した。 卽、 

比重の 最小な 破片 は 最大な 速度 を 得る、 從っ て 其の 軌道 を 曲げる やうな 抑制 を 受ける 迄に は 太陽 

から 最も 遠い 距離 迄投 出される とい ふので ある。 彼 は 土星の 比重が 木星の よりも 小さく、 又木 星 

史 のが 地球の よりも 小さい こと を 知って 居た ので、 そこから して 遊星の 比重 は それが 太陽に 近い 程 

^ ー投 に.^ きいと 結論した。 比の 結論 はスゥ H デン ボルク もした もので あり、 又 後に カント も 再び 

見 

た した ものであるが、 併し 吾々 の 今日の 知識と は 全く 合 はない ものである。 また 太陽から ハ刀 離す る 

る 

W 時に 最大な 赤道 速度 を 得た やうな 破片 は、 又 最も 小破 片卽、 衞 星を投 出し 易い 害で ある。 此れ は 

I 其當 時の 經驗と は 一致す るが、 今日の 知識と は 合 はない。 當時 知られて 居た の は、 唯、 木星の 赤 

m 道 速度が 地球の それよりも 大きく、 地球の が 火星の よりも 大きい とい ふこと だけであった。 當時 

^ 木星の 衛星 四 個、 地球の がー 個 知られて 居た が、 火星の は 一 つも 知られて 居なかった。 それで、 

遷 五 闹の衞 星 を 有する 土星 は 最大の 赤道 速度 を もつべき 害で あると 考 へられた。 然るに 今日で は 赤 
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道 速度に よる 順位 は 木星、 土星、 地球、 火！ Z 化と なり、 其 等 各、、 の衞 Ei- の 知られて 居る 數は、 それ 

ぞれ 七、 十、 一、 二と いふ ことにな り、 從 つて ビ ユッフ オンの 云 ふ 順位 は 最早 適用し ない。 

ビ ユッフ オン の考 では、 遊星 は、 衝突の 際發 生した 多大の 熱の 爲に 一 度 液化した が、 其の 體積 

の 小さい 爲に^ 激に 冷却した ものであって、 同様に 太陽 も 亦 何時か は 冷却して 光 を 失 ふで あらう。 

種々 の 遊星 は 其の 大きさに よって 或は 永く 或は 短い 期間 灼熱して 光 を 放って 居た もので あらう。 

それで 種々 な 大きさの 鐵の球 を 灼熱して 其の 冷却 速度 を 測って 見た 結 栗から、 彼 は 次の 結論 を：； K 

出しても い、 と 信じた。 卽、 地球が 現在の 溫 度まで 冷却す るに は 七 五 〇〇〇 年を 要し、 太陰 は 一 

六 〇〇〇 年、 木星 は 二 〇〇〇〇〇 年、 土星 は 一三 一 〇〇〇 年 を 要した。 太陽が 冷却す る 迄に は、 

木星の 場合よりも 約 十倍の 時間 を 要する であらう、 とい ふので ある。 

遊星が 分離す る 際に 太陽の 雰圍氣 の 中 を 通過して 居る 間に、 其處 から 空 氣と水 蒸 氣を持 も 出し 

た。 さう して 此の 蒸氣 から 後に 海が 出来た。 地球の 中心 は疾 くに 灼熱の 狀態を 失って 居なければ 

ならない。 何故かと 云へば 地心の 火 を 養 ふべき 签氣が 侵入す る ことが 出来ない からで ある (此の 

點は デカルト 及 ライプニッツと 反對 である)。 併し 其れに 拘 らすビ ユッフ オン は、 地球の 溫 熱の 

唯一 ープ 口 セン ト だけが 太陽の 1^ 射に よって 支給され、 あと は 皆 地球 自身の 熱に よる ものと：；：^ じて 

居た。 地球 は 全部 均等な 比重 を 有しなければ ならない。 さもなければ 其の 過轉 軸が 對稱 的の 位置 
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になり 得ない 11 然るに 地球の 形 は、 地球と 同じ 廻轉 速度 を 有する 液體の 球が 取るべき 形と 全く 

同じ 形 をして 居る ので ある。 地球 は 又 中空で はない、 若し さう であった としたら、 高山の 上での 

重力 は 通常よりも 大きくなければ ならない。 

投 出された 破片の 平均 比重 は 太陽の 比重と 殆ど 同じで ある。 何と なれば、 此の 破片の 總 質量の 

大部分 (約 七五ブ a セント) を 占める 木星の 比重 は 殆ど 太陽のと 同じで、 其の 大きさに 於て 其 次 

に來る 土星の は 少し 小さい ので ある。 其れ 以內 にある 諸 遊星の 比重 は 此れに 反して 太陽のより 少 

し 大きい。 此 等の 事實が 彼の 說を 確め る ものと 彼に は 思 はれた。 併し 以上の 二つ. の 點に關 して 次 

の やうな こと を 指摘す る ことが 出来る。 卽、 先づ 若し 地球 內 部の 比重が 其の 中心からの 距離に 應 

じて 定まった 或る 方式に 從 つて 內 部に 行く 程 大きくな つて 居る としても、 其 Q 廻 轉軸は 矢 張 其の 

中心と 兩極を 通る ので ある。 それで 地球の 內 部の 比重 は 其の 外層の よりも 大きい と假定 しても そ 

れに對 する 反證は 何もない。 實際 —— 今日 吾々 の 知る 通り —— 此の 比重の 比 は 二と 一 の 割合にな 

つて 居る ので ある。 次に、 地球の 冷却が 特に 良く 熱 を 導く 鐵の 球の 場合の やうに 急速で あると 考 

へるべき 害 はない。 それで 地球 內 部に は 何等の 懂燒 過程が 行 はれな くと も、 今でも 灼 埶ー狀 態が 存 

して 居る と考 へる ことが 出来る。 最後に、 今日 吾々 の 知る ところでは、 太陽 も、 又 多分 木星 以外 

の 外側の 諸 遊星 も、 それから 內 側の 諸 遊星の 內部 も、 何れも 瓦斯 體 であって、 ビ ユッフ オンの 信 
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じた やうに！. 體 ではない。 此の やうな 次第で、 彼の 論證の 一部 は 根據を 失って しまった。 併し 後 

に 力 ントの 提出した 說 に比べる と 此れで もま だ 比較に ならない 程 良い ので ある。 

ビ ユッフ ォ ンは 眞箇の 科學者 自然 探究者であって、 其の 考察 様式 は 今日の 科學 者の それと 同じ 

である。 彼 は 不幸に して ラプラスから 當を 得ない 批評 を 受けた 爲に、 彼の 名の 擧 げられ る こと は 

稀で あり、 此れに 反して カント、 ラプラスの 名のみ が 常に 先頭に 置かれて 居る。 Si し 私の 見る 所 

では、 ビュ ッ フォンの 研究 は、 殊に それが ラプラス のよりも 約 五 〇 年 程 早かった ことから 云って 

も、 兎に角 も ラプラスのと 同等の 惯値を 認めても い k と 思 はれる。 そして 此の ラプラスの 方が 又 

彼の ケ I 一一  ヒスべ ルクの 祈：： 學 者のより は遙に 優れて 居る ので ある。 

ビ ユッフ ォ ンは 彼の 時代の、 筆數 ばかり 多くて 一向 要領 を 得ない 宇 苗 創造 論者に 對 して 次の や 

うな 言葉で、 可な り 辛辣な 然も 當を 得た 批評 をして 居る。 「私で も、 若し 上に 述べた 意見 を もつ 

と 長たら しく 敷衍し ようと 思へ ば、 バ ー ネッ ト (Buruet) や ウイ ス トン (wistolo の やうに 大き 

な 書物 を 書けば 書け ない こと はない。 又 一 方で 彼等の したやう に 此れに 數學 的の 衣裳 を 着せて 貫 

目 を 付けようと 思へば 出来ない こと もない。 併し 假說 とい ふ もの は、 假令 それが どれ 程 確ら しい 

としても、 かう いふ 何となく こけおどしの 句の する 道具で 取扱 ふべ きもので はない と S 心 ふ。」 

ラブラスが 此の 系統に 對 して 與 へた 批評 は 正當な ものが ある。 その 爲に ビュ ッ フォンの 假說 
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が 信用 を 失った の は 疑 もない ことで ある。 ビ ユッフ ォ ン 自身 かう 云って 居る。 若し 地球上の 一 點 

から 彈丸を 打ち出す とすれば、 それが 閉鎖した 曲線 軌道 を 描く 場合なら ば 再び 元の 出發點 に歸っ 

て來 るで あらう。 卽、 唯 短時間 だけ (精々 一週 期 だけ) 地球から 離れて 居る ことになる。 同様に 

太陽から 飛 出した 削 屑 も 太陽に 戾ら なければ ならない。 それが さうなら な いのは 色々 な 附加條 件 

のせ ゐ である。 此れに 就いて 天 體カ學 の 方面に 於け る 一 大權威 者た る ラプラス はかう 云って 居る。 

「種々 の 破片 は それが 墜落す る 際に 互に 衝突し、 又 互に 引力 を 及ぼす 爲に其 等の 運動 方向に 變化 

を 生じ、 其 爲に其 等の 近日 點 (卽、 執 道の 上で 太陽に 最も 近い 點) は 太陽から 遠ざかる ことが 有 

史 り 得る c」 それで 此處 迄はビ ユッフ オンの 考は 正しい。 「併し 一と ラプラス は鑌 けて 云 ふ。 一 そ 

勺 

に れ ならば 其 等の 軌道の 離心率 は 甚だ 大きい ものでなくて はならない。 少く とも 其 等が 凡て 殆ど 圓 

た 形 軌道 を もっとい ふ 蓋然性 は 非常に 少ぃ であらう と 思 はれる」」 ビ ユッフ ォ ンも 遊星 軌道が 殆ど 

I 圓形 であると いふ こと は 多分 知って 居た に 相違ない が、 併し 此の 規則正し さに 就いては 何の 說明 

物 も與 へて 居ない。 それで 彼の 系統 を事實 に相當 させる 爲には 著しい 變更を 加へ なければ ならない。 

g それにしても ラブラスが、 ビ ユッフ オン は 彗星 軌道の 非常に 離 心的で 細長い こと を說 明す る こと 

變 が 出来なかった らうと 云って 居る の は 諒解に 苦しむ 事で ある。 實 際ビュ ッフォ ンは 決して (後に 

M 

カント かした やうに) 彗星が 太陽系に 屬 する ものと は假定 しなかった ので、 寧ろ ラプラスと 同樣 
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に 外側の { 仝 間から 迷 ひ 込んで 來 たものと 考 へて 居た ので ある。 さう だと すれば、 ラプラスが 證明 

したやう に 其の 軌道 は 著しく 離 心的で なければ ならない 害で ある。 ビ ユッフ ォ ンは 此の 問題に 就 

いて は 餘り深 人り はして 居ない。 併し 此れ は 彼の 說の 不完全な 點 であると しても 誤謬と する こと 

は 出来ない ので ある。 

次に カントの 仕事に 就いて 述べようと 思 ふ。 彼 はビュ ッフォ ン より 十二 歲 若く、 然も ビュ ッ フ 

ォ ン に 刺戟され て やった 仕事で あるが、 ビ ユッフ オン のと は 到底 比較に 堪へ ない もの だとい ふこ 

と は 以下に 誌す ところから 分る であらう と 思 はれる。 カントが 一 七 五 五 年に 「自然 史及天 界の理 

論」 (Naturgeschichtc  und  Theorie  des  Kimmels) とい ふ 一 書 を 著 はした とき は、 僅に 三十 一 歲 

の 若者であって、 哲學 者と しての 光輝 ある 生活 は 未だ 始まらない 頃であった。 此 書に 於て 彼 は 一一 

ュ ー トンの 研究の 結 を應 用して 上記の 問題 を 論じて 居る。 彼の 考 によると 天の 空間 は眞 穴. j であ 

つて、 遊星 は デカルトの 考 へた やうに、 一 つの， 渦動に 卷き 動かされる とい ふこと はない。 其 代り 

此等 遊星 は 一 日 一 運行 を 始めれば、 此の 眞{ 仝な {仝 間の 中で は 何の 動力 を與へ て やらなくても 其の 運 

行を續 ける であらう。 

それで、 嘗て 一度 は禍 動が お 在した が、 それが 諸 遊星の 運行 を 始めさせた 後に 消滅した と考へ 

て も 差 支へ ないで はない か。 カント はかう いふ 風に 考へを 進めて 行った。 此れ は 良い 考へ 方で あ 
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つ て、 稍ァ ナキシ マンド ロス の考に 似た と ZJ ろが ある (一 一八 四 頁參照 )o 

カント はかう 云って ゐる。 「それで 私 はかう 假定 する C 卽、 現在、 太陽、 諸 遊星 及 彗星と なつ 

て 居る 凡ての 物質 は、 最初に は、 此等諸 天體の 現に 運行して ゐる 空間の 中に 擴 散して 居た。」 此 

の 微塵の やうな 物質の 中點、 其 處は今 太陽の ある 點 であるが、 この 點へ 向けて 殘 りの 微粒子の 引 

力が 傲いた。 それで この 物質 微粒子 は、 間もなく 微塵 體の 中心に 向って 落下し 始める。 (此の 粒 

子 を、 カント は固體 か液體 であると 考へ たやう である。 其 中で 比重の 最大な ものが 太陽に 落下す 

る 確率 も 亦 最大で あると 云って 居る ので ある。) 其の 墜落の 途中で 時々 相互 間の 衝突が 起り、 其 

爲に 横に 投げ飛ばされる。 從 つて 中點を 取卷 くやうな 閉鎖 軌道 を 蓮 行す る やうになる。 かう いふ 

執 道 を 動いて 居る 物體が 更に 义 幾度 も 互に 衝突す る。 其爲に 段々 に 執 道が 整理され、 其 結 * は 凡 

てが 圓形 軌道 を 同じ 方向に 同じ 中心の ま はりに 廻る ことになる。 又 中心に 向って 落下す る 一 部の 

物體 も、 矢 張 同じ 趟轉 方向 を もって 居る ために、 其の 衝突の 結果と して 太陽 も 亦 同じ 方向に、 ，：：： 

轉 する やうに なった ので ある。 

^し 中心の ま はりの 分布が 最初に 均等であった のに、 どうして 最後に 右から 左へ 廻る やうな 運 

動 を 生じた か、 左から 右へ 廻っても 同じで ありさう なのに、 どうして さう はならなかった か。 昔 

アリス トテ レ ス は 地球の ま はり を 諸 天體が 左から 右へ 廻る と考 へたので あるが、 彼の 考 では 此の 
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廻轉 方向の 方が 典雅で あり 神性に ふさ はしい ものと m 心 はれた 爲 であった。 力 ン トも亦 此の 二つの 

方向の 中で 一方が 優勢で あると いふ 風に 考 へた。 此れ は デカルトの 假定 したやう に 諸 質 點が當 初 

から 或る 特定の 一 點 のま はりに 一 定の 方向に 禍動 をして 居た とい ふ 場合に 限って 云 はれる 事で あ 

る。 カント は 此の 假定 はしなかった ので あるから、 彼の 學說 では 特に 一方に 偏した 廻轉 方向 を も 

つやうな 遊 E 生 系の 生成 は 不可能で ある。 妙な ことに は カントから 一 〇〇 年後に 彼の 大哲學 者スぺ 

ンサ ー が义 此れと 同じ 誤謬 を 犯して 居る ので ある。 

更に、 カントの 考 では、 一 旦，渦動を始めた吻質の中でも 一 番^^^ぃものが中心へ，：！；って 一 番早く 

落ちて 來 るので、 結局の 圓 運動 をす る やうに ならない 內に 中心 近く 迄來 てし まふと いふ 確率が 一 

番 大きい。 かう いふ 理由で、 太陽に 最も 近い 遊星の 比重が 最大で なければ ならぬ とい ふので ある。 

此れ はスゥ H  , 、テン ボルク もビュ ッ フォン も唱 へた ことで あるが、 併し 此れ は 事 實に合 はない。 力 

ン トは乂 中心に ある 物體の 比重 は 其のす ぐ 近く を 廻つ て 居る 物體の それよりも 小さくなければ な 

らな いと 主張して 居る。 ^し 赏際は 太陰 は 地球よりも 比 m が 小さい。 カント は 勿論 此れ を 反對に 

考 へて 居た ので ある。  • 

そこで 此 様に 太陽の ま はり を 廻つ て 居る 流星 微塵 環の 中に 處々 に 比重が 他處 より 大きい ところ 

が あると、 备環內 の 他の 場所の 物 liK が 段々 其 處へ第 注して 來る 害で ある。 此様 にして 遊星 や 鋒： 星 
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が出來 たので あらう。 若しも 此 Q やうに 段々 に 集圑を 作る やうな 部分が 完全に 對稱 的に 配置され 

て 居るならば、 此 等が 皆 同一 平面 上に ある 以上 は、 凡ての 遊星が 皆 完全な 圓形 軌道 を 取る やうに 

なる 害で ある。 それで カントの 考 では、 遊星 軌道が 圓 形で なく 又 黄道面に 對 して 傾斜して 居る の 

は、 一番 初めから 對稱 の缺陷 があった として 說明 する ことが 出来る とい ふので ある。 併し 將來太 

陽と なる ベ き 中心 點の 周圍に 物質が 均等に 分布して 居た と い ふ 前提 をした ので あるから、 最初 か 

ら かう いふ 對稱 の缺乏 がどうして 存在し たかを 說明 する こと は 出来ない。 又 一方で は、 他の 場所 

でかう いふ 意味の こと も 云って 居る。 卽、 重力の 弱い 程、 卽、 太陽から 遊星 迄の 距離が 大きい 程、 

其の 遊星の 軌道の 離心率 も 大きくなければ ならない とい ふので ある。 此れ は 力 ント の例證 した 通 

り、 土 S 生、 木星、 地球 及 金星に 就いては 適合す る。 併し 彼 は 水星と 火 2 生の こと は 何とも 云って 居 

ない。 ところが 此の 二 星 は 小 遊星 は 別と して 最大の 離心率 を 有して 居る ので、 從 つて 彼の 系統に 

は 全く 合 はない。 カント は デカルトと 同様に、 彗星 は 土星の 外側に 位する ものと し、 其の 離心率 

の 大き いのは その 爲 であると 考 へた。 

此の 考は、 ^し、 旣に 前に 一一 ュ ー トン 並に ハリ ー (Halley) も 示した やうに 全然 事實と 適合し 

ない ものである。 それ は、 カントの 考に從 へば It 星 も 亦 土 S よりも 比重が 小さくなければ ならな 

いからで ある。 (此れ は少 くも 彗星の 中核に 就いては 多分 事實 でない。) 
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第二 卜 三圈 遊 HP が、 P の 下方に あ る 或る 中心 點の i は り に す 
る 流 51 の 流れから 生成 されん と して 居る 樣を 示す 樣式圚 である。 中央 
の pq つの 矢 は 此の 流れの 中の 各所の 速度 も 示す。 此れ ほ圜の 如く 下 か 
ら J: へ 行く 程 小さい 0  P の 下方の 週 輕 速度 は 上より も 大きい から、 い 
く つかの 輪の 流 51 が一 處に集 i つてし i ふ iji 合に は 下の 方の 輪の 速度 

か'. J: の 方のに！: つから 從 つて P は 流 as の 方 h"a  (右から 左へ） と は K 

對の方 h''J に （左から 右へ） 51 棒し なければ ならない。 


以上 述べた ところから 考へ て 見ても 力 ント の.： 尸：：. 闘 

說の 基礎に は實 際の 關 係と は 一 致しない やうな 空想的な 

假 定が澤 山に は ひって 居る ことが 分る であらう。 まだ 此 

の 外に も 同様な 茵條を 擧げれ ば いくら も擧 げられ るので 

あるが、 併し さ う したと ころで 別に 大した 興味 はな い か 

ら 先づ此 位に してお く。 唯一 つ 附記して おく 必要の ある 

こと は、 フ-ィ ー (Faye) が證 明した やうに、 もし 一 つ 

の 遊星が カントの 云った やうに して 一 つの 環から 變 じて 

圑塊 となった とすれば 其の 廻轉 方向 は 太陽の それと は 反 

對 にならなければ ならす、 從 つて 凡ての (カント 時代に 

知られて 居た) 遊星に 特有な 廻轉 方向 は 逆になら なけれ 

ばなら ない、 とい ふこと である。 

第一 一十三 圖が 此の やうな 環 を 表 はす ものと すると 一 番外 側の 微塵 物質 は、 遊星 蓮 動の 方 則に 從 

つて 內側 にある 太陽に 近い ものよりも 小さな 速度で 通行す る。 從っ て 若し 此の やうな 微塵が 集ま 

つて ー團 塊と なると すれば、 其の：？： 则卽、 太^に 而 した 方が、 ， 外側より もな 速に 右から 左へ 動か 
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なければ ならない。 換言すれば 其の 遊星 は 左から 右へ、 卽、 太陽 並に 當時 知られて 居た 諸 遊 と 

反對の 方向に 廻る ことになるの である。 

力 ン トは 土： li*- の 環の 生成に 關 する 力 學的說 明 を與へ て 居る ので あるが、 それが 丑：々 の 遊星 系の 

生成に 關 して ラブ ラ ス の與へ た說 明と 可な り 迄 近く 一  致して 居る の は 注意す ベ きこと である。 卽- 

始めに 土星の 全 物質が 廣ぃ區 域に 擴 がって、 而 して 軸の ま はりに 廻轉 して ゐ たとい ふ 假 定から 出 

發 して ゐる。 それが 次第に 收 縮して 行く うちに 或る 微粒子 は餘 りに 大きな 速度 を 得る ために 表面 

迄 落下す る ことが 出来なくなる、 其爲に 途中に 取り 殘 され、 さう して 環狀に 集まった 衛星 群と な 

ると いふので ある。 彼 は 叉 土星の 衛星 も 多分 同様にして 成立し 得た であらう と考 へた。 彼が 太陽 

系の 發生を 論す る 場合に かう い ふ 始めからの 廻轉は 假定し ないで おいて、 此處で さう いふ もの を 

假定 して 居る ことから 見ても、 彼の 考察の 行き 屈いて 居ない ことが 分る ので ある。 叉 彼の 考 では 

黄道光なる もの は 太陽の ま はりに 生じた 薄い 環で ある。 —— 卽、 彼の 考 によれば、 此の 環の 最も 

內 側に 在る 粒子 は 元は 諸 遊星の 赤道 附近に 在った のが、 其處 から 飛 出して 其の 速度 を 其 儘に 保ち 

ながら 現在の 空際に 上昇した とい ふので、 此れ は 直接に 重力の 方 則に 背反す る。 かう いふ 考は薄 

弱と 云 はれても 仕方がな いので ある。 次に 彼 は 環の 廻轉 週期から して 土星の 赤道に 於け る 速度 を 

計算し 其の 自轉 週期 を 六 時間 一 一三 分 五三 秒と して ゐる。 彼は此 Q 結 5^ に對 して 餘程 得意であった 
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と 見えて、 此の 結 は 「恐らく 正眞の 科學の 範圍內 での 此 種の 豫 言と して は 唯一 の ものである」 

と 云って 居る。 併し 土 曰 生の 自轉 週期 は 實際は  一 0 時間 ニニ 分で ある。 此れに 聯關 して カント は 又 

ノ ァ の 洪水の 說明 をしょう と 試みて ゐる。 此れ は當 時の 科學者 等の 間に 大分 もてはやされた 問題 

であった ので ある。 カントの 說 によれば、 モ ー ゼの 書の 第一 卷卽 創世記に 「天盖 の 下なる 水」 と 

誌され て 居る の は、 多分 地球 を取圍 む、 恰も 土星の 環の 如き、 一水 蒸氣」 の環狀 分布 を 指す もので 

ある。 此の 地球の 環 は 地球上 を 照らす 役 nz をつ とめる ものであるが、 又 人間が 此の 特權を 享有す 

る價 値の ないやうな こと をした 場合に は それが 洪水 を 起して 刑罰 を 課する 役に も 立つ ものである * 

此の やうな 洪水 は 此の 環が 急に 地球上に 落下す る 際に 起る とい ふので ある。 此の やうに 聖書 や 十リ 

典 書中 の 諸 傅說を 自然 科學 的に 說明 しょうと す るお 力 は當時 の 科學的 研究の 中に 爆、、 見出される 

ものである。 

カント は 一 七 五 〇 年に ライト (Wright) の發 表して 居る 一 つの 考を拔 用した。 それ は、 銀河の 

平均 面 は 吾々 の 遊星 系の 黄道面に 相當 する だら うとい ふこと である。 太陽の ま はり を 廻る 諸 遊 一 

が 黄道 の 平面から 餘り 遠く は 離れな い と 同様に、 諸 恆„1  先 も 大多數 は 皆 銀河 の 平均 平面から 僅し か 

離れない やうな 軌道の 上 を 動いて 居る であらう。 此 等の 恆星 は、 其の  一 M たる 太陽 を も 込めて 比- = 

一 つの 中心 物體 のま はり を 運行して 居る 普で あるが、 共の 中心 體の位 15- は 未知で ある。 ^しそれ 
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は 多分 觀測 によって 決定す る ことが 出来る であらう とい ふので ある。 二— レン (NyT.6n) に從へ 

ば、 ライト は 此の 說の 凡ての 重要な 諸 點をカ ン トと 同じ やうに 明瞭に 述べ て 居る さう である。 

最後に カント は 又 太陽の 冷却に 關 する 說を 述べて 居る。 卽、 空氣 が缺乏 する 爲に、 また 燃え 殼 

の 灰が 堆積す る爲に 此の 燃燒 して 居る 天體 (當時 は 普通に さう 考 へられて 居た) の 火焰が 消滅す 

ると いふので ある。 

腊燒 して 居る 間に、 太陽の 組成 分 中で 最も 揮發 性の もの、 叉 最も 精微な ものが 失 はれる。 さう 

して、 さう いふ ものが 集まって 微塵と なり、 此の所 在が 黄道光 を 示す ものと 考 へられる。 カント 

は 甚だ 漠然と 次の やうな こと を 暗示して 居る。 卽、 彼の 設定した 「太陽の 滅亡の 方 則の 中には、 

四散した 微粒子の 再度の 集合の 萌芽 を 含んで 居る、 假令 此の 粒子 は 一 旦は 渾沌と 混合して しまつ 

たと しても」 とかう いふので ある。 此の 言葉 や、 叉 後に 述べよう とする 彼の 他の 敍述 から 考 へて 

見る と、 カント は、 物質に は 一 つの 輪廻 過程が あって、 或 時 は それが 太陽に 近く 集合し、 叉 或 時 

は 再び 四散して 渾沌た る 無秩序に 歸 ると 考へ て 居たら しい (一 一八 八頁デ モク リ トス の 說參照 )o 

カントの 宇宙 開闢 論 も 矢 張、 遊星 系が 宇宙 微塵 或は 小 流星群から 進化した とする 諸假說 中の 一 

つで ある。 此の 考は 後に ノ ルデ ンスキ H ルド (ISTS.denskiJJld) 及 a ッ キヤ I  (Lockyer) によって 

採用され、 さう して ダ— ウィン (Darwin) によって 數學 的に 展開され た。 ダ ー ウィンの 示した 結 
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rai^ によれば、 かう いふ 小さい 物 體の群 は、 色々 の關 係から 見て、 も 一 つの 瓦斯の 團 塊と 同様な 

性質 を もって 居る ので ある。 然るに ラプラス は、 彼の 「宇宙 系， 一 の卷 末に 於て 太陽系の 進化の 機 

械的說 明 を 試みる に當 つて 以上の 考と は反對 に、 灼熱した 瓦斯の 圑塊 を假定 して、 そこから 出發 

して 居る。 さう して その 圑 塊が 初めから、 其の 重心 を 通る 一 つの 軸の ま はりに 右から 左 (北から 

見て) の 方向に 旋轉 運動 を 有した ものと 考 へて ゐる。 此點の 相 遠 は 甚だ 著しい ものであるに 拘ら 

す 場、、 一般に 觀 過され て 居る ので ある。 此れ は 多分 ッ H ルナ ー (zwhlcr) が 「n 先 雲說」 に關 して 

述べた ことに 歸 H して 居る と 思 はれる。 此の 著に よって 彼 は 「此の 說が、 ラプラスではなくて、 

ドイツ の §1: 學者 たる 力 ント によって 基礎 を 置かれた もの だとい ふ 證據を 見せよう」 としたの であ 

る 0 

ラプラス はかう いふ 風に 其說を 述べ てゐ る。 「吾々 の假說 によれば、 太陽の 原始 狀態は 丁度 星 

雲と 同様な ものであった。 望遠鏡で 見る と (此 點に關 する ハ，— シ H ルの 研究 參 iT 三 六 三 頁) 星 

雲に は 幾らか 光った 中核が あり 其の 周圍を 一 種の 霧の やうな ものが 取 圍んで 居る。 此の 霧が 中核 

のま はりに 凝縮す ると それが 一 つ の恆 星に 變 るので ある CI 「太陽 は 無限大に 擴 がる こと は 出来な 

い。 廻轉にょって生する遠心カが丁度^5^カと釣合ふ點が其の限界を決定する。.ー 太陽の 瓦斯 塊が 

冷却す る 爲に徐 々に收 縮 すれば 從 つて 此の 遠心力が^ 大 する。 ケプラ —の 第二 方 則に 從 へば、 各 
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第二 十 WE ラプラスの 說 によって 星雲から 遣の 生す' る狀を 示す 様式 圜。 中心に ほ 中央 體 

卽 太陽が あって 星' S の 冷却す る 際 其の i は り に 環が 出来る。 a の 或 る a: 分 は 破れて 居 る 0 

又 或 る S では 星 雪 物質の 凝 筋 し お 所 を 示 して ある、 此れが 後に 遊星に なる もので あろ C  「宇 

宙と人 By」 所載。 


粒子が 一 秒 間に 描く 圓 弧の 大きさ は 其 

の 太陽 中心からの 距離に 反比例す る。 

それで 收 縮の 際に、 遠心力 は 中心から 

の. 距離の 三乘に 反比例す るのに 對 して 

中心に 向 ふ 重力の 方 は 同じ 量 の 自乘 に 

反比例す る。 其 結 5^ として、 此の 灼執ー 

瓦斯 塊の 收 縮に 際して 一 つの 瓦斯 狀の 

圓 板が 分離し、 それが 丁度 同じ 距離に 

ある 一 つの 遊星の やうに 太陽の ま はり 

を 運行す る。 そこで ラプラス は 又 次の 

やうに 假定 した。 此の 圓板 はいくつ か 

の 灼熱した 瓦斯 の 環に 分裂し 其 の 各 、、 

がー つの 全體 として 廻轉 し、 さう して 

それが 冷却して 固體又 液體の 環と なつ 

たとい ふので ある。 
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^^し、 此れ は 物理 學 的に 不可能で ある。 冷却の 際に 微細な 塵の 粒が 析出す ると、 それ は 瓦斯の 

中 に 浮游す るで あらう。 瓦斯の 冷却 凝縮が 進行す るに 從 つて 多分 此 等の 塵 は 段々 に 集合して もう 

少し 大きい 集圑を 作る であらう。 此の やうに して 丁度 力 ントが 土星に 就いて 考へ たと 同じ やうに 

一 つの 微塵の 環が 出來 ると 考 へられる。 さう して それが 若し かたまって 遊星に 成る とすれば 矢 張 

實 際と は 反對 の廻轉 運動 をす る ことになる であらう。 のみなら す、 ストック ゥェ ル (stockwell) 

及ニュ ー カム (Newcomb) が 示した 通り、 此の やうに 唯一 つの 大きな 圑 塊の 出来る とい ふこと は 

なくて、 土星の 環の 中で 廻って 居る と 同様な 小さな 隕石の 群し か出来ない 害で ある。 ；史に 又 キル 

クウ，' ド (Kirkwood) に從 へば、 海王星の 環が 一 つ の 遊星に 凝縮す るに は少 くも 一 億 一 一 〇〇〇 萬 

年 か \ る とい ふので ある。 

更に 又 彼の 說に從 へば、 凡ての 遊星の 軌道 は圓 形で 同 一 平面 上に なければ ならない ことになる _ 

尤も、 此れに 就いて ラプラス は 「云 ふ 迄 もな く、 各 環の 各部の 比重 ゃ溫 度に 著しい 不同が あった 

とすれば 此の 軌道の 偏差 を說 明す る ことが 出来る であらう」 と は 云って 居る が、 し 恐らく ラブ 

ラス 自身に も 此の 原因に つ いて は餘 りはつき りした 確信がなかった らしい とい ふこと は、 後で ヌ 

次の やうに 云って ゐる ことから も 推察され る。 卽、 彗星 (彼の 考 では 此れ は 太陽系に 屬 しない) 

が 近日 點 近くへ 来たと きに、 其處 に今將 に出來 か、 つて 居る 遊星に 衝突し、 其爲に 其の 遊虽 軌道 
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の 偏差 を 生じた。 叉 或る 他の 彗星 は、 瓦斯 塊の 凝縮が 1= ど {: ズ 了した B 、に 太陽系に 俊 入して 来た。 

而 して 著しく 速度 を 減殺され た爲に 太陽系 中に 俳 合されて しまったが、 それでも 其の 著しく 圓形 

と はちがつた 長 みのある 軌道 を 保つ て 居る、 とい ふので ある。 

ラプラスの 假 說に對 する 最も 重大 な 異議 として 擧 げられ る こと は 天王星 及 海王星の 衛星が 其 他 

の 遊星の 衛星と 反對の 方向に 廻って ゐ ると いふ 事實 である。 一八 九 八 年に ピッケ リング (Picke- 

ring) の發 見した 土星の 衛星 フ ォ ェ ベ も、 又木 星の 衛星の 一 番外 側の もの も 亦 同様で ある。 但し 

此の 一 一遊 星に 屬 する 衛星のう ちで 內側 にある 他の もの はか Mt: 通の 方向に 廻つ て 居る ので ある。 

史 此の やうに して、 ラプラス は、 ビ ユッフ ォ ンの假 說に免 かれ 難い 困難 (卽、 軌道が 圓 形に 近い 

Tl こと を說 明す る) を 避ける こと は出來 たが、 其； りに 又 此れに 劣らぬ 他の 困難に 逢着した、 ^し 

た ラプラ ス の 假說は 土星の. 環の 生成に 就いては 非常に 明瞭な 考を與 へた ものである。 

W ラプラスと 同時代に 英國 にはハ ー シ H ルが 活動して 居た。 彼は大 望遠鏡で 星雲 を 研究した 結果 

I- として 此 等の 星雲 は 一種の 進化の 道程に ある もの だとい ふ 意見に 到達した 二八 一 一年)。 彼の 

m 觀洲 した 星雲の 中に 極めて 漠然とした 綠& が、 つた 埜光樣 の 光 を 放つ ものが あった、 此れが 原始 

I 狀態 であると 彼は考 へた。 さう して スペクトル 分析の 結果 は 彼の 考を 確かめた。 後に 此の 發光體 

M は 瓦斯 體、 それ は 主に 水素と ヘリウム 並に 他處 では 見られない ネビュ リウ ムと稱 する 元素から 成 
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立して 居る とい ふこと が 分って 來た。 ハ— シ H ルは乂 他の； li- 雲に 就いて 其の 霧の やうな もの、 眞 

中に いくらか 光の 强ぃ處 の あるの を觀 測した。 又 他の もので は 中に ちゃんとした 若干の te おが あ 

る こと を 認める ことが 出来た、 のみなら す 又 或 もので は 霧の やうな 部分 は 殆ど 全く なくなって 一 

つ の星團 となつ て 居る もの もあった。 

此の 簡單 では あるが 內容の 甚だ 大きい 觀 測の 結 * は、 嘗て は 非常な 驚嘆の 的と なった ラプラ ス 

の假說 よりも、 すっとよ く 時の 批評に 堪 へる ことが 出來 たので ある。 尤も ラプラス 自身に は 共の 

^ 說を 彼の 仕事のう ちの 重要な ものと は考へ て 居なかった らしい とい ふこと は、 それ を 彼の 十：： 典 

的の 大著 「宇 {.m 體系」 (Exposition  du  SysU さ le  <lu  s§de) の 最後に 註の やうな 形で 出して 居る 

ことから も判斷 される。 此事は 彼の 爲に 一 言斷 つてお く 必要が あると 思 ふので ある。 

此の 大著の 中で 彼 は 吾々 の 遊星 系の 安定 を 論じて 次の 結論 を 得て ゐる。 「諸 遊星の 質量が どん 

なで あっても、 共 等が ゆ；： 同 方向に、 しかも又相"^£1.;に僅にしか傾斜しなぃ殆ど圓形な軌道を動ぃて 

ゐる とい ふそれ だけの 事實 から 自分 はかう いふ こと を證 明す る ことが 出来た。 卽、 遊 C 生 軌道の、 水 

年 變化は 週期 的であって、 しかも 狭い 範圍內 に 限られて 居る とい ふこと である。 從 つて 遊 曰 生 系 は 

唯 或る 平均 狀 態から 週期 的に 變 化して はゐ るが、 しかしい つも ほんの 倚し かそれ から 離れない。」 

彼 は 叉 一 日の 長さが、 耶蘇 紀元前 七 二 九 年 以來當 時 迄の 間に 百 分の 一秒 だけ も變 つて 居ない とい 
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ふ. こと を證 明して 居る。 

此の 如く ラプラス は、 一部分 は ラグランジュ {I.agrarlg.。) の 助けに よって、 太陽系の 安定が 驚 

くべ く强 固な ものであると いふ 一一 ュ ー トンの 考を 更に 深く 追究し 立證 した。 それで 此の 遊星 系 は 

、水 遠の 存立 を保證 された かの やうに 見える ので あるが、 併し 此の 系に 於ても、 鬼 も 角 も 或る 始め 

があった とい ふこと を假定 すると すれば、 此れに 終りの ない とい ふの は、 實に 不思議な こと 上 K 

は. v"^ けれ ズ. なら +ょ い。 

此 點に關 して は 確かに 力 ント の考の 方が 正當 である、 それ は少 くも 吾々 の 現 の考 に相應 する 

ところが ある Q である。 
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6 

6 

3 

^  "大 文學上 に 於け る 其 後の 重要なる 諸發 見。 

igi 星の 世界 

ラブ ラ ス の 前述の 硏究 は" rfi! ！々 の 遊星 系に 限られて ゐた。 又 スゥニ デ ン ボルク や ライト や カント 

も 其 他の 天體に 就いては 唯 概括 的な 考を 述べて ゐる に過ぎない。 尤も ライトが、 銀河の 諸 も 又 

： 五 n 々の 太陽 も 運動して ゐ ると 考 へたの は 就中 顯 著な ものであった。 然るに ハ ー シ H ル (Hersehel 

一七 三 三 ー 一八 ニニ 年) に 到って は 莫大な 恆星界 全部 を 取って 彼の 研究 範圍 とした. ので ある。 此 

れ より 先き ハリ lalalley 一六 五六— 一七 四 二 年) は 彼の 觀 測の 結 raK から、 若干の 恆. 星は數 世紀 

の 間に は 其の 位置 を變 する こと、 さう して 僅か ティ コ . ブラ ー への 時から 十 世紀の 終 迄の 間に さ 

へ旣に 位置の 變 化が 認められる とい ふこと を發 見した。 其 後 問 もな く ブラ ドリ ー (Bradley 一  六 

九 二— 一七 六 二 年) が 從來に は 類のない 精密な 恆星表 を 編成した。 ハ ー シ H ルは 此の 表の 助けに 

よって 恆 星の 位澄變 化に 關 する 研究 をす る ことが 出來 たので あるが、 其 結 として 此の 位 S 變化 

が 可也 著しい 程度に 生じて ゐる こと を發 見した。 叉 諸 恆星は 天の 一 方の 部分に 向って 互に 近より、 
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又 其： el と 反 對の點 から 互に 遠ざかる 樣な蓮 動 をして 居る こと を 認めた。 さう して 此の 現象の 說明 

として、 物體の 視角が 其 物に 近寄る 人に は 段々 大きくな り 遠ざかる 人に は 小さく なるとい ふ事實 

を 引用した。 此處で 其物體 に相當 する もの は 恆星間 を 連結す る 線な ので ある。 ハ ー シニ ルは 此の 

考に基 いて 太陽と 此れに 屬 する 諸 天體が 如何なる 點に 向つ て 動 いて 居る か を 決定す る 事が 出来た „ 

始め ハリ ー、 後に ハ ー シ H ル によって 認められた 恆 星の 此の 遝動を 名け て 其の 固有 運動と 稱す 

る。 此の 運動 を 測定す るに は 通例 星空 を 背景と して 其れに 對 する. S 星の 變位を 測る ので あるが、 

此際 背景 となる 星空 に は 非常に 遠距離に ある 澤 山の 恆 星が 散布され て 居り、 其 等 の 星の 大多数 は 

共の 距離の 過大な ために 其の 運動が 認められな い の である。 

大發 見と いふ もの は 始めに は 大概 抗議 を 受ける ものである。 人 も あらう にべ ッ セルの 如き 人で 

さへ、 ハ ー シェ ルの發 見 は 疑 はしい と 言明した。 此れに 反して アル ゲラン ダ， - (Argelauder) は 

ハ ー シェ ルの 說に贊 同した。 此の 人 は、 谊 星の 位置 及 光度に 就いて 綿密な 測定 をして 偉大な 功績 

を擧 げた 人で ある。 さう して 彼の 說は 此方 面に 於け る 凡ての 後の 研究者に よって 確め られ た。 就 

中 カブ タイン (Kapteyll) の 如き は 其 著しい ものである。 以下に 述べる 所 も 一 部分 は 此の 人の 敍述 

に據る ことにする。 

左圖 (第二 十五 圖). は 天の 一部分、 卽、 三 €:、 アンド メダ、 牡羊、 及 魚の 各 附近に 於け 
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る ten 生の 蓮 動 を 示す ものである。 

11 の 小 黑圈は 諸 星の 現在の 位置 を 示す。 此 

の圈點 から 引いた 直線 は 其 星が 最近 三 五 CCJ 

年間に 動いた 軌道 を 示す ものである C 此れ か 

ら分 る 通り 三 五 〇〇 年 前 には此 等の 星座 は餘 

程 今と はちがつた 形 をして 居た 答で ある。 此 

等 諸 星の 軌道 は 決して 並行して 居ない し、 又 

其の 速度 も 決して 一 

様で ない。 併し、 全 

體 として 見る と 右上 

から 斜に 左下に 向つ 

た 方向が 多い とい ふ 

こと だけ は 明らかに 

せ， めら れる。 今此等 

の 色々 な 方向の 線 を 
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第二 十六 圖の やうに、 同一 の點 から^いて 

見る と、 此の 特に 數 多い 方向が 一層！ E 立つ 

て 認められる。 此の 特異の 方向 を 二重 線の 

矢で 示して ある (第一 一 十六 圖)。 

此の やうな 運動 方向の 「合成 方向 I 一  を： 大 

球の 上に 記入す ると 第一 一十 七圖の やうに な 

る。 此 等の 矢 は 皆 天球 上の 或る 一 點 から 輕 

射す る やうに 見える。 此の 特殊な 點を 一— 皆 

向點」 (Apex) と 名け る。 此の 點は 明らかに 

太陽の 進行して ゐる 目標 點 である。 何とな 

れば 凡て の 恆星は 此の 點 から 四方に 遠ざか 

つて 行く やうに 見える からで ある。 尤も 比 

れは 勿論 諸 星の 平均 蓮 動に 就いての み 云 はれる ことであって、 各自の 星の 固有 運動に 就いて 云 

へ ば それ は 此の 平均と は 多少 づ 皆ち がって ゐ るので ある。 此れから も 分る 通り 諸 恆星も 亦 互に 

相對 的に 蓮 動して ゐ るので、 恆 星の 群の 中で 特に 太陽 だけが 運動して ゐ るので はない。 カブ タイ 
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ンに據 る 此の 圖は 非常に 明瞭な 觀 念を與 へる ものである c 此れ を 見れば ハ ー シ H ルの考 の 正しい 

とい ふこと は 到底 否定す る ことが 出来ない。 太陽 は 火 上の (A) 點、 卽、 ヘルク レス：； 晚 中で、 琴 

座との 境界に 近い 一 點に 向って 進んで 居る。 さう して 此れと 正 反對の 位置に ある 4^ 犬 星座から 遠 

ざ かりつ 、あるので ある。 

銀河 中の 諸恆ロ が！ ー 太陽系 中の 諸 遊 si- の 如く  ；— 同 一 方向に 動いて ゐ ると いふ ライトの 說は、 

シ H  — ンフ H ルド (schaufeld) 並に カブ タイ ン によつ て 吟味 せられた。 &し 此の やうな 規 M 的な 

運動 をして ゐる やうな 形跡 は 見付ける ことが 出来なかった。 此れに 反して カブ タイ ン は 此れと は 

ちがった 或る 規則正し さ を 認めた。 卽、 彼の 見る ところでは、 此等 谊曰 生の 固有 運動 は 二つの fes 

群が 存在す る こと を-!^ 示す る。 其 Q 一  群 は オリオン C 卞 M 中 の カイ (？ <) 星の 方向に、 他の 一群 は 

此れと 殆ど 正 反對の 方向に 進んで 居る やうに 見える とい ふので ある。 尙、 今後の 研究に よって 此 

の 規則正し さに 關 して 色々 新し い 興^ ある 發 見が 現 はれる ことで あらう。 

此の 現象が 一 層 著しい 與 味を惹 くやう になった とい ふの は、 此れに 據 つて 恆 0^ が" 大球上 を 一 年 

間に 動く 見掛け 上の 速度から して、 其の 星の 太陽からの 距離 を 決定す る ことが 出来る やうに なつ 

たからで ある。 アリス タルコ ス及コ ベ ル ニクス の說の 通り 地球 は 空間 を 動いて 居る ので あるから、 

一 年中の 或る 季節に は 他の 季節に 於け るよりも 或る 特定の teni!^ に 近くな つ て 居る 苦で ある。 從っ 
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て 上に 述べた と 同様な 現象が、 ^し 週期 的で は あるが、 認められる だら うと 豫 期しても い \譯 で 

ある 卽、 多くの 星の 大きさが 毎年 ー囘づ \ 大きくな つたり 小さくな つたり する やうに 見える で 

あらう とい ふ 見込 をつ けても 不都合 はない i 舌で ある。 

併し 此の 期待 は 中々 容易に は充 されなかった。 旣に アリス タル コ スは 此の 變 化の 見えない とい 

ふ事實 から、 諸恆 C 生の 距離 は餘 りに 大きい 爲に、 それが 無限大で ある やうに 見え、 從 つて 星座の 

視角の 年變 化が 到底 認め 得られな いので あると 考 へた。 コ ベル 一一 タス も 亦 同じ 意見であった。 併 

し ティ コ . ブラ I へに はこの 考が 信じ 難く 思 はれた。 さう して 彼 は 此の 事實を もって、 地球 は靜 

止し 宇 {由 の中點 にある とい ふ說 の論據 としたの である。 併し 其 後、 天文 學者等 は 此の 期待され た 

現象 を發 見しょう として 愈" 熱心に 努力 をつ にけ てゐ た。 さう して、 遂に 一八 三 八 年に 到って、 

ベ ッ セルが 白鳥 星座の 第 六 一 番と稱 する 星が 一 年の 週期で 僅かな 往復 運動 をして 居る こと を 確め 

る ことに 成效 した。 この 運動から 此の fen 生の 距離 を箅定 する ことが 出來 たが、 それ は實に 莫大な 

ものであって 光線が 此の 星から 太陽 迄屆 くのに 一 〇 年掛 ると いふ ことが 分った。 それで 此の 距離 

を 表 はすのに 一 〇 光年と いふ 言葉 を 使 ふ。 一 光年の 距離 は ir「)><u 、に 卽、 約 一 〇 萬億籽 であって、 

地球から 太陽へ の 距離の 六 三 〇〇〇 倍に 當 るので ある C 其 後 他の teEiJi の 距離 も 益 "、 精密な 方法で 

測定され る やうに なった。 ケ ンタ ウル 星座の ァ ル フ ァ愿が 一 番 太陽に 近い ものと なって ゐ るが、 
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それで すら 四 ニニ 光年の 距離に ある。 シリウス も 入れて 八つの 星の 距離が 一 〇 光年で、 此 等が 光 

づ 近い 方の 星で ある。 Mi^i 中で J^n 々に 近い 部分で は恆 n 生 間 相互 距離の 平均 は 一 〇 光年より 少し 大 

きい 位で ある。 二 〇 光年 以內の 距離に ある 位 星が 二八 個、 三 〇 光年 以下の ものが 五八 個 だけ 知ら 

れて 居る。 それで 結局 アリス タル コスと コペルニクス の考が 正しかった 譯 になり、 從 つて 地動說 

に對 する 最後の 抗議が 片付けられ たわけで ある。 扨て 此の やうに して 伎 星の 固有 運動、 卽、 €： 述 

度が 分り 又 距離が 分れば、 それから 容易に 其の 實 際の 速度 を 計算す る ことが 出来る。 仍し 視線に 

對 して 直角の 方向に 於け る 分速 度 だけし か 得られな いので ある。 此の やうに して 得られた 速度の 

數例 を擧げ てみ ると、 毎秒 秆を單 位と して、 ゥェガ がー o、 ケンタ ウル 座の アルファ 星が 二三、 

カペル ラが三 五、 白鳥座の 六 一番星が 六 〇、 アル クッ ルスが 四 Q〇 とい ふ數を 示す。 

それで、 若し 視線の 方向に 於け る恆 星の 速度 を も 知る ことが 出来れば、 其の 星の 蓮 動 を {尤 全に 

決定す る ことが 出来る 答で ある。 ところが、 一八 五 九 年 以來應 用され、 星に 關 する 天文 學に极 

本 的な 改革 を 促した スペクトル 分析 は、 又 此の 視線 方向の 速度の 測定法 を 授ける に 到った。 此れ 

によって 測定され た 上記 五 個の 星の 此の 分速 度 は 毎秒 秆軍 位で—， S,  IF  +20,  —G2,  |-「」と 

なる。 此處で (+  ) 記號は 星が 太陽から 遠ざかる こと を 示し ( 一 ) 記號は 近づきつ、 ある こと を 

示す。 此 等の 數 俯が 示す 通り 恆虽 間の 相對 速度に は 中 々大きい ものが あるので ある。 ——地球の 
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軌道 上の 速度 は 毎秒 約 三 〇奸 であるから、 此れと 比較す る ことが 出来よう。 

说^ の 方向に 於け る恆 星の 蓮 動が 分る と、 太陽が 夭の どの 點に 向って 近づきつ \ あるかと いふ 

こと を 算出す る ことが 出来る。 此の方が 所謂 固有 運動から 算定す るよりも 一層 容易で ある。 キヤ 

ム ベル (Campbell) はかう いふ 計算 を 行った が 其 爲に彼 はかう いふ 假定 をした。 卽、 比較の 基準 

となる 諸 星 は、 平均の 上で は靜 止して 居る、 換言すれば、 此 等の 星の 中で 太陽に 近づく もの も 

あ， しば 又 同じ 速度で 遠ざかって 居る もの も あると する。 さう して 計算す ると、 太陽 は 彼の 恆星固 

有 運動から 計算され た點と 殆ど 同じ 點に 向って 毎秒 一 一 〇 秆の 速度で 空間の 中 を 飛行して 居る とい 

ふ 結 sl^ になる。 此れで 見ても 此 等の 觀 測され た 現象に 對 する 以上の 說 明が 正しい とい ふこと は最 

早 疑ふ餘 地の ない ことで ある。 次に 起って 来る 最も 與 味の ある 問題 は、 太陽が 常に-犬 上の 同一 の 

點を， 目掛けて 動いて 居る か、 卽、 一直線に 動いて 居る か、 或は 少し 曲った 軌道 を 動いて 居る かと 

いふ ことで ある。 若し 其の 軌道の 曲率の 大きさが 分れば、 それからして 太陽の 軌道 上の 運動が 如 

何なる 力に よって 支配され て 居る か を 算定す る ことが 出来る 举= である。 併し 此 種の 觀 測が 始まつ 

て 以来 未だ 餘り 時日が 經 たない から、 今の所 此の 非常に. 重要な 問題に 對 して 何等の 解答 を與へ る 

こと は 出来ない。 

- かし、 ラィト^^カ ン トが考、 たゃぅに、 凡て の^の ns く 限りの 恆 星が 或る 共通の 大きな 中心 體 
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のま はり を、 遊星が 太陽 を 廻る やうに、 S! つて 居る のではなくて、 諸恆星 相互の 運動 は 可な りに 

不規训 な ものである とい ふだけ は確實 である。 して 見る と、 太陽が さう いふ 冒險 的な 旅行 をして 

居る うちに、 何時か 一度 は 或る 恆星か 或は 星雲と 衝突す る やうな ことがない と は 限らない。 但し 

太陽が 自分と 同じ 位 大きい 光った 恆 星と 衝突す る 迄に は 約 十 兆 年の 旅を鑌 けなければ ならない 勘 

定 である。 尤もことにょると{1^^間中には冷却して光を失った恆星が、 光って 居る ものよりも すつ 

と多數 にある かも 知れない ので、 さう だとす ると、 此の 無事な 旅行の 期間 は 著しく 短縮され るか 

も 知れない。 然るに 太陽が 或る 星雲の 中に 進入 するとい ふ 機 會の方 は 非常に 多い。 何故かと 云へ 

ば 空間 中に ある 星雲の 數は 可也 多い のみなら す、 又 其れが 星 天の 中 を 占める 空間 は 中々 大きな も 

ので 此れに 比べ て は te 星の 體精 など は 全く 無に 近いと 云っても い 、程 小さな もの だからで ある C 

太陽が 蓮 行中に 此の やうな 星雲に 出會っ て 進行 を 沮止され、 其 爲に灼 熟される、 すると 其れが 所 

謂 新星と 稱 する ものになる。 例へば 一 九 C 一  年に ベ ルセ ウス 星座に 突然 出現した やうな のが 其れ 

である。 かう いふ 說が！ ir 稱 へられた ものである C 

此の 考は 特に ゼ ー リ ー ガ ー (scsliger) によって 發展 された ものである。 此の 說は 衝突す る 2 生 雲 

が 比較的 局部に 集中され たもので あった 場合に は 疑 も 無く 適合す る。 例へば 遊 狀星 雲の 場合に 

は 多分 さう であらう と 思 はれる。 ^^し此0考は 一 般に 凡ての 新星に は 適用され ないやう に 見える- 
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少 くも 從來 詳しく 研究され た 若干の 場合から 見て さう m 心 はれる C ぺ ルセ ウス 星座の 新星の 場合に 

は 其の 出現 後に 一 つの 星雲が 發 見され たが、 ^し 其の 直徑の 視角 は 三 〇 分 以上 も あり、 從 つて 其 

の大 さは 莫大な ものであった C 此れ は 疑 もな く 非常に 廣く擴 散し た 稀薄な 星雲 の 部類 に屬 する も 

ので ある。 

一 つ の 太陽 型の 恆 星が 或る 稀薄な 星雲 中に 突入した ときに 何事が 起る であらう かとい ふこと は、 

星雲 中に 於け る 侵入者に よって 生じた 道筋 を 示す ゥ オルフ 及バ I ナ ー ド (wclf  uud 13arn2..d) の 

寫眞 (「宇 {3 の 成立」 中の 第五 十四 圖と 第五 十五 圖) を 見れば お ほよ その 概念 を 得る こと が出來 る 

(註) 

であらう C 此の やうな 太陽が 毎秒 二八 ニニ 籽の 相對 速度で 星雲 中に 進 人す ると すれば、 其れ は 其 

の 途上の 凡ての 物質 を薙ぎ さらって 行 y のみなら す、 約 一 五 〇o 萬 籽以內 の 凡ての 物 を 掃除して 

行く 香で ある C つまり 其れ だけの 半徑の 溝渠 を 穿つ 譯 になる。 又相對 速度が 遲ぃ程 此の 溝 は廣く 

なる ので ある. - 然るに ゥ オルフ 及バ ー ナ. I ド の 寫眞に 撮った 物 は 其 Q 距離が 餘 りに 遠い 爲に 上述 

の やうな 溝が あっても それ は 到底 寫眞に は 現 はれない 苦で ある。 併し 實際 の寫眞 に 現 はれた 「道 

筋」 は 非常に 顯 著な ものであって 其の 大 さは 上記の 幾 百倍の ものであると しなければ ならない。 

又 此の 寫眞で 見る と 此の 侵入者の ま はりに は 莫大な 擴 がり を もった 可な り 不規則な 形 をした 星雲 

が 取 園んで ゐる ことが 分る (近所に ある 恆 星の { ぉ眞 像が iiM 規則正しい 圓盤 の 形 をして 居る のと 比 
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較 せよ)。 此れで 見る と此 Q 侵 人 者 は 此の 稀薄な 星雲の 一部 を、 集中 的な 規則正しい 星雲 塊に 變 

する ものと 思 はれる。 其の 變 化の 過程に 就いては 次の やうな 工合に 考 へる ことが 出来る。 卽、 先 

づ 此の 稀薄な 星雲の 密度が 侵 人 者の 軌道の 各" の 側で 一 様で ない と假定 する。 此れ は 勿論 一 般に 

さう あるべ きで ある。 此の 侵入者の 後 側 へ 凡ての 方向から 落下して 來る 物質 は 互に 衝突し て 共の 

運動 は 大部分 相 消却して しま ふので あるが、 ^^し密度が非對稱的でぁる爲に若干の運動が殘留し、 

其爲に 此の 落下した 物質 は 侵入者の ま はり を抬圓 形の 軌道に 沿うて 動く やうになる。 此の やうに 

して 星雲 物質が 集積され る爲に 一 種の 互 犬な 環狀 星雲が 出来る。 此れが 侵 人 者の 軌道の 附近の 稀 

簿な 星雲 を 掃除す るのに 役に立つ ので ある。 此の やうに 中心 物體 から 著しい 距離に n^l; 雲 物！；：； が拘 

留 される 爲に溫 度の 過大な 上昇が 妨げられる。 もし さう でなかった としたら 此の 侵入者 は 多分、 

彼のべ ルセ ウス 星座のと 同様な 新星と して 强ぃ 光輝 を發 したで あらう と 思 はれる。 薄く 擴 散した 

星雲 中の 物質 は 非常に 稀薄な も ので 適、、 其 中に 侵入す る ⑩體が あつ て も 其れ を 灼熱させる こと は 

むづ かし いやう に 思 はれる。 

(註) 此の 數値は それ-^ 周 圍に對 して 毎秒 二 〇 籽の 速度で 動いて 居る 太陽と 虽 |-; 《との. 問の 盖然值 として 

得られた ものである。 キヤ ム ベ ル の 測定で は 星雲の 速度 は 太陽のと； 1； じ 位で ある。 
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唯、 太陽が 或る 他の 太陽 か、 或は 多分 星雲 中の 特に 集中した 部分に 侵 人す る 場合に 限って、 そ 

が 新星と して 現 はれ、 其の 光度 は 衝突 以前に 比べ て も 又 其 後に 衰 へたと きに 比べ ても數 百倍 或 

は數 千倍 大きい ものと なる であらう。 

然るに 又、 星雾は 太陽 相互の 衝突 を 早める こと も 出来る やうに 思 はれる。 卽、 星雲 中には 星空 

の 各方 面から 隕石 や 彗星 や 特に 宇宙 微塵な どの やうな 多數の 物質が 迷 込んで 來て其 中に 集積す る „ 

此等 天界の 放浪者の 質量 は 微小な ものである 爲に皆 星雲 中に 捕へ ら れて殘 り、 其處で 上に 凝縮す 

る 星雲 物質と 共に 次第に 大きな 物體に 成長し、 そして 其れが 收縮 する 爲に熱 を 生じて 小さな 星 

史 として 光り 初める。 その 內に 漂浪す る 太陽が 近所に やって来て 衝突す ると、 其 太陽から 多量な 瓦 

.^ 斯が 放出され、 此れが 太陽の 速度 を 減少 させ 叉 星雲 中の 運動に 對 する 抵抗 を增 加す る。 此の やう 

^ にして、 或は 叉 非常に 廣く擴 つた 星雲 中 を 長く 續 けて 放浪す る爲に 太陽 は 星雲に 捕獲され てし ま 

£ ふ。 それで 此の やうに 或る 星雲 中に 入り込んだ 太陽 は、 他の殆ど眞空な空間中の特^^な軌道を進 

i んで 居る ものに 比べる と、 同じ 星雲 中に 捕 はれた 他の 太陽と 衝突す る 機 會が遙 に 大きい 譯 である。 

I  此等 種々 の 理由から、 太陽が 他と 衝突す る ことなく 自由に 天空 を 漂浪し 得る 期 問 はすつ と 短 か 

^  く 見 積らなければ ならない ことになる。 前に 計算した もの、 一 〇〇 分の 一、 卽、 約 一 〇〇〇 萬 億 

0 年と 見ても S 過ぎ はしない であらう。 勿論 此の 數字は 餘り當 てに はならない ものであって 唯一 つ 
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の ：大體 の 壽命 の 概略 の 程度 を 示す に 過ぎな いので ある C 

"Fjl: 等の 太陽ぐ らゐの 大きさの 犬體 が 二つ 衝突した 場合に 凡そ 如何なる 事柄が 起る であらう かと 

いふ ことに 就いては、 著者の 「宇宙の 成立」 中に 詳しく述べ ておいた。 互に 衝突す る 太陽から 二 

つの 猛烈な 瓦斯の 流が 放出され、 此れが 空間 中に 莫大な 距離 迄擴 がって、 さう して 星雲に 特有な 

二つ 巴の やうな 二重螺旋 形 を 形成す る。 其の 噴出 物質 は 主として 最も 凝縮し にくい 瓦斯 體、 特に 

ヘリウムと 水素、 並に 又 それより は 凝縮し 易い 物質の 微粒子から 出来て ゐ る。 此等 は皆喷 出の 際 

に 過大の 速度 を 得た 爲に、 中心 體の 引力の 餘り 利かなくなる 程遠い 範圍に 逸出して しま ふ。 同時 

に 其の 速度 を 失って しま ふ爲 に、 長い間 殆ど 位置 を變 へす に、 螺旋 狀の形 を 保って 居る ので ある。 

此れに 反しても つと 小さい 速度で 放出され た 物質 は 再び 元の 喷 出の 場所に 歸っ て來 る" その 途中 

で 其 後に 放出され たもの、 特に 瓦斯 體に 出逢 ふ。 此 等の 物質 全 體は結 は、 中心 體 のま はりに 廣 

く擴 がった、 罔體 並に 液 體の微 粒に 充 たされた 瓦斯 星雲 を 形成す る。 同時に 此の 中心 體は (嘗て 

ビュ ッフォ ンが 想像した やうに) 衝突に よって 烈しい 廻轉を 生じて 居る ので ある。 一番 內 部の 中 

心 體は强 く灼執 一され、 衝突 前に 比べる と 著しく 其の 體積 を增 して 居る。 さう して 外側へ 行く に從 

つて、 此れ を取卷 いて 渦動す る； 凡斯 塊へ と徐々 に 移り行く ので ある。 

ラプラ ス が 太陽系の 始源 となった： 兀の虽 雲に 對 して 懷 いて 居た 考は 正に 此の 通りであった C そ 
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れで 赏際觀 測され た 事 實に應 する やうに 適當に ラプラ ス の說を 修正 すれば、 な r 新に 曰 生 雲 中で 太陽 

系の 進化が 始まる としたと きそれ が 如何なる 經過 をと るかと いふ ことの 概念 を 描き出す こ と が 出 

來る。 さう して 得られた 新しい 說 はビュ ッフォ ンの說 と ラプラスの 說とを 適宜に 混合した ものと 

も 見られる ので ある。 

光輝の 強い 恆 星 アル クト ウルス (Arkturus) の 速度 は 最も 大きく 毎秒 約 四 〇c 籽の 割合で 進行 

して ゐ る。 此の E 先 は 太陽から 約 二 〇〇 光年の 距離に あり、 其の 接り 出す 光 は 太陽の 光と 非常によ 

く 似て ゐる。 從 つて 此の 星の 大さ は 莫大な も のであって 計算 の 結 * で は 多分 太陽 の 五 〇 〇〇〇 倍 

も ある だら うと 云 はれる 位で ある。 こ の やうな E 星が 一 一つあって それが ァ ルク トウル スと 同様に 

大きな 速度で 相互に 衝突した としたら その 結 がどうな るか を考へ て 見よう。 喷 出される 瓦斯 は 

一 つの ff 動と なって 擴 がって 行く であらう が、 それ は 多分 殆ど 同一 平面 內で 凡ての 方向に 無限に 

仲び て 行く であらう。 銀河 は 多分 この やうに して 出來 たもので あらう とも 考 へられる が、 ^^し此 

の 銀河系に は 中心 物體 となるべき ものが 知られて 居ない (後述 リツ タ ー の說參 ii) のが 此の 說の 

難點 となる 譯 である。 幾 百 萬年經 過す る 間に はこ の やうな 巨大な 星雲 中に 多数な 小恆 星が 集積 さ 

れ、 それ 等が 又 互に 衝突して、 さう して 新しい； f 動 を 生す る 害で ある。 殆ど 凡ての 新星 は 銀河の 

近く に 出現す る が、 此處 では 空間 中の 他の 場所に 比べ ると te 鬼 間 相ず-の 距離が 比較に ならぬ 程密 
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接して 居る ので ある。 新星が 消えて しまった 後で は、 唯一 つの 瓦斯 狀 お-雲が 見える だけで あるが 

銀河 附近に はかう い ふ 瓦斯 狀 星雲が 矢 張 著しく 集中して 居る ので ある。 時の 經過 と共に 星雲 物質 

が、 其 中に 入 込んだ 微塵 物質の 上に 再び 集積され ると それが 口せ 圃 になる。 實際 これ も 主として 此 

C 同じ 銀河 區 域に 見られる ので ある。 螺狀 星雲 も 其 Q ス ベ ク トル を驗 すると 星圑 である ことが 分 

る。 併し 距離が 餘り 大きい 爲に其 中の 個々 の 星 を 認める ことが 出来ない ので ある。 此 種の 星雲 は 

主に 星の 數の =1^ も 稀少な 犬の 一?S1 域、 卽、 銀河から は 最も はなれた 銀河の 極の 方に ある。 この 部分 

には此 種の ものが 非常に 多く、 例へば ゥ オル フ がべ レ 一一 ケ (Berenike) の髮 毛と 名け る H 生 座の 一 

:S 部を寫 した 唯一 枚の 寫眞の 中に 一 五 二八 個と いふ 多數の 星雲 を 見付け出した。 このうち の大多 

數は 多分 蝶狀 星雲で あると 考 へられる。 

星の 組成 分に 關 する 知識が 得られる の は 全く ス ベ タトル 分析のお かげで ある。 その S 星と い 

ふ 中には 吾々 の 太陽 も その 一 つと して 數へ られて 居る ので ある。 ハ ー シェ ルは 星雲 を 其の 外見 上 

の 進化の 程度に 從 つて 分類した が、 それと 同様にして 恆星 も先づ 一番 熱い もの (卽、 輝線 スぺク 

トル を 示す もの、 從 つて かう いふ 星の 前身と 想像され る 瓦斯 狀 星雲に 最も 近似した もの) から 始 

めて、 最後に は旣に 消え か k つ て 居る と考へ られる暗赤^^のものに終るとぃふ等級を作ったので 

ある。 此 等の 光った S 坐の 次に 來る のが 暗 Mi な：. K 體で、 其 中で：： 初に 來 るの は 未だ 阁體 の殼を もた 
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ない もの 11 木 n 生 は 多分 此 種に 屬 する. I ,. で、 其 次 は 地球の やうに 固體の 皮殼を 被った もので あ 

る (「宇宙の 成立 一 一六 七頁參 照)。 恆星 中に 最も 多く 現 はれる 物質 を列擧 して 見る と 次の やうな 

ものである。 最も 高？ J の 星に は ヘリウム、 其れに 次いで 高溫で 白色光 を 放つ ものに は 水素、 中等 

程度の 高温で 黄色の 光 を 放つ、 例へば 吾々 の 太陽の やうな ので は カルシウム、 マグネシウム、 鐵 

並に 他の 金屬 元素が 多く、 最後に 最も 溫 度の 低い 赤色の 星で は 炭素化合物 就中 シァ ンが現 はれる" 

旣に 地球上で 知られて 居る 組成 物質 以外の もの は どの 星に もない とい ふ 說は當 つて 居ない。 例へ 

ばピ ッ ケ リング は 色々 の 星の スぺ タトルの 中で、 地球上の 如何なる 物質の それとも 違った 線を發 

見した。 尤も 此 Q 線 は 多分 水素の 出す もので あらう とい ふ說が あるが、 併し 實驗 的に 水素から か 

うい ふ 射 を 出させる 事 は 出来なかった。 太陽の ス ベクトル 中に も從來 知られた 物質の スベタ ト 

ル線 のどれ とも 一 致しない 線が 可也 澤山 見出されて 居る。 やっと 近頃に なって 知られた 線の 中で 

最も 重要な もの は ヘリウムの 線で ある。 そして 多數の 未知の 線の 中には 所謂 コ 。 二 ゥムの 線と 稱 

する のが ある。 これ は 太陽の コ ロナの 內 側の 部分に 特有な ものである。 し全體 として 見れば 星 

のス ベクトル 線と 地上 元素の それと は 可也 迄よ く 一致して 居る の は事實 である。 マ クスゥ H ルは 

一八 七三 年に かう 云って 居る。 「宇宙 間にある 恆 星の 存在 を 吾々 は 其の 光の 助けに よって、 そし 

て 唯 それによ つての み發 見す る。 此 等の 曰 生の 相互の 距離 は餘 りに 遠くて 如何なる 物質的な もの も 
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嘗て 一つの n 生から 他の ものに 移る とい ふこと はあり 得なかった であらう。 それに； らす この 光 

の 物語る ところに よって 此 等の 星が 皆 吾々 の 地球上に あると 同種の 諸 原子から 成立って 居る こと 

が 分る ので ある。 一 

かう 云って 居る この 擧 者が、 しかも 同じ年に、 星から 星へ 物質 を 輸送す る ことの 可能な 或る 力 

—-— 卽、 輻射 壓—  —の 存在 を豫ー 百して ゐ るの は 聊か 奇異の 感じが ある。 其れから 三年 後に バルト 

リ (】 ぎ. Icli) は、 唯に 埶 一線 や 光線の みならす 福 射 エネ ルギ ー の あらゆる 種類の もの は^ 壓カを 及 

ぼす とい ふこと を證 明した C 併し この 新しい 普遍的な 力に よって 宇宙物理 學的諸 現象の 說明を 試 

みょうと する 人 は 案外に 無かった ので、 一 九 o〇 年に 到って 始めて 私が この 問題に 手 をつ けて、 

從來 不可解と 考 へられて 居た 各種 多様の 諸 現象が、 これによ つて 非常に 簡 單に說 明され ると いふ 

こと を 示した ので ある。 

太陽 雰圍氣 中で 凝縮した 液體の 小さな 滴 は 輻射 壓の 作用で 太陽から 追 ひ やられ、 さう して 光の 

速度の 幾 プロ セント かの 速度で {41 間中 を 飛んで 行く。 太陽よりも、 もっと 射の 强ぃ恆 星 (多數 

の恆星 は、 太陽の やうな 黄色 光ではなくて、 白色光 を 放って 居り、 從 つて それだけ 射も强 いと 

考 へられる から、 一般に は その 方が 普通と 考 へられる) の 場合に は、 此の 細 滴の 速度 は 一史に ー曆 

大きくな り 得る であらう が、 ^^しぃづれにしても決して光の速度には屈かなぃ譯でぁる。 此の や 
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うにして 多くの 太陽 は 無限の 過去 以來 微；^ を 放出して 居る 結 * として 彼等 相互の 間に 不斷に 物 

質の 交換が 行 はれる、 其爲 に、 最初 は 組成 分に 多少の 差刖 があった としても、 それ は疾の 昔に 均 

等に なって 居なければ ならない 香で ある。 此の 場合に も、 一般 自然界に 通有で ある やうに、 低溫 

な 物-;^ 只、 こ、 では 低 溫な恆 足が 高溫な もの k 方から、 又 大きい 方が 小さい 方から 養 はれ 供給され 

る ので ある。 

前に 「宇宙の 成立： 一 九 八 頁に も崤 示して おいた やうに、 別世界から 折々 お とづれ て 來る不 3 ゎ議 

な 使者、 所謂 隕石なる もの は、 或は 此の やうに 字 {巾 間に 驅り 出された 細 滴から 成立した もの かも 

知れない。 隕石 は 全く 特殊な 構造と 成分 を もって 居て、 あらゆる 地球上で 知られた 岩石の 類と は 

本質的な 差違 を 示して 居り、 地球 內 部の 液體の 固まって 出来た 所謂 火成岩と も、 叉 海水の 作用で 

海底に 堆積して 出 來た水 成 とも 全くち がった ものである。 隕石 中に 爆、、 砲 子 質の 粒の 含まれて 

ゐる ことから 見る と、 ""^^激な冷却を受けたことが分る。 また 他の 場合に は 大きな 結晶 を 含んで 居 

るから、 此れ は 永い 間 均等な 高溫 度に 爆され て 居た であらう と考 へられる。 又 同じ 隕石の 二つの 

隣り合った 破片 を 比べ て 見る と 組成 や 構造の 著しい 相違 を 示す ことがある。 此れ は 隕石の 素材が 

非常に 多様な 來歷を もつ ものである こと を證 明す る。 水 や 水化物 (水 を 含む 化合物) は 少しも 含 

まれて 居ない。 隕石の 粒が 形成され たと 思 はれる 太陽の 附近で は 酸素と 水素 は 未だ 水と なって 結 
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合して 居ないで あらう から、 此れ は當然 である」 此れに：：^ して 炭素 水素の 化合物が 含まれて 居る 

が、 此れ は 光の 弱い 谊星ゃ 叉 太陽 黑點 中に S 、、現 はれる ものである。 乂 地球上で は 不安定で、 水 

素と 酸素 を 含まない 雰圍氣 中に のみ 成立し 得る やうな 鹽 化物、 硫化物、 憐 化物 を 含んで 居る。 又 

一方 隕石 中には、 地上の 火成岩 中に 頻出す る鑛 物、 卽、 石英、 正 長石、 酸性 斜 長石、 雲母、 角 閃 

石、 白 I™ 石、 霞 石 を 含んで 居ない。 此等は 地球 內 部から 來る慘 岩から 所謂 分化 作用に よって 生す 

る もの である。 

此の 分化 作用の 起り 得る 爲には 多量な 熔融 塊の 內 部で 永い 間持續 的に 擴 散が 行 はれる とい ふ條 

件が 必要で ある。 從 つて 小さな 滴 粒の 中で は 此れ は 出来ない。 隕石の あらゆる 特性、 就中 厦、、 見 

られる 微粒狀 の 所謂 コ ン ドリ ー ト 構造と 稱 する ものな ども、 此れが 小さな 液 滴から 出來 たものと 

すれば 容易に 說 明され る。 時として 义 大きな 結晶の ある 譯は、 何 か 或る 溶媒 (例へば 鐵ゃニ ッケ 

ルに對 する 酸化炭素の 如き) が 存在した 爲か、 或は さう いふ 隕石が 長い， 間高溫 度に 曝された 爲か 

であらう。 彗星が 太陽に 極めて 近い 處に來 たやうな 場合に はさう いふ 高溫 度に 爆され る わけで あ 

る。 此方 面に 關 する ス キア パレリ (schiaparelli) の 古典的な 研究に 據 ると、 彗星が 分裂して 隕石 

群に 變 るの は、 特に 近日 點 附近に 多い 現象 だとい ふこと が 明らかになった。 

太陽から 放出され た 細 滴 は 主に 星雲の 一番 外側の 部分に 廣く擴 がった 瓦斯 體の 中に 集積し、 さ 


384 


うして 多くの場合に 荷電され て 居る 宇宙 微塵の 作用で 光 を 放つ、 それが 星雲に 特有な 瓦斯 ス ぺ ク 

トル を與 へる ので ある。 星雲 內は 到處 非常に 寒冷で ある の で 滴 粒の 表面に は 星雲 ガ ス 特に 炭 水 化 

合 物 や 酸化炭素の 一部が 凝縮す る、 さう して 滴 粒が 互に 衝突す ると それが 膠着して しま ふ。 此の 

やうに して 滴 粒から 次第に 隕石に 成長し、 さう して 空間 中の 旅を鑌 けて 行く ので ある。 

此の やうに 諸 太陽 は 光 壓の爲 に 微粒子 を 放出す る爲に 相互の 物質 を 交換す る 以外に、 又 衝突の 

際に 廣く 空間に 飛散す る 瓦斯 塊の 一部 を 互に 交換す る。 又 星雲の 外緣 にある 瓦斯 分子が 遠方の 太 

陽から 受取る 輻射の 爲に 高速度 を 得 て 其の 星雲から 離脫し 空間に 放出され る爲 にも 諸 太陽の 間に 

史 物質の 交換が 起る ので ある (「宇宙の 成立」 一 七 五頁參 照)。 それで 「物質的な 何物 も 一つの 恆星 

に から 他の 使 星に 移動す る 事 は 出来ない 一 と 云った マク スゥェ ルの 言葉 は、 詳しい 研究の 結果から 

見 

た 見れ ば 最早 當 嵌ら なくな るので ある。 

m 最近 一 一 〇 年間に 執 一 輻射の 本性に 關 する 吾々 の 知識 は 非常に 豐富 になった。 其 中で もス テフ アン 

判 (stephfs) 及 ウイ— ン ovisi) の發 見した 方 則 は 最も 重要な ものである。 前者の 方 則に よれば、 

W 外からの 幅 射 を 全く 反射せ す 又 通過 させない 物體が 自分自身で 輻射す る 熱量 は 其の物 體の 絡對溫 

變 度 (卽、 掭氏 零下 二 七三 度 を基點 として 數 へた 溫度) の 四乘に 比例す る。 又 後者の 方 則 は 此の や 

うな 物體の 出す 全體の 輻射が 種々 なス ベクトルの 色に 相當 する 熱 輻射の 色々 の 種類から 如何に 搆 
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成されて 居る かを敎 へる ものである。 前者の 方 則 を 使へば 岡體の 皮殼を 被つ て 居る 遊星 や 衛星の 

溫度を 計算す る ことが 出来る。 此れ を 始めて 計算した のが クリスチャン ゼン (Christiansen) であ 

ろ。 或る 遊星 或は 衛星が 太陽から 受取って 居る 熱量 は 知られて 居る。 而 して、 此 等の 物體は 同體 

の 皮殼を もって 居る から、 太陽から 受取って 居る と 殆ど 同量の 熱 を 天の 空間に 放散し、 さう する 

ことによって 殆ど S 同な 溫度を 保って 居る。 然るに 上記の 方 則に よって 物體の 出す 福 射と 其の 溫 

度との 關 係が 規定され て 居る から、 從 つて その 溫度を 計算す る ことが 出 來る譯 である (「宇宙の 

成立」 四 二 頁)。 水星 や 太陰の やうに 全く 雰圍氣 を 有たない 遊星 や 衛星の 場合に は 此の 計算に よ 

つて {兀 全に 正しい 數 値が 得られる ので ある。 併し、 雰圍氣 の^ 在す る 場合に は 此の 關係は 或點で 

少し 變 つて 來 るので、 此事 は旣に 十九 世紀の 初めに フリ H 1 (Fourier) が 指摘して 居る ところで 

ある C 其の 理由 は、 雰圍氣 が 此れに 入射す る 太陽の 輻射 を 通過させる 程度 は 暗 黑物體 の 表面から 

出る 熱 幅 射 を 通過させる 程度と 同一 でな く、 前者よりも 後者が 多い からで ある。 此れに は 雰圍氣 

中の 水 蒸氣と 炭酸 瓦斯が 重要な 役目 をつ とめる ので、 此れに 就いては 旣に 各種の 自著 論文で 詳細 

に 論じて おいた。 大多數 の 地質 擧 者の 間で 承認され て 居る 通り、 過去の 地質時代に 於け る 生物の 

遣 跡に よって 確證 され る 地質時代 の 交代 は 主として 大氣中 炭酸 瓦 斯 の 含有量 の變 化に 歸 w する も 

のであって、 此れ は又當 時に 於け る 火山 作用 活動の 强 によって 支配され たので ある。 
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吾々 の遊虽 系に 關 する 知識 は、 地球の 重量の 絡對 値が 測定され、 それから 容易に 其の 比重が 算 

出される やうに なった 爲に 更に 著しく 豐 富の 度 を 加へ る こと、 なった。 此の 測定 を 最初に 行った 

の は キヤ ヴ H ンデ イツ シ (cavendish 一七 九 八 年) であった。 彼 は^ 徑三 〇 輕の 大きな 鉛の 球が 

小さな 振子の 球に 及ぼす 引力 を 地球が 此の 振子 球に 及ぼす 引力と 比較した。 其の 結果から 出した 

地球の 比重 は 五 • 四 五と なった。 其 後 キヤ ヴ H ン ディ ッシの 實驗は 多くの 擧者 によって 著しい 改 

良 を 加 へられて 繰 返された。 さう して 最後の 結果と して 得られた 地球 平均 密度 は 五 . 五 二で ある。 

然るに 地殼の 外側の 比重 は 約 二. 六 (卽、 普通 岩石の 比重) である 事から 考へ ると、 地球の 內部 

の 比重 は餘程 大きい ものと しなければ 勘定が 合 はない。 然るに、 鑿井- S: の溫 度が 深さ ー秆を 加へ 

る 毎に 約 三 〇 度 づ-- 上：； 升す る ことから 推して、 地下 約 五 〇 籽の 深さ 迄 行けば 地球 內部は 流動 體と 

なって 居る と假定 される ので あるが、 此れ は 地震波の 傳播 速度に 關 する 觀测の 結果から も、 又 振 

子に よる 重力 測定の 結果から もー垂 曰きされ る (「宇宙の 成立」 第三 三頁參 照)。 もっとす つと 深く 

11 約 三 〇〇 秆も 11— 行けば、 それ 以下の 地心 全體は 瓦斯 狀態 にある かも 知れない。 併し 地心に 

於け る 非常な 高 壓の爲 に、 其處の 物質の 比重 は それが 间態 である か 液 態 又 一九 斯態 にある かに は殆 

ど無關 係と 考 へて よい。 而 して 此際問 、題 を 決定す る もの は唯溫 度の 高低で ある。 それで、 若し 太 

陽に 最も 近い 遊星が、 此れと 遠く 離れた 遊星よりも 又 太陽 自身よりも 大きい 平均 密度 を 有つ とす 
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れば、 それ は 多分 前者が 後者よりも すっと 低い 平均 溫度を 有つ 爲 であり、 又 後者 は 多分 (前者と 

は反對 に) 固 態の 皮殼を 有たない であらう と考 へられる。 此の 後者の やうな 天體 の、 表面と！^:々 

が稱 する もの は、 畢竟 吾々 が 望遠鏡で 窺 ひ 得る 部分であって、 其の 星の 最外 部に 位する 輕ぃ 瓦斯 

層 中に 浮ぶ 雲の やうな ものであると 考 へられる。 地球の 平均 密度の 大きい とい ふ事實 は、 其の 心 

殻が 重い 金屬を 含んで 居る こと を 暗示す る。 さう して 就中 鐵が. —— 隕石 や 太陽に 於け ると 同様に 

. ！ 最 重要な 成分で あらう と 思 はれる 根據が ある。 

一 六 七 五 年に、 巴 里で 有名な 天文 學者 カツ シ  一一 (cassini) の 助手 を 勤めて 居た 丁抹人 口  VI — マ 

I  (R5mer) が、 天文 學上 重大な 意義の ある 發見 をした。 卽、 光の 速度の 測定 を 可能なら しめる 

一方 法 を 案出した。 彼 は ガリ レ I の發 見した 木星の 衞 星を觀 測した。 此の 衞星は 木星の 陰影 中に 

沒 すると 暗くなる ので あるが、 此の 蝕 現象 は 非常に 精密に 觀測 する ことが 出来る。 天體の 一周 行 

に 要する 週期 は不變 であるから、 相次ぐ 二つの 蝕の 間の 時間 は不變 である である。 併し 實 測の 

結果で はさう でない やうに 見える。 若し 地球が 出来るだけ 木星に 接近した 位置に あり、 兩遊 3 生が 

靜 止して 居れば 衛星の 蝕 は 精密に 同じ 時間 間隔 例へ ば 一日と 一 八 時間で 繰 返される 害で あると す 

る。 そこで 若し 地球が 一 つの 蝕の 起った 後 直ちに 地球 軌道の 反對の 側に 行って しまった とすれば、 

當然又 一日と 一八 時間 後に 起る 15 現象が、 地球上で それと 認められ るの は、 丁度 光が 地球 軌道の 
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直徑を 通過す るに 要する 時間 だけ 後れる 譯 である。 此れに 要する 時間 は 平均 九九 七 秒で ある。 此 

れに對 して 口  H  I マ— の實 測した 數値 は遙に 大きな もの. ——一 三 二 〇 秒 —— であった。 勿論 實際 

は 一日と 一 八 時間 位の 短時間に 地球の 進む 道 は 所要の 距離 卽、 軌道の 半分に 足りない 事 は 明らか 

である。 此の 地球 半周 行の 間に、 衛星 自身の 運動 だけの 爲 にも 一 〇 五囘の 蝕が 起る 害で あるの を、 

其 上に 木星の 運動が ある 爲に 更に 一 一 囘餘 計の 蝕が 起る。 併し 時間の 差違の 關係は 此れで も 同じ 

ことで ある。 そこで、 今 若し、 地球上で 光の 速度 を 測定す る ことが 出来れば、 上記の 蝕の 時間の 

後れから して 地球 軌道の 直徑を 算出す る ことが 出 來る譯 である。 此 種の 測定 中で 最もよ く 知られ 

たもの は、 フィゾ ー (Fizea.u)、 フ ー コ ー (Fcmcault) 及 マイケル ソ ン (IVIichelson) の實驗 である „ 

此 等の 結 ral- によれば、 眞 空中に 於け る 光の 速度 は 毎秒 三 〇〇〇〇〇 籽で ある。 此れから 計算す る 

と 地球 軌道の 半徑は 一 四 九 五 〇〇〇〇〇 籽 となる C 1 方で 直接 天文 學的 方法で 測定され た 結果 

を 比べ ると 略 此れと 一 致す るので ある。 

ラプラ ス 時代 以來ー 一大 遊星、 卽、 天王星 (一七 八 一年) と 海王星 ( 一 八 四 六 年) が發 見され 又 

火星と 木星との 中間に 多 數の小 遊星が 發 見され た (現在で は 約 七 〇〇 個 知られて 居る)。 其 中の 

最初の もの セ レ ス (cer。s) は 一 八 〇 一 年の 一 月 一 日に ピア ッ ツイ (piazzi) によって 見付けられた 〈 

此 等の 運動 はせ M 右 廻りで、 其の 軌道の 傾斜 は 甚だ 多様で ある。 傾斜の 最大な の は 三 W  . 八 三度で 
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ある。 又 軌道の 離心率 も 甚だ 區々 である (I 取大 〇 . 三 八 三)。 

特に 與 味の 深い もの は 所謂 二重星で ある。 此れに 就いては 初め ハ ！• シェ ル (W.  Herschel) 次に 

ス トル ー ヴェ (W.  struve) 近頃で はシ ー (see) によって 熱心に 研究され たもので ある。 そして 多 

くの 場合に 此等恆 星の 共有 重心の ま はりの 運動 を 測定す る ことが 出来た。 其の 結果から して 又此 

の 星の 軌道の 離心率 を 算定す る こと も 可能に なって 來た。 近頃に なって 曰 生の ス ベクトル， の 研究 

から、 大多數 の. e 星 は 或 時 は 前進し 或 時 は 後退す る 往復 運動 を 示して 居る ことが 分った。 この や 

うな 場合に 其の 軌道の 離心率 を 決定す る ことの 出来る 場合 も 遞、、 あった。 さう して-:?:"々 の 遊 2if の 

軌道が 略圓形 であるの に反して 此 等の 口 化は餘 程ち がった 形の 軌道 を 描いて 居る ことが 分った。 此 

等恆虽 軌道の 離心率の 接に 觀 測され たもの は 〇 . 一 三と 〇 . 八 二の 間に あり 平均 航は約 〇 . K 

五 (シ— に據 る) になる。 

スペクトル によって 觀 測され る 二重星の 離心率 は 稍-、 小さく、 一一  ュ ー カムの 敎科書 一. 通俗-人文 

學」 に 擧げて ある 一八 個に 就いて 云へば 〇 と 〇. 五 二の 間に あり、 平均値 は 〇 . 一八で ある。 

(註) シ —の 其 後の：^ (5C は、 以上 二種の 二重星に 就いて 各 "〇 . 五 〇 と 〇 •  ニニと なって る。 

若干の 二重星で は 共の 二つの 物體の n 只 量 を 決定す る ことが 51 來た。 太陽の Si; 量 を 軍 位と すると- 
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ケ ンタ ウル 星座の アル フ ァ sli!.- に 就いては 一と  一、 ^狼 n 化シ リウ ス では 一 了  二と 一、 プ a キオンで 

は 三 • 八と 〇 . 八、 蛇 遣 ひ 星座の 第 七 〇 番星は 一 . 四と 〇. 三 5i、 ベガ ス ス」 m の 第 八 五番で は 一 一 • 

一と 一 ニーで ある。 此 等の 數 彼から わかる 通り 此 等の 星 は 殆ど 凡てん：々 の 太陽より は 大きい。 

又 「ス ベクトル  一 一 S 星」 の觀 測の 結^も 矢 張同樣 である。 多くの場合に 一 一つの 懷 星の 一 方 は 光 i: 

が 弱くて 認められない。 さう いふの を 名け て 「暗 黑隨 伴體」 とい ふ。 甚だ 珍し いのは 變光虽 アル 

ゴ，. 'ル であって 此の 星の 質量 は 比較的小 さく、 そして 時々 暗黑隨 伴體で 掩蔽され る。 ァ ルゴ ー ル 

の 直 徑はニ  ニニ 〇〇〇〇 杆、 其の 隨伴體 のが 一 七 〇〇〇〇〇 秆と算 定 されて 居る。 卽、 太陽の 

直徑ー 三 九 一 〇〇〇 籽に 比して 兩方 共著し く 大きい。 それに 拘らす 其の 週期から 計算され る 質 

量 は 太陽の それの 〇 . 三 六と 〇 . 一九で ある。 從 つて 此 等の 比 m は 太陽の それの 〇 . 一に 過ぎな 

いので ある。 又 別の 變光曰 r ヘルク レ ス 座の Z ほ 生 は、 ハルト ウィク (Hart-wig) の 計算に よると、 

一 一個の 巨大な 太陽より 成り、 兩者は W 五 〇〇〇〇〇〇 秆の 距離 を 保って 旋轉し 其の 直徑は それ 

ぞれ 一 五 〇〇〇〇〇〇 籽及 一 一 一 〇〇〇〇〇〇 籽、 其の 質量 は それぐ 太陽の 一 七 四 倍と 九， 四^ 

を 超過し、 比 m は 〇. 一三 八と 〇• 一  叫 六で ある。 不思議な ことに は 小さい 喑黑な 方の 物 體が大 

きい 方と 殆ど 同じく らゐの 小さい 比审； を もって 居る ので ある。 ぺ ガス ス 座の 二重星 では、 マイ ァ 

I ス (Myers) の 研究に よると、 太陽の 比重の 〇. 三位の 平均 比审： を もって 居る。 また a バ ー ト 
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(Roljcrt) の 推算に よると、 ブ ッ ビ ス 星座の 一 一重 星 V は 太陽の 三 四 八 倍の 質量 を もって るが、 其 

の 比重 は 太陽の それの 僅に 五 〇 分の 一 に過ぎない。 又 有名な 變 光星、 琴 座の ベ I タ星は マイ ァ ー 

ス の 計算で は 太陽の 三 〇 倍の 質量 を もつ. て 居る のに 其の 比重 は 一 六 〇〇 分の 一 に過ぎない。 

光輝の 强ぃ カノプス (此れ は； 大の 南方に ある)、 リ ー ゲル (オリオン 座の) 及 デネブ (白鳥座の) 

も 亦 太陽より 數千 倍大き いものと 推定され て 居る。 

最近に 發 見され た最 重要な 事實 は、 明らかに 一 つの 團體 に屬 すると 思 はれる 一 群の 谊曰 ii 一が K< の 

一方に ある 共通な 集合 點に 向って、 互に 並行な 軌道 を 同様な 速度で 進行して 居る ことで ある。 例 

へ ばァ ル デバ ラ ン と 昂卽プ レ ャデ ス との 中に ある 牡牛座の 多くの 明る い 星 は 互に 並行に 東方に 移 

動して 居る。 また 同様に 大熊 星座 のべ ー タ、 ガム マ、 デ ルタ、 H プシロ ン 及ゼ — ク の 諸虽は 一 群 

を 成して 居て いづれ も 同じ 鳩座の ガ ム マ 星に 向つ て 動いて 居る。 近頃に なつ て へ ル ッ スプ ル ング 

(Hertzsprul-g.) は 又、 此れと は 遠く 離れた 天签 にある 若干の ま 星、 就中 シリウスな ども 矢 張 同 一 

群に 屬 するとい ふこと を證 明した。 

此の様な 「漂浪 星 群」 に 就いて 其の 距離 を 算定す る ことが 出来る。 卽、 ボッ ッ ダムの ル —、テン 

ドルフ (Ludendorfo は 上述の 大熊 星座の 五 星 は 太陽よりも 六 〇〇 萬 倍の 距離に あり、 シ リウ スょ 

り 一 〇 倍逮 いとい ふ 結 ra^ を 得た。 大熊 星座の 他の 二つの 明るい 星、 アルファと H 1 タとは 前と は 
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^な； 大空 上の ー點 (射手座の) に 向って 動いて 居る が、 此の 二つの 距離 は 前述の 隣り の 諸 星と 同 

一 である。 此れから 計算す ると 此 等の 星 は 平均して 太陽よりも 約 八 〇 倍 明るい とい ふこと になる。 

其 中 最も 明るい アルファ 星 は 太陽の  一 二 六 倍に 當る。 此の 星 は 太陽と 同じく 黄色であって 其の 大 

きさ は 太陽の 約 一 〇〇〇 倍に 當 ると 3 心 はれる。 併し 他の 諸 星 は シリウスの 様に 白色であって、 到 

底 上記の 大きさに は 達しない であらう が、 それでも 鬼に 角シ リウ ス より は 比較に ならぬ 程 大きい 

ものである。 

此 等の 算定の 結 は 未だ 全く 決定的の もので はない かも 知れない が、 併し 此れから 明らかに 次 

の やうな こと は證 明され る。 卽、 - 五：々 の 太陽 は 質量から 見れば 寧ろ 恆星 中で も 小さい 方で あると 

いふ たと、 叉 太陽 は 其の 比重に 於て 可也 高い 程度に 達して 居り、 卽、 星の 進化の 段階から 見て 比 

較的 進んだ 階級に あると いふ ことで ある。 太陽が 光輝の 弱い 星で あると いふ こと は、 諸恆 星の 距 

離が 詳しく 知られる につれ て 明らかに 認められて 來た。 若し 太陽が アル タツ ルス 或はべ テル ギュ 

I ス と 同じ 距離に あつたと したら 肉眼で はとても 認められない であらう。 一 等 星の 距離の 平均に 

相當 する 距離に あつたと したら、 太陽 は 先 づ五等 星 位、 卽、 肉 股で 見える 中で は 最も 光輝の 弱い 

もの に 見える であらう。 

此の やうに、 吾等の 太陽が 其の 同類 中で 比較的 末席 をい：： めて 居る とい ふの は、 勿論、 吾々 が 主 
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として 最も 大きく；； 取 も 光った 星 を 調べた 爲 だとい ふこと にも 歸 w する。 カプタイン (Kapteyu) 

は 此點を 考慮に 入れて 釣合 を 取らう と 試みた。 卽、 彼 は 種々 の 光度 —— 太陽の 光度 を單 位と して 

—— の 多 數の恆 n 化が、 太 Ei を 中心として 五六 〇 光年 を半徑 とする 球內に 如何に 分布され て 居る か 

を 計算した。 さう して 次の 結 5^ を 得た。 


光度  星の 數 

一 C  COC 以上  一 

一 〇〇〇〇 乃至 一 〇〇〇  二 六 

一 〇〇〇 乃至 一 〇〇  一 三 〇〇 

一 〇〇 乃至 一 〇  ニニ 〇〇〇 

一 〇 乃至 一  一四 〇〇〇〇 

一 乃至 〇 . 一  四 三 〇〇〇〇 

〇. 一 乃至 〇•〇 一  六 五 〇〇〇〇， 


此の 表 は 光力の 減す るに 從 つて 曰 化の 數が 著しく 增加 する こと を 示す。 此れから 見る と暗黑 な. 人 

體の數 は 光輝 ある もの 、數 を遙に 凌駕す るで あらう と考へ ない II に は 行かなくなる。 尤も 此 等の 

暗 い S は必 しも！ 3； 量が 小さい と は 限らない であらう。 し 最も 明る い Ei!. 一は 其のお：^ が 大きく 又 高 
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度の ために 共の 比重が 甚だ 小さ い に 拘らす 大きな 質量 を 有つ であらう と考 へ るの は 寧ろ 穩せ 田で 

あらう 0 

一 一直 星の 軌道が 遊お. の それと は 反對に 非常に 離 心的で あると いふ 事實 は、 吾々 の 遊 口 i!^ 系の 著し 

い 規則正し さが 寧ろ 例外の 場合 だとい ふことの 證據 とも 見られる。 併し 此れ は 決して 必然な 證據 

に はならない。 二 星 間の 衝突の 際に 中心 體の周 圍に擴 散す る 星雲 狀の圓 板 は、 一般に は 全 質量の 

た の 一 小 部分 を 成す に過ぎない。 中心 體の 外側の 物質の 大部分 は、 放出され た微 粒の 速度の 爲 

に、 又 一方 高速度な 分子の 逸出の 爲に 空間に 向って 飛散す る、 同時に 此の 旋轉 する 圓板は 宇宙 {41 

間から 輻射 を 受取る 爲に 絡え す擴大 される。 今 外部の 宇宙空間から 一 物體が 此の 旋轉 する 板 中に 

陷 人した とすれば、 そこに 二つの 場合が 起り 得る。 若し 此の 物體 の！：； 量が、 例へば 彗星の やうに、 

板のに 比べて 小さい 時には 物體は 板に よって 圓 運動 をす る やうに 强 制される。 そこで 一 つの 遊星 

が 出來、 此れ は 殆ど 圓 形の 軌道に 沿うて 圓 板の 平面 內を 運行す るで あらう。 然るに、 若し 侵入 體 

が圓 板に 比して 大きい 質量であった 場合に はどう かとい ふと、 此の 物體の 速度 は 矢 張 減殺され、 

さう して 時には 此の 星雲の 中心 體 から 再び 離れ 去る ことが 出来なくなる 場合 も あり 得る。 併し 圓 

板 物質の 爲に 侵入 體の 軌道 は 僅かし か變 化しない から、 其 結 2^ として 軌道 は甚 しく 離 心的と なり- 

叉 軌道 面の 板 • 向に 對 する 傾斜 1^ も 色々 1^ 乎に なり 得る 譯 である。 此の 後の 5! 合 は 丁度 ラブ ラ ス の 
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考 へた 太陽系に 對 する 彗星の 關 係に 相當 する。 此れに 反して 上記 二つの 場合の 最初の もので は 新 

に 出来た 遊星の 質量 は 比較的小 さいから 其れが 冷却す る爲に 元來唯 さへ 微弱な 光力 を 速に 減じ 直 

接に は 認められ なくなつ てし まふ。 又 物體が 小さい 爲に 光った 中心 體の 運動に 及ぼす 影響 も 甚だ 

僅少で あり、 又 此れの 爲に 生す る 往復 運動 も 些細な ものであって、 其れによ つて 暗黑隨 伴星の 存 

在 を證し 得る 程の ものに はならない ので ある。 かう いふ 場合の 方が 大きな 天 體の 捕へ られる 場合 

よりも 多數 であらう。 此れ は 第一、 小さな 天體、 例へば 彗星の やうな ものが 比較的 多數 である こ 

とから もさう 思 はれる。 「其の 數は 海中の 魚の 數程 多い」 とケ プレルが 云って 居る 位で ある。 大 

きな 天體は 大抵の 場合に 星雲 體を 貫通して、 しかも 餘り 著しく 其の 速度 を 減殺され すに 更に 宇 {.H 

の 旅を續 ける ことが 出来る であらう と 思 はれる。 かう いふ 普通の 場合に は 併し 吾々 の 觀測を 免れ 

るので ある。 大きな 天體が 其の 侵入に よって 生じた 二重星の 一員と なるやうな 場合に は、 其 以前 

から 存在した 遊星 は 多分 非常に 複雑な 軌道 を 取る やうに なり 勝で あらう と 3 め はれる。 

スペクトル の 色と 溫 度との 關係 を與へ る ウイ ー ン の 方 則は恆 星の 溫 度の 決定に も應 用され た。 

しかし 此れ を應 用す るに は嚴 重な 吟味 をした 上で なければ ならない、 とい ふの は、 々の觀 測す 

る 星の 光 は 其の 星の 全 輻射ではなくて、 其の 外部 雰困氣 の吸收 によって 弱められ たもの だからで 

ある (「宇 帘の 成立」 六 四頁參 照)。 
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星の 溫度は 又 其の 光の スペクトル 線の 强 さから も判斷 される。 瓦斯の 吸收ス ベクトル 中の 多く 

の 線は溫 度が 昇る に從 つて 強められ、 又 或る 他の 線 は 却って 弱められる。 へ ー ル (nalc) と 其の 

共同研究 者 等 は カリフォルニアの ウイ ルゾン 山で 金属の スペクトル を 研究した が、 其れに は 一 一 

〇 ボルトの 電壓で 二 アム ペアと 三 0 ァ ム ベアと 一 一通りの 電流 を 通じた 弧光の 中で 此等金 屬を氣 化 

させた。 此の 後者 卽 電流の 強い 方が 勿論 溫 度が 高い (其の 金屬の 尖端の 間に 通す る 火光 放電の 方 

が 一 曆高溫 である)。 それで 此の方 法に よって 溫 度の 上 样に伴 ふ スペクトル 線の 變化を 確定す る 

ことが 出来た。 其 結 衆から 二つの スペクトル を 比べる と、 どちらが 高 溫に屬 する かとい ふこと が 

お 云 はれる やうに なった。 從 つて 例へば 一 つの 恆星 或は 太陽 黑點 上の 光が 太陽光 面 上に 比べて 高溫 

勺 

に であるか 又使溫 であるか を判斷 する ことが 出来る やうに なった ので ある。 へ ー ルの結 菜に よれば、 

見 

た 太陽 黑點の 光 を吸收 して 居る 瓦斯の 溫度 は、 太陽光 面の 光 を吸收 する ものよりも 低い。 此れ は 疑 

M もな く黑點 上の 瓦斯 體の 密度が 他所よりも 大きい ことに WI るので あらう が、 併し 此れ は 黑點の 基 

I 底の 福 射 層が、 太陽の 一 體の光 面の 光 を 出す 光 球 雲よりも 低溫 だとい ふ 證據に はならない。 へ 

M  I ルの 研究室で 行 はれた 比較 研究の 結果に 據 ると、 アル クッ ルス、 それよりも なほべ テル ギュ ー 

^ スの スペクトルが 太陽の スペクトルと 相違す る 諸點が 丁度 黑點の それと 同様で ある。 從 つて 此等 

M の 巨星、 就中べ テル ギュ I スの光 を吸收 する 瓦斯 は 太陽 G 光 球 雲よりも 使溫 度に ある こと を 推定 
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する こと が 出来る。 併し 此 等の 異常に お 大な S 化の 輻射 層 の 溫 度が 太陽 の それよりも 低い と は 限ら 

ない。 寧ろ 此 場合に は 多分 それと 反對 であって、 其の 外側 cl^ 斯被 層の 低溫 なの は 此の 光 を吸收 

する： 丸 斯體の 比^の 大きい 爲 であるら しく 思 はれる。 

英 國人ジ ー . H ツチ. ダ ー ウイ ン (.G.  II. Darwin) が 其の も 典 的 名著 中に 述べた やうに、 遊星 

系 の 進化に は 潮汐 の 作用が 多大の 影響を及ぼ したに 相 遠ない。 彼の 證 明した ところに よると 太陰 

は 昔 は 多分 地球から 著しい 近距離に あって 而 して 此の 兩者は 一 つ の 蓮 動 系と して 四時 問 足らす の 

週期で 廻轉 して 居た ものである。 此れが 爲に 潮汐 作用 は 非常に 强 かった ので 地球の 廻轉 週期 は 次 

第に 延長され、 其 際に 消失す る 廻 轉のヱ ネル ギ ー の 一部 は、 太陰 を徐々 に 現在の 距離に 持って行 

く 爲に使 はれた。 此れと 同様な 譯で、 太陽 も 其の 進化の 初期に 未だ 其の 直徑 がすつ と 大きかった 

頃に ほ 其の 潮汐 作用に よって 諸 遊星に 甚大な 影響を及ぼした であらう。 何故かと 云へ ば 此の 作用 

の强 さは 直徑の 三乘に 比例す るからで ある。 

此の 作用の 爲に 太陽 も 諸 遊星 も 其の 自轉 速度 を 減じ、 又 諸 遊星と 太陽 間の 距離 も變 つたで あら 

う。 火星の 衛星の 內 でフォ ボスと 稱 する もの は 其の 軌道の 週期が 火星の 自轉 週期よりも 短い。 此 

れは 特異な 現象で あるが、 ダ ー ウィン は 此れ を 次の やうに 說 明した。 卽、 火星の 自轉 週期 は 以前 

は —— ラプラ ス の 假說の 通り —— フ ォ ボ ス の公轉 よりも：^ か、 つたので あるが、 ； し 太陽の 潮汐 
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作用の 爲に 長くな つ て 今では 一 11: 時間 三 七 分と なり、 フォ ボス の 週期 七 時間 三 九分に 對 して. 著し 

い 長さに なった とい ふので ある。 土： の 環に 就いても 同様な ことが 云 はれる。 此の 環の 最內 側の 

微塵 環の 廻轉 週期 は 五— 六 時間 位で あるのに 此の 遊星 自身の それ は 一 〇 時間と 四 分の 一 である。 

普通の 假 定から すると、 土星の 太陽からの 距離 は餘 りに 大き 過ぎる ので 火星の 場合と 同様な 說明 

は 此處に は 適用され ない。 併し、 此の 最內 側の 土星 環 は 段々 遊星に 接近した 爲に 其の 廻轉 速度 を 

增 したと いふ こと も 可能で は あるまい か。 若し 遊呈に 僅かな 雰圍氣 の殘餘 があって 此れと 環 物質 

との 間に 摩擦が あると すれば、 かう いふ ことにな つた かも 知れない。 此れ は ラプラス 自身 旣に喑 

示した ことで あるが、 後に ゥォ ルフ (C.  wclf) が 此の 說を繼 承した。 

前に 述べた 通り、 ラプラスの 假 說の當 面の 難點 は、 此の 說 によると カントの 場合 も 同様に、 諸 

遊星の 廻轉 方向が 太陽の それと 反對 になり、 所謂 逆轉 とならなければ ならない と 云 ふこと である。 

ピッケ リング は 此れに 對 して 次の やうに 考 へた。 卽、 凡ての 遊星 は 初めに は實 際逆轉 をして 居た 

(註) 

が、 併し 太陽の 潮汐 作用の 爲に 此の 運動 を 減殺され、 遂に は 何時も 同じ 側 を 太陽に 向ける やうに、 

卽、 右 廻りの 廻轉 をす る やうに なり、 其の 自轉 週期 は公轉 週期と 同一 になった。 其 後に 諸 遊星が 

段々 收 縮した 爲に 其の 自轉が 加速され るに 至った とい ふので ある。 ：！^ 外側の 二 遊星 海王星と 天 王 

星と は 太陽から 餘 りの 遠距離に ある 爲に 太陽の 潮汐 作用 も 非常に 弱く、 從 つて 此の 作用が 十分の 
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效果を 遂げ ない うちに 收 縮して しま ひ、 遂に 全く 此 の 作用 を 受け なくなって しまった ものである。 

此 等の 遊星の 質量 は 其の 次の 遊星 卽 土星の 約 六 分の 一 に過ぎない くら ゐ であるから、 其の 冷却 も 

亦 土星に 比べ て遙に 急激であった 害で ある。 さう いふ 譯で 此の 二 S は 一般の 規則に 外れた ものと 

なった。 土星に 就いては、 其の 衞星中 九， 番目の もの ャべ ッス まで は 右！！ りで ある。 此れ は 土星 か 

ら三五 〇 萬秆の 距離に ある。 此れに 反して、 ピッケ リングに よって 發 見され た 第一 〇 番目の 衞星 

フォ H ベ は、 此れよりも 三倍 半の 距離に あって 其の 廻轉 は逆轉 である。 ビッケ リング は、 此の 衞 

星 は 土星 自身が 未だ 逆轉 をして 居た 時代に 出来た もので あらう と考 へた。 し 此れの 離心率が 大 

きいこと (〇 ニニ 一) から 考へ ると 寧ろ 此れ は 此の 遊星 系の 彗星に 相當 する ものであって、 此附 

近 の 星雲 物質が 旣に餘 程 稀薄 になった 頃に なって 土虽の 引力の 領域に 入 込んだ ものであると、 か 

ぅ考 へた 方が 尤もらしく 思 はれる ので ある。 木星の 衛星で も 矢 張 一 番外 側の は逆轉 であるが 其れ 

以內の 遊星の 衛星 は 凡て 一般の 規則 通りで ある。 .  . 

註) 吾々 の說 から 見れば、 最初の-廻 轉 方向 は、 外界から 侵 人した 最初 S 凝縮 核の 運動 次第で 任意な もの 

と考 へ られ る。 

此の 章で 述べ て 来た 諸發 見の 大部分 は 吾々 の 太陽系 以外の 天 體に關 する ものであった。 强 度の 
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望遠鏡が 使用され る やうに なり、 殊に 分光器 ( 一 八 五 九 年 以後) の 助け を 得る やうに なつてから 

始めて 此 等の 極めて 遠隔した 物象の 特異な 性質に 關 して 立 入った 研究 をす る 事が 可能と なった 譯 

である。 それ だのに デモ タリ トス は 紀元前 四 〇o 年の 昔旣に 銀河の 諸 星 は 我等の 太陽と 同様な も 

の だと 考 へて 居た。 又 近世の 初期に ジョ ルダノ • ブルノ  I は 恆星を 太陽と して 其の 周圍を 廻る 遊 

星 を 夢想して 居た。 彼等が かう いふ 考を懷 くに 到った の は、 凡ての 科學 者の 研究に 際して 指針と 

なる 信念、 卽、 比較的 未知なる もの も、 根本的に は 吾々 の 手近で 詳しく 研究され たものと 同様で 

あると いふ 信念に 追從 した 迄で ある。 其 後の 經驗 はデ モク リ トスと ブ ルノ I の考 の正當 である こ 

史 と を 示す と 同時に、 又 上記の 自然 科舉 根本原理が 一 般に 正しい 結論に 導く もの だとい ふ 事 を 示し 

に た。 それで 諸 S 星 は 我等の 太陽と 同じ やうな ものであるが、 唯 或 もの は 我等の 日の 星より 大きく" 

見 

た 或 もの は 小さく 又 或 もの はもつ と 高 湿、 或 もの は 寒冷な ので ある。 

る 

I 併し、 ハ I シ H ルの發 見した やうに、 彼の 研究した 星雲 中の 多くの もの は 種々 な點、 例へば そ 

g の 光 や 又 其の 擴 がり 方に 於て 太陽と は 相違して 居る。 此 等の 星雲 は 遠く 擴 がった 稀薄な 瓦斯 塊 か 

M ら 成立って 居る ので あるが 我等の 太陽系に は 此れに 類似の もの は 一 つも 存在し ない。 し 彼は此 

I 等 星雲 を 他の 類似の 形成 物と 比較 研究した 結果と して 星雲と 太陽との 間の 過渡 形式と 見ら るべき 

遷 もの、 系列 を發 見し、 そこから、 此 等の 多様な 型式 は 天 體の變 化に 於け る 進化の 段階 を 示す もの 
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であると いふ 結論に 達した。 

ラプラスの 有名な 太陽系の 起 元に 關 する 假說は 其の 基礎の 一部 を 上記の 研究に 置いて 居る。 其 

後に 得られた 非常に 豐 富な 觀測資 料 は 凡ての 主要な 點に 就いて ハ I シ H ル の考を 確め ると 同時に 

犬體の 本質に 關 する 吾々 の觀念 を 著しく 明瞭に した。 

疑 もな く 吾々 は 現在で も 未だ 僅に 星の 世界の 知識の 最初の 略 圖 を 得た に過ぎない。 それで.：^:;々 

も 亦 デモ クリ トス、 ブルノ ー、 ハ I シ H ル、 ラプラス 等と 同様に、 未だ 研究の 屈 かぬ 空間 も、 板 

本 的に は、 完備した 器械の 助けに よって 旣に或 度 迄 研究の 届いた 空間と 同様で あると 假定 する 外 

はない。 多分 將來に 於け る 一層 深い 洞察の 結 si- も、 ぁらゅる主耍の點に於ては_^.^;:々 の考を確める 

であらう と 信ぜら る 、 が、 又 それ は 同時に 今日 吾々 の 夢想す る こと も 出来ない やうな 新しい 大瞻 

な觀念 構成の 可能性 を 産み出す であらう。 さう して 吾々 の 知識 は 絶えす 完成され、 ：.ii; 々の 考へ方 

は 先代の 研究者の 見出した ものから 必然的 論理的に 構成の 歩 を 進めて 行く であらう。 皮相 的な 傍 

觀 者の 眼に は、 一つの 思考 體 系が 現 はれる と、 他の ものが 轉覆 する やうに 見える ことが 往々 ある „ 

其爲 に、 科學 研究の 圈外 にある 人々 から は、 明解 を 求めん とする 吾々 の 努力 は 畢竟 無駄で あると 

いふ 聲を 聞く ことが 爐、、 ある。 併し 誰でも 發 達の 徑路を 少し 詳しく 調べて 見さへ すれば、 々の 

知識 は 最初 は H にも 付かない やうな 小さな 種子から 段々 發 育した^ 勢の 良い 大樹の やうな もので 
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ある ことに 氣が ついて 安心す るで あらう。 樹の 各部 分 殊に 外側の 枝葉の 着物 は 不斷に 新に されて 

居る にも 拘ら す、 樹は 常に 同じ 一 つの 樹 として 生長し 發 育して 居る。 それと 同様に 又； 上：：々 の 自然 

觀に 就いても、 數百 千年に S る 其の 枝葉の 變遷の 間に 常に  一 F 、して 認められる 指導 觀 念の ある こ 

とに 氣が 付く であらう。 


K 宇宙 開闢 說 に 於け る 干 不ルギ ー 觀念 の 導入 

ラプラスが 太陽系の 安定に 關 する 古典的 著述 を 完成して 滿悅 の感に 浸って 居た 時には、 太陽 は . 

未来永劫 不斷に 其れ を 繞る諸 遊星に 生命の 光 を 注ぐ であらう とい ふ 希望に 生きて 居た ことで あら 

う。 彼に は 太陽系 內に 於け る 狀態は 常に 現在と 略 同様に 持鑌 する であらう と 思 はれた。 此の 偉大 一 

な 天文 學者 も、 亦 彼と 同時代で 恐らく ー曆 偉大であった ハ 1- シェ ル でも、 太陽の 強大な 不 變な辐 

射に 對 して 何等の 說明を 下さう とも 思 ひ 及ばなかった ので ある。  一 

:w し 太陽の 高 溫又恆 星の 灼熱の 原因が 何で あるかと いふ 問題 は 十分 研究の 價 値の ある ことで あ 一 

る。 旣に アナ キサゴ ラス は恆 星の 灼熱 はェ ー テルとの 摩擦に よる ものと いふ 考を 出して 居る。 更 

にラ イブ 一一 ッッ及 力 ン トは 太陽の 熱が 然燒 によって 持續 されて 居る と 言明して 居り、 又ビ ユッフ 

オン は 遊星が 灼熱 狀態 から 冷却して しま ふ 迄の 時間に 就いて 注意すべき 計算 をして 居る。 ラプラ 

ス 自身で さへ、 遊星 を 構成す る 物質 は 始めは 灼熱され て 居て 後に 冷却した もの だと 假定 して 居る 

位で ある。 


遷變 の 觀宙宇 的學科 るた 見に 的 史 


併し 此 種の 觀 察が 一 つの 安全な 基礎 を 得る やうに なった の は、 熱に 關 する 器械 的 學說が 現 はれ 

て、 前世紀の 中頃、 自然 科學の 各方 面で 着々 成 效を收 める やうに なつてから のこと である。 此の 

學說 によれば、 H ネル ギ ー も 亦 物質と 同様に 不滅で ある。 物質の 量の 不變 とい ふこと は、 昔から 

宇宙 進化の 謎に 就いて 考察した 程の 凡ての 人に よって 暗默の 中に 假定 された ことで あつたが、 十 

八 世紀の 終に 到って ラボ アジ ェ ー によって 始めて 完全に 正當な ものと して 證 明され たのであった。 

太陽 は 生命 を 養 ふ 光線 を 無限の 空間に 放散して 居る から、 此れに よる H ネル ギ I の 消費 を 何等 

かの 方法で 補充して 居る か、 さもなければ 急速に 冷却し なければ ならない 害で ある。 併し 地質 學 

者の 敎 ふる 所では 此の 後者の 方 は 事 實と合 はない。 卽、 幾 十億 年の 昔から 今日 迄 太陽の 光熱 は殆 

どいつ も 同じ 程度に 豐 富な 恩 惠を 地球に 授けて 來 たに 相違ない と說 くので ある。 それで、 マイ ァ 

1 (Mayer) は H ネル ギ ー の 源の 一 つ を 隕石の 落下に 求めようと いふ 最初の 試み をした 後に、 へ ル 

ム ホルツ (Ilelmholtz) が 現 はれて 此の マイ ァ ー の考を 改良した。 ヘルムホルツの 考 では、 太陽の 

各部 は 次第に 其の 中心に 向って 落下す るので 其爲に 熱が 發 生す ると いふので ある。 此の 考は 此の 

問題の 答 解と して 最良で 最も 滿 足な ものと 考 へられて 來 たが、 現代に 到って 地質 學 上の 色々 の發 

見から、 此の 二 ネル ギ I の 源で は 到底 不十分で あると いふ ことが 明白に 見す かされる やうに なつ 

た (「宇宙の 成立」 第三 章參 照)。 
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此の 物理 學 的の 問題 は 次第に 多く 注意 を 引く やうに なった。 物體， 特に 瓦斯 體の、 壓カ 並に 溫 

度の 變 化に 對 する 性能が 次第に 詳細に 知られて 來 るに 從っ て、 天 體の溫 度と 其の 容積 變化 並に 共 

の 受取り 又 放出す る 輻射に H る ヱ ネル ギ I との 收 支の 關係も 亦 次第に 精細に 研究され る やうに な 

つて 來た。 此方 面に 關 する 研究の 中で 最も 顯著 なの は リツ タ ー (Ritter) ので ある。 此れに 就いて 

は； 史に 後に 述べる こと \ する。 

天體の 問題に 就いて、 溫度 並に m, 力の 及ぼす 純 物理 學 的の 變 化に 關 して. S 測 を 試みる 際に、 又 

一 方で 天 體の諸 成分 間に 可能な 化學 作用に 及ぼす 溫 度の 影響に 關 する 五"々 の 知識 を も 借りて 此處 

に 利用 ずれば 本質的な 參考 となる 譯 であるが、 吾々 は 今 正に それ をしょう として 居る ので ある。 

へ ルム ホルツ は 唯 純 物理 學 的な 過程の 爲に 遊離 發生 する 比較的 僅 小な H ネル ギ I のみ を 問題と し 

て、 此れより 遙に 有力な 化學的 過程に K る H ネル ギ— の 源泉 を 閑却した 爲に 其處に 困難が 殘 され 

て 居た ので あるが、 ； W し此 場合 に 於け る 諸 關係を 十分 に硏究 すれば 多分 此 の 困難から の 活路 を 見 

出す ことが 出来る であらう (此れに 就いては 次章で 更に 述べる)。 

重力の 方则と 物理的 過程に 際する ヱ ネル ギ ー 不滅の 方 則と を應 用して 何處迄 行ける かとい ふ 事 

は、 リツ タ ー (A.  Kitts.) の 此の 二- £L 小理を 基礎と した 非常に 行屆 いた 研究に よって 見る ことが 出 

來 よう。 彼 は 又 i:: 通の 瓦斯 態の 方 则が此 際 適用す る ものと 假定 したので あるが、 併し 熟傳 導と 幅 
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射と は餘り 重要で ない ものと 見做して 居る。 尤も 彼より 八 年 前に レ ー ン (に ヨーこ が 略 同様な 硏究 

をして 居る が これ は それ 程 行 屈いた もので はない。 其 後に ゲル ヴィ ン卿 (Lord  Kelviu) や、 、ン 

1 (SOC) や 叉 特に ヱ ムデ ン 博士  (er.  Emden 一  九 〇 七) が 此の 問題の 解決に 就いて 有益な 貢献 

をした。 就中 此の 最後の 人の は數學 的に 此の 問題 を 取扱った 大著であって、 將來 此方 面の 研究 を 

する 者に とって 有益な 參考 となる もので あらう。 併し 物理的の 點 では 彼の 考は餘 り リック I 以上 

に は 及んで 居ない。 幅 射の 影響に 就いては 近頃に なって シュ ワルツ シ ルド (schwarzschild) の 研 

究の結 3;^ が ある。 併し 此處 では 唯 リック！ の 研究の 主要な 結 2^ を 述べ るに 止めようと 思 ふ。 

リック I の考 では、 彼の 假定 したやうな 方 則に 從ふ 瓦斯 塊 は 一 般に 或る 限界に よって 其の 外側 

を 限られ、 其處 では 溫 度が 絕對 零度 迄 降下して 居り、 其處 から 內 側へ 行く 程 段々 に溫 度が 高まり" 

さう して 各點に 於け る 溫度は 任意の 瓦斯 塊が 前記の 限界から 其の 點迄 落下した 時の 溫 度と 精密に 

同 一 であると いふので ある。 此れ を 解り 易く する 爲に 地球 雰圍氣 の 場合 を 例に 取つ て考へ て 見よ 

う。 今 地球 表面の 溫度を 掭氏ー 六 度 (絶 對溫 度の 二八 九 度) とする。 此れ は實際 地球上の 平均 溫 

度で ある。 すると、 リツ タ ー の假 定に從 へば、 雰圍氣 の 高さ は 二八. 九忏 とい ふこと になる。 何 

故 かと 云へば、 今一 瓧の 水が ー杆の 高さから 落ちる とすれば 其の 温度 は 1000+4 き 卽ニ. 三 五 

度 だけ 上掉 する。 ところが 空氣の 比熱 は 〇 . 一 一三 五で ある。 それで 一 瓧の水 を 〇 . 一 一三 五 度 だけ 
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溫め 得る 熱量 は 一 瓧 のお  1  "氣 ならば 一 度 だけ 溫度を 高める ことが 出来る。 從 つて 一 瓧の 空氣が 一 籽 

の 高さ を 一？ 5^ ちる と 其の 溫度は 一 〇 度 高くなる (此處 では、 リツ タ ー の 考に從 つて 等壓の 場合の 空 

氣の 比熱 を 使つ て 計算した)。 其 故に 氣溫 が絶對 零度から 一 一八 九 度 迄 昇る 爲には 一 一八 • 九 籽の高 

さから 落ちる としなければ ならない。 從っ て 地球 表面から 測った 雰圍氣 の 高さ は 丁度 それだけで 

ある、 とい ふので ある。 

雰阐氣 が 若し 水素で 出来て 居る としたら、 其の 比熱 は 三 . 四 一 一で あるから 其の 高さ は 四 一 一 一 籽 

となる であらう。 同様に 若し 雰圍氣 が 飽和 水 蒸 氣と其 中に 浮游す る 水滴と で 成立って 居る として 

も 其の 氣 層の 高さ は 可也 著しい ものになる であらう。 何故かと 云 へ ばかう いふ 混合物の 溫度を 一 

度 だけ 上昇-させる 爲に は、 唯 蒸 氣を溫 め る だけで なく 其 上 に 水滴の 蒸發 に 要す る 熱 を 供給 し なけ 

れ ばなら ないから である。 卽、 恰も 此の やうな 混合物の 比熱が 比較的 大きい ものであると 考 へれ 

ばよ いこと になる。 リツ タ I も 計算した 通り、 地面の 溫 度が 〇 度で あると すると、 水蒸氣 で出來 

た 雰圍氣 の 高さ は 三 五 〇 籽と なる。 それで 實 際の 場合に 於て { 仝氣 中には 其の 凝縮し 難い 成分 以外 

に 水 蒸氣と 雲と を 含んで 居る 爲に雰 圍氣の 高さ は 前に 計算した 一 一八 . 九扦 よりも 一 ー杆 だけ 大きく 

取らなければ ならない ことになる。 

然るに、 リック— の 云 ふ 通り 此の 結 * は 全く 事 實に合 はない。 隕石の 觀 測の 結果から 見る と 地 
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上 一 一 〇〇籽 以上の 高さで 光り 始める 場合が sr ある —— 此の 灼熱して 光る の はさ 氣 との 摩擦の 結 

果 である。 北光の 弧光 は 空氣 中に 於け る 放電に よる ものであるが、 此れの 最高 點は約 四 〇〇籽 の 

高さに ある。 又 近年 氣 球で 觀测 された 結果で は、 約 一 〇秆 の 高さから 以上 は 氣溫は 殆ど 均等で あ 

つ て、 上方に 行く に從っ て毎秆 一 〇 度づ の 減少 を 示す やうな こと はない。 

(註) 此の やうに？ J 度が 均一に なり 始める 限界の 高さ は 赤道 地方で は 二 〇 籽 以上、 中部 歐羅 巴で は 一 一巧 

至 一二 籽、 乂鎿度 七 〇 度 附近で は八籽 である。  - 

リツ タ ー は 彼の 計算と 事實 との 齟齬の 原因 を說 明す る爲 に、 非常に 高い 處 では 空氣の 瓦斯が、 

丁度 下層に 於け る 水 蒸氣の やうに、 凝縮して 雲と なり、 其 結果と して 著しく 雰圍氣 の 高さ を增し 

(註) 

て 居る ものと 考 へた。 併し 今日で は、 此の 凝縮 は 零下 二 〇〇 度 以上で は 起り 得ない ことが 知られ 

て 居る。 卽、 氣 球が 到達し 得られる やうな 高さで、 そして 溫 度の 上方への 減少が 殆ど 分らな くな 

る 高さな どより は遙に 高い 處 でなくて は 起り 得ない 害で ある。 氣象學 者の 中で も 此の 現象の 說明 

は 未だ 一 致して 居ない。 私自身の 考 として は大氣 中の 炭酸 瓦斯と 水 蒸氣又 或は ォゾ ー ン による 埶ー 

幅 射と 其の 吸收 とが 此際 重要な 役目 をつ とめて 居る ものと 信じて 居る。 

(註) ゴ ルド ハム マ—  (Goldha ョ mcl.) の 計算に 據 ると、 窒素で は 六 ニ籽、 酸素で は 七 〇 籽と なる。 
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リツ タ— は、 に、 地球 を K 通す る 幅 廣ぃ竪 穴 を 掘った としたら 地球 中心での 氣溫が どれ だけ 

になる か を 計算した。 勿論 其 際 重力 は 竪穴內 の 深さと 共に 變 化し 地球 中心で は 〇 となるとい ふこ 

と を考！ g に 人れ て 計算した 結 は、 堅， 穴內の 地心に 於け る 溫度は 約 一二 一 一  〇〇〇 度と いふ ことにな 

つた。 なほ 彼の 其 後の 計算で は 地球 中心の 溫度は 約 一 〇〇〇〇〇 度と なつ てゐ る。 此れから 見て 

も-え gr!K- 人體 では 中、 レに 近づく に從っ て溫 度が 增 すと いふ ことが 了解され るで あらう。 然るに 地 

球 は 表面から！： 〇〇杆 以上の 深さで は 吃 度 瓦斯 態に あると 思 はれる から、 此 場合の リツ タ ー の 計 

算は或 程度 迄 は當を 得た ものと 考 へられる。 尤も 地球 內 にある 瓦斯の 比 執 一は、 リック ー の 計算に 

用ゐ た- 儿斯比 _i 一より は 著しく 大きい に相述 ないから、 地心の 溫度は 彼の 得た 俯よりも 寧ろ 低くな 

る 答であって、 假 令化擧 作用の こと を 勘定に 入れて 見ても 彼の 做の 半分に も 達しない かも 知れな 

いので ある。 一方で 地心に 於け る壓カ はとい ふと、 それ は 約 三 〇〇 萬氣壓 と 推定され て 居る。 

次に 太陽に 關 する 考察に 移る こと k する。 太陽の 最外 層に 於け る 重力 は 地球の それの 一 一七 • 叫 

おであるから、 若し 太陽の 雰阐氣 が 空氣で 出来て ゐ ると したら、 其の 溫度は 高さ ー轩を 下る おに 

二 七 1： 度づ す ili.:: である。 然るに 太陽の 外側の 雰闻氣 は 主に 水素から 成立し、 しかも 地球上で 

は 水素-ぬ 子が 二 つづ X 結合して 一分 子と なって 居る のに^して 太 il では 一 つ/ \ の 子に 分離 さ 
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れて 居る ので ある。 單 原子 狀態 にある 水素の 比 は、 太陽 表面に 於け る 様な 高溫 度に 於て は 約 一 

0 で卽 Q 度に 於け る 空氣の 比熱の 四 二 . 五倍と 見 積ら れて 居る。 從 つて 太陽の 最高 層に 於け る溫 

度 は 一 籽 昇る 毎に 約 六 . 五度づ 、降る 譯 である。 ところが 太陽の 光 を 放出して 居る 彼の 太陽光 雲 

の 溫度は 約 七 五 〇〇 度と 推定され て 居る から、 それから 推算す ると、 此の 光った 雲 以上の 雰圍氣 

の 高さ は 約 一 一 一 〇〇 籽に達 しなければ ならない 害で ある。 其れに も拘ら す、 ジ ユウ ヱル (Jewell) 

が、 太陽光 球 雲 外側の 瓦斯に 於け る吸收 スペクトル 線の 位置から 算定した 結 * で 見る と、 此れ だ 

け 高い 雰圍氣 の 及ぼす 壓カは 僅かに 約 五 乃至 六氣壓 しかない ことになる。 若し これが 地球の 上で 

あつたと したら 此の 壓カは 一 一七 • 四 分の 一 、 卽約 〇 . 一 一 〇 氣壓 となる 害で ある。 それで 太陽の 光 

雲 以上の： 丸斯の 質量 は、 地球 表面から 一 一 ー籽、 卽、 一 番 高い 卷 雲の 浮んで 居る 位の 高さ 以上に あ 

る {仝 氣の F 、量よりも 大きく はない ので ある。 

太陽 上層の 所謂 色 球、 卽、 太陽光 雲の上に あって 水素 瓦斯に 特有な 齊薇 紅色 を呈 して 居る 瓦 

斯 層の 高さ を 日蝕の 際に 測定した 結果 は 約 八 〇〇〇 籽 となって 居て、 上に 計算した 數： g の 六倍以 

上になる。 卽、 地球の 場合と 同様に 雰圍氣 の 高さ は リツ タ— の 計算から 期：： 付され るより は數 おも 

高い とい ふ 結 3^ になる ので ある。 

太陽の 最外 層の 溫 度が 零度 或 は それ 以下に 降る であらう とい ふ假 定も 亦安當 ではない と 思 はれ 
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る。 其處 では 强ぃ 輻射 を 受けて 居る から それ 程 迄 冷却 するとい ふ 事 は 疑問で あらう。 太陽 雰圍第 

の 此の 部分に は 凝縮に よって 生じた 微 粒が 恐らく 多量に 存 する であらう とい ふ 事 は、 太陽 板 面の 

周緣に 近づく 程 光輝が 弱くなる ことから 推定され る。 卽、 緣に 近い 程 それだけ 厚い 氣層を 光が 通 

過して 來 ると 考 へられる からで ある。 此 等の 微滴粒 は 太陽 體の 輻射に よって 熱せられ、 かくして 

得た 高 溫度を 其の 周圍の 瓦斯に 附與 する であらう。 此點 では 地球の 雰圍氣 にも 同様な ことがある、 

卽、 多数の 塵埃の 粒が 太陽からの 轎射 を吸收 して 約 五 〇 乃至 六 〇 度の 温度と なり、 さう して 其の 

溫度 を冗斯 に分與 する ので ある。 それで 兩者 いづれ の 場合で も、 溫 度が 高さと 共に 減す る 割合 は 

リツ タ ー の 計算した よりも もっと 少 くなる 譯 であり、 從っ て 雰圍氣 の 高さ も リツ タ— の數 字が 示 

すよりも 數倍 高い のが 本當 であらう と m 心 はれる。 

扱て 再び リック I の 研究に 立歸 るので あるが 彼 は 球狀の 瓦斯 體 星雲の 表面から 內 部へ 進む に從 

つて 温度、 壓カ及 比重が 如何に 變 化すべき か を 計算した。 此の 計算 をシュ スタ ー (A.  sclsstcl.) 

が 少し 計り 改算 した もの を、 私 は 「宇市の 成立」 の 一 七 九 頁に 紹介して 置いた。 其 結果に 據 ると、 

若し 太陽 內 部が 原子の 狀態 にある 水素 瓦斯から 出来て 居る ものと すれば、 其の 中心に は 約 一 一 五 〇 

〇 萬 度と いふ 溫 度が 存 する ことにな り 其 處の壓 力 は 八 五 億 氣壓、 比重 は 八 . 五 (水 を 一 として) 

となる 勘定で ある。 尤も 同 曰に 褐 げた 表 は、 若し 太陽が 現在の 半徑の 一 〇 倍 を半徑 とする 屋 雲に 
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擴 げられ たと したら 其の 中心 點の溫 度が 一 一 五 〇 萬 度になる 箸 だとい ふ 事 を 示して 居る ので あるが、 

^しさう いふ ものが 太陽の 實 際の 大 さ迄收 縮す ると 其の 重力 は 一 對 一 〇〇 の 比に 増大し 從 つて 深 

さ 一 籽に對 する 溫度增 加 率 も 亦 此れに 相當 する 割合で 增 すべきで ある。 然るに 半徑が もとの 一 〇 

分の 一 に 減す るから 此の 質 塊の 中心に 於け る溫度 はもとの 値に 對 して 一 〇 分の 一 の 一 〇〇 倍と な 

る、 卽、 星雲の 時の 一 〇 倍になる 害で ある。 太陽の 中心 以外の 他の 點に 就いても 同様の ことが 云 

はれる ので、 從 つて 收 縮の 際に 於け る 溫度增 加の 結果と して 溫度は 半徑に 逆比例す る ことになる 

ので ある。 然るに 太陽 を 構成す る 瓦斯 は甚 しく 壓縮 された 狀 態に 在る の だから 多分 簡單な 瓦斯 方 

史 則に は從 はないで あらう と 信ぜられ るので、 此の 理由から 太陽 內 部の 溫度は リック I の考 へた 程 

^ 高い もので はない と 思 はれる。 彼に 從 へば、 もし 太陽が 鐵の 瓦斯で 出来て 居る と假定 すると 此の 

た 溫度は 一三 億 七 五 〇〇 萬 度と なる ので ある。 太陽の 收縮 によって 起る 溫度 上昇の 結果 多量の 熱 を 

る 

^ 吸收 する やうな 化學 作用が 始まり、 それによ つて 再び 溫 度の 著しい 俄 下が 惹起され るので あらう 

I と考 へられる。 それで 先づ ざっと 見 積った ところで 太陽の 溫度を 平均 一 〇〇〇 萬 度 位と 見ても よ 

M いかと 思 ふので ある。 

1" さて 前述の 星雲の やうな 瓦斯 圑 塊が 收 縮す ると 前述の通り 其の 溫 度が 昇る。 さう して 其の上 # 

0 の 際にへ ルム ホルツ の考 へた やうに 收 縮に 伴って 遊離して 来る 熱量の 大部分 は 消費され る ことに 
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なる。 似り に 何等の 化學 作用が 起らない として 見ても 上記の 做の 八  一 ％ は 加熱の 爲 に割當 てられ、 

一 九 ％ だけが 僅に 外方へ の 輻射と して 殘る ことになる。 尤も 此處で リツ タ ー は 水素 一 一- £w 子より 成 

る tnf に 就いて 計^した ので あるが、 若し 單 原子の H だとす ると 輻射が 五 〇％ に 達する ことになる。 

此の 結 si- として 云 はれる こと は、 太陽 は 約 五 〇〇 萬 年 (後の 場合なら ば 約  一二 〇〇 萬 年) 以上 現 

在の ま、 の 幅 射 ヱ ネル ギ— を 放出し 續 ける 事 は 出来ない とい ふこと である。 のみなら す.！^ 際 は 太 

陽の 輻射 は 過去に 於て 旣に 著しく 減少した ものと 考 へなければ ならない。 尤も リツ タ I も 勿論 地 

質學 者の 方で は 地球上に 於け る 生物 存在の 期間に 對 して 此れよりも すっと-水い 年數を 要求して 居 

ると いふ こと を 承知して 居た であらう が、 ^し 彼 も 亦 多くの 物理 學 者と 同様に ヘルムホルツ の考 

へた 熱源が 何よりも 一 番 主要な もの だと 確 借して 居た 爲に 地質 學者 等の 推定の 結 に は餘り 重き 

を 置かなかった ので ある。 ^し 其 後に 至って 行 はれた 諸 研究の 結 2^ は 却って 地球の 年齢 を 地質 學 

者の 推定よりも； 史に 長く する やうな ことにな つて 来たので ある。 種々 の 地質時代に 鹽 類の 層が 生 

成された 際に それが 如何なる 溫 度の 下に 行 はれた かに 關 する ヴァ ン トフ (van、t  Hofe) の 研究が あ 

るが、 其の 結 から 見ても 又 其 等の 時代に 於け る 珊瑚礁の 地理 的 分布の 跡から 見ても、 地球上の 

氣溫 並に 太陽の 輻射 は當 時と 今と で それ 程 眼 立つ やうに 變 つて 居ない とい ふこと が證 明され る。 

それで 太^の 收 縮に 際して 生す る 熱よりも、 もっと 多量な、 又もつ と變 化の 少ない 熱量 を 供給す 
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る やうな 熱源 を何處 かに 求める ことが 是非共 必要に なって 來た。 此の 熱源 は 多分 太陽が 徐々 に 冷 

却す る 際に 起る 化學 作用に 歸 すべきで あらう 0- 此の 作用の 過程 は 太陽 星雲の 收縮 する 際に は 逆の 

方向に 行 はれた 箸で あるから、 それから 考へ ると 此の 後者の 收縮は リツ タ ー が考へ たよりも もつ 

と 急速に 行 はれた 苦 だとい ふこと になる。 太陽が 他の 太陽と 衝突した 後 廣大な Dif 雲片 から 現狀迄 

に收 縮す る 迄に 要した 時間 は、 もし 其の 輻射が 昔 も 今 も同强 度であった とすれば やっと 一 〇〇 萬 

年 足らす の 程度になる。 併し 太陽 は それが 未だ 星雲 狀の 段階に あった 際に 外界からの 輻射 を吸收 

する ことによって 莫大な H ネル ギ ー の 量 を蓄藏 したに 逮 ひない。 後に 此の 太陽の 平均 溫 度が 下降 

し 始める やうに なつてから 此の ェ ネル ギ ー が 熟 量の 消耗 を 補給す る爲 に徐々 に 使用され、 そのお 

かげで 溫度 も叉從 つて 大 さも 又 観 射 も 非常に、 水い 時間 殆ど 不變に 保 たれて 來 たので あらう。 此れ 

と 同じ 譯で又 星雲 狀 段階の 繼續 時間 も リツ タ ー の 計算から 考 へられる よりも 遙に、 水い もので あつ 

たとい ふこと になる ので ある。 

リツ タ ー は 更に 計算の 歩 を 進めて 次の やうな 場合 を も 論じて 居る。 卽、 或る 吾等の 地球と 同様 

に 表面が 固 結した 天體 があって、 その 雰圍氣 の 高さが 甚だ 高く、 最早 其 中での 重力 を到處 同大と 

見做す ことが 出来ない やうな 場合で ある。 此 場合の 計算の 結 は、 其の 天 體の固 態 表面の 溫 度が 

或る 一 定の： g を 越える と 其の 霁圍氣 は 最早 一 定の 限界 を もつ ことが 出來 なくなり、 ^斯は 散逸し 
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てし まふと いふ ことになる。 此の 計算 を 水素 瓦斯に 適用した 結 架と して、 若し 太陰に 水素の 雰圍 

氣が あると すると、 それ は 其の 溫 度が 常に 零 以下 八 五 度よりも 低い 場合に 限つ て 保有され 得る と 

いふ ことにな つた。 ところが 太陰 表面の 溫度は 平均して 略 地球の それに 等しく 叉 最も 溫ぃ處 では 

一， 五 〇 度 にも 達する ので あるから、 從っ て 太陰に は 水素 雰圍氣 は 有り得な いとい ふこと になる。 

同様にして 又 リツ タ ー は 太陰の 表面に は 水 も 存在し 得ない とい ふこと を 示した。 同様な こと は 又、 

太陰よりも 著しく 小さい 小 遊星に 就いても 當然 一 曆强ぃ 程度に 適用され るので ある。 

リツ タ ー のこ の 方面の 研究に は多數 の後繼 者が あった。 中で もジ ョ ン スト ー ン . スト —ネ I 

(Johnstoue  stoney) と プライア ン (£-l.yaIl) が 最も 顯 著な 代表者であった。 彼等 は 分子の 蓮 動 速 

度に 關 する 器械 的 瓦斯 體 論の 假定を 基礎と した。 スト ー ネ ー の 結果 だと 地球 は 其の 雰圍氣 中に 水 

素 を 保有し 得ない ことになるが、 此れ は 或は 正し さう にも 思 はれる。 併し 彼の 意見で は ヘリウム 

も 亦 其の 蓮 動 速度の 過大で ある 爲に 地球の やうな 小さな 天 體には 永住し 兼ねるべき だとい ふので 

あるが、 計算の 結果 は スト ー ネ ー の 此の 考に餘 り 好都合で はない やうに 見える。 尤も 此れに 對し 

て は 地球が 遙な 過去の 或 時代に、 今に 比べて 遙に高 S であり 又 W 犬であった 時分に、 ヘリウムが 

旣に 地球 雰圍氣 から 逸 散して しまった であらう とい ふこと も考 へられない ことで はない。 

衝突の 效 果に關 する リツ タ ー の 硏究は 甚だ 興味 ある ものである。 旣に マイ ァ ー (Mayer) が 示し 
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た 通り、 或 一 つの 隕石が 例へば 海王星 あたりの 非常な 遠距離から、 初速 零で 太陽に 向って 墜落し 

て來 ると すると、 此れが 太陽 表面に 屆 いた 時の 速度 は 毎秒 六 一八 籽を 下らす、 而 して 其 爲に 隕石 

の 質量 一 瓦 毎に 約 四 五 〇〇 萬 力 ロリ ー だけ 宛の H ネル ギ， 'を 太陽に 貢獻 する 勘定で ある。 從 つて 

もしも 一 一個の 太陽が 衝突す ると すれば 當然 非常な 熱量 を發 生す る。 さう して 此の 熱が かくして 生 

じた. 新 天 體の膨 股に 使用され 得る 譯 である。 リック I の 計算に 據 ると 若し 二つの 同大の 天 體が初 

速度 零で 無限大の 距離から 相互に 落 すれば 其 際に 生す る 熱 は 此の 二つの 瓦斯 團塊を 元の 容積の 

W 倍に 膨脹させる に 十分で ある。 衝突 後の 膨脹が 甚 しく なれば 全 質量が 無限の 空間 中に 擴 散され 

るので あるが、 此の程 度の 膨脹 を 生す る 爲には 此の 二つの 各.、 の 初速 度が 毎秒 三 八 〇 秆の 程度で 

なければ ならない。 かやうな 速度 は恆 星に して は 鬼に 角 過大 だと 思 はれよう が、 併し カプタイン 

(Kapteyn) が 鳩 星座 中に 發 見した 或る 小さな 八 等 星の 速度 は 此れより 大きく 毎秒 八 〇〇 秆以 上に 

も 達する らしい。 又 彼の 巨星 アル クッ ル ス の 毎秒 四 〇〇籽 にしても 矢 張 前記の 速度 を 凌駕して 居 

る。 それにしても かやうな 大きな 速度 は 矢 張 稀 有の 例外で あるか も 知れない。 然るに 若しも 太陽 

が 尺度の 比に して 現在の 一 〇〇 倍の 大 さであって 此れが 同様な 瓦斯 球と 衝突した の だと すれば 其 

の 初速が 毎秒 僅に 三八籽 だけ あれば、 其の 結 鬼 は 全 質量 を 無限の 空間 迄擴 散させる に 十分で ある。 

さう して それ は リツ タ ー の 所謂 「遠心 的」 星雲 を 形成して 次第に 益" 膨脹 を繽 けつ &徐々 に. { や： 間 
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屮に瀰 5 ばす るで あらう。 「彼の 蝶 旋形虽 雲と 稱 せられ、 通例 斜 向の 衝突の 結 生じた ものと して 

說 明され て 居る もの も、 多分 此の 遠心 系の 一種と 見做して もい、 もので あらう。」 此の. 大體は 本 

來は 凡ての 方 ，M に 無限に 擴 散すべき であった らう。 併 し 此れが 擴散 の 途中 で 出 遭 ふ 微粒子の 爲に 

運動 を 妨げられ、 其爲に 進行 を 止めて しまった であらう とい ふこと も考 へられな く はない。 環狀 

Eif, 雲の 生成 も 多分 此れと 同様な 風に 考 へて よいで あらう。 ク 。1 几 (croll) に據 ると、 二つの：. K 

體の 衝突の 際に 太陽の 場合 程の 熟の 發生 を說 明す る爲に は； $ 秒 一 〇〇哩 (七 m ー籽) の 速度 を耍 

する ことにな つて 居る が、 リツ タ— に從 へば 何も それ 程の 速度の 必要 はない。 此れに 就いては 特 

に 次の 點を 考慮して 見れば 分る。 卽、 太陽と 同質 量 を 有し、 しかも 其の 一 〇〇-：^ の 半徑を 有する 

一 つの 瓦斯 雲 があった とすれば、 それ は刖の 同様な 天 體. と 衝突し なくても、 唯 それが 現在の 太 

陽の 大き さ迄收 縮す る だけで 光輝の 强ぃ 白光 星 となる に 十 分な 高 溫度を 得 ると いふ ことで ある。 

扨て、 もしも 二つの. 大體 衝突の 際に 於け る 速度が 前記の 特^な 做よりも 小さかった とすると 其 

場合に は 所謂 求心 系が 生す る。 卽、 生じた 瓦斯 球 は 次第に 收 縮して 一 つの 恆星に 成る ので ある。 

リツ タ ー の說 によると、 此の やうな^ は 或る 平衡の 位置に 對 して 週期 的に 膨 股し 又 牧縮 する こと 

が 有り得る ので、 彼 は 此れに 據 つて 變 光星の 光の 週期 的變 化を說 明しょう とした。 3^ し、 想 ふに、 

かやうな 脈動 は 輻射 放出の 結^と して 多分な 速に？^ 止されて しま ふで あらう。 のみなら す、 かや 
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うな J^iJ- の 光度の 變化は 通例 リツ タ ー の 計算から 考 へられる やうな さう 規則正し いもので はない の 

である。 それで 此 點に關 する 彼の 意見 は途に 一 般の 承認 を 得る に は 到らなかった。 

リツ タ I は 又 遠心 系 中に も處々 に 密集した 處 は出來 得る ので あらう と考 へ、 それ 等が 小さな 恆 

星と して 認められる やうになる であらう と考へ た。 星團は 此の様に して 出来た かも 知れない ので 

ある。 實際又 彼の 螺狀 星雲 は 大部分 かやうな 星團 から 出来て 居る と考 へらる 、根據 は あるので あ 

る。 最後に リック ー の 持 出した 問題 は、 銀河 も 恐らく， 同様に 一 つの 遠心 系から 形成され た 星團で 

あり はしない かとい ふこと である C 然るに 此れに 對 する 彼の 說 では、 もし さう であった とすると 

銀河系が 其 附近 一 體に存 す る 物 の 量 の 主要な 部分 を 占め ると いふ こと は 不可能 だと いふ ことに 

なる。 都、 衝突 後に 一 つの 遠心 系 を 生す る爲に 必要な やうな 大きな 速度 を 得る 爲に は、 彼の 考で 

は 此の 一 一つの 互に 衝突す る 瓦斯 圑は豫 め それよりも すっと 大きな 質量の 引力 を 受けなければ なら 

なかつ た 害で あり、 叉 其 後に も 矢 張 其の 引力の 範圍に 止つ て 居なければ ならな い の である C 

リツ タ —の 研究に 據れ ば、 二つの 光 を 失った 太陽が 互に 衝突した 際に 遠心 系が 形成され ると い 

ふこと は、 雙方 の 太陽が 異常な 高速度 を 有し て 居る とい ふ 稀 有な 例外の 場合に 限って 確實に 起る 

ので ある C ところが 實際 上、 太陽系の 一部分、 多分 は 其の 小さい 方の 部分が 遠心 系 を 作り 殘る主 

要 部分が 求 心 系 を 作 つたと いふ 考に 矛盾す る やう な事實 は何處 にも 見 當らな い。 かう いふ 經過 Q 
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方が 正常で あると いふ こと は旣 にす つと 前に 特記して おいた 通りで ある。 卽. 遠心 系 は 求心 系 を 

中心として 一 つの 螺旋 形 星雲 を 形成し、 さう して 其の 求心 系 は 丁度 ラプラスが 瓦斯 狀 星雲から 遊 

星 糸へ の變 化に 就いて 詳細に 考究した のと 同じ 様な 風に して 徐々 に 形成され て 行く ので ある。 

リック ー は 又 吾々 の 太^ 位の 大 さの 恆 星が 其の 進化の 種々 の 段階に 於て 經 過して 來た時 問 を 計 

算 した。 それに は 四つの 期間 を涯 別した。 その 第一 期 は 星雲 期に 相應 する ものである。 從 つて 此 

の 星の 溫度は 比較的 使くて 初めは 所謂 星雲 型の ス ベ ク トル を 示し、 次で は 赤味が、 つた 光 を 放つ" 

a ッ キヤ ー (Lockyer) 其 他の 諸 天文 學者も 理論 上の 根據 から 此の 考を 共に して 居る が 併し 觀测の 

結^ は 此れに 相應 しない。 星雲 は 水素と ヘリウムの 輝 線 スペクトル を 示す。 併し 叉 多くの 星 は 

此 等の 輝 線 を 示し、 從 つて 此の 星雲に 近似して 居る が、 但し 其の 色 は 赤ではなくて 白光 を呈 して 

居る。 それで 恰も、 リツ タ ー が 必要と 考 へた やうな 星雲と 白光 曰 生との 中間 段階 (赤 $3 光 を 放つ 星 

雲狀 星) が缺 除して 居る と 云った やうな 體裁 である。 併し 此れ は、 假令 さう いふ 過渡的の 形式 

の ものが あるに はあって も、 それが 非常に 稀で あると いふ ことか も 知れない (「宇宙の 成立」 一六 

七頁參 照)。 リック— も 亦 此の 中間 期の 長さが 白光 星から 赤 光星へ の 過渡期に 比べ て 比較に なら 

ぬ 程 短かった と考 へて 居る。 —— ベ テル ギュ ー スの やうに 著しく 光の 强ぃ 赤色の 星 も あるに は あ 

るが し 此の 赤い 色 は 此の 虽の 雰圍氣 か 或は 其 の 附近に ある 微塵の 吸收に w る ものと 想像され る 
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(「宇 南の 成立」 六 四 頁 及 一 六 三頁參 照)。 —— 輻射が 其の 最大値に 達する 迄の 第 一 期間の 長さ は 一 

六 〇〇 萬 年に 亙る と考 へられる。 其 後に も 溫度は 上 再して 行く 11 ^し 其の 輕射 面が 急速に 減少 

する 爲に全 體の輕 射は溫 度が 上っても 此れと 共に 增す譯 に ゆかない。 —— さう して 遂に 最高 溫度 

に 達する。 此の 期間 は 比較的 短く 僅に 四 〇〇 萬 年で ある。 第三 期に は 此の 星の 光力 は續 いて 減じ 

溫度は 降る ので あるが 此の 期間に 三 八 〇〇 萬 年が 經過 する。 さう して 其 次に 最後の 第 四 期と して 

此の 星の 光らない 消えた 狀 態が 非常に 永く 繼繽 するとい ふので ある。 此 等の 計算 は 凡て、 太陽の 

熱 は 其の 收縮 によって のみ 發生 するとい ふ 假定に 基いた ものであって、 さう して 此の 假定は 多分 

可な り 本質的に 事 實に合 はない もの だと 思 はれる。 それ は、 此 場合に 一番 重要な 役目 をつ とめる 

もの は 恐らく 收 縮ではなくて 化學 的の 過程で あらう と 思 はれる からで ある。 

リツ ク ー の 計算の 結果で は、 太陽が 或る 遊星と 衝突しても それが 旣に 光の 消えた 狀態 にあった 

場合に は それによ つ て 挥 び 新生 命に 目覺 める とい ふこと は 出来ない ことにな つて 居る。 それで 遊 

星が 太陽に 墜落 衝突す る ことによって 太陽系が 再び 覺醒 するとい ふ 力 ントの 詩的な 夢想 は實 現し 

難い やうで ある。 此の 有名な 哲舉者 はかう 云って 居る。 rg 一えない、 又 燃え 切って しまった 物質" 

例へば 灰の やうな ものが 表面に 堆積し、 最後に は 又さ氣 が缺乏 する 爲に 太陽に は 最後の 日が 来る _ 

さう して 其の 火焰が 一 度 消えて しまへば 今迄 全 宇 {£ 殿 f の 光と 生命の 中心であった 太陽の 所在 は 
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永遠の 闇が 蔽ふ であらう。 いよ./ \沒 落して しま ふ 迄に は 其の 火焰は 幾度 か 新しい 裂 罅 を 開いて 

再び 復活し ようと あせり、 多分 幾度 か は 持ち直す こと も あるで あらう。 此れ は 二三の 恆星が 消失 

したり 叉 再現した りする 事 實を說 明す るか も 知れない。」 「神の 製作 物の 偉大な ものにさ へ も 無常 

を 認めた と 云っても 別に 驚く に は當ら ない。 有限なる もの、 始め あり 根源 ある もの、 凡て は 其自 

身の 中に 其の 限定的な 本質 の 表徵を 具へ てゐ る。 それ は 滅亡 I . 終局 を もた なければ ならない。 

祌の 製作の 完全 性に 現 はれた 神の 屬性を 讚美す る 人々 の 中で も 最も 優れた 彼の 一一 ュ，， 'トン は、 自 

然界の 立派 さに 對 する 最も 深い 內 察と 同時に 神の 全能の 示 顯に對 する 最大の 畏敬 を もって 居た の 

であるが、 その 一一 ュ ー トン で すら 蓮 動の カ學 によって 示された 本来の 趨向に よって 此の 自然の 沒 

落の n の來る こと を豫 言し なければ ならなかった c」 「永遠なる もの 、無限の 經過 にも、 遂に は、 

此の 漸近 的な 減少の * に、 凡ての 活動が 終熄して しま ふ 最後の 日が 来ない 譯には ゆかない c」 

「さらばと 云って 或る 一 つの 宇宙 系が 滅亡しても それが 自然界に 於け る實 際の 損失で あると 考 

へる に は 及ばない。 此の 担 夫 は 他の 場所に 於け る過剩 によって 償 はれる ので ある c」 卽、 カント 

の考 では、 銀河の 中心 體 附近に ある 諸 太陽が 消燼 する 一方で、 遙に 離れた 宇宙 星雲から 新しい 太 

陽が 幾つ も 生れる ので、 生命の 所在た る 世界の 總數は 絶えす 增 加しょう として 居る とい ふので あ 

る。 それでも、 カントに 取って は 太陽と 其れ を 取 卷く諸 遊 „ 化が 此の 銀河の 中央で 未来-水 劫 死んだ 
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儘で 止って 居る と考 へる の は 矢 張 遺憾に 思 はれた。 それ は 合理的な： 大然の 施設の 行き方と 矛 15 す 

る やうに 彼に は 思 はれる のであった。 「^しな ほ 最後に こ、 にもう 一つの 考へ 方が あって、 それ 

は 確ら しく も あり、 乂祌の 製作の 記述に ふさ はしい もので もあって、 さう して 此の 考へ 方が 許さ 

れ るので あったならば、 自然の 變 化の かやうな 記述に よって 生す る滿 足の 念 は 愉悅の 最高 度に 引 

上げられる であらう。 渾沌の 巾から 整然たる 秩序と 巧妙な 系統 を 作り出す だけの 能力 を もった 自 

然が、 其の 運動の 減少の 爲に陷 つた 第二の 渾沌 狀 態から 前と 同 樣に搏 び 建て直され 最初の 組織 を 

更生す るで あらう と 信す る こ と は 出来な いで あらう か。 嘗 て 擴散 し た 物質 の 素 村 を 動 かし 此れ を 

整頓した ところの 彈條 が、 器械の 止った 爲にー H 一は 靜 止した 後に、 に 新な 力で 再び 運動 を 起す 

とい ふこと は 出来ない であらう か。 —— 此れ は 大して 深く 考へ る 迄 もな く 次の こと を 考慮して 見 

れば 容易に 首肯され るで あらう。 卽、 宇 (m 構造 內に 於け る廻轉 運動が 末期に 到って 衰退し 遂に は 

諸 遊星 も 彗星 も 悉く 太陽に 墜落 衝突して しま ふ。 すると 此 等の 夥しい K 大な圈 塊が 混合す る爲に 

太陽の 火熱 は 莫大な 增加を 見るべき である。 殊に、 太陽系 中で も 遠距離に ある 諸球體 は、 吾々 の 

理論の 證 明した 通り、 全 自然界 中で も 最も 輕く又 最も.^ の 生成に 效 2^ ある 材料 を 含んで 居る から 

猶更 さう である。 J 此の やうに して、 材料の 追加に よって 養 はれた 爲に 非常な 勢で g,; え 上る 新し 

い 太陽の 火熱 は、 カントの 考 では、 凡て を錄 初の 狀 態に 引昃 すに 十分であって、 此れに よって 此 
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の 新し い 渾沌から 再び 新し い 遊星 系が 形成せられ 得る とい ふ ので ある。 若し かう い ふ 藝當が 幾度 

も 繰返して 行 はれる もの だと すれば、 もっと 大きな 系、 それに 比べて は 吾々 の 太陽系 はほんの 一 

部分に 過ぎない やうな 銀河系で も、 矢 張 同じ やうに して、 或は 靜 止し 或は 又 呼び 醒 されて 荒涼な 

空間 中 に 新生 命 を 附與す る やうになる であらう。 「此の 如く 其 の 死灰の 中から 再び 甦生 せんが 爲 

にの み 我れ と 我 身 を 燒き盡 す 此の 自然の 不死鳥 (phsnix) の 行方 を 時と 空間の 無限の rai- 迄 追跡し 

て 見れば、 此 等の 凡て を 考へ合 はせ ると こ ろの 靈性は 深 い 驚嘆の 淵に 沈む であらう。」 

當時は 未だ 器械 的熱學 理論 は 知られて 居なかった。 それで カント は疾に 太陽 執 一が 駕燒 (化學 作 

用) によって 保 たれなければ ならない とい ふこと を朧氣 にで も豫 想して 居ながら、 一度 燃え 切つ 

てし まった 物質が 又 何度も/ \- 燃え 直して、 幾度 も 新しい H ネル ギ ー を 生 するとい ふ 假定の 矛盾 

に は氣が 付かなかった。 併し 此の 美しい 哲舉的 詩に 物理 學 の 尺度 を あ てが ふの は穩當 では ある ま 

い。 カントで さへ 此の 詩の 美し さの 餘り にしば らくい つもの 書き 板り を 違へ たので ある。 此の 力 

ントの 立派な 創作 は 畢竟 自然の 永遠 性に 對 する 彼の 熱烈な 要求 を 表 はす もので、 しかも 餘程迄 は 

眞理に 近い ものであるが、 自然 科 學的批 刺の 下に は 所詮 烏 有に 歸 してし まふので ある。 一. 一: 々が 力 

ントの 宇 開 闘 論の 著述 を 讚美す るの は 物理 學的 見地から 見て ではなくて、 寧ろ 其の 企圖の 規模 

の 偉大な 點 にある。 此の 八 止 II を 細密に 仕上げる こと は 蓋し 力 ン トの 任ではなかった ので ある。 
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力 ント の考を 殆ど 其 傣に繼 承した のが 心 靈派折 r- 學 者の デ ュ. プレル (DU  Prel 一 八 八 一 一年) で 

ある。 彼 は 併し 此れ をもう 少し やさしい 形で 表現し、 又 カント 以後に 於け る 天文 學の 著しい 進歩 

の 成果 を も 考慮に 加へ、 さう して 又 カントの 素朴な 目的論 的の 見方 を 避けた。 併し、 消燼 した 太 

陽に 遊星 を 墜落 衝突 させ、 それによ つて 太陽 を 復活 させた こと は同樣 である。 彼 はかう 云って ゐ 

る。 「冷却した 此の 宇 の 死骸が、 遂に は H 1 テルの 抵抗の 爲に無 運動 狀 態に 移り行くべき 中心 

系と 合體 する 迄、 空間 を 通して 幽靈の やうな 歩み を鑌 ける であらう とは考 へられない。 寧ろ 星團 

形成の 根 原と なるべき 原始 星雲 は 一 つの 星圑の 凡ての 虽が 合致した もので、 其 等の 運動が 熱と 光 

に變 化し 其 結 として 凡ての 物質が W び 曰せ 雲狀態 となる やう な 溫度を 生じた と考 へた 方が よい。 

i 兹で 吾々 は怫敎 徒の 所謂 カル パス fKalpas) の 輪廻 を 想 出さない 譯には ゆかない。 それ は實 

に 一 〇〇 萬 年の 何十 億 倍と いふ やうな、 水い 期 問であって、 宇宙が 一 時 絶滅して は 幾度と なく 相次 

いで さう いふ 輪廻 を 繰 返す ものである。」 併し、 —— デュ . プレルの 說 では 11 更に 詳しく 考究 

して 見る と、 全 宇宙が 同時に 靜 止して しま ふとい ふこと はない ので、 或る 場所で 生命の 消滅した 

處が あれば 他の 何處 かで は 見事な 生命の 花が-咲き 盛つ て 居る とい ふこと が 分る。 「ベ ネ ^" ベ が晝 

間 自分の 緩った 織物 を 夜の 間に 解き ほごす と 同様に、 自然 も 亦 時々 自分の 制作した もの を 破壞す 

る。 さう して 其の 織物 を 完成しょう とい ふ 意 S 心が あるか どうか l^il ；々 に は 窺 ひ 知る 事が 出来ない CJ 
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r 壞滅の 後に 各.、 の虽 では 新しく 進化が 始まる。 さう して、 過去の 彼方に 退場す る 宇宙 諸天體 

を 引 くるめた 全應史 は、 地球上の！^:々 の 立場から は； a 想す る 事 も 出来ぬ 深い 闇に 蔽 はれて しま ふ。 

さう して 何時の 日に なっても、 吾々 と は 違った 人種、 Iq-" 々よりも もっと 高い 使ん 叩 を もった 生物が 

地球の 遣產を 相辏す る やうな こと はないで あらう し、 又 人間の 此れ迄に 成就し た 何物 も 其 儘 に 他 

の 者の 乎に 渡る こと はないで あらう OJ 此の デュ • プレル も 亦メ— ドラ ー (Ivscller) と 同 樣にプ 

レ ャデ ス の 七星 (plejaden 昴 宿) が、 宇宙 中心 系であって 我 太陽 は 其の 周圍を 廻つ て 居る ものと 

した。 し 此の 考は 後に ベ ー タ I ス (A.  K  peters) の 研 | 凡の 結 から 全く 棄 てられなければ な 

ら なくなった C 

「此の やうに、 宇宙 間に は、 S 力に よる 蓮 動から 熱へ、 熟から 又 {41 間 運動へ と 無窮に 變 轉を續 

けて 居る。 その 變遷の 途中の いろくの 諸相が 相 並んで 共存す るの を 見る ことが 出来る。 卽、 一 

方に は 火焰に 包まれた 天體の 渾沌た る 一 群が 光輝の 絶頂で 輝いて 居る かと 思 ふと、 叉 一 方で は^ 

落し か k つた 星團 があって 其 中に 見える 變 光星 は 衰亡の 近づいた こと を 示して 居る。 又 其の 傍に 

はもう 光 を 失った 太陽が 最後の 努力で もう 一 度 ま 一 え， 上り さう して 凍結の 運命 を 免 かれよう として 

_ 居る のが 見られる。 又 或 場所で は 輪郭の 明白な 星雲 球の 中に、 もう 旣に 最初の 太陽の 萌芽が 見え 

はじめて 居る かと 思 ふと、 他の 方面で は 精總な 構造 を もって 居た 諸 太陽系が、 ；冉び 不定 形の 瓦斯 
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團 となって { 仝 間に 擴散 されて 居る。 しかも 此の 『自然』 の 仕事 は 丁度 彼の シ シ フォス (Sisyphus) 

の それの やうに、 何時 迄 も/ \始 めから やり直し/ \ される ので ある。」 

デュ . プレル は 星雲から 遊星 系へ、 又星圑 への 進化 を 考究す るに 際して ダ ー ウィン 流の 見方 を 

導入した。 吾々 の 遊星 系の 諸 球 體は實 に 驚嘆すべき 安定 度 を 享有して 居る。 それ は 彼等の 軌道が 

殆ど 同心 圓に 近く、 從 つて 相互 衝突の 心配がない からで ある。 併し 丁度 かう いふ 都合の 好い 軌道 

の 關係を 有たなかった 遊星が あつたと すれば 其 等 は； A に 衝突 を 来たし、 其 結 El- はもつ と 都合の 好 

い 軌道 を もった 新しい； 大體を 作る か、 さもな くば、 結局 叉 太陽に i.i 落し 沒 人して しまった であら 

う。 此の やうに して、 衝突の 保險 のっかな いやうな 軌道 を 動いて 居た 遊星 は 段々 に 除去され、 さ 

うして 最後に 現在の 非常に 「合 R 的」 な 系統が 出来 上った。 此の 系統の 餘 りに 驚くべき 安定 度 か 

ら、 一一 ュ ー トン は 何物 か 理性 を 具へ た 或る 存在が 初めから 此等 凡て を 整理した もの だとい ふ假定 

を 必要と 考 へたので あった。 此の デュ • プレルの 思考の 徑路は 甚だ 尤もらしく 見える ので あるが、 

實はカ ント の考に 近代的で、 ~ かも 特に 美しく 人好きの する 衣裳 を 着せた に過ぎないの である。 

デュ . プレルの 考 は又ル クレチ ウスが 次の 諸行に 書き 殘 した 考 にも 通す る ものが ある (「物の 

本性に 就 いて」 De  Rerum  Nats-a 卷ー、 一 〇 ニー— 一  〇 二八)。 

「まこと は、 原始 諸 物質 は 何等の 智惠 ある 考慮に よ つ て それ， <\ 適 {Hi の 順序に 排列され たも の 
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ではなく、 又 相互の 運動に 關 しても 何等の 豫 定計畫 があった わけで はない。 此 等の 多くの もの は 

樣々 に變 化し 相互の 衝突に よって 限り もな き あらゆる 『凡て』 に遂ひ やられ 結び 合 ひ、 あらゆる 

運動 あらゆる 結合の 限り を盡 しつ \、 最後に 到達した 形態と 位置が、 今の 服 前の 創造物と しての 

森羅萬 象の 總和 である。」 

力 ン トゃデ ュ . プレル の考へ たやう に 諸 遊星が 將來 其の； 連動 を 沮止す る 抵抗の 爲 にいつ か は 太 

陽に 向って 墜落す る ものと しても、 シュ (Roche) が證 明した やうに、 太陽からの 距離 を異 

にす る 各部 分に 及ぼす 重力の 作用の 不同な 爲に、 例へば 太陽 近く 迄來る 彼の ビ H ラ彗星 (Bielas 

woset) の 如き 彗星と 同様に 破碎 される であらう。 此の 破 碎に當 つて 疑 もな く 猛烈な 火山 噴出が 

起り 其 結果と して、 當時 太陽 は旣 に消燼 して 居ても それに 拘ら す、 碎 けた 破片 は 一時 灼埶 ー狀 態に 

達する であらう。 併し 此の 灼熱に よる 光 は 多分 弱い ものであって 吾々 の 遊星 系 外から は 望見す る 

ことの 出来ない 程度に 過ぎない であらう。 胖 しもし 其 時に 太陽が 未だ 光 を 失って 居なかった とし 

たら、 遊星 は 熔融して 灼熱され た粘撓 性の 質 塊と なる であらう から、 餘り 激烈な 變動を 起さす に 

樂に 其の 破片 を 分離す る こと が出來 るで あらう。 いづれ にしても 破碎 され た 遊星 は 隕石 塵 の や う 

に靜に 太陽に 落下す るので、 其爲に 太陽の 物理 的狀態 に 著しい 變化を 生す る やうな こと はないで 
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あらう。 それで 吾々 は カント 並に デュ . プレルの 開闢 論 を 嘆美 はする が、 共の 物理 學的根 據を承 

認 する わけに ゆかない。 彼等の 體系は 彼等が 考 へたと はどうに かちが つた 風に して 實 現されな け 

れ ばなら ない。 
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4 

X 開闢 論 に 於け る 無限の 觀念 

以上の 諸 章で は 主として 科學 的な 方面の 問題 を 論じて 来たが、 此處 では 少し 方面 を かへ て、 お 

學 的の 問題、 殊に 無限の 觀 念に 就いて 述べようと £ 心 ふ。 此の 問題の 解釋に 就いては 從 來哲學 者の 

貢獻も 甚だ 多い ので ある。 今、 例へば シリウスの 如き 恆 星が どれ 程遠 距離に あると しても、 それ 

よりもな ほ 遠い 恆 星が 矢 張 存在す る。 さう して、 もし 或る 谊 星が 最 遠で 最後の ものであると 考へ 

ると しても、 其の 背後に は 矢 張 空間の あると いふ 考が 前提と なって 居る。 此れ は 何處迄 行つ て も 

同じ ことで ある。 それで 穴. - 問の 際限が 考へ られ ない と 同様に 又 時の 限界 も考へ る こと は 出来ない。 

どれ 程遠い 昔に II つて 見ても、 矢 張 其 以前に も 時が あつたと 考 へる 外 はない。 同様に 又 時の 終局 

とい ふ もの も考へ る 事が 出来な い。 換言すれば 空間 は 無限で あり 時 は 永久で ある。 

然る に 五 n 々の 思考力 で は 無限 の 空間 や 無限 の 時間と い ふ 觀念を 把握す る ことが どうして も出來 

ない。 それでこそ 人間 は 爆、、 宇宙 を 有限と 考へ、 時には 初の ある ものと 考 へようと 試みた であら 

う。 此れに 就いては 古代 バビ a  ニァ 人の 考へ方 を 擧げる ことが 出来る。 


遷變の 觀窗宇 的學科 るた 見 に 的史 


i 仝 間 は 無限な やうに 見える けれども 實は 有限で あり 得る とい ふ 意見 は 奇妙に も 此れ迄 色々 の 入 

によって 唱道され た。 其 中に 有名な 數學 者の リ ー マン (Riema  一一  n) の 如き 又 偉大な 物理 學者 ヘル 

ム ホルツの やうな 優れた 頭腦の 所有者 も 居た。 地球が 球形 をして 居る 爲に 海面が 曲って 見え、 數 

哩の 沖に ある 島を對 岸から 見る と 濱邊は 見えないで、 高い 處の樹 の 頂 や 岩な どが 見える だけ だと 

いふ こと は 能く 知られた ことで ある。 併し 折々 は 大氣が 特殊な 狀 態になる 爲に 島の 濱邊迄 も對岸 

から 見える やうになる ことがある。 此れ は 空氣の 密度が 上層から 下層へ 增す 其の 增し 方が 急な 爲 

に 光線が 恰も プリ ズ ムを 通る ときの やうに 曲る 爲 である。 此の やうに 氣層 密度の 下方へ の增 加が、 

特別な 場合に 丁度 好都合な 狀態 になれば、 地面に 平行に 發 した 光線が 屈折され ながら 斷 えす 地面 

に 平行し つ  > け、 さう して 海面と 同じ 曲率 を もって 進む やうに なること も 可能で ある。 そこで も 

し 或 人が 地平線の 方 を 見ようと すれば 其の 視線 はぐる りと 地球 を 一と 廻りす る。 さう して、 云 は 

ば 自分で 自分 の 背中 を 眺め る こと が出來 る わけで ある。 勿論 實際 は 自分の 姿 を 見付ける 事 は出來 

ないで あらう が、 併し 此の 人に とって は 地球 は、 或は 正しく 云へば 海面 は、 全く 平板な、 さう し 

て 凡ての 方向に 無限の 遠方に 擴 がる 面で ある やうに 見える であ. らう。 

こ k で： ，13 々は 次の やうな こと を 想像す る ことが 出来る。 卽、 光線が 空間 を 通る 際に 何等かの 原 

M で 屈折 するとす る。 さう して 例へ. ば 眞上を 見ようと 思 ふ 時に 其の 視線 は眞 直に 無限の 上方に 向 
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はないで 地球の ま はりに 彎= ^する 爲に 地球の 反 對側を 見る やうになる。 勿論 此 場合で も！ <^〔 々は實 

際 視線 上に 地球 i 擊 する こと は 出来ない であらう。 何故かと 云へば 地球の 反對 側からの 光が、 

さう して 吾々 の 眼に 達する 迄に 經過 する 道程 は、 吾々 の 見る 如何なる 谊 星の 距離よりも 遠い から 

である。 し 兎も角も 此際 光線が 描く と考 へられる 圓 上の 最も 遠い 點 よりも もっと 遠くに ある 

星 は 如何にしても 吾々 に 見えない であらう とい ふこと はこれ で 容易に 了解され るで あらう。 

かゃぅに1^|"々は或 一 定の 距離 —— 勿論 非常に 大きい が 兎も角も 有限な 距離 —— 以內 にある やう 

な 宇 {£ の 一部分 だけ を 見て 居る 場合で も、 吾々 のつ もりで は、 地球上. から 凡ての 方向に 眞 直に 無 

限の {!^- 間 を 吸いて 居る やうに m 心 はれる であらう。 それで、 * 吾々 は {t^ 間が 無限で あると 主張す る こ 

とは出來なぃ！：^^でぁる。 少 くも 五！：々 の 知覺の 可能の 範圍內 では そんな こと は 云 はれない 譯 である „ 

ヘルムホルツ の考に 據れば 玆に考 へた やうな 可能性が 實存 する かどう か は 天文 學 者の 手に よつ 

て檢査 する ことが 出来る 箸で ある。 然も 此の 考は實 際上恆 星の 觀 測と は 符合し 難いので ある。 併 

し此 やうな 檢査は 初から 不必要で あらう と 思 はれる。 地球上で 其の 表面に 沿うて 光線の 屈曲す る 

の は溫度 分布の 關 係から 視線の 上と 下と で 签氣の 密度と 屈折率の 差違の ある 爲に 生す る 現象で あ 

るが、 光 を 運ぶ H  .1 テル の 場合に は 其の 密度 や 屈折率が 光の 放射 方向に 對 して 如何なる 向きに で 

も、 少しで も 不同 を 示す であらう と考 へさせる 様な 確 證はー つも 考 へられな いので ある。 それで 
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{41 間中で 視線が 徐々 に 曲る であらう とい ふ 假定は 全く 不自然な ものである。 從 つて 此の 考は 前世 

紀の 中頃 暫くの 間 は 非常な 注目 を ひいた けれども 其 後 は 全く 拾 てられて しまった。 殊に 此の 考は 

科學的 見地から 見て 新しい もの を 生み出す と い ふ生產 能力が 缺 けて 居た からで ある。 此れに 關し 

て 興味 を もつ 人 は 丁 抹人ク D 1 マン (Kromanr- 米人ス タ 口  (stallo) 並に 有名な 佛國 數學者 ボア 

ン カレ (P0incar6) の 著書 を 見れば 此の 問題に 關 する 總括的 批判的の 研究 を 見出す であらう。 玆 

では 唯 此の 古い 考の 筋道 だけ を 述べる に 止めて おく。 

恆 Eif の數が 無限で あるか どうかと いふ こと も 昔から 論爭の 種であった。 アナ キシ マンド a ス、 

デモ タリ トス、 スゥ H デン ボルク 及 カント は 此れが 無限で あると 考 へた。 併し 若し. e 星が 略 一 樣 

に 空間 中に 分布され て 居り、 さう して 吾々 の 太 ii 附近に 甚 しく 集中して 居る ので はない としたら 

どうで あるか、 其 場合に は滿 天が 伎 星と 同じ 光輝で、 多分 太陽よりも 强ぃ 光輝で 照され、 さう し 

て 地球上の 凡ての もの は 燒き盡 されて しま ふで あらう。 吾々 の觀 測す る諸谊 星の 溫度は 一 般に太 

陽より 高い ので あるが、 凡ての 天體の 平均 溫度 がさう であった としたら かくなる 外 はない ので あ 

る。 然るに 實際は 地球が 燒き盡 されないで 濟んで 居る の は 何故か。 此の 理由 は 二通り だけ 考 へら 

れる。 先づ、 星 は 吾々 の 太陽の 附近 だけに 集中して 居て、 空間の 彼方に 遠ざかる 程 稀に なって 

居る のか も 知れない。 不思議な ことに は、 大概の； 大文舉 者 は 此の 甚だ 非哲學 的な 考に 傾いて 居る 
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やうに 見える。 併し 此の 考は 輕射壓 とい ふ もの、 存在が 認められてから は 最早 支持され なくなつ 

た。 それ は、 假令 凡ての 太陽 恆 星が 嘗て 一度 は 或る 一 點、 例へば 銀河の 中心の 附近に 集中して 居 

たと しても 無限な 時の 經 過のう ちに は 此の 壓 力の 爲に無 際限の 空 に 撒き散らされて しまった 害 

だからで ある。 

それで 此の 第一 の 理由が いけない とすれば もう 一 つの 假定に 據る外 はない。 卽、 輻射線 を發し 

て 居る 諸. e 星に 比べ て 非常に 保溫 度で、 叉 莫大な 擴 がり を もった 暗黑な 天體が 多数に 穴 r 一間 內 に：：^ 

在す ると 考 へる。 卽、 寒冷な 星雲で ある。 此れ は 外から 來る蝠 射 熱 を吸收 して 膨脹し、 さう して 

冷却 するとい ふ 奇妙な 性質 を もって 居る。 膨脹す る 際に 最大の 速度 を もって 居る やうな 瓦斯 分子 

は彈き 出され、 その代りに 此の 星雲 內 部の もっと 密集した 部分からの 瓦斯 質量が 入れ 代 はる。 此 

の やうに して 外方へ 流出す る 瓦斯 は 附近に ある 谊 星の 上に 集められ、 H ネル ギ ー は 段々 多く 此の 

流出 瓦斯に 集積され、 同時に H ント。 ピ ー は 減少 するとい ふので ある (「宇宙の 成立」 一七 五頁參 

照)。 

それで =M 早 無限 空間 中に 於け る恆 星の 數は 無限で あると 考へ るより 外に 途 はない ことになる。 

ところが、 暗 黑體に 遮られ 隱 されて 居る もの 以外の 凡ての 星 を 吾々 が 現在 知つ て 居る かと 云 ふと 

決して さう ではない。 光舉器械の能カが增すに從っ て次第に常に新しぃ宇^£{仝間が新しぃ^星の 
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大群 を 率ゐて 吾々 の 眼前に 見參 して 來る。 尤も 此 等の 伎 星の 增加は 器械の 能力で 征服され る 空間 

の增 加と 同じ 率に はならないで それよりも 著しく 少ない 割合で 增 して 行く。 此れ は 多分、 少 くも 

一部 は、 暗 黑體の 掩蔽 作用に よる かも 知れない。 

物質 界が 不滅 或は 永遠で あると いふ 考が、 原始的 民族の 間に も朧氣 ながら 行 はれて 居た とい ふ 

こと は、 彼等の 神話の 構成の 中に 窺 ふこと が 出来る。 一般に 永遠の 昔から お 在す る 渾沌 もしくは 

原始の 水と 云った やうな ものが 假定 されて 居る のが 常で ある。 此の 考 のもう 少し 熟した ものが デ 

モク リ トス 並に ヱムべ ドク レスの 哲 學の歸 結に 導いた ので ある、 ところが 中世の 間に、 物質 界は 

或る 創造 所業に よつ て 虚無から 成立した と い ふ 形而上 學 的の 考が 次第に 勢力 を 得て 来た。 此の や 

うな 考はデ 力 ル ト —— 尤も 彼 自身 それ を 信じて 居た かどう か は 不明で あるが —— にも、 彼の 不朽 

の 二 ュ I トンに も、 又 彼の 偉大な 哲學者 カントに も、 又す つと 後代で はフ H ィ I  (Faye) にも ゥ 

オルフ (C.  wolf) にも 窺 はれる。 併し 鬼 も 角 も 物質 は 其の 全量 を 不變に 保存しながら 徐々 に 進化 

を經 たも ので あると いふ 主導 的 觀念は あら ゆ る 開闢 論 的 敘說に 共通で ある。 それが 突然 に 存在 を 

開始した とい ふ 假定に は 奇妙な 矛盾が 含まれて 居る。 一 體 宇宙に 關 する 諸問題 を總て 唯一 人の 力 

で 解決し ようとい ふの は 無理な 話で ある。 それで ラプラスが、 自分 は 唯 宇宙 進化の 或る 特別な 部 

分が 如何に 行 はれ たかを 示す に過ぎないので、 他の 部分 は 他の 研究者に 任せる と 云って 居る、 あ 
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の 言葉 の 意味 はよ く 分 つて 居る。 併し かう いふ 明白な 繩張り を 守る こと を 忘れ て 超自然的な 解說 

を敢 てした 人も少 くない。 さう いふ 人々 は 自然 方 則の 不變 i (二 五 四 頁 並に 註參 照) とい ふ 明白な 

ス ピ ノ ザ の 規準 を 見捨て 、しまって 居る ので ある。 ス ベ ン サ 1 (spencer) も 此點に 就いては はつ 

きりし P 居て 「此の 可視 世界に 始めが あり 終りが あると はどうしても 考へ る こと は 出来ない」 と 

云って 居る (一 一 五 四頁參 照)。 

(註) 大哲 學者ス ピノ ザ は 一 六-ニー 年に ァ ムス テル ダ— ムに 生れ 一 六 七 七 年に 同市で 死んだ。 彼の 生涯の 

運命 は 彼 時代 以來 文明の 進步が 如何に 甚し いもので あるか を證 明す ると 思 はれる から 玆に簡 單な物 

語 を 誌して 置かう。 彼の 雨 親 はもと 葡萄牙の 猶太 人で、 宗教裁判の 追究 を 遁れて 和 蘭に 來た。 此の 

異常な 天 才を もった 靑年 は赏時 の 猶太 敎 の敎 理に對 する 疑惑に 堪 へられなかった ので、 その 爲に同 

敎徒 仲間から 虐待 さ れて 居た。 たうとう 彼等 は澤 山な 賠償金 迄 出し て 上？ r だけで も 猶太 敎理 を 承認 

する やうに 無理に 說 得しようと 試みた。 併し 彼 は 此の 中 出を輕 侮と 共に 一 蹴した ので、 彼等 は 遂に 

刺客の 手で 片付けよう とさへ した。 さう して 彼 を 插太敎 徒 仲 問から 驅逐 したので ある。 其 後 は光學 

用の レ ンズを 磨いたり して 辛うじて 生計 を營 みながら、 彼の 大规模 の 哲學的 著述 を 創造した。 

ス ベン サ ー が 此れ を 書いた ときには、 旣に エネ ルギ ー (當時 は 力と 云って 居た) の 不滅 說も、 

又 ラボ アジ ヱ ー (Lavoisier) の實驗 によって 證 明され た 物質 不滅の 方 則 も 十分に 承知して 居た。 
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此の 物質 不滅と いふ 考は實 は あらゆる 時代に 行 はれて 來 たので ある が^し 固より 此れに 關 して 何 

等 明瞭な 考 はなかった ので ある。 過去 一〇 年の 間に、 物質 (重量で 測られる) が破壞 される 事 も 

或は 可能で はない かとい ふ 疑問が 折々 提出され た。 此れに 關 する 主要な 仕事と して は、 ランドル 

ト (Landolt) の 行った 二、 三の 非常に 精密な 實驗が ある。 それ は 二つの 物體が 相互に 化學的 作用 

をす る 際に 其の 全 重量が 果して 不變 であるか どうか を驗 しょうと いふので あった。 ラ ンド ル トは 

若干の 場合に 僅少な、 併し 實驗 誤差より はいくら か 大きい 位の 變化を 認めた ので あるが、 更に 繰 

返し 實驗 を續 けた 末に、 此の 重量 變化 は單に 見掛け 上の もので あり、 實は 化合 作用の 間に 起る 溫 

度 上昇が 緩徐に 終媳 する 爲 にさうな るので ある、 とい ふ 意見に 到達した。 それで 吾々 は 十分 完全 

な 根據を もって、 化 學 者の 多様な 經驗の 結果 は 物質 不滅と いふ 古来の 哲學 者の 考を 確證 すると 明 

一一 =n する ことが 出來 るので ある。 

開闢 論 に關 する 問題 を 論す るに 當 つて 物質が 突然に 成立した ものと 假定 する 學者 達が い づ れ も 

其の物 質 系統に 時間 的 終局 を 認めない の は 妙な ことで ある。 此れ は實に 了解し 難い 自家撞着で あ 

る。 例へば 黄道の 北側に ある 星の 數は 無限 だが 南側の は 有限 だと 主張す るのと 同じ 位 了解し に 

くい 考 である。 此れに 對 して 或は 次の やうな 異議 を稱 へる 人が あるか も 知れない。 卽、 或 種の 概 

念で は 或る 一 點 から 或る 一 つの 方向に は 無限 を假定 する が、 同點 から 反對の 方向に は 全く 繼鑌が 
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ない と假定 する 場合が ある。 例へば 溫度 は絡對 零度から 上方へ は 無制限で あるのに、 零度 以下 卽 

反對の 方に は 溫度は 存在し ない、 此れと 同じで はない かとい ふので ある。 

此れに 對 して は 次の やうに 云 はれる。 先づ、 負の 方向に 無限大の 溫 度が 存在 するとい ふ 假定を 

含める やうな 溫 度の 尺度 を 作る こと は 決して 不可能で はない。 それに は 例へば、 攝氏 零下 二 七三 

度から 數 へた 溫 度の 對數を 取って、 此れ を溫 度の 示度と すれば それだけ でもよ いので ある。 併し、 

又 一方から 考へ ると、 溫 度なる もの は 分子の 或る 運動に 歸 因す る ものと 想像され て 居り、 負の 方 

向へ の 或る 運動 は 正の 方向へ の 同じ 運動と 完全に 同價 値と しなければ ならない ので、 此の 理由 か 

らして、 絕對的 無 運動よりも 以下の 狀 態になる とい ふこと は 不可能で ある。 此れ は 丁度 負の 質量 

とい ふ もの を考 へる ことが 出来ない と 同様で ある。 然るに 負の 時 (卽、 過去った 時) とい ふ もの 

は考へ 得られる のみなら す 寧ろ 考 へない 譯には ゆかない。 それ だから、 物質の 未来に 於け る 永遠 

性 を 口にしながら、 過去に 於け る それ を 云 はな いのは 自家撞着の 甚し いもの だと いふので ある。 

前に 引用した ス ぺ ンサ ー の 所論の 中に も 云って ある 通り、 物質の 創造 を考へ る ことが 不可能な 

と 同様に 又 H ネル ギ ー (力) の 創造 を考 へる 事 も 不可能で ある。 此點に 就いても、 自然 科學 によ 

つて 諸 概念が 未だ 淸算 されなかった 頃の 哲學 者の 頭に は 曖昧な 觀 念が 浮動して 居た。 デカルト、 

ビ ユッフ オン、 カントの みならす 大概の 十 " の 開闢 論者の 著述の 中には H ネル ギ ー の 不滅に 關 する 
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暗い 豫感の 痕跡と いった やうな ものが 見出される のが 常で ある。 デカルト 並に カント は、 太陽の 

灼 執ー狀 態が 持續 される 爲に はどうしても 何等かの 火の 存在が 必要で ある こと を 述べ て 居る。 さう 

して 此の 火 を 燃やす に は {仝 氣が 必要 缺く ベから ざる ものと 考 へられて 居た ので ある。 ビ ユッフ ォ 

ンは又 「矢 張 灼熱して 居る 他の 諸 太陽 は 吾々 の 太陽から 取って 居る と 同じ だけの 光熱 を 送り返し 

て 居る」 とさへ 考へ て 居た。 卽、 彼 は 一 種の 熱 平衡 を考へ て 居た ので あるが、 惜しい ことに は、 

此の 關 係に 就いて 此れ 以上に 立 入った 研究 はしなかった。 

此の 關 係に 就いて 始めて 此れ 以上の 深い 省察 を 仕遂げた の は 前世紀の 初に 現 はれた 天才 サ ディ. 

カル ノ，'  (sadi  casot) である。 併し 彼の 夭死の 爲に 彼の 著述 は 一 部分し か 出版され す從っ て 

世に 知られる に 到らなかった。 さう して エネ ルギ ー 不滅の 原理 は 其 後 マイヤ ー (Mayer)、 ジュ ー 

ル (Jollier コ I ルディ ング (colding.) によって 再び 新生に 呼び 醒 まされ、 さう して ヘルム ホル 

ッ によって 追究され 完成され なければ ならなかった。 注意すべき こと は 此の 五 人の 中で 最後の 一 

人 は 數理的 科攀の 十分な 敎養を もって 居た が、 いづれ も 鬼に 角 職業的 專 門科學 者ではなかった こ 

とで ある。 カル ノ— とコ ー ルディ ング はェ擧 者、 マイヤ ー と ヘル ム ホルツ は醫 者、 ジ ュ ー ルは麥 

酒慷造 業者であった。 それで 此の 發 見に 導いた 根據 をよ く/ \ 調べて 見る と、 それ は 主に 哲學的 

な ものであった。 然も 此 等の 新 原理の 開拓者 等 は 其の 餘 りに 自然 哲學 的な 考の爲 に 酷し い 攻擊を 
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さへ 受けなければ ならなかった ので ある。 科 學者等 はすつ と 以前から、 熟が 物體 最小 部分の 運動 

に歸 因す る ものであると 考 へて 居た。 この 考は デカルト、 ホイ ゲン ス、 ラボ アジ HI と ラプラス、 

义ル ムフォ ー ド (Rumford) と、 テヴィ ー (Davy) によって 言明され て 居る。 この 考に對 立して、 

叉 熱 は 物質的な ものであると いふ 意見が あった。 器械 的熱學 理論の 創立者 は 旣に或 度まで 可な り 

明瞭に 此の 理論 構成の 第 一 段階 を 把握して 居た ので ある。 併し カル ノ ー の 研究で は 執 一機 關の 本性 

に關 する 考察が 主要な 役目 を 勤めて 居る。 其の 熱機關 では 熱が 高溫 の物體 から 低温の 物體に 移る 

ことによって 仕事が 成される。 カル ノ ー に從 へば、 一定の 熱量が 移動す る 際に それが：：！^ 大 可能な 

仕事 をす る やうな 工合に 移動す る 場合に は、 其の 熱 を傳へ る 媒介物が 何で あっても それに は無關 

係に、 唯 其の 高 溫體と 低 體の溫 度が 不變に 保た る，^ 限り は、 成される 仕事の 量 は 凡ての 場合に 

同一 でなければ ならない。 此の 原理 は 叉、 「永久 運動」 (perpetmlm  mobile) をす る 器械の 構成 は 

不可能で ある、 とい ふ 言葉で 云 ひ 表ば しても よい。 此の 言葉の 中には、 仕事と いふ もの は 無償で 

は 得られな いもの だ、 とい ふこと に對 する 此の ェ學 者の 堅い 信念が 現 はれて 居る ので ある。 マイ 

ャ ー の 論文の 中には 「虚無から は 虚無し か 出て 来ない」 と 云った やうな 文句が うよ する 程 あ 

る。 彼 は 頭から 爪先まで： ti 事の 實體 性と いふ 觀 念に 浸されて 居た ので ある。 又コ ー ルディン グは 

次の やうに 云って 居る。 「私 はかう 確信す る。 吾，^ が 此處で 有機 界 にも 無機 界 にも、 又 植物界に 
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も 動物界 にも、 同様に 又 無 生の 自然界 に も 出逢 ふ 諸 自然力 は 宇宙 の 初めから 成立した のみな らす、 

又 創成當 時に 定められた 方向へ 此の {于(£ を 進展させる 爲に 不斷に 今日 迄 作用し 續 けて 来た もので 

ある。」 ジュ， 'ルは 或る 通俗 講演の 中で 次の やうに 云って 居る。 「活力 (vis  viva) の 絕對的 

絕減は 決して 起り 得な いとい ふ こと は先驗 的に 結論す る ことが 出来る。 何となら ば祌が 物質に 附 

與 した 此 等の 力が 人間の 手段で 滅亡 させられたり 又 創 成されようと は考 へられない からで ある。」 

四、 五 年後れ て 現 はれた へ ル ムホ. -ッ の 論文 は 今日から 見れば 實に 物理 擧 上の 第 一 流の 業績と 見 

る ベ きもので あるが、 併し 其當時 最高の 專門雜 誌で あ つたと ころの 「ホッ ゲン ドルフス . アンナ 

1 レン」 (poggendorfs  Arsalen) へ 揭載を 拒まれた。 此れで 見る と、 當 時の 人が 此の 著述の 物理 

學 的の 重要な 意味 を 認めなくて、 單 に哲學 的な 論說 としか 見做さなかった こと は 明白で ある。 と 

ころが、 此の 研究 は 最近 半世紀の 間に 於て 物理 學 のみなら す化學 更に 生理 學の 方向に 於ても 行 は 

れた 非常に 多産 的な 革ん 叩の 基礎と なった。 此れに よって H ネル ギ ー の 不滅、 永遠から 永遠への 其 

の 存立と いふ こ と は、 あらゆる 未来へ かけて 確立され たので ある。 

奇妙な ことに は 此の 科學の 一 分派の 發達は 其 自身の 中に 永劫の 原理に 對 する 否定の 胚芽 を 含ん 

で 居る ので ある。 熱擧 理論の 歸結 として は、 熱 は 自分 だけで は (卽、 其 際 仕事が 成されない 限り 

は) いつでも 高 溫物體 から K 溫物體 に 移る 害で ある。 從 つて、 宇 進化の 徐々 にた どり 行く 道程 
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として は、 あらゆる H ネル ギ I が 分子 運動に 變 つてし まひ、 さう して 全 宇宙の 溫度差 は 全く 平均 

される やうな 方向に 向 はねば ならない 害で ある。 もし さうな つて 終へば、 分子 運動 以外の 凡ゆる 

運動 は 停止し、 さう して あらゆる 生命 は 死滅して しま ふ。 それ こそ 印度 哲學 者の 夢想した 完全な 

涅槃で ある。 クラウジウス (clauslus) は 此の 窮極 狀態. を 「熱 的 死」 (warmetod) と 名け た。 若し 

宇宙が 眞に 此の 熱 的 死に 向って 急いで 居た とすれば、 無限の 昔から 成立して 居た 害の 宇宙 は、 そ 

の 無限の 時間の 間に、 旣に 此の 狀 態に 達して 居なければ ならない 害で ある。 しかるに 吾々 の 日常 

の經驗 すると ころから 見る と 此の 現 世界 は 未だ 此の 悲運に 出會っ て 居ない。 それで 當 然の歸 結と 

し て 永劫 觀念 は根據 のない もの だとい ふこと になり、 宇宙 は 無限 の 過去から 存在して 居る ので は 

なくて、 初 まりが ある、 卽創 成された もので あり 其 際に 物質 も H ネル ギ ー も 成立した ものである 

とい ふこと になる ので ある。 ケ ルヴィ ン卿も 亦 此の 熱 的 死の 學說に 重要な 貢獻を したので あるが 

彼 は 此れ を エネ ルギ， 'の 「散逸」 (zerstreuung..  Dissipation) と 呼んで 居る。 此れ は 器械 的熱學 

論 の 基礎 を 成して 居る 永 劫觀念 に 全然 矛盾す る ものである。 それで 五； I 々は 何とかして 此の 困難 を 

切り 拔 ける 活路 を 求めなければ ならない。 

宇宙が 鬼 も 角 も 或る 進化 を するとい ふ 事が 疑ない ことであって、 しかも 其の 進化が 常に 同じ 方 

向に 進行す ると すれば、 何時か はどうしても 其の 終局に 達しなければ ならない。 もし 終局が 來な 
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いとすれば、 それ は、 進化が 最後の 停止 を 狙って 居る のでなくて 一種の 往復 運動の やうな 風に 行 

はれて 居る ためだと する 外 はない。 かう いふ 風な 考へ 方の 暗示の やうな ものが、 勿論 甚だ ぼん や 

りした もので は あるが、 旣に デモ タリ トス (二八 八頁參 照) にも、 また カントに も 見受けられる。 

カント は 燃え 切った 太陽が 「渾沌と 混淆す る」 ことによって、 卽、 太陽から 放出され た 最も 揮發 

性な 最も 微細な 物質が、 往昔の 渾沌の 殘骸と 思 はれる 黄道光 物質 中に 突 人す る ことによって 「更 

新」 するとい ふ考を 述べ て 居る ので ある。 

カント は、 次の やうな 注目すべき 考を 述べて 居る。 「若しも 此の やうに 創造物が 空間 的に 無限 

であると したら、 …… 、 宇宙 さ 間に は 無數の 世界が あり、 さう して 無 終に 此 等の 棲處 となる であ 

らう。」 更に 叉 彼 は、 太陽が 消燼 してし まって、 中心 體 (可視の 星界 にある と 彼の 假定 した) の 

周 圍の諸 世界 は 滅亡す るが、 すっと そこから 距れた 遠方の 處で 再び 生命 を 喚び 醒 され、 かやう に 

して 生命の 宿る 世界の 數は增 すば かりで あると 云って 居る。 「併し かやう にして 死滅した 世界の 

物質の 始末 は 一 體 どうなる であらう か。 嘗て 一 度 は 此れ程 迄に 精巧な 系統 を 整頓す る ことの 出來 

た 自然の ことで あるから、 も 一度 立 上って、 さう して、 蓮 動の 消失した 爲に陷 つた 此の 新しい 渾 

沌の 中から 甦生す る こと も 容易 だら うと 信じても よく はない か。 大して 熟考す る 迄 もな く 比の 考 

は 肯定され るで あらう。」 カント は、 遊星 並に 彗星が 太陽に 墜落 衝突 すれば 其 際に 生す る 高熱の 
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爲に 物質 は 再び あら ゆ る 方向に 放出され る、 さう して 其 際に 高熱 は 消失す るので 以前のと 同種の 

新しい 遊星 系が 形成され る、 とい ふ 風に 考 へた。 此れと 同様にして いっか 一度 はこれ より 大規模 

な 銀河系 も 衝突 合體 して さう して 新に 作り直される であらう。 彼 は、 かう いふ 過程 は 幾度と なく 

繰 返され 得る わけで、 かくして 「永遠な 時 を 通じ、 あらゆる { 仝 間 を 通じて 到處に 此の 驚異が 行 は 

れる であらう」 と 信じて 居た。 此の 大規模な 空想に は、 しかし 物理 學 的の 根 據が缺 けて 居る (四 

二八 頁參 照)。 クロル (C1.011 一八 七 七 年) は 此れに 反して 原始的 星雲が W 生す る 爲には 消 儘し 

た 二つの 太陽が 相互に 衝突す る ことが 必要 だと 考 へた。 此の 考は其 後 リツ タ I、 ケ ルツ (Kel.z)、 

ブ ラ ゥ ン (Brat-nr ピツカ ー トン (BickertoIl)、 H ク ホルム (Ickholm) 等の 諸學 者に よつ て 追究 さ 

れ たので あるが、 併し 此の 考へ 方の 歸結は 次の やうになる。 卽、 全 宇宙 は 結局 「寒冷で 暗 黑な唯 

一塊の 圑 塊に ならう」 として 其方へ 歩み を 進めて 居る とい ふので ある。 此の 必然の 歸結を 避ける 

爲に は、 何 か 別に 物質 を 離散 させる やう な 力 を 想像す る 必要 が ある。 

此點に 就いて 最も 明瞭な 意見 を 述べ て 居る の は ハ，' バ ート • ス ペン サ ー ( 一 八 六 四 年) で、 彼 

の 考へ方 は 次の やうな ものである。 遊星 系の 進化に は 異種の 力が 協力して 居て、 一方で は 物質 を 

集合 させ、 他方で は 此れ を 離散 させようと 勤めて 居る。 星雲から 太陽、 遊星 及 其の 衛星へ 推移す 

る やうな さう いふ 特定の 進化 期間で は、 此の 集合させる 方の 諸 力が 勝って 居る。 併しい つか 或る 
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日に は、 此の 離散させる 力の 方が 優勢 を 占める やうに なり、 さう して 遊星 系 は、 もと-^ 其れ か 

ら 進化して 來た 昔の 狀態、 卽 稀薄な 星雲 狀 態に 立 還る であらう。 永 い 間 集合的な 諸 力の 支配 を受 

けて 居た 期間と 入れ 代って 今度 は 離散 的 諸 力の 旺盛な 永い 期間が 續く。 「物質が 集合す ると 運動 

の 方 は 離散して しま ふ。 蓮 動が 吸牧 され 集積す ると 物質が 飛散す る。」 「律動 は あらゆる 運動の 特 

徵 である。」 ス ペン サ I は 明らかに、 物質が 集注す る 際 は 其の 相互 接近の 爲に 位置の H ネル ギ— 

が 失 はれ、 又 物質が 離散す る 際に は 再び 位置の H ネル ギ ー が 蓄積され る、 さう して 運動の H ネル 

ギ ー では 丁度 此れと 反 對の關 係になる と 信じて 居た ので ある。 一 11 チ H  (Nietzsche) も 矢 張 同様 

な 意見 を 述べ た ことがある。 

スぺ ンサ ！• の 所說は 確に 大體に 於て は正當 である。 併し 物理 學 者の 方で は、 スぺ ンサ， の 要求 

して 居る やうな 離散 的な 力の 如何なる もの をも實 際に 見出さなかった ので、 彼の 言葉 は 誰も 注意 

しないで それ 切りに なって 居た。 併し 今日で はかう いふ 力が 能く 知られて 居る。 卽、 かう いふ 力 

は 主として 爆發物 類似の 物體の 中に 蓄積され て 居る のであって、 かう いふ ものが 太陽 內 部の 高熱 

高溫 のために 形成され ると 考 へられる。 なほ 此れに 加へ て、 星雲 狀 態の 時代に 於て は 稀薄な 瓦斯 

圈中 の 微塵が 熱 を吸收 し、 從 つて 其の 分子 運動 が增 勢す る爲に 此の 瓦斯 は 空間 中の 凡ての 方向に 

飛散す る。 さう して それが 給 局 は 近くに ある 重い 質量、 特に ぼ 星の H ネル ギ ー を增す ことになる 
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ので あらう。 此の 過程 は、 何よりも 先づ 所謂 H ント a ビ ー の增大 とい ふ 事に 主要な 影響を及ぼす 

ことになる。 換言すれば、 諸天體 間での 溫 度の 平均 を 妨げ、 さう して 「執.； 的 死」 の 到来 を 防禦す 

ると いふ 作用 をす るので ある (「宇宙の 成立」 一七 四 i 一九 〇 頁參 照)。 なほ 此 以外に も、 辐射壓 

なる ものが あって、 此れ も 太陽から 微粒を 空間 中に 驅逐 する 作用 をす るので ある。 

H ネル ギ I 不滅と い ふ 新し い 概念 を 獲得した 結果と して 科學者 達 は 全く 新し い 色々 な 問題 を提 

供され る ことにな つた。 先づ、 太陽が、 あの やうに エネ ルギ ー を 浪費して 居る にも 拘らす 目立つ 

て 冷却す る やうな 形跡 を 見せな いのは 何故かと いふ 疑問 を 起さなければ なら なくなった。 此の 疑 

問に 對 する 答 解と して マイヤ ー は 早速、 太陽の 熱 は 太陽 中に 隕石の 墜落す る ことによって 恆 同に 

保 たれる とい ふ 假定を 出した。 併し 此の 勢力の 源泉 だけで は 到底 不十分で あると いふ ことが、 其 

後 此れに 關 して 行 はれた 討論の 結果 明らかになった (「宇宙の 成立. 一六 一 頁參 照)。 ヘルムホルツ 

は マイヤ I の 假說に 修正 を 加へ、 太陽の 全 質量が 其の 中心に 向って 落下す る、 卽、 全 體が牧 縮す 

る 爲に熱 を 生じる と考 へたが、 此れ も 同様に 不十分で ある。 此の ヘルムホルツの 考は 通例、 太陽 

が 星雲の やうな 狀 態から 收 縮して 出來 たもので あると いふ ラプラ ス の 假說の 最上の 根據 とされて 

居る ので ある。 併し 此の 考に從 へば、 太陽が 現在の やうな 強度で 熱 を輕 射す る やうに なって 以来 

今日 迄 約 一 一 〇〇〇 萬 年より 多く は經 過し なかった とい ふこと になる。 
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併し 此れ は、 地質 學 者の 推算に 從 へば、 最古 (カム ブリア 紀) の 化石 類が 海底に 沈積して 以来 

今日 迄に 經 過した 害の 時間と 全然 一致し ない。 卽、 此の方の 推算で は 一億 年 乃至 一 〇 億 年 か \ つ 

た 害で あり、 さう して 人類の 出現 以来 約 一 〇 萬年經 つて 居る らしい ので ある。 此れが 動機と なつ 

て英國 では 地質 學 者と 物理 學 者の 間に 劇しい 論爭が 起り、 物理 學 者の 中で も 地質 學 者の 方に 加擔 

する 人々 があった。 此の 論爭は 併し 當然 地質 學 者の 勝利に 終った。 彼等が ちゃんとした 積極的な 

論據を 握って 居る のに 對 して 其の 反對 者の 方 は 主として 太陽が かやうな 事情の 下に 何處 からどう 

して 其の H ネル ギ ー を 得て 居る か 了解が 出来ない とい ふ 消極的な 論據 しか 持 出せなかった ので あ 

る。 私 は 此の 問題に 對 する 解釋の 鍵と して 一般化 學 作用 は それが 高 溫で行 はれる 程 益、、 多量の 熱 

を發 生し 得る とい ふ 事 を 指摘しょう とした。 一 例と して 玆に 一 瓦の 氷の 溫度を 零下 一 〇 度から 次 

第に 高めて 行く 場合に 如何なる 過程 をと るか を考 へて 見る。 零度に なると 融けて 水に なり、 其 時 

約 八 〇 力 a リ I を 消費す る。 一 〇〇 度で は蒸發 して 約 五 四 〇 力 a リ I を 消費す る。 更に 高溫 にな 

つて 約 三 〇〇〇 度と なると 水 蒸氣は 水素と 酸素と に 分解して 其 爲に約 三 八 〇〇 力 リ ー の熱を 使 

用す る。 然るに 此れ だけで もう 化學 作用が 終った と考 へる の は 間違 ひで あるか も 知れない。 何と 

ならば、 此れ 以上の 高 溫度を 得ようと しても 吾々 の 實驗的 手段で は 達する 事が 出来ない からで あ 

る。 併し 非常な 高溫 度に なれば 水素 も 酸素 も 何十 萬 力 El リ I を 使用して それぐ 原子 狀 態に 分解 
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する であらう とい ふ 事 は ど^ 實と思 はれる ので ある。 そこで、 原子と いふ もの は 最早 それ 以上 

分割す る ことの 出來 ない ものである 以上、 此れまで i -、 もうあら ゆる 化學的 過程 は 終局した の だ、 

と 多くの 人 は 云 ふで あらう。 併し 科畢は 此れに 答へ て 否と いふ。 原子 は 又 別に 新しい 結合 を 始め 

さう して 莫大 の 熱量 を 使用す る ことになる かも 知れ ない。 ラ ヂゥム が 不斷に 熱を發 生す ると いふ 

事實 をキュ リ ー (curie) が發 見した の は 漸く 數年 前の ことであった。 それ以来 ラヂ ゥム 化合物 は 

へ リウ ムを 放出し、 其 際 ラヂゥ ム 一 瓦 毎に 約 一 一 〇〇 億 力 a リ ー の 熱量 を發 生す る 事， が發 見され た。 

高溫 度に 於て は 此の 過程が 此れ だけの 途方もない H ネル ギ ー を 消費して、 逆の 方向に 行 はれな け 

れ ばなら ない。 尤も 此の 過程に 就いては 極く： 取 近に やっと 其の 端緒 を 知った ばかりで あるから 此 

れに關 して 未だ 十分 明確な 事 は 分って 居ない が、 し 5- も 角 も、 猶 一層 高溫 度に 於て は、 參與物 

質の 毎 瓦に つき 猶 一 層 著しく 多量な 熱量 を 消費す る やうな 化學 作用が 起る かも 知れない とい ふこ 

との 蓋然性 を 否定す る やうな もの は 絕對に 何もない ので ある。 ラ ザフォ ー ド (Rutherford) 及ラ 

ムゼ I  (Ramsay) の 劃期的な 化學 上の 發見は 此の方 面の 空想に 可な り自. m な餘 地を與 へる もので 

ある。 

放射性物質 は常溫 では 崩壞 する が、 高溫 度で は、 もし 其の 崩壤 によって 生じた 生産物が 所要の 

分量 だけ 存在 すれば、 再び 此 等の 生産物から 逆に 合成され る。 溫 度が 2 升れば 昇る 程、 此の 崩壞の 
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產 物の 量 は 減じ、 さう して 恰好な 高溫 では 殆ど 無くなつ てし まふ。 スト ラット •  (stnltt) の 研究 

によると、 地表 下 約 七 〇籽 の 深さに 於て 達せら る、 位の 比較的に 低い 溫 度に 於て 旣 にかう いふ こ 

とになる らしい、 スト ラット は 地球の 溫 度が 內 部に 行く 程 上昇す る事實 を、 地球 內に 含有され た 

ラヂゥ ムが徐 々に 崩 壌す る ことによって 說 明しょう と 試みた。 彼 は 地殼を 構成す る 普通の 岩石 中 

に は 一 〇〇 萬 立方 籽 毎に 平均 八 瓦の ラヂ ゥムを 含んで 居る とい ふ 結果 を 得た。 そこで、 若しも， 地 

球 全體が 平均して 此れと 同じ 割合で ラヂ ゥムを 含んで 居る としたら、 此れが 崩壤 する 爲に發 生 さ 

れる熱 は、 地球が 外方に 熱 を 放出して 居る 爲に失 ふ 熱の 約 三 〇 倍になる 勘定で ある。 ところが、 

ラヂ ゥムが 地球の 三 CX 刀の 一、 卽七 〇 籽の 深さの 最外 層 だけに 含まれて 居る と假定 する の も 如何 

はしい ことで ある。 それで、 すっと 深い 處へ 行って、 もし 其 處にラ ヂゥム の 崩壞產 物が 十分 多量 

にあれば、 其れから ラヂ ゥムが 合成され るか も 知れない とい ふ 蓋然性 も 考慮 に 人れ ない 譯には ゆ 

かなくなる。 上記の 深さで は 溫度は 約 攝氏ニ 〇〇〇 度 位で ある。 勿論 又 或る 溫度 では ゥラ 一一 ゥム 

も 亦 其の 崩 壞產物 —— ラヂ ゥムも 其の 一 つで あるが —— から 形成せられ るで あらう。 かう 考 へて 

見る と、 攝氏六 〇〇〇 度 以上の 溫 度に. ある 太陽の 可視 的な 部分に ラヂ ゥムの 存在が 見出されない 

とい ふ事實 もさう 不思議と は 思 はれなくなる ので ある。 

ゥラ ニゥム は、 ^溫 では 其の 崩壞產 物から 目に 見える 程 合成され る やうな こと はあくて、 ラザ 
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フ ォ I ドの 測定した 速度、 卽、 一 〇 億 年で 半減す る やうな 割合で 崩壞 して 行く。 ラザ フ ォ I ドは、 

此れから、 一 瓦の ゥラ 一一 ゥ ム から 七 六 〇 耗の壓 力と 零度に 於け る ヘリウム 一 立方 輕を 生す るに は 

一 六 〇〇 萬 年 か、 ると いふ 結 ra^ を 得た。 ところが 或る 鑛物フ ェ ルグソ 一一 ー ト (Fergusonit) を 調 

ベ て 見る と 其 中に 含まれた ゥラ 一一 ゥムー 瓦 毎に 一 一六 立方 極 宛の へ リウ ムが 含まれて 居る。 此れ か 

ら 計算して 見る と 此の 鑛物 中の ゥラ ユウ ムはー 六 〇〇 萬 年の 一 一六 倍、 卽四億 一 六 〇〇 萬 年の 間 崩 

壞を繽 けて 來た ことになる。 それで 此の 鑛 物が 地球 內 部から 放出され た 灼熱した 質 塊から 形成 さ 

れて 以來、 此れ だけの 長年 月が 經 過した とい ふこと になる ので ある (「宇 {巾 の 成立」 三 八頁參 照)。 

急激な 噴火に よって 太陽から 空間 中に 拋 出され さう して 冷却した 放射性物質の 質 塊 は當然 甚だ 

豐 富に 其の 放射線 を發 射す るで あらう。 さう して 其 中には 非常に 急速に 崩壞 する やうな、 從 つて- 

もし 地球上に 嘗て はあった としても、 もう 疾に變 化して しまった 爲に、 吾々 に は 知られて 居ない 

やうな、 さう いふ 放射性 化合物 も あるか も 知れない。 新星の 現 はれた 時に 其の 周圍 にある 星雲 狀 

の 部分で 著しい 光線の 吸 收が觀 溯され るが、 此れ は is- に 其の 新星から 放出され た帶電 微塵に よる 

だけではなくて、 此 やうに 急激に 崩壞 する 放射性物質の 輕射 にもよ るで あらう と い ふ 想像 は必し 

も 蓋然性が な いと は 云 はれない。 

新星 が發光 出現す る 際に 形成され る 星雲 は 穴. j 間中 の 諸恆星 からの^ 射 を吸收 する ことによって- 
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其 中の ヘリウム を 失 ふ、 さう して 此の ヘリウム は 宇宙 微塵に 凝着^て、 ；冉び もっと 密度の 大 なる 

部分へ と復歸 して 行く。 此の 部分で は 物質の 密度の 增す爲 に 其の 溫 度が 高まり、 さう して 强 度な 

放射性物質が 再び 形成され る。 放射性で ない 併し 爆發 性の 物質に 就いても 此れと 同様な ことが 行 

はれる。 かやう にして、 星雲 は單に 輕射壓 によって 太陽から 搬 ばれて 其處に 到達す る 微塵 や 其 他 

一 切の 太陽から 放出され た 物質 を 集積す るば かりで なく、 又 同時に 太陽が 間中に 途 出して 居る 

一 切の 幅 射の ヱ ネル ギ ー を も 蒐集す る。 此の 微塵 並に H ネル ギ ー の 量 は 其 後 次第に 星雲の 中心 體 

に 最も 近い 部分、 卽、 其の 內 部に 集合して 高 溫度を もつ やうになる であらう。 其 處で此 等の もの 

は 法外な ヱ ネル ギ ー の 放射性 乃至 爆 發性物 體に變 化し、 さう して 此の 星雲が 太陽に 成って、 周圍 

から 受取る よりも 多量の H ネル ギ ー を 失 ふやう になって 來 ると、 其 時に 此 等の 物 體は溫 度が 徐々 

に 降る につれ て 段々 に 崩壞し て 行く。 併し 其 の ヱ ネル ギ ー の 貯蓄が 莫大 で あ る爲に 其の 冷却 を 適 

宜な 程度に 限定し、 さう して 一 〇 億 年、 或は 恐らく 一 〇〇〇〇 億 年と. いふ 永年 月に 亙って 殆ど 不 

變な輕 射 を持鑌 させる ので ある。 

以上 簡單に 述べた やうな 工合に して、 宇宙 間の ヱ ネル ギ I も 物質 も、 ほんの 露ば かりで も 消失 

するとい ふこと はない。 太陽の 失った ヱ ネル ギ ー は 星雲に 再現し、 次に 星雲が 叉 太陽の 役目 をつ 

とめる 順番が 來る。 かやう にして 物質 は 交互 に H ネル ギ ー の收 入と 支出 を 繰返して 止む 時 はない。 
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これに は 星雲の 內で 寒冷な 部分に ある 瓦斯 體と、 其 處に迷 ひ 込んで 來た 太陽 微塵と が、 太陽の IS 

射で 失 はれつ 、ある 莫大な ヱ ネル ギ ー を 取り込んで 居れば よい。 最近 數 年の 間に 吾々 が 放射性 物 

質の 性質に 就いて 知り 得た だけから 考へ て も、 極めて 少量な 物質の 中に でも 非常に 多量な H ネル 

ギ ー を 包藏し 得る もの だとい ふ 事が わかる ので ある。 

それで、 太陽の 內 部は此 種の 熱 を貯藏 する 非常に 大きな 倉庫で あると 考 へなければ ならない。 

此れが 冷却して 居る 問 は、 それが 收 縮して 居る 際と は 反對の 方向の 化學 作用が 進行し、 毎 瓦に つ 

き 幾 萬 億 力 a リ ー とい ふ 熱量 を發 生す る。 ところが 太陽が 其の 幅 射に よって 一年間に 失 ふ 熱量 は 

太陽 質量の 一 瓦に つき 二 カロ リ ー の 割合で あるから、 今後 もま だ/ \ 萬 億 年 位 は 現狀を つ^ける 

であらう し、 叉 過去に 於ても 地質 學 者が 地球上に 於け る 生物の 存續 期間と 認めて 居る 一 〇 億 年 位 

の 間に は、 太陽の 輻射 はいくら も 目 立って 變る やうな ことなしに 永く 现狀 を續 けて 來た であらう 

とい ふこと は 明白で ある。 從 つて、 カム ゾリ 了紀の 化石に 痕跡 を殘 して 居る 旣 知の 生物 中で：； 取 古 

の もの は、 <fr 日と はさう 大して 著しく は 違 はない 溫度關 係の 下に 棲息して 居た に 相違ない。 しか 

も此 等の 生物が 旣 にあれ 程 迄の 進化の 程度に 達して 居る 所から 見る と、 始めて 單 細胞 生物が 地 

上に 定住して 以來カ ム ブリア 紀 迄に 經 過した 歳月 は、 少 くも 同紀 から 近代 迄の それと 同じ 位で あ 

ると 考 へても 差 支 はない。 もっと 古い 地質 學 的の 層 位 中に 埋沒 された 諸 生物 は、 如何なる 化石 も 
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保存され なかった 程に 一時的な もので あつたか、 それとも 又、 其 等の 地層が 數百萬 年に つて 受 

け辏 けて 來た 高壓 或は 高溫、 若しくは 其の 兩 方の 作用の 著しい 爲 に壞滅 してし まった か で あ ら う" 

以上 述べ て來 たやうな 譯で、 宇宙 進化の 道程 は 唯 ひたすらに 避くべからざる 熱 的 死 を 目指して 

進む のみ だと 主張す るケ ルヴィ ン及 クラウジウスの 考と は反對 に、 宇宙 を 構成す る 各部 分 は 週期 

的に 交互に 變轉 する ことが 出來 ると いふ 事が 分った と 思 ふ。 それで 次に は、 最近に 此の 問題の 討 

論に 際して 發 表された 若干の 意見が 如何なる もので あるか を 注目して 見ようと 思 ふ。 これに は 下 

に 述べ る やうな 圖示的 方法 を 利用す る ことにする C 又 無限の 宇宙 全體に 互つ て 考察 を 延長す る こ 

と は 出来ない から 吾々 の觀 察の 届く 限りの 部分に つ いて 考へ る ことにする。 尤も 部分と 云った と 

ころで 其の 大 さは 莫大な もので、 其れが 星雲、 宇宙 微塵、 暗 黑體、 及 諸 太陽から 組立 てられて 居 

る 有様 は 多分 宇宙の 他の 等 犬の 部分に 於け ると 大した 相違 はない と考 へられる C それで、 此の 部 

分に 就いて 得た 結論 は、 殆ど 間違な く 宇宙の 他の 部分の どれに も、 從 つて 又 無限 {殳 間全體 にも 適 

用して 差 支 はない。 そこで 先づ 考究すべき こと は、 今考 へて 居る 空間 中の 溫 度が 其の 平均 溫度か 

ら 如何なる 程度 迄の 異同 を 示す かとい ふ 全 偏差の 算定で ある" 例へば 太陽の 平均 溫 度が 一 〇〇〇 

萬 度で あると する。 そこで 眼に 見られる 宇宙の 部分 內の 物質の 平均 温度が 一 〇〇 萬 度で あると す 

れば、 此の 平均からの 太陽 溫 度の 開き、 卽 偏差 は 九 〇〇 萬 度で ある。 此の 數 彼に 太陽の 質量 を乘 
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じた 招が 上記の 全 偏差へ の 太陽の 分檐 額で ある。 し 嚴密に 計算す る 爲には 太陽 を 二つの 部分に 

分けて 考 へなければ ならない。 卽其ー っは內 部で 其の 溫度は 一 〇〇 萬 度 以上で あり、 もう 一 つ は 

外側の 部分で 此の 溫度は それ 以下で ある。 さう して 此の 各-、 の 部分に 就き 其の 質量と、 平均 溫度 

( 一 〇〇 萬 度) からの 偏差の 相 乘積を 求め、 さう して 其の 二つの 積の 一 つ は 正の 量、 一 つ は 食で 

あるが、 それに は 構 はすに 其の 絕對 値の 總和を 求める ので ある。 

星雲、 例へば オリオン 星座の 劍帶 にある 大 星雲の やうな ものに ついても 同様な 計 をす る。 星 

雲 は使溫 であるから 此 場合に は、 上記の 相 乘積は 疑 もな く 食號を もつ であらう。 此の やうな 計算 

を 凡ての 恆星、 星雲、 遊星 並に 空間 內に 漂浪して 居る 微塵 や 隕石に 就いて 行った 後に、 かくして 

得られた 相乘 積の 總和を 求める。 此の 非常に 大きい 和 を A と 名け る。 插圖に 於て 0 と 記した 點が 

現在 を 示し、 從 つて 過去への 時間 は 食、 未来へ は 正の 値で 表 はされ る G 

そこで どうい ふこと になる か。 先づ クラウジウス 流の 考へ方 を 追究して 見よう。 ヱント a ピ 1 

の 方 則て 據 比ば 溫度は 不斷に 平均 狀 態に 近付かう とする 傾向 を もって 居る。 換言すれば 上記の 全 

偏差 は <fr 日で は A であるが 明日 は 此れより 小さくな り、 さう して 何時か は、 例へば 一〇〇〇 萬 年 

の？！ M に は B 迄滅 つてし まふ。 その 以後 も 此の 過程 は 益、、 進行す るが、 し 現在に 比べる と 溫度差 

が 小さくな つて 居る 爲に 此の 均等への 進み 方 は 多分 今より は 緩徐に 行 はれる であらう。 卽、 時間 
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と共に A の 變 化す る 狀を 示す 曲線 は B 點 では A 點 より も 緩 い 傾斜 を 示 

すで あらう。 併し 鬼 も 角 も 此の 曲線 は 下降し、 さう して 平均 溫 度から 

の 全 偏差 は 益 、、 減少し、 數學 者の 言葉で 云 へ ば渐近 的に 極限値の 零に 

接近して 行く。 十分 永い 時間 さへ 經 てば 此の 偏差 は 任意の 小さな 數値 

となる ことが 出来、 換言すれば 此れ は 無限大の 時間の 後に は 零に 等し 

くなる ので ある。 

今度 は 時間 を 過去 へ 遡って 見る。 前記の 理由から A 曲線 は 過去に 於 

て は 現在よりも 急傾斜で 上って 居なければ ならない。 或る 特定な 時間、 

假 りに 一 〇〇〇 萬 年 前に 於て 全 偏差の 値が C であった とする。 それよ 

り もま だ， （. すっと 遠い昔に 適って 考 へれば、 A より 大きくて、 凡そ 

考へ 得られる 限りの 任意の 大きい 値に 達する であらう。 卽、 數學 者の 

云 ひ 方 を すれば、 無限大の 時間 以前に は溫度 偏差 は 無限大で あつたと 

云 はれる。 併し さう である 爲に は、 吾々 の 可視 宇宙の 若干の 部分が 無 

限 犬の 高 溫度を 有つ て 居た とする 外 はない。 從っ て 叉 其の 可視 宇宙の 

平均 溫度 も、 更に 又 其の H ネル ギ ー も 無限大の 時間の 昔に は 矢 張 無限 


犬であった とい ふ結艰 になる。 此れ は 其 自體に 於て 考へ 得べ からざる ことで ある。 のみなら す 一 

方で 吾々 は 此の 宇 {£ の 部分 內の ェ ネル ギ ー が 如何に 大きく とも 鬼 も 角 も 有限な 値 を もつ て 居り、 

又 此の H ネル ギ ー の 量が 不變 であると いふ こと を 知って 居る。 それ故に 非常に 永い 過去に あら ゆ 

る 任意の 大數値 以上で あつたと い ふ 害がない ので ある。 

それで 此の 假說は 到底 持ち切れない ものである。 一 ニニの 科 學者は 次の やうに して 此の 困難から 

の 活路 を 求めた。 卽、 過去に 於け る溫 度の 不同 は 現在より は 大きかった としても、 その 不同の 減 

じ 方が 今より は 緩 かであった、 と 云 ふよりも 寧ろ 有り得る 限りの 緩 かさであって、 插 11 の 曲線の 

D  A の 部分に 相當 する もので あつたと、 かう 考 へる こと も出來 はしない か。 さう だとす ると、 溫 

度 偏差の 速度 は、 最初の 中 は 無限に 緩 かで あるが、 圖の D の處で 曲線 は其當 初の 有限 値から 稍 急 

に 降り始め、 さう して 現在で は 更に 急速 度で 進行し さう して 次第に 零に 近よ るで あらう。 卽、 此 

の 世界 は 無限に 永 い 間 死んだ やうな 狀態 にあった のが、 地質 舉上 地層 堆積物 によって 見當 のつ け 

られる やうな 時代に 到って 急に 目 ざまし い 速度で 進化し、 さう して 其 後 は徐々 に 再び 永遠の 死の 

靜 寂に 沈んで 行く とい ふので ある。 併し 此れ は 第 一 常識的に も考へ られ ない ことで あるの みなら 

す、 义 あらゆる 科學的 考察に も 背反す る。 さう して クリスチャン ゼン (chl.istiausen) の舉 げた 次 

の 例に 相當 する。 卽、 此處に 一塊の 火薬が、 永い 間、 見た所で は 何の 變化 もしないで 置かれて あ 
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る。 そこで、 誰かに 此の 火薬に 火 を もってく るか 或は 落雷の 爲に 此れが 點火 する。 すると 此れ は 

一 度に 燃 上る。 さう して 以前に は あれ 程 極端に 緩徐に 行 はれて 居た 變化は 高 溫の爲 に 著しく 速度 

を增し 一 秒の 何分の 一 かの 間に 非常に 急激な 變化を 完了す る" 其 後 數分間 は、 載燒 によって 生じ 

た 物が 空氣 中の 濕氣 に接觸 する 爲に緩 かな 化學 作用が 繼續 する が、 それが 濟め ばもう 此の 進化 は 

見掛上 終局す る。 此の 火薬の 诞 上る 一秒の 分數は 永久に 對 して は 殆ど 無に 等しい もので、 此れが 

丁度、 吾々 がいくら かで も 知って 居る 宇宙 進化の 期間に 相當 するとい ふので ある。 併し 熟考の 末 

に 此の 說に贄 成す る 科 擧者は 恐らく 一人 もないで あらう。 此の 說に は尙 次の 困難が ある。 卽、 化 

^ 學 者の 敎 ふるところ では、 火藥 は低溫 で貯藏 される 際に も 緩徐な 變化を 受け、 到底 實 現し 難い 絕 

^ 對 零度に 到って 始めて 其の 變化 がなくなる からで ある。 さう かと 云って 又、 往昔 は 平均 溫 度が 非 

た 常に 低かった 爲に 宇宙 進化が 非常に 緩 かであった 害 だと 考 へる 譯 にも ゆかない。 かう いふ 假定は 

る  I 

I 全然 拫據 がない ものである。 此れが 爲には 證據の 代りに、 クリスチャン ゼンの 云った 通り 「宇宙 

g 進化に は 本性 未知の 或る 作用が 行 はれた」 と假定 する 外 はない。 「かやうな 可能性 は 全然 吾々 の 

贿 經驗 の範圍 外の ものである。」 . かう いふ もの を當 てに して 居る 譯には ゆかない ので ある。 

き  H ント" ピ ー に 就いても 又 同様な 議論 をす る ことが 出來 るし、 又 此方が 一層 科學 的に 厳密な 證 

遷 明 をす る ことが 出來 るが、 唯 少し 常識的に 分りに くいだ けで ある。 宇 {由 進化に 關 して 此れから 得 
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られる 結 が 全く 前と 同じに なるとい ふこと は容 0^ に 見通しが つくで あらう。 卽、 吾々 の觀 察す 

る 宇 街 空間 部分の 平均 溫 度からの 偏差 は 時間の 經 過に 對 して 多分 殆ど 不變の 値 を 保有して 來 たと 

思 はれる。 太陽で は 此の 偏差 は 次第に 減少す るが、 併し それ は、 一方で 又 星雲が 恆 星に 變る 際に 

起る 溫度 上昇に よって 補充され るので ある。 同様な こと は 又 H ント a ピ ー の 値に つ いても 云 はれ 

る。 卽、 全體 として は 此の 量 も 亦 殆ど 不變の 値 を 保有す る 害で ある。 一方で は 太陽から 寒冷な 星 

雲へ の 輻射の 爲に 此の 量は不 斷に增 加して 居る が、 他方で は 叉 星雲 瓦斯 中で 最大 速度 を 有する 分 

子が 此の 瓦斯 圑 塊から 逸出し、 さう して それが もっと 密度の 大きい 物質 集圑の 上に 集積す る爲 に" 

不斷に 減少す るので ある。 

上記の 如く 限られた 宇宙 部分の 中から 更に 又 太陽系の やうな 一 小 部分 だけ を 取 離して 見る と、 

其 中での 平均 溫度は 決して 俊 同ではなくて、 現在で は 降下の 傾向 を もって 居る。 此の 降下 は 最後 

に 太陽が 消燼 してし まへば、 非常に 緩徐になる であらう が、 いっか 叉 此の 消えた 太陽が 衝突の 爲 

に 星雲に 變る やうな 日が 来れば、 其 時 は 今と 反 對に溫 度の 上昇す る狀 態に 變り、 其の上 昇 は 新し 

ぃ太昜 期の 成立 後 もな ほしばら く繼續 する であらう。 

それで、 それぐ 侗々 の 太陽系に 就いては、 宇宙の 進化 は 不斷に 前進 又 後退し、 卽、 週期 的 交 

代 を 示す とい ふス ベン サ I の考が 適用され る。 尤も、 此の 交代 仕方 は^ 動的と は 名け 難い かも 知 
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れ ない。 それ は、 此の 太陽の 世界に 於け る 交代の 週期 は、 分子の 往復 運動の それと 同じ 位に 不規 

则 だからで ある。 此の 週期の 長さ、 又 其の 變 化の 徑路は 他の物 體 —— 太陽 或は 分子 —— との 豫測 

し 難い 偶然な 衝突に よって 決定され、 しかも 其の 衝突の 仕方に よって、 一 々其 後の 進化が 影響 さ 

れ るので ある。 

時間 の^ 念 の 漸次に 變 つ て 来た 道程 は 奇妙な も ので ある。 カル デァ人 が 三 四 萬 年 の 昔に 旣に天 

文 學的觀 測 を 行った 害 だとい ふ 事 をキケ & が 推算した の は 前に 述べた が、 此れから 見ても 昔の 人 

人 は 何の 躊路 もな く 此の世界が 非常に 古くから 存立して 居た と い ふ假定 をした 事が わかる。 印度 

の哲舉 でも 矢 張 世界の 存在に 對 して 永い 時間 を假定 して 居る。 中世に 到って は 此の 考へ 方 は 全然 

頹^ てし まった。 ラバ ヌス • マウルス (Rhabanus  Maurus) は 其の 大著 「宇宙」 univcr-s え- 

(十九 世紀の 始頃) の 中に 次の 意見 を 述べて 居る。 卽、 今 n 山の 上の 高所に 發 見され る 化石 類 は 

三囘の 世界的 大 洪水に 歸因 する ものであって、 其の 第一 囘は ノア (Noah) の 時に 起り、 第二 囘目 

は オダ 王 (og.) の 治下 長老 ヤコ プ 並に 其の 仲間の 時代に 起り、 最後の 第三 囘目 はモ ー ゼ (MOSCS) 

と 其の 時代 仲間の アム フ イト リオン (Amfitryon) の 時に 起った、 とい ふので ある。 (アム フ イト 

リオン は 傳說的 入物で ベ ルセ ウス Perseus の 孫に 當 る。) 卽、 ，界の 年齢 は 甚だ 少なく 見 積ら れ 

て 居る ので ある。 スナ イダ， I  (Snyder) がー 世界の 機械 一 ゥ *  The さ orM^S  machiu%) の 中に 報告し 
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て 居る ところに 1* ると、 シェ ー ク スピア ( sllalssp eare) やべ I コ ン (Bacou) と 同時代の 大曾正 

アツ シャ. 1 (usher) が祸 太の 物語に 基いて 算定した 結 ra^ では、 此の^界 は 耶蘇 紀元前 四 〇〇 四 年 

の 正月 の 最初の 週間に 創造 された 事 になって 居り、 此の ^定數 は 現に 今日 迄英國 の 聖 *1 に 印刷 さ 

れて 居る ので ある。 ビ ユッフ ォ ンは 叉、 地球が太陽から分離したときの灼^！ー狀態から現在の溫度 

に 冷却す る 迄の 時間 を 約 七 六 〇〇〇 年と 推定して 居る。 ところが バ ビ 口 一一  ァゃ ェ ヂプ ト からの 

發掘物 を 研究した 結果から、 此 等の 地方で は西曆 紀元前 七 〇〇〇 乃至 一 〇〇〇〇 年頃に 旣に 可な 

り廣 く發展 した 文明の；；^ 在した ことが 證 明され る。 南 佛蘭西 や 西班牙に 於け る 所謂 マグ ダレ 二 ァ 

ン 時代 (Magdalenien-zeit) の 洞穴で 發 見され た 非常に 寫實 的な 鎗畫の 類 は 約 五 〇〇〇〇 年 昔の 

ものと 推定され て 居る。 さう して 確に 人間の 所産と 考へ られる 物での 最古の 發 見物 は 一 〇 萬 年 前 

の ものと 推定され て 居る。 第三紀の 終局 後歐羅 巴の 北部 を 襲った 氷河期よりも 前、 又 其の 經過巾 

に 於て 旣に 人類が 棲息して 居た 事 は確實 である。 さう して 最後に 地質 學者 等の 信す ると ころで は、 

約 一 〇 億 年 以前から 旣に 可な り 高度の 進化 狀態 にある 生物が 存在して 居た ので あり、 又 一 番 初め 

に 生物が 地球上に 現 はれた の は 多分 それの  一 一 i^- の 年 數程も 昔の事で あらう とい ふので ある。 それ 

で 印度 の 哲學者 等 が 地球上に 於け る 生命の 進化に ついて 想像した やうな 長い 年数に 手の 屆 くの は 

造作 もない ので ある。  • 
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此處で 起って 來る 最後の 問題 は、 一般 生命の 存在 を考 へる に當 つて、 此の 永劫の 概念 を 如何に 

應 用すべき かとい ふこと である。 一般の 科舉 者の 考 では、 生物 は 今日で も 行 はれて 居る やうな 物 

理的 並に 化學 的の 力に よって 地球上に 生成され たこと になって 居る。 此點 について は 此の 多數の 

人の 考へ方 は野蠻 民の 考へ方 (第二 章參 照) と 格別 違った ところ はない ので ある。 併し 又 生命 は 

宇宙 《仝 間から 地球上へ やって来 たもの だとい ふ 學說が ある。 此の 考は旣 に 北方 傳說に 於て 多數の 

神々 と 一 對の 人間と がミ ー メ の 泉 (IMimes  wrlmn) の 側の 林苑 (卽、 宇宙空間に 相當 する 處) か 

ら 此の 地上に 移住して 來 たとい ふ 物語に も 現 はれて 居る が、 此の 說には 有名な 植物 擧者 のフ H ル 

史 ディナン ド-コ ー ン (Ferdinand  cohn) や 叉 恐らく 現代の 最大なる 物理 學者 ケルヴ イン 卿の 樣な 

^ 顯 著な 贄成者 を 得た。 此の 說に は從來 確に 大きな 困難が 附 纏って 居た ので あるが、 私 は 幅 射壓の 

た 推進力に よって 生命の 萌芽が 宇宙空間 屮を 輸送され たとい ふ考を 入れて 此の 困難 を 取 去らう と 試 

る 

$ みた。 此の 說に はま だ/ \> 克服すべき 多大の 困難が あるに も拘ら す、 それが 多 數の贊 成 者 を 得る 

g に 到った とい ふの は、 畢竟 殆ど 年々 の やうに う 見す の 人間が 現 はれて、 萌芽な しに 無 生の 物質 

I から 生物 を 作り出す ことにた うとう 成效 したと いふ 樣な事 を 宣言す る ものが ある。 それ を 其 都度 

I 一  々其の 誤謬 を 摘 發し說 明す るのに 草臥れ 港て、 しまった 爲と考 へられる。 此の 問題 は 丁度 半 世 

0 紀 前に 於け る 「永久 運動」 の 問題と 略 同じ 様な 段階に ある。 それで 現在の 形に 於け る 「原始 生成」 


461 


の 問題 は 昔の 「永久 蓮 動」 と 同様に 多分 科 學のプ 0 グラムから 彻 除され てし まふに ちが ひない と 

m ふ はれる。 それで 結：： r 生命 は 宇宙空間、 卽 地球よりも 前から 生命 を 宿して 居た 世界から 地球上 

に 渡来した ものと 考へ、 乂 物質 や H ネル ギ— と 同様に 生命 も 亦 永遠な ものであると、 かう 考 へる 

より 外に 途は 殆ど なくなつ てし まふ。 併し 少 くも 現在の 儘で は、 此の 生命の 永遠 性の 證 明が w 難 

であると いふの は、 物質 や H ネル ギ ー の 場合に 比べて 一 の 本質的の 差別が ある 爲 である。 卽千差 

萬 別の 形に 於け る 生命 を 量的に 測定す る ことが 出來 ないから である。 見た だけで は 生命が 突然死 

滅 しても 其 代りの 生命が 現 はれた と は證明 出来ない やうな ことが 實際 にある からで ある。 —— ビ 

ユッフ オン は 「生命 原子」 の不 滅 性に 關 して 此れと は 又ち がった 獨特の 意見 を 唱道した。 

生命の 量的 測定と 云った やうな 驚天動地の 發見は 恐らく 將來も 出来ない であらう が、 ^し、 若 

し、 自然界の 永久の 輪廻の 問に は、 いつでも、 何處 かに、 生命に 都合の よい、 從 つて 兎も角も 生 

物 を 宿して 居る やうな 夭 體が あるで あらう と考 へれば、 生命の 永久 繼鑌 とい ふことの 觀念を 得る 

のは容 2^ である。 此の 生命 萌芽 汎在說 (Die  ehre  vou  der 1  よ nspermic) は 追々 に 勝利 を 博す る 

に 到る であらう と 想像す るが、 もし さう なれば、 それから 引出される 種々 の 有益な 結論 は 恐らく 

生物 科 學の發 達 上 重要な 意義の ある ものと なる であらう。 それ は 恰も 物質 不滅の 學說が 近代に 於 

て 精密 科 學の豐 ， is な發 達に 非常な m 要な 役： n をつ とめた と 同様な ことになる であらう。 
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此の 考 から 4r すぐにで も 云 はれる 重要な 結論 はかう である C 卽、 宇宙 問の あらゆる 生物 は 皆 親 

族關 係に あると いふ こと、 又 或る 一の 天體で 生命の 始まる 場合に は、 知られて 居る 限りの 最も 低 

級な 形から 始めて、 さう して 進化の 經 過に つれて 次第に 高級な 形に 成り 上って 行く 害 だとい ふこ 

とで ある。 事情 如何に 拘らす 生命の 物質的 基礎 は 蛋白質で あるに 相違ない。 それで、 例へば 太陽 

の 上に も 生物が あると 云った やうな 考は 永久に 妄想の 領土に 放逐 さるべき であるし 

哲學者 は 一般に 生命 永久 繼續說 の 信奉者で あり、 自生 說の 反對 者であった。 此れ はよ く 知られ 

たこと である。 それで 兹には 唯、 自然 科學 のす ぐ 近く 迄 肉迫して 居た と 思 はれる 彼の 大哲 學者ハ 

1 バ ー ト . スべ ンサ I の 前記の 所說 (二 五 四 >  頁參 照) に 注意 を 促す に 止めて 置く。 彼 は 此れと 同 

様な 事 を 又 別の 處で 次の やうに 云 ひ 表 はして 居る。 .11 彼等 (生物 は 無生物 體 或は 虚無から 成立し 

得る と 主張す る 人々) に 懇願した いのは、 ー體 如何なる 筋道に よって 新しい 有機物が 成立す るか 

を 詳細に 說 明して 貰 ひ 度い。 しかも 必す 納得の ゆく やうに 說 明して 貰 ひ 度い とい ふこと である。 

さう すれば 彼等 は、 さう いふ 風の 事 迄 は 未だ 考へ盡 さなかつ たとい ふこと、 又 到底 それ は 出来な 

いこと に氣が 付く であらう。」 

キュ ー ヴィ H 1 は 生命 創造 論で は あらゆる 他の 人よりも 先き へ 踏み出して 居る。 卽、 彼 も ドル 

ビ 二  I  (dn)l.bigny) と 同様に、 或る 大規模な 自然界の 革命が、 彼の 考 では 火山 噴出が あって 其 際 
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にあら ゆる 生物が 死滅し、 さう して 此の 絶滅した ものに 代つ て 新しい 種類の ものが 创 造され たと 

考へ た。 此の 考は人 マで は 全く 見捨てられて しまって 居る が、 併し 近頃 フ レツ ヒ fFrech) が 指摘し 

たやう に、 此の 考の 中に も 亦 一 つの 健全な 核が ある。 卽、 火山 噴出の 代りに 所謂 氷河期と 名 けら 

れる 大規模の 氣候變 化 を 持って来れば 救 はれる ので ある。 此の 時期に 多種の 動物 や 植物 は 絶滅し 

たが、 其 後 間もなく 寒冷が 退却した ときに、 其の 期間 中に 發 達し 或は 生き 续 つて 居た やうな 新し 

い 形態 の もの が豐富 に 現 はれて 此れに 代った ので ある。 

有名な 獨 逸出の 米國 人で 生理 學 者の ジャック . " ニゾ (Jacques  Loeb) は 海水の 鹽基 度に 就いて 

學 者の 注意 を 促し、 或る 地！ 學的 時期に は 此れが 雜種 生物の 發 生に 强ぃ 影響を及ぼし、 從 つて 又、 

雜 種から 生成す る ものと ar 、考 へられて 居る 新種の 發生 にも 影響し 得る とい ふこと を 指摘した。 

普通の 海水 中で は stl.ongyloceutrotus  purpuratus と 名 けられる 海 膽の卵 は asterias  ochl.acea 

とい ふ 海 盤 車の 精蟲 では 受胎し ない ことにな つて 居る。 胖 し四プ 口 セ ント の. 苛性 曹達 溶液 を 三 1 

四 立方 糨 だけ ーリ ー トルの 海水 中に 混す ると、 其 中で は 反 對に雜 種の 生成が 顯 著に 成 效 する。 そ 

こで、 空氣 中の 炭酸 含有量が 少ない 時代に は 海水の 鹽基度 は增す 害で あるから、 生物界が 著しく 

衰退して 居た 氷河期に 新しい 形態の ものが 生成され たで あらう とい ふ 事 は餘り 無稽な 想像で は あ 

るまい。 この やうに して、 一 冉び溫 暧な氣 候が 復歸 したと きに、 氷河期の 退いた 後に 開放され た 棲 
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息 所の 上で、 此等 新種 族 間に 云 は 種の 生存 競爭 場が 開かれる ことにな つた。 さう して 其爲に 

生 活 に 最も 良く 適應す る やう な 形態 の 著し い 發達を 促した こと は 云 ふ 迄 も な い C 

生命 萌芽 汎在說 の 問題に 筆 を櫊く 前に、 此處で これと 聯關 して、 最近の 實驗的 研究に よって 釋 

明され る やうに なった 若干の 事柄に 觸れ てお くの も 無用で は あるまい と 思 ふ G 

生物が 輻射 匪の 助け を 借りて 一 つの 遊星から すっと 遠方に 隔絕 した 他の 太陽系 中の 一 つの 遊星 

に 移る とい ふこと が 可能で ある 爲に は、 太陽系の 境界 以外の 宇宙空間が 到 處使溫 であり、 其爲に 

生命 の 機能が 著しく 低下し、 さう して 其 爲に幾 百 萬 年 の 間 生命が 保存 される と. いふ ことが 必耍條 

件で ある。 マ ー ドセ ン (IVIadsen) とニュ ー マン (Nymanr 又パ ゥ ル (Paul) とプ ラ ル (prall) と は、 

生命の 消滅に 對 する 溫 度の 影響に 關 して 多 數の 非常に 注目すべき 實驗を 行った。 前の 二人 は 種々 

の溫 度で 脾脫 疽菌の 對抗カ を試驗 したが、 俄溫度 (例へば 氷室の 中) では 幾日もの 間貯藏 してお 

いても 大して 其の 發芽 能力 を 失 ふやうな こと はない が、 一 〇〇 度に 於て は 僅か 數 時間で 悉く 死滅 

してし まふ。 兹で 注目すべき 事實 は、 此 場合に 於け る溫 度の 影響 は 他の 生活 機能の 場合と 殆ど 同 

程度であって、 卽、 溫度ー 〇 度を增 す 毎に 變化 速度 は 約 二倍 半 だけ 增す とい ふこと である。 前に 

私が 使溫 度に 於け る發芽 能力の 壽 命に 關 する 計算 をした 時には 此の 關係を 基礎と した 譯 である。 

5 

此の 實驗は 零 又 以上の 溫 度で 行 はれた ので あるが、 パウルと プ ラルの 方の 實驗の 一部 は 液體空 4 


氣の 沸騰 點 (零下 一 九 五 度) で 行 はれた。 さう して ス タフ イロ コッ ケン (staphylococeg) ( 一  種 

の 徵菌) の 械物狀 の もの (胞子で はなく) を、 十分 乾燥され た狀 態で 使用した。 これ は iifi 溫に於 

て は、 約 三日間に 其の 半數 だけが 死滅す るので あるが、 液體空 氣の溫 度で は、 其の 生活 能力 は S 

箇月 經 つても 目に 立つ 程 は 減退し ない。 此の こと は實 に、 極度な 低溫 (諸 太陽系 間の 宇 南 空間に 

於て は 此の 實驗 よりも 一 層 さう である) は 生ん 叩の 維持に 對 して 異常な 保存 作用 を 及ぼす とい ふこ 

との 最も 好い 證據 である。 

なほ、 永久 運動と 原始 生成との 比較 は、 もう 一 つの 方面に 延長す る 事が 出来る。 經驗的 知識 か 

ら の 避け 難い 歸 結と して 吾々 は、 永久 運動 によって 仕事 をさせる こと は 地球上 並に 太陽系 に 於け 

る やうな 事情の 下に は 不可能で あると 考 へる 外 はない。 併し 同時に 又マク スゥェ ルの 案出した 此 

の 規則からの 除外例が、 星雲と いふ、 或點 では 諸 太陽と 正 反 對の關 係に ある 天體 では 顯 著な 役 M 

を 勤める とい ふ 事も考 へない わけに は ゆかない。 それで、 如何なる 點 から 判斷 しても、 原始 生成 

は 現在の 地球上で は 出来ない し、 又 多分 可な り 迄 今と 同様な 條件を 具へ て 居た と 思 はる、 過去に 

も 出来なかった であらう が、 ^^し此の現象が宇宙空間中の何處かの他の場所で著しく逮った物理 

的 化 學的關 係の 下に 起り 得る かも 知れない とい ふこと も 想像され ない こと はない。 此の 測る ベ か 

ら ざる 穴 r: 間の 中には 疑 もな くさう いふ 所が あるか 若しくはあった と考 へられる ので ある。 始生 
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成の 可能な 一 點 或は 諸點が あれば 其處 から 生命が 他の 棲息に 適する 諸 天 體へ擴 げられ たで あらう" 

それで 此の 原始 生成と いふ 觀念 も、 かう いふ 風に 考 へさへ すれば、 無限に 多數 としか 思 はれない 

諸 夭瞪の 一 つ./ \ に、 それぐ に 特有な 生物の 種子が 皆 別々 に發 生した と 想像す るより はすつ と 

尤もらしく なって 來 るので ある。 

叉 一方で はかう いふ 事 も 明白で ある。 それ は、 宇宙 は 此れ を全體 として 引つ くるめて 見れば、 

無限の 過去から 存在し、 又總て 現在と 同様な 諸條 件に 支配され て 居た ので あるから、 從 つて 又 生 

命 も、 凡て 考へ 得られる 限りの 昔に 於ても 矢 張 存在して 居た であらう とい ふこと である。 

. ^の 最後の 章で 述べた ことから わかる やうに、 科學 上の 諸方 則 ( H ネル ギ ー 並に 物質 不滅 则の 

やうな， } が 方式 的に 設定され る 以前 旣に、 此 等の 方 則 は、 それが 意識され た 程度 こそ 區々 では あ 

つたが、 色々 の哲擧 者の 宇宙 觀の 根抵 となって 居た ので ある。 こ、 で 多分 かう いふ 抗議が 出る か 

も 知れない。 卽、 そんな ことならば、 寧ろ 始めから 此 等の 哲學 者の 直觀 的な 考を 無條 件に 正當と 

して 承認した 方が 合理的で はない か、 それが あとから 科學 者に よって 證 明され るの を わざ 待 

たなくても よいで はない かとい ふので ある。 それ もー應 尤もな 抗議で は あるが、 實際は 此の やう 

に 後日 正當 として 確認され た哲學 的の 主張と 同時に 叉 此れと 正 反對の 意見が 他の 主要な 思索 者 等 

こよって 熱、.： nJ 主張され 抗 辯され たので あるから、 結局 はかう いふ 科學 的の 驗證が 絕對に 必要で 
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あつたの である。 

のみなら す 此の やうな 哲學 的の 考へ 方と、 後日 それから 導かれた 科舉 上の 方 則との 間に は實は 

大きな 懸隔が あるので ある。 例へば H ン ぺ ドク レ ス 或は デ モク リ トスが、 當 時の 一 般の 意見に 反 

して、 物質 は 不滅な りと 說 いて は 居る が、 併し これ を、 彼 ラボ アジ HI の、 或る 金 屬が空 氣中か 

ら 酸素 を 取って 重量 を增す 際、 其の 增加は 精密に 金屬と 結合した 酸素の 重量に 等しい とい ふ 事 を 

實證 したのと 比較す ると、 其 間に 非常な 相違が ある。 のみなら す、 此の ラボ アジ H 1 の 實驗は 化 

學 者の 日常 不斷 の經驗 によって 補足され るので あって、 物質 不诚 の說 から 導かれた 結論に 賴 つて 

さ へ 居れば 決して 間違の 起る 氣遣 はない ので ある。 

デカルト、 ライブ 一一 ッ ッ 並に カントが 太陽の 徐々 に 燃え 盡す ことに 關 して 行った 哲學的 考察 も- 

矢 張 ヱ ネル ギ ー は 虚無から は 生成し 得ない とい ふ 概念 を 朧氣に 暗示して は 居る が、 これにつ いて 

も 同様な ことが 云 はれる。 ^し マ ィャ ー 並に ジ ュ ー ル の 研究に よって、 或る 一 定量の H ネル ギ ー 

(例へば 仕事と しての) が 消失す ると 同時に 必す 同一 量が 或る 他の 形で (例へば 熱と して) 現 は 

れ ると い ふ 事が 實證 されてから こそ 始めて、 太陽の H ネル ギ ー の 量 は 輻射の 爲に 不斷に 減す る、 

從 つて、 もし 何等かの 方法で 補給され ない 限り 結局 は 全部 消耗して しま ふ 害 だとい ふこと を、 安 

心して 主張す る ことが 出来る やうに なった ので ある。 其れより 以前で は、 ラプラス ゃハ ー シ H ル 
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の やうな 明敏な 人々 でも、 今日 一 般の 人が 唯 日常の 經驗 によつ て直觀 的に さう 考へ て 居る と同樣 

に、 太陽の 輻射 は、 何か變 つた 事の ない 限り、 未来永劫 今の 儘で 減少す る ことなく 持續 する 害 だ 

とい ふ考に 何等の 矛盾 を も 感じなかった ので ある。 宇宙 過程の 不斷の 革新に 關 する カントの 意見 

は 非常に 賞 讚すべき ものである —— 一 般 にさう いふ ことにな つて 居る —— が、 倂 しその 考の 筋道 

に は H ネル ギ ー 不滅の 原理に 撞着す る ものが ある。 同様な こと は 又デュ . プレルの 甚だ 與味 ある 

假說 についても 云 はれる ので ある。 

宇宙の 過程 は 繰 返す とい ふこの 觀念 は、 カントの 場合で は 或る 倫理 學的 原理に 基いて 居る。 卽、 

彼 は 此の 宇宙 はいつ 迄 も 何 處迄も 生命 ある 有機物の 棲處 であると いふ 觀 念の 中に 「安堵」 を 感じ 

た。 のみなら す、 彼の 考 では、 太陽が 永久に 消燼 してし まふと いふ こと は圓滿 具足の 祌の 本性に 

矛盾す ると 思 はれた ので ある。 —— スべ ンサ— は 此れより はもう 少し 客觀 的な 見地から 出發 して 

居る。 卽、 宇宙 進化の 過程 は 或る 特定の 規律に 從 つて 行 はれる と假定 して か、 つた。 彼ば 宇宙が 

無限の 過去 以來 存在して 居り —— 力 ン トは 創造され たと 信じた に反して 11 又 終局 を ももたぬ と 

いふ 近代的な 見地に 立って 居た。 彼が 物赏の 集中す る 時期と 散逸す る 時期と が 交互に 來 ると 考へ 

たの は 印度に 於け る靜 止と 發 達の 兩 時期の 考を思 出させる ものが ある。 ス ぺ ン サ ー はかう 云って 

居る。 「太陽系 は 可動 的 平衡 狀態 にある 體 系であって、 其の 最後の 分布 狀 態に 於て は、 嘗て 自身 
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に其處 から 發 生して 来た やうな もとの 稀薄な 物質に なって しま ふで あらう c」 併し 當時は 擴散を 

生ぜし める やうな 動力と して は 一一 ュ ー トンの 重力 以外の もの は 知られなかった ので あるから、 此 

の やうな 散逸が 如何にして 起った かに 就いては 何も 述べて 居ない" 尤も、 ス ペン サ ー も天體 間の 

衝突に 言及して は 居る が、 此れが 此の 擴散 現象に 對 して 何等かの 意義 ある ものと は 認めて 居な か 

つたので ある。 若し 何等の 斥力 もなかった としたら、 すべての もの は 集中して しまった であらう- 

福 射壓の 概念が 導入され、 又 或る 特定の 場合に 於け る H ント a ピ ！■ の 減少が 證 明され る やうに 

なつてから、 そこで 始めて、 ；大 體の發 達に 前進 的と 後退 的の 推移が あると いふ。 印度の 哲學者 等 

が 悠遠な 昔から 旣に 夢み て 居た 觀念を 徹底的に 追究す る 事が 可能と なつ たので ある。 

觀 念に 就いても 生物と 同じ やうな ことがある。 澤 山の 種子が 播 かれる が 其 中の ほんの 少数の も 

のが 發芽 する。 さう して 其れから 發育 する 生物の 中で も 多數は 生存 競 爭の爲 に 淘汰され 唯 僅な 少 

數の もの だけが 生き 淺 る。 此れと 同様にして 又 自然界に 最も 良く 適應 する やうな 考が 選び出され 

たので ある。 學說 など \ いふ もの は 折角 出来ても やがて 又 抛棄され るに きまった ものであるから- 

かう いふ ものに 力を入れ るの は 全然 無駄骨 折で あると いふ やうな 說を 時々 耳に する ことがある が- 

さう いふ 人 は、  もの、 進化 發 達と いふ ことに 直 目な 人で ある。 今日 行 はれて 居る 諸學說 も、 以上 

述べた ことから 了解され るで あらう やうに、 往々 最古の 時代に 旣に 存在した 事の 確證 される やう 
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な 意見に 基いて 居る ことがある. - 併し 此等 も、 もとは 朧氣な 想像から 徐々 に發 達して 次第に 其の 

明瞭の 度と 適用の 正し さと を增 して 来た ものである。 例へば デカルトの 渦動 說 でも、 一一 ュ I トン 

が 出て 來て、 空間 中には、 あると 云 はれる 程の 分量の 物質 は 杯 在 しないと いふ こと を 明確に 證明 

すると 同時に 見捨てられて しまったが、 併し デカ ル トの懷 いて 居た 考 のうちの 色々 の ものが 今日 

でも 尙 生存 能力 を 保留して 居る。 例へば 太陽系の 進化の 出發點 たる 2 生 雲の 當 初からの 廻 轉 運動に 

關 する 考 などが それで ある。 同様に 又 遊星が 空間 中から 太陽系に 迷 ひ 込んで 來 たもの だとい ふ 彼 

の考 は、 迷 ひ 込んで 来た 彗星が 遊星の 形成に 參與し 叉 遊星の 運行に 影響した とい ふ ラプラス の考 

の 中に 認識され、 又 太陽 星雲から 諸 遊星が 形成され る 際に 其の 牽引の 中心と なった 物 は 外界から 

來 たもの だとい ふ 前記の 想像の 中に も 認知され るので ある。 

それで、 開闢 論の 問題に 關 する 理論的の 仕事 は 無駄骨 折で あると か、 或は 乂、 昔の 哲學 者の 或 

もの 、旣に 言明して 居る 意見が 可な りまで 眞實に 近づいて 居り、 從っ て 近代の 開闢 論 中に 再現 さ 

れて 居る わけで あるから、 其れ 以上に 進む こと はないで あらう とか、 かう いふ 臆 斷ぼど 間遠った 

もの はない ので ある。 それ どころではない、 最近に 於け る 此方 面の 研究の 發達は 正に 如何なる 過 

去に 於け るよりも 急速 度で 進行した。 科學 研究 は 現在 其の 盛 花期に あって、 如何なる 過去に 於け 

る 盛況で も 到底 此れと は 比較す る こと さへ 出来ない 有様で あるから、 此れ はもと より 當然 のこと 


471 


と 云 はなければ ならない。 

顧みて 過去 數 世紀の 經 過の 問に 人道の 發達も 亦 益、、 急速な 歩 を 進めて 來 たこと を 知る の は 誠に 

喜ばしい ことで ある。 此れに 就いては 旣に少 からざる 赏例を 擧げて 来た。 全體の 上から 見れば、 

萬 有 を 包含す る 自然界 に關 する 諸 概念 は 自由と 人間 價値 とに 關 する 諸 概念と 常に 同時に 進み 又 僚 

止した とい ふこと は 否み 難い 事實 である。 此れ は 畢竟 人類が 進歩す るに つれて、 種々 な 方面の 文 

化が 全體に 其の 領土 を擴張 するとい ふこと に歸 因す るの は 勿論で あるが、 併し 又兹 にもう 一 つの 

事情が 關 係して 居る。 卽、 眼の 屈く 限りの 過去に 於て、 一般に 科學 者と いふ ものが 常に 人道の 味 

方と して 其の 擁護に 務めて 來 たからで ある。 此れ は旣に 前に 述べた フ ァ ラオ 並に 奇蹟 を 見せる 共 

の宫廷 占星術 者との 傅說の 中に も 自ら 現 はれて 居る ので ある。 

自然が 吾々 に 提供す る 進化の 無限の 可能性 を 曇らぬ 眼で 認め 得る 程の 人々 は 恐らく、 自分の 爲、 

叉 その 近親、 朋友、 同志 或は 同國 人の みの 利害の 爲に、 詭計 或は 暴力に よって 四海同胞 たる 人類 

を 犠牲 にす る やうな こと をしょう と はしない であらう。 


472 


遷變 の 觀宙宇 的學科 るた il ： こ 的 史 


譯者 附記 

スワン テ . ァ ゥグ スト • ァ ー レー ーゥ ス (SVJUltci  August  AlThenius) は 一 八 五 九 年に ゥプザ ラ 

の 近くの 或 土地 管理人の 息子と して 生れた。 ゥプザ ラ大學 で 物理 學を學 び、 後に ストックホルム 

大學に 移って 其處で 溶液の 電氣傳 導 度、 並に 其の 化擧 作用との 關 係に 就いて 立 人った 研究 をした" 

一 八 八 七 年に 發 表した 電解の 理論 は眞に 劃期的の ものであって、 云 は t 近代 物理 化學の 始祖の 一 

人と しての 彼の地 位 を 決定す るに 到った その 基礎 を 成した ものである。 其 間に ドイツ や オラ ンダ 

に遊歷 して、 ォ スト ヮ. ル ト、 ヴ アン トフ、 ボル ッ マ ン の 如き 大家と 共同研究 を鑌 行しながら 次第 

に此 基礎 を 固めて 行った。 ギ I セン 大學 からの 招聘 を辭 退して 一八 九 一年 故國瑞 典に 歸り、 スト 

ック ホルム 工科 大學の 講師と なり、 後に 其處 の敎授 となった。 一九 〇 五 年に は 叉べ ルリ ー ン から 

の 招聘が あつたが これ も斷 つた。 同年に ノ ー ベル 研究所 長と なり、 一九二 七 年 十月 二日の 最後の 

日に 到る 迄 其 職 を 保って 居た。 此れより 先 一九 〇 三年に 彼 は 其 業績の 爲に化 學に關 する ノ ー ベ ル 

賞 を 達た ので あるが、 其 他に も 欧米の 諸 所の 大擧 ゃ學會 から 種々 の榮譽 ある 赏ゃ 稱號を 授けられ 
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た。 

^液の 研究 は 云 は V 彼の 本筋の 研究であって 彼の 世界的の 地位 を 確保した の も 亦 この 研究で あ 

つたこと は 疑 もない ことで あるが、 併し 彼の 研究 的の 趣味 は 實に廣 く 色々 の 方面に 亙つ て 居た。 

この 譯 書の 原書に 示された 宇宙 開闢 論に 關 して は 遊星 雰圍氣 の 問題、 太陽系 生成の 問題、 is 射壓 

による 生命 萌芽 移動の 問題、 又 地球 物理 學 方面で は 北光の 成因、 氣溫に 及ぼす 炭酸 瓦斯の 影響、 

其 他 各種 自然現象の 週期 性 等が 彼の 興味 を 引いた。 其 外に も 生理 學 方面に 於け る 定量 的 物理 化學 

の應 用、 血清^法の 理論 及 赏驗的 研究な ども ある。 想 ふに 彼 は 學界に 於け る 一 つの ilsjji の やうな 

ものであった。 

譯者は 一 九 一 〇 年 夏 ストックホルムに 行つ た 序 を もつ て 同市 郊外電車の ヱ キス ペリ メンタル • 

ソ 一一 ル デット 停留 場に 近い ノ ー ベル 研究所に この 非凡な 學者を 訪ねた。 めったに 人通り もない 閑 

靜な 田舍の 試作 農場の 畑に は、 珍ら しい ことに、 どうも 煙草ら しい ものが 作って あったり した。 

その 綠の園 を 美し い 北 國の夏 の 日が 照 らして 居た。 畑の 草 を 取って 居る 農夫と 乎 まねで 押 問答し 

たおに、 やっとの ことで 此 世界に 有名な 研究所の 在所 を搜 しあて、 訪問す ると、 すぐ フロソ H ッ 

サ ー 自身で 出迎 へて、 さぅして所內を51^^內してくれた。 西洋人に して は 短艇で 童顔 鶴髮、 しかし 
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肉つ き豐 で、 溫乎 として 親しむべき 好紳丄 であると 思 はれた C 住宅が 研究所と 全く 一  つの 同じ 建 

物の 中に あって、 さう して 家庭と ラ ボラ トリ ー とが 完全に 融合して 居る のが 何よりも 羨ましく 思 

はれた。 別 刷な ど 色々 貰って、 御茶に 呼ばれてから、 階上の 露臺へ 出る と、 其 處には 小口 徑の望 

遠 鏡 や トラ ン シッ ト などが 並べ てあつた。 一 これで a little  astl.ollcmy も 出来る のです 一 と 云 

つて、 にこやかな 微笑 を 其 童顔に 泛ば せて 見せた。 眞に擧 問を樂 しむ 人の 標本 を こ、 に 眼の あた 

りに 見る 心 持が したので あった。 

この 現在の 鑼譯 をす る やうに 勤められた ときに 譯 者が 喜んで 引受ける 氣 になった の も、 一 つに 

はこの 短時間の 會 見の 今 はなつ かしい 想 出が 一 つの 動力と して はたらいた 爲 である。 譯 しながら 

も 時々 この 二十 年の 昔に 見た 童 顏に泛 ぶ 溫雅な 微笑 を 思 ひ 浮べる のであった。 

此 書の 観 譯 として は 先に 亡友 一 戶直藏 君の 「宇宙 開闢 論史」 が ある。 これ は 久しく 絡 版と なつ 

て 居る ので あるが、 それにして も 鬼 も 角 も 現在 の譯が 色々 な點 でなる ベく この 先驅 者と ち がった 

特色 を もつ やうに して、 さう して 兩々 相扶 けて 原著の 全豹 を傳へ 得る やうに したいと 思って、 さ 

うい ふ 意識 を もって 此 仕事に 取り か、 つた。 

一 番當 惑した こと は 原著に 引用され た 印度 や 古典の 詩歌の 飜譯 であった。 原書の 獨逸譯 が旣に 

オリ ヂナル から 必然的に 懸け離れて 居る であらう と 思 はれる の を、 "更にもう 一度 日本語に 意譯す 
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るので は 何處迄 離れ てし まふ か 分らない であらう と 思 はれた。 それで 出來 る 限り 原書 獨逸 譯を遂 

語 的に、 さう して 出来るだけ 原書の 詩 一 行 分 は 矢 張 一 行に 譯 する やうに 務めた。 其 結展は 見ら る 

る 通りの 甚だ 拙劣で 讀みづ らい ものに なって しまったの である。 讀者 若し 此の 拙譯と 同時に 又 一 

戶 君の 書に 採録され た 英譯ゃ 同 君の 達意の 譯 詩を參 照され、 ば、 より 明らかに 原詩の 面影 を# 抛 

させる こと を 得らる & であらう と 思 はれる の である。 

古事記 や 道德敎 やの 引用 も わざと 獨逸語 をなる ベく 直譯 した" さう した 方が 原著者の 頭に 映 じ 

た それ 等の 古 =m (の 面影 を傳 へる からで ある。 譯 して 居る うちに、 時々 「譯者 註」 を附 加したい と 

いふ 衝動 を 感じた。 一 方で は 一 般讀 者の 理解 を 便に する 爲の 科學的 註釋の やうな もの も附 けたい 

ので あるが、 それよりも 一層 必要に 感じた こと は、 原著の 最後の 改訂 以來 物理 學 天文 學の 方面に 

於け る 急速な 進歩の 爲に 原著 中の 敘說に 明らかに 若干の 修補 を 加へ るか、 少 くも 註 釋を附 けなけ 

れ ばなら ぬと 思 ふ 箇所が 氣づ かれる のであった。 例へ ば 宇宙 さ 間 に 於け る 光線の 蠻 曲に 就いては 

ァ イン シュ タインの 一 般相對 性 原理の 歸 結に 就いて 一 言す る 方が よいと m 心 はれ、 叉せ. {£ の 限界 や 

エネ ルギ I の 變轉の 問題に 就いても 其 後に 行 はれた 色々 の 研究の 大要 を 補った 方が い、 と 思 はれ 

るので あった。 併し 熟考して 見る と、 かう いふ 註釋を 合理的に 全部に 亙って 遺漏なく 附 ける とい 

ふこと は 中 々容易な 業で はなく、 又 到底 現譯 者の 任で もない ことが 分った。 のみなら す此 原著の 
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本来の 主旨が、 著者の 序文に も斷 つて ある 通り、 據 史的の 系統 を 追跡す るに あるので あって、 決 

して 最新の 學說を 紹介す る爲 ではない ので あるから、 寧ろ 此處で 下手な 譯者 註な どを附 ける 事 は 

斷 念して、 其 代りに 出来る限り 原著の 面影 を 其 純粹の 姿に 於て 讀 者に 傅へ る 事に 心を盡 した 方が、 

少 くも 現在の 譯 者に は適當 であると 考 へた 次第で ある。 併し 結 rai- に 於て は 矢張譯 者の 力の 足りな 

ぃ爲 に、 この 實に 面白い 書物の 面白さの 幾分 を も 傅へ 得ないで あらう とい ふ 事 を考へ て 切に 讀者 

の 寬容を 祈る 次第で ある。 

若干の 譯述 上の 難點に 就いて、 友人 小 宮豐隆 君の 示敎を 仰いだ ことに 就いて、 玆に 改めて 感謝 

の 意 を 表して 置きたい と 思 ふ。 

昭和 六 年 八月 下旬 

本鄉曙 町に 於て 寺 田 寅 彥 
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 了へ 九 

^  

.  一 L 七 

I 宇宙の 生成に 關 する 自然：^ の傅說  

最低 度の 自然 民に は宇窗 成立に 關 する 傅 說 がない。 原始 物質 は 通例 宇 《出 創造者よ リ 前から ある 

と考 へられた。 多くの場合に 水が 原始 物質と 考 へられた。 印 の 創造 祌話。 - 渾沌。 卵の 祌 i 

フィンランド S 創造 傳說。 洪水 傳說。 創造 期と 破壤 期。 アメリカの 創造 傳說。 ォ-ス トラ リア 

の 創造 祌話。 科學 の先驅 者と しての 祌話。 傳說 中の 外國的 分子。 

n 古代 文化的 國 民の 宇宙 創造に 關 する 諸 傅 說.  一. 

カル デァ 人？ 創造 is 。其歷 と 占星術。 ユダヤ人 SSI 、天と地に 對 する 彼等の 考。 エヂ 

ズト 人の I。 ヘシ ォドに 管 ギリシア 人 の開關 論と、 ォゲ イドの メタ モルフ ォセス に 據るロ 

—マ 人の 開關 論" 

n 最も 美しき 又 最も 深き 考察より 成れる 天地創^の 諸傅說  

ァメ ンホテ 。フス 王 第 1。 太 置拜。 ツァラ ッ-ス トラの 考へ 方。 ペルシア 宗 5 色々 s§。 
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IV 


宇 宙 進化の 週期に 關 する 印度人 s 考。 「虚無」 から；； 創造。 ス カン ディナ ゲイ ァ S 創造に 關す 

る 詩。 

最古の 天文 觀測  二 六 四 

時間 算定の 實用價 値。 時の 計測 器と しての 太陰。 時間 計測の 目的に 他の 天體 使用。 1:^ い 時間の 

諸 週期。 カル デァ 人の 觀 測と 測定。 H ヂ。 フ卜 暦。 H ヂ。 フト 天文 學 者の 地位。 ピラミッドの 計量。 

支那 人？ 宇 窗觀。 道敎。 列 子の 見方。 孔子の 敎。  - 

ギリシアの 哲學 者と 中世に 於け る その後 繼者  二八 三 

泰 -s  5 科學 は特權 5h 侶 階級 ？ 私有^。 ギ リシ ァハ 自然 哲學者 達。 タレ— ス、 アナ キシメ ネス、 

アナ キシ マンド ロス、 ピタゴ ラス 派。 ヘラ クリ トス、 ェム ベ-ドク レス、 アナ キサ ゴ ラ ス 、 デ モ 

クリ 卜ス。 自然 科 學に對 す るァテ ン 人の 嫌忌。 。フラ 卜—、 アリス 卜 テレス、 ヒケ タス、 アル キ 

メ デス。 ァ レキサ ン .ド リ ァ學 派。 ュ ー • ドキ ソス、 エラ 卜 ステネ ス、 アリス タルコ ス、 ヒッ パル 

コス、 ボセ イド-一 ォス 。プトレマイオス。 n  — マ 人。 ル クレチ ウス。 アラビア 人の 科學上 の 位 

置。 科學に 對す る 東洋人の 冷淡。 アル ハ I ゼンの 言明。 

新時代の 曙光。 生物 を 宿す 世界の 多様性  三 0 三 

ラバ ヌス- マウルス。 口  — ジャ—  • ベ— コン。 ニコラウス. クサ ヌス。 レオナルド- ダ- ゲイ 
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ンチ C コペルニクス。 ジォ ルダノ-ブルノ。 ティ コ • ブラ I へ C 占星術。 ケ プレル： ガリ レ I  C 

天文 學に 望遠鏡の 導入。 敎 食の 迫害。 デカルトの 宇宙 開 開 論。 渦動 說。 遊星の 形成 C 地球の 進 

化 に關す る ライブ 一一 ッッと ステノ  C デカルト 及-一 ュ I ト ン に對す る ス. t  ,n アン ボルクの 地位。 

銀河の 問題。 他の 世界の 可 住 性に 關 する 諸說。 ピタゴ ラス、 ブルノ C スゥ エデン. ボルクと カン 

トの 空想。 

一一 ュ —トンから ラプラスまで。 太陽系の 力 學と其 創造に 關 する 學說  三 四 一 

一 I ュ— トン の 重力の 方 則。 藝 星の 行動。 天體 運動の 起原に 關 する 二 ュ- トン の 意見に 對 L ライ 

ブ 一一 ッッ S 抗議。 ビ ユッフ オンの 銜突說 C 冷却に 關 する 彼の 實驗。 ラ 。フ ラ ス の 批評。 カントの 

宇宙 開 Si 論 C 其 弱點。 土星 環 形成に 關 する カントの 說。 「地球 環」 の 空想。 銀河の 間 題に 就い 

て 力 ント及 ライト。 太陽の 最期に 關 する 力 ント の說。 力 ント とラ。 フラ ス との 宇宙 開闢 論の 差異。 

ノルデン スキ H ルドと II ッ キヤ ー 並に ジ— . ェ ツチ -ダ— ウィンの 微塵 說。 ラ プ ラ ス の 宇宙 系。 

其れに 關 する « 評。 星雲に 關 する ハ ー シェル の 研究。 太陽系の 安定 度に 就いて ラプラ ス及 ラグ 

ラ ン ジ ュ 0 

天文 畢 上に 於け る 其 後の 重要なる 諸發 見。 S 星の 世界  三 六 六 

恨 星 の 固有 運動 e ハリ I  、 ブラ ドリ ー 、 ハ I シ H ルの 研究： 力。 フタ インの 仕事。 恨 星 の 視差。 
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IX 


ベッセル。 分光器に よる 恆星 速度の 測定。 太陽と 他の 太陽 乂は懷 星 星雲との 衝突。 星闱及 星雲 

の 銀河に 對 する 關係。 天體の 成分と 吾々 の 太陽の 成分と？ 合致" マ クスゥ エルの 說。 輻射 壓の 

意義。 隕石。 藝星。 ス キア パレリの 仕事。 ステ ファン 及 ウイ ー ン の-輻射 9 方 則。 雰圍氣 S 意義。 

地球 並に 太陽系 中 諸體の 比重。 光の 速度。 小 遊星。 二重星。 シ ー の 仕事。 ® 星の 大さ。 恆 星の 

流れ" 1^ 星 光度に 關 する カプタインの 推算。 二重星の 離 心的 軌道。 其の 說明。 恆 星の？ i 度。 太 

陽 系に 於け る 潮汐の 作用。 ジ ー •  H ツチ -ダ I ウィンの 研究。 遊星の 廻轉 方向。 ピッケ リング 

の說。 天 體に關 する 吾々 の鹳 念の 正し さの 蓋然性。 

宇宙 開闢 說に 於け る H ネル ギ ー 觀念 の 導 人  四 0 四 

太陽 並に 恆 星の 輻射の 原因に 關 する 古代の 諸說。 マイヤ— 及 ヘルムホルツの 考。 リック— の 研 

究。 瓦斯 狀天 體の溫 度。 雰圍氣 の 高さ。 太陽の？，！ 度。 エネ ルギ I 源と しての 太陽の 收縮。 天體 

が 其 雰圍氣 中の 冗斯を 保留し 得る 能力。 スト ー -ー I 及 ブライアン？ 仕事。 天體 間の 衝突の 結 来 

に關 する リツ タ I の說。 銀河の 間 題。 星雲。 恒星の 進化 期。 太陽の 消 儘と 其 輻射の 復活に 關す 

る カントの 考。 デュ- プレルの 敍述。 

開闢 論に 於け る 無限の 觀念  三 〇 

空間 は 無限で 時 は 永久で ある。 空 問の 無限 性に 關 して リ— マン 及 ヘルムホルツ。 恆 星の 數は無 
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限 か。 喑黑な 天體ゃ 星雲が 天空 一 面に 輝く こと を 沮止す る。 物質 力 不滅。 スビノ ザ 及スぺ ンサ 

I の說。 ランドルトの 實驗。 H ネル ギ— Q 不滅。 器械 的熱學 理論。 此說の 創設者 等の 說は 哲學 

的 基 慮の 上に 立つ ものである。 「熱 的 死」 に關 する クラウジウスの 考 C 死んだ 太陽の 覺醍に 關 

する 力 ン ト及ク n ル Q 說。 ハ-バ ー ト. ス ペン サ ー の說。 化學 作用の 意義、 太陽 內 部の 放射性 

杓 質と 爆發性 物質。 天 體內の ヘリウム。 地球の 年齢。 クラウジウスの 說に 於け る 誤謬。 クラウ 

ジ ウスの 學說に 代 はる もの。 時間 槪念 Q 進化。 地球上に 生命の 成立 C 1^ 始 生成 か、 外からの 移 

住 か" 難點。 此 問題に 對 する 哲學 者の 態度。 キュ ー ゲイ H 1 Q 大變 動說。 此れに 關 するフ レツ 

ヒの 意見。 生物 雜 種の 生成に 關 する n  H ブの 研究。 生命の 消失に 及ぼす？，！ 度の 影響に 關 する 新 

W 究 C 1® 始 生成 說と 萌芽 汎在說 との 融和の 可能性。 無限の 槪 念に 闢 する 哲學上 並に 科學 上の 原 

理の 比較。 觀 念の 自然淘汰。 
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本卷に は未發 表の 草稿 「物理 學 序說」 及び 飜譯 を收 めた。 後者 は ボアン カレ ー の 著書 中の ニ篇 

及び ァ ー レニウス の 著書 一 卷 である。 

「物理 學序 說」 は 未完 結の ま 上 者 者の 書齋に 保存され てあつた ものであるが、 岩波 書店の 「科 

學 叢！！ 曰」 のために 筆 を 執った ものである ことが 分った。 大判 洋鲜紙 百 二十 三枚に 横書き を 以て 認 

めら れて 居り、 表紙に は 同じく 横書き を 以て 「物理 學 序說」 と 記され 其の 下に 「NOV. 12, 1920.  — 一 

と ある。 卽ち 大正 九 年 (一九二 〇) 十一 月 十一 一日に 稿 を 起した ものである。 此の 著述の ブラ ンを 

書いた 紙の 端に 原稿の 分量 を 計算した ものが あり、 それに 依れば 原稿 一 行 三十 字 一 頁 十八 行と し 

て 一 頁 五 四 〇 字、 本 は 三十 五 字 十二 行と して 四 二 〇 字、 原稿 百 頁 は 本の 一 二八 頁に 當り、 原稿 三 

後 〇〇 頁 は 本の 三 八 四 頁に 當る ことが 計算され てゐ る。 それ ゆ ゑ 此の 大判 洋屏 紙に 凡そ 三百 枚內外 

書く 豫定 であった ので はない かと 考 へられる。 若し さう だと すれば 未だ 豫定の 半に 達せす、 三 


Q 1 餘 りのと ころで 中止され たもので ある。 

これ は 未定稿と は 言へ 甚だ 整然とした もので あり、 原稿の 出來 たと ころまでの 「ccstents」 が 

添へ てあつた 事な ども 此の 著者の 頭腦の 働き を舰 ふに 足る かと 思 ふ。 著者 自ら 發 表の 場合に は大 

いに 推敲した に 相違ない ので あるが、 本 全集に 收め るに 當 つて は 明白な 誤字 を 正し. 陇字を 補ひ最 

小 限度に 句 讀點を 改めた 他 は、 .當 字 等 も總て 原稿の 儘と し 送り 假名 等 も 統一 する が 如き こと はし 

なかった。 但し 原稿に あった 五箇 所の 空白 は 之 を 推定し 得た ので 編輯 者が 補 ひ 其の 部分に 〔 〕 

を 施して 置いた。 その 一 は 本 卷七ー 一 頁の 註の 中の 書名で ある。 その 二 は 一 〇 四 頁 十三 行 目の 參照 

K 數、 その 三 は 一一 五 頁 十一 行 目の 參照 頁數 である。 (參照 頁數の 場合に は 〔 〕 を 施す こと を 

しなかった C) その 四 は 一 一 一三 頁 一 11 三 行の 人名 〔ブ， 'トル ー〕 である。 その 五 は 一 三 五 頁 十 一 

行 目の 〔ガリ レ—〕 である。 また、 二 四 頁に 六號 活字 を 以て 印刷した 所 は 原稿に 查曰 かれて ゐる指 

定に從 つた ものである。 

此の 著述に は少 くと も 二つの 附錄を 伴 ふ 害であった ことが 本文に 依って 知られる。 その 一は 本 

卷七九 頁 八 行 目の 註に 依って 「自然現象の 豫報」 であった ことが 分る。 「自然現象の 豫報」 は 本 

全集 第 一 卷に收 めら れてゐ る。 本卷八 〇 頁 十四 行 目に (附錄 を 見よ C) と あるの は 矢張り r 附錄、 

自然現象の 豫報」 を 指した ものである。 その 二 は 本卷ー 二 四 頁 六— 七 行に 一， 偶然と は 何 を 意味す 
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るかに 就いては 附錄に 加へ て 置いた ボ ァ ン カレ ー の 所說の 外に 附 加すべき 事 は 少ない c」 と ある 

に 依って、 ボア ン カレ ー の 一 節 を 著者が 飜譯 した 「偶然.」 を 指した ものに 相違ない C 此の 飜譯 「偶 

然 J は 本卷の 飜譯の 部に 收 めら れてゐ る。 

此の 草稿と 共に 此の 著述の ブラ ンを 書いた 紙の あった 事 は 前に 述べた が、 それ は 此の 著述に 對 

する 著者の 抱負 を 知り、 なほ 筆を鑌 ける 害であった 部分の 概要 を 窺 ふのに 與味 ある もので あるか 

ら、 此處に 記して 置き 度い。 尤も それ は 著者の 覺 11 曰で あるから 原形の 儘 印刷す る こと は 困難で あ 

るが、 多少の 整理 を 加へ て 其の 全部 を 記して みょう。 

r 此 著の 存在理由。 —— Specialism, 根本の 忘却、 實の あるな し、 分り切った 事ば かり 

無味な 系統 化 や 分類 を さけた 事 

敎 ゆるに 非す 問題 を 提出す るな り 

雨 乞の 太鼓 を 打つ が 如く 効果の 有無より は 寧ろ 渴 望の 表現 

讀 ます 共 物理 舉者 になれ る、 讀んで 誤解す る 人 も あらう。 唯 讀んで 何物 か を 得る 人 あらば 願 足 

る 0 

後 他說の 紹介の みならば 寧ろ 書かぬ。 切拔帖 ではない、 一度 自分の 中で こなれ たもので ある。 し 

1 かし 紙なら ば淺 草紙 位 かも 知れない。 
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抽象的 乾燥 を さけた 

個人的 色彩 

信用す る 爲に讀 む 人は讀 まざる に 如かす 

人間の 科學 たる 所以の 解說 につと めた。 

Piaiick 等の Antidote, 此の方が 却って 科學 的" PIP 一- ek 等 は 却って 形而上 的な り 

(二) 學と 自然 科學、 能 知と 所 知、 生命と 

(三) 物理 學の 位置。 定義 I -以. 下に 含まる、 事。 物 は (四) に理は (五) に 

(四) 物理 學の對 象 

^ 感覺 知覺、 表象、 經驗、 知識— 錯覺 幻覺の 注意、 .sgse の limil;, 器械と 其 誤差 

⑨ 實在 

9- 普遍 

さ 間と 時間、 數 

§ 因果律 

A llthrcpol-lorphlsrn の 解放 
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記 後 


(五) 物理 學の 目的 

說明 li 記載 的、 思考 節約 (本 體論ゃ 目的 觀の 否定) 

其の 裏面に は 反 對を豫 想す 

(.j 、ノ 卞 去，、 根本 艮定  unifcrmity …… specification の 可能、 hysteresis 

* 言 仰 (知る 爲に 信す) Paolo  (信 は 望まれる 物の 實體、 見ざる 所の もの、 證據- 

資料 i 觀察、 實驗、 測定、 器械 

此等 により 知識 を 得る が 可能なる 爲の條 件 ゃ假定 

Uniformitv  of  nature,  invariant,  clock,  scale. 

分析、 歸納、 gens.tllizatisl —— t-i^* 'I .-dodllction- 

veriscatlon 

Mathemntics  as  tool. 

艮說、 speculation  (Daedalus  &  T (さ rlls) 

Method  of  snfacient  reason,  of  no  reason, 球 t^<p; 子 や 電子 


丄 H  - w  exl" er imen.t  f  ( i  isco very 


收穫 —— 

へ 七) 方 則、 law,  principle,  rul? 


方 則と しての 世界、 

固々 の fact の價 値， |< 


\惠弔 上の technical  l>art 

/理論の 基礎 


I 貝 値 


(八) 應用 11 範圍、 問題の 分析、 


(5:) 物理 攀の 分派 


、實の 豪 探 究理 f  に：； り gsll にも gsf 凡て 要す 

一  t-culta の 精密 .IK  一 

事 實の說 明 1 iliix-  I  ^  . 

理論的 方面) 二方 面の 綜合 癒着 

新しき 見方 ccpesicus,  Nitcll,  a.  etc. 

特殊の？^ 的 ある もの、 旣 知の t  ^ より 観 一 I による 

Geometrical  optics の 如き もの 

f 研究 用 


\應 用 方面 


器械. 


(實用 


敎育 

, 工業 
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記 後 


(九) 


應用は 問題 を與 へ 新 事 實の發 見 を 促す 事。 

應 用の みを考 ふる 弊害 

optics 


對象 による 區 別.! lieat 

物理 擧 者の 種類 

N.aticl.-al  teudsl-Jy 


究極の 歸 


fcsltlueutid 


rndivKhlal 


直觀的 

一 分析  白 

二  0) 物理 拳の 精神的 價値 

藝術 としての 科擧 

道德 との 關係， 一 

更にもう 一 枚の 紙片に 口 ー レン ッ變換 のこと を 書いた 覺 書の 中に rpgitive  science  is  a.l>ln.cxl- 

mation  as  1C112-  as  the  experimental  vel.mcati§  is  approxiii 一 ativc.」 と い ふ 首 葉 力 ある。 
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此 等の 覺書は 本文と 相俟 つ て 著者 の 意圖す る 處が 如何なる もので あ るか を 想像す る に 十分で あ 

る。 殊に 草案の 初めの 部分の 言葉 は、 此の 著述の 序文の 役割 をな す ものであって、 之 以上 說明を 

要しない 程で ある。 此の 草案と 本文の 內容と を 比較して みるに、 草案の (二) 及び (三) は 本文 

の 第一 篇 第一 章から 第五 章に 亙って 大體 書かれて 居る やうで ある。 草案の (四) は 第一 ー篇第 一 章 

から 第 七 章に 當 つて 居る。 草案 (五) の 初めの 部分が 第三 篇第 一章に 書かれた ところで 筆 は 絶た 

れてゐ る。 從 つて 草案 (六) 以下 は 悉く 續 いて 愈 曰かれる 害の ものであった ことが 分る。 

此の 著述が 完成され なかった こと は遣憾 である けれども、 旣に 金曰 かれた ところ だけに 依つ て も 

著者の 思想の 方向 は 明瞭に 示されて ゐ るので あって、 是 より 先は讀 者の 理解と 考究と に 依つ て 或 

る 程度まで 把握し 得られる ものと 言って よい。 

著者の 草案の 初めの 部分が 何よりも 雄 辯に 語って ゐる やうに、 これ は 種々 なる 意見 を單に 綜合 

したやうな もので はなく、 悉く 著者の 立場に 於て 表現した ものである。 其 處には 極めて 自由な 考 

察が 示されて ゐる ばかりでなく、 更に 讀者 自身の 思索 を誘發 すると ころが 多い と 思 ふ。 これ は實 

に 此の 著者の 書いた あらゆる ものに 通す る 特質で も ある。 著者の 自然 科 學に對 する 考へ は 著者に 

依って 書かれた 種々 の ものに 散見す る こと は 出来る ので あるが、 此の 「物理 學 序說」 に 依って 非 

常に 積極的に それ を 知る ことが 出來 るので ある。 これに 依って われわれ は 此の 著者 を 一 層よ く 知 
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る ことが 出來 るば かりで. なく、 物理 學とは 如何なる もので あるか を 著者の 考察に 導かれつ 、理解 

する ことが 出来る であらう。 

著者 は ボアン カレ ー や マツ ハの 影響 を 受けて ゐ ると は 自ら も 述べて ゐ ると ぽ りで あるが、 ブラ 

ンク などの 唱へ る 人間 主義 か ら の 解放 の 思想の 盲信 を 戒め てゐ るの は 特筆す べき ことで あらう。 

自然 科學の 理想 は 人間的 要素 を 脱 離す る ことで あると いふの が プランク などの 唱へ る 人間 主義 か 

らの 解放で ある。 それ は それに 違 ひない けれども、 此の 思想に 盲從 する の餘り 自然 科學に 於け る 

感覺 の 役割 を 輕視す るが 如き こと は大 いなる 心得 違 ひで あると いふの が 著者 の 意見 である。 經驗 

は 科學の 生みの 母で あると は 著者の 常に 言 ふところであった。 なほ 此の ほかに も 此の 書から 示唆 

を 受ける ところ は 甚だ 多い。 

鑼譯 「事實 の選擇 J は アン リ ， "ホアン カレ ー の 著書 一 科學と 方法  一 (I- 一  elll.i  p-iucar6,  scisi 

et  jvl6thode. 19 き) の 第 一 篇第 一 章を譯 した ものであるが、 リ ンデ マンの 獨逸譯 (wissellsdlaft 

mid  Methsl,.  Ih ョ tsd-  v§  K  ul-d  L.  Lilldel-ltuE.) から 重譯 した ことが 譯 者の はしがきに 記さ 

後 れてゐ る。 これ は 大正 四 年 一 一月 一 東洋 學藝雜 誌 二 第三 一 ー卷 第三 九九 號に發 表された ものである。 

1 翻譯 「偶然」 は 同じく ボアン カレ ー の  ー| 科學と 方法」 の 第一 篇第四 章を譯 した もので、 ホ —ル 
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ス テ ッ ド の英譯 (science  and  IVfethod.  Tr.  by  Halste(l.) 及び リ ンデ マ ン の獨逸 譯を參 照した 

ことが 譯 者の はしがきに 記されて ゐる。 これ は 大正 四 年 七月 及び 八月 一， 東洋 擧藝雜 誌」 第三 ニ卷 

第 四 〇 六號 及び 第 四 〇 七 號に發 表された。 

飜譯 「史的に 見た る 科擧的 宇宙 觀の 變遷 一は ァ ー レ 一一 ゥ ス の 著書の 譯 である こと は r 譯者 附記」 

に 詳しい。 これ は 昭和 六 年 十月 岩波 文庫の 一冊と して 發 表された ものである。 本 卷に收 める に當 

つて 岩波 文庫本に ある 索引 を 省略し、 本文 中 誤植と 見るべき もの は 之 を 正した。 

編輯 者 
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(寺 島 製本) 
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